幽霊 塔 


黒 岩 涙 香 


第 一 回 ドエ ライ 宝 

「有名な 幽霊 塔が 売り物に 出た ぜ、 新聞広告 にも 見え 

て 居る」 

未だ 多くの 人が 噂せ ぬ 中に、 直ちに 買い取る 気 を 起 

したの は、 検事総長 を 辞して 閑散に 世 を 送って 居る 叔 

まるべ あさお 

父 丸 部 朝 夫で ある。 「ァノ 様な 恐ろしい、 ァノ 様な 荒 

れ 果てた 屋敷 を 何故 買う か」 など 人に 怪しまれ るが 

夏蝇 いとて、 誰に も 話さず 直ぐに 余 を 呼び 附 けて 一 切 

買い受けの 任 を 引き受け ろと 云われた。 余 は 早速 家屋 

会社へ 掛け合い 夫々 の 運び を附 けた。 


素より 叔父が 買い 度い と 云う の は 不思議で 無い、 幽 

霊 塔の 元来の 持主 は 叔父の 同姓の 家筋で 有る。 昔から 

其の 近辺で は 丸 部の 幽霊 塔と 称する 程で 有った。 夫が 

其の 家の 零落から 人手に 渡り、 今度 再び 売り物に 出た 

の だから、 叔父 は 兎も角も 同姓の 旧 情 を 忘れ 兼ね、 自 

分の 住居と して 子孫 代々 に 伝える と 云う 気に 成った の 

だ。 

買い受けの 相談、 値段の 打ち合せ も 略 ぼ 済んで から 

余 は 単身で 其の 家の 下検査に 出掛けた、 土地 は 都から 

四十 里 を 隔てた 山と 川との 間で、 可な り 風景に は 富ん 

で 居る が、 何しろ 一 方なら ぬ 荒れ 様 だ、 大きな 建物の 


中で 目 ぼし いのは 其の 玄関に 立 つ て 居る 古 塔で 有る。 

此 の 塔が 英国で 時計台 の 元祖 だ と 云う 事で、 塔の 半 腹、 

はま 

地から 八十 尺 も 上の 辺に 奇妙な 大 時計が 嵌って 居て、 

元は 此の 時計が 村 中の 人へ 時間 を 知らせた もの だ。 塔 

は 時計から 上に 猶 七十 尺 も 高く 聳えて 居る。 夜な どに 

此の 塔 を 見る と、 大きな 化物の 立った 様に 見え、 爾し 

て 其の 時計が 丁度 「一 つ 目」 の 様に 輝いて 居る。 昼 見 

て も 随分 物凄 い 有様 だ 。而し 此の 塔が 幽霊 塔と 名 の 有 

るの は 外部の 物凄い 為で 無くて、 内部に 様々 の 幽霊が 

出る と 言い伝えられて 居る 為で 有る。 

管々 しけれ ど 雑と 此の 話に 関係の 有る 点 だけ を 塔の 


履歴と して 述べて 置こう。 昔 此の 屋敷 は 国王から 丸 部 

家の 先祖へ 賜わった 者 だが、 初代の 丸 部 主人が、 何 か 

大 いなる 秘密 を 隠して 置く 為に 此の 時計台 を 建てた と 

云う 事で 有る。 大 いなる 秘密と は 世間 を 驚 動す る 程の 

ド ェ ライ 宝物で、 夫 を 盗まれる が 恐ろしい から 深く 隠 

して 置く 為に、 十数 年 も 智慧 を 絞って 工夫 を 廻らせ 

ャッと 思い 附 いて 此の 時計台 を 建てた と 云う の だ、 所 

が 出来 上る と 間も無く 主人が 行方 知れずに 成った、 ィ 

ヤ行 方 知れず では 無い、 塔の 底の 秘密 室へ (多分 宝物 

を 数える 為に) 降りて 行った が、 余り 中の 仕組が 旨く 

出来過ぎた 為に、 自分で 出て 来る 事が 出来ず、 去れば 


とて 外の 人 は 何う して 塔の 中へ 這 入る か 分らず、 何で 

も 時計の 有る 所まで 行かれる けれど 其の 所 限りで 後 は 

厚い 壁に 成って 一歩 も 先へ 進めぬ から、 救いに 行く 事 

も 出来ぬ、 其の 当座 幾日の 間 は、 夜になる と 塔の 中で 

助けて M れ、 助けて 呉れと 主人の 泣く 声が 聞こえる 様 

に 思われた けれど、 家内 中 唯 悲しんで 其の 声 を 聞く 許 

りで 如何と も 仕方が無い、 塔 を 取り 頹 すと 云う 評議 も 

仕た が、 国中に 内乱の 起った 場合で 取り 頹す 人夫 も 無 

く 其の まま 主人 を 見殺し、 ィャ 聞き 殺しに した、 けれ 

まさか  そう 

ど 真逆に 爾 とも 発表が 出来ぬ から、 主人 は 内乱に 紛れ 

て 行方 知れずに 成った と 云う 事に 噂 を 伏せて 仕舞った 


そうだ。 

其の後 は 此の 主人が 幽霊に 成って 出る と 云う 事で 元 

は 時計 塔と 云った のが 幽霊 塔と 云う 綽名で 通る 事と 為 

リ、 其の後の 時計 塔 は 諸 所に 出来た 者 だから、 単に 時 

おおやけ 

計 塔とば かりで は 分らず 公 の 書類にまで 幽霊 塔と 書 

く 事に 成 つ た、 勿論 ド ェ ライ 宝が 有る と 云う 言い伝え 

もくろ 

の 為に も 其の後 此の 塔を頹 そうかと 目論む 者が 有った 

けれど、 別に 証拠の 無い 事 ゆえ 顔した 後で 若し 宝が 出 

ねば 詰まらぬ とて、 今以て 幽霊 塔 は 無事で 居る。 

余が 下検査の 為 此の 土地へ 着いた の は 夏の 末の 日暮 

頃で 有った が、 先ず 塔の 前へ 立って 見上げる と 如何に 


も 化物 然 たる 形で、 扨 は 夜に 入る とァノ 時計が、 目の 

玉の 様に 見える のかと、 此の様に 思う うち、 不思議 や 

其の 時計の 長短 二 本の 針が ダル ダルと 自然に 廻った。 

時計の 針 は 廻る のが 当り前と は 云え、 数年 来 住む 人 も 

無く 永く 留ま つ て 居る 時計 だのに、 其の 針が 幾度 も 盤 

の 面 を 廻る と は 余り 奇妙で は 無い か、 元来 此の 時計 は 

塔 其の物と 同じく 秘密の 仕組で、 何う して 捲き 何う し 

て 針 を 動かす か は、 代々 此の 家の 主人の 外に 知る 者 無 

く、 爾 して 主人 は 死に絶えた 為に 恐らく この 針 を 動か 

し 得る 人 は 此の世に 無い 害 だ、 余の 叔父 さえ も、 数日 

来 色々 の 旧記 を 取り調べ て 此の 時計の 捲き 方 を 研究し 


て 居た、 余 は 若し や 川から 反射す る 夕日の 作用で 余の 

眼が 欺され て 居る のかと 思い 猶 能く 見る に、 全く 剣が 

唯 独りで 動いて 居る の だ。 真逆 幽霊が 時計 を 捲く 訳で 

も 有るまい。 

第二 回 幽霊の 正体 

誰が 何して 戸 を 捲く か を 知らぬ 銷附 いた 時計の 針が、 

塔の 上で 独りで 動き 始める と は 唯 事で 無い、 併し 余 は 

是 しきの 事に は 恐れぬ、 必ず 仔細が 有ろう から 夫 を 見 

出して 呉れようと 思い、 直ちに 進んで 塔の 中へ 這 入つ 


た。 

勿論 番人 も 無い、 入口の 戸 も 数年 前に 外した 儘で、 

今以て 鎖して 無い、 荒ら 屋 中の 荒ら 屋だ、 頓て 塔へ 上 

る 階段の 許まで 行く と、 四 辺が 薄暗く て 黴臭く 芥 臭く、 

如何にも 幽霊の 出そう な 所 だから、 余 は 此の 屋敷に 就 

いての 一 番 新しい 幽霊話 を 思い出した、 思うまい と 

思っても 独り 心へ 浮んで 来る。 其の 話た る や 後々 の 関 

係 も 有る から 兹に 記して 置く が、 此の 屋敷 を 本来の 持 

主たる 丸 部 家から 買い取つ たの は、 其の 家に 奉公して 

居た 輪 田お 紺と 云う 老女 だ、 何でも 濠洲へ 出稼ぎして 

居る 自分の 弟が 死んで 遺 身と して 大金 を 送って 来たと 


云う 事で、 其の 金 を 以て 主人の 屋敷 を 買い取り、 此の 

塔の 時計 室の 直下に 在る 座敷 を 自分の 居間に して、 其 

の 中で 寝て 居た が、 或る 夜 自分の 養女に 殺されて 仕 

それ 

舞った、 夫 は 今より 僅かに 六 年 前の 事で、 其の 時から 

今まで 此の 屋敷 はガラ 空に なって 居る が、 其の 老女の 

亡魂 も 矢張り 幽霊に 成 つ て 其の 殺された 室 へ 今以て 現 

れ ると 云う 事 だ、 其の 室 は 丁度 余が 立 つ て 居る 所の 頭 

の 上 だ、 斯う 思う と 何 だ か 頭の 上 を 幽霊が 歩いて 居る 

様な 気 もす る 

爾 して 其の 殺した 方の 養女と 云う は 直ぐに 捕まり 裁 

判に 附 せられた が、 丁度 余の 叔父が 検事 をして 居る 頃 


で、 叔父 は 我が 為に 本家と も 云う 可き 同姓の 元の 住家 

へ 又も 不吉な 椿事 を 起させた 奴と 睨み、 多少 は 感情に 

動かされ たが、 厳重に 死刑 論 を 唱えて 目的 を 達した。 

ひど 

勿論 其の 女 は 決して 自分が 殺した ので 無い と 甚く 言 い 

張った けれども 何よりの 証拠 は 左の 手先の 肉 を、 骨へ 

まで 死人に 嚙み 取られて 居て、 死人の 口に 在る 肉片と 

其の 手の 傷と 同じ 者で 有った 上 幾多の 似寄った 証拠が 

有った 為 言い開き は 立たず、 死刑と は 極った が 唯 丁年 

きんこ 

未満で 有った 為一 等 を 減じて 終身の 禁錮に なり、 四 年 

ほど 牢の 中に 苦しんで 終に 病死した、 其の 女の 名 は 確 

かお 夏 —— 爾だ輪 田お 夏と 云った。 


余 は 此の 忌 わしい 話 を 思い出し、 少し 気が 怯 だけ 

れど、 素より 幽霊な どの 此の世に 在る 事 を 信せ ず、 殊 

に は 腕力 も 常人に は 勝れ、 今まで 力自慢で 友人な どに 

わざ 

も 褒められて 来た 程 だから 「ナァ 二 平気な 者サ」 と 故 

と 口で 平気 を 唱え、 階段 を 登り 始めた。 

登り 登りて 四 階まで 行く と、 茲が 即ち 老女 輪 田お 紺 

の 殺された 室 だ。 伝説に 由る と 室の 一方に 寝台が 有つ 

て、 其の上 からお 組が 口に 人の 肉 を 咬え 願へ 血 を 垂ら 

して ソロ ソロ 降りて 来る と 云う 事 だ、 何分に も 薄暗い 

から、 先ず 窓の 盲 戸 を 推 開けた が、 銷附 いて 居て 好く 

は 開かぬ。 夫に 最も 夕刻 だから 大した 明り は 射さぬ。 


何処に 其の 寝台が 有る か、 此の上の 時計の 裏へ は 何し 

て 登られる かと、 静かに 透す 様に して 室の 中 を 見て 居 

ると、 一 方の 隅で、 人の 着物 を 引き摺る 様な 音が する、 

其の 中に 眼 も 幾分 か 暗 さに 慣れた か、 其の 音の 方に 当 

リ薄々 と 寝台の 様な 物 も 見える。 

すると 其の 寝台の 上に、 何だか 人の 姿が 有って 起き 

直る 有様が 殆ど 伝説の 通りで 在る、 此の様な 時には 暗 

いのが 何より 不利益 (幽霊に とって は 利益 かも 知らぬ 

が) だから 余 は 窓の 方へ 寄り、 最 一度 盲 戸 を 今度 は 力 

一杯に 推して 見た、 未だ 盲 戸 は 仲々 開かぬ に、 怪しい 

姿 は ソロ ソロと 寝台 を 下り、 余の 傍へ 寄って 来る が 併 


し 足音の する 所 を 見る と 幽霊で は 無 さ 相 だ、 けれど 幽 

霊よりも 却って 薄 気味が 悪い。 余 は 猶もカ を 込めて 戸 

を 推した が、 メリ メリと 蝶番 ひが 毀れ て 戸 は 下の 屋根 

へ 落ち、 室の 中が 一時に 明るく 成った、 と は 云え 夕 明 

りで 有る から 昼間 ほどに は 行かぬ が 幽霊の 正体 を 見 届 

ける に は 充分で 有る。 

「能く 其の 戸が 脱れ ましたよ、 私し も 開け 度い と 思い、 

推して 見ました けれど 女の 力に は 合いませんでした 

が」 

之が 幽霊の 発した 初めての 声で 音楽の 様に 麗しい、 

余 は 荒々 しく 問い詰める 積り で 居た が、 声の 麗し さに、 


聊か 気抜けが して 柔 しくな り、 「今し方、 大 時計の 針 

を 動した の は 貴女でした か」 

と、 問いつつ 熟々 其の 姿 を 見る と、 顔 は 声よりも 猶 

麗しい、 姿 も婀娜 として 貴婦人の 様子が 有る、 若し 厳 

重に 批評 すれば 其の 美し さは 舞楽に 用 ゆる 天女の 仮面 

あんばい 

と 云う 様な 塩梅で、 生きた 人間の 顔と して は余リ 規則 

が 正し 過ぎる。 三十 二相 極めて 行儀 好く 揃って 居る。 

若し や 此の 女 は 何 か 護謨で でも 捲え 屈伸 自在な 仮面 を 

被って 居る ので は 無かろう か、 併し 其の 様な 巧みな 仮 

面 は 未だ 発明され たと 云う 事 を 聞かぬ。 愈々 之が 仮面 

で 無くて 本統の 素顔と すれば 絶世の 美人で ある、 余 は 


自分の 女房に と 叔父 や 当人から 推し 附 けられ、 断り 兼 

ねて 居る 女 は 有る けれど、 断然 其の 女 を 捨てて 此の 女 

に 取り替えねば ならぬ、 と 殆ど 是 ほどまでに 思 つ た。 

真逆に 此の 天女の 様な 美人が 今まで 主人 無しに 居る 害 

も 無く、 縦し や 居た とてそう 容易く 余に 靡く 害 は 無く、 

思 えば 余の 心 は 余り 軽率 過ぎ たなれ ど、 此の 時 は 全く 

此の様にまで 思った、 夫 だから 此の 美人の 顔が 仮面で 

有る か 素顔で 有る か、 物 を 云う 時には 看破らん と、 熱 

心に 目 を 光らせて 待って 居る と、 美人 は 少し 余の 様子 

を 頓狂に 思った か 笑み を 浮べて、 

「ハイ 今し方、 此の 時計 を 捲いた の は 私です よ」 


仮面で 無い、 仮面で 無い、 本統の 素顔、 素顔。 

第三 回 左の 手 

此の 美人 は 何者だろう、 第一、 此の 荒れ果てた 塔の 

中に、 而も 輪 田お 紺の 幽霊が 出る と 云われる 室の 中に、 

丁度 其のお 紺の 寝た と 云う 寝台の 上に、 唯一 人で 居た 

のが 怪しい、 第二に は 此の世に 知った 人の 無い 秘密、 

即ち 時計の 捲き 方 を 知って 居る のが 怪しい、 第三に、 

わざ 

故々 其の 時計 を 捲いた のが 怪しい、 余 は 初めに 其の 顔 

の 美し さに 感心し、 外の 事 は 心に も 浮かばずに 居た が、 


追々 斯様な 怪し さが 浮かんで 来た、 猶 此の 外に 怪しい 

箇条が 有る かも 知れぬ、 怪しんで 暫し 茫然と して 居る 

と、 塔の 時計が 鳴った、 数える と 七 時で ある、 自分の 

時計 を 出して 眺める と 如何にも 七 時 だ、 美人 は 余の 怪 

訝な 顔 を 見て、 可笑しい のか 「ホ、 ホ」 と 笑み 「塔の 

時計の 合って 居る のが 不思議で すか」 と 余 を 揶揄う 様 

に 云った、 其の 笑顔の 美し さ、 全体 此の様な 辺鄙な 土 

地へ 是 ほどの 美人が 来て 居る のさえ 怪しい と 云う 可し 

だ。 

「貴女 は 全体 何者です」 と 余 は 問い 度くて 成らぬ が、 

美人の 優れた 顔と 姿と を 見て は 其の 様な 無 親な 問い は 


出ぬ、 咽喉の 中で 消えて 仕舞う、 総ての 様子 総ての 振 

舞が 何と無く 世の常の 女より 立ち勝り、 世に 云う 水際 

わずか 

が 離れて 居る から、 余 は 我に も あらで 躊躇して、 唯纔 

に 「貴女 は 何故に 塔の 時計 をお 捲き 成されました」 と 

問うた、 美人 「ハイ 多分 斯う すれば 捲け るだろう と 思 

い、 自分の ェ風を 実地に 試験して 見た のです」 余 「何 

の 為に 其の 様な 試験な ど を 成さる のです」 美人 「誰も 

此の 時計の 捲き 方 を 知った 者が 無い と 云います から 試 

して 置いて、 爾 して 相当の 人に 教えて 上げ 度い と 思い 

ました」 余 「です が 全体 貴女 は 何う して 其の 捲き 方 を 

考えました」 美人 「ホ、 夫 は 云う 可き 事柄で 有り ませ 


ん」 

ます 

益々 怪しい けれど、 兎に角 此の世に、 此の 時計の 捲 

き 方 を 知る 人の 有る は、 調べ 倦んで 居た 余の 叔父に 

取って は 非常の 好都合に 違い無い、 余 「では、 私に 教 

えて 下さる 訳に は —— 」 と 言 い 掛ける と美 人 は 少し 真 

面目に なり 「ィャ 貴方 は 相当の 人で 有りますまい、 此 

の 捲き 方 は 一 つの 秘密で、 塔の 主人より 外へ は 知らせ 

て 成らぬ と 昔から 云い 伝えられて 居る 相です から、 私 

も 塔の 持主より 外へ 知らせる 事 は 出来ません」 余 「近々、 

私の 叔父が 此の 塔 を 買い取る のです」 美人 「夫で は 貴 

方の 叔父さんへ お伝え 申しましょう、 併し 夫 もお 目に 


掛 つて 直々 にで 無くて は」 余 「ィャ 叔父 は 定めし 喜び 

ましょう、 私が 屹 つと 叔父 を 貴女へ お 目に 掛ら せる 事 

に 計らい ますから、 何う ぞ 其の 節 は」 美人 は 少しも 迷 

惑そう で 無く、 却って 何だか 満足の 様子で 「ハイお 教 

え 申しましょう」 余 「です が 貴女 は 此の 塔に」 美人 「ィ 

イエ、 私 は 此の 塔に 少しも 関係 は 無い 者です」 余 「け 

れど 時計の 捲き 方まで 心に お掛け 成さる と は」 美人 「其 

の 様に 諄く お問いな さると 私 は 怒ります よ、 塔に 少し 

も 関係の 無い 者と 申せば 夫で 好いで は 有りません か」 

柔 しい 中に 犯し難い 口調 を罩 めて 言い切った、 色々 問 

い 度い 事ば かりだ けれど 此の 後 は 問う 訳に 行かぬ、 其 


の 中に 分る 時が 有る だろうと 断念め て 口 を 襟んだ、 ス 

ルト 今度 は 美人から 反対に 「貴方 は 此の 塔の 中 を 色々 

検査 成さる お 積 りでしょう ね」 と 問い掛けた、 勿論 其 

の 積り では 有る けれど、 最と 能く 美人の 素性 を 見極め 

度い と 思い 「ハイ 斯う 日が 暮れて は 検査 も 出来ません 

から、 明日の 事と して、 是 から 貴女 をお 宿まで 送り ま 

しょう」 随分 無 親な 言い方で は 有る が 美人 は 別に 怒り 

もせず 「イエ 猶だ私 は 少し 見 度い 所が 有ります から」 

と 答え、 早 や 余に 背 を 向けて 塔の 下へ 降りて 行く、 余 

は 急いで 後に 尾き、 共々 に 階段 を 降った が、 美人 は玄 

関の 方へ は 出ず、 裏庭の 方へ 出た、 此の 時 既に 七 時 を 


過ぎ、 暮色 蒼茫と 云う 時刻 だ、 美人 は 衣服の 襞 を 探つ 

て 地図の 様な 者 を 取り出し、 独りで 庭の 方々 を 見廻す 

様子 ゆえ、 余 は 首 を 差し延べ、 其の 地図 を 窺いた が、 

能く は 見えね ど 此の 屋敷の 略図ら しい、 一方に は 河が 

有り 堀が 有り、 爾 して 庭の 小径な ど 記して 有る、 併し 

地図よりも 猶 目に付い たは、 美人の 身 姿 だ、 着物 は 高 

価な 物で は 無い、 不断着に は 違い無い が、 肩から 裳 ま 

で 薄い 灰色の 無地 だ、 灰色 は 鼠色の 一 種で 日影 色と も 

云い、 縁 喜の 能く 無い 色 だと 信じられて 居て、 殊に 年 

の 若い 婦人な ど は 之 を 厭が る、 其の 厭が るの を 何故に 

着けて 居る だろうと 是も 怪し さの 一 つに 成った が、 頓 


て 其の 手 を 見る と、 着物の 怪し さ を 忘れて 仕舞った、 

はめ 

左右と も 手袋 を 被て は 居る が 左の 手に は 異様な 飾りが 

附 いて 居る、 細かな 金の 鎖 を 網に 編み、 所々 へ 真珠 を 

繋いで 有って、 夫が 袖口の 奥の 方から 出て 来て、 爾し 

て 手袋へ 続いて 居る、 余 は 此の様な 手袋 は 見た 事が 無 

い、 飾り気の 少しも 無い 総体の 身 姿に も不 似合 だ、 何 

か 此の 手袋で 隠して 居る ので は 無かろう かと 此の様な 

気がして 成らぬ、 併し 問い 試ね る 訳に も 行かぬ。 

其のう ちに 美人 は 堀の 土 堤 を、 庭の 奥の 方へ 歩み 初 

め、 一丁 余 も 行って 終に 堤 下に 降りた、 茲に 大きな 稷 

木が 五六 本 聳えて 居る、 其の 一 本の 下に 余り 古く 無い 


石碑が 立って 居る、 土の 盛り 方 や 石の 色で は 昨年 頃 誰 

か を 葬った 者で も 有ろう か、 屋敷の 中に 墓の 有る の も 

不思議、 誰も 住んで 居ぬ 空 屋敷 へ 新 墓の 出来る も不思 

議、 余 は 益々 異様に 思い、 口の 中で、 思わず も 「怪美 

人」 と 眩いた、 実に 怪 美人 だ、 此の 美人の 身に 就いて 

の 事 は 皆な 「怪」 だ 言葉 も 振舞 も 着物 も 飾り物 も、 爾 

して 妙に 此の 屋敷の 秘密 を 知つ て 居る 事 も 地図な ど を 

持って 居る 事 も、 一の 怪 ならざる は 無し だ、 頓て 美人 

は 新 墓の 前に 跪づ いて、 拝み 初めた が、 何だか 非常に 

口惜しい と 云う 様子が 見え、 次に は 憫みを 帯び 来つ 

て 両眼に 涙を湛 える かと 思われた、 懐かしい 情人の 墓 


か、 嫉 ましい 恋の 敵の 墓 か、 何しろ 余 ほど 深く 心 を 動 

かす 様な 事柄が 有る と 見える、 余 は 美人の 拝み 終る を 

待ち兼ねて 「誰の 墓です か」 と 云って ズ ゥズゥ しく 降 

りて 行き、 石碑の 文字 を 読んだ が、 少し 驚いた。 「輪 田 

夏 子 之 墓」 と 有る。 「明治 一 一十 九 年 七月 十 一 日 死、 享年 

廿ニ 歳」 と 左右に 記して 有る、 輪 田 夏 子と は 誰、 読者 

は 前回の 記事 を 記憶して 居る だろう、 此の 家の 主婦 輪 

田お 紺の 養女で、 お 紺 を 殺し 終身刑に 処 せられて 牢の 

中で 死んだ 殺人者 だ、 養母 殺しの 罪人 だ、 成る ほど 考 

えて 見る と 其のお 夏の 死骸 を、 弁護士 権 田 時 介と 云う 

者が、 前年 自分が 弁護した 由縁で 引き取って 此の 屋敷 


へ 埋めた と 云う 事 を 其の 頃の 新聞で 読んだ 事が 有る、 

其の 様な 汚らわしい 者の 墓 へ 此の 美人が 参詣と は是も 

怪だ。 

第 四 回 誰の 悪戯 

養母 殺し の 大罪 人の 墓 へ 参詣す るな ど は 余り 興 の 醒 

めた 振舞 ゆえ 余 は 容赦な く 「貴女 は 此の 女の 親類 か 友 

達です か」 と 問うた、 怪 美人 は 「ィ イエ、 親類で も 知 

人で も 有りません」 と 答えた。 益々 不思議 だ、 是が貞 

女 烈女の 墓と か 賢人 君子の 墓と か 云えば、 知らぬ 人で 


あや 

も 肖 かり 度い と 思って 或いは 参る かも 知れぬ が、 人 を 

殺して 牢死した 者の 墓へ、 親戚で も 知人で も 無 い 者が 

参る と は、 全く 有られ も 無い 事 だ、 余 「夫で は 何の 為 

にお 詣リ 成さる」 怪 美人 は 真面目に 顔 を 上げ、 

「其の 様に お問いな さらず とも、 分る 時が 来れば 自然 

に 分ります よ」 と 云い、 其の まま 今度 は 玄関の 方 を 指 

そろそろ  そう 

し徐々 歩み 始めた が、 何だか 意味の 有り 相な 言葉 だ 。 

余 は最そ つ と 深く 此の 美人の 事が 知り 度く 此の まま 

分れる は 如何にも 残念 だから、 猶 此の 後に 附 いて 歩み 

ながら、 横手へ 首 を 突き出して 「貴女 は 先刻、 私の 叔 

父へ、 時計の 捲き 方 を 教えて 下さる 様に 仰 有りました 


が、 何う かお 名前な ど を 伺い 度く 思います」 美人 は 何 

事 を か 考え込んで、 今までより 無愛想に 「私 は 姓名 を 

知らぬ 方に 自分の 姓名 は 申しません」 成る ほど 余 は 未 

だ 此の 美人に 姓名 を 告げなん だ、 「ィ ャ、 私 は 丸 部 道 九 

郎と 云う 者です、 叔父 は 丸 部 朝 夫と 申します」 美人 は 

少し 柔 かに 「ァァ 兼ねて 聞いて 居る お 名前です、 私 は 

松谷秀 子と 申します」 余 「お 住居 は」 美人 「今夜 は此 

の 先の 田舎 ホテルと 云う 宿屋に 泊り ます」 田舎 ホテル 

と は 余が 茲へ 来る 時に、 荷物 を 預けて 来た 宿屋で、 余 

も 今夜 其 所に 泊る 積り である。 

「ィャ 夫 は 不思議です、 私 も 其の 宿屋へ 行く のです、 


御 一 緒に 参りましょう」 

美人 は 宿屋まで 送られる の を 有難く 思う様 子 も 見え 

ぬ、 単に 「爾 です か」 と 答えた が、 併し 別に 拒まぬ 所 

を 見れば 同意した も 同じ 事 だ、 此の 時 は 既に 夜に 入り、 

道 も 充分に は 見えぬ から、 余 は 親切に 「私の 腕へ ぉ鎚 

リ 成さって は 如何です」 美人 「ィ イエ、 夜道に は 慣れ 

て 居ます」 食い切る 様な 言い方で、 余 は 取り 附く島 も 

無い、 詮方な く 唯 並んで 無 言 の 儘で 歩いて 居た が 其の 

中に も 色々 と 考えて 見る に、 松谷秀 子と 云う も 本名 か 

偽名 か 分らぬ、 全体 何の 目的で ァノ 幽霊 塔へ 入り込ん 

だ 者であろう、 真逆に 時計 を 捲き 試して 相当の 人へ 教 


え 度い と 云う 許りで は あるまい、 何に しても 余 ほど 秘 

密の 目的が 有って、 爾 して 其の 身の上に も 深い 秘密が 

有る に 違い無い、 果して 「分る 時には 自然に 分る」 だ 

ろうか、 其の 「分る 時」 が 来る だろう か。 

此の様に 思って 歩む うち、 忽ち 横手の 道から 馬車の 

音が 聞こえて、 燈 光が パッと 余の 顔 を 照らす かと 思つ 

たが、 夫 は 少しの 間で 其の 馬車 は 早 や 余 等 を 追い越し 

て 仕舞った、 併し 余 は 其の 少しの 間に 馬車の 中の 人 を 

見て、 思わず 「ァレ 叔父が 来ました よ」 と 叫んだ、 確 

かに 馬車の 中に 余の 叔父が 乗って 居る、 尤も 馬車の 中 

から 余の 顔 を 見た と 見え 馬車 は 十 間 ほど 先へ 行って 停 


り、 其の 窓から 首 を 出して 「ァレ 道さん、 道さん」 と 

余 を 呼ぶ 者が 有る。 

「道さん」 などと 勤々 しく 而も：^ 名 を 以て 余 を 呼ぶ 者 

は 外に 無い、 幼い 時から 叔父の 家で 余と 一緒に 育てら 

れた 乳母の 連れ子で、 お 浦と 云う 美人で 有る、 世間の 

人 は 確かに 美人と 褒め、 当人 も 余 ほど 美人の 積リ では 

居る けれど、 余の 目に は爾は 見えぬ、 併し 悲しい 事に 

は 此の 女が 余の 妻と 云う 約束に 成って 居る。 何で 其の 

様な 約束が 出来た か 知らぬ が、 本来 其 の 乳母と 云う の 

が 仲々 剛ぃ 女で、 叔父の 家 を 切って 廻して 居た が、 死 

ぬ 前に 叔父 を 説き 附け、 余が 学校へ 這 入 つ て 居る 留守 


中に 余の 未来の 妻と 云う 約束 を 極めた 相で、 尤も 余の 

叔父 は 人が 願えば 何事で も諾、 諾と 答える 極めて 人 好 

しゅえ 此の様な 約束に も 同意した のであろう、 余は大 

恩 ある 叔父の 言葉に 背く 訳に も 行かず 又 今まで 外に 見 

初めた 女 も 無かった から 其の 約束に 従い、 何時でも 余 

の 定める 日 を 以て 婚礼す ると 云う 事に 成つ て 居る が、 

余 は 余り 進まぬ から 生涯 其の 日 を 定めずに 居ようかと 

思って 居る、 美人で も 何でも 乳母の 娘で は、 余り 感心 

が 出来ぬ、 併しお 浦 は 既に 丸 部 夫人と 云う 気位で 交際 

社会から も 持て 離される し、 通例 世間 一般の 女房た る 

者が 酷く 所 天 を 圧制す る 通りに 余 を 圧制し ようと 試み 


る、 余の 為す 事に は 何でも 口を出す、 愈々 婚礼で も 仕 

た 後 は 余 ほど 蒼蝇ぃ 事だろう と 覚悟して 居る、 併し 

閑話 は 扨 置いて、 余 は 呼ばる る 儘に 急いで 馬車の 傍 

へ 行こうと したが、 暫し怪 美人に 振り向いて 「丁度 叔 

父が 来ました から 何う か 今夜 食事の 後で 時計の 捲き 方 

をお 教え 下さい、 私が 叔父へ 話し、 貴女へ 面会 を 願わ 

せます から」 斯う 云って 怪 美人に 分れ、 馬車の 許へ 駆 

けて 行く と、 叔父 は 怪訝な 顔で 「怪我 は 何う した、 怪 

我 は 何う した」 と 畳み掛けて 問わる。 余 「ェ、 怪我と 

は 誰の」 叔父 「お前の よ」 余 「ェ、 私が 怪我した など 

と は 夫 は 何 かの 間違いでしょう、 此の 通り 無事です が」 


叔父 「無事なら 何より 結構 だが、 ハテ な、 誰の 悪戯 だ 

ろう、 先ず 此の 電信 を 見よ」 と 云って 一通の 電信 を 差 

し 出した、 馬車の 燈 火に 照して 読む と 「ドウ クロウ、 

ォォ ケガ、 スグ キタレ、 イナ 力 ホテルへ」 と 有り 「叔 

父さん 誰かが 貴方 を 欺いて 誘き 寄せた のです よ、 跡 方 

も 無い 事です、 併し 此の様な 悪戯者が 有って は 不安心 

です、 貴方 は 直ぐに 宿屋へ お出なさい、 私 は 直ぐに 電 

信 局へ 行き、 何の様な 奴が 此の 電信 を 依頼した か 聞い 

てから 帰ります」 叔父 「四十 里 を 通し 汽車で、 二 時間 

半で 此の先の 停車場へ 着いた が、 己 は 疲れたから 其の 

言葉に 従おう」 お 浦 は 余が 一 言 も 掛けぬ に 少し 不興の 


様子で 「おや 道さん 四十 里 も 故々 介抱に 来た 私に は 御 

挨拶 も 無い のです か、 今一 緒に 歩んで 居た 美人に でも 

此の様に 余所々々 しいので すか」 と、 叔父の 顔 を 顰め 

るに も 構わず 呶 鳴った、 余 は 単に 「ィャ 挨拶な どの 場 

合で 無い」 と 言い捨てて 電信局 を 指して 走った が、 何 

う も 変 だ、 何だか 幽霊屋敷の 近辺に は 合点の 行かぬ 事 

が 満ちて 居る 様 だ、 併し 今までの 事 は 此の 後の 事に 比 

ぶれば 何でも無い。 

第五 回 神聖な 密旨 


何者が 何の 為 嘘の 電報な ど 作って 余の 叔父 を 呼び 寄 

せた のだろう、 余 は 電信局で 篤と 聞いて 見た けれど 分 

らぬ、 唯 十四 五の 穢ぃ 小僧が、 頼信紙に 認めた の を 持つ 

て 来たの だと 云う、 扨 は 発信人が 自分で 持って来ずに、 

路傍の 小僧に 金で も 与えて 頼んだ 者と 見える、 更に 其 

の 頼信紙 を 見せて 貰う と、 錯 筆の 走り書き では あるが 

文字 は 至って 拙ない、 露見 を 防ぐ 為 故と 拙な く 書いた 

のか も 知らぬ が、 余の 鑑定で は 自分の 筆蹟 を 変えて 書 

く 程の 力 さえ 無い 人らしい、 而も 何だか 女の 筆ら しい。 

是 だけで 肝腎の 誰が 発し たかは 分らぬ 故、 余 は 此の 

地 の 田舎 新聞社に 行き 広告 を 依頼した、 其の 文句 は 「何 


月 幾日の 何時頃 人に 頼まれて 此の 土地の 電信局へ 行き、 

倫敦の AM へ 宛てた 電信 を 差し出した 小 供 は 当 田舎 新 

聞 社へまで 申し 来たれ、 充分の 褒美 を 与えん」 と 云う 

意味で、 爾 して 新聞社へ は 充分の 手数料 を 払い、 若し 

其の 小 供が 来たら、 直ぐに 倫敦の 余の 住居へ 寄越して 

呉れと 頼んで 置いた。 

何も 是 ほどまで 気に掛け るに は 及ばぬ 事柄 か は 知ら 

ぬが 斯う 落 も 無く 取り 計ろう が 余の 流儀で、 何事に も 

盡す 丈の 手を盡 さねば 気が済ま ぬから 仕方が 無 い 。 

是で 宿へ 帰り、 是 だけの 事 を 叔父に 話し、 爾 して 更 

に、 彼の 時計の 捲き 方 を 知って 居る 人の 有る 事 を 話し 


た、 叔父 は 非常に 喜び、 若し 其の 人に 逢う 事が 出来る 

なら 贋 電報に 欺され て 此の 地へ 来たの が 却って 幸いだ 

と 云い、 是非とも 晩餐 を 共に する 様に 計って 呉れと 云 

うから、 余 は 彼の 怪 美人 を 捜す 為に 室 を 出て 帳場の 方 

へ 行く と 丁度 廊下で 怪 美人に 行き 合った、 是々 と 叔父 

の亂を 伝える と怪 美人 は 少し 迷惑 気 に 「 私 だけなら 喜 

んで お招きに 応じます が、 実は 外に 一 人の 連れが 有り 

ますので」 余 「結構です、 其のお 連れと お 二人」 美人 

「です が 其の 連れに 附き 物が 有ります よ」 附き 物と は 

何であろう、 余 「ェ ェ附き 物」 美人 「ハイ、 一匹、 狐 

猿と 云う 動物 を 連れて 居まして、 何処へ 行く にも 離し 


ません から、 人様の 前な どへ は 余り 無 親で 出られ ませ 

ん」 狐猿と は 狐と 猿に 似た 印度の 野 猫で、 木へ も 登り、 

地 をも馳 け、 鳥 を も 蛇 を も 捕って 食う 動物 だが 何う か 

すると 人に 懐いて 家の 中へ 飼って 置かれる と、 兼ねて 

聞いた 事 は ある、 余 「ナニ 貴女、 人の 前へ 飼犬 を 抱い 

て 出る 貴婦人 も 此の節 は 沢山あります、 狐猿 を 連れて 

居た とて 晩餐の 招きに 応ぜられぬ 害 は 有りません」 美 

人 は 渋々 に、 「ではお 招きに 応じましょう、 貴方の 叔父 

様の 様な 名高い 方に は 予てお 目に 掛り 度い と 思つ て 居 

ますから」 と 約束 は 一 決した。 

余 は 喜んで 叔父の 室へ 帰ろうと すると、 美人 は 何 か 


思い出した 様に 追っ掛けて 来て 呼び留め 「愈々 叔父 様 

が 幽霊 塔 を 買 い 取れば 貴方 も ァノ 屋敷へ 棲む 事に な り 

ます か」 余 「ハイ」 美人 「では 必ず、 今日 私のお 目に 

掛 つた ァノ室 を 貴方のお 居間と 為し、 夜 も あの 室で お 

寝み 成さい」 実に 不思議な 忠告 だ、 余 「ェ あの、 お 組 

婆の 殺されて、 幽霊の 出る という 室です か」 美人 「犬 

丈夫です、 幽霊な ど は 出 や 致しません、 私 は 先刻 もお 

紺 婆の 寝た と 云う 寝台へ 長い間 寝て 見ました が 何事 も 

有りません」 成る ほど 此の 美人 は あの 寝台から 幽霊の 

様に 起きて 来たので 有った。 併し 余り 不思議な 註文 ゆ 

え 「です が 貴女 は 何故 其の 様な 事 をお 望みな さる」 美 


人 「分る 時には 分ります よ」 と、 先刻 も 余に 云った 同 

じ 言葉 を 繰り返し、 更に 続けて 「貴方が 若し 此の 事 を 

承知 為さらず ば、 私 は 貴方の 叔父 御に お 目に 掛り ませ 

ん」 余 「ト仰 有っても 幽霊の 出る 室、 ィャ 出る と 言い 

伝えられて 居る 室 を、 私の 居間に すると は 其の 訳 を 聞 

いた 上で 無ければ 私 もお 約束 は 出来ません」 美人 r ィ 

ャ私は 自分で は 神聖と 思う 程の 或る 密旨を 持って 居る 

のです から、 其の 密旨を 達した 上で 無ければ 何事 も 貴 

方へ 説明す る 事 は 出来ません が —— 」 密旨、 密旨、 今 

時に 密旨 などと は 余り 聞いた 事 も 無い。 併し 此の 美人 

のす る 事 を 見れば、 如何にも 密旨 でも 帯びて 居そう だ • 


密旨、 密 命に 使われて 居る ので 無ければ、 人の 殺され 

た 寝台に 寝たり、 養母 殺しの 墓へ 参詣したり 其の 様な 

振舞 はせ ぬ 害 だ、 余 「其の 密 旨と は 人から 頼まれた の 

です か」 美人 「ィ イエ、 自分から 心に 誓い、 何う して 

も果 さねば 成らぬ 者と 決して 居る のです、 是 だけ 打ち 

明ける さえ 実は 打ち明け 過ぎる のです けれど、 貴方 は 

正直な 方と 見えます から 打ち明ける のです」 余 「夫 だ 

けの 打ち明け 方で は 未だ 足りません、 約束 は 出来 ませ 

ん」 美人 「イエ、 何も 貴方の 身に 害になる 事で は 無く、 

あの 室 を 居間に さえ 為されば 必ず 私に 謝する 時が 有り 

ますよ」 外の 人の 言葉なら 余 は 決して 応ずる 所で 無い 


が、 此の 美人の 言葉に は、 ィャ 言葉の みで 無い 目に も 

顔に も 何となく 抵抗し 難い 所が 有る、 此の 異様な 請に 

応ずれば、 其の 中には 此の 美人の 密 旨の 性質 も 分る 時 

が 来よう、 幽霊の 出る 室へ 寝る も 亦 一 興と、 多寡 を 括つ 

て 「では 約束し ます、 あの 室 を 居室と 仕ましょう」 美 

人 「爾 成されば、 昔から 那の 家に 伝って 居る 咒 文が 手 

に 入ります から、 其の 咒文を 暗誦して、 能く 其の 意味 

をお 考え 成さい、 必ず 貴方に 幸福が 湧いて 来ます よ」 

密使の 上に 咒文 などと は、 文明の 世に は 聞いた 事 も 無 

い 言葉 だ、 余 「其の 咒文を 暗誦 すれば 妖術 を 使う 事で 

も 出来ます か」 美人 「妖術よりも 勝った 力が 出て 来 ま 


す」 余 「其の 様な 力が 今の 世に 有りましょう か」 美人 

「有る か 無い か、 夫 も 分る 時には 分ります」 

何 所まで も 人 を 蠱惑す る 様な 言い方で は 有る が、 余 

は 兎も角も 其の 言葉に 従って 怪 美人の 密旨 をまで 見究 

めようと 思った から、 言いなりに 成って 夫から 叔父の 

所へ 帰り 美人が 一 人の 連れと 共に 晩餐の 招きに 応ずる 

旨 を 述べた、 尤も 此の 美人の 素性 は 語らず、 単に 余の 

知人で 松谷秀 子と 云う の だと 是 だけ を 叔父に は 告げて 

置いた、 叔父 は 直ちに 別室 を 借り、 之へ 食事の 用意 を 

為さし め、 用意の 整う と共に 給 使 を 遣って 松 谷 秀子を 

招かせた、 叔父 は 例の 通り 陰気に 物静か だが、 余の 


許嫁 お 浦 は 益々 不機嫌 だ、 日頃の 鋭い 神経で、 余の 心 

が 他の 女に 移る 緖ロ だと 見た ので も 有ろう、 唯 機嫌の 

好 いのは 余 一人 だ、 三人 三色の 心 持で、 卓子に 附 いて 

居る と、 松 谷秀子 は、 真に 美人で 無くて は 歩み 得ぬ 

娜々 とした 歩み 振りで 遣って 来た、 後に 随 いて 来る 其 

の 連れ は、 余り 貴婦人ら しく 無い 下品な 顔附 きの 女で 

年 は 四十 八 九だろう、 成る ほど 非常に 能く 育った 大き 

な 狐猿 を 引き連れて 居る、 美人 は 第一 に 余に 会釈し 後 

に 居る 下品な 女 を 目で 指して、 「是は 私の 連れです、 虎 

井 夫人と 申します」 と 引き合わせた、 苗字から して 下 

品で は 無い か、 併し 其の 様な 批評 は 後に し、 余 は 直ぐ 


様 叔父に 向い、 美人 を 指して 「是が 松 谷 令嬢です」 と 

引き合わせ たが、 叔父 は 立ち上って 美人の 顔 を 見る よ 

り も、 何の 故 か 甚く 打ち 驚き、 見る見る 顔色 を 変えて 

仕舞った が、 頓て 心まで 顛倒した か、 気絶の 体で 椅子 

の 傍 辺へ 打ち 仆れ た。 

第 六 回 異様な 飾りの 附 いた 手袋 

幾 等 驚いた にもせ よ、 余の 叔父が 男の 癖に 気絶す る 

と は 余り 意気地の 無い 話 だ、 併し 叔父の 事情 を 知る 者 

は 無理と 思わぬ、 叔父 は 仲々 不幸の 身の上で 近年 甚く 


神経が 昂ぶ つ て 居る、 其の 抑 もの 元はと 云えば 今よ 

リニ 十 余 年 前に、 双方 少しの 誤解から 細君と 不和 を 起 

し、 嵩 じ/ \ た 果が 細君 は 生まれて 間 も 無い 一 人 娘 を 

抱いた まま 家 を 出て 米国へ 出奔した、 叔父 は 驚いて 追 

い 駆けて 行った が 彼 地へ 着く と 悲し や 火事の 為 其の 細 

君の 居る 宿屋が 焼け 細君 も 娘 も 焼け死んで、 他の 焼死 

人の 骨と 共に 早 や 共同墓地 へ 葬られた 後で 有った、 是 

は 有名な 事件で 新聞紙な ど は 焼死 人 一 同の 供養の 為に 

義捐まで 募 つ た 程で 有つ たが、 叔父 は 共同墓地 を 発き 

混雑した 骨の 中の 幾片を 拾い、 此の 国へ 持ち帰って 改 

めて 埋葬した けれど、 其の 当座 は 宛で 狂人の 様で 有つ 


たと 云う 事 だ、 其のと き 既に 辞職 を 思い立った けれど 

間も無く 検事総長に 成れる と 極って 居る 身 ゆえ、 同僚 

に 忠告され 辞職 は 思い 留 つた けれど、 其の 時から 自分 

が 罪人に 直接す ると 云う 事 はせ ず 唯 書類 に 拠って 他の 

検事に 差 図す る 丈で 有った、 是 より 後 は 兎角 神経が 鎮 

らず、 偶に は 女の 様に 気絶す る 事 も 有り 愈々 昨年に 至 

とて 

り 斯う 神経の 穏 かならぬ 身で は 迚も 此の 職 は務ら ぬと 

て 官職 を 辞した の だ。 

此の様な 人 だから 今夜 も 気絶した のだろう、 兎に角 

余 は 驚いて 抱き起こした、 卓子の 上の 皿な ども  一 二 枚 

は 落ちた、 余 は 抱き起しつつ 「水 を、 水 を」 と 叫んだ 


が、 一番 機転の 利く のは怪 美人で、 直ぐに 卓子の 上の 

水瓶 を 取り 硝盃に 注いで 差し出した、 夫と 見て お 浦 は 

遮り、 一 つ は 嫉妬の 為 かと も 思う が 声 荒く 怪 美人 を 叱 

り 「貴女 は 叔父の 身体に 触る 事 は 成りません、 気絶 さ 

せた の も 貴女です」 と 云って 更に 余に 向い 「道さん、 

此の 女に 立ち去って お貰いなさい」 と 甚ぃ見 幕 だ、 余 

は 「道さん」 では 無い、 道九郎 だ、 「道さん」 と は 唯 幼 

い 頃に 呼ばれた に 過ぎぬ のに、 何故かお 浦 は 兎角 他人 

の 前で も 猶更余 を 「道さん」 と 呼びたがる、 エラ ク度 

胸の 据 つた 女 だから 此の様な 際に も、 余 を 自分の 手の 

中の 物で 有る と怪 美人へ 見せ 附 けて 居る らしい。 


怪 美人 は 余 ほど 立腹す るかと 思いの外、 真実 叔父 を 

気の毒と 思う様 子で 「ィャ お騒がせ 申して 誠に 済み ま 

せん、 敦れ お詫びに は 出ます から」 と 云うて 立ち去ろ 

うとす る、 余 「ィャ 少しも 貴女が 騒がせた ので は 有り 

ません」 とて 引き留めよう とする 中に 叔父 は 聊か 正気 

に復 つた、 併し 猶 半ば は 夢中の 様で 手 を 差し延べ、 何 

か 確かな 物に 鎚 つて 身 を 起そうと する、 此の 時 其の 手 

が 丁度 怪 美人の 左の 手に 障った、 読者が 御存知の 通り 

左の 手 は 異様な 飾りの 附 いた 手袋で 隠して 居る、 怪美 

人 は 少し 遽 てた 様で 急いで 左の 手 を 引き こめ 右の 手で 

扶 けた、 お 浦の 鋭い 目 は 直ぐに 異様な 手袋に 目が 附き、 


開き 掛けた 叔父の 目 も 此の 手袋に 注いだ 様子 だ、 けれ 

ど怪 美人 は 再び 左の 手 を 使わず、 右の 手に 取った 叔父 

の 手 を、 無言の 儘お 浦に 渡し、 一 礼して 立ち去り 掛け 

る、 叔父 は 全く 我に 復り 一 方なら ず 残り 惜げに 「ィャ 

お立ち去りに は 及びません、 何う ぞ、 何う ぞ、 お 約束 

通り 食事の 終る まで」 と 叫んだ、 其の 声 は 宛で 哀訴 嘆 

願の 様に 聞こえた。 

美人 も 負き かねた 様子で 「でも 私の 姿 を 見て 貴方が 

ァノ 様に お驚き 成されまして は —— 」 叔父 「ハイ 貴女 

のお 姿に 驚いた に は 相違ありません が、 ナニ 近年 神経 

が 衰えて 居ます ので 時々 斯様な お 恥 かしい 事 を 致し ま 


す、 でも 驚き は 一 時の 事で 最ぅ 気が 確かに 成りました、 

全く 常の 通りです、 実は 貴女の 御 様子が、 昔 知って 居 

た 或 人に 余り 能く 似て 居ます から、 其の 人が 来たの か 

と 思いました、 ナニ最 う 一昔 以前の 事です から、 少し 

考えさえ すれば 其の 人が 貴女の 様に、 若く 美しくて 居 

る 害 は 有りません が、 夫で も 貴女に お 目に 掛 つて 初 対 

面の 心地 はせ ず、 全く 久しい 旧友に でも 逢った 様に お 

懐し ゆう 思います」 ハテ な、 此の 美人、 叔父の 知って 

居る 何人に 肖て 居る のだろう、 叔父が 斯うまで 云う か 

らには 余 ほど 酷く 肖て 居る に違いない、 何人に、 何人 

に、 と 余 は 何故か 深く 此の 事が 気に 掛 つた、 併し 叔父 


は 其の 事 を 説き明か さなんだ。 

叔父の 其の 言葉に 美人 も 留まる 気に 成って、 政治家 

の 言葉 で 一一 一一 n えば 兹に 秩序が 回復した、 斯うなる とお 浦 

を 宥めて 機嫌 好く せねば、 折角の 晚餐小 会 も 角 突き 合 

いで、 極めて 不味く 終る 恐れが 有る から、 余 は 外交的 

手腕 を 振い、 お 浦に 向って、 「貴女が 今夜の 此の 席の 主 

婦人で は 有りません か、 何う か 然る 可く 差し 図して 下 

さい」 と、 少し 花 を 持せ ると、 お 浦 は漸ぅ 機嫌 も 直り 

直ぐに 鈴 を 鳴らして 給仕 を 呼んだ、 給仕 は 遣って 来て 

皿の  一 二 枚 割って 居る の を 見て 少し 呆れた 様子 だが、 

誰も 何と 説明して 好い か を 知らぬ、 互いに 顔 を 見合わ 


す 様 を、 今まで 無言で 居た 虎 井 夫人が 引き受けて、 半 

分 は 独 言、 半分 は 給仕に 向っての 様に 「何う も 此の節 

は 婦人服の 裳の 広い のが 流行る 為に 時々 粗匇が 有り ま 

して」 と 云いつつ 一 寸下を 見て 自分の 裳 を 引き上げた • 

旨い、 旨い、 斯う 云う と 宛で 裳が 何 かへ 引っ掛って 夫 

で 皿が 割れた 様に も 聞こえ、 今の 騒ぎ はスッ カリ 此の 

夫人の 裳の 蔭へ 隠れて 仕舞う、 裳の 広い も 仲々 重宝 だ 

よ、 だが 併し 余 は 見て取った、 此の 夫人、 何う して 一 

通り や 二通りの 女で ない、 嘘を吐く 事が 大名 人で、 何 

の 様な 場合で も 場合 相当の 計略 を 回らせて、 爾 して 自 

分の 目的 を 達する 質 だ、 恐らく は怪 美人 も 或いは 此の 


夫人に 制御され るので は 有るまい か、 怪 美人が 極めて 

美しく 極めて 優しいだ け 此の 夫人 は隠険 で、 悪が 勝つ 

て 居る、 斯う 思う と怪 美人と 此の 美人と を 引き離して 

遣る 方が 怪 美人の 為 かも 知れぬ 事に 依る と ァノ贋 電報 

まで、 怪 美人が 出た 後で 此の 夫人が 仕組んだ 業で は 無 

いか 知らん、 何か怪 美人 を 余の 叔父に 逢わせて 一 狂言 

書く 積り では 無い のか 知らん と、 余は是 ほどまでに 

疑 つ たが 愈 々 晩餐に は 取り 掛 つ た。 

第 七 回 全く 真剣 


食事の 間 も 叔父の 目 は 絶えず 怪 美人の 顔に 注いで 居 

る、 余 ほど 怪 美人に 心 を 奪われた 者と 見える、 斯うな 

ると 余 も 益々 不審に 思う、 叔父が 怪 美人 をば 昔の 知人 

に似て 居る と 云うた の は 誰に だろう、 叔父の 心 を 奪う 

ほど も 全体 何人に 似て 居る だろう、 是も怪 美人の 言い 

草で は 無い が 分る 時には 自 から 分る か 知らん。 

且 食い 且 語る、 其のう ちに 話 は 自然と 幽霊 塔の 事に 

移った、 叔父 は怪 美人 を 見て 「貴女が 塔の 時計の 捲き 

方 を 御存知と は 不思議です、 屡々 ァノ 塔へ 上った 事が 

お有りで すか」 怪 美人 「ハイ 以前 は 時々 登りました、 

何しろ 昔から 名高い 屋敷です から、 年々 に 荒れ果てる 


のを惜 く、 茲を 斯う 修復 すれば とか 彼処 を 何う 手入れ 

すれば とか、 自分の 物の 様に 種々 考えた 事な ども 有リ 

ました」 叔父 は 熱心に 「夫 は 此の上 も 無い 幸いです よ、 

実は 私が 那の 屋敷 を 買い取る 事に なりました から、 必 

ず 貴女の 御意 見 を 伺 つ て 其の 通りに 手入れ を 致し ま 

しょう」 怪 美人 「イエ 実は 先頃 も 甥 御から 事に 由る と 

貴方が お買い取り 成さる かも 知れぬ 様に 伺いました か 

ら、 一度 はお 目に 掛り 私の 知った 事 や 思う 事な ども 申 

し 上げ 度い と 思いました」 此の 通り 話の 持てる は 甚く 

お 浦の 癩は 障る と 見える、 お 浦 は 機 さえ 有れば 此の 話 

を 遮り 叔父と 怪 美人の 間 を 引き 割こうと 待って 居る 有 


様で、 眼の 光り 具合 も 常と は 違う、 叔父 「孰れに して 

も 此の 後、 屡々 貴女へ お逢い 申し、 又 場合に 依れば 逗 

留の 積り で 塔へ お出 を も 願い 度い と 思います が、 貴女 

のお 住居 は 何 ちらでしょう」 怪 美人 は 少し 当惑の 様で、 

「イエ 住居 は定ら ぬと 申す より 外 は 有りません、 なれ 

ど是 から 大抵の 宴会に は 招きに 応ずる 積り ですから、 

貴方が 交際社会へ お出掛け にさえ なれば、 一 週間と お 

目に 掛らぬ 事 は 有りますまい」 叔父 「ィャ 私 は 更に 左 

様な 招きに は 応ぜぬ 事に し、 今まで 宅に 閉じ籠っての 

み 居ました が 貴女に お 目に 掛れ ると ならば 此の 後 は 欠 

さず 宴会に は 出席し ましょう」 此の 丁寧な 挨拶 を 傍 か 


ら 聞いて、 お 浦 は 耐え 兼ね 「叔父さん、 其の 様な 勿体 

を附 けて 住居 さえ 明らかに 云わぬ 方の 後 を、 何も 追い 

掛 るに は 及ばぬ では 有りません か」 叔父 は赫 つと 立腹 

したが 直ぐに 心 を 取り直して 美人に 謝し、 「誠に 我儘 

者で 致し方が 有りません、 何う か 此の 女の 云う 事 はお 

気に 留めぬ 様に」 といい 更に 余に 向って お 浦 を 取リ鎮 

めよ と 云わぬ 許りの 目 配した、 怪 美人 は 謙遜し 「イエ 

何に、 あの 様 仰 有る が 当り前です、 今の所 私 は 少し 住 

居 を 申し上げ 兼ねる 訳が 有りまして、 知らぬ 方から は 

総て 幾 等 か 疑われます」 叔父 「貴女 を 疑うな どと は 飛 

ん でも 無い、 何う か 何事 もお 気に 留めず、 幽霊 塔に 就 


いての 貴女の 設計 や、 時計の 捲き 方な ど 充分に お知ら 

せ を 願います」 怪 美人 「ハイ 夫 は 初めから 申し上げる 

積り ですから、 必ず 申し上げ ますが、 夫に しても 此の 

様な 所では、 ィャ 貴方の 外に 何方も 居ぬ 時に 申し上げ 

ましょう、 甥 御に もそう お断り 申して 置きました」 お 

浦 は 前よりも 声 荒く 「叔父さん、 私 は 黙って 居 度い と 

思っても、 黙って は 居られません、 今の 其の 方のお 言 

葉 は 確かに 私と 道さん と を 邪魔に する のです、 晩餐に 

招かれて 爾 して 主人の 方の 人々 を 邪魔に する 様な 無礼 

は、 此の節 余り 流行りません、 ハイ 私 はそう 邪魔に さ 

れ 慣れて は 居ません から、 此の 座に 耐えて 居る 事 は 出 


来ません、 サァ 道さん 私と 一 緒に 退きましょう、 此の 

お客様が 我々 と は 列席して 下され ませぬ よ」 と 全くの 

悪態と 為った、 叔父 は 何れ ほどか 腹が立ったろう けれ 

ひたすら 

ど、 日頃の 気質で 充分に 叱り は 得せぬ、 只管 怪 美人に 

謝 まろうと 努めた が、 怪 美人 も 斯うまで 云われて は 謙 

遜 もして 居られぬ と 見え、 突と 立って 虎 井 夫人に 目 配 

せ をし、 其の 様な 言い 掛りは 受け ませぬ、 と 言わぬ 有 

様で 静々 と 立ち去った、 折角の 晩餐 も 滅茶滅茶に 終つ 

たが、 併し 其の 立ち去る 風 は 実に 何とも 云い 様の 無い 

気高い 様で ある、 女王の 瞋 るの も 此の様な 者で 有ろう 

か、 夫に 引き替えお 浦の 仕様 は 何う であろう、 余は両 


女の 氏と 育ちと に 確かに 雲泥の 相違が 有る の を 認めた。 

怪 美人 は 決して 乳 婆な どの 連れ子で はない。 

叔父 も 非常な 不機嫌で、 余が お 浦に 成り 代って お詫 

びす る 間 も 無い うちに 室へ 退いて 仕舞った、 後に 余 は 

お 浦に 向い、 荒々 しく 叱った 位で は 迚も 追い 附か ぬか 

ら、 無言の 儘 目 を 見張って 睨み 附 けた、 此の 時の 余の 

呼吸 はお 浦の 顔 を 焼く ほどに 熱かった に 違い無い、 本 

統に 火焰を 吐く ほど 腹が立つ たの だ、 お 浦 は 少しも 驚 

かぬ 「貴方の 其の 大きな 眼 は 何の 為に 光って 居ます、 

貴方 は 叔父さんが 何れ ほど 深く あの 何 所の 馬の骨と も 

知れぬ 女 を 見初め たかを 知りません か、 貴方 は 本統に 


明き盲 目です、 此の まま 置けば ァノ 女に 釣り込まれて 

叔父さん は 二度目の 婚礼まで する に 極って 居ます、 爾 

なれば 叔父さんの 身代 を 相続す る 為に 待って 居る お 互 

いの 身 は 何なります」 ェ、 益々 忌 わしい 根性 を 晒け 出 

す ヮ余は 決して 叔父の 身代に 目を附 ける 様な 男で 無い、 

相続す る 為に 待って 居る お 互いな ど は 余り 汚らわしい 

言い様 だ、 幾ら 乳 婆の 連れ子に もせよ 斯 くまで 心が 穏 

かろうと は 知らなん だ、 若し 知ったなら 決して 今まで 

一 つ 屋根の 下に は 住まわれぬ、 余りの 事に 余 は 呆れて 

猶も 無言の まま 睨んで 居た が、 お 浦 は 忽ち 椅子 を 攫み、 

悔し 相に 身 を 震わせて 「ェ、 憎い、 憎い、 ァノ女 は 取 


リ 殺しても 足らぬ 奴 だ、 道さん 見て お出で 成さい、 ァ 

ノ 女が 猶も 貴方 や 叔父さんに 附き纒 うなら、 私 は屹と 

殺して 禍 いの 根 を 留めます から」 と 云った、 何も ァノ 

女が 余 や 叔父に 附き纒 つて は 居ぬ、 若し 附き纒 つて 居 

ると すれば 余 や 叔父の 方が ァノ 女に 附き 纏って 居る の 

だ、 併し 余 はお 浦の 怪 美人 を 殺す と 云う 言葉が 全く 真 

剣と 云う 事 は 此の 後 面前り 事実 を 見る まで 信じ 無 か つ 

た、 信じ はせ ぬが 併し 余と お 浦との 間は是 ぎりで 絶え 

て 仕舞った、 余 は 勿論お 浦 は 厭、 お 浦 も 厭で 幸いと 云 

う 程だろう。 


第 八 回 古山お 酉 

折角の 晩餐が 斯う 殺風景に 終った は 実に 残念 だ、 け 

れど 今更 仕方がない、 余 は 兎も角も 怪 美人と 虎 井 夫人 

とに 逢い 充分 謝せねば ならぬ と 思い、 お 浦 を 捨て置い 

て怪 美人 —— ィャ 最早 怪 美人で はない 単に 松 谷 秀子だ 

—— 其の 松谷秀 子の 居る 室の 前まで 行った、 何と 云つ 

て 謝した 者 か、 事に 由れば お 浦 を 狂女 だと 言い做して 

も 好い、 あの 今夜の 振舞 は 狂女よりも 甚 しい、 爾だ狂 

女と でも 言わねば 到底 充分に 謝する 道 はない、 と 斯う 

思 つ て 少し 戸の 外で 考える 間に、 中 浦から 異様な 声が 


聞こえた。 確かに 松谷秀 子と 虎 井 夫人と が 争って 居る。 

「イイ ェ、 貴女が 何と 仰 有っても 嘘を吐いたり 人 を 欺 

いたりす る 事 は 私に は 出来ません。 正直 過ぎて 夫が 為 

に 失敗す るなら 失敗が 本望です」 と 健気に も 言い切る 

は怪 美人 だ、 扨 は 虎 井 夫人から 余り 正直す ぎる とか 何 

故人 を 欺さぬ とか 叱られて、 夫に 反対して 居る と 見え 

る、 何と 感心な 言葉で はない か、 正直 過ぎて 失敗す る 

なら 失敗が 本望 だと は 全く 聖人の 心掛け だ、 余 は 一段 

も 二 段も怪 美人 を 見上げた よ、 次に は 虎 井 夫人の 声で 

「場合が 場合です もの 少し 位 は 嘘を吐かねば、 其の 様 

な 馬鹿正直な 事ば つかり 言って 何う します」 怪 美人 「ィ 


ェ 何の様な 場合で も 同じ 事です、 若し 私の 馬鹿正直が 

悪ければ 是で 貴女と 分れましょう、 貴女 は 貴女で 御自 

分の 思う様に し、 私 は 独りで 自分の 思う 通りに します、 

初めから 貴女と 私と は 目的が 別です もの」 斯う 争って 

居る 仲へ、 日頃から 懇意な 人なら ば 兎も角、 今日 初め 

て 逢った 許りの 余に は 真逆に 飛び込んで 行く 訳に 行か 

ぬ、 されば とて 探偵 然と 立ち聞き をして 居る の も 厭 だ 

から、 謝する の は 明朝に しょうと 思い直し 余 は 自分の 

室へ 帰った、 多分 は 叔父 も 明朝 を 以て 篤と 謝する 積り 

で 居る のであろう。 

翌朝 は 少し 早目に 食堂へ 行って 見た、 お 浦 も 早 や 


遣って 来て 居た が、 勿論 余と は 口 を 利かぬ。 何でも 給 

仕に 金で も 与えて、 怪 美人の 素性 を 聞き 礼して 居たら 

しい、 何だか 余の 顔 を 見て 邪魔物が 来たと 云う 様な 当 

惑の 様子 も 見えた が 給仕 は 更に 構いな く 「ハイお 組 婆 

を 殺した 養女お 夏と いう は牢の 中で 死に ましたが、 同 

じ 年頃の 古山お 酉と 云う 中 働きが 矢張り 時計の 捲き 方 

を 知って 居た 相です」 お 浦 は 耳寄りの 事 を 聞き 得たり 

と 云う 様子に 熱心に なり 「その 古山お 酉と は 美しい 女 

で 有った の」 給仕 「ハイ 之 は最ぅ 非常な 美人で、 ィャ 

私が 此の 家へ 雇われぬ 先の 事 ゆえ 自分で 見た 訳で は あ 

りません が 人の 話に 拠る と 背 も すらりと して 宛で 令嬢 


の 様で 有った ので、 村の 若衆から も 大騒ぎ をせられ、 

其の 中に 一 人情 人が 出来た そうです、 爾 してお 紺の 殺 

される 一 ヶ月 ほど 前に 色男と 共に 艇 落し、 行方 知れず 

に 成って 居た が、 お 組の 殺された 後 故郷 g 州に 居る 

事が 分リ 其の 色男と 共に 裁判所に 引き出されて お調べ 

を 受け ましたが、 遠い g 州に 居て 此の 土地の人 殺し は 

関係の 出来る 害 もな く、 唯 証人と して 調べられ たのみ 

で 直ちに 放免せられ ました、 何でも 其の後 色男と 共に 

おうす とら リゃ 

外国へ 移った と 云う 事です。 今頃 は 米国 か 濠 洲に 

でも 居る のでしょう」 お 浦 「随分 其の 女 は 貴婦人の 真 

似で も 出来る 様な 質だった の」 給仕 「ハイ 不断 貴 夫人 


の 様に 着飾る と、 田舎者な どに 感心せられ るの を 大層 

嬉しがって 居た と 云う 事です」 お 浦 「今 居れば 幾 齢ぐ 

らいだろう」 給仕 「お 紺 婆の 殺された 時、 十九 か 二十 

歳だった と 云います から 今 は 二十 五六で しょうが、 併 

し 美人に 年齢 無しと か 云います から 矢張り 若く見えて 

居る 事でしょう」 

お 浦は是 だけで 満足した か、 問う の を 止めて 余の 傍 

へ 来て、 最と 勝ち誇った 様子で 「今の 話 を 何と 聞き ま 

した」 余 「何とも 聞きません よ」 お 浦 「道さん、 貴方 

の 尊う 貴婦人 は 立派な 素性です 事ね ェ。 中 働きの 癖 

に 情夫 を 捲え て 出奔して、 爾 して 古山お 酉と 云う 本名 


を 隠し 松谷秀 子な どと 勿体ら しい 名を附 けて サ」 余 「ェ、 

貴女 は 怪美 —— ィャ松 谷 嬢 を 其 のお 酉と やら だとお 思 

いです か」 お 浦 「私が 思う ので は 有りません、 今 は 其 

のお 酉より 外に 時計の 捲き 方 を 知った 者 もない と 云う 

では 有りません か、 爾 して 松 谷 令嬢、 ォホホ 大変な 令 

嬢です 事、 其の 令嬢 も 昨夜 叔父 さんに 問い詰められ、 

以前に 幾度 も 幽霊 塔へ 上った と 白状した では 有り ませ 

んか、 同じ 人でなくて 何です か」 若し 此の 疑いの 通り 

とせば 真に 興の 醒めた 話で 有る、 成る 程ァノ 義母 殺し 

の 輪 田 夏 子の 墓へ 参詣した 所 を 見る と 或いは 此の 疑い 

が 当る かも 知れぬ、 仲働き を 勤めて 居て 主人の 養女 夏 


子と は 懇意で 有った 為、 昔の事 を 思い出して 参詣した 

のか、 斯う 思えば 一言 も 無い けれど、 余 は 何故か ァノ 

怪 美人 を 仲働きな どの 末と は 思わぬ、 何となく 別人の 

様な 気がする、 全体 余 は 至って 直覚の 明らかな 生まれ 

附 きで、 今まで 斯う だろうと 感じた 事 は 余り 間違った 

例がない、 此の 松 谷 秀子を 古山お 酉と やら 云う 仲働き 

と 別人 だと 思う 感じ も、 決して 間違う 害がない、 と自 

分 だけ は 斯う 思う。 

併し 別に 争い 様 もない から、 無言の 儘で、 何とかお 

浦の 疑い を 挫く 工夫 は 有るまい かと、 悔しが つて 居る 

と、 丁度 叔父 朝 夫が 這 入って 来た、 叔父 は 甚く 落胆の 


様子で 「ァ、 今朝 篤と 松 谷秀子 嬢に 逢い、 昨夜の 詫び 

も 云い 更 めて 時計の 秘密 を 聞き 度い と 思い 其の 室 を 

尋ねたら、 虎 井 夫人と 共に 早朝に 此の 宿 を 立った 相 だ、 

爾 して 行く先 も 分らぬ」 お 浦 は 益々 勝ち誇って 「爾で 

しょうよ、 昔の 素性 を 知った 人が 多勢 居る 土地に、 そ 

う 長居 は 出来ぬ 害です」 と 独語の 様に 云い、 更に 余に 

向って 「道さん、 夜逃げよりも 朝 逃げの 方が、 貴方の 

お 目に は 貴婦人ら しく 見えましょう ネェ」 何方まで 余 

を 遣り込める 積り だろう、 併し 余 は 相手に せず、 食事 

の 終る まで 無言で 有った が、 頓て 叔父 は 余に 向い 「来 

た 序で だから 是ょリ 幽霊 塔の 中 を 見て 来よう」 と 云い、 


共々 に 出かける 事と は 成った が、 本統に 幽霊 塔 を 昼の 

中に 検査す るの は是が 初めて だ、 検査の 上で 何の様な 

事 を 発見す るか は 炯眼な 読者に も 想像が 届くまい。 

第 九 回 丸 部 家の 咒文 

愈々 幽霊 塔の 検査に 行く 事と 為って、 余 は 一 番 先に 

此の 宿の 店先まで 出掛けた、 叔父と お 浦 は 未だ 出て 来 

ぬ、 多分 は 叔父が お 浦に 向い、 昨夜の 小言 を 云って 居 

るので 有ろう、 余の 居る 所で 小言 を 云う の を 余り 気の 

毒 だと 思い、 故と 余 を 先へ 出したら しい。 


余 は 待ちながら 帳場に 在る 客 帳 を 開いて 見た、 見る 

と 松谷秀 子と 虎 井 夫人との 名が 余の 直ぐ 前へ 記いて 居 

る、 即ち 二人 は 余 等より 一日 先に 此の 宿へ 来た 者 だ、 

此の 宿で は タツた ニ晚 しか 泊ら なんだ の だ、 余 は 若し 

や 此の 客 帳の 字と 昨夜の 贋 電報の 字と 同じ 事で は 有る 

まい かと 思い、 能く 能く 鑑定して 見た が 全く 違って 居 

る、 客 帳の は 余 ほど 綺麗な 筆蹟で 珍しい 達筆と 云って 

も 好い、 多分 怪 美人が 自分で 書いた ので 有ろう、 仲々 

電報の 頼信紙に 在った 様な 悪筆で は 無い、 余は猶 帳場 

の 者に 少し 鼻薬 を 遣り 此の 客 帳 は 誰が 記け たと 問い、 

果して 怪 美人が 記け たの だと 聞いて、 更に 何 か 虎 井 夫 


人の 書いた 者 は 無い かと 尋ねた が、 生憎 之 は 無い、 若 

し 有ったなら 贋 電報に 関する 余の 疑いの 当り 外れが 

分った だろう に。 

夫から 又怪 美人 は 今朝 何時頃に 立った かと 問うた、 

帳場の 返事で は 六 時 前に 怪 美人が 一 人で 帳場へ 来て 二 

人の 勘定 を 済ませ 其の まま 立ち去つ たが 七 時 頃に 虎 井 

夫人 は 怪しむ 様子で 降りて 来て、 既に 怪 美人が 勘定 ま 

で 済ませて 立った と 聞き、 驚いて 二階へ 行き 例の 狐猿 

と 荷物と を 携えて、 匇々 に 其の後 を 追っ掛けて 行った 

という 事 だ、 是で 見る と 昨夜 余の 漏れ聞いた 争いの 結 

果が 到頭 円満に は 纏らずに 怪 美人が 虎 井 夫人 を 振り 捨 


てて 立った のだろう、 何の様な 間柄 か は 知らぬ けれど、 

余り 気の 合った 同士と は 思われぬ。 

其のう ちに 叔父 もお 浦 も 来て、 共々 に 用意の 馬車に 

乗り、 間も無く 幽霊 塔に は 着いた が、 別に 異様な 事 も 

ない、 相 変らず 陰気な 許り だ、 塔の 上 は 後と して 先ず 

下の 室々 から 検め たが、 何しろ 何 代 も 続 い た 丸 部 家が 、 

後から後からと 建て 足した 者で 座敷の 数 は 仲々 多く、 

其の 癖 座敷と 座敷との 関係な どが 余り 旨く 出来て 居 無 

くて、 何の 為 だか 訳が 分らぬ 室な ども 有る けれど 叔父 

の 気に は 充分 入った と 見え、 叔父 「フム 悉く 雑作 を 仕 

直せば 仲々 面白い 屋敷になる」 と 云い、 愈々 買い取る 


事に するとの 意を洩 した、 下の 検査 は是 だけにして 今 

度 は 塔の 上へ 登った が、 検め検 めて 昨夕 余が 怪 美人に 

逢った 室 迄 行って 見る と、 昨夕 は 此の上に 在る 時計 室 

へ 上る 道が 分らなん だのに、 今朝 は 壁の 一方に 在る 秘 

密 戸が 開いて 居て 時計 室が 見えて 居る、 何う して 此の 

秘密 戸が 開いた のかと 敢て 怪しむ 迄 もない、 今朝 六 時 

に 宿 を 立 つ た怪 美人が 茲へ 立ち寄り 此の 戸 を 開けて 置 

いたので 有ろう、 怪 美人が 此の 秘密 戸の 開閉の 仕方 を 

知って 居る 事 は 昨夕 時計 を 捲いた ので 分って 居る、 此 

の 戸の 開け 方 を 知らずに 時計 を 捲く 事 は 勿論 出来ぬ 害 

だから。 


と は 云え 怪 美人 は 何故に 今朝 故々 此の 塔へ 来て 此の 

秘密 戸 を 開けた のだろう、 余 は 何と やら 余 等に 対する 

親切で 故々 此の 戸 を 開けた 儘で 置いて 舆れ たの だと 思 

う、 爾 すれば 外に も猶 室の 中に 何か怪 美人の 来た 印が 

有る かも 知れぬ と 思い、 室の 中 を 見廻す と、 お 紺 婆の 

寝台の 上に 一 輪の 薔薇の 花が 落ちて 居る、 余よりも 先 

にお 浦が 之 を 看て 「オヤ オヤ 今朝 か 昨夜 か 此の 寝台へ 

来た 人が 有る と 見える 此の 花 は 未だ 萎れて 居ぬ」 と 

云って 取り上げた、 全く 余の 思う 通り だ、 怪 美人が 今 

朝^^;ムへ来たとぃぅ事を余に知らせるのだ、 余 は 親切の 

印 ともいう 可き 此の 花 をお 浦風 情に 我が物に されて 成 


る 者 かと 殆ど 腕力 盡で引 奪た が、 悲しい 哉 花よりも 

猶 大切な 者 をお 浦に 取られて 仕舞った、 夫 は 花の 下に 

伏せて あった 一個の 鍵で ある、 お 浦 は 花 を 余に 取られ 

て 惜しみ もせず、 直ぐに 又 寝台に 振り向き 「ァ、 丁度 

花の 下に これ 此の様な 古い 銅製の 鍵が 有ります」 と 

云って、 今時のより は 余 ほど 不細工に 出来た 鍵 を 取り 

上げた、 扨 は 「怪 美人が 此の 鍵 を 受け取れ」 と 余へ 注 

意す る 為、 鍵の 上へ 花 を 載せて 目に 附く 様に して 置い 

たの だ、 余 は 此の 鍵 を も 取り上げようと 手 を 延べた の 

に、 お 浦 「オット 爾 はでません、 此の 鍵 は 私が 拾った 

の だから、 真の 持主が 現われる まで 私が 預 ります、 誰 


にも 渡しません」 と 言い切り 早 や 衣服の 何 所へ か 隠し 

て 仕舞った。 

爾 して 余と 叔父と が 上の 時計 室を検 めて 居る 間に、 

其の 鍵 を 方々 の 錠前へ 試みた と 見え 忽ち 声 を 上げ 「ォ 

ヤ^に 此の様な 物が 有ります」 と 叫ぶ から 行って 見る 

と 寝台の 枕の 方に ある 壁の 戸棚 を 開けて 居る、 今の 鍵 

は 確かに 此の 戸棚に 用うる の だ、 戸棚の 中には 一冊の 

大きな 本が 有る、 今度 は 余が 此の 本 を 取り出して 見る 

と 昔し 昔し の 厚い 聖書 だ、 是 ほど 立派な の は 図書館に 

も 博物館に も 多く はない、 之 を 若し 考 古家に 見せたら 

千金 を 抛っても 書斎の 飾り物に する だろう、 何しろ 珍 


しい 書籍 だから 「是は 丸 部 家の 宝物の 一 つで しょうね」 

とい、 つ、 表紙 を 開いて 見る と、 これ は 奇妙、 表紙 裏 

も 総革で、 金文字 を 打ち込んで 有る、 文字の 中に も殊 

に 目に 附く は、 最初に 記した 「咒 語」 の 二字 だ、 思え 

ば 昨夜、 怪 美人が この 室に 丸 部 家の 咒 文が 有る とい、 

余に 暗誦せ よと 告げた、 即ち 此の 咒語 に違いない、 咒 

あざ や 

語 か、 咒語 か、 何の様な 事 を 書いて 有る、 文字 は鮮か 

で 有る けれど、 仲々 難 かしい、 余 は 漸く 読み下した。 

明 珠百斜 (めいしゅ ひゃく こく)  王 

錫嘉福 (わう かふく をた まふ) 

妖究 倫 奪 (えう こんた うだつ)  夜 


水竜哭 (やす ゐリ ようこく す) 

言 探 湖底 (こ、 にこて い を さぐり)  家 

珍還櫝 (かちんと くに かへ る) 

逆 焰仍熾 (ぎゃくえんな ほさかんな リ) 深 

蔵諸屋 (ふかく これ を をく に ざう す) 

鐘 鳴 緑 揺 (しょうな リ みどりう ごく)  微 

光閃燈 (びく わう せんよ く) 

載 升 載 降 (すな はち のぼりすな はちく だる) 階 

廊 迂曲 (かいら うう きょく) 

神秘 攸在 (しん ひの あると ころ)  黙 

披図籙 (もくして とろく を ひらけ) 


何の 意味であろう、 先ず 読者に も 考えて 貰い 度い。 

第 十回 図録 

何に しても 此の S 几 文 は 幽霊 塔の 秘密 を 読み込んで 有 

るに 違いない、 この 意味が 分れば、 幽霊 塔の 秘密 も 分 

るに 違いない。 

めいしゅ ひやつ こく おうし かふく ようこん とうだつ やすい リ ようこく げんたん こてい 

「 明 珠百斜 、 王錫嘉 福、 妖髡偸 奪、 夜 水 竜哭、 言 探 湖底、 

かちんかん とく  ぎゃくえん じょうし しんぞうし よお く しょうめい リょく よう ぴ こうせんよ く 

家 珍 還櫝、 逆 焰仍熾 、 深 蔵 諸屋、 鐘 鳴 緑 揺、 微光 閃燈、 

さいしょう さいこう かいろう うきょく しんびし ゆうざい  もくひと ろく 

載 升 載 降、 階廊 迂曲、 神秘 攸在、 黙披 図録」 

昔 の 韻文 で、 今人の 日常に は 使用せ ぬ 文字 も 多 い が 、 


併し 兼ねて 余が 聞き 嚙 つて 居る 幽霊 塔の 奇談と 引き合 

せて 考えれば、 初めの 方 だけ は 薄々 に 斯う 云う 意味 だ 

ろうかと 推量 は附 く、 平たく 云えば 「沢山な 宝 を (第 

一句) 国王から 恵まれた (第二 句) 怪しい 悪僧が 盗み 

去って (第三 句) 暗い 水の 中へ 落した (第 四 句) いま 

水 海の 底 を 探して (第五 句) 我が家の 宝が 元の 箱へ 還つ 

た (第 六 句) 今 は 物騒な 世の中 だから (第 七 句) 人の 

知らぬ 様に 家の 中へ 隠して 置く  (第 八 句)」 と、 此の様 

な 事で も 有ろう か、 併し 此の 次の 四 句 は 更に 分らぬ、 

鐘が 鳴る の、 緑が 動く の、 微かな 光が 閃めく の、 昇る 

の 降る のとて、 全体 何の 事 だ、 此の 四 句が 能く 分れば 


多分 は 其の 宝の 在る 所へ 行く 路も 分り、 従って 其の 宝 

と 云う 物 は 全く あるかな いか 此の 伝説が 虚か誠 かと 云 

う 事 を 見極める 事 も 出来よう けれど、 到底 此の 意味 は 

分らぬ から 仕方がない、 唯 余に 分らぬ のみでな く 恐ら 

く は 誰に も 分らぬ で 有ろう、 分らねば こそ 今まで 何百 

年 も 秘密と 為って 存 して 居る の だ、 と は 云え 末 二 句に 

は 聊か 頼もしい 所が ある 「神秘の 在る 所、 黙して 図籙 

を披 け」 と 云う は 「詳しい 事 は 図面で 見よ」 と 云う 様 

な 心で は あるまい か、 爾 とすれば 其の 図籙 とか 云う 図 

面 を 見れば、 最と 能く 分り 相に 思われる。 

此の様に 考え 回す 所へ、 叔父 は 時計 室から 降りて 来 


て 「何う 見ても 時計の 捲き 方 は 分らぬ、 夜前の 松谷秀 

子 嬢に 最 一度 逢って 教えて 貰うよ り 外 はない」 と 云つ 

たが、 頓て 背後から 此の 咒語 此の 聖書 を 見、 驚いて 「ャ、 

ャ、 是は 大変な 物が 出て 来た、 此の 聖書 は 昔から 丸 部 

家の 家督 を 相続す る 者に 伝えて 来た 宝の 一 だ、 S 几 語 は 

到底 何の 事 だか 分らぬ けれど 丸 部 家の 当主た る 者は誕 

生 日毎に 此の 咒語を 暗誦して 其の 意味 を 考えねば なら 

ぬと 云う 事に 成って 居た の だ、 全体 此の 聖書 は 何 所 か 

ら 出た」 余 「今 此の 戸棚に 在りました」 叔父 「それ は 

益々 もって 不思議 だ、 此の 聖書 は 輪 田お 紺 婆が 此の 塔 

を 買い取る より 数年 前に 紛失して、 時の 当主 は 大金 を 


掛けて 詮索した が 到頭 出ずに 仕舞った の だ、 若し その 

時に 此の 戸棚に 在ったなら 直ぐに 当主が 見出す 可き 害 

で 有る、 勿論 此の 戸棚な ど は 空に して 探した けれど 出 

て 来なん だ、 何でも 一 旦 紛失した 物が 時 を 経て 茲へ 

返った の だ、 聖書が 独りで 返る 害 はない から 誰かが 

持って来て 密 つと 入れた の だ」 余 は 益々 怪 美人の 言葉 

を 思い合せ、 彼の 美人が 余に 此の 咒語を 解かせ 度い と 

でも 云う 親切で 此の 聖書 を茲へ 入れた に違いないと 思 

う、 併し 彼の 美人が 何う して 此の 聖書 を 持って 居た か 

など 云う 点 は 更に 分らぬ、 分らぬ けれど 分らぬ 事 だら 

けの 怪 美人の する 事 だから、 何も 是 のみ を 怪しむ にも 


及ばぬ 訳サ。 

叔父 は 聖書の 表紙な どを検 めて 「表紙に 塵な どが 

溜って 居ぬ 所 を 見る と 此の頃まで 人手に 掛 つて 居た 者 

だ、 何う も 己の 推量が 当って 居る 様 だ」 余 「ェ、 貴方 

の 推量と は」 叔父 「昔、 此の 書が 紛失した と 聞いた 時、 

己 は 多分 其の 頃 老女 を 勤めて 居た お 紺 婆が 盗んだ の だ 

と 思った、 ァノ婆 は 非常な 慾 張りで 有った から、 此の 

塔に 宝物が 隠れて 有る と 云う 伝説 を 聞き、 S 几 語 さえ 見 

れば 其の 宝の 在る 所が 分る 事と 思い、 先ず 此の 聖書 を 

盗み、 爾 して 其の後 此の 塔 を 買い取つ たの だ」 余 「で 

は 此の 聖書が 何う して 兹に 在ります」 叔父 「多分 はお 


紺 の 相棒が 有った のだろう、 お 紺 自身 は 咒語を 読む 事 

など は 出来ぬ から 其の 相棒へ 之 を 渡して 研究で もさせ 

たの だ、 其の 相棒が 研究しても 分らぬ から 終に 絶望し 

て 聖書 を茲へ 返した のだろう」 果して 其の 推量の 通り 

ならば、 怪 美人が 其の 相棒と 云う 事になる、 余 は 何う 

も爾は 思わぬ。 ァノ 様な 美しい 女が 其の 様な 悪事に 加 

担す る箬 はない、 若し 加担した のなら ば 此の 聖書 を 余 

の 手に 這 入る 様に 兹へ 入れて 置く 害 はない、 叔父と て 

も 若し ァノ 美人が 此の 聖書 を兹へ 置いた 者と 知れば、 

お 紺の 相棒な どと 云う 疑い は 起さぬ に違いない、 併し 

余 は 今、 ァノ 美人の 事 を 叔父に 告げ、 美人が 此の 聖書 


を 持って来 たらしい などと 知らせる 事 は 出来ぬ から、 

唯 無言で 聞いて 居る と、 智慧 逞しい お 浦 は 其の 辺の 事 

情 を 察した のか 「爾 です 叔父さんの 御 推量の 通りで 

しょう」 と 云い 更に 余に のみ 聞え る 様に 「是で 益々 ァ 

ノ 松谷秀 子が、 お 紺の 仲働き 古山お 酉 だと 云う 事に 成 

るで は 有りません か、 何でも ァノぉ 酉が 自分 一人の 力 

では 行かぬ から 貴方 をタ ラシ 込んで 相棒に 引き込む 為、 

薔薇の 花 も 銅製の 鍵 も 置いて 行った のです、 あの 女 は 

叔父さんが 此 の 屋敷 を 買う 事 を 知リ、 叔父 さ ん の 家族 

の 中に 相棒がなくて は 了ぬ と 思って 居ます、 若し 貴方 

を 相棒に する 事が 出来ねば 直接に 叔父さん を 欺し、 


後々 此の 家へ 自由自在に 入り込む 道 を 開いて 爾 して 宝 

を 盗み取る 積り です、 叔父さんへ 贋 電報 を 掛けた の も 

あの 女です よ」 

余 は 此の 疑いに は 賛成せ ぬけれ ど、 爾 でない と 云え 

ば 八 かまし くなる 故、 無言て 聞き流し たが、 其の 間に 

叔父 は S 几 語 を 繰返し 「何でも 図 籤と いう 者が ある 害 だ 

図籙は 此の 本の 中へ 秘 して 有る と 兼ねて 聞いて 居た 

が」 と 云い、 本の 小口 を 下に 向けて 振って 見た、 する 

と 中から 一 尺 四方 ほどの 一 枚の 古い 古い 図面が 出た、 

図面に は 「丸 部 家 図籙」 と 書いて ある、 是だ、 是だ、 

是 さえ あれば 何事 も 分る だろう。 


第 十 一 回 チヤ リネの 虎 

図 籙とは 何の様な 者だろう、 余 も 叔父 も 首 を 差しの 

ばして 検め たが、 全く 幽霊 塔の 内部 を 写した 図面で あ 

るが、 悲しい 事に は 写し 掛けて 中途で 止めた 者で、 即 

ち 出来 上らぬ 下 画と 云う に 過ぎぬ、 是 では 何の 役に も 

立ぬ、 咒文を 読んで 分らぬ 所 は 図籙を 見ても 矢張り 分 

らぬ、 叔父の 説で は 幽霊 塔 を 立てた 人が、 先ず S 几 文 を 

作って 次に 図録 を 作り 始めた が、 中途で 自ら 塔の 中へ 

落ち、 此の世へ 出ずに 死んだ から、 夫で 図籙 だけ は此 


の 通り 出来 上らずに 仕舞った と 云う 事 だ。 

併し 叔父が 此の 塔 を 買おうと 云う の は 元々 g 几 文 や 図 

籙の 為で はない。 噂に 伝わる 宝 とても 初めから 叔父の 

眼中に はない ので 有る、 図籙が 充分に 分らぬ からと て 

何も 失望す る 事 はない、 けれど 兎に角 此の 図籙は 聖書 

と共に 丸 部 家の 血筋へ 伝え 来たった 者で、 今では 叔父 

が 其の 最も 近い 血筋 だから 之を預 つて 保管して 置く と 

云う 事に 成った、 之に はお 浦 も 故障 を 入れる 事 は 出来 

ぬ、 併しお 浦の 拾い上げた 銅製の 鍵 だけ はお 浦が 何う 

しても 放さぬ 「他日 必ず 役に立て てお 目に 掛けます」 

と 余に 向って 断言した。 ハテ な、 何の様な 役に立てる 


積り なのか。 

塔の 検査 は 之 だけで 終り、 吾々 三人 直ちに 倫敦へ 

帰った が、 翌々 日 は 早 や 買い受けの 約条も 終り、 何の 

故障 もな しに 幽霊 塔 は 本来 の 持主 丸 部 家 の 血筋へ 復っ 

た、 是 から は 修繕に 取り 掛る 可き で 有る が、 叔父 は修 

繕の 設計に 付いて は 是非とも 松谷秀 子の 意見 を 聞き 度 

いと 云い、 此の 後 は 何の様な 招待に も 必らず 応じて 出 

掛けて 行く 事に した、 是は 総ての 招待に 応ずれば 一週 

間と 経ぬ 中に 廻り 逢う 様に 言った あの 怪 美人の 言葉 を 

当てに しての 事ら しい、 勿論 余も最 一度 怪 美人に、 逢 

い 度い から 必ず 叔父に 随 いて 行く、 お 浦 も 同じく 逢い 


度い のか 随 いて 行く、 けれど 仲々 廻り 逢う 事が 出来ぬ、 

其の 中に 叔父 は 何 所で 探った か 一 冊の 本 を 買って 来て 

余に 示した が、 其の 本 は 「秘書官」 と 題した 小説 (だ 

か 実験 談 だか) で、 米国で 出版した 者 だ、 著者 は 「松 

谷秀 子」 と ある、 叔父 は 之 を 余に 示して 「ァノ 方 は 米 

国の 令嬢と 見える、 爾 して 此の様な 書 を 著す 所 を 見る 

と 仲々 学問 も 有る、 事に 依る と 女ながら も 米国 政治家 

の 私 雇の 書記で も 勤めて 居た 者で は 有るまい か」 と 云 

われた、 余 は 受け取って 其の 本 を 読んで 見た、 小説と 

して は 少しも 面白い所 はない が、 如何にも 米国の 政治 

家の 内幕 を 能く 穿った 者で、 文章の 美しい 事 は 非常で 


有る、 大体の 目的 は 米国の 平民主義の 共和政治と を 嘲 

リ 暗に 英国の 貴族 制度 と 王政と に 心 を 寄せた 者 だ 、 此 

の 様な 書 は 米国で 好く 言われまい けれど、 英国の 読書 

家に は 非常に 歓迎せられ るだろう と、 余 は 此の様に 

思 つ たが、 果せる 哉 是ょリ 数日 を 経て 評論 雑誌に 此の 

書の 評が 出て、 甚く 著者の 才筆 を 褒め、 猶 此の 書の 著 

者が 先頃より 此の 英国へ 来て 居る、 一部の 交際社会に 

厚く 待遇され て 居る こと や、 目下 サリ ー 地方 を 漫遊し 

て 居る 事まで 書き加えて 有る。 

此の 時 宛 も 其の サリ ー 地方の 朝 倉と 云う 家から 叔父 

の 許へ 奇妙な 招待状が 来て 居た、 奇妙と は 兼ねて 色々 


な 遊芸 を 好む 其の 家の 主人 (朝 倉 男爵) が 此の頃 新た 

に 覚えた 手品 を 見せ 度い と 云う ので 有る、 素人 手品 は 

総ての 素人芸と 同じく 当人に は 甚く 面白い が 拝見 や 拝 

聴 を 仰せ付けられる 客 仁に 取つ て は余リ 有難い 者で な 

い、 朝 倉 男爵 は 通人 だけに 其の 辺の 思い遣り も 有る と 

見え、 猶 隣の 郷へ 恰も チヤ リネ とて 虎 や 獅子な ど を 使 

う 伊太利の 獣苑 興行 人が 来て 居る から 夫 を も 見せる と 

書き添えて 有る、 虎に しろ 獅子に しろ 叔父 は 余り 其の 

様な 事を好まぬ 気質で、 此の 招待 は 断るな どと 云って 

居た が、 評論 雑誌 の 記事 を 見てから 急に 行く 気になり、 

相 変らず 余 とお 浦と は 附き随 われて 出掛けて 行った が、 


途中で 大変な 事件 を 聞いた、 夫 は 外で もない、 チヤ リ 

ネ 先生が 印度と か 亜 弗 利 加と かから 生け捕って 来た 大 

きな 虎が、 夜の 間に 柵 を 破って 行方 知らず と 成った と 

云う 事 で 、 警官な ど が 容易なら ぬ 顔 をして 立ち 騒ぎ、 

旅人に も 夫々 注意 を 与えて 居る、 実に 是は 容易なら ぬ、 

寧 そ 行かずに 引き返す 方が 安全 だ、 未だ 虎に 食われて 

死に 度く はない。 

斯う 云う 評議に 成って 暫く 途中で 停った が、 常の 場 

合なら ば 無論 引き返す 所 だけれ ど 彼 の 評論 雑誌 の 記事 

を 思い出す と 如何にも 引き返え すの は 惜しい、 事に 由 

れば 才媛と 云われる 「秘書官」 の 著者 も 朝 倉 家へ 来て 


居る かも 知れぬ、 猶 深く 気遣えば 若し や 其の 才媛が 其 

の 虎に 食われる かも 知れぬ、 真逆に 斯 くまで は 口に 出 

さぬ が 叔父 もこの 通りの 考えと 見え、 思い切って 行く 

事に 成った、 お 浦 だけ は 少し 苦情 を 唱えた けれど、 余 

と 叔父と が 行く と 云えば 決して 自分 一 人 帰り はせ ぬ、 

併し 此の 評議の 為、 予定の 時間より 余 ほど 後れ、 愈々 

朝 倉 家へ 着いた の は 夜の 九 時であった。 

着く と 朝 倉 夫人が 独り 出迎え、 三人の 遅い の を 気 

遣って 居た 旨 を 述べ て 「サァ 丁度 手品が 是 から 興に 入 

る 所です、 今お 客の 中で 籤 を 引き、 一 人 其の 手品の 種 

に 使われる 約束で、 大変な 方が 其の 籤に 中った から、 


実に 大騒ぎで したよ」 と、 自分の 亭主の 素人芸 を 唯一 

人で 面白がり、 客に は 口 も 開かせぬ の は、 随分 世間に 

在る 形 だ、 三人 は 烟に捲 かれた 心 持で、 電燈の 光 まば 

ゆき 廊下 を 通り、 笑い 動揺め く 声が 波の 様に 聞え て 居 

る 大広間へ 這 入ろうと すると、 此の 時 満堂の 電燈が 一 

時に 消えて 全く 暗の 世界と なった、 余 も 叔父 も 驚けば 

お 浦 も 「ァ レ—」 と 叫んだ が 主 夫人 は 暗の 中で 説明し 

「ナ 二お 驚く に 及びません よ、 是が 手品の 前置きで すよ、 

丁度 パノラマへ 這 入る 前にお 客の 目 を 暗まして 置いて 

夫から 大変な 者 を 見せる のと 同じ 事です」 とて、 探り 

に 探りに 三人 を 大広間へ 入れた が 暫くす ると 堂の 中が 


少しずつ 明るくな リ、 正面の 青白い 幕へ、 幻燈の 画の 

様に、 美人の 姿が 現われて 動き 始めた、 尤も 此の 美人 

は 背の 高さが 僅かに 二 尺 位 だから 本統の 美人で 無く、 

幻燈の 影で あるに 極って 居る、 所が 篤と 見て 居る 中に 

其の 影が 段々 大きくな リ、 遂に 本統の 美人と 為って、 

嫣 然と 一 笑した が、 読者よ、 何う であろう、 其の 美人 

は 擬ぅ方 も 無い 松谷秀 子であった、 余 も 叔父 も 逢い 度 

いと 思って 居た 怪 美人 だ、 成る ほど 客の 中から 一人 籤 

に 中り 手品の 種に 使われる 事に 成った を 今 主 夫人の 

云った のが 此の 才媛で 有った と 見える。 


第 十二 回 化ける のがお 上手 

幻燈の 影が 何時の間にか 本統の 美人と 為る の は 別に 

珍しく は 無い 芸だ、 併し 素人と して は 仲々 の 手際 だか 

ら客ー 同 は 喝采した。 真に 満堂 割る る 許りの 喝采で、 

中には 「朝 倉 男爵 万歳」 とまで 褒める 者 も 有った。 猶 

も 見て 居る 中に 此の 美人、 即ち 松 谷秀子 は、 充分 主人 

に 頼まれた 者と 見え、 其の 所に 在る 音楽 台に 行き、 客 

一 同に 会釈して 音楽 を 奏し 始めた、 その上 手な 事 は 実 

に 非常 だ、 爾 して 謡う 声も鶯 喉に 珠を 転す とやら 東洋 

の 詩人なら 評する 程 だ、 満堂 又も 割れる 許りの 喝采が 


起った、 今度の 喝采 は 全く 怪 美人の 芸を 褒める ので、 

あず 

主人 男爵 は 与から ぬの だ、 頓て 音楽が 終る と美 人の 身 

体 は 段々 に 小さくな リ 何時の間にか 幻燈の 影と 変って、 

羽の 生えた 天人の 子供と 為り 天上の 楽園の 舞と 成って 

終った、 ィャサ 黒人の 幻燈なら 此の 通り 手際 好く 終る 

所で 有ろう が、 流石 は 素人 —— ィャ 流石な どと 褒める 

に は 及ばぬ —— 其 所 は 素人の 悲し さで、 幻燈の 影 を 美 

人と 差し替える 事 は 出来る が、 其の 美人 を 逆 戻しに 

段々 小さく して 元の 幻燈の 影に する 事 は 出来ぬ、 実は 

音楽の 終る と共に 手取り 早く パッと 燈光を 消して 満堂 

を 元の 暗にして 結局 を附 けた、 寧 そ 此の方が 厭味が 無 


くて 好い と 客の 半分 ほど は 止むを得ず お世辞 を 云った、 

仲々 お世辞の 言い方 は 有る 者 だ。 

再び 満堂が 明るくな ると 松 谷 秀子は 元の 席へ 復 つて 

居る、 客 は 口々 に 主人 を 褒め 又 秀子を 褒めた が、 主人 

の 芸は最 一 度と 所望す る 人 無 けれど 松谷秀 子の 音楽 は 

是非 最ー 度と 後 を ネダる 人が 多い、 シテ 見る と秀 子の 

芸が 主人よりも 上 か 知らん、 其のう ちに も 余の 叔父 は 

嬉し 相に 立 つ て 行き 再会の 歓びを 述べ て最ぅ 一 回 をと 

言葉 を 添えた が 其の 様 は 恋人の 有様で 有る、 秀 子も甚 

く 余の 叔父 を 懐かしく 思う様 子で、 特別の 笑顔 を 現わ 

したが 併し 「私の 音楽 は 二度目 をお 聞きに 入れる と 荒 


が 出ます」 と 謙遜して 所望に 応ぜぬ、 其の 辺の 応対の 

様 や 物の 言い振りの 仇け ない 所 を 見る と 余 は 実に 矢 も 

楣 も耐ら ぬ、 自分の 魂が 鎔けて 直ちに 秀 子の 魂に 同化 

する ような 気がした、 勿論 余は秀 子の 身に 何 か 秘密の 

有る 事 は 知って 居る、 余 自ら 怪 美人と 云う 綽名 を 加え 

た 程 だから、 玲瓏と 透き 徹 つた 身の上と は 思わぬ。 r 秘 

書官」 と 云う 著者で 文学の 嗜 みのある 事 も 分り 今夜の 

芸で 音楽の 素養の 有る 事 も 分った と は 云え、 或る 方面 

から 見れば 之 さえ も 怪し さの 一 つで は 有る が、 併し 幾 

等 怪しくても 立派な 令嬢に は 違いない、 誰の 妻と して 

も 決して 非難すべき 者で はない、 自分 自ら 「私 は密旨 


を 帯びて 居ます」 など 有体に 云う 所 を 見ても 噓 偽りな 

ど を 云う 様な 暗い 心で ない 事 も 分って 居る、 余 は 斯う 

思う と 余り 叔父と 秀 子との 仲の 好い のが 気に 掛かり、 

邪魔す ると 云う 訳で はない が 同じく 秀 子の 傍へ 行って、 

叔父 を 推し 退ける 程に して 挨拶した。 

すると 此の 時、 余の 背後で、 満場の 人々 に 聞こえよ 

がしに、 大きな 声 をす る 者が ある、 それ は 浦 原 嬢 だ、 

ィャ浦 原 嬢と 許りで は 読者に 分るまい、 例のお 浦で あ 

る、 お 浦の 本姓 は 浦 原と 云い 他人から は 浦 原 嬢と 呼ば 

れて 居る の だ、 浦 原 嬢 は 強いて 此の 怪 美人の 傍へ 来る 

は 見識に 障る と 思った か 顋で松 谷 嬢 を 指して 「本統 に 


貴女 は 化ける のがお 上手です」 と 叫んだ、 褒め 様 も 有 

ろうのに 化ける のがお 上手と は 余り 耳障りの 言葉で は 

ないか、 満場の 人 は 異様に 聞き耳 を 立てた 様 だ、 松 谷 

嬢 は 気に も 留めず 唯 軽く 笑って 「私が 化けた ので はな 

く 幻燈の 光が 化けさせて 呉れた のです」 浦 原 嬢 は 此の 

返事 を 待ち設けて 居た 様子で 「ァレ 彼の 様に おとぼけ 

成さる、 今夜の 事で は 有りません よ、 仲働きが 令嬢に 

化ける を 云う のです よ」 扨 はお 浦め、 此の 美人 を 昔の 

お 紺 婆の 雇人 古山お 酉と やら 云う 仲働きとの 兼ねての 

疑い を 稠人 満座の 中で 発いて 恥を搔 せる 積り と 見え 

る、 去れば 怪 美人 は 全く 其の 意味が 分らぬ 風で 「ェ貴 


女の 仰 有る 事 は、 何だか 私に は」 お 浦 「お分りに 成り 

ません か、 私 は 又 仲働きと さえ 云えば 直ぐにお 紺 婆の 

仲働きと お悟り 成さって 何も 詳しく 申して 貴女に 赤面 

させずに 済む だろうと 思いました のに、 お分りがない 

なら 詮方な く 分る 様 申しましょう、 婆あ 殺し 詮議の 時 

に 色男と 共に 法廷へ 引き出された 古山お 酉と 云う 仲 働 

きの 事です よ、 ハイ 下女の 事です よ、 其のお 酉が 下女 

おわ 

の 癖に 旨く 令嬢に 化け 果せた から 夫で 呆れる、 ィャ感 

心する と 褒めた のです」 余 は 此の 言葉 を 聞きお 浦 を 

歡 倒して 遣り 度い 程に 思った が爾も 成らず、 且は 此の 

美人が 果してお 酉で 有る か 否や を 見極め 度い と 云う 心 


も 少し は 有る、 何も 自分 だけ は 好い 児に 成って お 浦が 

確かめて 呉れる の を 待つ と 云う 猾ぃ 了見で はないけれ 

ど、 唯 其の 心が 少し 許り ある 為に、 お 浦 を擲リ 倒す の 

を 聊か 猶予した、 聊か 猶予の 間に 争い は 恐し く 冗 じて 

仕舞った。 

第 十三 回 毛髪 悉く 逆立つ 

お 浦の 言 い 方 は 実に 毒々 しい、 乙に 言 葉 を搦ん では 

有る けれど 全く 抉る 様に 聞こえる、 此の 抉り 方 は 女の 

専売で、 男に は 何う しても 出来ぬ 事 だ、 若し 怪 美人が 


真に 古山お 酉と 云う 下女で 旨く 令嬢 姿に 化けて 居る 者 

とすれば 迚も 此の 言葉に 敵す る 事 は 出来ぬ、 顔 を 赤め 

ると か遽 てて マゴ つくと かする 害 だ、 処が怪 美人 は少 

しも マゴ つかぬ、 唯 単に 合点の 行かぬ と 云う 風で 而も 

極めて 穏 かにお 浦に 振り向き 「オヤ 貴女の 仰 有る 事 を 

聴く と、 何だか 私が 其の 古山お 酉 だと 云う 様に も 聞 こ 

えます が —— 」 お 浦 「などと 幾 等お とぼけ 成す つても 

無益です よ、 お 酉が 其の後 米国へ 渡った 事まで 知って 

居る 人が 有る のです から」 怪 美人 は 宛 もお 浦 を 狂気と 

でも 思った か 全く 相手に する に 足らぬ と 云う 風で 「ォ 

ャ爾 です か」 と 云い、 頰 笑んで 止んで 仕舞った、 若し 


此の 頰 笑みが 通例の 顔なら ばセ セラ 笑と も 見える で 有 

ろうが、 非常に 美しい 此の 美人の 顔に はセ セラ 笑いな 

どと 云う 失敬な 笑い は 少しも 浮ばぬ。 何 所 迄 も 愛嬌の 

ある 頰笑 だ、 余 は 此の 有様 を 見て 全く 此の 美人 松谷秀 

子が 古山お 酉で ない と 云う 事 を 見て取った。 尤も 此の 

様 を 見ず とても 下女 や 仲働きが 「秘書官」 と 云う 様な 

文章 も 観察と 共に 優れた 本 を 著わし 得る 害 はない 故、 

少し 考えれば お 酉で ない と 充分に 分る 所では 有る のサ。 

や つき 

斯う 軽く 受け流されて 浦 原 嬢 は 全く 焦 気 だ 「オヤ、 

オヤ、 夫で は 貴女 はお 酉 を 知らぬな どと 白ば くれ 成さ 

るので すか」 怪 美人 「ィ イエ 私 はお 酉 を 能く 知って 居 


ますよ、 今 は 何 所に 居る か 知りません けれど 幼い 時 は 

友達の 様に 仲 能く 致しました」 この 打ち明けた 而も 訳 

もない 返事に、 お 浦 は ギヤ フンと 参った、 ギヤ フンと 

参って 何う する かと 思う と 「ェ、 悔しい」 と 云って 立 

ち 上り 「何方も 私に は 加勢して 下さらぬ、 道さん まで 

知らぬ顔で 居る の だもの」 と 恨めし 相に 泣き出した、 

思えば 可哀相に も 有る、 全く 自分の 間違った 疑いの 為 

自ら 招いた 失敗 だと は 云え 満座の 中で 大声に 言い出し 

た 事が 少しも 功 能無しに 終る と は 成る ほど 悔しく も 有 

ろう。 

叔父 も 非常に 当惑の 様子、 余 も 捨て置き 難い 事に 思 


い、 お 浦 を 取り鎮めよう とすると、 物 慣れた 当家の 夫 

人が お 浦 を 抱いて、 宛で、 小 供 を 取り扱う 様に 「貴女 

は 未だ 幼い 時から 我儘に 育った 癖が お失せ 成さらぬ か 

ら 了ません、 第一 其の 様に 人 を 疑う 者で はなく、 疑つ 

たと て 此の様な 所で 口に 出す 者で は 有りません、 口に 

出せば 自分の 方が 恥ずかしい 思い をす るに 極って 居 ま 

すよ、 殊に 松 谷さん は 「秘書官」 の 著者で も 有り 立派 

な 紹介 を 以て 此の 国へ 来た 方です もの」 此の 当然な 戒 

めに 少し は 合点が行つ たか 「ハイ 私が 悪う 御座いまし 

た、 相手 は 下女の 癖に 大勢の 人様に、 全くの 令嬢 だと 

思わせる 様に 智慧に 逞しい 女です もの 私 一 人の 力に 余 


る は 知れた 事です、 爾 と気附 かずに 相手に して 此の様 

な 目に 逢った は 全く 私が 馬鹿な 為です」 と 何処まで も 

怪 美人 を 下女に して 仕 まって 憤々 と 怒ッて 此の 室 を 出 

た。 

余 は 松谷秀 子に も 済まぬ が 兎も角お 浦 を 捨て置く 訳 

に 行かぬ から 引き続いて 室 を 出た が、 見る とお 浦 は 当 

家の 夫人に 送られて、 慰められつつ 自分に 充 行れて あ 

る 二階の 室へ 這 入って 仕舞った、 余 は 直ぐに 元の 客間 

へ 帰って 行く も 何となく 極り が 悪く、 少し 廊下で グズ 

グズ して 凡そ 二十 分 も 経った 頃 一同の 前へ 出た が、 一 

同 は 余 ほど 興を覚 し、 単に 一 座の テレ 隠しの 為に 松 谷 


秀子を 強いて 再び 音楽 台 へ 推し 上せた と 見えて、 秀子 

が 又も 琴 台に 登って 居る、 けれど 秀子も 何となく 沈ん 

だ 様子で 音楽 も 甚だ 引き立たぬ、 其の 傍に 附き 切りで 

秀 子の 為に 譜の本 を 開いて 遣りな どす る 親切な 紳士 は 

年に も 恥じぬ 余の 叔父で 有る、 叔父 は 余の 居ぬ 間に 

余つ ぼど秀 子に お詫び を 申したら しい。 

其のう ちに 客 も 一人 二人と 次第に 退き 去り、 全く 残 

リ 少なと 為って 愈々 会 も 終りに なった、 秀子は 曲 を 

終って 降りて 来たが、 第一に 余の 傍へ 来て 「本 統に私 

は 浦 原 嬢に ァノ 様に 立腹 させて 済みませんでした、 直 

ぐに 私 も 自分の 室へ 退こうと 思い ましたが 皆様が 夫で 


は猶 更本統 の暄嘩 らしく なるとて 達って お留め 成さる 

者です から」 余 「イエ 何も 貴女が 済まぬな ど 仰 有る 事 

はありません、 全くお 浦が 貴女へ ァノ 様な 無礼な 言い 

掛リ をした のです よ」 秀子 「此の様な 時 は 虎 井 夫人で 

も 居て 舆れ ますと 又 何とか 皆様へ お詫び をして M れま 

すのに」 余 は 此の 言葉 を 聞き、 初めて 虎 井 夫人の 居ぬ 

に 気が 附き 「オヤ あの 夫人 は 何う しました」 秀子 「ハ 

ィ獣苑 の 虎が 抜け出し たと 聞いて、 若しも 大事の 狐猿 

を嚙み 殺されて は 成らぬ と 云い 倫敦 まで 逃げて 帰り ま 

した」 

言って 居る 所へ 給 使の 一 人が 何 か 書き 附 けの 様な 者 


を 持って来て 秀 子に 渡し 「直ぐに 御覧 を 願います」 と 

言い捨て 立ち去った、 秀子は 「誰が 寄越した のだろう」 

と 云って 開き 読んだ が、 余 は チラと 其の 文字 を 見て 確 

かにお 浦が 寄越した の だと 知った、 扨 は 男なら ば 決闘 

状の 様な 者で は 有るまい かと、 此の様に 思う うち 秀子 

は 読み終って 立ち去ろう とする、 余 「お 浦から 呼びに 

寄越した のなら、 何もお 出な さるに 及びません、 私が 

貴女に 代って お 浦に 逢いましょう」 秀子 「ィ ヽェ、 自 

分で 行かねば 宜く 有りません、 益々 我が身に 暗い 所で 

も 有る 様に 思われまして は」 と、 斯う 云い 捨て 廊下へ 

出た、 此の 時 叔父 は 外の 紳士と 何事 を か 話して 居て 秀 


子 を 送る 様子 も 無い から、 余 は 自分で 送ろうと 思い 続 

いて 廊下へ 出た、 実はお 浦と 秀 子の 間に 又 何の様な 争 

いが 有ろうかと 多少 は 心配に も 堪えぬ の だ、 爾 して 廊 

下 へ 出る と 早ゃ秀 子はズ ッ ト 先に 居て 右の 方へ 曲ろう 

として 居る、 其 所まで 行く と 又 既に 先の 方の 階段の 所 

まで 行って、 丁度 其の 階段の 下に 在る 銃器 室と て 鉄砲 

ばかり 置いて 有る 室の 中へ 這 入って 仕舞った、 銃器 室 

で 面談と は 奇妙 だと 思う うち、 階段の 影から 女の 姿が 

忍び 出た、 之 はお 浦 だ、 其の 忍び 出る 様 は 宛 も 泥坊 猫 

が 物 を 盗みで もす る 時の 姿の 様に 見えた、 扨 は 続いて 

銃器 室 へ 這 入る のかと 思 つ て 居る うちお 浦 は 這 入り は 


せず、 外から 銃器 室の 戸へ 錠 を 卸した、 オヤ オヤお 浦 

は怪 美人 を 銃器 室へ 閉じ込め たの だ、 何の 為 だか 少し 

も 分らぬ、 余 は 足 を 早めて 其の 所へ 行った が 此のと き 

お 浦 は 早 や 階段の 中程より 上まで 登り、 其 所から 銃器 

室の 窓を瞰 下して 爾 して 二階へ 登り 去つ て 見えな く 

成った、 余 は 益々 お 浦の 所行 を 怪しみ、 銃器 室の 戸 を 

推して 見る と 全く 怪 美人 は 此の 中へ 閉じ籠め られ たに 

違いない、 戸に は 錠が 卸リて 仲々 開かぬ、 鍵 はお 浦が 

持ち去つ たので 茲に はない、 何に しても 秀 子の 身の上 

が 気遣われ るから 余 は 詮方な く 階段 を 上り、 丁度お 浦 

が瞰 いた 通りに、 銃器 室の 窓から 其の 中 を 窺いて 見た、 


読者 諸君よ、 此の 時の 余の 驚き は、 仲々 「驚き」 など 

云う 人間の 言葉で 盡 され 可き 訳な 者で ない、 毛髪 悉く 

逆立った、 其の まま 身体が 化石す るかと 疑った、 何う 

だろう 銃器 室の 一 方に 大きな 虎が 居て、 今や 怪 美人に 

飛び 附 こうと 前足 を 短く して 狙って 居る の だ、 分った、 

お 浦 は 此の 室に 虎が 紛れ込んで 居る の を 見て 松 谷秀子 

を 此の 室へ 誘き 入れた の だ。 

第 十四 回 虎 は 早 や 余の 上へ 

余 は 何れ ほど 驚い たかは、 読者 自ら 此の 時の 余の 地 


位に 成り代わって 考えれば 分る だろう、 此の 時の 驚き 

は 到底 筆 や 口に 盡す事 は 出来ぬ。 読者 銘々 の 想像に 任 

せる より 外 はない。 

真に 咄嗟の 間で は 有る けれど 余が 心 は 四方八方に 艇 

け 廻った、 第一お 浦の 邪慳な のに 驚いた、 如何に 腹が 

立った にもせ よ 人 を 虎穴 も 同様な 所へ 欺き 入れ、 爾し 

て 外から 錠 を 卸して 立ち去る と は 何事だろう、 余 はお 

浦を斯 くまで も 邪慳な 女と は 思わなん だが 実に 愛想が 

盡 きて 仕舞った。 今まで 仮初にも 許嫁と 云う 約束 を以 

て 同じ 屋根の 下に 募して 来たの が、 忌々 しい、 併し 夫 

よりも 差し迫った 問題 は 何う して 此の 松 谷 秀子を 虎の 


顋 から 救い出す かと 云う に 在る の だ、 余は秀 子の 様 を 

見て 其の 最と 静かに 落ち着いて 居る にも 驚いた、 秀子 

は 虎の 恐ろしい 事 を 知って 居る か 知って 居ない か、 見 

た 所では 殆ど 知って 居ない と 思わる る ほど 落ち着いて、 

虎に 向った まま 睨み合って 居る、 真に 泰然自若と は此 

の 事 だ、 感じの 有る 人間に、 何う して 此の様な 場合に 

斯う も 落ち着く 事が 出来る だろう、 余りの 事に 虎まで 

も 少し 呆気に 取られ、 相手の 胆略 を 計り 兼ねて 大事 を 

取って 居る らしい、 併し 何時まで 虎が 猶予して 居る 者 

ではない、 助けるなら 今の 間 だ、 今の 間に 何とかせ ね 

ば 或らぬ。 


何とかと て 何と 仕様 もない けれど、 ない と 捨て置く 

事 は 出来ぬ、 余 は 必死と 考えて、 何う しても 余自 から 

虎と 秀 子との 間へ 飛び降り 自分 を秀 子の 身代りと して 

虎に 嚙 ませ、 爾 して 其の 間に 秀子を 逃げさせる 外 はな 

いと 決心した、 余の 今瞰 いて 居る 窓から、 銃器 室へ 飛 

び 降りる は 左まで 六ず かしい ことで ない、 けれど 飛び 

降りる と、 虎と 秀 子との 間へ は 行かず、 丁度 虎の 背後 

へ 落ちる 事になる、 併し 夫 も 好かろう、 虎 は 自分の 背 

後へ 急に 何者か 落ちて 来た を 知り、 驚いて 振り向く に 

違いない。 振り向いて 何う する だろう、 直ちに 余 を 

取って 押えて 嚙み 殺す がー つ、 驚いて 元 自分の 這 入つ 


て 来た 窓から 逃げ出す が 一 つ だ、 若し 逃げ出す とせば 

此の上 もない 幸いよ、 丁度 虎の 這 入って 来たと 思われ 

る 窓 は、 秀 子の 這 入って 来た 入口と 相対し、 庭の 方に 

開け放しに 成って 居る、 虎が 立ち去る 気に 成れば、 何 

時で も 立ち去る こと は 出来る の だ、 唯 少し 工合の 悪い 

事 は、 其の 窓から 立ち去る に は、 背後に 落ちた 余の 身 

体 を 踏み 越して 行かねば ならぬ、 虎が 少しも 余 を 害せ 

ずに 穏 かに 踏み 越して 行く 様な 事 をす るだろう か、 

少々 覚束 無い けれど 仕方がない、 運 を 天に 任せて 遣つ 

て 見る のサ。 

余が 此の 通り 決心した の は 少しの 間 だ、 話す に は 長 


く 掛かる けれど、 実際 は 二分と は 経って 居ぬ、 余 は 何 

事 も 決心す ると 同時に 実行す る 流儀 ゆえ、 思案の 定ま 

るが 否や 直ぐに 窓の 横木 へ 手 を 掛けて 足から 先 へ 虎の 

背後の 方へ ブラ 下り、 自分の 身 を 真直ぐ に 垂れて 置い 

て爾 して 手 を 離し、 丁度 虎の 背後へ ドシリ と 大きな 音 

を させて 落ちた、 兼ねて 余 は 体操に 熟達して 居る 故、 

是 しきの 事 は 訳も無く 不断なら ば 下へ 落ちて 倒れ もせ 

ずに 其の まま 立って 居る 所 だのに、 此の 時 は 余 ほど 心 

が 騒いで 居た と 見え、 落ちる と共に 樘と 横様に 倒れて 

仕舞った、 今まで 泰然自若 として 虎と 睨み合つ ていた 

松 谷 秀子も 是には 痛く 驚いた と 見え、 声を立てて 打ち 


叫んだ、 何でも 「ァレ 丸 部 様」 と 云った 様で 有った、 

併し 其の 声と 殆ど 同時に 虎 は 早 や 余の 上へ 傘の 様に 被 

さって 来た、 余 は 殺されても 仕方がな いと 断念め て は 

居る 者の、 何の 抵抗 もせずに 阿容々 々と 食われて 仕舞 

うは 否 だ、 叶わぬ 迄 も 力の 限 リを盡 して 雌雄 を 決して 

見ねば 成らぬ、 ナンの 虎ぐ らいがと 跳ね返して 飛び 起 

きょうと したが、 早 や 虎の 蒸 苦 し い 様な 臭気が プ ー ン 

と 鼻に 入り、 爾 して 其の 熱い 息が 湯気の 様に 顔に 掛か 

る、 余は是 だけで 既に 気が 遠くな り 雌雄 を 決するな ど 

は 扨て 置いて 此の まま 命が 盡き ると 思った、 動物園な 

どで 虎 を 見た 人は爾 まで 臭い ものと は 思うまい が、 実 


際 虎に 組み伏せられて 見る と 実に 驚く、 何う せ 命が け 

の 場合 だ から、 痛い こと や 恐ろしい 事 は 何とも 思 わ ぬ 

けれど、 臭い 許り は 如何と も 仕方が無い、 殆ど 目へ 浸 

みる かと 思われる 程で 呼吸 さえ もす る 事が 出来ぬ、 余 

は悶 いても 駄目 だと 悟った、 若し 此の 臭気 さえな くば 

虎の 目へ 指 を 突っ込んで なりと も 一 時の 勝 を 制する ェ 

風 も 有ろう が、 余 は最ぅ 身動き も 得せぬ 中に 殺されて 

仕舞う に違いない、 彼 は 余の 身体 を 一 揉に 揉み 転し、 

柱の 様な 重い 前足に 余 を 踏まえ 爾 して 口 を 開いて 余の 

顔 を嚙み 砕こうと したが、 余の 運が 虎の 運より 強 かつ 

たと 見え、 此の 時 一発の 銃声、 余の 耳 下で 聞こえる と 


共に、 虎 は 自ら 転り て 跳ね 退き、 実に 凄まじい 怒りの 

声 を 発して 咆哮った が、 第二 発 目に 聞え る 銃声と 共に 

一 躍り 躍り 楊って 大山の 頹れる 様に 其の 所へ 死んで 仕 

舞った、 誰が 虎 を 射殺して 舆れ たのだろう。 

第 十五 回 聊か 不審 

誰が 虎 を 射殺して 呉れた だろう 其の 人 こそ は 実に 余 

が 命の 親 だ。 

全体 余 は、 単に 怪 美人の 危急 を 救い 度い 一 心で 自分 

の 力 を も 計らずに 此の 室へ 飛び込んだ 者の、 思えば 乱 


暴 極った 話で、 如何に 腕力が 強く とも 赤手 空拳で 虎 を 

制する 事の 出来る 害がない、 若し 此の 通り 虎 を 射殺し 

て 呉れる 人がなかったなら、 余 は 唯 自分が 殺される の 

みで ない、 怪 美人 秀 子まで も 虎に 遣られて、 余の 助け 

度く 思う 本来の 念願 も 届かぬ 所 だ、 爾 すれば 今 此の 虎 

を 射 留めて 呉れた 人は秀 子に 対しても 命の 親 だ、 ィャ 

ィャ 斯う 云う 中に も 秀子は 実際 何う しただろう、 果し 

て 助かって 居る か 知らん と、 余 は 起き 上って 見廻した 

が、 直ぐに 我が 目の前に、 鉄砲 を 手に 持った まま 立つ 

て 居る は 確かに 秀子 だ、 余 は 呆れて 一 語 を も 発し 得ぬ 

間に、 秀子は 落ち着いた 声で 「ォ、 貴方 はお 怪我が な 


かった のです か、 万一に も 貴方 を 射て は 為らぬ と 私 は 

深く 心配し ましたが」 と、 早 や 鉄砲 を 一 方の 卓子の 上 

に 置き、 介抱で も 仕ようと 云う 面 持で 余の 傍へ 寄って 

来る、 嗚呼 余は怪 美人 を 助ける 積り で 却って 怪 美人に 

助けられた、 扨 は 余が 命の 親 は 此の 美人で 有った かと 

思えば 憎う はない、 余 「実に 貴女の 落ち 付いて 居らつ 

しゃる に は 驚きました、 全く 其のお 蔭で 私 は 助かり ま 

した」 怪 美人 は頰 笑みて 「貴方 は 私 を 助けて 下さる 為 

に、 ァノ 窓から 飛び込んだ のでしょう」 余 「ハイそう 

では 有ります が、 迚も 私の 力で 虎 を 退治す る 事 は 出来 

ず、 反対に 貴女に 助けて 戴いた の は」 怪 美人 「ィ、 ェ、 


全 く 私が 貴方に 助けられ たのです。 私 は 此の 室に 這 

入って 初めて 虎の 居る のに 気の 附 いたと き、 射殺す よ 

リ外 はない と 思い ましたが、 若し 遽 てて 鉄砲 を 取り 上 

ぐれば 虎が 悟って 直ぐに 飛び 附く だろうと 思い、 何う 

かして 虎が 少しの 間で も 他の 方角へ 振り向く 時 は 有る 

まい かと 唯 夫 を 待って 居た のです、 或る 旅行家の 話に 

何でも 猛獣に 出会った とき 少しで も 恐れ を 示して は 到 

底 助からず、 極 静かに 大胆に 先の 眼 を 睨み 附 けて 居れ 

ば 先 も 容易に 飛び 附く事 は 出来ず、 ジッと 此方の 様子 

を 伺って 居る 者 だと 兼ねて 聞いて 居ました から 私 は 其 

の 通りに して 居たら、 貴方が 飛び込んで 下さって、 虎 


が 貴方へ 振り向き ましたから 夫で 初めて 鉄砲 を 取り 上 

げる 隙が 出来た のです、 取り上げてから は、 モッと 早 

く 射る 事 も 出来ました けれど 何でも 急所 を 狙って 一 発 

で 射 留めねば 成らぬ と 思い、 夫に 若し 誤って 貴方 を 射 

て はと、 充分に 狙い を附 けた 者です から」 余 「ィャ 夫 

た ま 

にしても 能く 弾丸 を 籠め た 鉄砲が 有りました ネ」 怪美 

人 「ハイ 是は 今朝、 獣苑の 虎が 逃げた と 聞いた 時、 此 

の 家の 主人が 若しも 何の様な 事で 此の辺へ 迷って 来ぬ 

とも 限らぬ から、 何時でも 間に合う 様に 弾丸 を 籠め て 

置く と 云い、 兼ねて 此の 家に 逗留して 居る 数人の 客 を 

此の 室へ 連れて来て、 誰でも 虎 を 見 次第 直ぐに 他の 者 


へ 合図 を 与え、 爾 して 此の 室へ 駆け 附 けて 鉄砲 を 取り 

出す 事 を 約束 を 致しました、 私 も 両三日 以前から 此の 

家へ 逗留して 居る 者です から、 其の 時に 此の 室へ 来て 

居た のです」 余 は 何にも 云わず、 唯 主人の 周到な 注意 

に 感服し 情が 余りて 我知らず 秀 子の 両手 を 我が 両手に 

捉え 「ァ、 有難い」 と 心底から 感謝した。 

此の 時 鉄砲の 音に 驚き、 此の 室へ 駆け 附 けた 人 は 多 

勢 有った、 其の 真 先に 立つ は 此の 家の 主人で、 外から 

おし ひら 

此の 室の 戸 を推排 こうと して 「オヤ 是は 怪しから ぬ、 

先刻 誰に も 開く 様に 鍵 を 錠の 穴へ 押し込んで 置いた の 

に 其の 鍵が 見えない が」 と 云って 更に 何処から か 合鍵 


を 取って来て 戸 を 開き 中へ 這 入った、 主人 「今の は 確 

に 先刻 約束した 合図でしょう ネ、 虎 は 何処に 居ます」 

とて、 煙に 満ちた 室 中 を 見廻して 「ャ ャ、 最ぅ丸 部 君 

が 射殺した のです か 流石に 日頃 銃 猫 自慢 を 成さる 丈の 

手際 は 有る」 余 「ィャ 私で はなく 松 谷 嬢が 射 留め まし 

た」 主人 「夫 は 愈々 感服です、 成る ほど 嬢 は 米国に 居 

らしった 丈け 銃 猫 も 男子に 劣らぬ 程と 見えます、 何し 

ろ 私が 此の 虎猫に 洩れた の は 遺憾です」 と 云い、 少し 

も 余と 秀 子が 此の 室 へ 這 入 つた 異様な 事情に は 気が 附 

かぬ 様子 だ、 尤も 気の 附く箬 もない、 虎の 居る を 知つ 

て 人 を 誘き 込む 人 や 上の 窓 から 虎の 背後 へ 天降る 狂気 


じみた 人な ど は余リ 世間に 類がない から ネェ。 

客 一 同 も 口々 に 「何う して 一 発 や 一 一発で 射殺し まし 

た」 「何う して 虎 を 見附けました」 「虎 は 何 だって 此の 

室へ 這 入って 居ました」 など、 宛 も 余と 秀子 とが 虎の 

心まで 知って 居る 様に 問う 者 さえ 有った けれど、 秀子 

は 敢て浦 原お 浦に 疑いの 掛るを 好まぬ と 見え、 成る丈 

け 事 も なげに 答えた 故、 客 一同 は 虎が 此の 室で 眠って 

居る の を 余と 秀子 とが 見附け 忍び寄って 射 留めた の だ 

と 思って 仕舞った、 斯う 思わせた の は 全く 秀 子の 力で、 

余 は 益々 深く 其の 心栄の 美しい に 感心した が、 客の 中 

に 唯一 人心の 底で 聊か 事情 を 疑った 人が 有る、 夫 は 余 


の 叔父 だ、 叔父 は 物静かで は 有る けれど 多年 検事 を 勤 

めた だけ、 斯様な 場合に は 幾分 か 当年の 鋭い 所が 未だ 

残って 居る、 叔父 「夫に しても 此の 室の 戸へ 外から 錠 

を 卸し 爾 して 鍵まで 見えな く 成って 居た のが 聊か 不審 

ではない か」 と 言いだ した。 

第 十六 回 重い 荷物 

もっとも 

叔父の 不審 は 成る ほど 有理 至極で あるが、 併し 真逆 

に 余と 怪 美人と を 此の 室へ 閉じ籠め て 外から、 錠 を 卸 

して 去る 様な 悪戯者が 有ろうと は、 誰と て 思い寄る 害 


がない、 殊に 客 一同 は 虎の 死骸 を 取り囲んで 思い思い 

に 評 をして 居る 場合 ゆえ、 此の様な 陰気な 問に は 耳 を 

傾けぬ、 纔に 其のう ちの 一 人が 「ナニ 此の様な 遽 てた 

時には 必ず 後 で 合点 の 行かぬ 様な 椿談が 有る も ん だよ、 

多分 朝 倉 男爵が 戸の 引き手 を 廻さずに 唯 無暗と 引つ 

張った から、 錠の 卸り て 居ぬ 者 を 卸リて 居る 様に 思つ 

たのだろう」 と 云った。 スル トニ 人 ほど 「爾 だ、 爾だ、 

是も 話の種 を 増した と 云う 者 だ」 とて 打ち 笑った、 主 

人 男爵 は 何 か 弁解し 相に 構えた けれど、 若し 深く 洗い 

立てして 客の 中の 誰かの 名誉に でも 障る 様な 事が 有つ 

て は 主人の 役が 済まぬ と 思った か、 夫と も 真実に 自分 


の 思い違いと 思った か 同じく 打ち 笑って 「夫に しても 

合い鍵の 用意が 有って 仕 合せでした、 合い鍵 を 右へ 廻 

した か 左へ 廻した か 夫 さえ 覚えぬ 程です けれど、 若し 

合鍵が なかろう 者なら、 益々 周章て、 錠の 卸り て 居 も 

せぬ 戸 を、 自分の 腕が 脱け るまで 引っ張る 所だった か 

も 知れません ァハヽ ヽヽ」 と 訳 もな く 腹 を 抱えた ので 

叔父の 疑い は 煙に 捲 かれた 様に 消えた。 

併し 叔父 自身 は猶 疑いの 解けぬ 様で、 客 一同が 或い 

は 虎の 死骸 を 評し 或いは 松 谷 嬢の 狙い を 褒め 或いは 昼 

間より 鉄砲 を 籠め て 万 一 に 備えて 置いた 主人 男爵の 注 

しゃべ  しき 

意 を 称するな ど 我れ 先に 多 舌り 立てて 居る 間に、 切り 


に 室の 中 を 詮索す る 様子で 有った、 余 は 眼の 角から、 

見ぬ振りで 見て 居た が 到頭 叔父 は 卓子の 下に 落ちて 居 

る 紙切れの 様な 者 を 拾い 衣囊の 中へ 入れた 様 だ。 

此の 外に は 別に 記す ほどの 事 もな く 此の 夜 は 済んだ、 

翌朝 余 は 早くに 叔父の 室へ 機嫌 伺いに 行った、 叔父 は 

余よりも 早く 起きた と 見え 既に 卓子に 向い、 宛 も昔検 

事で 居た 頃、 罪 案 を 研究した 様に、 深く 何事 を か 考え 

込んで 居た が、 余に 振り向いて、 言葉 短 かに 「お 浦 を 

是へ 呼んで 来い」 と 云った。 扨 は 早 やお 浦の 仕業に 気 

が附 いたかと、 少し 驚きながら 其の 命に 従った が、 何 

うだろうお 浦 は 叔父よりも 猶 早く 起きた と 見え、 今朝 


早々 に 荷物 を 纏め 倫敦へ 立った との 事 だ、 風 を 喰って 

逃げた と は 此の 事だろう か。 

余 は 直ぐに 叔父へ 其の 旨 を 復命した、 叔父 は 聞き 

終って 別に 驚き もせず 前より は 更に 厳かな 声で 「夜 

前の 事 はお 浦の 詐 略だろう」 余 「ェヽ 何と」 叔父 「ィ 

ャ、 己 は 昨夜 松 谷 嬢の 元へ 給 使が 手紙 を 持って来た 時、 

既にお 浦が 害意 を 以て 嬢 を 呼び出す ので は 有るまい か 

と 疑った が、 其の 方が 直ぐに 後から 附 いて 行った 様子 

ゆえ 間違い もなかろうと 思った のに、 ァノ 通り だ、 其 

の 方が 彼の 室へ 這 入る と 直ぐにお 浦が 外から 戸 をし め 

たに 違いない、 お 浦 は 虎の 居る 事 を 知って 居た ので 有 


ろ う 」 真逆 に 余が 窓から 天降った 事まで は 推量 し 得ぬ 

と 見える が、 何しろ 其の 活眼に は 敬服 だ、 余 「何う し 

て 其の 様に お疑いです」 叔父 「是を 見よ」 とて 差し出 

さるる は 一片の 紙切れで 有る、 文句 は 「至急 御 話し 申 

し 度き 事 有 之 候 間、 直ぐに 銃器 室まで 御 出 被 下 度 候、 

若し 私 を 恐れて 躊躇な され 候 わば 夫が 何よりも、 御身 

が 古山お 酉た る 証拠に 候、 浦 原 浦 子より」 と 有る。 扨 

は 叔父が 昨夜 拾った の は 此の 書き 附 けだ 、 秀 子が 手 に 

持った まま ァノ 室へ 這 入り、 鉄砲 を 取る 時に 落した 者 

と 見える、 此の 書き 附 けが 何も彼も 説明して 居る の だ 

ろう、 余 は ダウの 音 も 出ぬ、 唯 叔父に 向って 頭 を 垂れ 


る 許り だ、 叔父 「其の 方 は 直ぐに 倫敦へ 行って お 浦 を 

呼んで 来い、 一 応 当人 を 詰問した 上で、 松谷秀 子に 向 

い、 己から 充分に 謝せねば 成らぬ」 是 も有理 至極の 言 

い 分で 有る、 余 「ハイ 直ぐに 倫敦へ 行きます が 若しお 

浦が 茲へ 来ぬ と 言い張れば」 叔父 「其の 時 は 己が 行く」 

凛 然と 言い切った、 逆らう 余地 もない。 

余 は 直ぐに 倫敦へ 帰った が、 お 浦 は 早ゃ兹 でも 荷物 

を 引き 纏めて 出奔した 後 だ、 唯 余に 一 通の 走り書き を 

残して 有る 「貴方が 命 を 捨てて まで 折角の 私の 計略 を 

邪魔す ると は 驚き入り 候、 貴方が ァノ女 を 何れ ほど 愛 

する か 又 私 を 何れ ほど 愛せぬ か は 明らかに 分り 候、 勿 


論 私 も 御存じの 通り 初めより 貴方 を 愛する 心 はなく、 

唯 丸 部 家 の 相続が 全く 他人に 渡る を 惜しみ 貴方と 夫婦 

約束 をな せし まで ゆえ、 今 は 約束 を 取り消して 綺麗に 

他人と なり 互いに 誰と 婚礼す る も 自由自在の 身に 帰る 

可く 候。 愛 無くして 夫婦と 為らば 末 は 互いに 妨げ 合い 

て 不愉快に 終る こと 既に 昨夜までの 事に て 思い知られ 

候、 私 は 根 西 夫人に 従い 今日 出発して 大陸へ 旅立ち、 

貴方が 私に 分れて 如何に 淋しき か を 思い知る 頃 帰り 来 

る 可く 候、 私の 留守中に あの 仲 働が 叔父 様 を (併せて 

貴方 を) 錯 かし 丸 部 家 を 横領す る は 目に 見えた る 所な 

れど 如何と も 致し方 無く 候、 今 既に 貴方 も 叔父 様 も 心 


の銷 けたる 者に 御座 候、 彼女 は 確かに 幽霊 塔の 底に 在 

りと 云う 宝物まで 奪い 去る 大望に 候、 彼の 女の 身に 深 

い 秘密の 有る こと は、 左の 手に 異様な 手袋 を 嵌め、 何 

の 場合に も 夫 を 脱がぬ 丈 にても 明白の 次第に 候、 貴方 

なり 叔父 様な り 彼の 女と 婚礼の 約束 を 成さる に は 彼の 

手袋 を 取らせた る 上に て 成さる 可く 候、 是 だけ 御誡 

め 申し 置き、 猶 貴方が 彼の 女に 陥られる 事 あらば 开は 

全く 陥 めら るる 貴方 の 過ち ゆえ 私 は 知り 申さず 候」 

余 は 「何の 小癩 な」 と 嘲笑った が、 兎に角お 浦から 

夫婦約束 を 解かれて 自由自在の 身と 為 つ た のが 嬉しい、 

此の 後 は最ぅ 何れ ほど 秀子を 恋慕い、 縦し や 夫婦約束 


を 仕た とても 差し支え は 無い、 斯う 思って 重い 荷物 を 

解き 捨てた 様な 気がした が 併し 自分の 仕 合せ を 喜んで 

のみ 居る 場合で 無い、 兎に角お 浦に 逢わねば と 直ぐに 

兼ねて 知る 根 西 夫人と 云う 人の 許 を 尋ねた が 間の 悪い 

時 は 悪い 者で、 一 歩 違いに 行 違い、 追い掛けて 行く先々 

で 毎 もお 浦の 立った 後へ 行って、 到頭 一 日 無駄に 暮し 

た、 勿論 叔父に は 其の 旨 を 電報した、 爾 して 翌日 も 日 

の暮 まで 馳せ 廻った が 逢う 事 は 出来ず、 三日 目に はド 

バの 港まで 追い掛け たが 是も 一 船 先にお 浦と 根 西 夫人 

との 一行が 立った 後で 有った、 落胆して 倫敦の 叔父の 

家まで 帰って 見る と、 叔父から は 「最ぅ 来る に は 及ば 


ぬ、 己 は 近日 帰る」 と 云う 電報が 来て 居る、 来る に は 

及ばぬ と は 何事 ぞ。 人に 之 ほどの 苦労 を 掛けて、 扨 は 

余の 便 を 待たずに 怪 美人 へ は 充分に 詫び をして 其の 心 

を 解く 事が 出来た と 見える、 爾 すれば 最ぅ 倫敦へ 帰る 

害 だのに 近日 帰る と は是も 何事 ぞ、 扨 は、 扨 は、 怪美 

人 松谷秀 子と 分る るに 忍びず して 便々 と 日 を 送る 気 か- 

事に 由る と是 はお 浦の 手紙に 在る 事が 当る か 知らん な 

ど、 余 は 気が 揉めて 成らぬ けれど、 来る に 及ばぬ と 明 

ら かに 制して 来たの を、 押し掛けて 行く 事 も 出来ず、 

身を搔 きむ しる 程の 思いで 控えて 居る と 二日、 三日、 

四日 を 経って、 叔父 は ニコニコ 者で 帰って来た、 帰つ 


て 来て 直ぐに 余 を 一室へ 呼び、 今迄の 陰気な 顔 を、 見 

違える 程 若返らせて 「コレ 道 九郎、 其の 方に 祝して 貰 

わねば 成らぬ 事が 有る、 何しろ 目出度い よ」 余 は 悸 と 

した、 「ハイ、 夫 ほどお 目出度い 事なら お祝い 申します 

が」 と 返事の 声 も 何となく 咽に 詰った、 叔父 「己 は此 

の 年に 成って 此の様に 嬉しい 事 はない」 余に 取って は 

少しも 嬉しく はない、 叔父 「本統 に 嬉しい よ、 ァノ 『秘 

書官』 の 著者よ なァ」 余 「ェ、 ェ、 松谷秀 子です か」 

叔父 「爾 よ、 其の 松谷秀 子が よ、 己の 親切に 粋され て、 

到頭 約束 をして 呉れた」 余 は 全く 声が 出ぬ、 漸く 縊ら 

れる 様な 思いで 「何時 御 婚礼 を 成されます」 と 問い返 


した 辛 さは 真に 察して 貰い 度い。 

第 十七 回 小利口な 前置き 

「何時 御 婚礼 を 為されます」 との 余の 問いに、 叔父 は 

甚く 驚いた 様子で 「其の 方 は 何 を 云う の だ 婚礼な どと」 

余 は 怪訝に 思い 「松 谷秀 子と 貴方の 御 婚礼 は」 叔父 「ァ 

ハ、 是は 可笑しい、 其の 方 は 五十に 余った 己が 再び 婚 

礼す ると 思う のか、 爾 ではない よ、 松 谷 秀子を 己の 養 

女に する の だよ」 斯う 聞いて は 実に 極り が 悪い、 極り 

は 悪い が 併し 嬉しい、 彼の 秀 子が 此の 叔父の 養女と し 


て 永く 此の 家に、 余と 一 緒に 棲む 事と 為れば、 其のう 

ちに 又 何の様な 好い 風の 吹くまい 者で もない。 

叔父 は猶 説明して 「己 は 直ぐに も 披露し 度い けれど、 

当人の 望みに 由り、 愈々 幽霊 塔 の 修繕が 出来 上り 己が 

引き 移って 転居 祝いの 宴会 を 開く 時に、 一緒に 養女の 

披露 をす る。 夫まで 秀子は 今まで 通り 此の 土地の 宿屋 

に 居て 日々 此の 家へ 来る 害 だ」 余 「何し に 来ます」 叔 

父 「己の 書き物な ど を 手伝いに 来る のサ 実は 朝 倉 家に 

居る 間 も 手紙の 代筆な ど を 頼んで 見た が 流石 『秘書官』 

の 著者 だけに、 己が 在官 中に 使って 居た 書記よりも 筆 

蹟 文章と もに 旨い。 是 から 日々 此の 家へ 来て 幽霊 塔の 


修繕に 就いての 考案な ど を 己と 相談し 其の 傍ら 己の 書 

斎 を も 整理して 呉れる 害 だ、 其の 様な 事柄に は 仲々 面 

白い 意見 を 持って 居る よ、 己 は 先ァ娘 兼帯の 秘書官 を 

得た 様な 者 だ」 と 云い、 更に 思い出した 様に 「シタ が 

お 浦 は 何う した」 と 問うた。 余 はお 浦が 根 西 夫人と 共 

に 外国へ 行った 一部始終 を 告げ、 且は 余と お 浦との 間 

の 許婚 も 取り消しに 成った 事 を 話した、 叔父 は 真面目 

に 「己 もお 浦 を 彼の 様に 恐ろしい 心と は 思わず 其の 方 

と 夫婦に したら 好かろうと 其の 様に 計った が、 今では 

其の 約束の 解ける の は 当然で 有る、 其の 代り 其の 方に 

は 更に 立派な 許婚が 出来る だろう」 と 様子 ありげ に 云 


うた、 何でも 立派な 許婚と は 確かに 秀子を 指して 居る 

らしい、 余 は 襟元が ゾ クゾク した。 

話の 漸く 終る 所へ、 取り次の 者が 来て、 異様な 風体 

の 子供が 余に 面会 を 求めて 居る と 伝えた、 或いは 慈善 

を 乞う 乞食の 子で でも 有ろうかと 思い、 余 は 叔父の 前 

を 退いて 直ぐに 玄関へ 出て 見る と 成る ほど 十五 六 歳に 

見える 穏ぃ 子供が 立って 居て、 卒然と 一 枚の 田舎 新聞 

を 出し 「此の 広告に 在る 電報 を 人に 頼まれて 掛けた の 

は 私です が、 頼み 主 を 白状 すれば 幾 等お 銭 S ハれ るので 

す」 と、 憎い ほど 露出し に 問い掛けた、 余 は 今以て、 

余の 叔父 を 幽霊 塔の 近辺へ 誘き出した 彼の 贋 電報の 作 


者が 誰で 有る かと 怪しんで 居る 事 ゆえ、 聊か 喜び、 先 

ず 子供の 身 姿 を 見 て 、 是 ならば 充分と 思う 値 を附け ニニ 

ぼん ど や 

膀遣 るよ」 と 云う に、 子供 は 単に 「夫で はお 話に 成り 

ません」 と 云って 早ゃス タス タ 立ち去り 掛けた 「コ レ、 

コレ 待て、 貴様 は 幾 等 欲しい のか」 子供 「十 磅」 余 「ェ、 

夫 は 余り 高 過る」 子供 「でも 頼んだ 人から 手紙が 来て、 

此の 広告 を 知らぬ顔で 居れば 今から 二月の 後、 五膀遣 

ると 云って 来ました、 其の 方に 従う が 得です もの」 五 

磅と 云う 分外の 報酬 を 此の 子に 遣り口 留め を 仕ようと 

する 所 を 見る と 先 も 余 ほど 自分の 名 を 厭う 者に 違いな 

い、 爾 すれば 愈々 彼の 贋 電報 は 深い 目的が 有って 掛け 


た 者 ゆえ 余 も 愈々 差出人 を 知らねば 成らぬ。 「好し、 

十 膀は兹 に 在る」 と 云って 夫 だけの 紙幣 を 差し出して 

示す と、 小 供 は 「是 だけ 戴いても 兹へ 来る 旅費 も掛っ 

て 居ます から 余り 旨い 事 は 有りません」 小利口な 前置 

きを 置いて 爾 して、 説き出した。 

第 十八 回 異様な 花道 

小 供の 説き出した 所に 由る と、 幽霊 塔から 僅かに 七 

八丁 離れた 所に、 草花 を 作って 細々 に暮 して 居る お 皺 

婆と 云う 寡婦が 有る、 其の 家 は 千 艸屋と 云って 近辺で 


聞けば 直ぐ 分る、 此の 小 供 は 其の 家に 雇われ 草花の 配 

達 をして 居る 小僧で ある、 或る時 其の 家へ 年頃 五十 位 

の 背の 低い 婦人が 来て 草花 を 買い、 帰りが けに 密と小 

僧 を 物影に 呼び、 誰に も 知らさずに 此の 電報 を 打って 

具れ と 頼み、 後々 まで も 無言で 居る 様に と て 口 留め の 

金 をー磅 臭れ た、 其の 翌朝、 草花 を 配達して 田舎 ホテ 

ルへ 行った 所、 其の 婦人が 犬 猫よりも 大きい 狐猿 を 抱 

いて 宿 を 立つ 所で 有った と、 是 だけの 事で ある、 シテ 

見れば 贋 電報の 本人 は 全く 松谷秀 子の 附添人 虎 井 夫人 

だ、 勿論 小僧の 言葉に 疑い は 無い けれど、 念の為に 何 

か汝の 言葉が 証拠が 有る かと 問うた 所、 証拠 は 無い が 


五日 程経て 此の 手紙が 来た、 と 云って 小僧の 差し出す 

の を 見る と、 全く 余が 電信局で 見た 頼信紙の 拙い 文字 

と 同じ 筆蹟で 「電信の 事、 誰に も 云うな 新聞の 広告に 

も 返事す るな、 誰に も 知られぬ 様に 伏せ 果せたなら 今 

よ リニ 月の 後、 持って行って 褒美 を五磅 遣る、 きっと 

だよ」 と 書いて 有る、 是で 充分 だから 余 は 約束の 金 を 

与え 小僧 を 帰した。 考える と 余り 愉快で は 無い、 勿論 

怪 美人、 ィャ 最ぅ怪 美人と は 云うまい 松 谷秀子 だ、 其 

の秀 子が 知った 事で は 無く 全く 秀 子に 隠して 仕た 事に 

相違 は 無い が、 兎も角 秀 子の 附添 人が 此の様な 事 を 仕 

たかと 思えば 余の 心中 は 何と無く 穏 かならぬ、 贋 電報 


まで 作って 余の 叔父 を 誘き 寄せる 所 を 見る と 叔父に 対 

して 何 か 軽から ぬ 目的 を 持って 居る としか 思われぬ、 

爾 すれば お 浦の 疑った 事 も 幾分 か 事実ら しく も 成る、 

併し ナニ、 併し ナニ、 秀 子の 知らぬ 事 だから 何も 虎 井 

夫人の 罪の 為に 秀子を 疑う 可き 道 はない など、 余 は 成 

る 可く 我が 心で 疑い を搔き 消す 様に したが、 実際 秀子 

に 逢って 其の 美しい 顔 を 見る と、 其の 様な 疑い は 自分 

で搔き 消す 迄 も 無く 独りで 消えて 仕舞った、 決して 悪 

事 をす る 様な 顔で はない。 

此のの ち 秀子は 毎日 又 —— 一 曰 置き ほどに 此の 家へ 

来た、 多く は 虎 井 夫人が 附 いて 居る、 偶に は 一人の 時 


も 有る、 叔父と は 既に 養父 養女の 約束が 出来て 居る か 

ら 親密な は 当り前 だが、 余と も 仲々 親密に 成った、 彼 

の 虎 殺しの 一 条 から 余 は 秀子を 命の 親と 思い、 ィャ余 

の 方 は 何う でも 好い、 虎 殺しが なくと も 何が なくと も 

秀子を 命の 親と 思う、 秀 子が 顔 を 見せて 吴れ ねば 余の 

命 は 長く 続かぬ、 秀子も 自ら 余の 為に 助かった 様に 思 

う、 殊に 余が 一 身の 危険 を も 構わずに 虎の 背後に 飛び 

降りた 心意気 を 深く 喜び、 此の 後 とても 余に さえ 鎚っ 

て 居れば 何の様な 敵 を も 防いで 呉れる と 思って 居 るら 

しい、 余 は 実に 有難くて 耐えられぬ、 勿論 何の様な 敵 

だとて 防いで 遣る、 遣る は 遣る が 余 も 其の 防いで 遣る 


可き 権利の 有る 身分に 早く 成り 度い、 敵に 向って 「何 

故 己の 妻で も 何でもない 女 を 窘める か」 では 移りが 悪 

い、 保護す るに は 何う しても 我が物と 云う 動かぬ 証拠 

を 踏まえて からでな くば 肝腎の 所で 足 許が ダラつ いて 

力が 抜ける、 尤も 此の 権利 を 得る の を 今では 爾 まで 六 

つかしい と 思わぬ、 折 を 得て 余から 縁談 を 言い込めば 

難なく 整い 相に 見える が 併し、 斯う 思う 度に、 妙に 心 

へ 浮んで 来て、 気に 成る の はお 浦の 言葉 だ、 お 浦は甚 

く秀 子の 素性 を 怪しんだ が、 実際 全く 何者だろう、 叔 

父 は 養女にまで したの だから 定めし 素性 を 聞いた では 

有ろう が 余 は 未だ 聞かぬ、 時々 言葉 を 其の 方へ 向ける 


けれど 秀子は 夫と なく 最と 巧みに 返事 を 避け、 話 を 外 

の 方へ 振り向けて 仕舞う。 僅かに 聞き 得た の は、 此の 

国へ 来る まで 米国の ルイジ ャナ 州の 州 会議 員から 挙げ 

られた 行政官 何某の 秘書 を 勤めて 居て、 爾 して 彼の 「秘 

書官」 と 云う 書 を 著し、 其の 書の 出版 前に 米国 を 出た 

と 云う 一 事 だけ だ。 

先ず 此の様な 様で 幾 月 を か 経た が 其のう ちに 幽霊 塔 

の大 修繕が 出来 上り、 愈々 引き 移って、 茲に 転居の 祝 

いと 秀子を 養女に 仕た 披露と を 兼ね 宴会 を 開く 事に 

成った、 叔父 は 一方ならぬ 喜びで、 最ぅ 恨み だの 悲し 

みだのと 云う 事 は 一切 忘れ、 成る丈 世 を 広く、 余命 を 


面白く 送る と 云い、 朋友 は 勿論、 是 まで 疎遠に 成って 

居る 人 や 多少の 恨みの 有る 人にまで 招 状 を 発し、 来る 

者 は 拒まず と 云う 珍しい 開放 主義 を 取った、 余 は 今 ま 

で 幽霊 塔、 幽霊 塔と 世人から 薄気味悪 く 思われた 屋敷 

が斯 くも 快豁な 宴会の 場所と 為り 又 此の 後の 余 等の 住 

居になる かと 思えば 何と やら 不思議な 国 へ 住居す る 様 

な 心地が してた だ 物 新しい 感じが する、 心 は 何の様 

だろう、 何の様な 事柄に 出会す だろうと 此の様に 怪し 

んで、 其の 当日 宴会の 刻限より 余 ほど 早く、 未だ 午後 

五 時に 成らぬ うち 汽車で 塔の 村へ 着いた、 停車場から 

凡そ ニ哩 半の 道 を 馬車 も 雇わず ブラ ブラと 歩んで 行つ 


たが、 今思うと 是が 全く 一家 一族、 最と 異様な 舞台へ 

入る 花道の 様な もので 有った。 

第 十九 回 鳥 巣 庵 

ブ ラブ ラと 歩み、 幽霊 塔 の 間近まで 行く と 聊か 余の 

注意 を 引い た 事が ある。 幽霊 塔に は 隣と 云う 可き 家が 

ない、 一番 近い 人家 は、 小さい 別荘 風の 建物で、 土地 

の 人が 鳥 巣 庵と 呼ぶ 家で ある、 此の 家と 幽霊 塔と は 二 

丁の 余 も 離れて 居れ ど、 其の 間に 人家 はない 樹木ば か 

リだ、 だから 之 を 隣家と 云えば 云っても 好い、 聞く 所 


に 由る と 昔 都の 贅沢 家が 唯 夏ば かり 遊びに 来る 為に 建 

て た 消夏 亭 で 有る けれど 先年 幽霊 塔 で お 紺 婆が 殺さ れ 

て 以来 持主 は 其の 様な 近所 は 気味が 悪い と 云い、 雑作 

まで 取り外して 他の 別荘へ 運んで 仕舞い、 爾 して 此の 

家 は 幽霊 塔 同様に 立ち腐れに 成って 居た 相 だ。 今まで 

余が 此の 土地へ 来る 度に 其の 家の 壁に 「雑作な し、 貸 

し 家」 と 云う 朽ち 掛けた 札の 下って 居る の を 見た、 所 

が 今度 は、 是も 幽霊 塔 同様に 誰か 借り手が 出来た と 見 

え、 其の 札 も なくなり、 爾 して 中へ は 一通り 雑作 を 仕 

た 様子で、 内外の 掃除 も 届き、 一 目で 以て 中に 人の 気 

の 有る 事が 分る のみならず 矢張り 今日が 引越しと 見え、 


多少の 荷物な ど を 停車場の 辺から 車で 引いて 来て 箱に 

入れて 居る、 ハテ 扨、 此の 借 受人は 何者で 有ろうと、 

余計な 事ながら 余 は 其の 家の 窓 を 見た が、 窓に 誰 だか 

人が 居て、 遽 てて 其の 戸 を 締めて 了った、 何でも 窓 か 

ら首を 出し 余の 様子 を 見て 居たら しい、 それが 反対に 

余から 認められ るが 厭 だと 思い 急に 戸 を 占めたの では 

有るまい か、 勿論 誰 だか 分らぬ けれど 瞰 いて 居た の は 

若い 婦人ら しい、 戸 を 締める 途端に、 華美な 赤い 着物 

が 余の 目へ チラと 見えた。 

けれど 取り 礼す 訳に 行かぬ から 余 は 其の まま 去って 

幽霊 塔まで 行った が、 前に 見た 時と は大 違い、 手入れ 


一 つで 斯う も 立派に 成る 者 かと 怪しまる る 程に、 塔の 

年齢が 三 四 代 若返って 居る、 殊に 屋敷の 周囲に 在る 生 

垣な ど は、 乱雑に 生え 茂って 垣の 形の ない 程に 廃れて 

居た のが、 今 は 綺麗に 刈り込んで 結び 直し、 恐らく 英 

国中に 是 ほど 趣きの 有る 生垣 は 有るまい と 自慢 じ やな 

いが 思われる、 余 は 内よりも 先に 外の 有様 を検め 度い 

と 思い、 生垣に 添うて 一 廻り 巡って、 終に 裏庭から 堀 

端へ 出て 土 堤 を 上った、 土 堤 を猶も 伝うて 行く と、 読 

者の 知っての 通り、 お 紺 婆 を 殺して 牢死した 殺人 女 輪 

田 夏 子の 墓が 有る、 先に 怪 美人が 此の 墓に 詣で たの を 

見て 余 は 非常に 怪しんだ が、 今度 も亦詣 でて 居る 人が 


有る、 ィャ詣 でた か詣 でぬ か は 知らぬ が、 様子 有りげ 

に 墓の 前にた たずんで 居る が、 此の 人 は 女で ない。 三 

十四 五 歳に 見 ゆる 立派な 紳士 だ。 

余の 足音 を 聞き、 悪い 所 を 見られた とで も 思った か 

素知らぬ顔で 立ち去ろう とする、 勿論 余 は 引き留める 

事 も 出来ぬ が、 何う か 其の 顔 を 見たい と 思い、 顔の 見 

える 方へ 足 を 早めた。 先 は 真逆に 逃げ走る 訳に も 行く 

まい、 墓より 少し 離れた 所で 三 間 ほど 隔てて 余と 顔 を 

合わせた が、 余 は 最早 此の 後 十 年 を 経て 此の 人 を 人 込 

の 中で 見る とも 決して 見違える 恐れ はない、 別に 異様 

な 顔で はない けれど、 妙に 妙に、 ノッ ペリして、 宛 か 


も 女子供に 大騒ぎ せられる 俳優の 顔と でも 云い 相 だ、 

何となく 滑らかで、 何となく 厭ら しい、 美男子 は 美男 

子 だが 余 は 好まぬ、 恐らく は秀子 とても 決して 好み は 

すまい、 此の 人 は 余と 顔を合わせて 宛 も 挨拶で も 仕た 

そうに 見えた、 併し 余が 余り 怪しむ 顔 をして 居た 為 か 

思い直した 様子で、 徐々 と 立ち去り 掛けた、 何 所へ 立 

ち 去る 積リ であろう、 余 は 何う も 見届けねば、 気が済 

まぬ。 夫と はなく 見送って 居る と、 余が 来た 通りの 道 

を 取り 土 堤から 生垣の 外へ 降り、 頓て 姿が 隠れて 了つ 

た、 余 は 其の 間に 走って 生垣の 所へ 行く と、 先 は 後 を 

も 見ずに、 何事 を か 考え 考え 外へ 出る、 是 ならば 振り 


向く 気遣い もなかろうと 余 は猶も 尾け て 行った が、 或 

いは 尾 けられる と 知って 故と 背後 を 向かぬ かも 知れぬ、 

何う も爾 らしい、 爾 して 到頭 彼の 鳥 巣 庵へ 這 入って 仕 

舞った、 扨 は 是が鳥 巣 庵の 主人 かな、 縦し や 主人で は 

なくと も、 夏 子の 墓の 辺に 徘徊す る 所 を 見る と 何 か 一 

種の 目的が 有って ではなかろう か、 鳥 巣 庵の 窓から 余 

を瞰 いて 居た 女の 影と 云い、 鳥 巣 庵が 急に 塞った 所と 

云い、 それ これ を 考え 合わす と 何だか 偶然で はなさ そ 

うに も 思われる。 

第二 十回 意外な 人々 


余 は 何う も 鳥 巣 庵の 事が 気に 掛かる、 誰が 借りた で 

有ろう、 何故に 借りた で 有ろう、 彼の 窓から 余 を瞰ぃ 

た 女 は 誰で 有ろう、 爾 して 彼の 家に 住む 一 人が 殺人 女 

の 墓 を 見て 居た の は 何の 為で 有ろう。 

其のう ちに 宴会の 時刻と 為った。 叔父 は 此の 前日に 

数名の 下部 を 引き連れて 此の 家へ 来、 松 谷 秀子も 今朝 

来たと 云う ことで 二人とも 非常な 好い 機嫌で ある、 来 

客 も 中々 多く、 後から後からと 遣って 来る、 やがて 叔 

父より 客 一同に 対して、 此の度 松 谷 秀子を 養女に した 

との 披露 も 終り、 客よ リ夫々 の 祝詞な ども 済み、 爾し 


て 愈々 舞踏に 取り 掛る 場合と 成った、 勿論 客の 眼 は 一 

おどろ 

番 多く 秀 子に 注ぎ、 誰も 彼 も 先に 秀子 と共に 躍う と 

思い 其の 旨 を 申し込む けれど、 秀子は 充分に 返事 をせ 

ぬ。 何だか 物 思わ しげに 控えて 誰 を か 待って 居る 様子 

に 見える、 扨 は 最初の 相手に 余 を 選ぶ 積り で 夫で 他の 

人 を 断って 居る の だな、 と 余 は 斯う 思って 秀 子の 傍に 

行き 「秀 子さん 何う か 最初の 踊り を 私と 御 一緒に」 と 

云う に、 秀子は 少しも 喜ぶ 様子が 無い。 「ィ イエ 先刻 

から 皆様に 御 断り 申して 居ります、 今に 否と 云われぬ 

人が 来る だろうと 思います から」 オヤ オヤ 余より 猶其 

の 様な 人が 有る だろう か、 余 は 聊か 嫉 ましい 様な 気が 


した、 「其の 人 は 誰です か。 以前から 今夜の 会に 共に 

躍る と 約束して 有る のです か」 秀子 「ィ イエ 約束 はし 

て 有りません が、 若し 其の 人が 所望 すれば 私 は 断る 事 

が 出来ません、 其の 人の 許し を 得ぬ うち 他の 人と 踊れ 

ば 後で 叱られる かも 知れません から」 と 益々 異様な 言 

おっと 

い 様 だ。 後で 叱るな どと は 父 か 所 天で 無くて は 出来ぬ 

事 だ、 余 「其の 人 は 誰です か。 私の 叔父です か」 秀子 

おと-つ 

「ィ イエ、 阿 父 様で は 有りません」 早 や 阿 父 様と 云う は 

聊か 耳 立って 聞こえる けれど、 是は 先日 既に 余の 叔父 

が、 爾後 は 阿 父 様と 呼ぶ 様に 厳重に 言い渡し たので 有 

る、 余 「叔父で なければ 誰です か、 誰です か、 其の 人 


の 名 を 仰 有い」 秀子は 余の 熱心な 有様が 可 笑いの か 「ォ 

ホ ホホ、 其の 様に 仰 有らず とも 今に 分ります」 余 「分 

る 事なら 今 仰 有い」 秀子 「権 田 時 介と 云う 弁護士です 

よ」 余 「ェ、 権 田 時 介です か」 と 余 は 驚いて 叫び 「権 

田 時 介なら 私 も 知つ て 居ます が 彼 はァノ 殺人 女の I 

I」 秀子 「ハイ 人殺しの 裁判 を 受けた 輪 田お 夏 を 弁護 

した 其の 人です」 余 「何故 貴女 は 彼 を 夫 ほど 尊敬し ま 

す、 彼 は 貴女の 何です か」 秀子は 少し 口籠って 「何で 

有ろうと あの方の 差 図に は、 私 は 従わねば 成りません」 

余 「分りました、 彼 は 貴女の 未来の 良人です ね」 若し 

未来の 所 天なら ずば、 何で 差し 図な どす る 者 か、 する 


とも 何で 従わねば 成らぬ 害が 有る 者 か、 余 は 今までに 

此の 女に 許嫁の 所 天な どが 有ろうと は 思い も 寄らず、 

深く 取 礼し もせずに 只管 心 を 寄せた のが 余り 馬鹿 馬鹿 

しい、 余 は 何たる 愚人だろう、 夫に しても 秀子 とても、 

既に 主の 有る 体な リ、 今までに 余に 打ち明けて よさ 相 

な 者 だ、 余の 思いが 日 一 日に 深くなる 事 は秀子 自ら 

知って 居ねば 成らぬ のにと、 余 は 殆ど 恨めしく 思うた 

が、 秀子は 静かに 「ェ、 私の 未来の 所 天、 飛んでも 無 

い 事 を 仰 有る、 私 は 未だ 所 天な ど を 定められる 身の上 

では 有りません」 

所 天で 無くて 差し 図す ると は 聊か 怪しい けれど 未だ 


未来の 所 天が 定まらぬ と は 何よりも 安心 だ、 余 は 我 知 

らず 笑顔と 為って、 今 疑った 詫び を 述べよう として 居 

ると、 此の所へ 達た だしく 虎 井 夫人が 遣って 来た、 夫 

人 はいきな り秀 子の 手 を 取り 「大変です よ、 あの人 達 

が 来ました よ、 早くお 逃げなさい、 サァ 早く」 と秀子 

を 引き立て、 殆ど 悔しそう に 「茲 まで 漕ぎ着けて 彼の 

人に 逢う と は 実に 残念です」 何の 事 やら 余に は 少しも 

分らぬ が、 早く 逃げよ と は 尋常の 事で は 無い、 虎 井 夫 

人は秀 子が 急に 逃げよう ともせぬ を悶 かしがり 「到底 

逢わぬ 訳に は 行きます まいが、 鬼に 角、 暫し 他の 室に 

避け 心 を 落ち着けて 夫から お逢いなさい、 ソレ 斯う 云 


う 中に 最ぅ 彼処へ 遣って 来ます よ」 と 云って 無理に 秀 

子 を 引き立てる 様に して 盆栽 室の 方へ 行って 了った。 

余 は 全体 何者 を 斯う 恐れる のかと 振り向いて 見る と、 

茲へ這 入って 来る 一 組の 客 は 実に 意外な 人々 で 有る。 

一番 先に 立つ のが 余の 元の 許嫁 浦 原お 浦で、 お 浦と 手 

を 引いて 居る は、 先刻 殺人 女 輪 田お 夏の 墓の 辺に たた 

ずんで 居て 余に 認められた、 彼の 鳥 巣 庵の 住人、 ノッ 

ペリした 紳士で 有る、 其の 背後から お 浦と 共に 外国に 

行って 居た 根 西 夫妻が 遣って 来る、 扨は秀 子が 逃げた 

の は 此の 一 行 を 恐れた に 違い無い、 真逆に お 浦から 仲 

働きの 古山お 酉な どと 疑われる が 辛くて の 事で も 有る 


まいが、 兎に角 余 はお 浦に 逢って 其の 手 を 引ける 紳士 

の 名 を も 知らねば 成らぬ と 思い、 進み出で お 浦の 前に 

立った、 お 浦 は 平気な 顔で 「道さん 貴方 は 此の方 を 御 

存じです か、 之 は 此の 塔の 前の 持主、 不幸な お 紺 婆の 

養子で 高 輪 田 長 三と 云う 方です、 叔父さんへ 此の 塔 を 

売り渡し たの も 此の方です」 扨は是 がお 紺 婆の 相続人 

であるの かと、 余 は 初めて 知った が、 是 でお 浦の 目的 

も 分った、 此の 人なら ば 無論 仲働きお 酉の 顔 を 知って 

居る 故、 夫で 秀子を 此の 人に 見せ、 爾 して 化の 皮 を 

ひんむ 

引剝 くと 云う 積り である、 其の 執念の 深いに は 驚く が、 

夫に しても 秀 子が 此の 人 を 恐れて 逃げた の は 何故 だろ 


う、 虎 井 夫人の 言った 事 を 考え 合わす と、 何だか 看破 

せられる を 恐れる と 云う 様子 も 無き にし も あらず だ。 

第二 十一 回 時計の 音 盆 

お 浦 は 全く 秀 子に 対し 戦争の 仕直しに 遣って 来たの 

に 違い無い、 前の 戦争 は 秀子を 虎の 顋に 推し 附け 充分 

の 勝利と 云う 間際で 失敗した、 今度 は 高 輪 田 長 三と 云 

う 恐る 可き 後押し を 連れて 居る、 万に 一 つも 失敗せ ぬ 

積り で 有ろう。 

成る ほど、 若しもお 浦の 疑う 通り 秀子を 仲働き 古山 


お 酉と やらに 化けた 者と すれば、 此の 高 輪 田 長 三に 一 

目 見られたなら 直ぐに 看破され る 害 だ、 夫に しても お 

浦 は 何う して 此の様な 屈強な 味方 を 得た で 有ろう、 後 

で 聞けば、 お 浦が 根 西 夫人と 三 ヶ月 ほど 旅行して 居る 

うち 偶然に 伊太利の 宿屋で 懇意に 成った と 云う 事 だ、 

道理で 分った、 お 浦 は 先頃より 頻りに 叔父の 所へ 詫び 

手紙 を 寄越して 居た、 一 刻 も 早く 此の 高 輪 田 長 三 を 連 

ひんむ 

れて秀 子の 化の 皮 を引剝 きたいと 思 つ た 為で 有ろう、 

叔父 はそう 執念深く 人を怨 まぬ 気質で、 一 時 はお 浦の 

所業 を 怒 つ たけれ ど 間も無く 心が 解け、 帰参 を 許す 気 

に 成った、 併しお 浦へ 帰参 を 許す は秀 子に 対して 聊か 


憚る 可き 様に 思い 少し 躊躇して 居た 様子で 有った が 何 

に 付けても 思い遣りの 有る 秀 子が 夫と 察し、 若し 私の 

為にお 浦さん が 何時までも 此の 家へ 出入りが 叶わぬ 様 

では 何だか 私が お 浦さん を 恐れて 邪魔で もす る 様に 当 

り 誠に 心苦しい から 何う か 早速に お 浦さん を 許して 上 

げて 下さいと 此の様に 叔父に 嘆願した と 云う 事 だ、 此 

の 辺から 見る と 秀子は 決して 古山お 酉で は 無い、 若し 

わざわざ 

お 酉なら ば 益々 お 浦 を 避け こそ すれ 故々 口 を 利いて 其 

の 帰参に 骨 を 折る 害 は、 決してない、 トサ余 は 今まで 

全く 斯う 思い詰めて 居た けれども、 今し方、 秀 子が遽 

てて 逃げた 所 を 見る と 何だか 心 もとな くも ある、 若し 


ゃ秀子 は、 お 浦に は 看破され る 恐れ はな いが 高 輪 田 長 

三に 逢って は 迚も 叶わぬ と 斯う 思った ので は 有るまい 

か。 爾 すれば 矢 張お 酉 かしらん。 

真逆に と は 思う けれど 余 は 何となく 心配で 寧 そ 叔父 

が 何時 迄 もお 浦の 帰参 を 許さねば 好かった のにと、 今 

更 残念 だけれ ど 仕方がない、 お 浦 は 余に 反し 最ぅ 全く 

の 勝利が 見えた と 安心して か、 充分 落ち着いて 居て、 

今迄の 様に 粗暴で ない、 真に 貴婦人の 如く、 物静か だ、 

言葉 も 振舞い も 一寸と 奥底の 計り 難い 所が ある、 猶も 

余に 向い 説き 明す 様に 「此の 高 輪 田さん は 輪 田お 紺の 

養子です から 此の頃まで 単に 輪 田 長 三と 云った のです 


が、 養子になる 前の 姓が 高 田と 云い、 此の頃 実家の 相 

続 を も 兼ねてせ ねば 成らぬ 事と 成った 為、 実家の 姓と 

養家の 姓と を 合わせて 高 輪 田と 改めた 相です。 今夜 は 

私の 知って 居る 方へ は 大抵お 引き合せ 申す 害です」 と 

て、 言葉の 中へ 秀子 にも 引き合わせ ろと 云う 意味 を こ 

めて 居る らしい、 余 は 唯 「爾 です か」 と 云うよ リ 上の 

言葉 は 出ぬ、 お 浦 「爾 して 此の度 根 西さん が 此の 隣の 

鳥 巣 庵 を 借り、 私 も 高 輪 田さん も、 根 西 夫人が 再び 旅 

行に 出る 迄 は 一 緒に 居る 害です から、 此の 後 は 最ぅ隣 

同志で、 毎日お 目に 掛られ ます」 余 は 呆れて 「ァァ 根 

西 夫妻が 隣の 家 を 借りました か。 分りました。 先刻 窓 


から 私 を 見て 急に 姿 を 隠した の は 浦 原さん、 貴女で し 

たネ」 と 極めて 他人行儀に 恭々 しく 云うた、 お 浦 r 爾 

で す、 彼処 に 居る 事 を 知ら さず に 不意 に 来た 方が 貴方 

も 叔父 様 もお 喜びな さる だろうと 思いました から 認め 

られぬ 様に 姿 を 隠しました のさ」 旨く 口実 を 設ける け 

れど、 全くの 所は秀 子へ 少しも 覚ら せずに 出し抜けに 

来て 看破す ると 云う 計略の 為で 有った に違いない、 斯 

う 云う 中に もお 浦 は 夫と なく 室 中 を 見廻して 居る、 秀 

子 は 何処に 居る だろうと 夫と はなく 捜して 居る の だけ 

れ ども 秀 子の 姿 は 見えぬ、 終に は耐り 兼ねた か 「今夜 

は秀 子さん にも 逢って お祝い を 述べましょう、 ナ 二道 


さん、 ィャ丸 部さん、 私 は 少しも 秀 子さん を 恨み はし 

ません よ、 元は 私が 此の 家の 娘 分で、 今 は 追い出され 

て、 其の 後を秀 子さん が 塞 い だ と 云えば 世間 の 人は定 

めし 私が 恨む 様に 思う かも 知れません が 夫 は 邪推です、 

御存じの 通り 私 は 叔父に 追い出され たので はなく、 自 

分から 出た のです もの、 叔父の 圧制に 堪え兼ねて。 夫 

ですから 後へ 養女 の 出来た の を 寧 そ 嬉しい と 思って 居 

ます、 ハイ 全くです」 と 余に 向って 斯 まで 空々 しく 云 

うは 余リ甚 い、 恨みの 満ち 満ちた 置き手紙 を 残して 置 

いた 癖に、 最ぅ夫 さえ 忘れた のかし らんと、 余 は 之に 

も 聊か 呆れた、 幼い 頃 は 我儘で こそ 有れ 斯う 噓 など 云 


う 女ではなかった のに、 ィャィ ャ人を 欺いて 虎の 居る 

室へ 追い込み、 爾 して 外から 戸の 錠 を 卸して 去る 様な 

女 だもの、 偽り を 云う 位 は 何で 不思議が ある 者 か。 

お 浦 は、 夫と なく 再び 問うた、 「ェ、 丸 部さん、 今夜 

の 女 主人公 は 何処に 居ます、 松谷秀 子さん は」 余 は 止 

む を 得ず 「多分 舞踏 場に 誰かと 踊って 居る のでしょう」 

お 浦 は 思い出した 様に 「ドレ 私 も 舞踏し ましょう、 サ 

ァ高輪 田さん」 と 云って、 高 輪 田 を 引き立てる 様に し 

て 舞踏室の 方へ 行こうと する、 此の 時 丁度 塔の 上の 時 

計が、 一 種 無類の 音 を 発して 時の 数 を 打ち 始めた、 何 

故 だか 知らぬ けれど、 高 輪 田 は、 此の 音に、 震い 上る 


程に 驚き、 歩み 掛けた 足 を も 止め 「ァ 十一 一時 か 知らん」 

と 殆ど 我知らずの 様に 眩いて 其の 数 を 指で 算ぇ 始めた、 

十二時が 何故 恐ろしい か、 彼の 顔 は 全く 色 を 失い、 幽 

霊に でも 出会った と 云う 様に 戦いて 居る、 頓て 時計 は 

十一 だけ 打って 止んだ 「ァァ 十一 時 か」 と 彼 は ホッと 

安心の 息 を 吐き、 初めて 自分の 異様な 振舞いに 気が 附 

いた 様子で 「此の 時計 は 巻き 方に 秘密が 有る との 事で、 

養母お 蚶が 生存 中 は 誰に も 巻かせませんでした。 此の 

音 を 聞く と 其の 頃の こと を 思い出して、 私 は 何だか 神 

経が 昂ぶ ります」 と 云うた、 併し 此の 言い開き 丈で は 

何故 特に 十二時 を 恐れて、 十一 時と 知って 安心した か 


を 証明す るに 足らぬ、 お 浦 は 気に も 留めずに 振り向い 

て 「少し 舞踏で も すれば 直ぐに 神経 は 強くな ります よ、 

サァ 行きましょう」 と 高 輪 田 を 引つ 立てて 舞踏室 へ 這 

入った、 余 は 兎に角 も秀 子の 様子 を 見届けねば 成らぬ 

と 思いお 浦の 姿の 見えなくなる を 待って、 多分 秀 子が 

潜んで 居る だろうと 思う 盆栽 室へ、 密と 行った、 茲で 

も 矢 つ 張り 容易なら ぬ 事に 出会した。 

第一 一十一 一回 盆栽の 蔭 

盆栽 室 は 中に 様々 の 仕切な どが 有って、 密話 密談に 


は 極々 都合の 好い 所 だ、 舞踏室で 舞踏が 進む 丈 益々 此 

の 室へ 休息に 来る 人が 多くなる、 中には 兹で 縁談の 緒 

口 を 開く 紳士 も 有ろう、 情人と 細 語す る 婦人 もない 

と は 限らぬ、 併し 余が 秀子を 尋ねて 此の 室へ 入った 頃 

は猶だ 舞踏が 始まった ばかりの 所 ゆえ 誰も 来て 居ぬ、 

隈なく 尋ねて 見た けれど、 確かに 兹へ 来た 様に 思われ 

る秀子 さえ も 来て は 居ぬ、 扨 は猶だ 舞踏室に マゴ マゴ 

して 居て 若し やお 浦に 捕まった ので は 有るまい かと、 

更に 舞踏室へ 引き返して 見た が、 茲 にも 確か 秀子は 居 

ないで、 只お 浦が 余の 叔父に 向って 彼の 高 輪 田 を 紹介 

して 頻 りと 何事 を か 語って 居る、 多分 は 叔父に 秀 子の 


居所 を 聞き、 連れて行って 逢わせて 呉れと 迫って 居る 

ので 有ろう。 兎も角 秀 子の 姿が 見えぬ 丈 は 先ず 安心 だ、 

何でも 秀子 はお 浦 を 避けて 自分の 室へ でも 隠れた ので 

有ろう、 爾 ならば 余 も 強いて 秀 子に 逢わねば 成らぬ と 

云う 事 はない、 再び 盆栽 室へ 退いて、 植木の 香気に 精 

神 を 養うて 爾 して 篤と 秀 子の 事 を 考えて 見よう、 真に 

今夜の 様な 時 は、 何の様な 事件が 起ろう も 知れぬ から 

咄嗟の 間に 好い 分別の 出る 様に 余 ほど 心を爽 かにして 

置かねば 成らぬ。 

此の様に 思 つ て 再び 盆栽 室 へ 這 入り、 植木な どの 最 

も 沢山に 茂って 居る 所へ 腰 を 卸し、 悠 たりと 休んで 居 


た、 スルト 余が 右手に 在る 大 窓から 絹 服の 音が 聞こえ、 

其の後に 紳士の 靴音が 続いて 忍びやかに 這 入って 来た、 

之 は 確かに 舞踏室から 庭へ 出て 庭から 兹へ 廻って 来た 

ので 有る、 女 は 誰、 男 は 誰、 室の 内 は 明るい けれど 物 

に 隔てられて 余の 所から は 見えぬ、 先から も 余 を 見る 

事 は 出来ぬ 害 だ、 余 は 人の 密話を 偸み 聴く は 好まぬ か 

ら密と 立ち去り 度く 思った けれど、 既に 遅い、 男女 は 

早 や 余と 一 間と は 離れぬ 所へ 腰 を 卸し 「本 統に権 田 さ 

ん何 うしたら 好いで しょう、 私 は最ぅ 運の つきだと 思 

いますよ」 と 云う の は 確かに 秀子 だ、 余 は 全身の 血が 

頭へ 突き 上る 様に 覚えた、 全く 秀子は 彼の 弁護士の 権 


田 時 介に 身の 振り方 を 相談す る 為に 連れ立って 茲へ来 

たの だ、 権 田、 権 田、 彼が 秀 子の 身に 差し 図す る 権利 

が 有る と は 先刻 秀 子が 明らかに 余に 告げた 所 だ、 権 田 

の 為に、 秀子は 誰と も 舞踏の 約束 をせ ずに 待って 居た 

ほどで ある、 余 は 最早ぬ すみ 聴かぬ 訳に は 行かぬ、 縦 

しゃ 聴くまい としても 自 から 聞こえる の だ。 

「ナニ 運の つきと 云う 事 は 有りません、 今まで 物事が 

極めて 好く 運び、 先ず 思った より 寧ろ 旨く行って 居る 

では 有りません か」 と 聊か 慰める 様に 云う は 全く 権 田 

時 介 だ、 余 は 久しく 彼の 声 を 聞かぬ けれど 充分に 覚え 

て 居る、 彼 は 猶語を 継いで 「私 は 寧ろ 運が 貴女 を 助け 


て 居る の だと 思います が」 秀子 「運が 助けて 舆れ るな 

ら どうして 此の様な 辛い ことに 成りましょう」 権 田 「左 

様 さ 貴女 の 身の 上 も 随分 不思議 は 不思議 です ネェ」 秀 

子 「ハイ 是 ほど 異 つた 身の上 は 二人と 此の世に 有り ま 

すまい、 私 は最ぅ 一切の 力が 盡 きて 仕舞いました」 権 

田 「夫 だから 私が 助けて 上げようと 云う のです」 秀子 

「ダ ッテ 貴方 は —— 」 権 田 「ィャ 何も 「ダ ッテ」 などと 

仰 有る こと は 有りません、 今まで 一 切、 無報酬で 助け 

て 上げた のです から 最ぅ 報酬 を 請求しても 好い 頃で 

す」 秀子 「報酬 は 差し上げて 有る では 有りません か、 

金銭の 報酬 は 決して 受けぬ と 貴方が 仰 有る し、 夫なら 


以来 何事で も 貴方のお 差し 図に 従う と 云って —— 」 権 

田 「ァ ハハ ハー 身の 命令 権 を 私へ 与えた のです か」 秀 

子 「ハイ 夫が 報酬でなくて 何で 有りましょう、 私 は 何 

の 様な 場合で も 貴方のお 差し 図 を 待つ 積り で 今夜な ど 

も —— 」 権 田 「舞踏の 相手 を 定めずに お待ち 下さった 

と 云う のです か、 ィャ夫 は 有難い と 謝せねば 成り ませ 

ん、 謝する 事 は 謝します が爾 まで 私の 意 を 重んじて 下 

さるのに、 タッタ 一 つ 肝腎の 願い を 聞き入れて 下さら 

ぬと は 何故です、 何も 六 かしい 事で はなく、 唯 後に 至つ 

て 私の 妻に 成る と 約束して 下されば 好い のです、 其の 

約束 を さえ 得れば、 貴女の 身に 火が 降り 掛 つて 来よう 


とも 必ず 無難に 助けて 上げます。 何の様な 場合で も 場 

合 相応に 手段 を 廻らせ、 助かる 道 を 開く の は 私の 得意 

です、 云わず とも 貴女 は 御存知の 害です が、 秀 子さん、 

何で 私の 妻になる 約束が 出来ません か」 秀子は 殆ど 恨 

めしげ に 嘆息して 「男と 云う 者 は、 何で 愛 だの 妻 だの 

と 云う 無理な 事ば かり 望む のでしょう、 男と 男と 助け 

合う 様に、 又は 女と 女と 助け合う 様に、 少しも 愛な ど 

と 云う 約束な しに 真の友 達 か 兄妹の 様に 為って 女 を 助 

ける 事 は 出来ぬ 者で しょうか」 権 田 「夫 は 出来ぬ とも 

限りません が、 貴女に 向って は 出来ぬ 事です、 貴女の 

様な 美しい 方に 向い、 木石で ない 以上 は 唯 友達と 云う 


丈で 満足して 居る 事 は 誰 とても 出来ません、 決して 男 

の 罪で はなく、 男 を 酔わせる 様な 姿に 生まれて 居る が 

貴女の 不運です」 秀子は 全く 泣き声と 為って 「ェ、 此 

の 様な 顔に、 此の様な 顔に」 と 云い、 後 は 声 さえ も 続 

かぬ が、 何だか 自分の 顔の 美しい の を 恨む 様 だ、 権 田 

「此の様な 顔に とて、 元から 美人に 生まれて 居る から 

誰も 恨む 事 は 有りません、 若し 貴女 は、 私の 言葉 を 聞 

かず、 妻と 云う 約束 をせ ずに、 私 を 敵に 取ったら 何う 

なると 思います、 今で さえ 御 自分で 運の 盡き だと 云う 

程の 敵が 有ります のに 私から 恨まれれば」 秀子 「ハイ 

貴方に 恨まれたら 此の世に 居る 事 さえ 出来ません、 夫 


は 貴方が 能く 御存じです」 権 田 「それ 御覧なさい。 私 

を 敵に 取って は 貴女の 身 も 立ちますまい、 夫 だのに 何 

故 生涯 を 私の 保護の 下に 置く 事が 出来ません、 夫婦と 

為らねば 決して 長い 生涯 を 助け合う と 云う 道 はない の 

です」 秀子 「貴方 は 恐 迫な さるので す、 困って 居る 女 

を 恐 迫す ると は 紳士の 成され 方で 有りません、 貴方が 

紳士ら しくない 振舞 を 為さって 爾 して 私に 愛せよ と は 

御 無理です、 紳士の 心の ない 人 を 所 天と する 事 は 出来 

ません」 

権 田 「ハイ 紳士 か 紳士で ないか 知らぬ が、 有らゆる 

手を盡 していけ ぬ 時 は 私 も 恐 迫 も 用います、 腕力 も 用 


I ます」 

争い は 次第に 荒々 しく 成って 権 田 は 終に 秀 子の 手 を 

捕えよう とした 様子 だ、 秀子は 逃げる 様に 立って、 丁 

度 余の 居る 所へ 馳 せて 来た、 余は^^gに潜んで居た事を 

知られ、 秀 子に 紳士ら しくない と 思われる は 辛い けれ 

ど 最早 立ち上らぬ 訳に 行かぬ、 秀子を 保護したい 一 心 

で、 殆ど 其の 他の 事 は 打ち 忘れて 秀 子の 前へ 立ち上つ 

た、 権 田 も 秀子を 追う 様に して サムへ 来た、 硝燈の 光 ま 

で 青く 映ず る 盆栽の 蔭で 三人 顔と 顔と を 見合わせた。 

第二 十三 回 少しの 間 


顔 見合わせた 三人の 中、 一番 驚かなかった の は秀子 

である。 一 旦は 驚いた が 直ぐに 鎮まり、 宛 も 余の 保護 

を 請う 様に 余の 蔭へ 立ち寄った、 実に 女に して は 珍し 

いほ ど 胆の据 つた 落ち着いた 気質で 有る、 男に しても 

珍しかろう。 

権 田 時 介 は 殆ど 譬え 様の 無い ほど 驚いた。 暫く は 無 

言で 余の 顔 を 見て 居た が、 頓て 余と 知る が 否や、 「ャ、 

ャ、 丸 部 道 九 郎君」 と 云って 途切れ 「人 もあろう に、 

丸部君が^;gに居られたとは、 ェ、 不注意 過ぎました」 

と、 非常に、 余に 立ち 聴せられ たの を 侮む 体 だが、 併 


し 流石 は 男 だ、 愚痴 も 何にも 云わずに 庭の 方へ 立ち 

去った。 

余 は 何う 考えても 権 田と 秀 子の 関係が 分らぬ、 夫婦 

約束な ど の な い 事 は 無論 で 有る、 思い 思われる 仲です 

らな いの だ、 ィャ権 田の 方 は 一 生 懸命に 思って 居る け 

れど秀 子の 方で は 何とも 思って 居ない、 夫 だのに 秀子 

が 一 身の 命令 権 を 権 田に 与えて 有る の は 何の 訳だろう、 

権 田の 秀 子に 迫った の は 恐 迫と 云えば 恐 迫で 有る けれ 

ならずもの 

ど、 破 落漢が 貴人の 秘密 を 手に入れて 強談す るな どと 

は 調子が 違う、 殆ど 兄妹の 様な 親密な 言葉 附き で 互い 

に 何も彼も 知り合った 仲の 様 だ、 実に 不思議 だ、 若し 


此の 二人の 間柄の 委細が 分れば 秀 子の 身の上の 秘密、 

所謂 「密 旨」 「密 命」 など 云える 事の 性質 も 分る だろう、 

けれど 二人の 間柄の 委細 は 勿論 知る 可き 道がない、 余 

に は 想像 さえ も 及ばぬ。 

秀子は 余の 蔭に 寄り添うた を 恥ずかしく 思った か、 

権 田の 立ち去る と共に 身 を 退いて、 舞踏室の 方へ 行 こ 

うとす る、 其の 様子 は 余 ほど 打ち萎れて 居る、 余 は 其 

の 前へ 廻り 「秀 子さん、 私 は 立ち聞き したので は有リ 

ません、 私の 居る 所へ 貴女と 権 田 君と が 来て、 私 は 立 

ち 去る 機会 を 失った のです」 秀子は 簡単に 「ハイ 貴方 

が立ち聞きの為に^：；ムへ来たとは思ぃません」 余 「です 


が秀 子さん、 貴女 は 今、 男が 無報酬で 女 を 助ける 事 は 

出来まい かと 此の様に お嘆き 成さった が、 他人 は 知ら 

ず 此の 丸 部 道九郎 ばかり は 全く 兄と 妹の 様な 清い 心で、 

貴女 を 助け 度い と 思います、 貴女の 敵と か 運の 盡 きと 

か 云う の は 何です か、 助ける 事の 出来る 様に 私へ 打ち 

明けて 下さらば」 秀子 「ィ イエ 貴方で は 私 を 助ける 事 

は 出来ません、 権 田さん の 外に は 私 を 助ける 事の 出来 

る 人 はない のです」 余 「でも 権 田 は 貴女の 応じ 得ぬ 様 

な 無理な 報酬 を 迫る ではありません か、 私なら ば、 貴 

女 を 妹と 思って 助けます、 尤も 何時までも 妹と 云う 丈 

で 満足す る 事 は 出来ぬ かも 知れません けれど」 秀子は 


打ち萎れた 仲から 異様に 笑みて 「ォホ ホホ、 妹と 云う 

丈で 満足の 出来ぬ 時が 来るなら 権 田さん も 同じ 事です、 

あきら 

生涯 愛な ど を 説かぬ 男 は 此の世 にないと 断念め まし 

た」 斯う 云って 余 を 振り捨てた。 

けれど 余 は猶も 後に 随 つて 行った が、 秀子は 愈々 舞 

踏 室へ 歩み 入った、 果せる 哉 だ、 第 一 に秀 子の 前へ 遣つ 

て 来たの はお 浦 だ。 大敵 —— だろうと 余の 鑑定す る I 

I 高 輪 田 長 三 も 一緒で ある、 余の 叔父 も附き 添って 居 

る、 秀子は 高 輪 田 長 三に 逢う の を 覚悟の 上で 茲へ 来た 

のか、 夫と も 長 三に 逢い は 仕まい と 油断しての 事 だろ 

うか、 或いは 又 逢って 見破られるなら 夫までと 絶望の 


余り 度胸 を 据えての 事だろう か、 余 は 心配に 堪えられ 

ぬ、 若し 秀 子が 実は 古山お 酉で、 茲で高 輪 田に 見破ら 

れる 様なら、 全く 姿 を 変じて 人 を 欺く と 云う 者で、 女 

詐偽師 も 同様 だから 少しも 憐れむ に は 及ばぬ と は 云う 

様な 者の、 夫で も 何だか 気 懸リに 堪えられぬ、 若しも 

高 輪 田 長 三の 口から 無礼な 言葉で も 出よう なら 一 語 を 

も 終らぬ 中に 彼 を 叩き殺して 呉れよう か 知らん と、 余 

は 此の様にまで 思って 一 歩 も 去らずに 秀 子の 傍に 附ぃ 

て 居る。 

叔父が 先ず 秀 子に 向って 「実は 是 なるお 浦が 是非と 

も 和 女に 逢い、 前の 無礼 を 親しく 詫びたい と 云い、 私 


に 和 女の 居る 所 を 捜して 呉れと 頼む から、 ィャ 断って 

も、 日頃の 気短い 気性で 仲々 聴かぬ から、 此の 通り 連 

れ 立って 和 女の 居所 を 探して 居た の だ」 叔父が 斯う 

云って 居る 中に 秀 子の 目 は 夫と も 知らずに 一 寸高輪 田 

の 眼に 注いだ 様 だ、 爾 して 何だか 悸と 驚いた かの 様 

にも 思われた けれど、 是は 多分 余の 心の 迷いから 此の 

様な 気がした ので 有ろう、 爾 かと 思って 見直して 見る 

に秀 子の 顔 は 相 変らず 静かで、 恐 れも 喜び も 何も 浮 ベ 

て は 居ぬ、 唯 品格の 有る 態度で 「左様です か、 けれど 

浦 原 嬢から お詫びな ど 受ける 様な 事 は 少しも 有り ませ 

んが」 お 浦 は 茲ぞと 云う 風で 進み出た。 言葉の 言い 廻 


しも 甚だ 旨い、 「秀 子さん 貴女に そう 仰 有られる と 私 

は 恨まれる ょリ猶 辛く、 ホンに 消え入り 度く 思います 

よ、 朝 倉 男爵の 手品 会の 席で、 貴女 を 仲働き だと、 途 

方 もない 事 を 申しまして 今 考える と 私 は 貴女に 何れ ほ 

ど 恨まれても 仕方がな いと、 ィ イエ 実に 後悔に 堪え ま 

せん」 秀子は 極めて 低い 声で 「ィ イエ、 私 は 貴女の 

御笑談 としか 思って は 居ません のです、 気に も 留めね 

ば最ぅ 忘れて 居りました」 此方 も 仲々 鷹揚な 言い振り 

だが、 真逆 忘れる ほど 気に 留めぬ 訳で も 有るまい、 併 

し 是は斯 る 場合の 紋切 形の 口上 だ、 お 浦 「其の 代り 今 

日 はお 詫びの 記しに 貴女の 昔 友達 を 誘うて 参りました、 


是は 貴女から お礼 を 云うて 戴かねば 成りません、 ォホ 

ホホ」 と 追従 か 世辞の 様に 笑う けれど、 実は 全く 勝 誇つ 

た 笑いな の だ、 愈々 化けの皮 を引剝 いて 恨み を 晴らす 

時が 来たと、 嬉し さに 腹の 中から 込み上げる 笑い を 世 

辞に 紛らせて 了う の だ、 此の様な 事 は 総て 女の 長所 だ 

が 取り分けてお 浦の 長所 だ、 余 は 此の 笑い声 を 聞いて 

ゾッ とした、 最ぅ 万事休す だと 絶望した、 併し 秀子は 

気も附 かぬ 様子で 「ェ、 私の 昔 友達と は」 と 怪しんで 

問い返した、 声に 応じて 高 輪 田 は 進んで 出た、 お 浦 は 

軽く 引き合わせた 「ハイ 貴女が 昔 御存じの 高 輪 田さん 

です、 高 輪 田さん、 此の 令嬢 は 今 は 当家の 養女です」 


声と 同時に 秀 子と 高 輪 田と は 顔が 合った、 余 は 動悸の 

音が 自分の 耳へ 聞こえる 程 だ、 本統に 必死の 場合と は 

兹 のこと だ、 余 は 全く 自分の 事の 様に 思い、 眸を 凝ら 

して 秀 子の 様子 を 見た、 静か だ、 実に 静か だ、 恐れと 

か 驚きと か 云う 様に は 顔の 一筋 だ も 揺 はせ ぬ、 泰然 

と 落ち着いた 令嬢 は猶 記憶して 居る や 否や、 余 は 始め 

て秀 子に 逢った 時 若し や 仮面で も 被って 居る ではな か 

ろうかと 此の様に 疑った が、 勿論 其の 疑い は 直ぐに 解 

けて 仕舞った けれど 今も秀 子の 顔 を 見て、 其の 余 まり 

何ともな さすぎ る 静けさに、 若し や 仮面 かと も 同じ 疑 

い を 起し 掛けた、 併し 勿論 少しの 間 さ。 


第二 十四 回 X 光線の 様に 

いきいき 

後で 考える に、 人の 活々 した 顔 を、 仮面で は ある ま 

いかな どと 疑う は 余り 馬鹿げ て 居る、 勿論 仮面で はな 

い、 血と 肉と 筋と 皮と で 天然に 育った 当り前の 顔で あ 

る、 余 とても 必ずしも 疑った と 云う 程で はない、 唯殆 

ど 仮面 かと も 思われる 程に 美しい と 斯う 思 つ た 迄の 事 

さ、 決して 若し や 仮面で はなかろう かと 探偵が 罪人 を 

疑うよう に 疑った 訳で はない、 断じてない、 兹の 区別 

は 読者に 呑み込んで 貰わねば ならぬ。 


仮面で はない が 此の 時の 秀 子の 顔 は 何となく 人間 以 

上に 見えた、 殆ど 凄い 程の 処が ある、 と 云うて 別に 当 

人が、 強いて 顔の 様子 を 作って 居る 訳で もな く、 少し 

高 輪 田 を 怪しむ 様 は 見える けれど 其の 外 は 唯 平気に 静 

かなの だ、 其の 平気な 静かな 所に 一種の 凄味が 有る か 

ら妙 だ、 余 は 此の 時 高 輪 田の 顔 を も 見た、 彼 は 同様な 

心 を 以て 秀 子の 顔 を 見て 居る だろう。 

彼の 顔 は 前に も 云った 通り、 男と して は 珍しい ほど 

滑らかで、 余リ 波瀾の 現われぬ 質で は 有る がそれ でも 

初めて 秀 子の 顔 を 見た 時には 確かに 彼の 顔に 一 種の 悪 

意が 浮動した、 何でも 彼 は 兼ねてお 浦から、 此の 秀子 


は 古山お 酉に 違いない と 云われて、 全くお 酉に 逢う 事 

とのみ 思い詰め、 己れ 面の 皮 を引剝 いて 遣ろうと 楽し 

んで 遣って 来たに 違いない、 爾 なくば 顔に 斯う 悪意の 

浮動す る 害がない、 所が 彼 は 一 目 見て 痛く 驚いた、 悪 

意 は 消えて 寧ろ 恐れと 云う 様な 色に な つ た、 何でも 人 

違いと 覚 つたが 為らし い、 併し 彼 仲々 根強い 気質と 見 

え、 怯み 掛けて 又 思い直した 様子で、 一 層 眼に 力 を 込 

めて 再び 秀 子の 顔 を 見詰めた、 此の 時の 彼の 目 は 実に 

鋭い、 非常な 熱心が 籠って 居る、 若し 眼の 光が X 光線 

の 様に 物の 内部まで 入り込む 事が 出来る 者なら、 此の 

時の 彼の 眼光 は 確かに 秀 子の 腹の 中 を 透かして 背中 ま 


で 貫徹った で 有ろう、 けれども 彼 は 終に 満足の 様子 を 

示さぬ。 

余 も 心配 だが、 余よりも お 浦に 至って は 殆ど 必死 だ、 

高 輪 田よりも 猶 一層 眼 を 輝かせる、 と 云う 事 は 到底 人 

間の 目に は 出来ぬ けれど、 若し 出来る 者と すれば、 必 

ず 高 輪 田よりも 猶 強く 輝かせる 所で 有ろう、 余の 叔父 

も 何だか 対面の 様子が 変 だから 少し 怪しみ 掛けた のか 

怪訝な 顔 をして 居る、 中で 一番 平気、 一番 何ともない 

様な の は秀子 だ、 秀子は 最早 高 輪 田が 充分 顔 を 見盡く 

した かと 思う 頃、 静かに 口 を 開き 「私 は 何も 合点が行 

きませ ぬ、 私の 昔の 友達と 仰 有った 様に 思います が、 


幾 等 考えても 分りません、 多分 私が お見忘れ 申した の 

でしよう、 失礼です が 何処で お 目に 掛リ ました か ネェ」 

と あどけなく 問うた、 高 輪 田 は 何と 返事す る 言葉 さえ 

知らぬ 様子 だ 「左様です、 私 も、 何う も、 ィャ 何とも、 

考えが 附 きません」 秀子 「夫に 私 は 高 輪 田さん と 仰 有 

る 御 苗字 さ え 今 聞く が 初めての 様に 思います が」 

余 は 全く ホッと 息した、 秀子は 此の 恐ろしい 試験、 

ィャ 当人 は 恐ろしく も 有るまい が、 余の 心に は 非常に 

恐ろしく 感じた、 此の 大 試験 も 苦 もな く 通り越し たと 

云う 者 だ、 お 浦の 疑う 様な 仲働きで ない、 古山お 酉で 

ない、 姿 を 変えて 人 を 欺く 女 詐偽師 ではない、 幽霊 塔 


の 前の 持主た る 高 輪 田 長 三 さえ 見た 事の ない 全くの 松 

谷秀子 だ、 米国で 政治家の 秘書 を 勤めて 居た 事 も 確か 

立 派な 書籍 を 著わ した こと さえ も 確か だから、 無論 良 

家の 処女で ある、 夫 を 疑った お 浦 も 無理 だ、 一時たり 

とも 此の 試験に 落第す るかの 様に 心配した 余 とても 余 

リ秀 子に 対して 無礼す ぎた。 

古い 事 を 説く 様で は 有る が、 聞く 所に 由る と 此の 高 

輪 田 長 三 は 幼い 頃から お 紺 殺しの 夏 子と 云う 女と 共に 

お 紺 婆に 育てられた 男で、 お 紺 婆の 心で は 夏 子と 夫婦 

にす る 積り で 有った の だ、 所が 何う 云う 訳 か 物心の 附 

く 頃から 夏 子が 長 三 を 嫌い、 何う しても 婚礼す ると は 


云わぬ、 婆 は 色々 と 夏 子の 機嫌 を 取り、 遂に 夏 子を自 

分の 相続人と 定め、 遺言状へ 自分の 財産 一切 を 夏 子の 

物にする と 書き入れた 相 だ、 夏 子 は 大層 有難が つて 婆 

に は 孝行 を盡 した けれど 長 三 を 嫌う 事 は 依然として 直 

らぬ、 長 三 は 婆が 自分 を 相続人と せぬ の を 痛く 立腹し、 

是 から 道楽 を 初めて 果て は 家 を 飛び出し 倫敦へ 行った 

まま 帰らぬ 事に 成った、 婆 は 余 ほど 夏 子 を 大事に して 

居た 者と 見え、 長 三が 家出の 後で も猶夏 子を賺 しつ 欺 

しっし、 遂に 其の 手段と して、 自分の 所有 金 を 悉く 銀 

行から 引き 集め、 それ を 夏 子の 目の前へ 積み上げて、 

此の 家の 財産 は 現金 だけで も是 ほど ある、 和 女が 長 三 


の 妻に 成れば、 之 は 総て 和 女の 物 だし 若し 否と 云えば 

遺言状 を 書き直して 長 三 を 相続人に すると 斯う 云 つ た、 

随分 下品な 仕方で は 有る けれど 下女から 出世した お 紺 

婆と して は 怪しむ に 足らぬ のさ、 夏 子 は 自分が 相続人 

でなくなる の を 甚く 辛が つて、 泣いたり 詫びたり した 

けれど それでも 長 三の 妻に 為る と は 云わぬ から、 お 紺 

は 詮方な く 愈々 遺言状 を 書き替え るに 決心し、 倫敦へ 

代言人 を 呼びに 遣 つた、 其 の 代言人が 明日 来る と 云う 

今夜の 十二時に お 紺 は 何者に か 殺されて 了った が、 調 

ベ の 結果 様々 の 証拠が 上り 終に お 夏の 仕業と 為った、 

お 夏 は 固く 自分で ない と 言い張った けれど 争われぬ 証 


拠の 為 前に 記した 通リ 有罪の 宣告 を 受け 終身 禁錮 の 苦 

刑 中に 牢の 中で 死んで 了った、 此の 事件に 長 三 も 調べ 

られ たけれ ど 彼 は 当夜 倫敦に 居た 証拠 も 有り、 又お 紺 

を 殺して 少しも 利益す る 所 はなく、 却って 明日 迄お 紺 

を活 せて 置かねば 成らぬ 身 ゆえ 勿論 疑い は 直ぐに 解け 

た、 爾 してお 紺の 財産 は 罪人 夏 子の 物に 成った けれど、 

夏 子 死 すれば 夏 子の 子へ 夏 子に 子な くば 長 三へ、 と 遺 

言 状の 中に 但し書きが 有った 為、 夏 子が 牢死した 時に 

長 三の 物に 成った と 云う 事 だ。 

是 だけが 余の 知って 居る 長 三の 履歴で ある、 けれど 

此の様な 事 は 何う でも 好い、 話の 本筋に 立ち返ろう。 


高 輪 田と 秀子 とが 全く 見知らぬ 人と 分 つたに 付いて 

お 浦の 失望 は 見物で 有った けれど、 流石 はお 浦 だ、 何 

うやら 斯う やら 胡 魔 化して 秀 子に 向い 「オヤ 爾で すか、 

夫に しても 高 輪 田さん は 此の 屋敷の 前の 持主で 塔の 事 

な ど 能く 知 つて 居ます から 必ず 貴女 と お 話が 合い ま 

しょう、 是 から 何う かお 互いに 昔な じみ も 同様に、 サ 

ァ高輪 田さん 秀 子さん と 握手して 御 懇意 をお 願い 成さ 

い、 ネェ秀 子さん、 ネェ 叔父さん、 爾 して 下さらねば 

私が 余り 極り が 悪いで は 有りません か」 と 極めて 外交 

的に 場合 を 繕った、 高 輪 田 は 声に 応じて 手 を 差し延べ 

た、 秀子も 厭々 ながら この 様に 手 を 出した が、 高 輪 田 


まむし 

の 手に 障る や 否や、 宛 も 蛇蝎に でも 障る 様に 身震いし、 

其の 静かな 美しい 顔に 得 も 言え ぬ 擯斥の 色 を 浮かべて 

直ぐに 手 を 引き、 倒れる 様に 叔父の 肩に 鎚リ 「阿 父 様、 

私 は最ぅ 立って 居る 力 もありません」 とて 顔 を 叔父の 

胸の 辺へ 隠した、 確かに 声 を 呑んで 忍び泣きに 泣いて 

居る、 何で 泣く やら 分らぬ が 多分 は 今夜の 様々 の 心配 

に 神経が 余り 甚く 動いた のであろう、 叔父 は 傷 わって 

其の まま 連れて 去った が、 高 輪 田 は 此のと き 不意に 恐 

れ だか 驚き だか、 宛 も 天に 叫ぶ 様な 音調で、 「ォ ォ、 神 

よ」 と 一 声 叫んだ、 見れば 彼の 眼 は 又も X 光線の 様に、 

秀 子の 彼の 真珠 を 以て 飾った 左の 手の 手袋へ 注いで 居 


る。 

第二 十五 回 之が 幽霊 か 知らん 

秀 子と 長 三との 対面が、 兎も角も 秀 子の 勝利と なつ 

て 終った は 嬉しい、 けれど 余 は 何となく 気遣わしい、 

猶何 所に か禍の 種が 残って 居 はせ ぬか、 再び 何 か不愉 

快な 事が 起り はせ ぬかと、 此の様な 気がして ならぬ、 

ふきやん 

其 の 心 持 は 宛 も、 少し 風が 吹罷で 更に 此の 後へ 大きな 

あらし  なぎ  おおあれ 

暴風が 来 はせ ぬか、 此の a が 却って 大 暴の 前兆で はな 

いかと 気遣われる 様な 者 だ。 


此の 気遣い は 当った にも、 当った にも、 実に 当り 過 

ぎる ほど 当った、 読む 人 も 後に 到れば、 成る ほど 当り 

様が 余り 甚 すぎる と 驚く ときが 有る だろう、 併し 夫 は 

余程 後の 事 だ。 

此の 夜 は 事 もな く 済み、 客 一 同 も 「非常の 盛会で あつ 

た」 の 「充分 歓を盡 した」 のと 世辞 を 述べて 二 時 頃 か 

ら帰リ 始めた、 余 も頓て 寝床に 就く 事に なった。 

寝床と 云う は、 彼のお 紺 婆の 殺された 塔の 四 階 だ、 

時計 室の 直ぐ 下の 室で ある、 余 自ら 好み はせ ぬが 秀子 

の 勧めで 此の 室 を 余の 室に し、 造作な ども 及ぶ だけ は 

取り替えて 何う やら 斯う やら 紳士の 居室ら しく 捲らえ 


て ある、 初めて 見た 時 ほど 陰気な 薄 気味の 悪い 室で は 

ない、 若し 虚心 平気で 寝たならば 随分 眠られようと 思 

うけれ ど、 余 は 此の 夜 虚心 平気 でない と 見え 熟く は 眠 

られ ぬ、 殆ど 夢と 現との 境で 凡そ 三十 分 も 居た かと 

思う が、 何やら 余り 大きく はな いが 物音が したと 思 つ 

て 目が 覚めた、 枕頭の 蠟燭も 早 や 消えて、 何の 音で 有つ 

たか 更に 当りが 附 かぬ けれど、 暗の 中に 眸を 定めて 

見る と、 影の 様な 者が 壁に 添うて 徐々 動いて 居る 様 だ、 

ァ、 之が 此の 塔の 幽霊 か 知らん と 一 時 は 聊か 肝 を 冷し 

た。 

が 余 は 幽霊な ど を 信じ 得ぬ 教育 を 受けた 男 ゆえ、 自 


分の 目の 所為と は 思った けれど 念の為 燐燧を 手探りに 

捜し、 火を摺 つて 見た、 能く は 見えぬ が 何も 居ぬ らし 

い、 唯 憐燒の 消え 掛 つた 時に 壁の 中程に 在る 画板の 間 

から 人の 手の 様な 者が 出て 居る かと 思った、 勿論 薄ぐ 

らい 所では 木の 株が 人の 頭に 見えたり、 脱ぎ捨てた 着 

物が 死骸に 見えたり する 事が 好く 有る 奴 だから、 朝に 

成って 見直せば 定めし 詰まらぬ 事だろう と 思い直して 

其の まま 再び 寝て 十分 も 立つ か 立たぬ うち 又 物音が 聞 

こえた、 今度 は 確かに 聞き取つ たが、 サ ラサ ラと 壁に 

障って 何物 かが 動いて 居る 音で ある。 

茲で 一寸と 此の 室の 大体 を 云って 置きたい、 此の 室 


は 塔の 半 腹に 在る ので、 昇り 降りの 人が 此の 室へ 這 入 

るに 及ばぬ 様に 室の 四方が 四方と も 廊下に 成って 居る、 

塔の 中で なくば 恐らく 此の様な 室 はない、 けれど 四方 

のうち 一 方 だけ は 何時の 頃 直した 者 か 物置きの 様に し 

て 此の 室で 使う 可き 雑な 道具 を 置く 事に 成つ て 居る、 

此の様な 作り だから 今の 物音が 壁の 外 か 壁の 内 か は 余 

に 判断が 付かぬ、 余 は 又も 憐燧 を摺 り、 今度 は 新しい 

蠟燭へ 点火した が、 此の 時 更に 聞こえた、 ィャ 聞こえ 

る 様な 気の したの は 人の 溜息と も 云う 可き、 厭 あな 声 

である、 実に 厭 だ、 溜息と 来て は 此の様な 場合に 泣き 

声よりも 気味 悪く 聞こえる、 或いはお 紺 婆が 化けて 出 


て、 自分の 室 を 占領され たの を 嘆息して 居る ので 有ろ 

うか、 真逆。 

余 は 蠟燭を 手に 持ち、 寝台、 読書室、 談話室と 三つ 

に 仕切って ある 其の 三つと も 隈なく 廻った が、 室の 中 

に は 異状 はない、 壁の 画板 を も 叩いて 見た が、 古びて 

は 居れ ど 之に も 異状 はない、 シテ 見れば 室の 外 だ、 廊 

下の 中 は 何処で 有ろう、 室の 外なら 故々 検め るに は 及 

ばぬ と、 其の まま 再び 寝床の 許へ 帰り、 寝直そうと 手 

まくらもと 

燭を 枕頭の 台の 上へ 置いた が、 流石の 余 もゾッ とす 

る 事が ある、 余の 新しい 白い 枕の 上へ、 二三 点 血が 落 

ちて 居る、 此の 血 は 余が 起きてから 今まで 僅か 五分と 


も 経たぬ 間に 落ちた のに 違いない、 猶 能く 見れば、 褥 

の 上に も 二三 点、 云わば 雨滴が 落ちた かと 云う 様な 形 

になって 居る、 余 は 又も 自分の 目 を 疑った が 何う 見直 

しても 血の 痕だ、 何 所から 落ちた、 天井から か、 画板 

からか、 押入れ からか、 天井 は 此の 室と 上の 時計 室と 

の 間から、 人なら ば 匍匐て 這 入れる 様に 成って 居る か 

ら 或いは 誰か 這 入った かも 知れぬ、 併し 下から 見た所 

では 天井に 血の 浸 はない、 多分 は 画板の 間からで も、 

迸 つたので 有ろう、 と 斯う は 思っても 真逆に 血の 落 

ちて 居る 寝床の 上へ 寝る 訳に も 行かぬ、 或いは 虎 井 夫 

人の 連れて 居る 例の 狐猿が 壁の 間 か 何処かで 鼠で も 


捕った のかと、 此の様に 思った けれど 狐猿が 溜息 を 吐 

くな ど は 余り 聞いた 事がない。 

第二 十六 回 愈々 分らぬ 

あまだれ  はんけ ち 

雨滴の 様に 幾 点か 落ちて 居る 血 を 手 巾で 拭って は 見 

たが、 真逆に 其の 寝床へ 再び 寝る ほどの 勇気 は 出ぬ、 

斯う も 臆病と は 余り 情けない と 自分の 身 を 叱って 見た 

けれど、 縦し 無理に 寝た 所で 迚も 眠れ はせ ぬだろう と 

思い直し、 到頭 其の まま 起きて 了った。 

爾 して 廊下へ 出、 窓 を 開く と最ぅ 夜が 明け 掛けて 居 


る、 何者の 血で 有る か、 真にお 紺 婆の 幽霊が 出た のか、 

篤と 調べて は 見たい けれど、 神経の 静かなら ぬ 此の様 

な 時に 調べた とて 我と 我が 心に 欺かれる 計り だから 少 

し 早 過ぎる けれど 外へ 出て、 充分に 運動して 其の上の 

事よ と 思い、 余り 音の せぬ 様に 階下へ 降り、 庭に 出て、 

夫から 堀の 辺まで 散歩した、 堀の 岸に は 舟 小屋が 有つ 

て、 未だ 誰も 乗った 事の ない、 新しい 小舟が 有る、 之 

を 卸して 進水式 を 遣ら かす も 妙だろう と、 独 リで曳 

ゃッと 引き 卸し、 朝風の 冷々 する にも 構わず 楫を 両手 

に 取って 堀の 中 を 漕ぎ 廻した、 其のう ち 凡そ 一時間の 

余 も 経った であろう か、 身体 は 汗 肌と 為って 気 も爽ゃ 


かに、 幽霊の 事 も 忘れる 程に 成った、 最ぅ 好かろうと 

舟を繫 いで 土 堤へ 上って 見る と、 目に 附くは 例の 殺人 

女 夏 子の 墓 だ、 墓の 前に 又詣で 居る 人が 有る。 

誰ぞと 怪しむ 迄 もな く 其の 姿の 優 かなのと 着物の 

日影 色と で 分って 居る、 無論 秀子 だ、 何の 為に 秀 子が 

此の 墓へ 参る か は 兼ねて 不思議の 一 つ だが、 而も 未だ 

誰も 起きぬ 中に 参る と は 成る 可く 此の 参詣 を 人に 知ら 

さぬ 為で 有ろう、 爾 すれば 余 も 知らぬ顔で 居る が 好い 

と 其の まま 立ち去 リ 掛けて 居る と、 忽ち 墓の 背後から 

一 人の 男が 現われた、 是は 確かに、 昨夜 秀子を 看破す 

る 積り で 当ての 外れた 高 輪 田 長 三で 有る、 秀子は 驚い 


て 起き 上る、 長 三 は 帽子 を 脱いで 礼 をす る、 秀子は 其 

のま ま 家の 方へ 立ち去ろう とする、 長 三 は 其の 前へ 立 

ち 塞がる、 何う も穏 かならぬ 様子 だから 余 は 飛び出し 

て 秀子を 保護し ようと 思った が、 ィャ 未だ 急ぐ 事で は 

ない、 長 三 は 握手の 積り か 手 を 差し出す、 秀子は 否と 

云う 風で 両手 を 自分の 背へ 廻す、 長 三 は 怯まずに 猶も 

進む、 秀子は 右の 手 を 出して 長 三 を 突き 退ける、 長 三 

は 再び 身 を 立て直して 取つ 掛リ、 依然として 秀 子が 背 

後へ 隠して 居る 左の 手 を 取ろうと する、 通例の 女なら 

助け を も 呼ぶ 可き 場合だろう が 秀子は 別に 声 も 立てず、 

唯 逃れようと 悶く 許り だ、 最早 見て 居る 場合で ない、 


余 は 飛んで 行って 横手から 長 三 を 突き飛ばした、 自分 

ながら 我が 力に 驚いた、 長 三 は 倒れん とする ほどに 

蹌踉めいた。 

余 は 彼が 足 を 踏み 直す を 待ち、 砕ける ほどに 彼の 手 

を 握 つ た、 秀子は 真実に 有り難 そうに 余の 顔 を 見て 「此 

の 方 は 昨夜 初めて 逢った 許り だのに、 護衛の ない 女と 

見て 実に 無礼な 事 を 成されます」 長 三 も 余に 向い 「ィ 

ャ 別に 無礼と 云う では 有りません が、 少し 合点の 行か 

ぬ 事が 有って 見極め 度い と 思いまして」 余 「夫が 無礼 

と 云う 者です、 私の 眼の 前で、 此の 令嬢に お 謝し 成さ 

い」 長 「ハイ 貴方に は 謝します が、 此の 令嬢に は —— 


篤と 見届けて 疑いの 晴れた 上で 無ければ」 余 「謝さね 

ば 私が 相手です よ」 と 云って 余 は 益々 堅く 彼の 手 を 握 

リ緊 めた、 彼 は 少し 立腹の 体で 有った が 此の様な 優 さ 

男、 素より 余の 力に 敵し 得る 害 はない、 夫で も 勇気 あ 

る 男なら 真逆に 黙して 止む 事 は 出来まい に、 彼 は 存外 

臆病な 男と 見え 「ィ ャ、 貴方が 爾 までに 仰 有れば 謝し 

ますよ、 謝します よ」 とて 秀 子に 向い 「実に 無礼 を 致 

ひたすら 

しました、 何う か 此の 場 限りに して 下さる 様、 只管に 

謝罪し ます」 と 云って 極り 悪げ に 行って 了った。 

余は秀 子の 手 を 取って、 慰 さめ 慰 さめ 家の 方へ 帰ろ 

うとした、 若し 是が 余でなくて 叔父 だ つ たら 秀子 は必 


ず 昨夜の 様に 取リ鎚 つて 泣き、 顔 を 余の 胸へ 隠す だろ 

う、 真に 泣き出し そうな 顔 をして 居る、 けれども 真逆 

に 余に 鎚り附 く 訳に 行かぬ、 唯 手 を 引かれた まま 首 を 

垂れて 居る、 余 は 実に 断腸の 思いだ、 憐 みの 心が 胸 一 

ぱいに 湧き起った、 殆ど 我れ 知らずに 片手で 秀 子の 背 

あた 

を 撫で 「秀 子さん 貴女 は 迚も 独リ では 此の様な 敵に 中 

る 事 は 出来ません、 私に 保護 させて 下さいな、 深い 仔 

細 は 知りません けれど 此の 後 とてもお 独りで は 心細い 

事ば かりだろうと 思われます、 保護す る 丈の 権利 を 私 

に 与えて さえ 下されば」 と 云い 掛ける と、 秀子 は佝り 

して 余より 離れ 「貴方 も 矢張り 権 田さん の 様な 事 を 仰 


有る、 保護して 下さる は 有難く とも 私 は 其の 様な 約束 

は 出来ません」 実に 余 は 権 田が 秀 子に 言うた 通りの 事 

を 言い 度くな つた、 心に 権 田 を 笑った 癖に 唯一 夜明け 

た 丈で 自分が 其の 権 田に 成り代わ ると は 成る ほど 秀子 

が 承知の 出来ぬ 害 だと 思い 「ィャ 夫で は 最ぅ其 の 様な 

事 は 言いません が、 貴女 は 今 私の 出て 来たの を 有難い 

とお 思いです か」 秀子 「夫 は 思います とも、 貴方が 来 

て 下さらねば 私の 生涯 は 此の まま 盡 きる 所だった かも 

知れません」 余 「夫なら ば 貴女から 何の 約束 を 得ず と 

も 此の 後 私 は 影身に 成って 守りましょう」 秀子 「でも 

私から 何う ぞと お願い 申す 事 は 出来ません、 私 は 自分 


で 密旨を 果たさねば 成らぬ のです から、 ハ ィ 多分 は果 

たし 得ずに、 何の様な 目に 逢って 此の世 を 去る かも 知 

れ ませぬ けれど、 固く 心に 誓って 居る の だから 致し方 

が 有りません」 と 云う 中に も 眼 は 涙に 閉じられて 居る、 

何の 密旨 だか 愈々 分らぬ 事に は 成った が、 或いは 夏 子 

の 生存 中に、 夏 子から 何事 を か 頼まれた ので 有ろう か、 

夫で 此の 墓へ 度々 参る ので は 有るまい か、 孰れに して 

も 余 は最ぅ 助けずに は 居られな い。 

第二 十七 回 目に 見えぬ 危険 


若し 公平に 考えたら、 秀 子の 身に は 定めし 怪しむ 可 

き 所が 多かろう、 密旨 などと 云う も 分らず、 夏 子の 墓 

へ 参る も 分らず、 高 輪 田 長 一 二から 異様に 疑われ て 居る 

其の 仔細 も 分らぬ、 併し 余 は 少しも 疑わぬ、 第 一 秀子 

の 美しい 顔が 余の 目に は 深く 浸み 込んで 居る。 決して 

人に 疑われる 様な 暗い 心 を 持った 女で ない、 成る ほど 

自分で 云う 通り 何 か 密旨は 帯び て 居る だろう よ、 併し 

人 を 害する 様な 質の 悪い 密旨 では 決してな かろう、 第 

二に は秀 子が 曾て 「分る 時には 自然に 分る」 と 云った 

の を 余 は 深く 信じて 居る、 自然に 分る 時の 来る を 何も 

気短く 疑って 見る に は 及ばぬ。 


斯う 思う と 唯 可哀相 だ、 女の 身で 兎も角も 密 旨の 為 

に 働き 「何の様な 目に 逢って 此の世 を 去る かも 知れぬ」 

とまで 覚悟して 居る と は 傷々 しいと 云っても 好い、 助 

けられる 者なら 助けて 遣り 度い、 と 云って 事情 も 知ら 

ず、 自分の 妻で も 何でもな いのに 深く 助ける 訳に も 行 

かぬ、 今日の 様な 目に 見えて 危ぃ 事が 有れば 助け もす 

るが、 当人の 様子から 考える と 目に 見える 危険より 目 

に 見えぬ 危険の 方が 定めし 多かろう。 

余 は 此の様に 思いつ つ 秀子を 家の 内へ 送り 入れた、 

頓て 朝餐も 済み、 又 一回り 運動して、 爾 して 愈々 昨夜 

(寧ろ 今朝) 出た 幽霊の 跡を検 めて 見る 積り で 塔の 四 


階へ 上って 行った が、 余よりも 先に 秀 子が 居て、 物 思 

わしげ に 廊下 を 徘徊して 居る、 余 は 「何う かしました 

か」 と 問い掛け たが 秀子は 返事 をせ ず 眼で 以て 差し 図 

する 様に、 余 を 連れて 余の 室へ 這 入り、 少し、 言葉 を 

更 めて 「貴方が 此の 室 を 居間に 成す つたの は 私の 言葉 

に 従って 下さった ので はあり ましょうが —— 」 余 「全 

く爾 です」 秀子 「貴方 は 此の 外の 事 も 私が 申した 通り 

に 仕て 居らつ しゃる のです か」 余 「此の 外の 事と は」 

秀子 「此の 室で 丸 部 家の 咒語ゃ 図籙 など をお 見出し 成 

さった でしよう」 余 「ハイ 見出しました」 とて 見出し 

かい つまん 

た 時の 様 を 搔摘 で 話した、 秀子 「爾 して 其の 咒語を 暗 


誦 なされました か」 余 「ィャ 暗誦 はしません が 長く も 

ない 文句です から 大方 は 覚えて 居ます よ、 何でも 明珠 

百斛、 王錫嘉 福、 妖髡偸 奪、 夜 水竜哭 などと 云って I 

I」 秀子 「ィャ 夫 ほど 覚えて 居らつ しゃれば 好いです 

が 其の 意味 は 分りました か」 余 「意味 は 到底 分り ませ 

んょ、 末の 方の 文句 等 は 恐らく 無意味 だろうと 思われ 

ます、 彼の 咒語を 作った 此の 家の 先祖が 幾分 か 神経で 

も 狂って 居た ので は 有りますまい か」 秀子 「そうお 思 

い 成さる と 間違います、 何う か 熱心に お考え 下さい、 

私 は 毎日の ように 咒 語と 図 錄とを 研究して 居ます が、 

自分 だけの 力で は 少し 届き 兼ねる ことが 有ります、 貴 


方なら ば 博学 ゆえ —— 」 余 「ィャ 私 は 腕力 こそ 自慢で 

すが 学問 は 少しも 博くない のです、 です が 何故に 其の 

様な 事 をお 急ぎ 成さる のです」 秀子 「実は 大変な 事が 

出来ました、 私 は 昨日の 昼間 も兹へ 来て、 塔の 実際 を 

ァノ図 籙と咒 語と に 考え 合せ、 自分で 合点の 行った 事 

だけ を 手帳へ 書き、 爾 して 此の 廊下の 外の 壁に ある 秘 

密の 穴へ 隠して 置きました、 猶 調べたい 事が 有って 今 

上って 来ました 所、 其の 手帳が 紛失して 居る のです、 

若し 悪人が 其の 手帳 を 見て 咒語を 解釈で も すれば 大変 

です、 是非とも 悪人より 先に 貴方 か 私 かが 解釈せ ねば、 

夫 は最ぅ 貴方に 取っても 阿 父 様に 取っても、 又 私の 身 


に 取っても 取り返しの 附 かぬ 事に 成ります」 余 「其の 

手帳 を 盗んだ の は 悪人です か」 秀子 「誰 だか 少しも 分 

りません が、 何う せ 人の 手帳な ど 盗む から は 悪人で 

しょう、 殊に ァノ咒 語 を 解釈して、 爾 して 何 か 利益 を 

計ろうと 云う 人に 違い 有りません」 余 「ィャ 盗んだ と 

て 決して 解釈 は 出来ますまい、 貴女が 毎日 考えて さえ 

分らぬ 程の、 咒 語です もの」 秀子 「左様、 S 几 語の 本文 

と 図籙の 原図と を 見ねば 幾 等智恵 の 逞し い 悪人で も悉 

く 合点す る 事 は 出来ぬ だろうと も 思われます、 けれど 

私の 手帳 を 見れば、 何れ ほど 私が 苦心して 居る かが 分 

り、 これほど 苦心す るの だから 必ず 苦心す る 丈の 値 打 


ち は あると、 是 だけ は 見て取ります」 

余 は 何う も秀 子の 云う 事が 充分に は 合点 行かぬ、 ァ 

ノ咒 語に 解釈の 出来る ほどの 確かな 意味が 籠め て 居よ 

うと も 思わず、 縦し 解釈した 所で 此の 家の 為になる 事 

もなかろう、 従って 他人に 解釈 せられた 所で 爾 まで 害 

にも 成り はしまい と 唯 之ぐ らいに 思う 丈 だ、 秀子 「誰 

が 盗んだ か、 実に 分りません よ、 若し 昨夜 変った 事で 

も 有り はしませんでした か —— 」 余 「イエ 別に —— 」 

と 言 い 掛けた が 忽ち 思い出して、 「ナニ 大変な 事が 有 

りました」 とて 幽霊の 一部始終 を 語った、 秀子は 直ぐ 

どろぼう 

に 合点して 「其の 幽霊が 盗坊 です、 溜息 を 吐いたり 壁 


を 撫でたり する の は 貴方 を 威 かして、 此の 室で 寝ぬ 様 

にさせ、 爾 して 又 緩々 と 来る 積り です、 血の 落ちて 居 

たの は 必ず 其の 盗坊が 何う かして 怪我 をした のでし よ 

う」 

成る ほど 爾だ、 少しも 疑う 所 はない、 余 「ィャ 貴女 

の 眼力に は 感心です」 秀子 「イエ 眼力で はなく、 熱心 

です、 熱心に 心配して 居る 者です から 此の様な 考えが 

附 くので す、 けれど 丸 部さん、 貴方が 此の 室 を 退き さ 

え すれば 幽霊 は 必ず 毎夜の 様に 此の 塔へ 上 つ て 来て 私 

の 手帳に 引き合せ て 此の 塔 を 研究し ます、 貴方 は 此の 

室 を 空けて は 可ません よ」 余 「併し 恐れた 振り をして 


誘き 寄せ 爾 して 捕える の も 一 策で は 有りません か」 秀 

子 「イイ 工夫 は 非常に 危険です。 最ぅ 一夜で も 其の 幽 

霊 を 再び 此の 塔へ 上らせたら 何の様な 事 をせられ るか 

も 知れません」 と 云って 少し 考え、 考え 「貴方が、 若 

やす 

しお 厭なら、 貴方 は 下の 室へ お寝み 成さい、 当分 私が 

此の 室へ 寝る 事に 致しましょう」 熱心 も 勇気 も 実に 感 

心する 外 はない、 余 は 断乎と して 「イエ 其の 御 心配に 

及びません、 是 から 一 晚 でも 欠さずに 私が 茲へ 寝ます 

よ、 爾 して 昼間で も 決して 此の 塔へ 他人 を 上らせぬ 事 

にします」 と 答えた が、 後で 落ち着いて 考えて 見る と 

真逆に 此の 古 塔に 盗人が 目を附 ける ほどの 値 打 も 有る 


まいと 思われる。 

第二 十八 回 中の 品物 は 何 

盗人が 幽霊の 真似 をす ると は 全く 例の ない 事で はな 

い、 余 は 誰かの 話に 聞いた、 併し 実際 出会した は 初め 

て だ。 

夫に しても 其の 盗坊は 誰であろう、 昨夜 此の 家へ 

泊った 客 は 随分 ある けれど、 それ は 皆 紳士 貴婦人と も 

云う 可き で、 仲に は 品行の 宜しくない 人 も 有り は 仕よ 

うが、 真逆に 盗坊 をす る 様な 人 はない、 爾 すれば 此の 


盗坊は 外から 這 入 つ た ので 有ろう か、 ィャ 其の 様な 形 

跡 も 見えぬ、 実に 不思議 千万な 事 だ、 余 は 猶も秀 子に 

向い 「若しも 心 当り はない のか」 と 繰り返して 問うた 

が、 秀 子の 様子で は 何だか 腹の 中で 誰か を 疑って 居る 

らしい、 けれど 口に は 発せぬ、 口で は 唯、 少しも 心 当 

りがない と 云って 居る。 

此の 後 余は秀 子へ 約束した 通り、 誰 を も 塔の 上へ 楊 

げぬ 事に し、 自分 は 番人に 成った 積り で 成る 可く 此の 

室 を 離れぬ 様に 勉 めた、 其の 為 再び 幽霊ら しい 者 は 出 

なんだ。 

併し 幽霊の 出る よりも 猶 厭な 猶 恐ろしい 事 は 沢山 


あった、 先ず 順 を 追って 話して 行こう。 

此の 日の 夕暮、 余 は 日頃 見知らぬ 一 紳士が 此の 家へ 

這 入って 来る の を 見た、 取り次の 者に 聞いて 見る と此 

の 土地の 医者 だと 云う 事、 成る ほど 後に は 多少 懇意 に 

成った が 全くの 医者であった、 何の 為に 迎えられ たと 

問えば、 秀 子の 附添人 虎 井 夫人が 病気 だと 云う 事 だ、 

そう 聞けば 昼飯の 席へ も 虎 井 夫人 は 見えなん だ。 晚餐 

の 時に 至り 夫人 は 出て 来たが 顔の 色が 何となく 引き立 

たぬ、 余 は 其の 傍に 行き 「御 病気 だと 聞き ましたが、 

如何です」 と 問うた、 夫人 は 少し 怪しむ 様に 余の 顔 を 

見て 「病気 だな どと 誰が、 云いました」 余 「でも 先 ほ 


ど 此の 村の 医師が 来たで は 有りません か」 夫人 「そう 

知れて は 仕方が 有りません、 余り 極リの 悪い 話で、 誰 

にも 隠して 居ました が、 病気で はなく 怪我です よ、 ァ 

ノ 狐猿に 甚く 手先 を 引つ 搔れ ました。 自分の 飼って 居 

る 者に 傷つ けられる と は 年甲斐 もな く 余り 不注意です 

わきまえ 

から」 余 「併し 相手が 是非の 弁 もない 獣類で 有って 

見れば、 引つ 搔れ たと て 別に 恥じる 事 も 有りますまい、 

シタが 余 ほどのお 怪我です か」 夫人 「大した 事 も 有り 

ません が 痛みが 劇しい のです、 痛み さえ なくなれば、 

医者に も 及び ませぬ けれど」 成る ほど 見れば 右の 手へ 

繃帯 を 施して 居る。 


是 から 数日の 間、 夫人 は 一室へ 籠った 儘 だ、 何でも 

狐猿の 爪の 毒に 中ら れた とか 云う 事で、 益々 容体が 悪 

い 様子 だ、 兎に角 も 此の 家の 客分 だから、 余 は 知らぬ 

顔で 居る 訳に 行かず、 或る時 其の 室へ 見舞いに 行った、 

夫人 は 非常に 喜んだ けれど、 起き直る 程の 力 はない、 

床の 中から 痛くない 片手 を 出し 余 を 拝む 様に して 「好 

く 来て 下さった、 貴方に 折り入って お願いが 有ります 

が、 病人の 頼み だと 思い 何う か 聞き入れて 下され ませ 

んか」 何の 頼み だか、 来る 勿々 に 此の様に 言われる は 

少し 意外で 有る、 それに 余 は 彼の 贋 電報で 此の 夫人の 

仕業と 分って 以来、 甚だ 此の 夫人 を 好まぬ けれど、 身 


動き も 出来 兼ねる 病人の 頼み を 無下に 斥ける 訳に も 行 

かず 「ハイ 何なりと 聞き入れて 上げましょう」 夫人 「で 

は 申します が、 其 所に、 ソレ 掛かって 居る 私の 着物の 

かくし 

衣囊に 大切な 品物が 入れて 有ります から、 貴方 は 何う 

か 中 を 見ずに、 其の 衣囊を 裏から 握リ爾 して 破り 取つ 

て 下さい まし」 実に 異様な 頼み かな、 衣囊の 中の 品物 

むし 

か衣囊 ぐるみ に 接り 取って 舆れと は、 今まで 聞いた 事 

もない。 

嫌な 仕事 だと は 思った が、 一旦 男が 承知した 事 だか 

ひる 

ら 怯み も 成らず、 立って 行って 壁に 掛けた 着物 を 取リ、 

言葉の 通りに 其の 裏から 衣囊を 握って 引き 接り、 爾し 


て 夫人の 傍へ 持って行 くと、 夫人 は 又も 枕許の 手文庫 

を 指し 「其の 中に 小さい 箱が 有ります から 箱の 中へ 其 

の 衣囊を 入れ、 封 をして、 私の 言う 宛名 を 認め、 そう 

して 何う か 小包 郵便に 出して 下さる 様に 願います」 

益々 厄介な 事 を 云う が、 詮方な く 其の 通りに して、 余 

「宛名 は」 夫人 「ハイ 申します よ」 とて 余に 書かし めた 

は 「ハント 郡、 ペイトン 市の 在に て 養蟲園 主人 穴川甚 

蔵 殿」 と 云う 宛名 だ、 余 は 他日 何 かの 参考に も 成ろう 

かと 思い 其の 名 を 我 記憶に 留めた が、 養蟲 園と 云えば 

虫 を 飼って 繁殖させる 所で あろうが、 余り 類のない 園 

名で ある、 夫人 「何う ぞ密と 差し出して、 誰に も 云わ 


ぬ 様に 願います」 余 は 此の 夫人の 秘密に 与る の は 厭で 

厭で ならぬ けれど、 詮方な く 其の 言葉に 従い、 自分で 

郵便にまで 托して 遣った が、 衣囊の 中の 品物 は 何で あ 

ろう、 怪しむ まいと 思っても 何う も 怪しい。 

郵便に 差し出して 家に 帰る と 又も 廊下で 彼の 医者に 

逢った、 余 は 一礼して 「先生、 何う も 狐猿の 毒 は 恐ろ 

しい 者です ネェ」 医者 は 合点の 行かぬ 顔で 「ェ、 狐猿 

と は」 余 「貴方に 掛かって 居ます 虎 井 夫人の 怪我の 事 

です」 医者 「ァ ァ、 あれです か、 あれ は 何でも 古 釘で 

引つ 搔 いた 者です、 銷 びた 鉄 物の 傷 は 何う かする と甚 

く 禍ぃを 遺します」 余 は 唯 「爾 です か」 と 調子 を 合わ 


せて 分れた けれど 深く 心 を 動かした、 果して 鐳 びた 釘 

か 何ぞで 引つ 搔ぃ たもの ならば、 何故 虎 井 夫人が 狐猿 

に 引つ 搔れ たな どと 言って 居る のだろう、 若し や 先き 

の 夜、 余の 寝床へ 血 を 落した の は 此の 夫人で は 有る ま 

いか、 画板の 間から 手 を 出した とすれば 古 釘に 引つ 搔 

れる事 は 随分 ある、 オヤ、 オヤ、 爾 すると ァノ 衣囊の 

中に 在った 品 は、 秀 子の 盗まれた と 云う 手帳で は 有る 

まい か、 今更 疑っても 既に 遅い、 ィ ャィャ 必ずしも 遅 

く はない、 必要と なれば 養 蟲園穴 川と 云う 家 を 尋ねて 

行っても 好い の だ。 


第二 十九 回 壁の 中から 剣 

若し 此の 翌日、 恐ろしい 一 事件が 起ら なんだら、 余 

は 必ず 養蟲 園へ 行き、 穴川甚 蔵と 云う 者が 何の様な 男 

か を 見届けた 上で 少しで も 怪しむ 可き 所が あれば、 第 

一 に秀 子に 話して 虎 井 夫人が 此の 甚 蔵に 送った 小包が 

果して 秀 子の 盗まれた 手帳で ある や 否や 究めねば なら 

ぬ。 

併し 養蟲 園へ 行く 前に、 一応 調べて 見た いのは 狐猿 

の 爪に 果して 毒が ある や 否やの 一 条だ、 若し 毒が 有つ 

て、 之に 引つ 搔れ たなら 古 釘で 傷つ けられた と 同様の 


害 を 為す と 云う 事で も 分れば、 虎 井 夫人に 対する 余の 

疑い は 大いに 弱くなる。 

余の 書斎に は 斯る事 を 調べる 丈の 参考書 はないけれ 

ど 当 丸 部 家の 書斎に は 必ず ある、 尤も 引越 匇々 で 未だ 

書斎 は 整理して 居ぬ、 けれど 其の 室 だけ は定 つて 居て、 

既に 本箱な どをャ タラに 投げ込ん である、 其の 室 は 昔 

此の 家の 主人が 自分の 居室に する 為に 建てた ので、 相 

変らず 内部 に 様々 の 秘密な 構造が 有る と 言 い 伝えられ 

て 居る、 此の 言 い 伝えさえ なくば 叔 父が 自分 の 居室 と 

する 所で 有った が 叔父 は 秘密な どの ある 室 は 否 だとて 

到頭 書斎に 充てた の だ、 室の 内部 は 三 所に 仕切って 


有 つ て 書斎に は 余り 都合が 好くない けれど 仲々 立派な 

普請で ある。 

余が 此の 室へ 入ろうと する 時、 室の 中に 人声が 有つ 

て、 戸 を 開く と、 同時に、 余の 耳へ 「ナニ 私の 心 を 疑 

う 事 は 有りません よ、 安心の 者です よ」 との 言葉が 聞 

こえ、 一 方の 窓の 外から 庭へ 走り去る 人の 姿が チラ リ 

と 見えた、 少し 怪しんで 中へ 入る と 窓に 靠れ てお 浦が 

居る、 余 「オヤ 浦 原さん 何う して 茲に」 お 浦 「貴方に 

逢い 度い と 思いまして、 ハ ィ 多分 貴方が 此の 室で 書見 

でもして 居ら つ しゃる だろうと 考えました から」 余 「で 

も 戸の 閉めて ある 室へ 何う して 這 入る 事が 出来 まし 


た」 お 浦 「私 は 鳥 巣 庵から 庭 伝いに 茲へ 来て、 爾 して 

此の 窓から 入りました」 成る ほど 窓から 入られぬ 事 は 

ない、 余 「今兹 で 貴女と 話 をして 居た の は 誰です か」 

お 浦 「誰も 話な ど は 仕て 居ません よ、 ああ 分った、 私 

が 独 言 を 仕て 居た から 貴方 は 其の 声 をお 聞き 成さ つ た 

のでしょう」 余 「イエ、 人の 立ち去る 姿が チラ リと見 

えた 様に 思います」 お 浦 は 正面から は 返事せ ず、 唯 「小 

さい 時から 私が 物 を 考える に 独 言 を 云う 事 は 貴方が 能 

く 御存じで は 有りません か」 と 胡 魔 化した、 勿論た つ 

て 問い詰める 程の 事で ないから 余 も 敢えて 争わずに 止 

めた。 


余 「シタ が、 私に 逢いに 来たと 云う 其の 御用 事 は」 

お 浦 「折 入って お詫びに 来たので す、 先ァ 其の 様な 恐 

い 顔 をせ ずと、 何う か 憐れと 思って お聞き 下さい」 と 

余 ほど 打ち萎れた 様で 余 を 一 方の 隅へ 連れ 行きて 腰 を 

卸させ、 自分 も 坐 を 占めて、 直ちに 余の 両手 を 握り 「済 

みません が 道さん、 何う ぞ 昔の 約束に 返って 下さい」 

余 「ェ、 昔の 約束と は」 お 浦 「貴方と 私 は 末 は 夫婦と 

云う 約束で 育てられた では 有りません か」 余が 驚いて 

只 一 言に 断ろうと する を 推し 留め 「先ァ 否 だな どと 仰 

有らずに 聞いて 下さい。 少しも 貴方 を 愛せぬな どと 言 

い 切って 私 はァノ 約束 を 取り消し、 爾 して 外国へ 立ち 


去りました けれど、 ァレは 貴方が 素性 も 知れぬ 松谷秀 

子に 心 を 寄せて 居る 様に 思いました から 嫉妬の 余りに 

云うた 事です、 外国へ 行って 居る と 益々 貴方が 恋しく 

なり、 今では 後悔に 堪えません、 夫に 此の 家の 養女で 

居る 時 は、 何処へ 出ても 人から 大騒ぎ をせられ ました 

が、 今では 誰も 構い 附 けて 臭れ ず、 実に 残念に 堪え ま 

せん、 今まで は 我儘ば かりで お気に入らぬ 事 も 有り ま 

したろう が、 是 から は 心 を 入 替え、 貴方の 為ば かり を 

考えます から、 何う ぞァノ 約束の 取り消し を 取り消し 

て 下さいな、 ネェ、 道さん」 と 余の 顔 を 差し 窺いた が、 

余 は 余り ズゥ ズゥ しいに 呆れ、 容易に は 返辞 も 出ぬ、 


お 浦 「道さん、 お 返事 は 出来ません か」 余 「イエ 返事 

は 出来ます けれど 貴女の 望む 様な 返事 は 出来ません」 

お 浦 は 恨めしげ に 「私 は、 斯 まで 貴方に 嫌われる 様な 

厭な 女で しょうか ネェ、 あの 高 輪 田さん など は、 私の 

うるさ 

外に 女 はない 様に 云い 蒼蝇く 縁談 を 言い 込みます の 

に」 余 「夫 は爾 でしよう とも、 貴女 は 立派な 美人です 

もの、 余所へ 心の 傾いて 居ぬ 人なら 必ず 貴女に 心 を 寄 

せます よ」 お 浦 は 忽ちに 怒って 立ち上り 「分りました、 

余所へ 心の 傾いて 居ぬ 内なら 承知 も 仕よう が 己 は最ぅ 

松 谷 秀子を 愛して 居る からお 前の 言葉 は 聴き 入ら れ ぬ 

と、 斯う 仰 有る のです ね」 余 「そう 云う のと も 違い ま 


すけ どナ 二そう お取り成さ つ て も 大した 間違い は 有り 

ません」 お 浦 は 大声に 「ェ、 悔しい、 あの 怪 美人め が 

人の 所 天 を 偸んで 了った」 と 叫び、 身を搔 きむ しる 様 

にして、 悶き悶 き 窓の 許へ 走って 行って、 窓から 外へ 

飛び出して 庭の 面 を 遠く、 堀の 方へ 馳せ 去った、 定め 

し 身 を 投げる かの 様に 見せ掛けて、 余に 走り出させて 

留めさせ 度い と 云う 狂言だろう が、 今まで 散々 お 浦の 

狂言に 載せられた 余 だもの、 最ぅ 其の 手 を 喰う もの か、 

余 は 邪魔者 を 追っ払った 気で 其の まま 次の 室へ 入り、 

散らばって 居る 本箱の 間 を 潜り、 先ず 壁の 際に 在る の 

から 順に 調べる 積り で、 但 ある 本箱の 横手へ 蹐 だが、 


此の 時 壁の 中からで も 剣が 突き出た 様に、 忽ち 余の 傍 

腹 を 斜めに 背後の 方から 衝 刺した ものが ある、 余は咄 

嗟の 間にそう まで も 思い 得なん だけれ ど 不意に 傍 腹へ 

鋭い 痛み を 感じ、 其の 所へ ノメッ て 了った、 傷 は爾ま 

で甚 いと も 思わぬ けれど、 切 口 は 宛で 火の 燃る 様に 熱 

く 痛い、 爾 して 殊に 奇妙な は、 助け を 呼び 度く も 声が 

出ぬ、 傷口 を 押え 度くても 手が 動かぬ、 手ば かりで な 

く 足 も 胴 もィャ 身体 じゅう 一 切の 感じが 麻痺した と 見 

え、 倒れた ままで 少しの 身動きさえ も 出来ぬ。 

第三 十回 此の様な、 此の様な 


余 は 何故に、 何者に、 斯くは 刺された のであろう、 

是 既に 容易なら ぬ 疑問で あるが、 是 よりも 猶 怪しい は 

きず 

余が 創の 小さい 割合に 痛みが 強く、 爾 して 其の 痛みの 

為に 全身が 痺れて 了った 一事で ある。 人の 身体が、 斯 

も 痺れる 者と は 今まで 思い寄ら なんだ、 声の 出ぬ の は 

勿論の 事、 瞼まで も 痺れて 仕舞い 目 を 開き 度く とも 開 

く 力 さえな く、 強いて 開こうと しても 瞼が 直ぐに 弛く 

垂れて 眼を蔽 うて 了い、 唯 辛く に 糸 ほど 細く 開いた 

間から 外の 明り を 見る に 過ぎぬ。 

曾て 或る 書物で 読んだ 事が ある、 印度の 或る 部落に 


しぼ 

住む 土人が 妙な 草の葉 を 搾り 其の 汁 を 以て 痺れ薬 を 製 

する が、 之 を 刃に 附 けて 人 を 刺せば 傷口 は 火の 燃える 

様に 熱く、 爾 して 全身 は 痺れて 了う、 若し 水に 混ぜて 

此の 薬 を 半 グラム も 飲めば 殆ど 何の 痕跡 を も 止めずに 

死んで 了う、 数年 前 迄 は 医者 さえ も 此の 薬 で 毒殺 せら 

れた 死骸 を 検査して 毒殺と 看破す る 事 は 出来なん だと 

云う 事 だ、 印度の 土人 は 此の 草 を 「悪魔の 舌」 と 呼ぶ 

相 だ、 何となく 気味の 悪い 名前で ある、 若し や 余の 剌 

された 兇器に も 此の 草の 汁 を 塗って あつたで はな かろ 

うか、 爾 なくば 創 口の 痛みと 全身の 痺れ 工合が 到底 説 

明す る 事が 出来ぬ、 誰に もせよ 斯る 危険な 毒薬 を 持つ 


た 者が 此の辺に 出没 するとせば、 見遁 して 置かれぬ 訳 

だ。 

併し 余 は 耳 も 聞こえる、 心 も 全く 確かで ある、 誰か 

来て 助けて m ハれれ ば 好い と 只管 心に 祈って 居る と、 次 

の 室へ 誰 だか 庭の 方から 這 入って 来た、 直ぐ 話 声で 

分った がお 浦と 秀 子と 二人で ある、 何の 為に 来たので 

あろう、 それ も 二人の 話で 分る、 秀子 「浦 原さん、 貴 

女 は 道九郎 さんがお 出で だと 仰 有った が、 兹には 見え 

ぬで は 有りません か」 お 浦 「確かに 居ました が、 何 所 

へ か 行きました か」 秀子 「貴女 は 道九郎 さんの 前で 私 

に 話したい 事が あると 仰 有った けれど、 ァノ 方が お出 


でなければ 其のお 話と やら も 出来ますまい」 と、 云つ 

て 秀子は 立ち去ろう とする 様子 だ、 お 浦 「ィ イエ、 お 

待ちなさい、 道九郎 さんが 居な くと も 話して 置き ま 

しょう」 秀子 「何のお 話 か 知りません が 成る 可く 言葉 

短 かに 願います」 

双方 何となく 殺気 を 帯びて 居る、 お 浦 「ハイ 言葉 短 

かに 言います が、 私と 道さん とが、 夫婦になる 害で あつ 

たの を 御存じでしょう」 秀子 「道さん と は 道九郎 さん 

の 事です か、 夫なら ば ハイ 聞いて 知って 居ます」 お 浦 

「貴女が 其の 仲 を 割いた の は 実に II 」 秀子 「怪しから 

ぬ 事 を 仰 有る」 お 浦 「イエ、 貴女が 御 自分で 道さん の 


妻に なり 度い 為 道さん を 迷わせた の は 私共の 仲 を 割い 

たも 同じ 事です」 秀子 「私 は 道九郎 さんの 妻に なり 度 

いなどと 其の 様な 心 を 起した 事 は 有りません、 殊に ァ 

ノ方を 迷わせる などと 余り 甚ぃ お疑いです」 

お 浦 「夫なら 貴女 は 道さん の 前へ 出て 「丸 部さん 決 

して 貴方の 妻に 成る 事 は 出来ません」 と 言い切ります 

か」 秀子 「ハイ 言い切ります、 けれど ァノ 方が 私へ 妻 

に 成れと も 何とも 仰 有らぬ に、 私から 其の 様な 事 を 云 

うと は 余り 可笑しい では 有りません か」 お 浦 「唯 云え 

ば 可笑しいで しょうが 私と 一 緒に 道さん の 前へ 行き、 

爾 して 私が 道さん に 「貴方 は 此の 婦人 を ゆくゆく は 妻 


にす るお 積り です か」 と 問います から、 道さん が 何と 

返事す るかに 拘わらず 貴女が 其 所で 断 われば 好い ので 

す」 秀子 「貴女の 仰 有る 事 は、 罪人 をで も 取り扱う 様 

な 風で、 常なら ば 私 は 決して 応ずる 事 は 出来ません が、 

唯 貴女が 根 もない 嫉妬 を 起し、 爾 して 様々 の 邪推 をお 

廻し 成さる のがお 気の毒です からお 言葉に 従い ましよ 

う」 お 浦 「爾 して 道さん に 向い、 猶 私の 肩を持って 『是 

非 此の方と 元の通り 夫婦の 約束に お立ち 帰り 成さい』 

と 勧めて 呉ねば 可ません よ」 秀子は 少し 笑い を 催した 

様子で 「ハイ」 と 答えた、 お 浦 「夫 だけで は 未だい け 

ません、 貴女 は 私が 此の 家の 娘 分で 有った 事 も 御存じ 


でしよう」 秀子 「ハイ、 夫 も 聞いて 知っています」 お 

浦 「夫 だのに 私の 追い出された 後へ 貴女が 更に 娘 分と 

為った のです から、 是も 辞退して 貰わねば なりません」 

秀子 「ェ ェ」 お 浦 「ィ イエ 矢張り 叔父に 向い 『最 ぅ此 

の 家の 娘 分で 居る 事 は 出来ません』 と 言い切って、 爾 

して 此の 家 を 立ち去らねば 了ません、 貴女 さえ 立ち去 

れば 自然と 私が 元の通り 此の 家の 娘 分と 云う 地位へ 復 

る 事が 出来ます から、 私 は 自分の 権利と して 貴女へ 請 

求す るので す」 秀子 「夫ば かり は 出来ません、 何と 仰 

有ても 出来ません」 お 浦 は 言葉 を 厳重に して 「出来ぬ 

とて 貴女 は 此の 家の 娘 分に 成れる 様に 立派な 素性で は 


有りません、 貴女 を 置いて は 此の 家が 汚れます」 秀子 

「汚れる か 汚れぬ か 夫 は 阿 父 様が 御存じです、 貴女が 

裁判す る 事柄で 有りません」 お 浦 「ィ イエ 此の 裁判 は 

叔父に は 出来ず、 ハイ 私の 外にす る 者 はない のです、 

叔父 は 只管に 貴女 を 昔 失った 妻の 顔に 似て 居る と 云い 

眼が 眩んで 居る のです もの」 秀子 「似て 居よう が 似て 

居まい が 貴女から 故障 を 云われる 道 はなく、 爾 して I 

I」 

お 浦 「イエ、 有ります、 顔な ど は 何う でも 好い、 貴 

女の 素性が —— 」 秀子 「私の 素性 を 御存じ も 成さらず 

に、 矢張り 古山お 酉と 云う 以前の 此の 家の 奉公人 だと 


仰 有る のです か、 猶 篤と 高 輪 田さん とやら に 見 究めて 

戴く がお 宜しいで しょう」 お 浦 「ハイ 高 輪 田さん はお 

組 婆の 殺される 頃まで 仲働きお 酉 や 養女お 夏な どと 一 

緒に 此の 家に 居た のです が、 不幸に して 貴女 を 見破る 

事が 出来なん だのです、 けれど 貴女の 身に 就いて、 猶 

恐ろしい 疑い を 抱き、 貴女の 左の 手 を 包んで 居る 其の 

異様な 手袋 を 取り さえ すれば 必ず 分る と 云って 居ます、 

ナ 一 一 高 輪 田さん より 私が 見 究め て 上げます よ」 と 云つ 

て、 余の 察する 所では、 出し抜けに 秀 子の 左の 手へ 飛 

び附 き、 手首 を 捕えて 其の 手袋 を 引き抜こう としたら 

しい、 秀子 「余り 乱暴な 事 をな さる」 お 浦 「ナニ 乱暴 


も 何も 有りません」 と 云って、 何だか 組み打ち でも 始 

めた 様に、 暫し 床板 を 踏み鳴らす 音が 聞こえる、 余 は 

お 浦の 憎さに 堪えぬ、 起って 行って 叩き殺し 度い ほど 

にも 思う が、 身動きさえ も 叶わぬ から 如何と もす る 事 

が 出来ぬ、 併し 組み打ち も 少しの 間で、 何しろ 不意 を 

襲うた 事と てお 浦の 勝利に 帰した と 見え、 お 浦 は 「ォ— 

抜き取った、 貴女の 秘密 は 此の 手に 在ります」 と 勝ち 

誇る 様に 叫んだ が、 此の 手と は 定めし 秀 子の 左の 手の 

事で 有ろう、 秀 子の 左の 手に 何の 秘密が 有った か 知ら 

ぬがお 浦 は 其の 秘密に 一 方なら ず 驚いた 様子で 又 一 声 

「ォォ 恐ろしい、 恐ろしい、 此の様な 此の様な」 と 云つ 


たま ま、 後の 語 を 発し 得ぬ。 

第三 十一 回 悔む とも 帰らぬ 目 

秀 子の 左の 手の 手袋の 下に 何が 隠れて 居た であろう、 

お 浦 は 何の様な 秘密 を 見た のであろう、 余 は 実に 怪し 

さの 想いに 堪えぬ。 

暫くして お 浦 は 全く 敵 を 我が 手の 中に 取リ 押えた と 

云う 口調で 「此の 秘密 を 見届けた から は秀 子さん 貴女 

は最ぅ 死骸 も 同様です、 私に 抵抗す る 事 も 出来ず、 ィ 

イエ 娘 分と して 此の 家に 居る 事 さえ 出来ますまい、 何 


れ緩々 と 叔父に も 道さん にも 此の 秘密 を 話して 驚かせ 

て 遣りましょう」 と 憎々 しく 云うた、 秀子は 必死の 声 

で 「ハイ 話す に 話されぬ 様に して 上げます」 と 云って、 

遽 しく 室の 中 を馳せ 廻る 様子 だ、 何の 為 かと 思ったら 

全く 室の 出口 出口の 戸 を 悉く 閉め切つ てお 浦 を 此の 室 

より 外へ 出さぬ 為であった、 総ての 戸に 或いは 錠 を 卸 

し 或いは 問 木 を 施すな どの 音が 聞こえた、 頓て秀 子 は 

「サ ァ是で 出た くと も 出られません」 お 浦 「貴女の 出る 

時に 一 緒に 出て 行く 迄の 事です」 秀子 「 一 緒に は 出し 

ません。 此の 秘密 を 見られた 上 は、 貴女が 決して 口外 

せぬ と 云う 誓い を 立てねば」 お 浦 「其の 様な 誓いが 立 


てられます もの か、 私 は 口外せ ずに は 居られません」 

秀子は 物凄い ほど 熱心な 声と 為って 「貴女が 口外な さ 

らず とも、 私 は 自分の 密 旨を果 しさえ すれば 自分から 

誰に でも 知らせます、 それ迄の 所 は 何の様な 事 をして 

でも 貴女の 口 を 留めて 了い ます、 サァ 私が 言葉 を 授け 

ますから 其の 言葉 通り に お 誓 い 為さい、 誓 いなされな 

ければ 幾 等 破ろうと て 破る 事が 出来ません、 破れば 生 

涯 貴女の 身に 恐ろしい 不幸が 絶えません」 秀 子が 何の 

様に して 居る か は 知らぬ が、 お 浦 は 聊か 恐れ を 催した 

様子で 「戸 を 開けて 下さい、 私 を 出して 下さい」 秀子 

「出し て 上げる の は 誓 い を 立てた 上です よ、 誓 います 


か 誓い ませぬ か、 今 誓わねば、 未来 永久 幾 等 貴女が 後 

悔しても 到底 帰らぬ 目に 遭わせ ますよ」 

未来 永久、 侮んでも 帰らぬ 目と は 何の様な 目に 遭わ 

せる 積り だろう、 茲で 殺す ぞと 云う 様な 意味に も 聞 こ 

える、 孰れに しても 余の 身体が 自由で さえ あれば と、 

余 は 心の中で 地団駄踏む ほどに 悶く けれど 仕方がない、 

只 紙 一 重 を 隔てられて 何う しても 其の 紙 を 破る 事の 出 

来ぬ 様な 気がする、 実に 情けない、 お 浦 は 一 声 「其の 

鍵 をお 渡し 成さい」 と 叫んだ が 直ちに 秀 子に 飛び 附ぃ 

た 様子 だ、 再び 組み打ちの 音が 聞こえる、 何方が 勝つ 

か は 分らぬ が 双方と も 必死と 見える、 頓て 一 方 は、 足 


を 踏み ヒら せた 様子で 「アツ」 と 云って 床の 上に 倒れ 

た、 其の 声 は 確かにお 浦の 方であった。 

余 は 此のと き、 悶 きに 悶 いて、 辛つ と 半分 起き 上つ 

て、 前へ 踏み出そう としたが 足に 少しも 力が 無く、 直 

ちに ド シンと 倒れて 了った、 倒れる 拍子に、 初めて 

r ゥ— ン」 と 云う 呻きの 声が 口から 洩れた が、 其の まま 

気が 遠くな つて 了った。 

極めて 少しの 間で は あるが、 自分と 世間と が 遠く 遠 

たまし い 

く 離れる かと 思った、 死んで 魂魄が 身体から 離れる は 

此の様な 気持で は あるまい か、 併し 余の 呻き 声に、 直 

ちに 秀 子が 艇け附 けたと 見え 「丸 部さん 丸 部さん、 ォ 


ャ先ァ 傍 腹を剌 された と 見え、 此の 血 は、 ォォ 恐ろし 

い 何者が 貴方 を 此の様な 目に 遭わせました」 と 驚く 声 

が 幽かに 聞こえた。 

少し は 身体の 痺れが 薄らいだ か、 此の 声で 目 を 開く 

事 も 出来た、 聊かながら 声 を 出す 事 も 出来た、 余 「ォ、 

秀 子さん です か」 と 云う 中に も秀 子の 左の 手に 何の様 

な 秘密が 有る か 知らん と、 見ぬ振りで 見た、 けれど 秀 

子 は 手 巾で 巧みに 左の 手先 を 隠して いて 分らぬ、 此の 

様な 隙で も 斯う 用心す る 程 ゆえ、 お 浦に 見られて 必死 

に 成った の も 無理 はない、 次に 余の 口から 発した 言葉 

は 「お 浦 は 何う しました」 と 云う 問いであった、 秀子 


は 気が 附 いた 様に 「ォ 、私より 浦 子さん が 当然 介抱な 

さらねば ならぬ 方です」 と 云って、 更に 今暄嘩 をした 

室に 向い 「浦 子さん、 浦 子さん、 丸 部さん のお 声が 貴 

女に は 聞こえません か、 大変です から サァ 早く 茲へ来 

て 下さい、 ェ浦 子さん 丸 部さん が 呼んで 居ます よ」 と 

云え どお 浦 は 何した か 返事 をせ ぬ、 少しの 物音 さえ も 

せぬ、 秀子は 怪しみ 「オヤ、 私の 傍へ 来る のがお 厭で 

すか、 其の 様な 場合で は 有りません」 猶 もお 浦 は音沙 

汰な しだ、 秀子 「今の 喧嘩 は 私が 悪かった から、 ヨウ 

浦 子さん、 茲へ 来て 下さいな、 私 一人で は 何う する 事 

も 出来ません、 私の 秘密な ど は 最ぅ 何う なさろうと 貴 


女の 御 勝手です から サァ、 浦 子さん、 浦 子さん、 それ 

ほど 私の 傍へ 寄る がお 否なら サァ 今の 鍵 を 上げます か 

ら、 之 を 以て 戸 を 開き、 早く 誰か を 呼んで 来て 下さい 

な」 と 云って 鍵 を 次の間へ 投げて 遣った、 けれどお 浦 

は 返事 をせ ぬ、 秀子は 非常に 当惑の 様子で 「本 統に仕 

ようがない 事 ネェ、 此の ままで 丸 部さん をお 置き 申せ 

ば 益々 血が 出て 何の様な 事に 成る も 知れず、 早く 寝台 

へで もお 移し 申して 充分の 手当 をせ ねば、 と 申して 私 

の 力で は 貴方 を 抱き上げて 行く 事 も 出来 ませず」 とて 

途方に 呉れて 四辺 を 見廻した 上 「では 私が 行って 誰か 

を 呼んで 来ましょう」 と 云い、 其の 辺の 卓子に 掛 つて 


居た 獣の 皮 を 取って 巻き、 それ を 枕と して 余の 身体 を 

穏やかな 位置に 直し、 爾 して 自分で 立って 行った が、 

其 の 巧者な 塩梅 は 専門 の 看護婦 にも 劣らぬ 程 だ。 

余の 居直った 所から 次の 室の 出口 は 一 直線に 見える、 

余は秀 子が 何う する かと 見て 居る と、 今 投げた 鍵 を 拾 

い 上げて、 室の 中 を 見廻し 「先ァ 浦 子さん も 余り 子供 

らしいで は 有りません か、 此の様な 場合に 何 所 かへ 隠 

れ てお 了い 成さって サ」 と 云い 捨て、 其の 鍵で 戸 を 開 

けて 出て 行った、 余 は 其の後で 何もお 浦に 来て 貰い 度 

く はない けれど、 或いは 介抱に 来る かと 思い、 絶えず 

次の 室 を 見て 居た けれど 遂に 遣って 来ぬ、 去れば とて 


秀 子が 開け放して 行った 出口から 出で 去る 様子 もない、 

扨 は 日頃の 捻け た 了見で 又も 何事 を か 企んで 居る のか 

と 思う うちに、 秀 子が 二人の 下部 を 連れて 帰って来て 

「オヤ 浦 子さん は 私の 後で も 未だ 貴方のお 傍へ 来 ませ 

ひざ ま 

んか」 と 云いつ つ 余の 傍へ 腸ず いた、 余 は 二人の 下部 

に 余の 身に 手 を 着ける より 前に 先ず 次の間で お 浦 を 探 

して 引き出して 来い と 命じた が、 下部 は 怪しみつつ 捜 

した、 隅から隅まで 凡そ 人の 隠れる に 足る 物影 は 悉く 

捜した 様子 だけれ ど、 お 浦 は 居ぬ、 全く 蒸発で もして 

了った かと 云う ほどに お 浦 其の 者が なくなった、 跡 方 

もな く 消える と は 此の 事だろう、 或いは 秀 子が、 悔む 


とも 帰らぬ 目に 逢わせる と 云った のが 此の 事で は 有る 

まい か、 何の様な 手段 か は 知らぬ がお 浦の 身体 を 揉み 

消した ではなかろう か、 併し 其の 様な 事 をす る 暇 もな 

かった。 

第三 十二 回 専門の 剌客 

余 は 直ちに、 二人の 下部に 舁 がれて 此の 室から 運び 

去られた。 

余の 怪我と 聞いて、 頓て 叔父 を 初め 大勢の 人 も馳け 

附 けた、 叔父 は 取り敢えず 余 を 一番 近い 寝間へ 寝かせ 


ようと 云った けれど、 余 は 矢張り 塔の 四 階に 在る 余の 

寝間へ 連れて行って 貰い 度い と 言い張った、 怪我人の 

癖に 塔の 四 階と は 不便 だけれ ど、 余 は 兼ねて 秀 子に 約 

束し、 必ず 塔の 四 階に 寝る と 云って あるから、 其の 約 

束 を 守る 積り だ、 四 階に 寝て 居れば 又 何の様な 怪しい、 

寧ろ 面白い 事が あるか も 知れぬ。 

間もなく 余 は 塔の 四 階へ 舁ぎ 上げられ たが、 何とな 

く 気に 掛かる は、 お 浦の 消えて 了った 一 条だ、 幾等考 

えても ァノ 室より 外へ 出た 害 はなく 室の 中で 消えた に 

違いない けれど、 人 一人が 燈 火の 様に 吹き消される 害 

はない から、 或いは 何う 云う 事で ァノ室 を 抜け出て 鳥 


巣 庵へ 帰った かも 知れぬ、 念の為 だから 鳥 巣 庵へ 人 を 

遣って 見ねば 成らぬ と 思い、 叔父に 其の 事 を 頼んだ 所、 

叔父 は、 「何も 兹 へお 浦が 来る に は 及ぶまい」 と 云った 

けれど 又 思い直し たか、 

「爾 だ、 医者の 所へ 遣る 使いの 者に、 帰りに 鳥 巣 庵へ 

寄る 様に 言い 附 けよう」 と、 斯う 云って 下へ 降りた。 

三十 分 ほど を 経て、 其の 使い は 帰って来 たが、 お 浦 

つくづく 

は 未だ 鳥 巣 庵へ も 帰って 居らぬ と 云う 事 だ、 余 は 熟々 

と 考えた が 実に 奇妙 だ、 何う して 消えた のか 到底 想像 

する 事 も 出来ぬ、 併し 明日に も なれば 現われて 来る か 

も 知れぬ、 ナニ 現われて 来ず とも 少しも 構い はせ ぬ、 


あの 様な 横着な 女 を 寧 ろ是 きり 現われて 来ぬ 方が 幸い 

かも 知れぬ けれど、 若し 現われて 来れば 何う して ァノ 

室で 身 を搔き 消した かと 云う 次第が 分る、 お 浦に 逢い 

度く はない が 其の 次第 だけ 知り 度い。 

併し 猶 能く 考えて 見る と、 お 浦の 紛失よりも 余の 怪 

我の 方が 一 入 不思議 だ、 ァノ 室に は ァノ時 余の 外に 誰 

も 居なん だ、 今思うと 剌 される 前に 余の 背後で 微かな 

物音が 聞こえ たかとも 思う けれど、 刺された 後で 逃げ 

去る 人の 姿 さえ 見えなん だ、 宛 も 壁から 剣が 出た 様 

に 思った、 果して 壁から 剣が 出れば 剣の 出る 丈の 穴が 

壁に なくて は 成らぬ けれど 無論 其の 様な 穴 はない、 爾 


すれば 余 を 刺した の は 目に 見えぬ 幽霊の 仕業 か 知らん、 

昔から 奇談 は 多い が、 目に 見えぬ 一 物に 刺された と 云 

う 事 は 聞かぬ、 既に 是 だけの 不思議な 事が 有って 見れ 

ばお 浦の 身体が 消えた の も 怪しむ に は 足らぬ。 

其のう ちに 叔父 は 医師と 共に 又 上がって 来た。 医師 

の 診断に 由る と、 余の 傷 は 剃刀よりも 薄い 非常に 鋭利 

な 両刃の 兇器で 剌 したの だと 云う、 其の 様な 刃物が 何 

所に ある だろうと 聞く と、 昔 伊 国な どで、 女の 刺客が 

何う かする と 此の様な の を 用いた が、 極めて 鋭い から 

少しの 力で 人 を剌す 事が 出来る けれど、 其の 代り 創 口 

が 余り 微妙 で、 出血が 少 いから 急所 さ え 外れ て 居れば 


存外 早く 直る、 余の 怪我 も 大事に すれば 一 週間で 床 を 

離れる 事が 出来ようと 云われた、 シテ 見れば 驚く ほど 

の大 怪我で はない。 

大 怪我で はない のに 創 口の 燃える 様に 痛く、 爾 して 

全身の 機関が 働き を 失った は 何う 云う 者だろう、 医師 

の 説 は 余の 考えと 同じく 印度に 産す る Curare と 云う 

草と Granil と 云う 草の 液 を 混ぜて 調合した 毒薬 を 剣 

の 刃に 塗って 有った に違いないとの 事 だ、 医師 は 語 を 

継いで 「之 は 専門の 刺客の する 業です。 ィャ剌 客に 専 

門と 云う 事 はない が、 兎に角 余 ほど 人 を剌す 術に 通じ 

て 居る 者で 無くば、 此の様な 事 は 出来ません、 薄い 刃 


物で 人を剌 すに は 今 云う 通 リ遣リ 損ず る 事が 有ります • 

刃 へ 此の 毒 を 塗って 置けば 遣り 損じた 所で 其の 人が 

働き を 失って 追っ掛けて 来る 事が 出来ません、 其れ だ 

から 仕損じる 恐れの 有る 場合に、 此の様な 毒 を 塗って 

置く のです、 之 は 臆病の 刺客の 秘伝 だと 云います が、 

その 様な 秘伝まで 知った 刺客が 徘徊す る 室で は 実に 安 

心が 成りません から、 之 は 丸 部さん、 其の 筋の 探偵に 

詮議 させずに は 置かれますまい」 と 末の 一 句 は 叔父に 

向って 忠告の 様に 云った。 

叔父 は 其の 言葉に 従い 翌日 直ぐに 倫敦へ 電報で 探偵 

を 一 人 注文して 遣った、 翌々 日に 注文に 応じて 来着し 


た 探偵 は、 森 主 水と 云って、 此の 前にお 紺 婆の 殺され 

たと き 此の 家へ 出張して 犯人 夏 子 を 取 押えた 人で、 此 

の 幽霊 塔 の 境内 の 地理 や 家 の 間取りな ど は 充分に 知 つ 

て 居る との 事 だから 最も 妙 だ、 所が 此の 人の 来着して 

後まで もお 浦の 姿 は 現われぬ、 消えてから 既に 二 昼 二 

夜になる の だから 愈々 以て 唯 事で はない、 依って 森 主 

水 は、 余の 刺客 を 調べる と 同時にお 浦の 消滅の 次第 を 

も 取り調べる 事に なった、 森の 心で は 或いは 此の 二 事 

件の 間に 何等か の 連絡が ある 者と 思 つた かも 知れぬ。 
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森 探偵 は 其の 道に 掛けて は 評判の 老練家 ゆえ、 余の 

剌 された 件に 就いても お 浦の 消滅した 件に 就いても 遺 

憾 なく 取り調べる に違いない。 

彼が 余の 寝室へ 上って 来たの は、 既に 下で 以て 秀子 

に 様々 の 事 を 聞いて から 後であった との 事 だ、 余 は 何 

と 問わる る も 有りの 儘に 答えねば 成らぬ、 が、 若し 有 

りの 儘で は秀 子の 身に 何等かの 疑いが 掛り はすまい か、 

お 浦の 紛失す る 前に 秀子 とお 浦との 間に 一 方なら ぬ 争 

いが 有って、 秀子 がお 浦 を 永久 悔む とも 帰らぬ 目に 遭 

わせる ぞと 言い切った 一 条 など は 探偵の 心へ 何う 響く 


か 知らん、 勿論 余の 知って 居る 所では、 お 浦の 紛失 は 

秀 子の 仕業で はない、 お 浦が 床の 上へ 仆れ ると 同時に 

秀子は 余の 傍へ 馳け附 けて 来た、 其の後で お 浦が 紛失 

した、 爾 して 秀子は 暫く 経って 後まで もお 浦が 何処か 

へ 隠れて 居る の だと 信じて 居た 事 は 其の 時の 挙動に 

分って 居る、 それ だから 秀子 がお 浦の 紛失に 関係の な 

い 事 は 余が それに 関係の ない のと 同じ 事 だけれ ど、 探 

偵 はそう は 思うまい。 

余 はお 浦と 秀 子との 争い を 何の様に 言い立てて 好い 

か 未だ 思案が 定まらぬ に 探偵 は 早 や 余の 枕許へ 遣って 

来た、 幸いに 彼は秀 子の 事 を 問わぬ、 余の 刺された 件 


のみ を 問い 始めた、 余 は 有りの 儘 を 答え、 全く 壁から 

剣が 出た 様に 思った と 云い、 猶 刃物 や 毒薬の 事に 就い 

て は 医師の 説 を 其の まま 繰り返して 耳に 入れた、 彼 は 

職業 柄に 似合わず 打ち解けた 男で、 自分の 意見 を 隠 そ 

うとせ ず 「ィャ 毒薬な どの 事 は、 来る 道筋で 医師の 家 

を 尋ねて 聞いて 来ました、 けれど 貴方 自身が 壁から 剣 

が 出た 様 だと 云う ので は 少しの 手 掛りも 有りません ね 

ェ、 シテ 見る と 矢張り 手掛 りの 有る 方から 詮議せ ねば」 

余 「手掛 りの 有る 方と は」 探偵 「浦 原 浦 女の 失踪です」 

余 「お 浦の 紛失に は 手 掛リが 有る のです か」 探偵 「ハ 

ィ手掛 りと 云う 程で なくと も、 鬼に 角、 浦 女と 喧嘩し 


て、 永久 悔む とも 帰らぬ 目に 遭わせる とまで 威した 人 

が 有ります から」 余 「ェ、 ェ、 其の 様な 事 を 誰に 聞き 

ました」 探偵 「其の 当人に 聞きました。 松 谷秀子 嬢に」 

余 「秀 子が 其の 様な 事 を 云いました か」 探偵 「ォォ 貴 

方が そう 熱心に 仰 有る 所 を 見る と 貴方と 秀 子さん は満 

更の 他人で は 有りません ネ、 浦 原 浦 女 は 貴方の 以前の 

許婚 だと 云う し両 女の 間に 嫉妬な どの 有った 事 は 勿論 

の 事です ネ」 余 は 寝床の 中から 目を剝 いて 「秀子 は 私 

の 何でも 有りません、 全くの 他人です、 お 浦の 方に は 

嫉妬が 有った かも 知れません が、 若し 秀 子の 方に 嫉妬 

の 心な どあった 様に 思って お調べな さって は 必ず 大な 


る 違いに 陥ります よ」 

探偵 は 少し 笑って 「ォォ 忘れて 居ました、 貴方に 今、 

心 を 動かせる 様な 事 は 云って は 可け ぬと 医師から 堅く 

断られて 来たので す」 と 云って 巧みに 此の 場 を 切り抜 

けて 去って 了った、 後で 余 は 倩々 と 考えた が秀 子は既 

に 自分の 口から ァノ 時の 争いの 一 部 始終 を 告げた と 見 

える、 自分の 身に 疑いの 掛 るの も 知らないで 何 だって 

告げた のだろう と、 余 は 残念に 堪えぬ けれど、 又 思う 

と 畢竟 秀 子の 心が 清い から 打ち明け たの だ、 堅く 自 

分の 潔白 を 信じ、 縦し 疑われても 危険 はない と 全く 安 

心 をして 居る の だ、 ィャ 本来が、 何の様な 場合に も噓 


など は 吐かぬ 極々 正直な 心根 だよ。 

暫くす ると 今度 は秀 子が 上って 来た、 余 はァノ 左の 

手 を 何う したろうと 思い、 夫と はなく 目 を 注ぐ に、 例 

の 異様な 手袋 はお 浦に 取られて お 浦と 共に 消えて 了つ 

たと 見え、 別に 新しい 手袋 を 被め て 居る が、 此の 手袋 

も 通例のと は 違い、 スッ カリ 腕まで 包む 様に 出来て 居 

る、 けれど 余 は 其の 様な 事に は 気も附 かぬ 振りで 「秀 

子さん 貴女 は 森 探偵に お 浦と 争った 事 を 話した と 見え 

ます ネ」 秀子 「ハイ 浦 子さん の 失踪に 付き 何 か 心 当り 

の 事 はない かと 問われ ましたが、 ァノ 争いより 外に は 

何も 知 つ た 事 は 有りません から 争いの 事 を 告げ まし 


た」 余 「貴女が 御 自分で 密旨を 帯びて 居らつ しゃる 事 

も 告げました か」 秀子 「ィ イエ 私の 密旨は 少しも 浦 子 

さんに は 関係 はなく、 爾 して 探偵な どに 告げ 可き 事柄 

で 有りません から 告げません」 余 は 聊か 安心した、 密 

旨な どと 云う と 其の 性質の 如何に は 拘わらず、 探偵な 

どの 疑い を 引く 者 だ、 夫 を 言われなん だは 切ても だ。 

此の所へ 余の 叔父 も 上って 来た、 続いて 彼の 鳥 巣 庵 

を 借り、 昔から お 浦に 一 方なら ず 目 を 掛けて 呉れる 根 

まる 

西 夫婦 も 遣って 来た、 此の度の 事件に 就いては、 全で 

余の 室が 万事の 中心点に なって 居る、 頓て又 余の 嫌い 

な 高 輪 田 長 三 も 遣って 来た、 根 西 夫妻が 余 を 慰問して 


居る 間に 高 輪 田 は 叔父に 向って 「丸 部さん、 浦 原 浦 子 

の 失踪に 就いて、 差し出がましく は 有ります が 貴方に 

お願いが 有りまして」 叔父 「貴方のお 願いと なら、 聞 

かぬ うちに 承諾し ます」 高 輪 田 「実は 初めから 申さね 

ば 成りません、 私 は 外国の 旅行先で 初めて 是 なる 根 西 

夫人と 浦 原 嬢と に 逢いました 時に、 浦 原 嬢に 心 を 寄せ、 

其のの ち 幾度 も 縁談 を 申し込みました、 所が 此の 三日 

前にな リ嬢は 漸く 承諾の 意 を 述べ て吴れ ましたから、 

私 はャレ 嬉し やと 思いましたら、 直ぐに 失踪して 了い 

ました、 私の 悲しみ をお 察し 下さい」 と 殆ど 泣き 相な 

顔附 きで 云って 居る、 是は 実に 耳新しい 話で ある、 お 


浦 は ァノ時 も 余に 向って 昔の 約束に 立ち返って 呉れと 

嘆いた のに 其の 時 既に 高 輪 田の 妻た る 事 を 承諾して 居 

たの か 知らん、 ィャナ ニ是は 怪しむ に 足らん、 お 浦の 

性質と して 人と 約束したり 約束 を 破ったり する の を 何 

とも 思わぬ、 成る ほど 余に も 高 輪 田に 縁談 を 言い 込ま 

れた事 を 話した、 シテ 見る と 余と 高 輪 田と へ 両天秤 を 

掛けて 運動して 居た と 見える、 酷い 女 だ。 

根 西 夫人 も 少し 驚いた 様子で 「オヤ 高 輪 田さん 貴方 

は あの 朝、 又も 浦 子さん に 縁談 を 申し込ん だのです か、 

私が 尚早い から 気 永く 成さい とァレ ほど 貴方に 忠告し 

て 置きました のに」 高 輪 田 「でも 尚早く は 有り ませな 


んだ、 嬢の 承諾して 呉れた のが 何よりも 証拠です」 根 

西 夫人 「承諾しても 失踪した のが 尚早かった 証拠で 

しょう、 承諾した の を 後悔して 夫で 姿 を 隠した では 有 

りますまい か」 此の 言葉で 見る と 此の 夫人 も 余 ほど 高 

輪 田 を 憎んで 居る と 見える、 高 輪 田 は 顔 を 赤らめた が 

其の まま 叔父に 向って 言葉 を 継ぎ 「此の様な 訳です か 

ら私は 何う しても 浦 子 嬢 を 探し出さねば 成りません、 

夫に 就いては 今度の 森 探偵へ 千円の 懸賞 を附 したいと 

思います が、 何う か 貴方の 御 承諾 を」 叔父 「其の 様な 

事なら 私から、 願い こそ すれ 故障な ど は 有りません」 

高 輪 田 「そうして 此の 探偵が 終る 迄 は 私 は 此の 土地に 


留まります」 根 西 夫人 は 又聞き 咎め 「此の 土地に 留ま 

ると て 私共 は 近々 鳥 巣 庵 を 引き払い ますよ、 彼の 家 を 

借りた の も 全く 浦 原 嬢の 望みに 出た 事で、 嬢の 行方が 

知れぬ と あれば、 ァノ 家に 居る も 不愉快で すから、 倫 

敦へ 引き上げる 積り です が、 爾 なれば 貴方 は 何 所へ 逗 

留 なさる のです」 と 根城から 攻め 立ら れ、 高 輪 田 は 当 

惑げ に、 唯 「爾 なれば —— 、 左様 さ爾 なれば」 と 口籠 

るば かりだ、 叔父 は 見兼ねて 「ィャ 其の 時 は 此の 家へ 

御 逗留な さる 様に」 高 輪 田 は 渡りに 船 を 得た 面 持 で 「 そ 

う 願われれば 此の上 もない 幸いです」 と 喜んだ が、 此 

の 男 を 此の 家へ 逗留させる 事に 成って は 何の様に 不幸 


が 来る かも 知れぬ と 余 は 窃に眉 を 顰めた、 秀子も 無論 

同じ 思いの 様 だ。 

第三 十四 回 衣 囊は何 所に 

高 輪 田 長 三 は 余 ほどお 浦に 執心で 居た 者と 見え、 

愈々 千円の 懸賞 を 其の 探偵に 賭けた、 爾 して 全で 血眼 

の 様で 探偵の 後 を附け 廻って、 鳥 巣 庵へ は 帰らずに 大 

概は 此の 家に 居る、 尤も 鳥 巣 庵の 主人 根 西 夫婦 は 未だ 

鳥 巣 庵 を 引き払い はせ ず、 時々 余の 病気 見舞な どに 来 

る、 余の 叔父 朝 夫 も、 出来る 丈 は 探偵と 高 輪 田との 便 


利 を 与える 様に して 居る。 

ひとしお 

探偵 は 千円の 懸賞の 為に は 一 入 熱心 を 増した 様 だ、 

けれど 少しの 手 掛リも 得ぬ。 余 を 刺した 兇徒 は 何者、 

お 浦の 紛失 は 何の 為、 依然として 黒 暗々 だ、 強いて 手 

掛リと 名を附 ければ 名も附 こうかと 思われる は 堀端の 

土 堤の 芝草が 一 ケ所 滅茶滅茶に 蹂 みに じられ て あると 

云う 一事ば かりだ、 是は高 輪 田が 見出した ので、 当人 

の 鑑定で は 若しお 浦が 此の 土 堤で 何等かの 暴行に 遭つ 

たので は 有るまい かと 云う ので 余の 叔父 は 聊か 賛成し 

かけて 居る けれど、 森 探偵 は 賛成せ ぬ、 余の 意見で は 

何しろお 浦の 紛失 は 締め切った 室の 中で 少しの 間に 消 


えて 了った の だから、 尋常 一 様な 詮索で 説き明かす こ 

と は 出来まい。 森 探偵 はそう 思って 居る 様子 だが 悲し 

い 事に は 其の 時 同じ 室に 居た と 云う 為に、 秀 子に 疑い 

を 掛け、 時々 余の 前で も 秀子を 詮議せ ぬと 可け ぬと 云 

わぬ 許りの 口調 を 用うる、 是は 余の 心 を 引く 為で 有ろ 

う、 余 は 併し 真逆に 秀 子が 人間 一 人 を 吹き消す 事が 出 

来ようと も 思わぬ から 其のた びに 秀子を 弁護す るの だ。 

斯う 云う 様で は 迚も 探偵が 進み はせ ぬ、 と 云って 外 

に 探偵の 仕よう もない から、 一同 余の 室へ 落ち合って 

は 唯 不思議 だ 不思議 だと 云う 許り だ、 其のう ちに 一 週 

間の 日 は 経った が、 余 は 医者の 云うた 通り 寝床 を 離れ 


て 運動す る 事の 出来る 様になった、 自分の 気持で は最 

う 平生の 通りで、 何の様な 労に も 堪える けれど 医者が 

未だ 甚く 力 を 使つ て は 可け ぬと 云う から 先ず 大事 を 

取って 戸外へ は 出ぬ、 けれど 階段の 昇降な ど は 平気で 

遣 つ て 居る。 

斯うなる と 余 は 又 余 だけの 仕事が 有る、 お 浦の 紛失 

など は 何でも 好い、 怪我す る 前に 仕掛けて 置いた 取り 

調べ を片附 けて 了い 度い、 取り調べと は 果して 狐猿に 

引つ 搔れた 傷が 古 釘の 創と 似寄った 禍ぃ をす るか 否や 

の 一 件 だ、 余が 之 を 取り調べる 為に 書籍 室へ 行き、 書 

籍を 尋ね る 間に 壁から 剣 の 出た 事 は 読む 人が 猶 覚え て 


居る だろう、 お 浦の 紛失と 云う 大 問題の 出来た 今と 

為って 此の様な 小 問題 は 殆ど 取る に 足らぬ けど、 大問 

いえ ど 

題 を 取り調べる 手掛リ がない の だから、 小 問題と 雖 

も 捨て置く に は 優る だろう、 此の様に 思って 第一に 余 

は 彼の 虎 井 夫人の 室に 行った が、 夫人 は 真に 憐れむ 可 

き 有様に 痩せ衰え 今日明日 も 知れぬ 境涯 だ、 医者 も 詰 

め 切って 居る、 秀子も 詰め切って 居る、 狐猿 も 詰め切つ 

て —— ィャ 狐猿 は秀 子の 注意で、 簞笥の 許へ 縛 リ附け 

られて 再び 人 を 引つ 搔く 事の 出来ぬ 有様と 為って 居る、 

医者の 言葉で は、 若し 今日に 成って 熱が 下らねば 虎 井 

夫人 は 到底 此の世の 者で はない 所で 有った が、 今朝 か 


ら 熱が 下った から 此の 後 は最ぅ 恢復に 向う 一 方 だと 云 

う 事 だ、 是には 秀子も 愁いの 眉を展 いた 様子 だ。 

余が 此の 室 を 去る と共に 秀子 は、 廊下まで 附 いて 来 

て、 余 を 引き留め、 小さい 声で 「変な 事 を 伺います が 

きもの 

若し や 貴方 は 過日 虎 井 夫人に 頼まれて 夫人の 被 物の 衣 

もぎと つ 

囊を、 裏から 接 取て 遣り は 成されませんでした か」 成 

る ほど 其の 様な 事が 有った、 余 は 秘密 を 守る 積り で 居 

たが 今 は爾も 成らず 「何う して 其の 様な 事が 分ります」 

秀子 「イエ 先日 私が 此の 室 を 出て 少し 阿 父 様の 傍へ 

行った 間に、 夫人の 被 物の 衣囊が 無くなって 居り まし 

た、 勿論 夫人が 自分で 起き 上って 被 物の 傍まで 行く 力 


はなく、 誰かに 頼んで 仕て 貰った に違いないので すか 

ら、 夫と なく 聞き 礼して 見ます と 私の 居ぬ 間に 丁度 貴 

方が ァノ 室へ 夫人の 病気 見舞に 行った と 云う 事が 分り 

ました」 余 「其の 通りです」 秀子 「貴方 は 衣 囊の中 を 

見ました か」 余 「ィ イエ」 秀子 「その 中には 私の 盗ま 

れた 手帳が 入って 居る に 違い 有りません」 余の 思った 

所と 全く 同じ 事 だけれ ど、 余 は 故と 「では 幽霊の 真似 

をして 私 を 驚かせた II 」 秀子 「ハイ 其の 盗 坊は虎 井 

夫人です、 私 は 初めから 疑って 居ました が、 衣 囊の紛 

失 を 見て 愈々 爾 だと 思いました、 夫人 は 狐猿に 引つ 搔 

れ たと 云う の も 実は あの 時 古 釘に 引つ 搔れ たのだろう 


と 思います、 私 は 過日 来 図書室へ 入り 狐猿の 事 を 記し 

た 書籍 等 を 調べ て 見ました が 狐猿の 爪に 毒が 有るな ど 

と 云う 事 は 何の 書籍に も 書いて ありません」 余 は 今に 

初めぬ 事で は 有る が秀 子の 万事に 行き届く に 感心し 

r ォォ最 うお 調べに なりました か、 実は 私 も 其の 事 を 

調べ 度い と 思って 居ました」 秀子 「シ タガ 其の 衣囊は 

何う しました、 中に 確かに 私の 品が 有ります から、 縦 

しゃ 夫人の 秘密に もせよ 私 は 其の 衣 囊を検 めて 誰に も 

咎められる 事 はない と 思います、 ェ、 其の 衣 囊は何 所 

に 在ります」 と 余 ほど 決心した 様子で ある、 余 「其の 

衣 囊は最 う 此の 家に は 有りません」 秀子 「ェ、 此の 家 


にない —— 」 余 「ハイ 私が 夫人の 頼みに 応じ 直ぐに 小 

包 郵便で 送り出しました」 秀子は 今迄そう 端 下な く 顔 

色な ど 変り はせ ぬのに、 此の 時ば かり は 顔色 を 変えて 

「夫 は 大変な 事 を 成されました、 爾 して 送った 先 は 若 

しゃ 蜘蛛 屋 では 有りません か」 蜘蛛 屋とは 聞いた 事 も 

ない 名前 ゆえ、 余 「ェ、 蜘蛛 屋と は」 秀子 「ペイトン 

市 在の」 余 「爾 です。 ペイトン 巿 在の 養 蟲 園と 宛名 を 

書きました」 秀子 「其の 養蟲 園と 云う のが 蜘蛛 屋 です、 

貴方 は先ァ 大変な 事 を 成されました、 ァノ 手帳が 蜘蛛 

屋の 手へ 這 入って は」 余 「ィャ 夫 ほど 大変なら 私が 其 

の 蜘蛛 屋へ 行って —— 爾々 主人の 名 を 穴川甚 蔵と 書い 


た 事 も 覚えて 居ます から 其の 穴 川に 逢うて 取り返して 

参ります」 秀子 「飛んでも ない 事 を 仰 有る、 ァノ 家へ 

入らつ しゃれば 毒蜘蛛に 喰い 殺されます、 蜘蛛の 糸に 

巻かれ 身動き も 出来ぬ 様になり、 迚も 活 きて は 返られ 

ません」 今の 文明の 世に、 昔の 怪談め きたる 毒蜘蛛 を 

養いて 人 を 其の 糸に 巻き 殺させる などと 云う 事が 有る 

だろう か、 秀子は 思い出しても 恐ろしい と 云う 様に、 

言葉と 共に 身震い をした。 

第三 十五 回 身の 毛が 逆立つ よ 


養蟲 園と は 真に 蜘蛛 を 養う 所であろう か、 蜘蛛 屋と 

は 聞いた 事 もない 商売柄 だ、 爾 して 人 を 大きな 蜘蛛に 

与えて 其の 糸で 巻かせて 了う だろう か、 余は秀 子が 恐 

ろ しげに 身 震 いする 様 を 見て 思わず ゾ ッ と 全身 を 寒く 

した、 猛き 虎に 出合って さえ 泰然自若 として 其の 難 を 

逃れた 秀 子が、 話に さえ 身 を 震わす 程 だから、 余 ほど 

恐ろしい 所に 違いない、 と は 云え 昔の 怪談で は 有る ま 

いし 今の 世に 人間 を 喰う ほどの 大きな 蜘蛛が 有る 害 は 

ない、 猛獣 や 毒蛇ば かり 跋扈して 居る 大の 野蛮 国なら 

知らぬ 事、 文明の 絶頂に 達した 此の 英国に、 何で 秀子 

の 云う 様な 毒蜘蛛が 居る 者 かと、 少しの 間に 思い直し 


は 直した けれど、 余 は 何う も 其の 養蟲 園へ 行って 見た 

い、 秀 子の 手帳 を 取 返し 得る や 否や は 扨 置いて、 毒蜘 

蛛の 糸に 巻かれ 身動き も 出来ないで 喰い 殺される と秀 

子の 形容す る 其の 実際の 有様 を 見 究め 度い、 併し 今の 

此の 身体で は 仕方がない、 是 ならば 大丈夫と 医師から 

許し を 得る 様になれば 余 は 必ず 行って 見よう。 

併し 之よりも 差し 当り 余が 不審に 思う の は 虎 井 夫人 

と秀 子との 間柄 だ、 問う は 今 だと 思い 「です が 秀子さ 

ん、 虎 井 夫人 は 貴女の 附添 人で あるのに 貴女の 手帳 を 

盗む と は 余り 甚ぃ では 有りません か」 秀子 「ハイ 私の 

附添 人です けれど 少しも 気の 許されぬ 人です よ、 身体 


の 健康な 時には 色々 の 事 を 目論見まして、 幾度 私と 暄 

嘩 する かも 知れません」 勿論 余は秀 子と 虎 井 夫人と 意 

見の 衝突す る 場合の 有る の を 知って 居る、 初めて 此の 

土地の 宿屋に 泊った 夜な ども、 既に 記した 通り 夫人と 

秀子 とが 甚く 争って 居る の を 聞いた、 だから 秀 子の 此 

の 言葉 は 少しも 偽りの ない 所であろう、 けれど 夫なら 

ば 何故に 暇 を 遣らぬ のであろう、 余 「其れ ほど 気の 許 

されぬ 方なら 何故 雇うて お置き 成さる」 秀子 「私が 雇 

うて 置く という 訳で なく、 先が 離れぬ のです、 昨日 や 

今日の 間柄で ない のです から、 私 も 詮方な く 我慢 をし 

て 居ます」 余は猶 充分の 不審 を 帯びて 「へへ ェ、 爾で 


すか」 と 云う 計り だ、 秀子は 説き明かす 様に 「私の 

乳 婆 だもので すから」 と 言い足した、 成る ほど 成る ほ 

ど、 夫で 読めた、 乳 婆なら ば 何となく 秀子を 監督す る 

様な 素振りの 見 ゆる も 尤も だ、 乳 婆なら ば 振り放した 

とて 向う が 平気で 随 つて 居る 事 もあろう、 殊に は 幼い 

時から 秀 子の 身の 秘密 を も 知って 居る ので 猶秀 子から 

解 傭す る 事 は 出来まい。 

此の 日 は是で 済んだ が、 翌日 は 例のお 浦の 消滅 一 条 

を 詮索す る 為 此の 屋敷の 堀の 底 を 網で 探る と 云う 事に 

なった、 真逆に お 浦が 死骸に なって 堀の 底に 沈んで 居 

ようと は 思われぬ、 成る ほどお 浦が 余に 約束の 回復 を 


迫った 末、 身で も 投げる かの 様に 見せ掛けて 堀の 方 を 

指し 走って 行った 事の 有る の は 余 は 知って 居る けれど 

仲々 身投げな どす る 女で はない、 其の後で 直ぐに 秀子 

を 誘って 引返して 来た 丈で も 分って 居る、 或いは 誰か 

に 投げ込まれた 者と せんか、 それ も 取る に 足らぬ 考え 

だ、 お 浦の 消滅 は 閉じ 切った 室の 中で 起った 事件で、 

少しも 堀な どに 関係 はない、 だから 余 は 堀の 底 を 探る 

と 聞いて 直ぐに 叔父に 問うた 「何の 為に 堀の 底と 云う 

見当 を附 けたので す」 と、 叔父 は 少し 当惑の 体で 「ィ 

ャ 見当 を附 けたので はない、 何の 手掛り もなくて 探偵 

も 高 輪 田 氏 も 甚く 心配して 居て、 此の方 は 其の 心配 を 


坐視す るに 忍びぬ から、 高 輪 田に 向い 「最早 尋ねる 所 

がない から 念の為 堀の 底で も 探って 見ます か」 と 云う 

た、 すると 高 輪 田 氏 は 飛び 附く 様に 「私 も 実は 堀の 底 

を探リ 度い と 思って 居ました が 御主人が 其の 御 了見な 

ら 早速 探らせて 頂き 度い」 とて 先に 立って 探偵に 説き 

付けた、 探偵 は 躊躇の 気味で 「何の 手 掛りも 得ずに、 

唯 深い 堀が 有る からと 云って 堀 を 探る は 職業 上の 恥辱 

だ」 と 答えた けれど 何しろ 千円の 懸賞 をまで 出した 人 

の 言葉 を 無下に 聞き流す 事 も 出来なん だか 夫に 又 高 輪 

田 氏が 「ナ 二手 掛リ のない のに 困 じて 堀 を 探る ので は 

なく、 既に 土 堤の 芝草 を 踏みに じった 所が 有った では 


ないか、 是 だけの 形跡が 有れば、 兎にも角にも 探らず 

に は 置かれまい」 と 云い 此の方 も 自分の 口から 言い出 

した 事 だから 傍から 賛成の 意 を 表した、 夫で 探偵 も遂 

に 同意し、 既に 先刻から 其の 用意 を 始め、 舟 も 艇庫 か 

ら 出し、 此の 土地の 巡査な ども 監督の 為に 出張して 居 

る、 最ぅ 大方 着手す る 所だろう」 と 斯う 答えた、 勿論 

余 は 異存な ど 云う 可き でな く、 最 しゃ 腹の 中で も 無益 

だろうと 思っても 念の為 探る 方が 当然に は 違いない か 

ら、 唯 「ァ ァ爾 です か」 とのみ 答えた が、 探って 愈々 

何の様な 結果になる だろうと は、 神の 様な 炯眼の 読者 

でも 知る 事 は 出来まい、 今思うと 実に 此の様に 意外に、 


恐ろしい 結果 は 又と 有るまい、 本統に 身の 毛が 逆立つ 

よ。 

第三 十六 回 大変な 事 を 発明 

堀の 底から 何が 出る か、 既に 捜索に 着手して 居る と 

云う から、 余 は 行って 見た く 思う けれど、 猶だ 医者 か 

ら 外出の 許し を 得て 居ぬ ゆえ、 塔の 上から 見る としょ 

う、 ナニ 堀端まで 行った 位で 余の 身体が 悪く 成る 気遣 

いはない けれど、 今 は 充分に 此の 身 を 自重せ ねば 成ら 

と き 

ぬ 時 際 だ、 是 から 何の様な 闘いに 臨まねば 成らぬ かも 


知れぬ、 毒蜘蛛の 巣窟と 云う 蜘妹屋 へ も 行かねば 成ら 

ぬか も 知れぬ、 秀 子の 為に 骨身 を 砕かねば 成らぬ かも 

知れぬ、 何でも 大事に 大事 を 取って、 一日 も 早く 此の 

身 を 鉄の 様に 丈夫な 日頃に 癒して 了わねば ならぬ。 

塔の 四 階に 在る 自分の 室へ 登った けれど、 少しの 事 

で 充分に は 見えぬ、 もう 一 階上へ 行けば と 日頃 メッタ 

に 昇った 事の ない 時計 室へ 上って 見た が兹 ならば 先ず 

我慢が 出来る。 堀から 堤の 九 部 通り は 目の 中に 在る、 

堀の 中には 三艘の 小舟が あって、 一艘 は 探偵が 乗って 

差 図 をし、 ニ艘は 此の 土地の 巡査ら しい 人が 乗って 網 

を 引き 廻して 居る、 幾 等 捜した とて 消滅した 浦 原お 浦 


が 死骸と 為って 其の 底に 沈んで 居る 害 はない、 鯨で も 

捕える 位が 関の山 だからと 此の様に は 思う けれど 何と 

なく 終りまで 見て 居たい。 之が 人情と 云う 者だろう。 

見て 居る うちに 余の 頭の 上で、 大きな 鳥が 羽 叩きで 

もす るかと 思われる 様な 物音が した、 之 は 兼ねて 秘密 

の 組織と 云う 此の 塔の 時計が 時 を 報ずる 間際な ので、 

先ず 此の様な 音 を 発する の だ、 傍で 聞く と 物凄い 程に 

聞こえる、 余 は 今まで 秀 子の 忠告 は 受けた けれど 深く 

此の 時計の 組織な ど を 研究した 事 はない が、 時 を 打つ 

時には 何 か 異様な 事が 有る か 知らん と 思って、 立って 

検 めて 見た が、 時計の 大きさ は 直径 一 丈 ほど も 有る、 


下から 見る より は 三倍 も 大きい の だ、 而 して 其の 時刻 

盤の 裏の 片隅に 直径 三尺 ほどの 丸い 鉄板 を 張って ある、 

何故か 此の 鉄板 は 緑色に 塗って 有る、 何の 為の 板で あ 

ろう、 時計の 機械に 甚く 関係の ある 様に も 思われぬ が、 

或いは 取リ 脱す 事で も 出来る か 知らん と、 力 を 籠め て 

動かして 見る と 仲々 動く 所ではない、 叩いて 見る と 厚 

さも 可な リ厚 いと 見え、 宛 も 鉄の 戸 扉 を 叩く 様な 音 だ。 

何しろ 余り 類のない 組織 だから 余 は 一 時、 堀の 事 を 

打ち 忘れる 程に なって 其の 鉄板 を検 めた が、 板の 真中 

に、 辛と 人の 手が 這 入る 程の 穴が ある、 併し 穴の 中 は 

真暗 だ、 余 は 之に 手 を 入れよう としたが、 女 か 子供の 


手なら 格別、 余の 様な 武骨な 手 は 到底 這 入らぬ、 殊に 

穴 の 周辺が 既に 銷 びて ザ ラザラ して 居る から、 女で も 

此の 穴へ 手 を 入れれば 必ず 引つ 搔 かれて 怪我す るに 

極って 居る、 と 斯う 思う と 忽ち 思い当つ たの は 虎 井 夫 

人の 事 だ、 夫人が 手 を 引つ 搔 かれて 居る の は、 幽霊の 

真似 をして 此の 塔へ 上り、 此の 穴へ 手 を 入れた の だ、 

爾だ、 爾だ爾 だ、 爾 して 秀子は 此の 穴の 事 を 知って 居 

るの だから、 直ぐに 夫と 看破して 彼の 夫人 を 疑う 事に 

なった の だ。 

夫に しても 虎 井 夫人が 何の 為に 夜深けに 此の 塔へ 上 

リ、 鉄板の 穴へ 手 を 入れて 見る 様な 異様な 事 をした の 


だろうと、 今更の 如く 怪しんで 居る うち、 時計 は 時 を 

打ち 始めた、 時 は 即ち 午後の 四時で ある、 所が 奇妙な 

事に は、 時計の 鐘が 一 つ 打つ 毎に、 其の 鉄板が 少し 動 

いて、 自然に 右の 方へ 廻る、 若し 時計が 十二時 を 打つ 

時には 鉄板 は 必ず 一 廻り だけ 回って 了う だろう、 爾し 

て 其の 廻る 度に 真中の 穴へ 外から 光明が 洩れて 来る、 

変 だな と、 余 は 光明の 洩れる 度に 其の 穴へ 目 を 当てて 

窺いて 見た が 光明 は 上の 方から、 斜めに 指す ので、 全 

く 天の 光明 だ、 暗の 夜なら ば 決して 光明 は 射さぬ であ 

ろう、 併し 其の 穴から 直接に 空 を 見る 事 は 出来ぬ、 穴 

は 唯 真 向う を 見る 許りで、 奥の 方に 何が あるか は 能く 


見て取る 事が 出来ぬ、 其の 中に 時計 は 唯 四声 打って 止 

ん だから 鉄板 も 動き 止んだ、 穴 も 元の通り 真暗に 成つ 

て 了つ たけれ ど 余 は 大変な 事 を 発明した。 

外で もない、 丸 部 家の 咒 語の 中に、 全く 無意味 かと 

思われる 句が 有った が 其の 句 は 全く 此の 時計の 此の 鉄 

板と 此の 穴と を 指した 者 だ、 読者 は 覚えて 居る だろう、 

第 九 句に 「鐘 鳴 緑 揺」 とあって 第 十 句に 「微光 閃燈」 

とあった 事 を、 是だ是 だ、 鐘 鳴りと は 時計の 時 を 打つ 

事で、 緑 揺く と は 時計の 緑色に 塗った 鉄板が 動く と 云 

う 事、 爾 して 微光が 穴から 閃いて 輝いた、 ァァ 知らな 

んだ、 知らなん だ、 是で 見る と ァノ咒 語 は 決して 狂人 


の 作った 囈言 ではない、 確かな 謎が 籠って 居る の だ、 

丸 部 家が 先祖 代々 から 其の 当主に ァノ咒 語 を 暗誦 させ 

たも 無理 はない、 秀 子が 切に 余に 向って 咒 語と 図錄と 

を 研究せ よと 勧めた の も 茲の事 だ 「明 珠百斛 〔# 「明珠 

百斛」 は 底本で は 「名 珠百斛 匕、 王錫嘉 福」 などと 云う も 

夫々 確かな 意味の あるのに 違いない、 是 から は 真面目 

に咒 語と 図 籙とを 研究して 見よう 「神秘 攸在、 黙披図 

籙」 などと 云う 文句 も 俄かに 恭々 しき 意味が 出て 来た 

様に 思われる、 虎 井 夫人が 鉄板の 穴で 手 を 引つ 接いた 

など 

杯 も 矢張り 内々 で 此の 咒語を 解釈した いと 研究して 居 

る 為 だ、 秀 子の 手帳 を 盗んだ も それ、 秀 子が 手帳の 事 


を 痛く 心配す る も 矢張り それ だ。 

成る ほど、 秀 子が ァァ 心配す る 所 を 見る とァノ 手帳 

に は 余 ほど 詳しく 書いて 有った に違いない、 夫 も 其の 

害よ、 一寸と 茲へ 登って 来た 許りの 余です らも 是 だけ 

発明す るの だから、 久しい 以前から 毎日の 様に 研究し 

て 居る 秀子 は、 事に 由る と最ぅ 悉く 秘密 を 解釈し 盡く 

して 居る も 知れぬ、 是は 堀の 中の 詮索よりも、 塔の 上 

の 詮索の 方が 遙 かに 好い 結果 を 来す の だ 1^ と 余 は 独り 

黙 首いて 居た が、 此の 時 堀の 方から 人々 の 異様に 叫ぶ 

声が 聞こえた、 何の 事 だか 勿論 聞き分ける 事 は 出来ぬ 

けれど、 直ちに 又 廊下へ 出て 見る と、 何だか 大きな 物 


が 網に 掛かり、 舟へ 引き上げよ うとして 居る 所 だ、 余 

は 達て て 下の 居室へ 降り、 双眼鏡 を 取って 又 上って 来、 

度 を 合せて 見直した が 実に 驚いた よ、 サァ 網に 掛かつ 

て 上った の は 何であろう、 読者 も銘々 に 推量して 見る 

も 亦 一興だろう、 次回に は 分る の だから。 

第三 十七 回 切 口 も 見事 だ 

網に 掛かって 楊った の は、 余の 双眼鏡で 見た所で は 

大きな 不恰好な 風呂敷 包みの 様な 物で ある、 勿論 多少 

まみ 

は 泥に 塗れて 居る が、 併し 此の 堀 は 上下と も 流れ 河に 


通じて 居て 水門 こそ 毀れ て 居れ ど 常に 水が 流れ 替わつ 

て 居る 故、 底 も 幾分 か 清い、 世間に 有り ふれた、 水の 

替わらぬ 溷 泥の 様な、 衛生の 害になる 堀と は 少し 違う、 

引き上げた 品が 泥に 汚れて 居る と は 云え、 其の 正体 を 

見分け 難い 程で はない。 何でも 風呂敷 包み だ、 爾 まで 

古くない 風呂敷 包み だ、 サテ 中の 品物 は 何であろう。 

巡査の 船へ 引き揚げ ると 探偵の 舟も遽 てて 其の 所へ 漕 

ぎ附け 探偵が 何 か 差し 図して 居る。 

其のう ちに ャット の 事で 網から 其の 品物 を 取り 脱し 

て 船の 中へ 入れた が、 オヤ オヤ 不恰好な 其の 包みの 一 

方から 何 か 長い 物が 突き出て 居る、 何であろう、 何で 


あろうと、 余 は 双眼鏡の 玉 を 拭いて 見直した が、 何 だ 

か 人間の 足らし い、 泥の 附 いた 合間々々 が 青白く 見え 

て 居る 所 は 何う も 女の 足らし い、 扨 は 叔父 や 高 輪 田な 

どの 見込みが 当たって、 全くお 浦が 死骸と 為って 水底 

に 沈んで 居た のだろう か。 

余 は 実に 気持が 悪い、 けれど 双眼鏡 を 自分の 目から 

離す 事 は 出来ぬ、 探偵 も 巡査 も 余 ほど 驚いた 様子で あ 

る、 頓て舟 は 土 堤の 下へ 漕ぎ 附 けた、 大勢が 其の 所へ 

馳 せて 行った、 風呂敷 包み は 土 堤へ 上げられた、 余の 

叔父 は 見る に 忍びぬ と 云う 様で 顔 を 傍 向けた、 高 輪 田 

も 熱 ひに 探偵に 向って 何事 を か 云って 居る、 探偵 は更 


に 余の 叔父に 振り向いた、 叔父と 探偵との 間に 暫く 相 

談が 始まった 様に 見える。 

後で 聞いたら 此の 相談 は、 風呂敷 包み を 直ぐに 其の 

所で 開こう か 家の 中へ 運び入れて 開こう かとの 評議で 

あった 相 だ、 警察の 規則で は 総て 斯様な 品 は 現場から 

少しも 動かさずに 検査せ ねば 成らぬ ので 巡査 等 は 家の 

中に 運び入れて は 可け ぬと 言い張った けれど 余の 叔父 

が 事に 由り て は 一 家の 家名に 拘わろう も 知れぬ から、 

是非とも 他人の 見ぬ 所で 検 めて 呉れと て 探偵に 頼み、 

漸くに 聴かれた 相 だ。 

暫くす ると 巡査 数人が 風呂敷 包み を舁 いで 此の 家の 


方へ 来る、 最早 塔の 上に 居た とて 仕方がない、 余 は 双 

眼鏡 を 衣囊に 納めて 下へ 降りて 行った、 風呂敷 包み は 

玉突き 室の 隣に 在る 土間へ 入れられ、 ^^gで開かれる事 

になった が、 余 は 第一 に 其の 風呂敷 包み を 見て 驚いた、 

何故と 云う に 尋常の 風呂敷で はなく、 東洋の 立派な 織 

物で、 実は 先の日お 浦が 消滅した 時、 其の 室の 卓子に 

掛かって 居た 卓子 掛けで ある、 其の 卓子 掛け は 確かに 

お 浦の 消滅す る 時まで 無事で 有った が、 お 浦と 共に 紛 

失した と 云う 事で、 余 は 病床に 居る 間に 其の 事 を 聞い 

た、 確かに 叔父が 「大事の 卓子 掛けが 無く 成った が 其 

の 方が 何 所 か 外の 室へ 持って行き はせ なんだか」 と 余 


に 聞かれた 事が ある、 是が 即ち その 卓子 掛けで ある。 

探偵が 先ず 此の 場合の 主人公と 云う 位置 を 占め、 其 

の 包み を 解き 始めた、 突き出て 居る 足 は 確かに 女の 足 

である、 其の 足の 方から 順に 上へ 上へ と 解いて 行く の 

だ、 少し 解く と 直ぐに 着物の 端が 現われた が、 是も余 

に は 見覚えが ある、 消滅の 時に お 浦の きて 居た 着物で 

ある、 探偵 は 呑み込み 顔に 「ァァ 水死した 者で はない、 

少しも 水 は 呑んで 居ぬ、 死骸に 成った 上で 堀に 投げ込 

まれた の だ」 と 云った、 次に は 腰の 辺へ 大きな 石 を 縛 

り附 けて あるの が 現われた、 死骸の 浮き 上らぬ 用心た 

る 事 は 無論で ある、 叔父 は 殆ど 見兼ねた けれど 必死の 


勇 を 鼓して 辛く に 見て るら しい、 次に は 左右の 手の 所 

まで 解いた が、 探偵ば かリは 全く 落ち着き くさって 居 

て、 静かに 死骸の 其の 両の手 を 悉く 熟視した、 手に は 

左右と も 二 個ず つの 指環が はまって ある、 探偵 「此の 

指環に 見覚え は 有りません か」 と 叔父に 問うた、 勿論 

見覚えが ある。 余 は 幾年 来、 お 浦の 両手に 都合 四 個の 

此の 指環が 輝いて 居る の も 見飽きた 一 人 だ、 叔父 は 前 

にも 記した 通リ 検事 を 勤めた 昔と 違い、 非常に 神経が 

弱く 成って、 充分に 返事 は 為し 得ず、 単に 「私が 買つ 

て 遣った のです」 と 答えた、 お 浦の 名 さえ も 口に 得 出 

えぐ 

さぬ、 探偵 「誰に 買って 遣った のです」 と 飽くまで 抉 


る 様に 聞く から 余 は 見兼ねて 「浦 原 浦 子に です」 と 代 

言した。 

何しろ 余り 無惨な 有様に、 叔父 は 勿論 余さえ も 此の 

上 見て 居る 勇気 はない、 水の 中で 恨み を 呑んで 沈んで 

居た お 浦の 顔 を 見る のが 如何にも 辛い 次第 だから、 

う つむ 

俯向いて 暫く 目 を 閉じて 居た が、 其のう ちに 探偵 は 

「アツ」 と 叫んだ、 落ち着き くさった 探偵が 斯う も 叫ぶ 

ほど だから 余 ほどの 事が 有る に違いない、 数人の 巡査 

も 口々 に 「是は 余り だ」 と 叫んだ、 何事 だろうと 余 も 

顔 を 見上げて たが、 実に 戦慄せ ずに 居られぬ、 お 浦に 

は 顔がない、 首の 所 をプッ つり 切って、 頭 だけ なくなつ 


て 居る、 余 ほど 鋭い 刃物で 切った に違いない、 切 口 も 

美事な もの だ、 何 だとて 斯う も 惨酷な 事 をした ので あ 

ろう。 人 を 殺して 首 だけ 切り取って 何 所 かへ 隠し、 爾 

して 首の ない 死骸 だけ を 堀の 中へ 沈めて 置く と は、 人 

間の 仕業で ない、 鬼の 仕業 だ。 

第三 十八 回 首の 無い 死骸 

読者 は 未だ 首の ない 死骸 を 見た 事 は 有るまい、 非常 

に 恐ろしく 見 ゆる は 勿論の 事、 非常に 背丈の 短く、 非 

常に 不恰好に 見 ゆる 者 だ、 お 浦 は 随分 背 も 高く、 スラ 


リ とした 好い 姿で 有った が、 何となく 優美な 所 を 失つ 

た 様に 見える、 成る ほど 身体の 中の 第一 に 位する 首と 

云う 大切の 権衡が なくなつ たの だから 全体が 頹れ るの 

は 当然 だ。 

何しろ 此の 恐ろしい 有様に 一 同は暫 しの 間、 一 言 を 

も 発し 得ぬ、 顔と 顔と を 見合わす 事 も 出来ぬ 程 だ、 ミ 

ル トンの 所謂、 自分の 恐れ を 他人 の 顔で 読む の を 気遣 

うと は、 茲の事 だ、 其のう ち 第一に 口 を 開いた の は 探 

偵 森 主 水 だ、 彼 は 独 言の 様に 「是が 愈々 浦 原 浦 子の 死 

骸 とすれば 実に 失望 だよ」 と 云った、 何故の 失望 だろ 

う、 彼 は 更に 語 を 継いで 「今までこう ああと 心に 描い 


た 推量が 悉く 間違って 了う 事になる」 と 云うた、 此の 

語で 見る と 彼 は 今までお 浦が 未だ 死んで は 居ぬ と 思つ 

て 居た 者と 見える。 

探偵の 言 葉 を 聞き、 今迄 屏息して 居た 高 輪 田 は、 

らせん 

螺旋に でも 跳ねられ たかの 様に 飛び 上って 爾 して 情な 

いと 云う 声で 「是が 何で 浦 原 嬢の 死骸で ない 事 は有リ 

ません、 無事で 居たなら 今頃 は 私の 妻です のに」 と 云 

こぼ  しが 

い、 涙 を ハラハラと 滴して 更にお 浦の 死骸に 蹙み附 き 

「誰に 此の様な 目に 遭わされました、 浦 子さん、 浦 子 さ 

かたき 

ん、 此の 敵 は 必ず 高 輪 田 長 三が 打ちます から」 と 誓う 

様に 云うた けれど 首の ない 者が 返事す る 害 もない。 


余の 叔父 は 最早 此の 有様 を 見 て は 能う 居ぬ と 思った 

か 何時の間にか 居 なくなって 了った、 探偵 は猶 独語 を 

続けて 「併し 斯う 意外な 事柄が 現われる と 大いに 探偵 

が 仕 易くなる、 一 つも 捕え 所がなくて は 何の 思案の 加 

え 様 もない が、 兎に角 死骸 —— 而も 首の ない 死骸が 出 

て は是程 明白の 手掛かり はない の だから、 爾だ、 探偵 

の 面白み は 減ずる かも 知れぬ が 成功の 見込み は 増して 

来る、 高 輪 田さん 千円の 懸 賞 は 遠から ず 私が 頂きます 

よ」 高 輪 田 は 夢中の 様 だ 「千円が 二 千円で も 宜しい。 

早く 下手人 を 探して 下さい、 早く 早く」 と 泣き声で せ 

がんで 居る、 探偵 は 益々 落ち着いて 「斯う 成れば 最ぅ 


此の 土地で 探す よりも 倫敦で 探す 方が 早 や 分り だ」 と、 

独語に して は、 高 過ぎる 程の 声で 云うた。 

此の 土地の 犯罪 を 倫敦で 捜す と は 余り 飛び離れた 言 

葉 だから、 余 「此の 犯罪 は 何 か 倫敦に 関係が 有る と 云 

うお 見込みで すか」 探偵 「ィャ 未だ 何の 見込み も 定ま 

りません が、 今までの 経験で、 小さい 犯罪 は 其の 土地 

限りで 有ります けれど 此の様な 重大な 異様な 犯罪 は必 

ず 倫敦で 取り調べる 探偵に 勝ち を 得られます」 余 「で 

は倫敦 へお 出です か」 探偵 「ハイ、 です が、 兎に角 検 

屍官が 此の 死骸 を 何う 検査す るか 其の 結果 を 見た 上で 

なければ 私の 実の 判断 は 定まりません」 


斯う 云って 猶 綿密に 死骸の 諸々 方々 を検 めた が、 頓 

て 「オヤ オヤ、 此の様な 物が」 と 云って、 探偵 は 死骸 

の 着物の 衣囊 から 何やら 凋び た 様な 物 を 取り出した、 

熟く 見る と 彼の 松谷秀 子が 左の 手に 被て 居た 異様な 手 

袋で ある、 高 輪 田 長 三 は 目 を 見開き 「ャ、 ャ、 森 探偵。 

此の 品に は 確かに 私が 見覚えの 有る 様に 思います」 探 

偵 「爾 です か、 愈々 見覚えが お有り 成されば 夫 こそ 屈 

強の 手掛かりです」 高 輪 田 「見覚えが 有っても 軽率に 

は 云われません、 私 は 生涯 此の 手袋 は 忘れません」 余 

も 生涯 此の 手袋 を 忘れる 事 は 出来ぬ、 此の 手袋が お 浦 

の 衣囊に 在る は、 全くお 浦が 消滅す る 前に 無理に 秀子 


より 奪い取つ たので 怪しむ に は 足らぬ けれど 秀 子の 身 

に 取って は、 何れ ほど 重大な 嫌疑の 元と なる かも 知れ 

ぬ。 

余 も 今 は 殆ど 此の所に 居 かねて、 探偵に 其の 旨を告 

げて 退いた が、 家の 内の人々 は 孰れ も 青い 顔して、 少 

さ さ や き 

し の 物音 を 立 てる さ え 憚る 如く 、 言葉 も 細 語 の 声で な 

くて は 発せぬ、 室の 内 を 歩む にも 爪立てて 歩む 程 だ、 

言わず語らず 家の 中へ 「恐れ」 と 云う 事が 満ちて 了つ 

た、 が、 其の 恐れの 中に も 最も 重い 疑い は秀 子の 身に 

掛かって 居る、 誰も 口に は 出さぬ けれどお 浦の 死んだ 

のは秀 子に 責任が あると 云う 様に 心の中で 思って 居る 


らしい、 「恐れ」 が 家に 充満して 居る と 同じく 「疑い」 

も 家の 内に 満ちて 居る、 其の 中に 早 や 日 も 暮れた が 余 

は 探偵から 呼ばれた に 就いて 再び 死骸の 室へ 行って 見 

ると、 死骸に は 早 や 白い 布 を 着せて ある、 探偵 「ナニ 

しろ 此の 死骸 は 水底で 既に 一 週間 ほど 経た 者 ゆえ、 斯 

うして 置く 訳に 行かず 直ぐに 検屍 を 請いました けれど、 

本統の 取り調べ は、 既に 日 も 暮れた 事です から 明朝で 

なくて は 行われません、 依って 充分に 防腐な どの 手数 

をも盡 くして 置きました」 余 「今夜 誰に か 番をさせ ま 

しょうか」 探偵 「ハイ 番は 数人の 巡査が 交代して 致し 

ます、 私 は 唯 明日の 検屍の 事 を 申して 置きたい ので」 


余 「ハイ 伺って 置きましょう」 探偵 「明日の 検屍に は 

貴方の 叔父さん、 貴方、 高 輪 田 長 三、 根 西 夫妻、 夫 か 

ら 松谷秀 子と 是 だけが 呼び出され ますから 其のお 積り 

で」 と 特に 秀 子の 名に 力 を 籠め て 云う は 或いは 到底 秀 

子の 罪 は 逃れぬ から 今から 其の 用心せ よとの 謎で は あ 

るまい か、 余 は 唯 「左様です か」 と 云って 分れた が、 

此の 死骸が 何 所まで 人 を 驚かす 事であろう、 翌日の 検 

屍に は 首の ない よりも 猶 一 層 重大な 事柄が 発見され た。 

第三 十九 回 事件の 眼目 


明日の 死骸 検査で、 何の様な 事が 分って 来る か 知ら 

ぬが、 余 は 何う しても 心に 安ん ずる 事が 出来ぬ、 此の 

夜 は 殆ど 眠らずに 考えた、 けれども 取り留めた 思案 は 

出ぬ。 

全体 誰が お 浦 を 殺した だろう、 秀 子が 殺した とすれ 

ば 何も彼も 明白 だ、 秀子は 実際お 浦 を 殺さねば 成らぬ 

場合に 迫って 居た、 お 浦に 何事 かの 秘密 を 看破せられ、 

殺す 外に は 口 留めの 工夫が なく、 殺す と 云って 恐 迫て 

居た、 真に 殺し 兼ねざる 決心の 様 も 現われて 居た、 爾 

してお 浦と 攫み 合いの 喧嘩 を 始め、 お 浦 を 床の 上へ 投 

げ 倒した、 其の後 は 何う した か 知らぬ けれど 其の 時限 


りお 浦の 姿が 見えな くな つ て 今日 初めて 堀 底から 現わ 

れ たの だ。 

是 だけで 考えて 見る と 何う も秀 子の 仕業と 見 認めぬ 

訳に 行かぬ、 けれど 少し 合点の 行き 難い は、 何う して 

何時の 間にお 浦 を 殺し 何時の 間に ァノ 室で 其の 死骸 を 

隠し、 何時の 間に 死骸の 首 を 刎て 爾 して 何時の 間に 堀 

の 底へ 沈めた だろう、 勿論 余は秀 子の 一 挙 一 動 を 監視 

して 居る 訳で はなく 其の後 一 週間 も 寝て 居た の だから 

其の 間に 秀 子が 何の様なこと をした かも 知れぬ、 或い 

はお 浦 を 投げ倒した とき、 実は 床板 をで も 外して 有つ 

て、 余の 耳に 投げ倒した 様に 聞こえた の は 其の 実 床の 


下へ 投げ込んで 置いた ので 夜に 入って 床下から 引き出 

し 卓子 掛けに 包んで 堀へ 持って行 つたの かも 知れぬ。 

けれど 余は秀 子が 其の 様な 事 をす る 女と は 思わぬ、 

ィャ少 くと も 此の 時 は 未だ 思わなん だ、 ァノ 美しい 顔 

で、 若しも 此の様な 事 を するとせば、 人間 第一 の 看板 

とも 云う 可き 顔の 美し さは 何の 値打ち もな くな つ て 了 

う、 尤も 今まで とても 顔の 美し さに 似ぬ 心の 恐ろしい 

女 は 有り はする けれど、 顔 は 七 部 通りまで 愛情の 標準 

にもなる、 大抵の 愛 は 顔 を 見 交したり 又は 顔に 現われ 

る 喜怒哀楽 を 察し 合ったり する 所から 起こる 者 だ、 若 

し秀 子の 様な 美しい 顔が 美し い 心の 目録で ない とすれ 


ば、 全く 人間の 愛情 や 尊敬な ど の 標準 は 七 部 ま で 破壊 

されて 了う ではない か。 

と 云った 所で、 秀 子の 外にお 浦 を 殺す 者が 有ろうと 

は猶更 思われぬ、 秀 子で なくば 誰だろう、 自殺だろう 

か、 お 浦が 自分で 自分の 首を切 リ、 其の 首 を 何 所 かへ 

隠し、 爾 して 自分の 腰へ 石 を 結び、 身体へ 卓子 掛け を 

捲き 附け、 堀へ 行って 飛び込んだ、 ィャ 首の ない 身体 

で是 ほどの 働き は 出来ぬ、 然 らば 誰が 殺した、 と 云つ 

て 誰と 目指す 可き 者 は 一 人 もない。 

余 は 此の様に 色々 と 翌朝まで 思い 廻して、 漸くに 只 

一 つ 思い 附ぃ たは、 お 浦の 首 は 何うな つただろう との 


疑いだ、 又 思う と 何故に 首の ない 者に 仕て 了った だろ 

う、 全体 探偵が 此の様な 所 を 怪しまぬ は 不行き届き だ 

と、 斯う 思った から 翌朝 第一に 探偵 を 尋ねた、 けれど 

何 所に 居る か 分らぬ から、 廊下 を そち こちと 歩んで 居 

ると 探偵 は 彼の 虎 井 夫人の 室から 出て 来た、 オヤ オヤ 

と 思い 其の 傍に 行って 「貴方 は 何で 虎 井 夫人の 室に 居 

ました」 探偵 「秀 子さん の 素性 を 詳しく 聞きたい と 思 

いまして」 余 「シタ が 夫人 は 病気 ゆえ 好く 答える 事 は 

出来なん だでしょう」 探偵 「イエ 病気 は 昨日 熱が 引い 

てから 大いに 好くな つたと 云い 差し支え なく 問答が 出 

来ました、 ァノ 様子で は 今 明に 起きる でしよう、 心配 


で最ぅ 寝て 居られぬ などと 云って 居ました」 余 「爾し 

て秀 子の 素性 を 詳しく 聞きました か」 探偵 「ィ イエ 彼 

の 夫人 は 唯附添 人と して 雇われた 丈で 詳しく は 知らぬ 

と 云いました」 扨 は 彼の 夫人、 自分が 秀 子の 乳 婆で あつ 

た 事 を 推し 隠し、 昨今の 知り合いの 様に 云った と 見え 

る、 余 「貴方 は 余 ほど 秀子を 疑う と 見えます ネ」 探偵 

「イエ 探偵と 云う 者 は 人 を 疑って は 間違います、 私 は 

誰 を も 疑わず 唯 公平に 証拠 を 詮索す るば かりです が、 

併し 秀 子さん は 今の所 確かに 誰から も 疑われる 地位に 

立って 居ます、 浦 子さん と 劇しく 喧嘩した 事実な ども 

多勢に 知られて 居ます から」 余 「です が 森さん、 お 浦 


の 死骸に 首の な いのは 何う 云う 訳でしょう」 

何故か 此の 問いに 森 探偵 は 殆ど 急所で も衝 かれた と 

云う 様に ビクリ として、 能く 喋る 其の 口 を 噤んで 了つ 

た、 余 「首 は 何う したので しょう」 探偵 は 漸くに 「其 

所が 此の 事件の 眼目です よ、 特に 其の 点へ お 気が 附ぃ 

たと すれば 貴方 は 余 ほど 着眼が お 上手です」 褒められ 

て も 何の 為に 是が 此の 事件の 眼目 か 余に は 分らぬ、 余 

が あたふたと する 様 を 見て 探偵 は、 扨 は 何の 故 もな く 

ただ 首の ない の を 怪しんだ 丈 かと 見て取った 様子で、 

少し 軽侮の 口調と 為り 「多分 は 殺した 丈で 未だ 恨み 癒 

えず、 復譬 の 積り で 殊更 に 首 ま で 切った のでしょう、 


首と 胴と 別々 に 埋めれば 魂が 浮ばれぬ などと 能く 世間 

で 云う では 有りません か。 此の様な 事 をす るの は 女に 

限って 居ます よ、 嫉妬な どの 為に 此の 顔の 美しい のが 

恨めしい などと 云って 殺した 上で 顔 を 寸断 寸断に 切る 

などの 例が 幾 等 もあります よ」 誠ら しく は 云う けれど、 

森が 死骸に 首の なき を 此の 事件の 眼目と する は 決して 

斯様な 浅薄な 理由の 為で な いのは 明白 だ、 余 は 其の 真 

の 理由 を 知りたい 者と、 我が 智恵袋 を 絞る 様に 考え 廻 

しても 到底 思い 到る 事が 出来ぬ、 余 「首 は 何 所に 在る 

のでしょう、 ェ、 何 所へ 隠して あるので しょう」 探偵 

「サ ァ、 其 所です、 私が 倫敦で 詮索せ ねば 分らぬ と 云う 


の は 其 所の 事です」 と 之 は 真の 熱心 を 以て 言い切った、 

余 は 益々 分らぬ けれど、 そう 諄く は 聞く 事 も 出来ぬ か 

ら、 其の まま 無言って 了った が、 其のう ちに 愈々 検屍 

の 時刻と はなった。 

第 四十 回 三十ぐ らい 

愈々 お 浦の 死骸 検査 は 始まった、 余 は 読者に 対し 茲 

で 死骸 検査の 事柄 を 簡単に 説明して 置きたい。 

死骸 検査と は 一 種の 裁判の 様な 者 だ、 検査官の 外に 

警察 医の 立ち会う は 勿論の 事、 十一 一名の 陪審員が ある、 


此の 陪審員が 種々 の 事 を 判断す るので、 決して 死骸 を 

検査す るの みで はない、 第一に 此の 死骸 は 誰の 死骸 か、 

第二に 自分で 死んだ のか 他人に 殺された のか、 第三に 

殺された とすれば 謀殺 か、 故殺 か、 第 四に 之 を 殺した 

下手人 は 何者か、 第五に 其の 殺した 者の 目的 は 何で あ 

るか、 第 六に 其の 者 を 本統の 裁判に 持ち出す 可き や 否 

やと、 凡そ 第 六条を 詮議す るの だ、 だから 通例の 死骸 

検査で 以て 嫌疑者が 定まり、 裁判に 移す 値打ちの 有る 

かない かも 定まる、 若しも 陪審員の 疑いが 松谷秀 子に 

掛かって は 大変 だ、 秀子は 到底、 裁判所へ 引き出され 

ずに は 済まぬ、 余は问 うか 秀子を 助けて 遣り 度い、 自 


分が 証人と して 此の 検査官の 前で 審問 せられる を 幸い 

に、 何う か秀 子の 利益になる 事 を 申し立て、 陪審員 を 

して 此の 死骸に 就いては 一 人 も 嫌疑者 を 見出す 事が 出 

来ぬ と 云う 判決 を 下させ 度い、 所が 悲しい 事に は秀子 

の 利益に 成る 様な 事柄 は 一個 もない、 余が 知って 居る 

だけの 事 を 述べ立てたら 秀子は 決して 助か リツ こがな 

い、 ィ イエ 此の 女 は 悪事な どす る 様な 者で は 有り ませ 

んと 余の 信ずる 所 を 述べた とて 何の 益に も 立たぬ。 

家の人 誰も 彼 も、 殆ど 残らずと 云っても 好い ほどに 

秀子を 疑つ て 居る の だから 何う も 陪審員な ども 秀子を 

疑う であろう、 殊に 高 輪 田 長 三な ど は 秀子を 捕縛せ し 


むる まで は 休まぬ であろう。 

余 は 此の様に 思って、 只管 検屍 を 恐れた が、 恐れて 

も 其の 甲斐 はない、 定めの 時刻に 少しも 違わずに 検屍 

は 始まった、 場所 は 彼の 玉突き 場の 隣に 在る 広間で あ 

る、 お 浦の 死骸 も 其 所に 在る の だ。 

証人と して 第一に 呼び出され たのが 余の 叔父 だ、 叔 

父 は 堀の 底 を 探って は 何う だと 言い出した 発頭人で あ 

る 為、 何故に 堀の 底へ 目を附 けた かとの 廉を 問われる 

の だ、 次が 高 輪 田、 次が 根 西 夫人、 次が 秀子、 最後が 

余と 云う 順序で ある、 余は是 等の 人々 が 検査官の 問い 

に 対し、 何の様に 答えた か 勿論 知る 事 は 出来ぬ けれど、 


後で 聞いた 所に 由れば、 叔父 は 「此の 死骸 を 誰と 見る 

や」 との 問いに 「先の 養女お 浦と 認める」 と 答え 高 輪 

田 は 「首の ない 屍骸 ゆえ 誰と も 認める 事 は 出来ません」 

と 少し 理窟つ ぼく 答え、 「然 らば 此の 死骸に 附 いて 居 

る 衣服 其の 他の 品物に 見覚え はない か」 と 問われ、 「品 

物 は 悉く 見覚えが 有ります」 とてお 浦が 失踪の 当日 身 

に 着けて 居た 品 だと 答えた ので、 極めて 明瞭な 答え だ 

と 褒められた 相 だ、 根 西 夫人 も、 秀子 も、 余の 叔父と 

同様に、 死骸 は 勿論お 浦の 死骸 だと 云い、 品物に も覚 

えが あると て 有りの 儘 を 答えた が、 検査官 は 殊に 秀子 

に は 目を附 けて、 猶 彼の 異様な 手袋の 事 を 問うた、 秀 


子 は 少しも 隠さずに、 其の 手袋 は 自分の 物で、 お 浦が 

失踪の 当日 自分の 手から 取った の だと 云い、 お 浦が 此 

の 家の 書斎で 消滅す る 様に 居な くな つ た 次第 も 云い、 

猶 問われて 自分と お 浦と 喧嘩した 事 も 云った、 唯、 暄 

嘩の 原因 だけ は、 何と 問われても 云わず、 単に 「ぉ認 

めに 任せます」 と 云うた ので、 検査官 は 多分 嫉妬の 為 

だろうと 云い、 全く 秀子を 嫌疑者と する に 足る と 思い 

詰め、 陪審員な ども、 殆ど 最早 此の上 を 詮索す るに 及 

ばぬ とまで 細 語いた と 云う 事 だ。 

秀 子が 退く と 引き 違えて 余 は 呼び入れられ たが、 何 

と 言い立てる 思案 もない から 胸 は 波の 様に 起伏した、 


検査の 室 を 指して 行く 間 も、 屠所に 入る 羊の 想い も斯 

くやと 自分で 疑った、 室の 入口へ 行く と 中から 森 探偵 

と 警察 医と が 何 か 細 語つつ 出て 来る のに 逢った、 摺れ 

違い 様、 余 は 警察 医の 言葉の 中に 「三十 位」 と 云う 語 

の 有った の を 一 寸と 小耳に 挾んだ、 「三十 位」 と は 何の 

事だろう、 此の 一 語が 何の 役に立とう とも 思わなん だ 

が、 後に なって 見る と 大変な 事柄の 元と 為った、 頓て 

検査官の 前に 立ち、 式の 通りに 聖書 を 嘗めて 「噓は 言 

いませぬ」 との 誓い を 立てた が、 検査官 は 第一に 此の 

死骸 を 誰と 思う との 事 を 聞いた、 余 も 前の 幾 証人の 通 

り 「浦 原 浦 子と 思います」 と 答えよう としたが、 此の 


時 忽ち 「三十 位」 の 一 語 を 思い出し、 少し 躊躇して、 

「能く 見た 上で なければ 誰と も 答える 事が 出来ません」 

と 少し 捻くった 答 をした、 幾 等 熟く 見た とて 何の 甲斐 

もない に は 極って 居る けれど 「お 浦の 死骸 だ」 と 答え 

るの は 殆ど 「秀 子が 殺しました」 と 答える と 同じ様に 

検査官 や 陪審員 に 聞こえ はせ ぬかと 思い 如何にも 心 苦 

しい、 一寸で も 其の 答え を 伸したい、 検査官 は 尤と云 

う 風で 「では 篤と 見る が 好い」 と 云われた、 余 「何れ 

ほど 検 めても 差し支え は 有りません か」 と 問い 「ない」 

との 返事 を 得た 上で 余 はお 浦の 死骸 を、 手から 足から、 

充分に 調べた が、 読者よ、 余 は 実に 此の 暗澹たる 事件 


をして 更に 一 入 不思議なら しむる 最も 異様な 事 を 発見 

し た 、 読者 は是 からして 余が 検査官 に 答える 言葉 を 真 

実 心の底から 発する 者と は 思い 得ぬ かも 知れぬ、 けれ 

ど 全くの 真実で 有る、 余 は 思う まま を 知る まま を 答え 

るので ある、 余が 再び 検査官に 向って、 第一に 答えた 

言葉 は 「此の 死骸 は 誰ので あるか 少しも 認めが 附 きま 

せん」 と 云う に 在った、 検査官 は 疑い を 帯びた 様子で 

「是 までの 証人 等 は 其の 方の 前の 許婚 浦 原 浦 子の 死骸 

だと 認めて 居る が 其の 方 は爾は 思わぬ か」 余 「爾 ぅ認 

めた 証人 等の 認め 違いです、 私 は 断言し ます、 此の 死 

骸は 決して 浦 原 浦 子の 死骸で は 有りません」 


第 四十 一 回 自ら さえ 噓の 様に 

此の 死骸が お 浦の 死骸で ない と 云う 事 は、 余 自ら さ 

ぇ噓の 様に 思う、 お 浦の 着物 を 着、 お 浦の 指環 を はめ、 

此の 家の 一 品た る 卓子 掛けに 包まれて 居て、 爾 してお 

浦で ない など は、 理に 於いて 有られ もな く 思われる、 

けれどもお 浦で ない、 余 は 確かにお 浦で ない 証拠 を 見 

出した。 

勿論 検査官 は 驚いた、 陪審員 も 驚いた、 満場 誰 一人 

驚かぬ 者 はない と 云っても 好い 程 だ、 検査官 は 暫く 考 


えた 末、 余に 向い 「何故に お 浦で ない と 認める か」 と 

問うた、 余 は 明細に 説明した。 昔 余が 十二 三の 頃、 叔 

父が 余と お 浦と を 連れて シセ ックと 云う 土地へ 避暑に 

行った 事が ある、 其の 時お 浦 は 余と 共に 土地の 谷川へ 

這 入って 居て (勿論 跣 足で) 足の裏へ 甚ぃ 怪我 をした 

事が ある。 其の 頃 は 其の 谷川の 上手の 山から 石 を 切り 

出して 居た ので、 切 石の 屑片が 川の 底に 転って 居て お 

浦 は 運悪く 其の 角 を 踏んで、 U つたの だ、 何でも 足の裏 

を 一寸 ほど も 切った、 其の 傷が 生長して まで 残って 居 

たのみ か、 足が 育つ と共に 創の 痕も 育ち、 殆ど ニ寸程 

の痕 になって 居る と は、 今より 余り 遠く もない 以前に 


余と お 浦と 幼い 頃の 昔話 をして 居て お 浦が 余に 話した 

所で ある、 然るに 此の 死骸の 足の裏に は 毛 ほどの 創の 

痕 もない の だ。 

是 よりも 猶 確かな 証拠 は、 お 浦が 十六 七の 時で 有つ 

ほりもの 

た、 余 は 自分の 懇意な 水夫に 繡 身の 術 を 習い 自分の 腕 

へ 錨の 図を繡 つて 入墨した、 お 浦 は 羨ましが リ 自分の 

腕へ も繡 つて 舆れと 云う から、 余 は 其の 望みに 従い、 

お 浦の 手の 腋に 隠れる 辺へ 草花 を繡 つて 遣った、 尤も 

之 は 唯 外囲いの 線を繡 つた 丈で、 後で 痛くて 耐えられ 

ぬと 云う から 彩色せ ずに 止した けれど 其の 線へ は 墨 だ 

け 入れて 置いた、 最も 去年の 夏と 思う、 お 浦が 


いぶ にんぐ どれす 

夕 衣 を 着けて 居る とき 余 は 其の 草花の 外囲いが 

歴々 と存 つて 居る の を 見た、 殊に 余の みで はなく、 お 

浦の 知人 中には 折々 之 を 見た 人が 有ろう、 根 西 夫人な 

ども 確かに 其の 一 人 だ、 所が 此の 死骸の 腕に は 何の 繡 

身 もない。 

余が 此の 一 一力 条を 言い立て ると 検査官 は 驚き、 直ぐ 

に 又 叔父 を 呼び出して、 尋問した が 叔父 も 足の裏の 大 

創の 事 は 覚えて 居た、 次に 根 西 夫人 を 呼び出して 又尋 

問した が 夫人 も 成る ほど 浦 原 嬢の 腕に 繡 身が 有って 夕 

衣 を 着て 居る 時には 何う かする と 見えた 事 を 今 思い出 

したと 陳 ベた。 


畢竟す るに 余が 此の 死骸 を 斯うまで 検 める 事に 成つ 

たの は、 唯、 入口で 医師が 「三十 位」 と 探偵に 細 語く 

の を 洩れ 聞いた 為で ある、 誰も 彼 も 死骸の 事に のみ 気 

を 奪われて 居る 際 ゆえ 「三十 位」 と 云う の は 死骸の 事 

に違いないが、 扨 死骸の 何が 三十 位であろう、 或いは 

其の 年齢で は 有るまい か、 果たして 年齢と すれば 若し 

やお 浦と 別人で はなかろう かと 此の様な 疑いが 一 寸と 

浮かんだ、 若し 此の 言葉 を さえ 洩れ 聞かなん だら、 一 

も 二 もな くお 浦と 思い、 二 ケ条の 事柄 さえ 殆ど 思い出 

さずに 終った かも 知れぬ。 

読者 は 何と 思う か 知らぬ が 此の 死骸が お 浦で ない と 


すれば 実に 大変な 事になる。 

第一 にお 浦の 消滅に 関する 今までの 探偵 は 全く 水の 

泡に 帰し、 お 浦の 行衛、 お 浦の 生死 は 依然として 分ら 

ぬの だ、 第二に 此の 死骸、 当人 は 誰か、 何の 為に 斯く 

も 無惨な 目に 逢わされ たかと 云う 疑いが 起る、 第三に 

は 此の 女が 何でお 浦の 着物 をき、 お 浦の 指環まで はめ 

て 居る かとの 不審が 起る。 

第三の 不審 は 実に 重大 だ、 此の 死骸へ お 浦の 着物 を 

被せる に は、 お 浦 を 捕えて 着物 や 指環 を剝ぎ 取った 者 

が あるか、 左な くばお 浦 自らが 自分の 着物 や 指環 を 脱 

ぎ、 此の 者に 着せた に違いない、 着せて 置いて 殺した 


のか、 殺した 後で 着せた のか、 孰れに しても 奇 中の 奇 

と 云う 者 だ。 

併し 其の 辺 は 先ず 捨て置いて、 何の 為に 斯様な 事が 

出来た であろう、 目的な しにお 浦の 着物 を 他の 女へ 着 

せ、 堀の 底へ 沈めるな どと 云う 害 はない、 何でも 此の 

死骸と 見せ掛けて 人 を 欺き 度い と 云う 目的に 違いない、 

夫なら 何故に 人 を 欺き 度い のであろう か、 第一 はお 浦 

が 死んだ 者と 見せ掛けて 置いて、 お 浦 自身が 遠く 落ち 

延びる とか 或いは 何 か 忍びの 仕事 をす ると か 云う 目的 

では あるまい か、 第二に は 若し やお 浦が 死んだ 様に 粧 

い、 人殺しの 嫌疑 を 誰かに 掛ける と 云う 魂胆で は 有る 


まい か、 若し 其の 魂胆と すれば、 秀子を 憎む 者の 所為 

に違いない、 前後の 事情が 自然と 秀 子へ 疑いの 掛かる 

様にな つ て 居る から。 

愈々 秀 子に 疑い を 掛ける 為と すれば お 浦 自身の 仕業 

でなくて 誰の 仕業 だ、 お 浦 は 秀子を 虎の 穴へ 閉じ込め 

て 殺そうと まで 計んだ 女で はない か、 併し まさかに 

女の手で、 幾 等 大胆に もせよ 斯様な 惨酷な 仕業 は 出来 

ようと も 思われぬ、 夫と もま さかの 時には 女の 方が 男 

よりも 思い切った 事 をす ると は 茲の事 か 知らん。 

孰れに しても、 余ゃ秀 子の 為に は、 否、 丸 部 一家の 

為に は、 物事が 益々 暗く、 暗くなる 許り だ、 此の様な 


次第で は 此の 末 何の様な 事になる かも 知れぬ。 

併し 此の間に 於いて、 唯一 つ 余の 合点の 行った の は 

死骸に 首の ない 一条 だ、 首を附 けて 置いて は、 直ぐに 

お 浦で ない 事が 分る、 幾 等お 浦の 着物 を 被せても、 幾 

等お 浦の 指環 を はめさせても 駄目な 事 だ、 首 を 取った 

の は 全く 着物 を 被せ 指環 を はめさせ たのと 同一 の 了見 

から 出た 事 だ、 成る ほど、 成る ほど、 是で森 探偵の 言 

葉 も 分る、 彼 は 余が 何故に 死骸の 首がない だろうと 尋 

ねたと き、 異様に 驚き、 旨い 所へ 目 を 掛けた と 云う 様 

に 余 を 褒めた が、 彼奴 既に ァノ 時から、 此の 死骸が お 

浦で ない と 疑い、 首の ない のが 即ちお 浦で ない 証拠 だ 


と 思って 居た に違いない、 道理で 彼 は 初めて 此の 死骸 

を 見た 時に、 是が浦 子の 死骸なら 失望 だと 云い、 自分 

の 今までの 推量が 悉く 間違って 来るな どと 眩いた の だ、 

流石 は 彼 だ、 シテ 見る と 彼 は 初めから 此の 事件に 就い 

て 余 ほどの 見込み を附 け、 確かに 斯 くと 見抜いて 居る 

所が あるに 違いない、 何の様に 見抜いて 居る か 聞き 度 

い 者 だ、 と 云って 聞かせて 舆れ る箬も 有るまい、 唯 事 

件の 成り行き を 待つ 外 はない か 知らん、 夫 も 余り 待ち 

遠し い 話 だよ。 

第 四十 二回 一言の 酬い 


疑わしい 廉は 数々 あっても、 此の 死骸が お 浦で ない 

と 云う 事 だけ は 最早 確か だ、 到底 余の 陳述 を 打ち消す 

事 は 出来ぬ、 爾れば 一 時間と 経ぬ うちに 陪審員 は 左の 

通り 判決した。 

「何者と も 知れざる 一 婦人に 対し、 何者と も 知れざる 

一 人 又は 数人の 行いた る 殺人犯」 

殺した 人 も 殺された 人 も 分らぬ は、 検査官 も 残念で 

あろうが 仕方がない、 直ちに 此の 死骸 は 共同墓地へ 埋 

めら れる 事と なって 此の 家から 持ち去られた、 陪審員 

も 解散した、 探偵 森 主 水 は、 愈々 此の 事件 は倫敦 へ 帰つ 


て 探らねば 此の上の 事 を 知る 事 は 出来ぬ と 云って 立ち 

去った、 根 西 夫妻 も 此の様な 恐ろしい 土地に は 居られ 

ぬと 云って 鳥 巣 庵 を 引き上げ 倫敦の 邸へ 帰った、 高 輪 

田 長 三 は 死骸が お 浦で 無かった の は 先ず 好かった とて 

一 度 は 安心した が、 夫に 附 けても 本統 のお 浦 は 何 所に 

居る だろうと て 甚く 心配の 体で は ある、 尤も 之 は 鳥 巣 

庵に 居る 事が 出来 なくなつ たに 就いて、 当分 (お 浦の 

行方 を 探る に 必要な 間 だけ) 叔父との 約束の通り 此の 

家に 逗留す る 事に なった、 余 は 何となく 此の 事が 気に 

喰わぬ、 秀子 とて、 無論 其の 通りであろう、 併し 広い 

家の 事 だから 食事時の 外 は 彼の 顔 を 見ぬ 様に する の は 


容易 だ。 

兎に角 も 検屍 官が 「何者と も 知れぬ 者の 死骸、 何者 

とも 知れぬ 者の 殺人犯」 と 判決した に 付いて 秀 子に 対 

する 恐ろしい 嫌疑 は 消えて 了った、 余 は 直ちに 此の 事 

を秀 子に 知らせて 喜ば せたいと 思い、 早速 其の 室へ 行 

こうと すると 廊下で 虎 井 夫人に 逢った、 夫人 は 達しく 

余 を 引き留めて 「お 浦さん の 死骸で はない 様に 貴方が 

言 い 立てた と 聞き ましたが、 其の 言 い 立てが 通り まし 

たか、 判決 は 何うな りました」 余 「判決 は 何者と も 知 

れぬ 女と なりました」 夫人 「ォォ 夫 は 有難い、 松 谷 嬢 

も さぞ 喜びましょう、 嬢 は 先 ほどから 此の様な 疑い を 


受けて 悔しい と 何ん なに 嘆いて 居る でしよう」 余 「夫 

にしても 貴女 は 病気の 身で」 夫人 「ィ イエ 熱が 冷め ま 

したから 最ぅ 病気で はない のです、 御覧の 通り ョボョ 

ボ して は 居ます が、 松 谷 嬢が 傷 わし ゆうて、 知らぬ顔 

で 居られません ゆえ、 先刻から 検屍の 模様 を 立ち聞き 

して は 嬢に 知らせて 遣って 居ます」 悪人で も 流石 は 乳 

婆 だ、 嬢の 事が そうまで も 気になる かと 思えば 余は聊 

か 不憫に 思うた、 余 「では 直ぐに 判決の 事 を 貴女の 口 

から 嬢に 知らせて お遣りなさい」 夫人 「イイ ェ最ぅ 私 

は 安心して 力が 盡 きました、 室へ 帰って 休まねば 耐り 

ません から 嬢へ は 何う ぞ 貴方から」 と 言い捨て、 全く 


力の 盡き 果てた 様で ひょろひょろして 自分の 室の 方へ 

退いた。 

余 は 其の 足で 直ぐに 秀 子の 室へ 行った が、 秀子は 全 

く 顔 も 青ざめ、 一 方なら ず 心配に 沈んで 居る、 余の 姿 

を 見ても 立ち上る 気力 もない から、 余 は 其の 背 を 撫で 

る 様に して 「秀 子さん ぉ歓び 成さい、 あの 死骸 はお 浦 

のでな く 加害者 も 被害者 も 何者か 分らぬ と 判決に なり 

ました」 秀子は 打って 代った ほど 力 を 得て 立ち上り 「ァ 

ァ本統 に 有難い と 思います、 貴方に は 命 を 助けられ、 

今 は 又 命より 大切な 事 を 助けられました」 余 「ナ ニ是 

しきの 事 を 何も 有難い などと 云う に は 足りません よ」 


秀子 「イエ 貴方 は 何も 御存じがない からそう 仰 有る の 

です、 若し 私に 嫌疑で も かかれば、 幾 等 自分が 潔白で 

も 私は活 きて 居られぬ と 思いました、 イエ 本統 です よ、 

夫 だから 亡き後の 事 を 頼む 積り で 権 田 時 介 を 呼んで 置 

きました」 猶だ 余よりも 彼の 権 田 弁護士 を 真逆の 時の 

頼みに する かと 思えば 余 は 何となく 不愉快 だ、 余 r シ 

テ権田 は最ぅ 来ました か」 秀子 「ハイ 最ぅ 多分 着く 時 

分です」 余 「私 は 権 田の 身に 成りたい と 思います、 若 

し 権 田の 様に 私 を 信任して 下さらば 権 田の 百倍 も 貴女 

の 為に 盡 します が」 秀子 「ァレ 信任な どと、 私 は —— 

何れ ほど、 貴方 を 頼みに して 居る か 知れません のに」 


余 「頼みに するとて 私へ 愛と 云う 一 言 をす らお 酬い 下 

さらぬ では 有りません か」 是が 嫉妬と 云う 者 か、 余 は 

斯様な 事 を 言う 積り でなかった のに、 知らず知らず 口 

がヒ つた、 秀子 「私の 様な 到底 人の 妻と 為られぬ 者の 

愛 を 得た とて 何に 成ります」 余 「妻になる 成らぬ は 構 

いませぬ、 唯 貴女 に 愛せられて 居る とさえ 思 えば —— 」 

秀子 「ではそう お思いに 成って 宜 いのです」 と 云った 

が 、 是も 言う て 成らぬ 事 を 云った と 思った のか 直ちに 

余の 胸に 前 齢 を 隠した。 

余 は 夢の 様に 恍惚と して 「秀 子さん、 其のお 言葉 を 

聞けば 私 は 身 を 捨てても —— ィャ 貴女の 身に 人の 妻と 


為られぬ 何の様な 事情が 有ろうと も 其の 事情 を 払い 退 

けます、 如何なる 困難 を 冒して 成りと も」 秀子は 飛び 

離れて 「了ません、 丸 部さん、 私 は 大変な 事 を 忘れて 

居ました、 此の度の 事 は 貴方のお 蔭で 助かり ましたが、 

之よりも 恐ろしい、 到底 も 助かる 路が なかろうと 思う 

様な 事柄に 攻められて 居る のです、 妻に も なれず、 永 

く 此の世に 居る 事 も 出来ません」 秀 子の 言葉 は 常に 秘 

密の 中に 包まれ 何事 だか 察する こと も 出来ぬ けれど 今 

まで 偽りの 有った 事がない、 分らぬな がら も 皆 誠 だ、 

余 「人と して 此の世に 居る 事の 出来ぬ 様な 其ん な 事柄 

が 有ります もの か、 今まで は 他人 ゆえ、 深く 貴女に 問 


う 事 も 出来ませんで したが、 愛と 云う お 言葉 を 聞いた 

上 は最ぅ 自分の 事と して 其の 困難に 当ります、 何の様 

な 事です か、 何の様な 事です か」 秀子は 首 を 垂れて 考 

え 込み、 顔 も 見せねば 返事 もせぬ、 余 「其の 事柄が 若 

し 今 直ぐに 聞かして 下さる 事が 出来ぬ とならば、 其の 

方 は 後と して、 其の 前に 貴女が 人の 妻に 成られぬ と 云 

う 其の 訳 を 伺いましょう、 私 を 愛しても 私の 妻に 成れ 

ぬと は 何故です、 間 を 隔てる 人で も 有る のです か、 有 

れば 其の 人 は 誰です か」 

「権 田 弁護士」 と 取り次の 者の 名乗る 声が 此の 時 聞 こ 

えた、 引き続いて 権 田 時 介が 此の 室へ 入って 来た。 


第 四十 三回 空な 約束 

権 田 時 介が 来た 為に、 余 は 実に 肝腎の 話 を 妨げられ 

た、 若し 彼の 来る のが 半時 間 も 遅かったら、 余 は 必ず 

秀子を 説き伏せて 末 は 夫婦と 云う 約束 を 結んだ のに、 

惜しい 事 をした。 

時 介が 秀 子に 何 を 云う か、 又秀 子が 時 介に 何 を 頼む 

か、 余 は茲に 居て 聞き取り 度い と 思った けれども まさ 

わざわざ 

かにそう も 出来ぬ。 既に 秀 子から 故々 時 介 を 呼びに 

遣った と 聞いて 居る 丈に、 厭で も茲を 立ち去ら ねばな 


らぬ、 恨み 恨み 彼の 顔を眺 むれば 彼 も 余と 秀 子との 間 

に 何 か 親密な 話で も 有った のかと 嫉む 様に 余の 顔 を 見 

る、 余 「ィャ 権 田さん」 時 介 「ィャ 丸 部さん」 と 互い 

に 挨拶の 言葉 だけ は 親しげ に 交えた けれど 腹の 底 は 火 

と 火の 衝突 だ、 互いに 焼き 合いだ。 

余 は 詮方な く 此の 室 を 退いて、 我が 心 を 鎮める 為 庭 

に 出て 徘徊した が 心 は 到底 鎮まらぬ、 益々 秀 子の 事が 

気に 掛かる 一 方 だ、 何で 秀子は 権 田の 様な 者 を 呼び 寄 

せた だろう、 余に 打ち明ければ 何の様な 事で もして 遣 

るのに、 何でも 権 田は秀 子の 身の 秘密に、 久しく 関係 

して 居る に違いない、 今 初めて 怪しむ 訳で はない が 其 


の 秘密 は 何であろう、 秀子は 到底 此の世に 活 きて 居ら 

れ ぬと 迄に 云った、 シテ 見る と 余 ほど 切迫して 居る 事 

に違いない、 唯一度 余に 打ち明けて 呉れさえ すれば 余 

は 骨身 を 粉に しても 助けて 遣る のに、 権 田に は 打ち 明 

けて 余に は 隠して 居る、 何の 秘密 だか 少しも 見当が 附 

かぬ、 見当が 附か ぬのに 助ける と 云う 訳に は 行かず、 

と 云って 助けずに、 知らぬ顔で 済ます 訳に も猶更 行か 

ぬ、 困った、 実に 困った、 只 問う 丈で は 幾度 問うた と 

て 打ち明ける 事で はなし、 矢張り 此の上 は、 秘密に も 

何にも 構わずに、 余の 妻になる と 云う 約束 を させ、 爾 

して 許婚の 所 天と 云う 資格 を 以て 充分の 親切 を盡 くし、 


追々 に 其の 信任 を 得て、 爾 して 打ち明けさせ るより 外 

はない か 知らん、 追々 と 云う 様な 気の 永い 話で は 此の 

切迫して 居る 今の 場合に 間に合わぬ かも 知れぬ けれど、 

外に は 何の 道 もない から 仕方がない。 

余 は 此の様に 思って 再び 秀 子の 室へ 行った が、 中 は 

大層 静か だ、 猶だ権 田と 話して 居る か 知らん、 斯う も 

静かな 様で は 余 ほど 湿 やかな 話と 見える、 余が 這 入る 

の は 勿論 悪い、 悪い けど 此の様な 大事の 場合に 権 田の 

都合の 好い 様に 許り はして は 居られぬ と、 今思うと 半 

ば 殆ど 狂気の 様で、 戸 を 推し 開いて 中へ 這 入った、 ォ 

ャ オヤ、 オヤ、 権 田 は 居ぬ、 秀 子が 一人で 泣いて 居る、 


余 は 安心 もした が 拍子 も 抜け 「権 田 弁護士 は 何う しま 

した」 秀子は 泣き顔 を 隠して 「疾うに 話が 済んで 帰り 

ました」 彼が 来てから 三十 分と も 経たぬ 程 だのに 「疾 

うに 話が 済んだ」 と 云う 所 を 見る と、 纔に 五分 か 十分 

で 事が 分った と 見え、 二人の 間 は 余 ほど 深く 合点し 

合って 居る の だな と、 斯う 思う と 余り 権 田の 早く 帰つ 

たのが 又 忌々 しい、 余 「では 権 田 は 虎 井 夫人の 室へ で 

も 行った のです か」 秀子 「ィ イエ 此の 家 を 立ち去った 

のです」 余 「叔父さん にも 会わずに」 秀子 「ハイ 誰に 

も 会わずに」 

彼の 急いで 去った の は 愈々 秘密が 切迫して 居る 為と 


見る 外 はない、 余の 運動 も、 少しも 早くなくて は 可け 

ぬと、 余 は 咄嗟の 間に 思案 を 定めて、 我が 思う 丈の 事 

を秀 子に 述べた、 秀子は 一 時 「其の 様な お 話 を 聞いて 

居れる 時で は 有りません」 と 云って、 腹 を 立てて、 余 

に 出て 行って 舆れと 云わん 許りの 様 を 示した が、 併し 

余の 今までの 忠実と 親切と は 充分 腹に 浸み て 居る に 違 

いない、 此の 後 とても 余の 親切 は 多少 嘉納す るに 足る 

と 思って 居る らしい、 腹 を 立った も 少しの 間で 再び 余 

の 言葉 に 耳を貸す 事 に 成った が、 愈々 論じ 詰めた 結果 

が、 何時も 云う 「到底 人の 妻に 成れぬ 身です」 との 一 

語に 帰した、 それなら それで 宜しい から 「若しも 人の 


妻になる 事の 出来る 時が 来たなら 私の 妻になります 

か」 と 云う と 「其の 様な 時 は 決して 来ません」 「其の 来 

ぬ 者が 若しも 来る 者と 仮り に 定めれば」 「其の 時 は 貴 

方の 妻に でも 誰の 妻に でも 成ります よ」 「誰の 妻に で 

もで は 了け ぬ、 私の 妻になる とお 約束 成さい」 「約束し 

たと て 履行と 云う 時の ない 約束 だから 無益です」 「無 

益で も 宜しい から 約束なさい」 「其の 様な 空な 約束が 

何 か 貴方のお 為になります か」 「成ります とも、 空で も 

是が 貴女の 出来る 中の 一 番 近い 約束と 思えば 私に 満足 

ドコ 口で は 有りません、 世界 を 得た ほど 嬉しく 思い ま 

もと 

す」 秀子は 涙の 未だ 乾き 果てぬ 目許で 異様に 笑い 「ォ 


ホホホ 可 笑い 方です 事 ネェ」 余 「可 笑くても 宜 いから 

約束なさい」 秀子 「ハイ 其の 様な 空な 約束なら 幾 等で 

も 致します よ」 

空と は 云っても 空で はない、 既に 此の 約束が ある 以 

上 は、 秀子は 生涯 所 天 を 持たずに 終わる か はた 余の 妻 

になる かの 二つ だ、 余の 妻に ならず して 他人の 妻に な 

ると 云う 事 は 決して 出来ず、 又 生涯 所 天 を 持たぬ と 云 

う 事 は 余の 叔父が 許すまい、 叔父 は 只管 此の 家に 然る 

可き 後嗣ぎ の 出来て 子孫の 繁栄す る 事 を 祈って 居る か 

ら。 

殊に 又秀 子の 心 も 此の 約束で 分って 居る、 幾 等 空な 


約束に せよ、 真実 余 を 嫌って 居るなら 承諾す る 害が な 

い、 成る ほど 本心 は 生涯 所 天な ど を 持つ 様な 安楽な 事 

は 来ぬ と 充分 覚悟 を 仕て 居る だろう よ、 覚悟 は 仕て 居 

るだろう けれど、 若しも 婚礼の 出来る 時が 来れば 余と 

婚礼す ると 云う 積り に違いない、 之 を 如何 ぞ余 たる 者 

豈 に 砕 身 粉 骨し て秀 子の 難 を 払わざる 可 けんや だ、 余 

こおどり 

は 雀躍して 此の 室 を 出て 叔父の 許に 行き、 未だ 婚礼の 

時 は 極らぬ けれど 秀 子と 夫婦約束 だけ は 出来た と 告げ 

た、 叔父 は 大いに 喜んで、 秀 子と 余と を 半々 に 此の 家 

の 相続人と し て 早速 遺言状 を 書き替え ると 云った、 果 

たして 三日と 経たぬ うちに 其の 通りに 仕て 了った。 


けれど 秀 子の 災難 は 余の 思った より 切迫して 居て、 

又 実際 余の 力で 払い除ける 事の 出来ぬ 様な 恐ろしい 秘 

密 的の 性質であった。 

第 四十 四 回 星の 様な 光 

余は秀 子に 向って、 問い 度い 事、 言い 度い 事、 様々 

にある けれど、 此の 日 も 翌日 も 其の 暇 を 得なん だ。 と 

云う 訳 は、 首の ない 死骸の 事件が 遠近へ 聞こえた と 見 

え、 見舞いに 来る 客 も 仲々 多い、 其の 死骸が お 浦で な 

かった と 聞いて 安心す る 人 も 有り 怪しむ 人 も 有った 様 


子 だが、 兎に角 是 等の 客の 応接に 秀 子の 手の 空いた 時 

は 余が 忙しく、 余の 暇な時 は秀 子が 差し支え ると 云う 

有様 だ、 今から 考えて 見る と秀 子の 身に は 真に 恐ろし 

い 秘密 事件が 差し迫って 居た の だが 能く も 秀子は 其の 

心配の 中で 平気で 客の 待遇な どが 仕て 居られた 者 だ、 

尤も 客と 談笑す る 間に は 夫と なく 心配 気に 見 ゆる 所 は 

確かにあった。 他人に は 分るまい が 余の 目に は 暗に 

分った、 夫 だから 余 は 折 さえ 有れば 慰め もし 問い もし 

たいと 唯 此の様に 思って 居た が、 此の 日 も 暮れて 早 や 

夜の 十一 一時 を 過ぎたろう、 秀子は 客が 雑談な どに 夢中 

になって 居る の を 見定め、 密と 客間から 忍び 出た。 


ィャ 忍び 出た ので はない 当り前に 出た けれど 余の 目 

に は 忍び 出る 様に 見えた、 若し や 秘密と か密 旨と か 云 

う 事の 為で は 有るまい かと、 余 も 引き続いて 出て 見た 

が、 早 や 廊下に は秀 子の 姿が 見えぬ、 居間へ 行っても 

居らぬ、 或いは 虎 井 夫人の 許 かと 又 其の 室へ 尋ねて 行 

けば、 虎 井 夫人 さえ も 居らぬ、 既に 病気 は 直った と自 

分で は 云って 居ても 未だ 客の 前へ も 出 得ない 夫人が 夜 

の 十一 一時 過ぎに 室 を 空ける と は、 何う も 尋常の 事で は 

ない、 若し やと 思って 余 は 庭へ 出た が、 月の ない 夜の 

事と て樹の 下の 闇が 甚だ 暗く、 何と 見定める 事 も 出来 

ぬけれ ど、 其所此 所を迪 つて 居る うち、 一方の 茂みの 


ひそひそ 

蔭から、 密々 と 話しつつ 来る 二人の 人の 声が 聞こえる、 

清い のが 秀 子の 声で 獨 つたの が 虎 井 夫人の 声 だ。 

二人 は 余の 居る 所から 二三 間 先まで 来て、 立ち 止つ 

た、 余が 居る を 疑っての 為で はなく、 話が 大変な 所へ 

掛 つた 為 足 を 運ぶ の を 忘れた の だ、 秀 子の 声 「幾 等大 

胆 でも 真逆に 兹へは 来ません よ」 虎 井 夫人の 声 「来 ま 

すと も、 開放 も 同様の 此の 家です もの、 庭まで 来たと 

て 誰に 見咎められる 恐れ もな く」 秀子 「恐れが ないか 

ら来 るが 好 い と 貴女が 云うて 遣 つたので しょう」 夫人 

「ナニ 私が 云うて 遣ります もの か」 秀子 「夫なら 決して 

来る 箬は 有りません、 自分の 身に 悪事が 重なって 居る 


のです もの」 夫人 「論より 証拠 実は 最ぅ 来て 居ます よ、 

先刻から 向う の稷 木の 蔭で 貴女の 出て 来る の を 待って 

居ます」 

何者の 事 か は 知らぬ が、 何う せ秀 子の 身に 害 を 為す 

奴に 違いない から、 余 は 其の 稷 木の 蔭へ 馳せ附 けて 引 

捕えて 遣ろうかと 思った が、 爾も 出来ぬ、 承諾 も 得ず 

に 横合いから 手 を 出して、 後で 秀 子に 喜ばれる か 恨ま 

れ るか 夫 も 分らぬ から 先ァ 静かに 事の 成り行き を 見て、 

秀 子が 甚く 当惑す ると か 其の 者が 暴行 でもす る 場合に 

現われようと、 此の様に 思い直して、 暗の 中で 自分の 

身へ 力を入れて 見る のに、 創 は 勿論 既に 癒えて、 力 も 


充分に 回復した らしい、 何う も 其の 様な 気がする、 是 

なら 悪人の 一 人 や 二人 を擲 倒す は 造作 もない。 

秀子 は、 既に 来て 居る との 虎 井 夫人の 言葉に 余 ほど 

驚いた 様子で 「ェ、 今夜 来て 居る のです か」 と 叫んだ。 

虎 井 夫人 「私に も 制する 事が 出来ぬ から 致し方が 有り 

ません、 最ぅ 逃れぬ 所と 断念め てお 了い なさい」 オヤ 

オヤ 此の 夫人まで 秀 子の 敵に 成って、 悪者に 力 を 添え 

て 居る の だな、 尤も 今まで とても 彼の 蜘蛛 屋 とか 云う 

所へ 秀 子の 手帳 を 盗んで 送って 遣った などで 分って は 

居る けれど 余 は 事新しい 様に 感じた、 暫くして 秀子は 

「断念め よと て问ぅ 断念め るので す」 夫人 「断念め て 向 


うの 請求に 応じます のサ、 夫 も 六 かしい 事で はなく、 

唯 貴女の 知って 居る 秘密 を 一 言 彼の 耳へ 細 語いて 遣る 

だけです ヮ、 貴女に 取って は 損 もな く 彼に 取って は大 

層な 利益です、 爾 して 貴女の 身 も 後々 が 安楽で は 有り 

ません か」 秀子 「可け ません、 私の 口から 一言で も洩 

す 事 は 出来ません よ」 夫人 「其の 様な 事 を 仰 有って、 

若し 彼が 立腹 すれば、 ィャ最 う 立腹 はして 居ます けれ 

ど、 此の上に 少しも 容赦せ ぬ 事に 成れば 貴女の 身 は 何 

うなる と 思います」 秀子 「最ぅ 既に 容赦せ ぬ 事に 成つ 

て 居る では 有りません か。 夜に 紛れて 此の 庭へ 忍び入 

り、 爾 して 私に 逢い 度い などと、 ナニ 構いません。 私 


こそ 最ぅ 断念め て 居る のです から、 彼が 何の様な 事 を 

する か 思う存分な 目に 逢いましょう、 彼 を 恐れて、 彼 

の ュスリ に 従い、 縦し や 一 言で も 秘密 を 教えて 遣れば 

私の 密旨は 大事の 目的 を 失います、 私が 密 旨の 為に 生 

きて 居る 事 は 貴女が 知って 居る では 有りません か、 密 

旨 を 捨てて 安楽 を 得る よりも、 密旨 の 為に 殺される の 

が 初めからの 願いです、 最ぅ 此の 密旨も 様々 の 所から 

思わぬ 邪魔ば かり 出て 遂に 果し 得ずに 終る だろうと 此 

おど 

の 頃 は 覚悟 を 極めて 居ます から、 何と 威 されても 恐ろ 

しく は 有りません、 密 旨に 忠義 を 立て通して 密 旨と 共 

に 情死 をす る 許りです、 金銭で でも 済む 事なら、 ィャ 


今まで 彼と 貴女に は 云う が 儘に 金銭の 報酬 を 与え、 此 

の 上 遣る にも 及び ませぬ、 けれど 未だ 御存じの 通り 自 

分の 金子が 銀行に 在ります から 惜しい と は 思いません、 

金銭の 外の 頼みに は、 応ずる よりも 死ぬ る 方 を 先にし 

ますから、 何う か 彼に 爾 云って 下さい、 ァノ 様な 者に 

は 逢う の も 厭です」 夫人 「厭です とて、 最ぅ ソレ、 返 

あすこ 

事の 遅い の を 待 兼ねて 彼 所へ 遣って 来ました」 

暗の 中で 何 を 指さして、 彼処へ 遣って 来たな どと 云 

うかと 思い、 余 は 四辺 を 見廻した が、 三十 間 ほど も 離 

れた 彼方に、 一点 星の 様な 光が 有って、 何だか 此方へ 

寄って 来る 様子 だ、 分った、 葉巻 煙草 を 咬え て 居る の 


だ、 光る の は 煙草の 火 だ、 人の 屋敷へ 忍び入って 晈煙 

草な どして 居る と は 余程 横着な 奴と 見える、 其のう ち 

に 安 煙草の 悪い 臭気が 余の 居る 所へまで も 届いた。 

第 四十 五 回 拳骨と 気 転 

安 煙草の 臭気と 共に 星の 様な 光 は 段々 と 寄って 来る、 

ハテな 何の様な 男だろう、 秀 子との 間に 何の様な 応対 

が あるだろう、 全体 此の 場の 一 博 は 何の様に 終わる だ 

ろう、 余 は 息を殺して 居ながら も 全身の 筋肉が 躍る 様 

な 想いで ある。 秀子は 再び 虎 井 夫人に 向い 「厭です よ。 


ァノ 様な 人に 逢う の は、 ナニ 初めから 来て 居る と 知れ 

ば兹へ 出て 来る 所ではなかった のです、 私 を 欺して 連 

れ出 すと は 余リ甚 いではありません か」 と 叱る 様に 云 

うた、 夫人 「でも 逢わせる のが 貴女の 為 だと 思い まし 

た、 悪気で お連れ出し 申した ではなく」 秀子 「何う か 

貴女から 彼に そう 云って 下さい、 金子の 外の ュスリ に 

は 決して 応ずる 事 は 出来ぬ と」 夫人 「そう 云えば 決闘 

状 を 送る の も 同じです、 彼 は 決して 容赦せ ぬ 気になり 

ますよ」 秀子 「構いません、 今 云う 通り、 最早 密 旨の 

成就す る 見込み は 絶えました から、 愈々 の 果て は 斯う 

と 充分 覚悟 を 極めて 居ます、 何う か 彼に 窘めて 呉れと 


私から 言伝て だと 云って 下さい」 言い捨てて 秀子は 虎 

井 夫人 を 振り放し、 家の 方へ 去って 了った、 何と 見 上 

げた 勇気で はない か、 成る ほど 是 だけの 勇気が なけれ 

ば、 女の 身と して 唯一 人で、 何の様な 密旨か 知らぬ け 

れど密 旨に 身 を 委ねるな どと 云う 堅い 決心 は 起し 得ぬ 

害 だよ。 

虎 井 夫人 は 「仕よう がない 事 ネェ」 と 眩いた が、 病 

後の 身で 秀子を 追い掛けたり 引き留めた りする 事 は 出 

来ぬ と 見え、 其の まま 眩き 眩き 星の 光の 方へ 行って 

了った、 サァ余 は 何う したら 好かろう、 夫人と 同じく 

星の 光の 方へ 行き、 彼の 男 を 捕えて 呉れ 様 か、 ィャ捕 


えたと て 仕方がない、 夫より 彼奴の 立ち去る を 待ち そ 

の 後を附 けて 彼奴の 何者かと 云う 事 を 見届けて 呉れよ 

う、 何でも 此の様な 悪人 だから 身に 様々 の 旧悪が 在る 

に違いない、 何う かして 其の 旧悪の 一 を 捕えて 置けば 

幾等秀 子に 仇しょう とても 爾 はさせ ぬ、 アベ コ べに 彼 

奴 を 取り 挫ぐ 事 も 出来る と 斯う 思案 を 極めて 了った、 

其のう ちに 彼と 虎 井 夫人 は、 余の 居る 所から 十 間 ほど 

離れた 所で 逢った 様子 だ、 姿 は 見えぬ が 何 か 言葉 急 し 

く 細 語き 合う 声が 聞 こ え、 爾 して 巻 煙草 は 口から 手へ 

持ち 替られ たと 見え、 星の 光が 低くな り 胸の 辺 かと も 

思われる 見当で 輝いて 居る、 暫くす ると 話 は 終り、 二 


人 は 分れて、 夫人 は 内へ、 男 は 外の 方へ と 立ち去った、 

余 は 直ぐに 彼の 後 を 尾け て 行こうかと 思った が、 秀子 

の 有様 も 気に 掛る、 家に 這 入って 何の様な 事 をして 居 

るか 一 応は 見届けて 置き 度い。 

一先ず 家へ 帰って 客間 を 窺いて 見る と、 秀子は 何 気 

もない 体で、 猶 起き 残る 宵 ッぱリ の 紳士 三 四 人の 相手 

になり 笑い 興じて 居る、 実に 胸中に 何れ 程 余裕の ある 

女 か 分らぬ、 是 ならば 秀 子の 事 は 差し 当って 心配す る 

にも 及ばぬ と 思い、 其の まま 戸 表へ 駆 出した、 勿論 彼 

の 男が 庭から 裏の 方へ 立ち去った 事 は 知って 居る が、 

裏から は 何 所へ も 行く 事が 出来ぬ から、 必ず 表の 道へ 


出て、 停車場の 方へ 行く に違いない、 縦し や 姿 は 見え 

ずと も 人通りの ない 夜の 最ぅ 一 時 過ぎ だから 人違いな 

どす る 気遣い はない 心の底で 多寡 を 括って 居る と、 例 

の 安 煙草が 何処から か 臭って 来る、 ァ、 是だ、 獵 犬が 

臭い を 嗅いで 獲物の 通った 道 を 尾け る は 全く 此の 工合 

だと、 余 は 臭い を 便りに 徐々 と 終に 停車場まで 行った。 

見る と 安 煙草 は 早 や 切符 を 買い、 橋 を 渡って 線路の 

向う側へ 行き、 上リ 汽車 を 待って 居る、 時間表に 依る 

と 上り 汽車 は 夜の 十一 一時から 先 は 唯一 一時 五分に 兹に通 

過す るの が 有る 許り だ、 未だ 半時 間 ほどの 猶予が ある、 

何でも 彼が 如き シレ 者を附 ける に は 余 ほど 用心して 掛 


ら ねば 可け ぬと 思 い、 ズッと 心 を 落ち着け て 先ず 前後 

を 見廻す と、 第一 に 不都合な は 余の 衣服 だ。 余 は 客間 

に 居た 儘で 来たので 小 礼服 を 着けて 居る、 是 では 疑わ 

れ るに 極って 居る が、 家へ 引つ 返す 事 は 出来ず 止む を 

得ず 駅夫に 向い、 五 ポンドの 貨幣 をニ片 見せ、 夜寒の 

用意に お前の 着替え を 売って M れ ぬかと 云う と 存外 早 

く 承知して、 何 所へ か 走って 行き、 間もなく 風呂敷 包 

み を 持って来て、 是 ではと 差し出す の を 開けて 見る と 

少し 着古した けれど 着る に 着られぬ 事 はない、 紺色の 

外被と 筒 袴が 入って 居る、 筒 袴 は 要らぬと 外被 だけ を 

取って、 上へ 着た が 寸法 も 可な り 合って 居る。 


それから 切符 を、 先ず 倫敦 まで 買った が、 先の 人が 

何 所まで 買った かと 思い、 夫と なく 今の 駅夫に 聞いて 

見る と 口 ー ス トン 駅まで 買った と 云う 事 だ、 扨 は倫敦 

迄 行く ので はない と 見える が、 何でも 口 ー スト ン駅は 

何処かへ 分れる 乗り替える 場所 だ、 是も 駅夫に 聞いて 

見る と、 駅夫 は 今の 売 物で 非常に 機嫌が 好く 為って 居 

るので、 其の 乗 替えの 汽車が 通過す る 駅々 を、 指 を 折 

りつつ 読み 上る 様に 話して 呉れた。 外の 名前 は 耳に 留 

まらぬ けれど 其の 五番 目に 数えた ぺ イト ン巿と 云う の 

が 何だか 余の 耳に 此の頃 聞いた 所の 様に 感じた、 爾だ、 

爾だ ペイトン 巿 在の 養 蟲 園と 虎 井 夫人の 手紙の 上 封へ 


書いて 遣った の だ、 扨 は 彼の 男、 其の 蜘蛛 屋 とか 云う 

処 から 来たので あろう か、 人 を 食い殺す 毒蜘蛛が 網 を 

張って 居る とて 秀 子の 身震い をした 其の 養蟲 園へ、 余 

は 彼の 悪人の 後に 就いて 歩み 入る 事になる か 知らん、 

斯う 思う とわれ 知らず 右の 手が 腰の 短銃、 衣 囊の処 へ 

廻った、 撫でて 見る と 残念な 事に は 短銃 を 持って 居ぬ、 

ェェ 何うな る 者 か、 真逆の 時には 此の 拳骨と 気 転と に 

頼る まで さ。 

第 四十 六 回 奇と 云えば 


其のう ちに 二 時 五分の 上り 汽車が 来る 刻限と 為った 

から、 余 も 橋 を 渡り、 線路の 向う側へ 行き、 頓て 彼と 

同じ 汽車へ 乗り込ん だが、 幸か不幸か 外に 相乗り はな 

い、 車 室の 内に 余と 彼の 只 二人で ある。 

車 室 を 照らす 電燈の 光に 余 は 初めて 能く 彼の 姿 を 見 

たが、 年 は 五十 位で もあろう か、 背が 低くて 丸々 と 肥 

え 太って 居る。 顔の 色 は 紅 を 差した 様に 真 赤 だ、 蓋し 

酒に 焼けた のであろう、 酒好きの 人に は 得て ある 色 だ、 

爾 して 顔の 趣き は、 恐ろしげ と 云い 度い が 実に 恐ろし 

げで なく 存外 柔和 だ、 ニコニコ として 子供で も 懐き 相 

な 所が ある、 誰 やらの 著書に、 悪相 を 備えた る 人 は 一 


見して 人に 疑わる、 故に 真の 悪人た る 能わず、 真の 悪 

人に は 人 を 油断せ しむる 如き 愛らしき 所の ある 者な り 

との、 意味 を 記して あるの を 見た が、 此の 男な どが 或 

いは 其の 一例で は 有るまい か、 併し 能く 見る と 眼の 底 

に 一 種の 凄い 光 を 隠して は 居る、 是 は博卖 などに 耽る 

人に 能く ある 目附き だよ、 何う しても 尋常の 人間で は 

ない。 

余 は 余り 彼の 様子 を 見る も宜 くないから、 唯 夫と な 

く 一  通り 見た 儘で、 彼の 反対の 側に 身 を 安置し、 背後 

へ 寄り 掛 つて 眠そう な 風 を 示して 居た、 获で 読者に 

断って 置く が、 昨年の 秋口 ー ス トンの 附近で、 線路の 


故障の 為に 汽車が 転覆した 事 は、 読者が 新聞紙で 読 ん 

だ 所であろう、 此の 汽車が 即ち 其の 汽車で、 余 も 乗り 

合わして 居る 一 人で あつたが、 勿論 其の 場に 着き 其の 

事変に 逢う まで は 神なら ぬ 身の 露知らずであった、 夫 

は 扨 置いて 余が 眠そう に 背後へ 寄り 掛っ て 居る 間に、 

彼、 安 煙草 は 安 煙草 を 咬え た 儘で、 腰掛けの 上へ ゴロ 

リと 横に 為 つ たが、 悪人ながら も 仲々 気楽な 質と 見え 

直ちに 雷の 如き 鼾 を 発して 本統に 眠って 了った、 尤も 

夜の 二 時より 三時の 間 だから、 誰し も 眠くなる 時で は 

あるの だ。 

彼の 鼾と 汽車の 音と 轟々 相い 競うて、 物 思う 余の 耳 


に は 誠に 蒼蝇く 感じた が、 余 も 何時の間にやら 眠って 

了った、 何時間 経った か 此の 時 は 知らなん だが 後で 思 

うと 二 時間 余 も 寝た と 見え、 フト 目の 覚めた は 夜の 引 

き 明ける 五 時 頃であった、 見る と 彼、 安 煙草が 早 や 余 

よりも 先に 起き直って 余の 寝顔 を ジッと 見詰めて 居る、 

勿論 別に 悪気が 有っての 為で はなかろう、 余り 所在の 

ない 時に、 同乗の 客の 顔 を 見て 居るな ど は、 誰もす る 

事で ある、 余 は茲ぞ 彼と 話 を 始める 機会と 思い、 ナニ 

彼が 何も 言わなん だの は 知って 居る けれど、 故と 「ォ 

ャ 貴方 は 今、 何 か 私に 仰 有い ました か」 と 寝ぼけた 様 

に 問うた、 彼 は 平気で 「ィ イエ 何も 言い は 致しません 


よ」 と、 返事す る 言葉 は 此の 国 此の 近辺の 声で はなく、 

確かに 仏国の 訛 を 帯びて 居る、 多分 本国 を 喰い 詰めて、 

此の 国に 渡って 来た 人であろう、 余 「併し 最ぅ 何時で 

しょう。 夜汽車 は 随分 淋しい 者です ネェ」 と言う を 手 

初めに 話の 口 を 開いた が、 彼 は 宵の ュスリ の 旨く行か 

なんだ を猶だ 気に障え て 居る のか、 顔の 柔和 さに 比べ 

て は 何となく 不機嫌で ある、 話に 釣り込れ ようと はせ 

ぬ。 

けれど 其のう ちに 彼 は 新しい 安 煙草に 火 を附け 直し、 

一 寸近 くも 吸うた 上で 漸くに 「貴方 は 塔の 村の 停車場 

から 乗りました ネ」 と 余に 問い掛けた、 占めた ぞ 此奴 


幽霊 塔 を 自分の 出稼ぎ 場 か 戦場の 様に 思 つ て 居る ので 

其の 近辺の 事柄 を 問う 積り と 見える、 斯 なれば 余り 口 

数 を 利かぬ 方が 却って 安心させる 元だろう と 思い、 唯 

「ハイ」 とのみ 答えた、 果して 彼 は 進み出て 「ァノ 土地 

はずれ 

に 住んで 居ます か」 余 「ハイ 彼の 村の 盡処に 昨年から 

住んで 居ます」 彼 「名高い 幽霊 塔の 中 は 御覧な さった 

でしよう ね」 余 「彼の 様な 恐ろしい 噂ば かり 有ります 

所 を 誰が 見ます もの か」 彼 「では 少しも 塔の 事 を 知り 

ません か」 余 「先頃から 都の 金 持が 引き 移って 大層 立 

派に 普請した 様子です が 未だ 招かれた 事 は 有りません 

から」 彼 「ァレ は 丸 部 朝 夫と 言う 官吏 揚リ です、 彼処 


に 此の頃 養女に 貰われた 女が あります が —— 」 余 「爾々 

大層な 美人 だとて 村の 者 は 評判し ます」 彼 は 嘲笑って 

「ヘン、 美しくて 評判、 ナニ 美しい よりも 最と 評判され 

る 事が 有る のです ヮ」 余 「へェ 貴方 は 能く 御存じです 

ねェ」 感心した 様に 目 を 見張 リ、 馬鹿にな つて 彼の 顔 

を 見 揚げる に、 彼 は 悪人に は 似合わし からぬ ほど 得意 

げに 「世間に 私 ほど、 能く 彼の 女の 事 を 知った 者 は 有 

りません、 実は 彼の 女に 古い 貸し金が 有って 前夜 も 催 

促に 行き ましたが、 最ぅ 立派な 身分に 成 つたと 思い、 

高ぶ つ て 居て 私 を 相手に 仕ません ヮ」 

全く 悪人に して は 少し 喋り 過ぎる 様 だけれ ど、 余 は 


夫よりも 異様に 感じた は秀 子の 素性 だ、 此奴に 何か秘 

密を 知られて 居る の は 無論で あろうが、 夫に しても 決 

して 賤 しい 身分で はなく、 生れ 附き 立派な 令嬢で あろ 

うと 余 は 確かに 思い詰めて 居る のに、 此奴の 言葉で は 

何だか 賤 しい 素性の 様に も 聞こえる。 「立派な 身分に 

なった と 思い」 などの 言葉 はそうと しか 思われぬ、 彼 

は猶 言葉 を 継いで 「旨く 仮面な ど を 被って 居 やが つ て、 

ヘン 仮面 を剝 つて 見る が 好い ヮ、 ィャ 仮面 は剝ら ずと 

も、 左の 手の 手袋 を 脱いで 見る が 好い、 中から 何の様 

な 秘密が 出て 来る か、 夫 こそ 丸 部の 養女で は 居られ ま 

い。 如何な 養父 も 驚いて 目 を 廻す わい」 と 今 は 全くの 


独語と なり、 いと 腹 立 しげに 眩いて 居る。 

仮面 を 被る と は 勿論 譬えの 言葉で、 地金 を 隠して 居 

る と 言う 意味に 違いない、 秀 子が 本統に 仮面な ど 被つ 

て 居る 害 はない、 併し 余 は 此の 言葉 を 聞き、 余 は 初め 

て秀 子に 薄暗い 所で 逢って、 余り 其の 顔が 異様に 美し 

い か ら若 しゃ 仮面で は 有るまい かと 思った 時の 事 を 思 

い 出す、 勿論 其の後 は 見慣れた から、 何とも 思わず、 

唯 絶世の 美人と 尊敬す る 許りで は あるが、 夫に しても 

偶然に 此の 男が 仮面と いう 言葉 を 用うる も、 奇と 言え 

ば奇 だ。 

併し 彼 様な 偶 中 は 有り 中の 事で 畢竟 気に掛ける 余 


が 神経の 落ち着いて 居ぬ 為で ある、 夫 は 兎も角も 此の 

男が 斯う も秀 子の 事 を 悪く言う は 許婚 も 同様な 余の 身 

として 甚だ 聞き捨て 難い 所が ある、 此奴め、 最 つと 深 

い 巧みの ある 悪人 かと 思ったら、 腹立ち紛れに 何も 彼 

も 口外す る、 存外 浅薄な、 存外 与し 易い 奴で ある、 茲 

で 一 言に 叱り 附 けて 臭れ ようかと も 思った が、 此の 時 

忽ち 思 ぃ附 いた、 ィ ャィャ 仲々 浅薄 ど ころで はない 深 

い 深い、 底の 知れぬ ほど 横着な 奴 だ、 浅薄と 思った の 

が、 余の 浅薄 だ。 

此奴め、 昨夜 旨く 秀子を 劫え させる 事が 出来なん だ 

ので、 先ず 近辺へ 秀 子の 身に 秘密が あると 言 う 噂 を 立 


たせ 爾 して 秀 子に 驚かせて 置いて 再び 行く 積り である、 

余 を 近所の 者と 思う 為、 是 くらい 聞かせて 置けば、 余 

の 口から 村 中へ 好い加減に 広まって 爾 して 秀 子が 不安 

の 想い をす る 時が 来る と 此の様に 思って 居る の だ、 手 

もな く 余 を 道具に 使う 積り だ、 人つ け、 汝 等の 道具に 

使われて 耐る者 かと 腹の 底で 嘲り、 更に 彼に 向い、 然 

る 可く 返辞 せんと 思う 折し も、 汽車 は 何物に か 衝突し 

て、 真に 百雷の 一 時に 落ちる かと 思われる 程の 響き を 

発し、 オヤと 叫ぶ 間 もない 中に 早ゃ顚 覆し 破砕した。 

乗客 一 同 粉々 に 為った かと 余 は 疑うた。 


第 四十 七 回 穴 川甚蔵 

汽車の 転覆 は、 遺憾ながら 随分 例の 有る 事 ゆえ、 管々 

しく 書き立てず とも、 何の様な 者 か 能く 読者が 知って 

居られる 害 だ、 此の度の 転覆 は 僅かに 一 間ば かり ある 

小 河の 橋が 落ちて 居る の を気附 かずに 進んだ 為に 起つ 

たと 言う こと だ、 怪我人 は 十四 五 人あった が 幸いに 死 

人 は 無かった、 怪我人の 中の 最も 重い 一 人 は 余と 同車 

して 居る 例の 安 煙草で、 無難の 中の 最も 無難な 一 人 は 

余であった。 

さか もん どり 

勿論 余 も 汽車の 衝動と 共に 逆 筋 斗 を 打って、 何 所へ 


か 身体 を 打ち 附 けて 暫 しが 程 は 何事 だか 殆ど 合点の 行 

かぬ 程で はあった けれど、 汽車の 転覆と 気の 附 いた 時 

は 早 や 毀れ 毀れ の 材木の 間に 立ち上って 居た、 唯 気の 

毒な は 安 煙草で ある、 悪人 は斯る 場合に も 自然の 憎し 

み を 受けて、 人より 余計に 甚ぃ 目に 遭う と言う 訳で は 

あるまい が、 覆 つた 車 室の 台 板に 圧し 附 けられ、 i 取 

ど 赤い 顔の 猶ー 層 赤くな つたの を 板の 下から 出して、 

額の 筋 を も 痛みに 膨らませて、 爾 して 気絶して 居る と 

言う 仲 々 御念 の 入った 有様 だ。 

此奴 死んで 了った のか 知らん、 兎も角 斯の 様な 目に 

遭えば 当分 秀子を 虐めに 来る 事 は 出来ぬ と 有体に 云え 


ば 余 は 聊か 嬉しかった、 けれど 助けぬ 訳に は 行かぬ、 

^で 恩 を 着せて 置けば 後々 此奴 を 取り 挫ぐ に 何の様な 

便宜 を 得る かも 知れぬ と 得手勝手な 慈悲心 を 起して 台 

板 を 持ち 挙げて 遣った、 軽い 物 かと 思ったら 仲々 重い、 

力自慢の 余の 腕に さえ ャット である、 此の 重みに 圧れ 

て は 身体 は 寸断 寸断で あろうと 思った が、 爾 ほどで も 

なく、 拾い集めず とも 身体 だけ 纏って 居る、 扶 けつつ 

起して 見る と 肩 も 腰 も 骨が 挫けて 居る 様子で 少しの 感 

覚 もない。 水で も 呑ませば 生き返る かと、 四辺 を 見る 

と 誰の か 知らん が、 酒 を 入れる 旅行 持の 革袋が 飛び 

散って 居る、 是 屈強と 取り上げて 口 を 開ける と ブラン 


デ ー 酒の 句い が あるから、 之 を 彼の 口に 注ぎ込ん だが、 

死んだ 蛙の 生き返る 様に 生き返 つ た。 

何しろ 混雑の 中で、 余 一人の 力で は 此のう え 何う す 

る 事 は 出来ぬ が、 幸い 近 村の 人 も 馳け附 けて 来たから、 

其の 一 人に 番を 頼んで 置いて、 余 は 遠く も あらぬ 口 ー 

ス トンの 町へ 馳け附 け 自分の 馬車と 医者と を 呼んで 来 

た。 兎も角も 停車場の ある 所まで 馬車で 此の 者 を 運ん 

で 行く 外 はない、 医者の 見立てで は 此の 者 は 余 ほど 大 

怪我 だから 早速 家へ 送り届け、 厚く 手当 をせ ねば 可け 

ぬとの 事 だ、 家と て 何 所が 此の 者の 家だろう、 多分 ぺ 

ィ トン 在の 蜘蛛 屋 であろうと は 既に 察して は 居る けれ 


ど、 若し 衣囊の 中には 姓名 を 書いた 手帳で もあろう か 

と 探って 見る と 手帳 も ある 名剌も ある、 名刺の 表面 を 

見る と 覚悟した。 余 も 流石に 胸 を 騒がせた、 真中に 「博 

士 穴川甚 蔵」 とあって 端の 方に ペイトン 在養蟲 園と あ 

る、 是 が養蟲 園の 主人で、 曾て 余が 虎 井 夫人の 為に 手 

紙の 宛名と して 認めて 遣った 其の 穴川甚 蔵で あるの だ。 

鱸て 余 は 彼 を 馬車に 乗せ、 停車場まで 連れて行った。 

勿論 差し支え はない と 云う 医者の 言葉 を 聞いた 上 だ、 

何 をす るに も 費用の 掛かる 事 だから 若し 電信為替で 金 

子 を 取り寄せねば 可け まい かと 自分の 紙入れ を検 めて 

見る と 嬉しい 事に は 五 円の 札が 厚ぼったい ほど 這 入 つ 


て 居る、 是 ならば 好し、 此の 穴 川 を養蟲 園まで 送り 届 

け、 人 を 食い殺す 様な 毒蜘蛛の 巣 を も 見よう、 爾 する 

に は 一 日 や 二日 掛かる かも 知れぬ。 家で は 定めし 叔父 

も 秀子も 気遣って、 余の 紛失 を 前のお 浦の 紛失と 同様 

に 思い 做して 居よう も 知れぬ と、 先ず 電信 を 認めて 叔 

父に 宛て、 急用の 為 倫敦へ 行く が 用の 済み 次第に 帰る 

から 心配す るな と 書いて 発し、 爾 して 穴 川 を 連れて 

口 ー ス トン 駅まで 上等の 汽車に 乗った。 

穴 川 は 辛と 言葉 を 発する 有様で、 苦痛の 中から 余に 

向い 時々 「有難い」 と 云う 言葉 を洩 した。 余 は 「艱難 

に は 相 見 互いだ」 と 答え、 口 を 利く と宜 くないから 成 


る 可く 無言で 居ろ と 親切げ に 制止した。 彼 も 口 を 利か 

ぬ 方が 自分の 勝手 だと 見え、 其のう ちに 全くの 無言と 

なり、 目 を も 閉じて 了った。 余 は 看護人の 如く 其の 頭 

の 辺に 控え、 彼の 様子 を 見て、 猶様々 に 思い 廻す に、 

彼此の 頃 は 好い 悪事の ない のに 窮 して 居る かと、 衣服 

其の 他の 上に 何となく 「財政 困難」 と言う 意味が 浮ん 

で 居る。 余の 察する 通り 仏蘭西の 人と すれば 煙草な ど 

も 上等 を 呑む 可き に、 甚ぃ安 煙草で 間に合わせて 居る 

などが 何よりの 証拠 だ、 爾 して 姓名の 上に 博士と ある 

の は 何故だろう。 是も 怪しむ に は 足らぬ、 誰に も 素性 

を 知られて 居ぬ を 幸いに、 博士な どと 冒 称して 居る の 


だ。 悪人の 中で 少し 智 恵の 捷ぃ奴 は、 能く 此の様な 

こけおどし 

白痴 威の 称号 を 用うる よ。 汽車が ペイトンの 停車場へ 

着いた の は 早 や 昼過ぎで ある。 是 から 穴 川の 家まで 再 

び 馬車 を 雇う 外 はない から、 穴 川 を 待合室へ 抱き 入れ 

て 置いて、 余 は 外へ 出て 馬車 を 呼び、 此の 在の 養蟲園 

まで 行く の だ と言うと、 馬丁 は 妙な 顔して 「ェ、 養蟲 

園です か」 と 推して 問うた。 其の 様 は 「ァノ 様な 恐ろ 

しい 所へ」 と 訝り 問うよう に 見えた。 

第 四十 八 回 婆の 顔 


養蟲 園と 聞いて 馬丁まで 好い顔 をせ ぬ 所 を 見る と 余 

リ 評判の 宜 くない 家と 言う 事が 分る、 余 は 様々 に 聞き 

礼した が 今の 主人 「穴 川甚 蔵」 は 六 七 年 前に 此の 土地 

へ 来た 者で、 何 所から 移住して 来 たかは 誰も 知る 者が 

なく、 殊に 町から 離れた 淋しい 土地 だから 誰も 度 外に 

置いて あるとの 事 だ。 

併し 馬車 は 余が 充分の 賃銭 を 約束した から 行く 事に 

なった。 馬丁 は 「ァノ 様な 淋しい 所で 帰りに 乗せる 客 

が あるで はなし、 余計に 貰わねば 引き合わぬ」 と 眩い 

た。 余 は 馬車の 中で 喫る 為に、 幾 種の 食品 を 買い 調え、 

馬丁に 手伝わせて 大事に 甚蔵を 馬車に 乗せ、 車体の 動 


そろそろ 

揺せ ぬ 様に 徐々 と 養 蟲園を 指して 進んだ。 

成る ほど 淋しい 所で ある、 町 を 離れて 野原 を 過ぎ、 

陰気な 林の 中に 分け入って、 凡そ 五哩も 行った かと 思 

う 頃、 養蟲 園へ 達した。 見れば 草の 茫々 と 茂った 中に、 

昔の 大きな 石 礎な どが 残って 居る、 問う まで もな く 零 

落した 古跡の 一 つで、 元は 必ず 大きな 屋敷であった だ 

ろう、 それが 火事に 逢って 家の 一部分 だけ 焼け残った 

の を、 其の まま 修繕して 住居に 直したら しく、 家の 横 

手に 高大な 煉瓦の 壁 だけが 所々 に 立って、 低く 崩れた 

も あり 高く 聳えた も ある、 但し 焼けた の は 今より 五 七 

十 年 も 前だろう と 余の 目で は 鑑定す る。 


今 住居と 為って 居る 家 だけで も 可な り 広い、 家の 背 

後 は 山、 左 は 林、 右 は 焼 跡から 矢張り 林へ 連なって 居 

るが、 何しろ 人里から 離れた 土地で 山賊で も 住んで 居 

そうだ、 爾 して 焼けた 古 煉瓦 を 無造作に 積み上げ たの 

が 門の 様に 成って 居て 戸が 締 つて 居る、 誰も 此の様な 

家 へ 侵入す る 者 は ある ま いに 戸に は 錠まで も 卸して あ 

る、 後で 分った が 外から 入る 人 を 防ぐ よりも、 寧ろ 内 

から 出る 者 を 妨げる 為であった、 不束ながら 門に 続い 

て 疎な 丸木の 垣が ある、 犬 猫なら 潜って 出る 事 は 出来 

ようが 人間に は 六 かしい。 

余 は 門 を 推しても あかぬ から 軽く 叩いて 見る と 馬車 


の 中から、 今まで 無言で 居た 甚 蔵が 声 を 出した から 「何 

事ぞ」 と 返って 問う と 「此の 鍵がなければ 開きません」 

とて 鉄の 大きな 鍵 を 差し出した、 彼 は 肩 も 腰 も 骨 を 挫 

かれて 居る けれど 右の 手 だけ は 達者で、 自分で 衣囊を 

探り 鍵な ど を 取り出す 事が 出来る の だ、 何しろ 主人が 

外へ 出る と、 門に 錠 を 卸して その 鍵 を 持って 去る と は 

全で 番人の ない 家の 様 だが、 内はガ ラ 空か 知ら んと、 

此の様に 思いつつ 進み 入ろうと すると、 甚蔵は 馬車の 

中から 又 呻いて 余 を 呼び 「門が 開いたら その 鍵 を 返し 

て 下さい」 と 請求した、 半死半生の 癖に 仲々 厳重な 男 

である、 是も何 か 家の 中に 秘密が ある 為に、 斯う 用心 


の 深い 癖と 成った のに 違いない、 余 は その 秘密 を 看て 

取る 迄 は 此の 家 を 去らぬ 事に 仕よう。 

鍵 を 返して 門 を 入れば 玄関に 案内の 鐘 を 吊り、 小さ 

ぃ槌を 添えて ある、 槌を 取って 鐘 を 叩いた が 中から は 

返事が なく、 唯 何 所から か 犬の 吠える 声が 聞こえる、 

幾度 叩いても 同じ 事 だ、 再び 馬車に 返って 甚 蔵に 問う 

と、 彼 は 鍵 を 取り返して 安心した のか、 痛く 力が 脱け 

た 様子で、 唯 「裏へ、 裏へ」 と 云う 声 を 微かに 洩し、 

差し 図す る 様に 顋を 動かす 許りで ある、 今度 は 其の 意 

に 従って 家の 裏口へ 廻って 見る と茲も 戸が 閉 つて 居る 

が、 窓の 硝子 越しに 窺く と 薄暗い 中に、 何とも 評し 様 


のない ほど 醜い 老人の 顔が 見えて 居る。 人間より は 寧 

ろ 獣に 近い 様 だと、 怪しんで 見直した が 獣に 近い 害よ 

犬 だもの、 此の 国に て は 余り 見ぬ が 仏蘭西に は 偶に 居 

る、 昔から 伝わる ボル ドウ 種と 云う 犬の 一 類で、 身体 

も 珍しい ほど 大きい が 顔が 取り分けて 大きい ので ある、 

爾 して 大 犬の 中で は 此の 種類が 一 番賢 いと 云う 事 だ、 

併し 幾 等 賢い にせよ 犬 一 匹に 留守 をさせる は 余り 不思 

議 だと、 更に 台所の 方の 窓 を 窺く と、 居る わ、 居る わ、 

是は 犬で ない 全くの 人間 だ、 年頃 は 七十 以上であろう、 

白髪頭の 老婆で ある、 其の 顔と 来たら 実に 恐ら しく、 

今 見た 犬の 方が 猶だ 余つ ぼ ど 慈悲 深く 見 ゆる 程 だけれ 


ど、 その 顔に 何処と なく 余の 目に 慣れた 処が ある、 余 

の 知って 居る 人に 似て 居る の だ、 それ は 誰に、 虎 井 夫 

人に サ、 若し や 此の 婆が 虎 井 夫人の 母で は 有るまい か、 

猶 能く 考える と 穴 川 甚蔵も 此の 婆の 子で 夫人と 同胞で 

は あるまい か、 甚 蔵の 顔に は 愛嬌 は 有る が 彼の 創 所の 

痛みの 為に その 顔を蹙 めた 時 は 此の 婆に 幾 等 か 似て 居 

る、 甚蔵は 父の 容貌 を 受け 夫人 は 母の 容貌 を 受けた と 

すれば 別に 怪しむ に 足らぬ、 夫人の 顔 を 二分、 甚 蔵の 

苦痛の 顔 を 二分、 今の 犬の 顔 を 二分 爾 して 残る 三分 は 

邪慳な 心 を 以て 加えたなら 十分に 此の 婆の 顔が 出来よ 

、つ。 


第 四十 九 回 壁 も 柱 も 天井 も 

余 は 窓の 硝子 を 叩きつつ、 婆に 向いて 「穴 川甚 蔵が 

怪我した から、 茲を 開けて 入れて 下さい」 と 大声に 叫 

ん だが、 婆 は 一 寸顔を 上げた 許りで 返事 をせ ず、 其の 

まま 立って 犬の 居る 方 を 振り向いた、 爾 して 馳 せて 来 

る 犬を随 がえ、 次の 室の 入口と も 思われる 一 方の 戸 を 

開いて、 素知らぬ顔で 引 込んで 了い、 待っても 待って 

も 出て は 来ぬ。 

余り 腹の 立つ 仕打ち だから、 余 は 憤々 と 怒って 門へ 


引返し、 甚 蔵の 寝て 居る 馬車 を 連れて 再び 此の 台所 口 

まで 帰って来た、 馬丁の 力 を 借リ、 共々 に 戸 を 叩き 破 

る 積り で 馬丁に その 旨 を 告げる と 穴 川が 目 を 開いて 

「硝子 窓の 戸 を 持ち上げて 家の 中に 入れば 次の間の 卓 

子の 上に 鍵が あります」 と 云うた、 然 らばと その 言葉 

に 従い、 窓の 戸 を 持ち上げた 所、 中から 待ち兼ねて 居 

た 様に 彼の 犬が 飛び出した、 初めは 余に 飛び 掛る 積り 

かと 思い、 余 は 叩き 倒さん と 見 構えした が、 犬 は 余に 

は 振り も 向かず 一直線に 主人の 馬車の 許へ 行った、 余 

は その後で 窓 を 乗り越え 台所から 次の 室の 中へ 這 入つ 

たが 薄暗くて 宜くは 見えぬ けれど、 第一 に 余の 目に 映 


じた は、 壁 も 柱 も、 異様に 動いて 居る 一条 だ。 

余 は 此の様な 有様 を 見た 事がない、 壁の 表面、 柱の 

表面、 総て 右往左往と 動き、 静かな 様で 少しも 静かで 

ない、 殊に 天井の 下に 横たわって 居る 梁な ど は 恰で大 

きな 巨 蛇が 背の 鱗 を 動かして 居る かと 疑われる 許り だ、 

余 は 自分が 眩暈で もす る 為に 此の様に 見える のかと 思 

い、 暫し 卓子へ 手を附 いて 居る と、 何やら ソロ ソロと 

手へ 這 上った 者が ある、 払い 落して 宜く 見る と 二 銭 銅 

貨 ほどの 大きさの ある 一 匹の 蜘蛛で ある。 ハテ なと 更 

に 壁に 寄って 見た が、 何う だろう 壁 一 面に 細い 銅 網が 

張って あって その 中に 幾 百 幾千 万と も 数の 知れぬ 蜘蛛 


が隊を 成して 動いて 居る、 壁 その物 は 少しも 見えず 唯 

蜘蛛に 包まれて 居る と 云う 有様 だ、 壁の 所々 に 棚 も あ 

り 穴 も ある 様 だけれ ど その 棚 その 穴 悉く 蜘蛛に 埋めら 

れて 居る の だ、 養蟲 園と 云い 蜘蛛 屋と 云う 名前で 凡そ 

分って 居る 害で は 有る が、 実際 是 ほど 蜘蛛 を 養って 居 

ようと は 思わなん だ、 又 蜘蛛が 斯うまで 厭ら しく 恐ろ 

しく 見える 者と は 思わなん だ、 勿論 蜘蛛 は 見て 余り 気 

持の 好い 者で はない が 併し その 一 匹 や 二 匹 を 見た 丈で 

は 実際に 壁 一面、 天井 一 面 家の 中 一 面に 広が つ て 居る 

蜘蛛の 隊が 何れ ほど 厭ら しいと 云う 事 は 想像が 届かぬ、 

余 は 頭から 足の 先まで もゾッ とした、 若し 女 だったら、 


絶叫して 目 を 廻す 所だろう、 男 だけに 目 は 廻さぬ が、 

而し 立って 居る 力 もな く 再び 卓子の 上へ 手 を 突いた が、 

見れば 此の 卓子 も 蜘蛛の 台 だ、 上へ 硝子の 蓋 をした 木 

の 箱が 幾 個と なく 並んで 居て 中には 大小 幾 十 百 種類の 

蜘蛛が 仕切に 隔てられて 蠢 いて 居る、 是は 見本の 箱 

でもあろう。 

余 は 兎に角 も 能く 心 を 鎮めた 上で なければ、 此の 室 

に 永く は 得 留まらぬ、 真逆に 蜘蛛が 銅 網 を 破って 追い 

掛けて 来る 訳で はな けれど、 逃る 様に 室 を 出て その 戸 

を 閉め切り、 爾 して 先刻 婆の 居た 台所の 一方に 立った、 

此の 時 は 最ぅ眼 も 暗い に 慣れて、 暗い と 感ぜぬ 様に 


なった から、 兹にもかと四辺を見廻すに^;gには蜘蛛ら 

しい 物 は 見えず、 却って 余の 求める 鍵が、 戸の 錠前の 

穴へ 差し込んだ 儘で あるの が 目に 入った、 多分 は 婆が 

次の間に 在った の を 持って来て 是へ塡 て 置いた ので あ 

ろう、 婆の 姿 は 何 所へ 行った か 更に 見えぬ。 

若し 余に 深い 目的が ない のなら 此の 家へ は 再び 這 入 

らぬ、 秀 子と 同様に、 此の 家の 事 を 思い出して さえ 身 

震い をす るであろう、 けれど 余 は 再び も 三た び も、 此 

の 家の 秘密 を 腹へ 入れる 迄 は 這 入らねば 成らぬ、 此の 

家の 秘密 を 知れば 秀 子の 身の 秘密 も 自然 に 分る に 違い 

ない、 斯う 思って、 腹の 中で 「ナニ 蜘蛛な どが 恐ろし 


い 者 か」 と 繰り返し てお 題目の 様に 唱え、 馬車の 所へ 

復 つて 来て、 穴川甚 蔵に、 寝間 は 何 所に 在る かと 聞い 

た、 早く 彼 を 家の 中へ 寝かして 遣らねば 成らぬ から。 

「寝間 は 二階の 二 室 目です」 と 彼 は 答えた が、 此の 怪 

我人 を 二階まで 運び上げる 訳に は 行かぬ。 下の 何 所 か 

よし 

へ 寝台 だけ 降して 来て 寝かさねば ならぬ、 更に 其の 由 

を甚 蔵に 告げて 置いて 又も 家に 入り、 其 所 此所を 見廻 

さき 

すと、 曩に 犬の 居た 室 を 隔て 其の 次に 階段が ある、 狭 

い 裏 階 子の 様な 者 だ。 此の辺に も 若し 蜘蛛が 居 はせ ぬ 

かと 見廻しながら 階段 を 上った が 見廻して 居て 仕 合せ 

だった よ、 若し 見廻さずに 昇ろう 者なら 飛んでも ない 


目に 逢う 所であった。 

第五 十回 閉じ込んで 置く 者 

見廻しつ、 登る と 階段の 中程の 横手の 壁に 潜 戸の 様 

な 所が ある、 何 か 秘密の 一室へ でも 通ず る 隠し 道で は 

あるまい か、 戸の 色と 壁の 色と 一様に 燻って 閉じて 

あれば、 容易に は 見分け も附 くまいが、 開いて 居る 為 

余の 目に は 留まった。 

余が 其の 前 を 過ぎよう とすると、 中から 誰か 黒い 

いしきれ 

石片の 様な 者 を 投げ 附 けた、 余 は 大いに 用心して 居る 


際 ゆえ 手早く 身体 を 転して 何の 怪我 もせなん だが、 後 

で 見たら 危ない 哉、 石片の 様に 見えた は 古い 手斧の 頭 

であった、 何者の 仕業 かと 少し 躊躇して 居る と、 潜 戸 

の 中から 以前の 婆が、 手に 斧の 柄 だけ を 以て 立ち 現わ 

れ、 階段 を 遮って、 寄らば 打たん と 云う 見 幕で、 其の 

斧 柄 を 振り上げ 「兹へ 入って は 可け ません」 と 叫び 横 

手の 潜 戸 を 尻目に 見た、 誰も 入ろうと は 云わぬ のに、 

ァァ 分った 此の 婆 は 多少 精神が 錯乱して 居て、 爾 して 

多分 日頃から 甚 蔵に、 此の 潜 戸へ 人 を 入れて は 成らぬ 

と 言い 附 けられて 居る の だ、 爾 すれば 此の 潜 戸の 中に 

此の 家の 秘密 を 押し隠して あるので はなかろう かと、 


此の様に 思った けれど 今 は 穿鑿す る 時で ない、 先ず 婆 

を取リ 押えようと、 三つ 四つ は 擲られ る 積り で 敢然と 

進んで 行く と 婆 は 少年の 様に 身 を 軽く 潜 戸の 中へ 隠れ 

て 了った。 

余 は 其の 前 を 通って 二階に 入リ、 甚 蔵の 寝室と 云う 

へ 行って 見る と、 茲も 一方ならず 荒れて 居て 古い 寝台 

一 一 脚の 外に 蒲団 毛布 寝巻な どの 類が 五六 点、 散らばつ 

て 居る、 其のう ちの 好 さ 相な 毛布 を 二 枚 選び 寝台に 載 

せて 持ち上げ たが、 余の 大力に も 仲々 重い けど、 下 ま 

で 運ばれぬ こと はない、 運ぼうと して 俯向いて 居る と、 

背後から 出し抜けに 余の 頭 をした たか 擲 つた 者が ある、 


振り向いて 見る と 今の 婆で 早 や 一 一度 目 を 打ち 下そうと 

彼の 斧の 柄 を 振り上げて 居る、 余 は 達て て 其の 痩せた 

凋び た 手 を 捕え 鋭く 叱り 附 ける 調子で 「何 を 成さる、 

私 を 敵と でも 思って です か」 と 云いつ、 篤と 其の 顔 を 

見る と 婆 は 柄に ない 子供の 様な 声で 「オヤ 甚 蔵の 敵で 

はない の」 と 問い返した、 愈々 以 つて 狂人 だ、 余 「敵 

ならば 大 怪我 をした 貴女の 息子 を 何で 故々 馬車に 乗せ 

てこ こまで 送って 来ます もの か」 婆 は 驚き 「ェ甚 蔵が 

怪我 をした、 ァノ 馬車に 寝て 居ます か」 と 云って 捕え 

た 手 を 振り 離して 下へ 行った、 狂人で も 親子の 情 は 別 

と 見える、 是で 以て 婆が 甚 蔵の 母と 云う 事 も 分った、 


後に は 余が 寝台 を 引きずり、 斜めに 階段の 上 をす ベら 

せて 下へ 卸しつつ も、 潜 戸の 所 を 見る と 早 や 戸 を 閉め 

て 壁 だか 戸 だか 一寸と 見分け 難い 程に なって 居る、 狂 

人の 用心深い も 驚く 可し だ、 ナニ 今に 此の 潜 戸の 中 を 

検 める 時 も 来る だろうと 眩き、 其の まま 下へ 降 リて廊 

下 を 其処 此処と 検め たが、 漸く 然る可き 一 室 を 見出し 

て、 甚蔵を 寝かせる 丈の 用意 を 済ませた、 茲には 幸い 

余の 嫌いな 蜘蛛 も 居ぬ。 爾 して 再び 馬車の 許へ 行き、 

犬と 婆と を 押し退けて 馬丁に 手伝わせ、 甚 蔵の 頭と 足 

と を 持って 叮嚀に 家の 中へ 運んだ が、 此の 叮嚀に は大 

いに 婆と 犬と に 信用せられ たと 見え、 双方と も 有難 相 


ころころ 

に 尾 を 振って (ィャ 婆 は 手 を II 振って) 転々 と随ぃ 

て 来る、 頓て甚 蔵 を 寝台に 上せ、 馬車に は 定めの 上の 

賃銀 を 与え 猶 ペイトン 巿 から 至急に 医者 を 寄越して 呉 

れと 言い 附 けて 帰し、 爾 して 余 は 婆や 犬 や に対するに 

は 却って 権柄 を 示す が宜 いと 思い、 殆ど 主人 風 を 吹か 

まくらち と 

せて 甚 蔵の 頭 元へ 座 を 占めたが、 甚蔵は 家に 帰り 着 

ぼんやり 

いた 安心の 為 好く 眠り込んだ、 婆 は唯茫 乎して 甚 蔵の 

寝顔 を 見て 居る、 爾 して 犬 は 獰猛な 質に 似ず、 余の 膝 

へ 頭 を 擦り 附 けて 居る。 

婆 は 此の様 を 見て 「ァァ 貴方 は甚 蔵の 敵で ない、 敵 

なら 此の 犬が 斯う は狃 染みません」 余 は 口軽く 「ナニ 


甚 蔵に 敵な ど ある 者 か」 と 云いて 口占 を 引く に、 婆 「で 

も 此の 家へ 来る 者 は 皆 敵 だから 誰も 入れて は 可け ぬと 

甚 蔵が 云います もの、 閉じ込んで 置く 者の 外 は 誰も 入 

れ ません」 閉じ込んで 置く と は 何 を 指して 云う の だろ 

う、 余 は 又 軽く 「閉じ込んで 置く と は 蜘蛛の 事です か」 

婆 「ナニ 此の上ので すよ」 と 云って 天井 を 見上げた が 

何の 意味 か 益々 分らぬ、 婆 は 語 を 継いで 「閉じ込む の 

は 貴方の 様に 昼間 は 来ません よ。 夜半に 蓋 をした 馬車 

で 甚蔵か 医学士 かが 連れて来る のです」 医学士と は 何 

の 謂いに や、 甚蔵 自ら 博士と 称し、 外に 医学士と 称す 

る 相棒で も 有る と 見える、 余 「連れて来られ たの は 男 


II 女」 婆 「女 はァノ 美しい 若い のが 来た 時から、 一 

人 も 来ません よ、 本統に 美しい 顔で 私 は 貴婦人だろう 

と 思いました、 けれど 馬車から 抱き 降され た 時の 顔 は 

真青で、 死骸 かと 思い ましたよ」 狂人の 云う 事 ゆえ 分 

らぬは 当然 だ。 一 々之に 解釈 を 試む る は 愚の 至りの 様 

では 有る が、 併し 狂人と て 全く 根の ない 事 は 云うまい、 

若し や 此の 美しい 女と 云う は秀 子の 事で は あるまい か、 

秀 子が 何等かの 事情の 為に 昔 夜中に 馬車に 乗せられ 此 

の 家へ 連れて来られた 事で も 有る ので はなかろう か、 

其の 事 は 何時頃であった のだろう、 ズッと 近く か 若し 

や 又、 行方 知れずに 為った お 浦の 事で はなかろう かな 


ど、 兎に角 自分の 知った 事柄へ 引き寄せて 考える のが 

人間の 癖で も 有ろう か、 余 は 其の 事の 余程 以前 か将た 

此の頃 か を 確かめ 度い と 思い 「男 は 其の後 も 随分 来 ま 

した ネ」 婆 「ェ ェ男 は最ぅ 去年 も 一 昨年 も 今年 も、 馬 

車の 音 さえ すれば 必ず 男の子 供です」 愈 々幾年 か 昔の 

事に 違いない が、 併し 総体の 上から 何の 為に、 夜半に 

馬車で 人 を 連れて来る のか 更に 見当が 附 かぬ、 子供と 

云い 閉じ込める などと 云った 今の 言葉に 思い合わ すと 

益々 分らぬ。 

第五 十 一 回 天井の 上の 音 


気の 違って 居る 婆の 言葉 を茲へ 一 々記す にも 及ばぬ 

が、 其の 中に、 医学士と 云う 言葉が 二三 度 あり、 又 夜 

半に 甚 蔵が 庭の 木の 下へ 穴 を 掘り 何物 を か 埋めた と 云 

う 様な 言葉 も あ つ た、 何 を 埋めた のかと 此の 点 は 特に 

問い 直した が、 何だか 人 を 殺して 埋めた かの 様に も 思 

われる、 而も 其の 事 は 一度なら ず 二度 も 三度 も 有った 

らしい。 

若し 此の辺の 秘密が 一 つで も、 充分に 分ったならば、 

彼の 運命 を 余の 手の 中に 握った も 同様 ゆえ、 此の 後 決 

して 彼に 頭 を 擡げさせ ぬのに、 能く 分らぬ は 借し い 者 


だ、 此の上 は 唯 先刻の 潜 戸 を 開き 其の 中を検 める 外 は 

有るまい、 ァノ 中には、 秘密 其の 者 か将た 秘密 を 明ら 

かにす る 証拠 物と か 参考品と か 云う 様な 物が 有る に 違 

いない、 何 かして 中へ 入って 見たい。 

此の様に 思 つ て猶も 婆の 話 を 引き出す 様に 仕向けて 

見た が、 此の 婆 全くの 狂気で はない。 狂と 不 狂との 間 

に 在る ので、 時々 は 常の 人と 余り 変らぬ ほど 心の 爽か 

な 場合 も ある、 後で 聞いた 所に 由る と 数年 前に 二階 か 

ら 落ちて 頭 を 打ち、 一時 は 全くの 狂人と 為って 了った 

が、 此の頃 は 幾分 か 軽くな リ、 偶に 精神の 爽やかな 時 

が 来る と 云う 事 だ、 併し 此の様な 事 は 何う でも 好い、 


唯甚 蔵の 咽喉 を 握る 様な 秘密 を さえ 手に入 るれば。 

斯くて 暫く 話の 途切れた 頃、 頭の 上の 方で、 何だか 

緩い 足音と も 云う 様な 響きが 聞こえた、 或いは 天井の 

上 を、 ソッと 何者かが 歩いた ので は 有るまい か、 若し 

爾 すれば、 益々 彼の 潜 戸の 中へ 這 入る 必要が 出て 来る、 

彼の 中へ 入れば 自然 此の 室の 上な どへ も 来る 事が 出来 

よう も 知れぬ。 

余 は 殆ど 思案の 暇 もな しに、 仰いで 天井 を 眺め 「ォ 

ャ 今の 音 は 何だろう」 と 問うた が、 此の 一 言 は 忽ち 婆 

の 暗い 脳髄 を 明るく する 力が あつたと 見え、 婆 は 急に 

容を更 め 「貴方 は ァノ音 を 知りません か、 夫で は 矢 張 


り甚 蔵の 敵 だ、 敵 だ、 此の 家の 事 を 何にも 知らぬ の だ、 

知らずに 聞いて 居な さるの だ、 ハイ 此の 家の 内事 を 知 

らぬ者 は 皆 敵 だから 決して 内へ 入れて は 了け ぬと 甚蔵 

が 言いました、 先ァ 敵の 癖に、 優しい 言葉で 油断 を さ 

せて」 と 恨めしげ に 言い募ろ うとす るから、 余 「ナニ 

悪事 をせ ぬ 人に、 何で 敵が ある 者 か」 婆 「ィ イエ、 貴 

方は甚 蔵が 何 か 悪事で もす るかと 思い、 様々 に 問うて 

居る のです よ、 甚蔵は 悪事 は 致しません、 世間の 人と 

同じ様に 正直に 稼いで 正直に 暮 して 居る のです、 商売 

は 蜘蛛 を 育てる のです、 蜘蛛 を 育てて 何に する か、 ハ 

ィ 買う 人に 売る のです、 同業の 少ぃ 商売 だから 悪事 は 


せず とも 充分に 立 つ て 行きます」 

早口に 弁ずる 様 は 通常の 人で もない が 今までの 狂人 

とも 思われぬ、 併し 蜘蛛 を 育てる が 何の様な 商業に 成 

るだろう、 是も 後で 分った が、 酒造家な どが、 自分の 

貯えて ある 酒の 瓶へ、 時代の 附 いて 居る 様に 見せる 為 

様々 の 蜘蛛 を 其の 貯蔵室へ 入れる 相 だ、 スルと 蜘蛛が 

何の 瓶へ も、 何の 瓶へ も 絲を附 け、 一年 も 経る と 百年 

も 経た 瓶の 様に 見える ので、 冒 fi< が 直ぐに 幾 十 年の 古 

酒 だと か 幾 百年 続いて 居る 貯蔵室 だと か 云う 様に 信ず 

ると 云う 事 だ、 其の ほか 物 を 貯蔵す る 穴 倉へ 蜘蛛 を 欲 

しがる 商売 は 随分 あり、 夫に 又 此の節 は 蜘蛛の 糸 を 紡 


績 する 方法が 発明せられ、 其の 試験 や 実行に 用うる 人 

も 多い ので 此の 虫の 買 人が 仏国 や 米国な どに 現われた、 

幾 等 も 輸出 もす る 事に なり、 随分 蜘蛛 を 養って、 商売 

に はなる の だと さ、 けれど 甚 蔵が 養う の は それの みの 

目的で はない、 人が 厭が る 虫 を 飼って 我家へ 他人の 来 

ぬ 様に したいと 云う のが 主にな つ て 居る。 

夫 は 扨 置き 婆 は 暫く 弁解の 様に、 又 余 を 攻撃す る 様 

に、 述べ立てて 居る うち、 其の 弱い 脳髄 は 早 や 疲れた 

と 見え、 徐々 と 言葉の 筋道が 立た なくなり、 最後に r ォ 

ャ、 私 は 何 を 云って 居た か 知らん」 と 云い 少し 考え込 

んだ まま 元の 狂人に 復 つて 了った、 此の様 を 見る と 多 


少は 気の毒に もなる。 

婆に 再び 問い 試みた とて 此の上 好結果 を 得る 見込み 

はない、 余 は 無言と 為って 甚 蔵の 枕許に 控えて 居た が、 

彼 は 傷から 熱 を 発しで もした か、 目は醒 した けれど 

う わごと 

囈 言の 様な 事 を 云って 居る、 もはや 先刻 馬車の 馬丁に 

頼んで 遣った ペイトン 巿の 医者が 来そう な 者 だのに 未 

だ 来ない。 其のう ちに 日 も 暮れた、 腹 も 幾分 か 空いて 

来た、 何とか 思案 をせ ねば 可け ぬ、 併し 思案と て 外に 

ない。 余 自ら ペイトン 巿へ、 行って 来る 一方 だ。 医者 

とても 馬丁に 頼んだ 丈 ゆえ 果して 通じて 居る か 否か 覚 

束ない、 ナニ 余の 足で なら 一走り だ、 行って 来ようと 


決心し、 分る 人に 云う 様に 婆に 甚 蔵の 介抱に 就いての 

注意 を 与え、 爾 して 外へ 出て 見た が、 秋の 天気 は 変り 

易く、 雨もボ ッボッ 降り、 風 も 出て 居る。 

暗 さも 暗い けれど、 迷う ほどの 込み入った 路 ではな 

い、 只管に 急いで 凡そ 一 里 ほど も 行く と 林から 続いて 

小高い 丘が ある、 来る 時に 馬車で 越した 所 だから 勿論 

丘と 名 を附け 兼ねる ほどの 小さい 丘で は あるが、 余が 

此方から 登る 途端に、 向う から 来て 丁度 其の 一 番 高い 

所へ 来 掛けた 人が あり、 下の 方から 透して 見る と、 何 

だか 鞫の 様な 物 を 提げて 居る らしい。 其の 風附が 何う 

しても 医者で ある、 医者でなくて は 夜に 入って 此の辺 


へ 来る 害がない、 余 は 咄嗟の 間に 一種の 考えが 浮んだ 

から、 間近くなる を 待って 此方から 声を掛け 「其 所へ 

来る の は 医学士で は 有りません か」 と 云った。 婆の 云 

うた 医学士と 此の 医者と 或いは 同人で は 有るまい かと 

試して 見る の だ、 彼 は 声に 応じ 「ォヽ 私 を 呼ぶ の は 何 

方です」 と 問い返した。 

第五 十二 回 木の 下へ 穴 

此奴が 穴 川甚蔵 と 云う 立派な 博士の 相棒の 其の 医学 

士 とすれば、 余 は 後々 の 為に 此奴の 素性 や 挙動まで も 


一応 は 探って 置き 度く 思う から、 今 は 此奴に 成る 可く 

油断 を させて 置かねば ならぬ。 

咄嗟の 間に 此の様に 思案 を 定め、 余 は 口から 出任せ 

の 名 を 名乗り、 実は 偶然 穴 川と 同車して 彼の 怪我 を 救 

い、 其の 家まで 送り届け、 医者 を 迎えに 遣った けれど、 

其の 来よう が 余り 遅い 故、 何時までも 待つ 訳に 行かず、 

自分で 医者の 家へ 立ち寄った 上、 其の まま 立ち去る 積 

りで あるとの 旨 を 答えた、 彼 は 聞き 終って 「でも 私 を 

医学士と 呼び掛け たは 何う 云う 訳です」 と 問い返した。 

へ ン お出で だな、 此奴が 世間 一 般に 医学士と して 知ら 

れて 居る 男なら、 誰に 医学士と 呼び掛けられても 自ら 


怪しみ は 仕まい けれど、 医学士と 云う は 唯 穴 川な どか 

ら 呼ばれる 一種の 棹 名 か 符牒の 様な 者な ので、 呼び 掛 

けられて 自分で 少し 後 暗く 思う の だ、 余 は是も 言 葉 巧 

みに 「ィャ 彼の 家に 変な 婆さんが 居て、 最ぅ 医学士が 

来そう な 者 だな と 云って 居ました ゆえ、 夫で 私 は 医学 

士で すかと お尋ね 申した のです」 彼 は 合点し 「爾 でし 

たか。 私 は 唯 知らぬ 人から 医学士と 呼び掛けられ、 別 

に 自分の 肩へ 医学士と 云う 建 札 をして 居る 訳で もない 

のに、 何う して 分った かと 怪しみ ましたが、 併し 貴方 

は 私と 共に 彼の 家へ 引き返します か」 余 「ハイ 引き返 

さねば 済みませんが、 実は 取り 忙 いだ 用事 を 控えて 居 


ますので、 成ろう 事なら、 此の まま 立ち去り 度い と 思 

います、 素人の 私が 怪我人の 枕許に 居た とて 貴方のお 

手伝い も 出来 ませず」 と 非常に 当惑の 体を粧 うて 云う 

た。 彼 は 少し 考え 「貴方 は 別に 荷物な ど を 彼の 家へ 残 

して は 有りません か」 勿論 荷物と て は 初めから 一 点 も 

持って 居らぬ けれど 「ィャ 荷物 は 悉く 停車場へ 預けて 

有ります、 其の 中には 日 を 経る と 傷む 者 も 有ります の 

で 猶更グ ズグズ は 仕て 居られません」 彼 「御尤も、 夫 

では 宜しい 怪我人 は 私が 引き受けました」 と 一通りの 

挨拶 を 言って 其の まま 医学士 は 進んで 行った。 

余 は 直ぐに 彼の 後 を 見え隠れに 尾け て 帰ろうかと 


思った が、 外に 多少の 用意 も あるから 爾は せずに 真直 

ぐに ペイトン 巿へ 行き 第一に は 食事 を 済ませ、 第二に 

すきげ 

は 人の 家へ 忍び込む とき 足音の せぬ 様に、 漉 毛で 作つ 

た 靴 を 買い、 第三に は 若しもの 用意に 色々 な 道具の 附 

いた 小刀 を 一挺 買い求めた。 事に 寄る と 余 は 随分 盗賊 

にも 探偵に も 成れる 男 かも 知れぬ と、 此の様に 思って 

独り 可 笑く 感じた が、 併し 無駄 事 を 考えて 居る 場合で 

ないから 直ぐ様 元の 養蟲 園へ 引つ 返した、 第一に 目指 

す 所 は 無論 彼の 潜 戸の 中に 在る の だ。 

再び 養蟲 園へ 着いた は 夜の 十二時 頃で 有った。 若し 

彼の 潜 戸の 中が 何れ ほど 恐ろしい 所 かと 云う 事 を前以 


て 知って 居たなら 余 は 斯う 引き返す 勇気 は 出なん だか 

も 知れぬ、 茲が 世に 云う 盲 蛇 だ、 知らぬ ほど 強い 者 は 

ない、 愈々 帰り 着いて 様子 を 見る と、 宵に 少しば かり 

降った 雨 も 歇んで 風の 音の 外 は 森と して 何の 聞 こ ゆる 

響き もない、 医学士 はもう 立ち去つ たか 知らん、 兎に 

角 も 案内 は 既に 知って 居る から 裏口へ 廻り、 中 を 窺く 

と 先刻 甚蔵を 舁ぎ 込んだ 台所の 戸が 猶だ 開いた 儘で 居 

る、 実は 初めて 這 入った 時の 様に 窓から 這 入る 積り で 

あつたが、 窓に は 及ばぬ、 直ちに 忍びの 靴 を 着けて 其 

所から 入った が、 目の届く限りに は 誰も 居ぬ けれど、 

彼の 恐ろしい 蜘蛛の 室から は 話し声 も 洩れ、 爾 して 其 


の 戸の 鍵穴から は 燈光も 射して 居る、 耳 を 着けて 聞い 

て 見る と、 医学士が 猶だ 居る の だ、 怪我人の 手当 を 終つ 

た 後で、 此の 室へ 来て 婆と 話 をして 居る 者と 見える 「随 

分甚ぃ 怪我 だよ、 何 所の 奴 だか 知らぬ が、 直ぐに 救つ 

て m ハ れんなら、 今頃 は 庭の 松の木の 下へ 例の 穴で も 

掘って 居る 所 だァハ ハハ」 と 打ち 笑う は 医学士の 声 だ。 

此の 言葉で 見る と 庭の 木の 下へ 穴 を 掘る の は 余の 想像 

した 通り 全く 死骸 を 埋める の だ、 余 も 事に 由る と 埋め 

られる 者と 成り は 仕まい か、 真逆。 

第五 十三 回 忘れた よ 


話 は 聞こえる が 勿論 姿 は 見えぬ、 医学士 は 婆と 何の 

う い すき い 

様な 事 をして 居る だろう、 烏 酒で も 飲みながら 話し 

て 居る のか、 成ろう 事なら ソッと 戸 を 開けて 窺いて 見 

たい、 けれど 窺いたら 大変 だ、 アベ コ べに 見附 けられ 

て、 硝燈 でも 持って 出て 来られたなら、 余 は 何の様な 

目に 逢う も 知れぬ。 

医学士 は猶 言葉 を 継いで 「大事な 時に 怪我 をした な 

あ、 何でも 甚蔵は 美人に 逢いに 行って、 其の 帰りに 汽 

車が 転覆した の だ、 美人の 口から 彼の 秘密 を 聞き取つ 

たか 知らん、 博士の 腕前 だからよ もや 聞き取らずに 帰 


り は 仕まい が、 聞いた のなら 己 も 早く 聞かせて 貰い 度 

い、 生憎 囈 言の 外に 何にも 云わず、 問うた とて 仕方が 

ない、 若し や 婆さん、 お前に 何 か 云わなん だか、 甚蔵 

がァノ 美人の 事に 就いて さ」 美人と は 確かに 秀 子の 事 

である、 秀 子の 敵が 此の様な 所に 居て 様々 の 狂言 を 仕 

組んで 居ようと は 実に 意外 千万な 訳 だ。 けれど 余は此 

の 意外の 所へ、 意外の 事で 来た 為に、 此の様な 密事 を 

知る 事が 出来る の だ、 云わば 鉱脈に 掘り当てた 様な 者 

だから 余 は 何処まで も 此の 脈 を 手繰って、 鉱の ある 丈 

は 掘り 盡 さねば 成らぬ。 

婆 は 例の 間の 抜けた 声で 「美人と は 誰 だネ、 悴が情 


婦 でも 捲え たの かネ」 と 問うた、 医学士 は 腹 立 しげに 

舌鼓して 「ェェ お前 もそう 老耄れ て は 仕方がない、 頭 

を 打たぬ 以前 は 娘より 十倍 も 捷 い 女で あつたが 今 は 

何う だ、 虎 井 夫人の 十分の 一 の 智慧 もない ヮ」 愈々 虎 

井 夫人 も 此の 婆の 娘で、 甚 蔵の 姉 か 妹で ある 事が 分る、 

丁度 似た 年頃で 何方が 上 だか 分らぬ が、 虎 井 夫人の 方 

が 姉だろう、 女 は 八十に 成っても 矢張り 若く 見られた 

がって、 若作り をす る 者 だから、 男と 同じ年 頃に 見え 

るなら 必ず 女の 方が 年上 だ。 婆 は 諄く も 「でもお 前 さ 

んは甚 蔵 は 美人に 逢いに 行った と 云うた じ やない か。 

美人と は 何 所の 美人 だェ」 医学士 「本統 に 呆れて 了う 


なァ、 何れ 思い出させて 遣ろう、 昔 大雨 大風の 晚に、 

此の 家へ 馬車が 着いた だろう」 婆 「ゥム 馬車 か」 医学 

士 「中から 先ず 馭者が 出て よ、 毛皮の 襟 を 外して 顔 を 

出す と 唯の 馭者ではなくて よ」 婆 「ォ ォ、 爾々、 馭者 

ではなくて お前だった」 医学士 「ソレ 覚えて 居る では 

ないか、 己 だって、 此の 事件の 為に は 奴 者まで も 勤め 

て 骨 を 折って 居る の だから、 茲 まで 漕ぎ 附 けて 旨く行 

かねば 間 職に 合う 者 か、 爾 して 其の 馬車の 中から 続い 

て 出た の は 誰で 有った」 婆 「分かった よ、 分った よ、 

美人だった よ、 爾だ 先刻 も 其の 事 を 誰かに 話した のに 

最ぅ 忘れて 居た」 医学士 「ェ、 ェ、 彼の 事 を 人に 話し 


た、 此の様な 大 秘密 を 仕様がな いな ァ、 夫 だからお 前 

に 留守 はさせられ ぬと 己が 常に 甚 蔵に 言い 附 けて 置く 

の だ、 何処へ 行って 誰に 何の様な 事 を 饒舌る かも 知れ 

ぬ、 此の 耄碌 婆め、 お前 は甚 蔵の 留守に 外へ でも 出て 

行った のか」 婆 「ナニ 出て は 行かぬ 門の 戸まで 甚 蔵が 

例の 通リ 閉めて 行った から」 医学士 「それで は 誰に 話 

しただろう」 婆 「忘れた よ」 医学士 「忘れた よもない 

者 だ、 ハテ な、 真逆に 甚蔵を 乗せて 来た 馬車の 馬丁に 

でも あるまい ネ」 婆 「ァ そう、 そう、 思い出した、 甚 

蔵 を 送って 来た 美しい 若者に 話したん だ」 医学士 「ァ 

途中で 己 を 呼び掛けた ァノ 男に か、 ハテ な、 彼奴 真逆 


に 探偵で は 有るまい、 通例の 商人なら、 少しぐ らい 聞 

いたと て 唯 聞き流す 丈の 事 だが、 爾 して 何 か コレ婆 さ 

ん、 其の 男 は 根掘り葉掘り 色々 の 事 を 聞き はせ なんだ 

か」 婆 「忘れた よ」 

忘れた は 余に 取って 幸いで ある。 若し 覚え 居て 有の 

儘 を 話したら、 悪に 鋭い 此の 医学士 は 決して 余 を 尋常 

の 若者と は 思い は 仕まい。 医学士  r ェェ、 好い わ、 誰 

の 目に も 狂人と 分リ 過ぎる ほど 分って 居る お前 だもの、 

何 を 云 つたつ て 人が 真逆に 気に 留め もせぬ だろう」 と 

やや 

自ら 慰める 様に 云い、 良あって 「所で 婆さん、 初めの 

話に 帰る の だが、 其の 美人 は 誰が 抱いて 出た え、 馬車 


の 中から」 

是が秀 子の 過ぎし 身の 事 かと 思えば、 余の 身体 は 石 

の 様になり、 爾 して 此の 後 は 何の様な 事 を 聞く かと、 

動悸が 胸 を 張り 裂く 様に 打った。 婆 「誰だった か 忘れ 

たよ」 医学士 「虎 井 夫人で 有った じ やない か」 婆 「爾 

だ、 爾だ、 娘だった、 ォォ最 う 何も彼も 思いだ した、 

爾 してお 前が、 第一 に 仮面 を 被せねば 了け ぬと 云って」 

医学士 「ェ ェ、 思い出す 時には 余計な 事まで 思い出す、 

其の 様な 事 は 忘れて 居る が 好い」 婆 「爾 して 私が、 其 

の 美人の 左の 手 を 見る と、 ネェ 医学士、 其の 時には 私 

の智 恵が 一 同から 褒められ たじ やない か、 ァノ 左の 手 


にさ、 ェ 医学士、 お前 は 忘れな さった か」 扨 は 愈々 秀 

子が 身の 秘密まで 今 此の 悪人 等の 口より 聞く かと、 余 

は 凝り固まって 我れ 知らず 身動きし たが、 自分で は 何 

の 響 を させた とも 知らぬ けれど、 中に 居る 例の 犬が 早 

くも 聞き 附 けたと 見え、 異様に 警報 を 伝える 様に 一 声 

吠えた、 医学士 「オヤ 此の 犬が 吠える と は 奇妙 だぞ、 

婆さん、 お前の 耳に は、 何 か 聞こえた か」 婆 「ィ イエ」 

医学士 「真逆に 戸の 外で 誰も 聞いて 居る 訳で も ある ま 

いが」 と 云って 早 や 立って 来る 様子で ある。 

第五 十四 回 人 だか 獣 物 だか 


余 は 実に 失敗った と 思った。 医学士が 立って 来れば 

余 は 暗がりへ 隠れる 一 方 だが、 それ も 硝燈を 持って来 

ら るれば それ迄 だ。 折角 兹 まで 漕ぎ 附 けたのに 肝腎の 

時と 為って 見 現わされる のかと、 本統に 遺憾 骨髄に 徹 

した けれど 仕方がない。 所が 中で 婆の 声が 聞こえた。 

「ナニ 誰が 居る 者 かよ、 甚 蔵が 傍に 居ない と 此の 犬 は 

時々 ァノ 様な 声 を 出す の だよ、 上の 室で ァレの 動く 音 

でも 聞こえた のだろう」 ァレと は 何で あろうと 余は此 

きわど 

の 際疾ぃ 場合に も 怪しむ の を 耐え 得ぬ、 医学士 「ゥム 

例の か、 動きな ど 仕 やが つ て、 仕よう がない なァ、 最っ 


と 鉄鎖 を緊 くして 置く が宜 い」 斯う 言って、 出て 来る 

の を 止めた 様子 だ、 有難い、 有難い、 余 は 真に 助かつ 

た、 再び 此の様な 事の ない 中に 早く 目的の 潜 戸の 中へ 

潜り込まねば。 

斯う 思う うちに も 「例の か」 と 言い 「鉄鎖 を緊 く」 

など 云った 医学士の 言葉が 耳に 残って 居る。 何だか 薄 

気味の 悪 い 言 葉 だ、 併し 此の 意味 も 其のう ちに は 分る 

だろうと、 跼き 足して 此所を 立ち去り、 見て 置いた 階 

段の 方へ 行った が、 四辺 は 全くの 闇で ある。 別に 躓く 

物 も 有るまい と は 思う けれど 手探りに 進む 外 はない、 

昼間 は 明るかった 所為 か 斯う 広い と は 思わなん だが、 


探って 行く と 階段まで 仲々 遠い けれど、 何う か 斯う か 

無事に 着いた。 

又 手探りと 跼き 足で 階段 を 上って 行き、 兹辺 だと 思 

う 所で 壁 を 探った。 潜 戸 は 有る に は 有る が 堅く 締 つて 

居て、 動かざる こと 巌の 如し だ。 最早 燐燧を 擦って 検 

める 外 はない、 茲で 燐燧を 擦る と は 随分 危険な 事で、 

若し や 犬で も 婆で も 医学士で も 廊下へ 出て 来たらお 仕 

まいだ。 余 は 胸が ドキ ドキ する、 是を 思う と 余 は 迚も 

盗坊 などに 成れる 性質で ない、 最愛し の秀 子が 為 なれ 

ば こそ 斯様な 事 もす るが 金銭の 慾な どの 為なら、 寧ろ 

餓え 死ぬ 方が 幾 等 気楽 かも 知れぬ。 


恐々 ながら 憐燧を 擦った、 爾 して 潜 戸 を 見る と 鍵穴 

は 有る けれど 鍵は塡 めて ない、 真逆の 時には 錠前 を 捻 

じ 開ける 積り で、 様々 の 道具の 附 いた 小刀 は 買って 来 

たけれ ど、 何う しても 此の 危険な 所で 此の 戸 を 捻じ 開 

けて 見ようと 云う 度胸 は 出ぬ。 兎も角も 先ず 廊下へ 誰 

が 出た とて 容易に は 見附から ぬ 無難な 所へ 身 を 隠して 

篤と 考えて 見ねば ならぬ、 夫に は 二階へ 上り、 甚 蔵の 

元の 寝間に 入る が 第 一 だ。 

思い定めて 二階へ 登リ甚 蔵の 寝間の 空 いて 居る のへ 

這 入り、 真っ暗の 中で 先ず 胸 を 撫でて 気 を 鎮めた、 爾 

して 色々 と 思い 廻す に ァノ潜 戸 を 開ける 事 は 到底 出来 


ぬ。 何でも 彼 は 内から 錠 を 卸して 有る 者に 違いない、 

愈々 内から とすれば、 外の 方面に 最ぅー つ 出這入りの 

戸がなくて は 成らぬ、 宜し 宜し、 表口 は 捨てて置いて 

其の 裏口 を 探して 遣ろう。 

是 から 二階の 廊下へ 出て、 相 変らず 手探りと 跼き足 

とで、 奥へ 奥へ と 進んで 見た、 所々 では 燐燧を 擦った 

が、 実に 奇妙な 構造 だよ、 普通の 感覚から 遠く 離れた 

昔の 貴族 か 何 かが 建った 家で なければ 此の様な 不思議 

なの はない、 廊下 を界 として 一 つ 屋根の 下が 二階と 

三階と に 建て 分けて 有る の だ、 廊下 を 奥へ 突き当たつ 

はしご 

て 左へ 曲った 所に 余り 高くない 階が 有って 三階へ 登 


る 様に 成って 居る。 之へ 上れば 丁度 潜 戸の 方へ 向って 

行く 様に 思う、 事に 依る と 秘密の 在る 所の 最ぅ 一 階上 

へ 出る かも 知れぬ、 何でも 試さぬ 事 は 分らぬ と 余 は 三 

階へ 上った。 茲 にも 廊下の 左右に 戸 を 閉じた 室が 幾 個 

も ある、 戸の 引き手 を旋 して 見る と 敦れも 錠が 卸り て 

居る が、 中に 唯一 っ爾 でない のが 有る から、 戸 を 開い 

て 首 を 入れて 見る と 蜘蛛の巣が ゾロリ と 顔に 掛 つた。 

ェェ茲 も 厭な 蜘蛛 室で あると 見える、 余は遽 てて 戸 

を 締め、 更に 廊下 を ズッと 奥へ 行く と 行き 止り に 戸が 

閉 つて 幸に 鍵穴に 鍵が 塡 つて 居る。 之 を 取って 戸 を 開 

けば、 下へ 降りる 様に 成って 居る、 降りれば 果して 中 


二階ら しい、 何う 考えても 茲が 彼の 潜 戸の 中に 当たる。 

占めた、 占めた、 最ぅ 秘密 は 手近で 有ろうと 又も 燐 

燧を 擦って 見る と 只の 広い 板の間で 少し 先の 方に 室ら 

しい 処が 見え、 入口の 戸が 新しく 目立って 居る、 是だ 

なと 其の 前へ 立ち、 暫く 戸に 耳 を 当てて 居た が、 其の 

うちに 微かながら も 異様な 声が 内から 聞こえた。 人 だ 

か 獣 だか 夫まで は 分らぬ けれど、 長く 引く 呻吟の 声 だ、 

其の物 凄い 事 は 何とも 云えぬ。 唯ゾッ とする 許りで あ 

る。 

やみ 

第五 十五 回 暗の 中の 一 物 


余が 何よりの 失念 は 蠟燭を 買い 調えて 来なん だ 一 事 

で 有る。 此の様な 時に 燐燧の 明か リ ほど 便りない 者 は 

無い、 少しの 間、 少しの 場所 を 照す けれど、 直ぐに 燃 

えて 了って 其の後 は 一 層 暗くなる 様な 感じが する。 若 

し 衣囊の 中に 忍び 蠟燭 がー 挺 あったら、 何れ ほどか 助 

かるだろう に、 殊に 心細い 事 は、 生憎 余が 持って 居る 

燐燧が 残り 少なく 成って 居る、 数えて 見る と 僅かに 十 

二 本し か 無い の だ、 十二 本の 燐燧で 暗い 暗い 此の 蜘蛛 

屋の大 秘密 を 見 究める 事が 出来よう か。 

けれど 唯一 つ 幸いな は 戸の 鍵穴に 鍵が 塡 つた 儘で あ 


る、 猶予 すれば 益々 恐ろしく 成って 気が 怯む 許り だか 

ら 余り 何事 も 考えずに、 目 を 瞑って 猛進す るが 宜 かろ 

うと、 余 は 直ぐに 其の 戸 を 明けて 中へ 這 入った。 仲々 

重い 戸で ある、 牢獄の 戸 かと も 思われる 戸の 中が、 暫 

しの 間 矢張り 廊下に なって 居る 様子 だが、 狭い 事 は 非 

常で ある、 決して 二人 並んで 通る 事 は 出来ぬ。 余は此 

の 狭い 所 をば、 挾まれる 様になって 三 間 ほど も 歩んで 

ャッと 広い 所へ 出た。 茲が 即ち 室に 違い無い。 獣類 だ 

か 人 だか 分らぬ 声 を 発した も 此の 室の 中に 住んで 居る 

何 かの 業であろう。 

多分 此の 室 は 今、 医学士の 婆と 話して 居る 頭の 上に 


当たる らしい。 「ァレ が 動く の だ」 と 云った 物音 も此 

の 室だろう。 ァレの 本体 も 此の 室で 分る だろう。 余 は 

狭い 所から 身体 を 半分 出して 様子 を 伺った が、 室の 中 

に は 不潔 極まる 臭気が 満ちて 居る けれど、 何の 物音 も 

せぬ。 兹 こそ はと、 燐燧を 擦す ると、 未だ 其の 火が 燃 

え も 楊らぬ 中に、 忽ち 右手の 暗から 黒い 一 物が 飛び出 

し、 余の 前 を 掠めて 左の 暗へ 跳ねて 這 入った。 余の 燐 

燧は 消されて 了った。 のみならず 其の物が 強く 余の 手 

に 触れた 為、 余 は 肝腎の 燐燧の 入物 を 何 所へ か 叩き 落 

された。 

暗が リ で は 命に も譬ぅ 可き 燐燧 を、 箱ぐ るみ 叩き 落 


されて は、 何う する 事 も 出来ぬ。 余 は 真に 途方に 暮れ、 

唯 身を蹐 めて 床の 上 を 探る 許り だ、 何でも 燐 燧の箱 を 

探し出さぬ 事に は 一 寸の 身動き もせられ ぬ 場合 だ。 

ソロ ソロと 探る 手先に、 塗れ 附く 様な 気の する の は 

床の 埃で、 仰山に 云えば 五六 分 も 積んで 居よう か。 此 

の 様な 所で、 人に もせよ 獣に もせよ、 能く 命が 続いた 

もの だ。 憐燧の 箱 も 或いは 埃の 中へ 埋まった かも 知れ 

ぬ、 夫と も 何処かへ 飛び散った のか、 余の 手の 届く 丈 

の 場所に は 無い。 斯 して 居る 間に も 何者かが 暗の 中 か 

ら 余の 挙動 を 伺って 居る 者と 見え、 手に 取る 様に 其の 

呼吸が 聞え るの みならず、 呼吸の 風が 温かに 余の 頰に 


触 わる かと も 疑われる。 

余 は 漸くに 憐燧の 箱 を 探り当て たが、 何う だろう 中 

は 全く 飛び散って 空に なって 居る、 之に は 全く 絶望し 

た。 箱 さえ も 埋まる かと 思う 埃の 中で、 細い 燐 燧に何 

うして 探り当てる 事が 出来よう。 と 云って 探らずに は 

居られぬ から、 今は自 狂の 様で、 前へ 進み出で、 右に 

左に 探る うち 今度 は 更に 今の 怪しい 生物に 探り当てた。 

何だか 匍匐に 這って 居る 様子 だが 獣 物で なく、 人の 

様 だ。 寒い のか 恐ろしい の かブ ルブ ルと 震え て 居る、 

今の 時候で は 未だ 震える 程の 寒さで はない が、 爾 すれ 

ば 全く 余 を 恐れての 事と 見える。 


斯う 思う と 余 は 聊か 気丈夫に 成った。 先が 余 を 恐れ 

るなら ナニも 余が 先 を 恐れる に は 及ばぬ、 寧ろ 声を掛 

けて 安心 さして 遣る が宜 いと、 低い 声で 「コレ 何も 己 

を 恐れる 事 はない、 お前の 敵で はなく 味方 だよ、 助け 

に 来たの だよ」 と 云った、 けれど 少しも 通せぬ 様子 だ、 

シテ 見る と 或いは 人で はなく、 矢張り 獣 物 だか 知らん 

きもの  ぼろ 

と、 又 一応 探り 廻して 見る と 確かに 被 物、 而も 濫褸を 

着て は 居る が 背中に 大きな 堅い 瘤の 様な 者が ある。 ハ 

テな脊 僂で でも 有ろうかと 其の 瘤 を 探り 直す と、 出し 

抜けに 彼 は 余 を 跳ね返した。 

余 は 不意の 事に、 思わず 背後へ 手 を 突いた が、 有難 


い 其の 手の 下に 正に 一本の 憐燧が ある。 早速に 之 を 取 

リ 上げ、 自分の 被 物で 擦って 見る と、 明かりと 共に 余 

の 目に 映ず る は 双 個の 光る 眼で ある。 次に は 大きな 口 

むきだ 

から 白い 歯 を 露出して 光らせて 居る の も 見える、 人間 

は 人間 だが、 余 ほど 異様な 人間で ある。 ェ ェ最ぅ 一 本 

燐燧が 有れば と 思う 折し も、 背後の 方に 荒 い 足音が 聞 

こえて 誰か ヅカヅ 力と 這 入って 来た。 見咎められて 捕 

われて は 大変 ゆえ 余 は 直ぐに 燃え 残る 燐燧を 吹き消し、 

遽 てて 背後 を 向いて 見た が、 狭い 彼の 入口から 手燭 を 

持って、 医学士と 其の後に 婆が 続いて 入り 来る ので 

あった。 


第五 十六 回 兵法の いろは 

医学士 は 早 や 狭い 廊下 を 通り 盡 して 此の 室の 入口に 

全身 を 現わした。 其の 腋の 辺から 彼の 婆が 首 を 出して 

窺いて 居る、 彼 は 左の 手に 燭を 持ち 右に は 抜 身の 光る 

長剣 を 提げて 居る、 余 を 殺す 積り か 知らん。 

併し 彼 は、 余の 姿 を 見て 驚いた 様子 だ、 多分 此の 室 

に 此の様な 他人が 居ようと は 思わず、 唯 何だか 物音の 

する を 聞き、 此の 室の 兼ねての 住 者が 騒ぐ 者との み 思 

い、 威 かして 取り鎮める 積り で 長剣 を 光らせて 来たの 


で 有ろう。 余 は 彼の 驚き 怪しむ 顔色 を 見て 確かに 爾だ 

と 見て取った。 

彼 は 暫く 余の 姿 を 眺めた 末、 厳重な 余の 身体に 少し 

恐れ を 催した か、 身 を 引いて 狭い 入口の 道へ 這 入った。 

スハと 云えば 逃げ出す 覚悟と 思われる。 成る ほど 思え 

ば 尤もで は ある。 医学者な どと 云う 者 は 縦し や 如何 ほ 

ど 悪党で も、 腕力で 以て 直接に 人と 格闘して 取り 挫ぐ 

など 云う 了簡 はない もので、 一身の 危ぃ 様な 場合に は 

兎角に 逡巡 する 者 だよ、 殊に 此の様な 室へ 余が 独りで 

忍び込んで 居る 所 を 見て は、 何の様な 命知らずだろう 

と 奥底 を 計り 兼ね、 余が 彼 を 恐れる よりも 彼 一 層 余 を 


恐れた と 見える。 

医学士の 姿 を 見て 此の 室の 住 者 は、 全く 畏縮して 余 

の 背後へ 小さく 隠れた。 余 は斯る 間に も、 医学士の 

持って 居る 手燭のお 蔭で 聊か 看て 取る 事 を 得た が 住 者 

は 全く 人間で 有る、 獣 物で はない、 爾 して 鎖で 繋がれ 

て 居た 者と 見え、 一方に 鎖が 横たわって 居る、 併し 其 

の 鎖 は 切れて 居る、 是で 先刻 医学士が、 最 つと 鎖を緊 

ねば 可け ぬな ど 云 つ た 意味 も 分る。 

頓て 医学士 は 顔に 怪しみの 色 を 浮かべ たままで 婆に 

振り向き 「オヤ オヤ 婆さん 兹に 此の様な 紳士が いる ぜ」 

と 云った。 紳士と は 痛み入る 叮嚀な お 言葉 だが、 商売 


柄 だけ 誰 を 見ても 紳士と 云う のが 口癖に 成って 居る と 

見える、 婆 は 医学士の 背後から 「イエ イエ、 お待ちな 

さいよ、 グリム を 呼んで 来て 嚙み 殺させる から」 と 云 

い 早 や 立ち去ろう とする 様子 だ。 グリムと は 例の 犬の 

名と 察せられる、 男た る 物が 犬 を 相手に、 而も 彼の 猛 

き 中の 最も 猛きボ ルド— 種の 犬 を 相手に、 命の 取り 遣 

り をせ ねば 成らぬ かと 思えば 余り 好い気 持で ない、 医 

学士 は 之 を 留めて 「ィャ 婆さん、 お前 は 此の 紳士 を 知つ 

て 居る のか」 

婆 「ァァ 先つ き 枠 を 馬車に 乗せて 連れて来た 人 だよ」 

医学士 「爾 かい。 では 先刻 途中で 私 を 医学士と お呼び 


掛け 成す つた は 貴方です か」 と是 だけ は 余に 向って 

云った。 余 は 勿論 叮嚀に、 且つ 厳かに、 「ハイ 私です」 

医学士 「ハ ハハハ 停車場へ、 預けて ある 荷物 を 受け 

取らねば 成らぬ と 仰 有った が兹は 停車場で は 有り ませ 

んょ、 貴方の 商用と は 大変な 商用です ネェ」 嘲け るよ 

り も 寧ろ 打ち解けて 笑談を 云う 様な 口調で 云うた。 

是も 彼が 日頃の 職業 柄で 慣れて 居る 口調であろう。 余 

「ハイ 有体に 申せば、 此の 家へ 忍び込む 為に 貴方 を 欺 

いたのです」 

彼 は 急に 真面目に なり 「成る ほど 私に 油断 を させた 

のです ネ、 夫 は 兵法の 「いろは」 です が、 併し 何で 此 


の 家へ 忍び入り 度い と 思った のです、 貴方 は 探偵です 

か」 余 「ィ イエ」 医学士 「成る ほど 探偵で はない、 物 

の 言い振りで 分って 居る が、 矢張り 唯の 紳士です な、 

唯の 紳士が 何の 為に 他人の 家へ、 物取りで すか」 余 「先 

ァ 其の 様な 事と お思いなさい。 兎も角 私 は 忍び込んで 

既に 多少 見届ける 所が 有りました から 目的の 一 部 は 達 

しました。 之で 此の 室の 住 者と 共に 兹を 立ち去ります 

から、 サァ其 所 を 退いて お通しなさい」 

余 は 全く 此の 住 者 を 連れて 立ち去る 積り である、 此 

の 住 者が、 何者か 又 何の 為に 茲に 居る か、 少しも 考え 

は附 かぬ けれど、 鎖まで 附 けて 繋いで ある 所 を 見れば、 


当人の 意に 背いて 引き留めて ある 事 は 確か だから 此の 

者 を 連れて 去る の は 此の 者 を 救う の も 同様 だ。 医学士 

は 考えつつ 「ィャ 勿論 貴方の 立ち去る の を 吾々 が 邪魔 

する 権利 は 有りません から 勝手にお 立ち去り なされで 

すが、 併し 私 は 此の 家の 主人で はなく、 只 主人と 懇意 

な 間柄と 云う 許りで、 御存知の 通り 主人 は大 怪我の 為 

前後 も 知らず 寝て 居ます から、 後で 正気に 返った 時、 

若し 私に 向い、 何故に 他人の 家へ 忍び入る 紳士 を 其の 

まま 帰した かと 問わ るれば 私 は 一 応の 返事 もせねば 成 

りません。 其の 時 何と 返事 を 致しましょう、 是 だけ は 

貴方から 伺って 置かねば 成りません」 余 「其の 時 は I 


I 左様 サ、 私が 一 枚の 名刺 を 残して 置きます から 私の 

許へ 親しく 聞きに 来い と 言つ て 下されば 宜しい ので 

す」 医学士 「では 茲へ 此の 手 爆 を 置きます から、 余り 

時間の 経たぬ 中に お立ち去り を 願います。 お 名札 は 下 

で 戴きましょう、 其の 節猶ー 言 申し 度い 事 も 有ります 

から」 

斯う 云って 狭い 出口 を悠々 と 去って 了った。 婆 は 気 

を 揉んで 「お前、 ァノ 様な 者 を 何故 立ち去らせる。 お 

前 は 好かろう が、 後で 私が 甚 蔵から 何の様な 目に 遭う 

かも 知れぬ」 と 頻りに 苦情 を 云う 声 も 聞こえた。 けれ 

ど 何の 甲斐 もな く 医学士に 連れ出されて 了った。 


とさ、 斯う 思って 居る 中に 早 や 外から 入口の 戸 を 

犇々 と 締める 音が 聞こえる、 サァ 大変 だ。 余 は 医学士 

に 一 ぱい 陥め られ た。 

第五 十七 回 後 は 真の 暗闇 

戸 を 閉じる 音 を 聞きて 余 は ハット 驚いた、 若し や 医 

学士に 一 ぱい 陥め られ たので はなかろう か、 斯う 思つ 

て 狭い 廊下 を、 戸口の 所へ 馳せ附 けたが、 残念、 残念、 

事 既に 遅し である。 外から 既に 戸に EE 木 を 差し 了った 

後で ある。 


今思うと 余 は 実に 愚かであった、 医学士が 意外に 弱 

い 音 を 吐いて、 少しも 余の 立ち去る の を 妨げぬ 様に 

云った 時、 余 は 彼の 心に 一物 ある 可き を 看て 取らねば 

成らぬ 処 であった。 真逆に 少しも 疑わなん だ 訳で もな 

いが、 斯様な 巧みとまで は気附 かなんだ、 殊に 手燭 を 

置いて 行かれた 嬉し さに、 此の 燈 光で 室の 中 を 見よう 

と 思い、 ィャ 見ようと 思う ほどの 暇 もな く、 只 浮つ か 

リ 見廻して 居る 間に、 早く も 斯様な 目に 逢った の だ。 

戸の 外に は 未だ 医学士と 婆と が 居る らしい から、 余 

は 戸 を 叩いて 「モシ モシ 何で 此の 戸 をお 締めな さる」 

と 叫んだ。 医学士 は 鍵穴の 辺へ 口 を 接近 させた 様子で 


r ィャ 貴方 は 其の 室の 中の 住 者 を 大層お 可愛がり 成さ 

る 様子 だ か ら 当分 同居 さ せて 上げようと 思いまして」 

と 無体 極まる 言葉 を 吐いて 呵々 と 打ち 笑った、 余 は 怒 

髪 冠を衝 くと 云う 程の 鋭い 声で 「実に 貴方が たは 失敬 

です、 人 を 一室へ 閉じ込む などと」 医学士 「左様、 夜 

中に 他人の 家へ 忍び込む のと 大体 似寄った 仕打ちで 

しょう、 私の 方ば かりが 失礼で も 有りません よ」 余 「余 

リ 卑怯です。 私の 所業に 咎む 可き 所が 有れば 公 公 然と 

お咎め 成さい。 逃げ も 隠れ もす る 男で は 有りません、 

裁判所の 召喚に でも、 決闘の 挑発 書に でも、 ハイ 何に 

でも 芯 じます」 医学士 「爾 でしよう よ、 決闘な ど は 仲々 


お 強そう だ、 今では 逆 も 私 は 叶いません から 最ぅ四 五 

日 も 経てば お 相手 致します よ。 先ァ 其の 室に 四 五日 居 

て 御覧な さ い、 幾 等 貴方が 強く とも 飢えと 云う 奴に は 

勝てません よ、 好い加減に 身体が 弱って、 決闘す るな 

どの 心が なくなります から、 ハ ィ 其の 節 緩く り 御意 見 

を 伺いに 参りましょう」 

此の様な 横着な、 狡猾な、 爾 して 癩に 障る 仕打ちが 

又と 有ろう か、 余 を 飢えさせて 弱らせて 其の上で 相手 

にす る 積り で 居 や あがる、 余 「では 四 五日 も 私 を 此の 

室へ 閉じ籠め て 置く と 云う のです か」 医学士 「ハイ 抵 

抗カ のなくなる までお 宿 を 致す 外 は 有りません」 余 「実 


は 貴方が たのす る 事 は 人間に 有る まじき 所業です、 何 

等の 卑劣、 何等の 卑怯です、 私の 立ち去る の を 少しも 

邪魔せ ぬな どと 云い 欺いて 油断 させて 置いて、 出し抜 

けに 私 を 此の 室へ 閉じ込む などと」 医学士 「ハイ 夫が 

貴方に 教わった 兵法の いろはで すよ。 確か 停車場へ 荷 

物 を 取りに 行く とか 云って 私に 油断 させ、 爾 して 此の 

家へ 忍び込ん だは 貴方 でした ねえ、 唯 貴方の 名刺 を 頂 

かなんだ は 残念です が、 夫 を 戴いたり する 間に 気が 附 

かれて は 成らぬ と、 何れ ほどか 私の 心が 迫 かれた で 

しょう。 ナニ 名刺 は 今 戴かず とも 貴方が 抵抗力の なく 

なった 頃、 衣囊を 探れば 分ります。 何しろ 貴方のお 得 


意の 此の 兵法の いろはと 云う は、 用いて 見る と 仲々 功 

能が 有ります ねェ」 余 は 悔しさに 地 団太を 踏んだ。 余 

「ェ ェ、 其の 様な 無礼な 言葉 は 聞きた く 有りません、 口 

数に 及ばず 一 言で お 返辞なさい。 此の 戸 を 開けます か 

開けません か」 医学士 「ハイー 言で 申します、 開け ま 

せん」 とせんの 語音に 非常の 力 を 込めて 云う 憎さ、 余 

「開けねば 内から 叩き 破ります」 医学士 「何う かそう 願 

います」 余 は 我が身が 微塵と 成っても 宜 いと、 全身の 

力 を 込めて 戸に 突き 当った が 宛で 石の 壁に 突き 当てた 

る 様な 者 だ、 音 はする けれど ビク ともせぬ、 外から は 

医学士が 「ォォ 中々 力が お強い、 今に 戸が 破れます か 


ら 精出して お突き 当り 成さい」 

無益と は 知っても 斯う 冷 かされて は 其の儘 止む 訳に 

行かぬ、 最 一度 突き当たって 驚かせて 遣ろうと、 身 構 

え をして 居る と、 忽ち 室の 中が 暗くな つて 来た。 余 は 

此の 時まで も気附 かずに 居た が、 医学士の 置いて 行つ 

た 手燭の 短い 蠟 爆が 段々 に 燃え 下り、 到頭 燃え 盡 きて 

了った の だ。 ェェ 残念な 事 をした と、 是も 今更 後悔の 

念に 堪えぬ けれど 仕方がない、 医学士 は 鍵穴から 此の 

様 を 窺いて 知った と 見え 「サァ 婆さん 最ぅ 行こう よ、 

己 はな、 油断させる 為に 手燭 を 室の 中へ 置いて 来た か 

ら、 夫が 気に 成り 何でも 蠟 爆の 盡き るまで 調 弄う て 居 


るが 得策 だと 思 つ たが 最ぅ調 弄うて 居る 必要 もな く 

なった」 と 云い 捨てて 全く 立ち去る 様子で ある。 彼 何 

所 迄 悪智恵 の 行き届く 悪人 だ ろう。 到底 余の 如きの 手 

に 終える 奴で はない、 余 は 只管に 呆れつつ も 「お待ち 

なさい、 お待ちなさい」 と 呼び立てた。 けれど 彼 は 耳 

にも 掛けずに 去って 了った。 後 は 深山の 様に 静かで、 

爾 して 真の 暗闇で ある。 

第五 十八 回 絵姿の 眼 

余 は 実に 痛い目に 遭った、 真暗な 一室へ 閉じ籠 めら 


れ、 今 は 如何と もす る 事が 出来ぬ。 

何う すれば 好いだ ろうと 様々 に 考えても 何の 思案 も 

浮んで 来ぬ。 此の まま 茲に 飢死にせ ねば 成らぬ だろう 

か。 そうだ 何う も 飢え 死ぬ るまで 此の 室の 囚人と なつ 

て 居る 外 はない、 余 を 閉じ籠め た 悪 医学士の 目的 は 

分って 居る、 余に 此の 家の 秘密 を 探られ 自分 等の 罪悪 

を 察せられ たと 思う から、 唯 余 を 此の世に なき 者と す 

る 一 方 だ、 徒らに 余を窃 めたり 威したり する 訳で はな 

く 真に 余の 一 命 を 取る 積 リで掛 つて 居る の だ、 何も 爾 

としか 思われぬ。 

誰か 余 を 助けて 呉れる 者 は 有るまい か。 ィャ 有る 害 


がない。 余が 此の 家に 居る 事 は 誰も 知らぬ。 真の 夜中 

に、 誰 一 人知らぬ 間に 我が家 を 脱出し、 尤も 途中で 口— 

ス トンの 停車場から 秀 子に 宛て 電報 を 出した けれど 用 

ろん どん 

事の 為 倫敦へ 行く 様に 書いて 置いた。 余が 数日 帰らね 

ば 必ず 倫敦を 探す に違いないが、 倫敦に 居ぬ となれば 

其の上の 探し 様 はない。 

此の 家の 奴等 は 人 を 殺す の を 商売の 様に して 居る の 

だから、 余 一人 を 殺す のを爾 まで 臆 劫に も 思うまい。 

庭の 樹の 下へ 穴 を 掘る と 婆の 喋った ので 分つ て 居る、 

今まで 幾人 も 此の 室で 殺して 屋敷う ちへ 埋めた に 違い 

ない、 余が 此の 通りの 目に 遭った とて、 誰が そうと 知 


る 事が 出来よう。 単に 倫敦 から 行衛 知れずに 成った 者 

と 見做されて 了う の だ。 

実に 辛い、 残念 だ、 自分の 死ぬ る を 厭わぬ としても、 

後で 秀 子が 何の様な 目に 遭う だろう か。 余の 外に 保護 

者と て はなく、 叔父 は 有っても なきが 如し だ、 少しも 

真逆の 時の 役に は 立たぬ。 事に 寄る と 今 既に 秀子は 肝 

腎の 時に 余が 不在と 為った の を 心細く 思って 居る かも 

知れぬ。 

お 浦が 紛失して 未だ 幾日も 経たぬ のに、 又も 余が 消 

滅 したの ならば、 世間の 人が 幽霊 塔 を 何の様に 言う だ 

ろう。 叔父 も 住み 兼ねて 他へ 引き 移る かも 知れぬ。 


併し 空しく 考えた とて 詮ない 訳 だ、 何とかして 逃げ 

出さねば 成らぬ。 命の 残って 居る 限り は 逃げ出す 道 も 

求めねば 成らぬ、 併し 此の 暗やみで 室の 中の 様子 さえ 

分らぬ では 道 を 求める 由 もない の だ。 何時まで 暗い 訳 

ではなく、 五六 時間 も 経てば 自ら 夜 は 明ける、 と は 云 

え 昼間で は 益々 逃げ出す に 都合が 悪い。 扨 は 明日の 晚 

まで 此の 室に 居ねば 成らぬ のか 知らん。 

如何にも 癩に 障る 訳 だ、 夜の 明ける まで 寝る として 

も 埃の 一 寸も 溜って 居る 室の 中に 身 を 横たえる 訳に 行 

かず、 室の 何 所 かに 寝台で も 有れば 好い のに、 爾だ、 

手探りに 探って 見よう、 探って 少しで も 能く 室の 様子 


を 知り、 縦し 身 を 横たえる 所 はない にしても 少しで も 

早く 逃げ出る 道 を 得ねば ならぬ、 斯う 思 つ て 余 は 探り 

探り 元の 室へ 来、 中の 住 者に も 構わず、 只管 四方の 壁 

を 探った が、 一方に は 昔 火 を 焚いた と 思われる 燈炉の 

様な 所 も 有る、 窓 も 有る、 窓に は 大きな 鉄の 棒 を竪に 

幾 本 も はめて 有る、 昔 は 多分 立派な 居室で でも 有った 

だろう が 今 は 全く 牢屋 も 同様 だ。 窓の 鉄の 棒な どの 頑 

丈な こと は、 宛で 熊で も 鎚り相 だ。 

又 一 方の 壁に は 入口と 違って 通常の 戸の 締 つた 出口 

の 様な 所が 有る。 ァァ 此の 室 は 一 室で はなく、 幾 室 か 

続いて 一 組の 座敷 を 為して 居る のであろう。 次の 室、 


居室、 寝室と 元は 立派に 備わって 居た のか も 知れぬ と、 

更に 其の 戸 を 開けて 見る と 錠 も 卸り て 居ぬ、 全く 次の 

室ら しい、 之へ 歩み 入って 又 探る と、 茲は 前の 室と 違 

い、 様々 の 造作が ある、 押入、 戸棚、 化粧台の 様な 物 

も 手に 触 わる、 爾 して 片方に は、 オヤ オヤ 寝台が ある、 

最ー つ 次の 室が 有ろうかと 探って 見る と、 成る ほど 一 

つの 戸口 は 有る けれど、 此は 固く 締 つて 居る、 此の上 

に 探った とて 同じ 事よ、 先ず 寝台の 有る の を 幸いに、 

矢張り 夜の 明ける まで 寝る より 外 は 仕方がない。 

寝台 は爾 ほど 汚れても 居ぬ 様に 思われる、 埃の 臭気 

は 鼻に 慣れて 別に 感じぬ が、 其の 外に 何だか 鼻 なれぬ 


香い が ある、 扨 は 女が 此の間に 居て 今に 化粧品で も 

残って 居る のか 知らん、 余り 心 持の 悪くない 香いだ、 

臭気 ではなく 寧ろ 香気 だ 、 爾だ 爾だ 化粧台 の 有った の 

を 見ても 女の 住んだ 事 は 分る、 斯う 思う と 幾分 か 心の 

中 も 寛 かにな リ 其の まま 寝台へ 上った が、 香気 は 極 

微弱で は 有る けれど 余の 神経へ 最と 妙なる 影響を及ぼ 

した。 確かに 此の 香い は秀 子が 常に 愛して 居る 香料と 

同じ 者 だ、 秀 子の 室へ 這 入る 度に 余が 精神の 爽 かにな 

るの を 覚える の は 確かに これ だ、 扨 は 此の 室が 即ち 秀 

子の 居た 室 か 知らん、 秀 子が 此の 家に 居た 事 は 様々 の 

事柄で 察せられる のみならず、 宵の 程 幾度 か 婆の 口 か 


ら 美人と 云った のも秀 子の 様 だ、 シテ 見る と 此の 寝台 

が秀 子の 寝た 跡 かも 知れぬ。 

余 は唯是 だけの 事に 大いに 心 を 打ち 寛ぎ、 何時の 

間に か 眠って 了った、 僅かに 二三 十分 も 眠った かと 思 

う 心 持 だのに、 目が 覚めて 見れば 早 や、 古い 窓の 戸の 

透から 朗 かな 旭日の 影が 射して 居る、 余に 取って は 蘇 

生の 想いだ、 気 も 軽く 寝台より 下り、 室 中 を 見廻した 

が 、 室に 在る 多少 の 小道具な ど を 見る と 茲に秀 子の 身 

の 秘密が 幾 等 か 残って 居る 様に 思われた。 併し 此 等よ 

りも猶 余の 心 を惹く 一  物 は 寝台の 枕の 方に 当たる 壁に、 

大きく 貼り 附 けて ある 異様な 絵姿で ある、 ィャ 其の 絵 


姿の 眼で ある。 

第五 十九 回 次の間の 住 者 

絵姿 は 余り 古 くもなく 勿論 見事で もない。 多分 は 名 

もない 絵ェが 内職に 描いた のであろう。 併し 大きさ は 

絵絹が 勿体ない ほど 大きい、 姿 は 女の 立った 所で ある、 

何も 別に 取り所と て はない が、 唯 其の 眼が、 真 成に 生 

きた 様な 光 を 発し、 余を瞰 下して 居る 様に 見える、 顔 

にも 容 にも 生気 はない が 眼 だけに は 実に 異様な 不似 

合な 生気が 有る、 画の 眼と は 思われぬ。 


余が 今の 境遇 は、 知り もせぬ 女の 画 姿な どに 気を留 

めて 居るべき でない、 夫 だのに 何となく 其の 眼 だけが 

気に 掛かる、 扨 は 余が 未だ 寝 呆けて 居る のか 知らん と 

自分ながら 怪しんで 自分の 目 を 擦って 見た。 爾 して 再 

び 頭 を 上げて 見直した が、 是は 何う だ、 画 姿の 眼の 生 

気 は 全く 失せて 居る、 何の 意味 も 何の 光 もな く、 矢 張 

り 画 相応に 無趣味 無筆 力の 眼で ある、 余 は 何う しても 

合点が 行かぬ、 或いは 寝 呆け て 見誤った のか も 知れぬ 

が、 併し 此の 画像の 眼に 何等かの 曰くが あるに 違いな 

い、 決して 自分の 見損いとの みは 思えぬ。 

けれど 其の 詮索 は、 今 は 仕て 居られぬ、 第一に 見た 


いのは 昨夜の、 次の 室の 住 者で ある、 彼 は 何者か 何の 

様な 姿 形 か、 斯う 思って 次の 室へ 行って 見た が、 室の 

向う の 片隅に 小さくな つ て 背 屈んで 居る、 夜前 思うた 

せむし 

通り 脊 僂の 男、 ィャ 未だ 男と も 云い 難い 十五 六の 子供 

であるが、 其の 穢く 汚れて 居る 事は譬 うるに 物 もない、 

髪の毛 は 何時 剃刀 を 入れた とも 知れず、 蓬々 と 延びて 

塵に 塗り、 猩々 の 毛の 様に 顔に 被 さり、 皮膚の 色は殆 

ど 煤が かった 鼠色で ある。 斯う も 不衛生な 有様で 能く 

先ァ活 きて 居られる こと だ。 余 は 色々 と 声を掛け たが、 

全くの 白痴と 見えて 一 言の 返事 もせぬ、 唯 異国から 連 

れて 来た 動物が 檻の 中から 珍し 相に 人間の 顔 を 眺める 


のと 略 ぼ 同じ 面 持 を 示して 居る。 何故に 此の様な 者 を 

匿 まって 置く であろう、 分った 多分 は 可な リ 財産の 有 

る 家に 生まれた ので、 其の 親が 世間体の 為に 此の様な 

子 を 家に 置く 訳に も 行かず、 と 云って 慈善 院 などへ 入 

れ るの も 世間へ 知れる 恐れが あるので、 金を附 けて 此 

の 家へ 預けた ので も 有ろう。 爾だ、 此の 家 は 総て 人の 

秘密 を 食物に して 居る ので、 此の様な 者を預 り、 親 か 

ら金を ュスリ 取る 事の 出来る 間 は 活かして 置き、 金が 

出ぬ 様になれば 殺して ひそかに 庭の 木の 下へ 穴 を 掘つ 

て 埋める の だ。 世間に 満 ざら 類のない 商売で もない、 

物の 本で は 折々 読んだ 事 も ある。 


先ァ 何しろ 此の 態で は 可哀相 だ、 救い出して 人間 並 

みの 待遇 を 受ける 事に 仕て 遣り 度い。 縦し や 秘密の 場 

所へ 隠す にしても、 是 では 遙 かに 犬 猫に 劣る 仕向 だか 

ら、 若し 余が 兹を 脱け 出る 事が 出来れば 必ず 此の 者 を 

連れて 出よう、 夫が 出来ず ば 此の 者と 共に 留まり 自分 

の 手で 傷 わって 遣ろうと、 余 は 今までに 覚えぬ ほど 惻 

隠の 心 を 起した。 

せめ 

切て は 此の 室の 中で 窓の 隙から 日の 光の 差す 辺へ で 

も 坐ら せて 置き 度い と 思い、 手 を 取って 引く と、 オヤ 

其の 手に 麵麵の 屑 を 持って 居る。 扨 は 今朝 既に 食物 

の 差し入れが 有った と 見える、 斯う 思う と 誠に 賤 しい 


話で は 有る が 余に は 未だ 差し入れがない、 時計 を 見れ 

ば、 早朝 かと 思った のに 既に 九 時 を 過ぎて 居る。 余 は 

俄かに 空腹 を 感じた が、 何でも 余 は 医学士の 言葉の 通 

り 断食の 儘で、 身体の 弱り果て るまで 置かれる 事と 見 

える、 今から ひも じいな ど 思う様で は 仕方がな いと、 

忽ち 思い直して 再び 彼の 手 を 引き立て ると、 彼の 足に 

は 鎖が 附 いて 重さが 七 八 貫 も 有ろうかと 思われる 鉛の 

おも リ 

錘へ、 極 短く 結び 附 けられて 居る の だ。 

夜前 は 飛んだり 跳ねたり して 居た のに、 ァァ爾 だ 今 

朝食 物の 差し入れの 時、 更に 繋ぎ 直された の だ、 誰が 

此の様な 事 をす るか、 是も 医学士 だ、 シテ 見る と 医学 


士 が 今朝 茲 へ 這 入って 来たの だ。 実に 大 胆 不敵な 奴、 

余が 此の 室に 居る の も 構わず、 ィャ 夫と も 余の 眠って 

居た の を 知って 居た か 知らん、 爾だ 知って 居た、 知つ 

て 居た、 爾 なくば 到底 も 這 入って 来 はせ ぬ、 併し 待て 

よ 余の 眠った を 知って 居た とすれば、 何処かから ひそ 

かに 余の 挙動 を 窺いて 居る と 見える、 ハテ 其の 様な 窺 

く 所が あるか 知らん。 ォォ、 分った ぞ、 分った ぞ、 ァ 

ノ 絵姿の 眼が それ だ、 目の 所が 抉 抜いて 有って、 丁度 

外から 其の 目へ 目 を 当てて 中 を 窺く の だ、 余り 面白く 

もない ェ風を 仕た 者 だ、 宜し、 斯うと 分れば 余に も 亦 

余 だけの ェ 風が ある。 


余 は 胸の 中に ェ風 をた たみ、 先ず 此の 住 者の 足の 鎖 

を 解いて 遣ろうと、 衣囊 から 例の 小刀 を 取り出して、 

其の 中の 錐ゃ旋 抜きな ど を、 鎖に 附 けて 有る 錠前に 当 

て、 智 恵の 限り を盡 して 見た が 凡そ 三十 分の 余に 及ん 

で 到頭 錠前 を 外して 了った。 

白痴ながら 住 者 は 甚く 喜んで 室の 一 方の 隅へ 行き、 

何 か 拾って 握って 来て、 お礼と 云う 見得で 余に 差し出 

した。 其の 手 を 開かして 見る と、 有難い、 昨夜 余が 翻 

した 燐燧を 拾い集めた 者で 其の 数が 七 本 ある。 余 は 涙 

の 出る ほど 有難い、 早速 受け取って、 一 本の 葉巻 莨 を 

燻らせた が、 是 でも 蘇生の 想いが ある、 ナニ 空腹 も大 


した 苦痛で はない。 

余 は 何 か 返礼 をと 思い、 次の 室へ 行った、 化粧台の 

中に ある 小箱 や 抽斗の 戸な ど を 外して 来て 夫 等 を 砕い 

て 煖炉に 火 を 焚いて 遣った。 ナニ 此の 室の 造作 は 悉く 

薪に しても 惜しく はない、 手当り 次第に 持って来て 投 

げ込 むと 中々 大きな 火が 燃え 出した が、 秋と は 云え ど 

朝な ど は 早 や 肌寒 を 覚える 頃 だから、 彼 白痴の 喜ぶ 事、 

手 を 柏って 煖炉の 前で 雀躍して 居る、 是が 多分 は 余が 

生まれて 以来 第 一 等の 功徳であろう。 

第 六十 回 後に 三本 


煖炉の 燃えて 居る 間に 余 は 次の 室に 行き 戸棚の 中 を 

検査した が、 殆ど 無一物の 有様で は 有る けれど 棚の 隅 

に 二三の 薬壜が 埃に 埋まった 儘で ある。 若し 余の 想像 

の 通リ秀 子が 此の 室に 入った 事が 有る とすれば 或いは 

是 等の 薬 を 呑んだ かも 知れぬ と、 取り出して 埃 を 吹き 

ちんき 

払い、 其の 貼 紙 を 見る と、 一個 は 「阿片 丁 幾 (毒薬)」 

と 記して 有る、 一 個 は 「発病の 際頓 服す 可し」 と あり、 

残る 一個 は 単に 「興奮 薬」 とのみ 記して 有る。 医学の 

心得の ある 人なら 是だ け で 何等 か の 想像 も附 くだ ろ う 

が、 余に は 別に 手 掛リと 云う 程の 手掛 りに もなら ぬ、 


次に 押入 を 開いて 見た が、 下の 隅に 着物 を 丸めて 突 込 

ん だと 云う 様な 一 塊が ある。 取り出す と 非常に 黴臭い 

が、 確かに 女の 着物で、 是も 二三 種 は 有る 様 だ。 先ず 

別々 に 取り分け たが、 其の 内の 一枚 は秀 子のに 相違な 

い、 秀 子が 何時も 着て 居る 日影 色の 無地で ある、 今一 

枚 は 少し 短くて 幅が 広い かと 思われる、 之 は 仕 立の 粗 

末な 所が 何う も 出来合いの 安物 を 買った のらし い。 或 

いは 虎 井 夫人が 着た ので は 有るまい か、 此の 着物と 一 

緒に 成って、 白 布の 上つ 張が ある、 之 は 看護婦な どの 

着ける の だ、 扨は秀 子が 此の 室で 病気 をして 看護婦で 

も 呼んだ のであろう か、 夫と も 秀子か 虎 井 夫人 かが 之 


を 着けた のであろう、 執れと も 判り 兼ねる。 

今一 枚、 妙な 浅黄 色の が 有る から 最後に それ を検め 

ると、 余 は 実に 気分が 悪くな つた。 何う だろう、 其の 

服 は 英国の 監獄 署で 女の 囚人が 着ける 仕着せ である。 

真逆に 秀 子が 此の様な 物 を 被た 害 はない。 虎 井 夫人で 

あろう、 爾だ虎 井 夫人 だ、 虎 井 夫人 だ、 念の為 衣囊を 

引つ 繰返して 見れば、 或いは 中から 誰の だか 分る 様な 

品物が 出る かも 知れぬ、 ドレ 引つ 繰 返そうかと 余 は 手 

を 出した けれど 容易に それほどの 勇気が 出ぬ、 万に 一 

つも 秀 子のと 云う 証拠で も 出たなら 取り返しが 附 かぬ、 

ィャ 其の 様な 害 はない、 何で 秀 子が 囚人の 服な ど を 着 


ける 者 かと、 又 思い直して 終に 其の 中を取り 調べた が 

有難い 事に は 中に 何にもない。 矢張り 誰のと も 分らぬ 

の だ、 ェェ 余計な 心配 をした と、 つまらぬ 事 を 安心し 

て是 から 残らずの 着物の 衣 囊を検 めた が、 唯一 っ秀子 

のと 思われる 日影 色の 着物から 一枚の 名刺が 出た、 唯 

夫 だけの 事 だ。 

名刺の 活字 は 鉛筆で 甚く 消して 有る。 けれど 熟く 視 

れば 読める、 「医学士 大場連 斎」 と ある、 これが 彼の 医 

学士であろう か、 更に 名刺の 裏 を 見る と、 同じ 鉛筆の 

文字で 細かく 「今の 境遇に て 真に 御身 を 助け 得る 人 は 

仏国 巴 里 ラセ ニイ ル街ー 一十 九 番館ポ —ル . レぺ ル 氏の 


外に は 決して 之な く 候、 既に 同氏へ 御身の 事 を 通信 致 

し 置き 候 間、 直々 に 行きて 御 申込 成さる 可く 候」 と あ 

る。 何の 事 だか 分らぬ けれど これ こそ は 大切の 手掛り 

とも 云う 可き だ。 余が 此の 室 を 逃げ出し 得ず して 死ん 

で 了えば それ迄 だが、 若し 死骸と 為らず して 此の 室 を 

出る 事が 出来たなら 必ず 此の ポ ー ル • レ ペルと 云う 巴 

里人 を も 尋ねて 見よう。 秀子を 助け 得る は 此の 人の 外 

に 無い と 云 う 意味 だ から、 秀 子が 何の様な 境遇で 何の 

様に 助けられた のか 夫と も茲に 「御身」 と ある は、 秀 

子で はない のか、 其の 辺の 事 を 突き 留めずに は 居られ 

ぬ。 


其のう ちに 早 や 午後と 為り 日暮と 為った。 余 は 空腹 

が 益々 空腹と 為る 許り だ。 此の上に 取り調べる 所 もな 

いから、 もう 逃げ出す 道 を 求める 一方 だが、 さて 何う 

したら 逃げ出されよう、 少しも 見込みが 附 かぬ。 

考えながら 次の 室へ 行って 見る と、 彼の 白痴 は 煖炉 

の 前に 仆れ、 眠った かと 思えば 可哀相に サ、 余が 眠ら 

ぬ 為 此の 者にまで 食物の 差し入れがない と 見え 弱り 果 

てて、 物欲し 相に サ、 余の 顔 を 眺める 許り だ。 余 は % 

わって 「今に 私が 此の 室から 連れ出して 上げる から、 

ョ、 辛くても 少しの 間、 辛抱して 居る の だよ」 と 言い 

聞かせた。 彼 は 聞き分け たと 見え、 重そう に 起き 上つ 


た、 爾 して 自分の 足と 繋がれて 居た 鎖と を、 暫 しの 間 

見較べて、 頓て 余の 今まで 居た 次の間の 方へ 行った。 

見れば 既に 煖炉の 火 も 消えて 居る。 猶 焚く 物 は 有る 

の だから、 再び 火 を 起す の は 容易 だが、 何しろ 燐燧が 

乏しい から 夜に 入って 寒くなる まで 此の ままに 置く が 

好かろう。 

夜に 入らぬ うち 逃げ道 を 探す のが 肝腎 だと、 余 は 又 

立 つ て 室 中の 窓 を 悉く 検め たが、 孰れ も 真の 牢屋の 様 

に、 鉄の 棒 を 入れて ある 棒の 中に、 若し や 上下の 弛ん 

で 居る の はなかろう かと、 一本々々 を 揺さぶって 見る 

けれど 孰れ も 堅固 だ。 幾 等 余の 力 を 加えた とて 其の 甲 


斐 はない。 最早 落胆せ ざらん と 欲する も 得ず だ。 其の 

こもごも 

うちに 愈々 夜に 入った、 万感 交々 胸に 迫る と は 此の様 

な 場合 を 云う だろう か。 勿論 腹 は 益々 空く 一  方 だが、 

寒さ も 追々 に 強く 感ずる、 何しろ 腹に 応えがなくて は 

寒さ を 凌ぐ 力 もない と 見える。 最ぅ 煖炉 を 焚かずに は 

居られぬ、 丈夫な 余さえ も 此の 通り だから 彼の 白痴 は 

猶更 耐え 難いだ ろうと 思い、 再び 煖炉 を 焚き 附 けて 次 

の 室へ 行き、 残り 少ない 燐燧を 奢って 見廻す と 白痴 は 

居ぬ、 扨 は 何 所 か 出て 行く 所が あるだろう かと 二 本 目 

の 憐燧を 擦った。 心細い 事に は最ぅ 後に 三本し か 残つ 

て 居ぬ。 


第 六十 一 回 余の 身代り 

何処に 出口が 有って 彼の 白痴 は 居な く 成った か。 二 

まつち 

度 目の 燐燧で 照らし 見る と、 居 なくなつ たので はなく ■ 

余の 寝た 寝台の 上に 寝て 居る の だ、 此の様な 境遇 を爾 

まで 辛くも 思わぬ、 其の 眠りの 安々 と 心地好げ に 見 ゆ 

る こと は、 ホンに 羨ましい と 云っても 宜ぃ。 余 は 寧つ 

そ 白痴に 生まれたなら、 苦痛 を 苦痛と も 感ぜぬ だけ 

却って 仕 合せで 有った かも 知れぬ が、 今更 それ 愚痴に 

過ぎない。 


斯う 旨々 と 眠て 居る 者 を、 起す の も 罪 だから 其の ま 

ま 余 は 煖炉の 前に かえり 燃える 火 を 眺めて 居た が、 余 

ほど 身体が 疲れたと 見え、 椅子に 凭った まま 居 眠った。 

幾 時の 後に か 目が 覚めて 見る と 煖炉が 全く 消えて、 室 

の 中 は 昨夜の 様な 暗闇と 為り、 寒さ は 宛 かも 背中から 

水 を 浴びせられる 様 だ。 暁 方まで 何う して 凌ごうかと 

思って 居る うち、 何 所から か 此の 暗闇の 室へ 散らり と 

燈 光が 射した。 熟く 見る と、 庭に 向った 方の 窓の 戸の 

隙から 洩れて 来る の だ、 最ぅ 何時か 知らぬ けれど 此の 

夜 更に 誰が 何の 為に 庭へ 出て 居る だろうと 窓の 所へ 行 

き、 鉄の 棒に 顔 を 当て 戸の 隙の 最も 大きい 所から 窺い 


て 見る と ズッと 向う の樹の 下に 燈りを 持 つ て 居る の は 

婆で、 其の 燈光 をた よりに 彼の 医学士が 鍬を以 つて 大 

きな 穴 を 掘って 居る。 

是だ、 是だ、 穴 を 掘って 死骸 を 埋める と は、 此の 事 

だ、 ハテな 今夜 は 誰 を 埋める のだろう、 考える 迄 もな 

い。 余 を 埋める 積り なの だ。 医学士の 言葉で は 余が 空 

腹の 為 疲れる の を 待ち、 爾 して 取って 押える と 云う 事 

で 有った から 四 五日 は 間が あるかと 思った が、 何 かそ 

う 長く 待 たれぬ 事情で も 出来た のか、 夫と も 余が 既に 

疲れて 了った と 見込んだ のか、 ナァ 二、 未だ 中々 彼等 

の 手に 取り拉れ る 男で はない。 来るならば 来て 見る が 


好い と、 腹立たし さと 共に 俄かに 勇気が 出、 身 を 引き 

緊 めて 瞰て居 ると、 穴 は 最ぅ余 ほど 前から 掘って 居た 

者と 見え、 早 や 掘り 上げて、 医学士 は 身 を 延ばして 見 

直した 上、 婆と 共に 家の 方へ 帰って来た。 

サァ、 愈々 余 を 殺しに 来る の だと、 余 は 彼の 小刀 を 

手に 持って、 入口の 戸の 所へ 行き 立って 居る と 忽ち 次 

の 室に 当たり、 非常な 物音が 聞こえた。 何の 物音と も 

判断 は附 かぬ が、 何しろ 尋常で はない と 思い、 徐々 次 

の 室に 行き、 三本 残る 燐燧 のうち 一 本 を 擦って 見た が、 

余 は 余りの 事に 「アツ」 と 叫んだ。 何う だろう、 彼の 

白痴が 寝て 居た 寝台が なくなって 床へ 夫 だけの 穴が 開 


いて 居る、 全く、 彼の 寝台が 陥 突で、 床が 外れて、 寝 

て 居る 人ぐ るみ 下へ 落つ こちる 様にな つ て 居る の だ。 

此の様な 惨酷な 仕組みが 有ろうと は 思わなん だが、 

何でも 昔 此の 家へ 住んだ 貴族 か 何 かが 敵 を 殺す 為に 此 

の 様な 秘密の 仕掛 を 作って 置いた の だ、 夫 を 医学士が 

利用して、 今まで 幾人の 命 を 奪った であろう、 実に 残 

忍 極まる 奴等 だ、 夫に しても 何が 為に ァノ 白痴 を 此の 

仕掛けで 殺した だろう。 殆ど 鶏 を 割く に 牛の 刀 を以っ 

てす る 様な 者 だと、 余 は 少し 怪しんだ が、 ァァ 分った、 

彼等 は 此の 寝台に 白痴が 寝て 居ようと は 思わず、 全く 

余が 寝て 居る と 思 つ たの だ。 


余 は 其の 穴へ 近づいて 下を瞰 いたが、 真っ暗で 何れ 

ほど 深い か 更に 分らぬ。 仕方なく 手に 有る 燃え残りの 

憐燧を 其の まま 落して 見る と、 凡そ 二 丈ば かりの 深さ 

は あるかと 思われる。 憐燧は 光 を 放ちつつ 落ちて 妙な 

音が して 消えて 了った。 是で 見る と 下 は 水 だ、 何でも 

古井戸の 様な 者で、 白痴 は 余の 身代りと 為り 其の 中へ 

入って 水死した の だ。 

実に 可哀相な 事 をした、 と 云って 此の まま 居れば 遠 

からず 人違いと 云う 事が 分り、 彼の 医学士が 驚いて 何 

の 様な 事 をす るか も 知れぬ、 成る にもせ よ 成らぬ にも 

せよ、 何とか 此の 室 を 出る ェ風 をせ ねば 成らぬ、 彼が 


充分に 用意して、 余 を 殺し 直しに 来る の を 便々 と 待つ 

たま 

て 居て 耐る者 かと、 余 は 全く 死物 狂いに なった。 勿論 

何 所から 逃げる と 云う 見込み はない が、 聊か 便りと す 

る は 寝台の 枕許に 当る 絵姿で ある、 寝台 は 先刻 煖炉 を 

焚いた 室の 方へ 足 を 向ける 方向に 据 つて 居た から 絵姿 

の 背後 は 廊下に 違いない。 爾 して 絵姿の 眼から 内 を 窺 

く 眼が、 丁度 絵姿の 目の 様に 見えた 所から 察する と、 

之 を 貼リ附 けて 有る の は 壁で はなく、 板であろう、 板 

ならば 叩き 破られぬ 事 はない と、 先ず 試みに 叩いて 見 

た。 思った よりも 薄い 様な 音 だ、 余の 力なら ば 一 破り 

だ。 


余 は 先ず 小刀 を以 つて 抉って 見た が、 大して 骨 も 折 

つきとお 

れ ずに 其の 刃が 突 串った。 板の 厚さ は 僅かに 四 分 位で 

ある、 是 ならばと 所々 に 穴を開け、 頓て 全身に 力 を 籠 

めて、 推しつ 叩きつ した。 初めてから 三十 分と 経ぬ う 

ちに 其の 板 を 推し 破った。 此の様な 事なら、 早く 気が 

附 けば 好かった のに、 併し 夫 は 今 思うても 帰らぬ 事、 

鬼に 角 室 を 脱け 出す は 勝利の 第 一 歩 だから、 何の様な 

所 かと 又も 燐 燧のー 一本のう ち 一 本 を 擦つ て 見る と 思つ 

た 通り 廊下で あるが、 此の 廊下 は ダラ ダラと 雪崩の 様 

に 向う の 方へ 傾いて 居る。 偖 は 穴 倉へ でも 通じて 居る 

のか それとも 下の 室へ 出られる のかと、 下へ 下へ と 降 


りて 行く と 突き当たる 所に 又 戸が ある。 ァァ是 で 分つ 

た、 絵姿の 所の 板が 薄かった の も、 全く は ァノ板 を 破つ 

たと て茲に 此の様な 戸が 有って 到底 外へ 出られぬ 様に 

成って 居る 為で ある。 ァノ 板戸 は ホンの 身 を 隠して 中 

を瞰く 便利の 為 仕切り だけに 設けた の だ。 

爾 すれば ァノ戸 を 破った の も 実際 何の 役に も 立たぬ 

かと、 聊か 残念に おもい、 先ず 四辺の 様子 を 考える に、 

此の 戸の 前へ は 横手から も 廊下が 来て 居て、 茲で 「丁」 

の 字形に なって 居る らしい。 横手へ 行った とて 矢張り、 

突き 当りに 戸が 有る のに 極って 居る から、 先ず 此の 戸 

から 試そうと、 厚い 薄い を 叩き 試みる に、 戸の 先に 人 


の 声が する。 「ナニ 医学士、 其の 様に 甚く 叩かず とも 

其の 戸 は 先 ほど 婆さんが 瞰 きに 行った とき 開けた 儘で、 

錠 は 卸り て 居ない の だよ」 此の 声 は 確かに 穴川甚 蔵で 

ある。 錠が 卸り て 居ない と は 何たる 仕 合せだろう。 余 

は 蘇生の 心地 をして 「医学士で はなく 私です よ」 と 云 

いつつ 其の 戸 を 開いて 内へ 這 入った、 果して 甚 蔵の 寝 

て 居る 室で ある。 

第 六十 二回 毒蜘蛛 

今 考えて 見る と 彼の 絵姿 を 貼って あった 所 は 元の 戸 


口で 有った けれど、 其の 戸が なくなつ たので 板 を塡め 

そうして 壁の 色の 違う の を 隠す 為に 詰まらぬ 絵 を 貼り、 

旁々 外から 内の 様子 を 窺く 便利に 供して 置いた の だ。 

つまり 彼の 室の 内で 一 番 破り 易い 所であった。 余が 彼 

処へ 目を附 けたの は 幸いで 有った。 其の上に 丁度 甚蔵 

の 寝室の 戸の 開いて 居る 時に 出て 来たの は 殆ど 天の 助 

けと も 云う 可き だ。 

余が 甚 蔵の 室へ 這 入る と、 彼 は 寝て 居ながら 直ちに 

ぴす とる 

短銃 を 取って 余 を 狙い 「身動き をす ると 命がない ぞ」 

と 威 かした。 余 は 落ち着いた 調子で 「穴 川さん、 貴方 

は 馬車で 此の 家へ 帰り 着く まで、 有難い の、 命の 親 だ 


と 私 を 拝まぬ 許りで 有った のに、 短銃 を 以て その 謝意 

を 表する のです か」 穴 川 は 余の 顔 を 打ち ながめて、 「ェ、 

ェ、 貴方です か、 大場 医学士が 貴方 だと は 云わぬ 者 だ 

から」 と 言訳の 様に 云いつ つも 猶 短銃 を 下げようと は 

せぬ。 余 は 此の 忙しい 間に も大 場と 云う 名 を 耳に 留め、 

偖は秀 子の 服と 思われる 彼の 日影 色の 被 物から 出た 名 

剌に大 場 連 斎と あつたの が 全く 此の 悪 医者 だな と、 心 

の 底に うなずいて 「ハイ 汽車の 中から 此の 家まで 貴方 

を 介抱して 来た 当人です、 ナニ 未だ 逃げ もせず、 貴方 

を 害し もせぬ から 暫く 其の 短銃 をお 下げなさい」 穴 川 

「ィャ 此の 身体で は 此の 外に 頼りと する 者 も 有り ませ 


ん から 下げません。 けれど ナニ 貴方が 正直に さえ 仕て 

居れば、 必ず 射殺す と 云う 訳で もない から」 余 「では 

有体に 云います が、 貴方に 少し 話が 有る から、 外の 人 

に 妨げられぬ 様に 此の 室の 戸 を 閉じなさい」 余 「鍵 は 

何 所に あります か」 穴 川 「鍵 は 其の 戸に 附 いた 儘で 有 

る 害です」 成る ほど 錠前の 穴へ 塡 つた 儘で ある。 余 は 

全く 此の 家 を 立ち去る 前に 厳しく 穴 川に 談判して 置か 

ねば 成らぬ と 思う 為、 医学士の 這 入り 得ぬ 様、 中から 

確かに 錠 を 卸した。 爾 して 室の 中 を 見廻す と、 穴 川の 

枕許に、 小 卓の 上へ、 食物 を 盛った 皿 や 飲物な どが 出 

て 居る。 多分 は 医学士が 仕事 を 了った 上で 夜食す る 積 


りであろう。 けれど 遠慮す る 場合で 無い。 「穴 川さん 

ひぼし 

今日 一 日食 干に 遭った 為、 空腹で 言葉の 順序 さえ 間違 

い 相です。 先ず 御馳走に 與 かります よ、 話 は 腹の 出来 

た 上に 致します から」 と 云い、 卓子に 就いて 遠慮 無く 

喫べ 始めた。 勿論 粗末な 品で は 有る が、 此の様な 旨い 

思い は、 覚えてから 仕た 事がない。 甚蔵は 感心した 様 

ひとりごと 

子で 「ァァ 好い 度胸 だ、 立派な 悪党に 成れる」 と 独語 

の 様に 云うて 居る。 余 「ナニ 悪党な どに 成り 度く は 有 

りません が、 腹の 空いた 時に 喫いた いのは 度胸の 有無 

に 係わりません のさ」 

余が 喫べ て 居る 間に 室の 外で は 頻りに 足音が する。 


何でも 医学士と 婆と だろう。 音の 様子で は 余の 閉じ籠 

めら れて 居た 室を検 めに 行ったら しい。 今に 驚いて 降 

りて 来る だろうと 思う 間もなく、 果たして ドサ クサと 

降りて 来て 室の 外から 「博士、 博士、 大変 だよ、 彼奴 

巧みに 様子 を 察し、 身代り を 立てて 置いて 逃げて 了つ 

た」 確かに 医学士の 声 だ。 穴 川 「ナニ 逃げ はせ ぬ、 今 

此の 室で、 貴殿の 用意して 置いた、 夜食 を 喫べ て 居る 

のよ」 医学士 「ェェ 彼奴が か、 余つ ぼ ど 腹が 空いた と 

見える、 拙者 の 今 ま で の 経験 では 空腹 ほど 人 を 意気地 

なくす る 者 はない。 先ァ 好かった 拙者 は最 う、 貴殿が 

彼奴に 絞め殺されて は 居ぬ かと 気遣った が」 穴 川 「ナ 


二 身体 は 利かず とも 短銃 を 持つ て 居る からそう 易々 絞 

め 殺される 様な 事 はない、 安心した まえ」 医学士 「で 

も兹を 開けて 呉れと 云 つ て 貴殿が 起きて 来て 開ける 事 

は 出来ず、 全体 此の 戸 は 何う して 錠 を 卸した の だ」 云 

いつつ、 頻りに 戸の 引き手 を 廻して 居る。 穴 川 「ナニ 

短銃で 差 図して 彼奴に 鎖 させた の だよ」 医学士 「では 

再び 短銃で 差 図して 開か さして 貰おう」 穴 川 「ィ ャ少 

し 拙者と 彼の 間に 話が あるの だ、 それの 済む まで、 例 

の 室に 控えて 居て 貰いたい」 医学士 「仕様がな いな あ」 

と 眩き つ つ 往生す る 様子で あるが、 今度 は 婆の 声で 「甚 

蔵 や、 甚蔵 や、 今度 は 大層 旨く 穴が 掘れた よ。 段々 慣 


れて 来る 者 だから 次第に 医学士の 手際が 好く 成って 

サ」 穴 川 「ェ ェ、 其の 様な 余計な 事 を 云う に 及ばぬ」 

牝リ附 ける 声で、 婆 も 黙って 了った。 余 も 此の 時、 

器 だけ を 残して 丁度 食事 を 終った が、 是 等の 有様に 依 

り 熟々 感じた。 成る ほど 秀 子が、 毒蜘蛛が 網 を 張って 

居て、 人 を 捕えて 逃がさぬ 様に 話した の は 兹の事 だ、 

たと- 尺 

毒蜘蛛と 云った の は 全く 言葉の 上の 比喩で 有った けれ 

ど、 学士と 云い 博士と 云い、 爾 して 博士の 母まで も 全 

くの 毒蜘蛛 だ。 秀子も 一度 は 此の 網に 掛 つたに 違いな 

い、 ィャ 今以て 未だ 其の 網から 脱け 得て は 居ない の だ、 

それ を 脱け 得させて 遣る のが 余が 目的 だ。 余 とても 同 


じ 網に 掛っ たけれ ど、 幸い 何う やら 斯う やら 脱け て 出 

られ 相に 成った。 今まで 脱け 得ず して 毒蜘蛛の 餌食と 

為って 果てた 者 は 幾人であろう。 死骸 を 埋める 穴 を 掘 

るのに 慣れて、 医学士の 手際が 上った などと は、 唯 短 

い 言葉 だ けれど、 能く 思 えば 実に 千万無量 の 恐ろし さ 

が 籠って 居る、 其の 代り 余が 脱け 出たなら 此の 毒蜘蛛 

の 巣窟に 大掃除 を 施さずに は 置かぬ、 これから 愈々 其 

の 談判に 取り掛か るの だ。 

第 六十 三回 応か 否か 


余 は 穴 川に 大 談判 をせ ねば 成らぬ が、 兎に角 彼の 手 

に 在る 短銃が 気に 掛かる。 折 さえ 有れば 奪い取り 度い、 

ァレを 取って 了い さえせば、 彼 は 骨 も 筋 もない 海月 同 

様の 者になる の だ。 

余 は 故と 短銃に 少しも 頓着せ ぬ 様な 風 を 見せて、 

愈々 言葉 を 発した。 「扨 穴 川さん、 私が 貴方と 汽車に 

同乗して 貴方 を 助け、 爾 して 此の 家へ 来る 様に 成った 

の は 偶然の 様で、 偶然で ない、 実は 貴方と 談判 を 開く 

積り で 幽霊 塔から 尾け て 来たの だよ」 と 云って 先ず 余 

の 名剌を 出して 渡した。 彼 は 幽霊 塔と 云う 言葉に 既に 

驚いた 様子で あつたが、 余の 名刺 を 見て 益々 驚き r ェ、 


ェ、 貴方が 丸 部 道九郎 さんです か」 と 呆れた 様な 顔 を 

した。 是が 彼の 運の 盡 きで 有った、 呆れる 拍子に 少し 

の 隙が 有った から、 余 は 直ぐに 彼の 手から 短銃 を 接ぎ 

取った、 真に 咄嗟の 間で、 彼に 少しも 抵抗の 猶予 を 与 

えなんだ の は 我ながら 手際で 有った。 

彼が 立腹の 一 語 を も 発し 得ぬ 間に、 余 「此の様な 物 

が 有って は 話の 邪魔に 成って 仕方がない。 話の 済む ま 

で 私が 預 つて 置きましょう」 彼 「夫 は 非道い、 出し抜 

けに 奪い取る と は 紳士に 有る まじき —— 」 余 「ィ ャ紳 

土の 談話に は 短銃の 離な ど 用いません」 彼 「でも 夫が 

なくて は 私 は 怪我人で 身体 も 利かず」 余 「ィャ 身体 は 


利かず とも 口 さえ 利けば 沢山です」 彼 「宛で 貴方の 手 

の 裏に 入った 様な 者で、 貴方の 強迫な さる 儘に」 余 「ィ 

ャ私は 短銃 を 以て 人 を 強迫す るの は 嫌いです、 其の 証 

拠に は 此の 通り 短銃 を 衣囊の 中へ 収 います」 と 云いつ 

つ 早 や 腰の 辺に ある ピストル を ポケットへ 入れて 了つ 

た。 

唯是 だけで、 早 や 主客 処を 異にした 有様と 為った。 

彼 は猶グ ズグズ 云う を 「お黙り 成さい、 男らしく もな 

い」 と 一 言に 叱り 鎮めて 置いて 「実は 私 は兹で 貴方に 

射殺されて 了い 度い の だ。 勿論 生きて は 還らぬ 積り で、 

夫々 後の 用意 をして 貴方 を 尾け て 来たので すから」 甚 


蔵 は 独語の 如くに 「ァァ 夫 だから 秀 子が 意地が 強 か つ 

たの だ、 何の様な 目に 逢っても 面会 はせ ぬから 勝手に 

する が 好い などと、 失敬な 返事 を 言伝に して」 余 「或 

いはそう かも 知れません、 兎に角 私 は 叔父 朝 夫に 相談 

して、 此の 身が 若し 三日 目までに 帰らなん だら、 殺さ 

れた者 だから 直ぐに 其の 筋へ 訴えて 捕吏 を 此の 養蟲園 

へ 差し向けて 呉れと 云うて 有ります。 夫 だから 何う し 

て も 明日 中に 帰らねば 好くない のです、 今夜 此の 通り 

ァノ室 を 脱け 出した の は 私よりも 寧ろ 貴方の 為と 云う 

者です」 穴 川 「だって 短銃 を 取られた 上 は、 貴方 を 殺 

かど 

す 訳に も 行かず、 捕吏が 来たと て 私 を 捕える 廉は —— 」 


余 「有る かない か 捕吏の 方で 判断す るから 茲で 争う に 

は 及びません。 先ず 私の 話から お聞きなさい」 穴 川 「ハ 

ィ 其の 様に 云わず とも 聞く より 外に 仕方のない 場合で 

す」 余 「では 云います が、 貴方 は 今から 三十日 以内に、 

此の 土地 を 去り、 外国へ 移住なさい、 再び 此の 国へ 足 

踏みせ ぬと 云う 約束の 上で、 旅費 は 私が 二百 磅 出し 

ますから」 穴 川 「夫 は 何う 云う 訳で」 余 「何う 云う 訳 

とて、 貴方が 此の 国に 居て は秀 子の 幸福に 邪魔に 成り 

ます」 彼 は 何等かの 決心 を 呼び 起そうと する 様に 暫く 

無言で 考えた が、 頓て 「左様 さ 邪魔に もな リ 助けに も 

なり、 夫 は 私の 心 一 つです、 けれど 否と 云えば 问 うし 


ます」 余 「厭と 云えば 捕吏 を 差し向ける 許りの 事です。 

ま リ 

私が 此の 室へ 忍び込ん だの も、 捕吏 を 差し向ける 丈の 

罪跡 を 得たい ばかりの 一 念です。 今 は 充分の 罪跡 を 見 

届けた から、 貴方の 否応 は 大して 私に 利害 はなく、 応 

と 云えば 無事に 外国へ 逃がして 上げる し、 否と 云えば 

死刑と 云う 法律の 手 を 仮り て 人間の 外へ、 ハイ 此の世 

の 外へ 引越して 戴く 許りです。 サァ 何方 を択 びます か、 

敢て 私から 何方に せよ と 勧める 訳で はない、 唯 貴方の 

随意の 一 言 を 聞けば 好い のです、 応で すか、 否です か」 

彼の 顔 附きは 見る も 憐れな 有様で ある。 立腹と 当惑 

と、 決心と 恐れと が 戦って 居る、 頓て彼 は 弁解す る 様 


な 口調で 「罪跡と て 私に 何の 罪跡が 有る のです、 正直 

に 蜘蛛 を 養って 一家 を 立てて 居る 殖産 家です が、 ェ、 

二階に 白痴 を 留め置い たのが 罪跡です か。 彼 は 私の 

知った 事で はなく、 唯大場 医学士、 ィャ 医学士で はな 

いけれ ど 仮に 医学士と 云います が、 監獄 医大 場 連 斎の 

頼みに 応じ 二階の 空間 を 貸した 迄で、 貸した 室へ 大場 

が 何 を 入れて 置く か 私の 知った 事で は 有りません」 偖 

は 彼の 医学士 は 監獄の 医者 を 勤めて 居た 者と 見える、 

余 「勿論 大 場の 罪と 云う 事 は 逃れます まいが —— 」 穴 

川 「イイ 工大 場 とても 爾 ほどの 罪で はない のです、 世 

間の 医者が 誰もす る 一 通りの 事 をして 居る のです」 余 


「ェ、 世間 一 通りの 事」 穴 川 「ハイ 夫 は最ぅ 素人が 聞け 

ば 驚きましょう が、 医者と 云う 他人の 家へ 立ち入る 商 

売から 云えば 当り前です。 孰れの 家に も 随分 家名に 障 

る 様な 家族 は 有る 者で、 公の 養育 院ゃ 瘋癲 院 など へ は 

入れ 兼ねる 場合に 医者に 頼む のです。 医者 は 頼まれて 

真逆に 人 一人 を 殺して 了う 訳に も 行かず、 仕方なく 尤 

も 秘密の 場所 を 求めて 隠し 飼 殺しに する のです。 だか 

ら 繁昌す る 医者 は、 大抵 此のよう な 秘密の 場所 を 特約 

して 有る のです」 余 「ァノ 贋 医学士 は 其の 様な 繁昌す 

る 医者です か」 穴 川 「ィャ 繁昌 は 何う だか 知りません 

が、 彼 は 昔 監獄 医 を 勤めた 丈に、 人の 家の 秘密 を 他の 


医師より は 余計に 知って 居て、 自然に 秘密 事件 を 頼ま 

れる こと も 多い のです。 今 居る 白痴な ども 其の 一 です、 

成る ほど 白痴に 対して 多少 は 不行届き も 有り、 手当の 

悪い と 云う 非難 は 免れぬ かも 知れ ませぬ けれど、 それ 

を 罪跡な どと は」 余 「成る ほど 私の 思い違い かも 知れ 

ません、 併し 罪跡 か 否やの 鑑定 は 貴方と 私と 素人 同志 

で茲で 争った とて 果てしがないから 先刻 も 云う 通り 其 

の 筋の 判断に 任せましょう、 寝台が 陥薛に 成って 居て、 

眠って 居る 者 を 出し抜けに 古井戸へ 落し 込んだり、 或 

いは 当主の 母が 燈火を 持って、 庭へ 穴 を 掘り、 爾 して 

公の 手続き も 経ずに 埋めた 死骸が 数の 知れぬ 程 あるな 


ど は、 其の 筋で 医者の 普通と 認める か、 縦し 又 普通と 

認めた 所で、 家の 当主に は 何の 構い もない 者 か、 其の 

辺の 所 は 直ぐに 分ります から、 其の 方が 早道です。 ド 

レ穴 川さん 誠に 長座 を 致しました」 と 故と 謝する 様に 

云い、 余 は 胸の 中に 充分の 勝利 を 畳んで、 座 を 立ち か 

けた。 

第 六十 四 回 新たな 生命 

余が 愈々 立ち去ろう とする を 見て、 穴 川 は あわてて 

熱心に 引き留めた。 「お待ち 成さい、 お待ち 成さい 丸 


部さん、 少し 云う 事が 有ります から」 

偖 は 彼 全く 閉口した と 見える、 余 は 言葉 短 かに 「何 

です か」 穴 川 「貴方 は 未だ 秀 子の 身の上 を 知らぬ ので 

す、 私 を 追い 払えば 秀 子が 助かる と 思う か ら 間違 い で 

す。 秀 子の 身の 幸福に する 事の 出来る は 広い 世界に 唯 

一 人し かないの です、 其の 人 は 私で は 有りません」 実 

に 異様な 言い分で、 余 は 合点し 兼ねる けれど、 何だか 

口調が 噓 らしく も 見えぬ から 「ェ、 何です と」 穴 川 「其 

の 人の 許へ 行って 頼み さえ すれば、 ィャ 其の 人が 諾と 

承諾し さえ すれば、 誰が 何と 云った とて 秀子を どうす 

る 事 も 出来ません。 私が 此の 国に 居よう が 居まい が少 


しも 関係 はない のです。 又 其の 人の 承諾 を 得ぬ 限り は 

貴方が 何の様に 骨折った とて 少しも 秀 子の 身 を 幸いに 

する 事 は 出来ません、 云わば 秀 子が 神の 使いの 様な 者 

で 神の 意 一 つで 幸福に も 不幸 福に も 成る のです。 其の 

神へ 願わずに 他人が 小刀細工 を 施した とて 何うな リま 

す もの か」 是 だけ 云いて 余が 猶 充分に 信ぜぬ 様 を 見、 

「丸 部さん、 貴方 は秀 子が 密旨を 帯び て 居る と 云う の 

を 聞いた 事 は 有りません か。 それ を 聞いた 事が なくば 

私の 話 は 分りません が、 若しも 聞いた 事が 有るなら 必 

ずお 分りになります よ」 益々 奇妙な 事 を 云う が、 併し 

秀 子の 密 旨な ど を 持ち出す 所 を 見れば 聞き捨てる 訳に 


も 行かぬ。 余 「ハイ 聞きました」 穴 川 「命に 代えても 

行い 度い と 云う 程の 密旨 ですから 一 通りの 事で は有リ 

ません。 其の 密旨を 誰が 秀 子に 授けました。 私の 今 云 

うた 神様です、 サァ 其の 神様 は秀 子に 命 を も 捧げさせ 

ようと 云う のです から 一 通り や 二通 リ秀 子の 身の 運命 

を 握って 居る ので はなく、 全く 秀子 を、 自分の 思う儘 

にす る 事が 出来る のです。 秀子を 助ける と 助けぬ と は、 

其の 人に 鎚 るか 其の 人 を 度 外に 置く かの 区別です、 噓 

と 思って 其の 人に あって 御覧なさい、 縦し ゃ秀 子が 死 

ん だとても 其の 人なら 新しい 命 を 与えて 秀子を 生き返 

ら せる 事が 出来る と 云っても 好い 程です」 


余 は 問い返さぬ 訳に 行かぬ。 

「其の 人 は 誰です か」 穴 川 「サァ 其処が 私の 秘密です 

よ、 只 は 聞かせる 事が 出来ません、 貴方から 堅い 約束 

を 得た 上でなくて は」 余 「何の様な 約束です」 穴 川 「私 

を 其の 筋へ 訴えた リ、 又は 外国へまで 遣ったり する 前 

に、 屹度 其の 人の 所へ 行く という 約束です」 余 「其の 

様な 約束が 何になります」 穴 川 「私に 取って は 重大な 

事柄です」 余 「何んで」 穴 川 「貴方が 其の 人の 所へ 行つ 

て 頼み さえ すれば 成る ほど 是 では 穴 川 を 窘 るに も訴 

える にも 及ばぬ と 云う 合点が行って、 私の 有無 を 構わ 

ぬ 事に 成ります から」 余 「若し 其の 人の 所へ 行って、 


貴方の 言葉が 噓 だと 分ったなら」 穴 川 「其の 時には 私 

を 訴えようと、 何うな さろうと 御 随意です、 勿論 此の 

通りの 身体です から 貴方が 其の 人の 所へ 行って 来る 間 

に 逃げ隠れ をす る 訳に も 行かず、 帰って来て 捕えよう 

と 裁判所へ 引き出そうと、 ハイ 何の様な 目に も 遭わす 

事が 出来る のです」 

成る ほど 夫 もそう である、 其の 人に 逢って 見て、 若 

し 余が 穴 川に 欺され たと 分れば 其の上で 散々 に 穴 川に 

仇 を復す 事が 出来る。 欺され る 気で、 其の 人に 逢って 

見る も 一策 だ。 余 「では 其の 人の 住所 姓名 を 聞かせて 

きつ- 

下さい」 穴 川 「佶と 其の 人の 所へ 行く と 約束し ます か」 


余 「します」 穴 川 「行くな どと いって、 行かずに 其の 

まま 私 を 訴えたり すれば それ こそ 秀子は 助かりません 

よ。 秀子は 其の 人から 新しい 命 を 貰わねば 助かり 様の 

ない 身体です。 今まで も 既に 一度 新しい 命 を 貰って、 

其の 恩返しに、 密 旨の 為に 働いて 居る の だから 今度 も 

矢張り 新しい 命 を 貰い、 爾 して 幸福の 中へ 更に 生まれ 

返った 様に 成らねば 無益です」 

余り 異様な 言葉 だから、 多分 は 余 を 馬鹿にする 積り 

だろうと 幾度 か 思い直した けれど、 実地に 試さねば 分 

らぬ 事、 ェェ 欺され て 見ようと 思い 「必ず 其の 人の 許 

へ 行く 事 を 約束し ますから 住所 姓名 を 聞かせて 下さい、 


サァ 誰です か」 穴 川 は 此の際に なり、 噓か誠 か、 惜し 

相に 少し 躊躇し 「仕方がない、 私の 身に は 大変な 損害 

です けれど 云いましょう。 巴 里の ラセ 二 ー ル街 二十 九 

番に 住んで 居る ポ ー ル . レ ペル 先生です」 扨 は 日影 色 

の 着物から 出た 彼の 医学士の 名刺に、 御身 を 助ける は 

広い 世界に 此の 人の 外にない と 書いて 有った 其の 人 だ、 

事の 符号して 居る 所 を 見る と 満更 噓 らしく もない。 縦 

しゃ 嘘に しても、 多少 は 此の 人が 秀 子の 身の 秘密に 関 

係して 居る 丈 は、 確から しいから 兎に角 逢って は 置く 

可き だと、 余が 心に 思案す る 間に、 甚蔵は 全く 残念に 

堪えぬ 様子で 「ェ、 此の 人が 再び 秀子を 保護し、 新た 


な 生命 を 与えたなら、 最ぅ秀 子 を ュスる 事 も 何う する 

事 も 出来ぬ、 大事の 金の 蔓に 離れる 様な 者 だけれ ど、 

背に 腹 は 替えれ ぬから 仕方がない」 と 眩いた。 余 「で 

は 成る 可く 早く 其の 人の 所へ 行く 事に 仕よう」 と 口に 

も 云い 心に も 思いて、 甚 蔵に 分れ を 告げ、 直ぐに 此の 

室の 窓 を 開いて 其 所から 出て、 爾 して 窓の 外から 先程 

の 短銃 をば 「サァ 確かに 返します よ」 と 云って 内へ 投 

げ 込み、 ャッと 此の 厭な 養 蟲園を 立ち 出で た。 
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養 蟲園を 出て、 余 は 直ぐに も 巴 里へ 行き度い 程に 

思った が、 併し 先ず 秀 子の 顔 を 見たい。 既に 二日 も秀 

子に 逢わぬ から、 何だか 他の 世界へ でも 入った 様な 気 

がする、 平たく 云えば 秀 子の 顔が 恋しい の だ。 

此の 時 は 既に 夜明けで、 夫から 歩んで 停車場へ 着い 

たのが 丁度 一番 汽車の 出る 時であった。 直ぐに 乗って 

午後の 二 時 頃に 幽霊 塔へ 帰リ 着いた、 玄関へ 歩み 入る 

と 番人が 異様な 顔し て 「秀子 様も旦 那様も 貴方 の 行く 

先の 分らぬ の を 大層 御 心配でした」 と 云う。 其の 言葉 

に は 語句の 外に 尋常なら ぬ 所が 見える、 若し や 余の 留 

守に 何 か 又 忌 わしい 事件で も 起こった のかと 余 は J; 母に 


なく 胸騒ぎ を 覚え、 唯 「爾 か」 と 答え 捨て、 後 は 聞か 

ずに 秀 子の 室へ 馳 せて 入った。 

何事に も 用心の 行き届く 日頃に 似ず、 室の 戸 も 開け 

放して 有る、 中に 入れば 隅の 方の 傾斜 椅子に、 秀子は 

身 を 仰向けて 倚り 掛り、 天井 を 眺めて、 散し 髪 を 椅子 

から 背後へ 垂らし、 そうして 両手 を 頭の 上へ 載せて 組 

んで 居る。 実に 絶望と も 何ともい い 様の 無い 有様で あ 

る。 殆んど 余の 来た 事 さえ 気が 附 かぬ 程に 見える から、 

余 「秀 子さん 何う 成さった」 秀子は 驚いた 様に 飛び 起 

きて 「ォォ 好う 早く 帰って 下さった」 と 云い 其の まま 

余の 胸へ 鎚リ附 いた。 不断 は 仲々 此の様な 事 をせ ず、 


恐れで も 悲しみ でも 又は 嬉し さ でも 総て 自分の 胸へ 畳 

み、 最と 静かに、 何気なく 構えて 居る 質 だのに、 今に 

限り 斯うまで する は 能く 能くの 事に 違いない。 「どう 

しました、 先ァ 静かに 話して 下さい」 と 背 を 撫でて 傷 

わるに、 秀子 「最 うとても 助かりません 天運です、 広 

い 世界に、 何で 私 だけ 此の様な 目に のみ 逢う のでし よ 

う。 前に は 浦 子さん を 殺した などと いう 疑い を 受け、 

今 は 又 —— 今 は 又」 と 云い 掛け、 後の 言葉 は 泣き声と 

成って 了った。 余 「今 は 又 何う しました、 ェ秀 子さん 

又 何 かに 疑いでも 掛 りました か」 秀子 「掛 りました と 

も、 ハイ 私が 父上 を 毒害した などと 云いまして」 父 を 


毒害と は 何の 事ぞ。 余 は 「ェ、 ェ」 と 叫んで 我れ 知ら 

ず 秀子を 推し 退け 「叔父の 身に 何 か 事変が 有りました 

か」 

秀子 「ハイ、 私の 注いで 上げた 葡萄酒に 毒が 有った 

との 事で、 一昨日から 御 病気です」 余 「ェ、 一昨日 か 

ら、 爾 して 今 は」 秀子 「今 は 何の様な 御 病体 だか、 下 

女な どの 話に 少しお 宜しい 様に は 聞きます けれど —— 

私が 直々 に 介抱して 上げたい と 思っても、 私 を 其の 室 

へ 入れて は 又も 毒薬で も 用いる 様に 疑い、 近づけて さ 

え 呉れません、 此の まま 父上が 若しもお 亡くなり なさ 

れば、 秀 子の 毒害の 為 だと 云い、 又お 直り 遊ばせば 秀 


子 を 遠ざけて、 毒害 を 続けさせ なんだ 為 だと 云います、 

何方に しても 私 は —— 」 余 「です が、 誰が 貴女 を 父上 

の 室へ 入れません」 秀子 「附 いて 居る 看病人です、 多 

分 は 警察から 探偵 をば 看病人 の 様に 姿 を 変え させて 寄 

越した のだろう と 私 は 初めから 疑って 居ります が」 余 

「夫に しても 余り 乱暴な 疑いで は 有りません か、 何も 

父上 を 殺すべき 謂われがない のに」 秀子 「ィ イエ 其の 

謂われが 有る の だから、 運の 盡と 申す のです。 何から 

何まで 私が 父上 を 殺さねば ならぬ 様に 総て 仕組が 行き 

届いて 居ます。 誰か 私 を 憎む 者が —— ィャ 真逆に 其の 

様な 人が 有ろうと は 思われません けれど、 有る とで も 


思 わねば 合点が 行き ません もの」 

余 は 恐ろしい 夢を見て 居る 様な 気持 だ。 「イエ 秀子 

さん、 誰が 何と 仕ようと も 又 運が 何の様に 悪かろう と 

も、 最ぅ 私が 居るなら、 大丈夫です、 決して 貴女へ 其 

の 様な 疑い を 掛からせて 置き は 仕ません。 既にお 浦の 

事件で も 貴女に ァレ程 重く 疑いの 掛かって 居た の を 私 

の 言葉で 粉微塵に したで は 有りません か。 少しも 心配 

なさらずに 全く 私へ 任せて お置きなさい」 

秀子 「其の 様に 行けば、 何 ほどか 嬉し かろうと 思い 

ます けれど、 今度の 事ば かり は、 何方の 力に も 合い ま 

せん」 


云う 中に も 余 を 便りに して 幾分 か は 落ち着く 様子が 

見える。 余 は 何に しても 叔父の 容体が 気に 掛かる から、 

幾度 も秀 子に 向い 「全く 安心して お出でなさい」 と 念 

を 推した 上、 更に 叔父の 病室へ 遣って 行った。 

余が 戸口まで 行く と 恰も 中から 看護人の 服 を 着けた 

男が 出て 来た。 看護に 疲れて 交代す る 所ら しい、 余 は 

此の 人の 顔に 確かに 見覚えが ある、 けれど 其の 誰と 云 

う 事 は 今 は 云うまい、 先ず 急し く 其の 男 を 引き留めて 

r ィャ 一 寸 伺います が、 今 此の 病室へ 入って 好いで しょ 

うか」 看護人 「可け ません、 ャット お眠りに 成った 所 

ですから」 余 「では 目の 覚めた 頃に しまし ようか。 併 


し 今 貴方に 少し 伺い 度い 事が 有ります」 看護人 は 怪し 

げに 余の 顔 を 見た けれど 「貴方 は 誰 方です」 余 「ハイ 

病人の 甥 丸 部 道九郎 です」 看護人 「では 何なりと お 返 

事 致しましょう」 余 は 此の 者 を 連れて、 密 話に 最も 都 

合の 好い 一室に 入リ、 先ず 一 椅子 を 指して 「サァ 立つ 

て 居て は 話 も 出来ません、 之へ お掛けなさい、 ェ、 

森 主 水さん」 と 名 を 指した。 

第 六十 六 回 何 を 証拠 

姿は異 つて 居る けれど 確かに 此の 看護人 は 先にお 浦 


の 事件に も 関係した 探偵 森 主 水で ある。 余 は 彼の 目の 

底に 一 種の 慧敏な 光が 有る ので 看て 取った。 

彼 は 名 を 指されて 痛く 驚いた が 強いて 空と ぼけ もせ 

ぬ。 忽ち 笑って 「ィャ 姿 を 変える の は 私の 不得手で は 

有ります が、 けれど 素人に 見 現わされ たは 二十 年来 初 

めて です。 貴方の 眼力に は 驚きました」 と 褒める 様に 

云い、 直ぐに 調子 を 変えて 「所で 私への お 話と は 何事 

です」 と 軽く 問うた。 

余 は 何事 も 腹蔵な く 打ち明け ハれと 頼んで 置いて、 

爾 して 何故に 秀 子へ 恐ろしい 嫌疑が 掛かった かと 詳し 

く 聞いた が、 成る ほど 仔細 を 聞けば 尤もな 所 も 有る。 


彼の 言葉に 依る と 余が 彼の 穴 川 甚蔵を 追跡して 此の 

家 を 去った 日の 未だ 暮れぬ うち、 余の 叔父 は 兼ねて 

言って 居た 通り 法律家 を 呼んで 遺言書 を 作り、 余と 秀 

子と を 丸 部 家の 相続人に 定め、 余に は 未だ 言い渡さぬ 

けれど 秀 子に は 直ぐに 其の 場で 全文 を 読み聞かせ たと 

云う 事 だ。 スルト 翌日の 朝に なり、 彼の 高 輪 田 長 三が 

叔父の 手へ 何事 か 細々 と 認めた 手紙の 様な 者 を 渡した。 

其の 中には 何でも 秀 子の 身の 素性 や 秘密な ど を 書いて 

有った 相で、 叔父 は 非常に 驚いて、 直ぐに 秀子を 呼び 

附け、 其の 方 は 此の様な 事の 覚えが 有る かと 問い詰め 

た。 秀子は 暫くの 間、 唯 当惑の 様 を 示す ばかりで 何と 


返事 もし 得なかった が、 頓て 深く 決心した 様子で 有体 

に 白状した。 

サァ 其の 決心と 云う のが、 探偵の 鑑定に 由る と 叔父 

を 殺す と 云う 決心ら しい。 茲 では 白状して 叔父に 安心 

させ 油断 させて 置いて、 後で 窃かに 毒殺 すれば 好い と 

斯う 大根 を 括った の だ。 叔父 は 真逆 秀 子に 此の様な 事 

は 有るまい と 思った のが、 意外に 事実で 有った ので、 

余りの 事に 気色 を 損じ、 秀子を 退けて 一室へ 閉じ籠つ 

た 儘と 為った。 

其の 有様 を 察する と、 前日の 遺言状の 旨 を 後悔し、 

迚も 秀子を 相続人に する 事 は 出来ぬ から、 何とか 定め 


直さねば 成らぬ と 独り 思案 をして 居た のか も 知れぬ。 

随分 其の 様に 言えた ので、 秀子は 多分、 其の 遺言状 を 

書き直さぬ うちに 叔父 を 殺さねば 其 の 身が 大身 代の 相 

続 権 を 失う が 上に、 又 此の 家から 放逐せられ、 身の 置 

き 所 もない 事になる と 思った だろう、 数 時間の 後 再び 

叔父の 室へ 行き、 二言 三 言 機嫌 を 取った 末、 余り 叔父 

の 血色が 悪い からと て、 葡萄酒で もお 上リ 成さい と 勧 

め、 棚の 硝盃を 自分で 取って 自分で 酒 を 注ぎ 爾 して 自 

分の 手で 叔父に 与えた、 叔父 は 受け取って 呑む と 其の 

まま 身体が 痺れた。 

幸い 叔父 は 皆まで 呑まずに 気が 附 いたから 其の 時 は 


唯 身体の 痺れた くらいで 済んだ、 爾 して 直ぐに 此の 酒 

に は 毒が あると 云い、 呑み 掛けた 硝盃と 酒の 瓶と へ両 

手 を 掛け 人 を 呼んで 封 を させて 了った、 夫 だけが やつ 

との 事で 其の 中に 痺れが 総身へ 廻り、 後 は 何事 も 為し 

得ぬ 容体と 為った。 

けれども 是も 少しの 間であった。 医者の 手当の 好 

かった 為 か、 宛 も 酒の 酔の 醒める 様に 数 時間の 後は醒 

めて 了った が、 叔父 は 少しも 之を秀 子の 仕業と は 思わ 

ず、 猶も秀 子に 介抱な ど させて 居た が、 唯 叔父 を 診察 

し た 医者が 容易なら ぬ 事に 思い、 其 の 帰り道に 偶然 警 

察 署長に 逢った を 幸い、 兎に角 も 内々 で 注意して 呉れ 


と 頼んだ 相 だ。 丁度 其 の 署長が 警察署 へ 帰った 時に、 

此の 森 探偵が 来合わせて 居て 其の 話 を 聞き、 既にお 浦 

の 紛失の 事件 も 自分が 調べ 掛けて 其の ままに 成って 居 

るし、 何しろ 幽霊 塔に は 合点の 行かぬ 事が 多い から 暫 

く 此の 事件 を 自分へ 任せて 呉れと 云い、 漸く 其の 承諾 

を 得て 此の 土地の 探偵 一名 を 手下と し、 看護人の 様で、 

右の 医者から 此の 家へ 住み込ませて 貰った と 云う 事で 

ある。 

爾 して 第 一 に 彼の 呑み 掛けの 盃 と 酒の 瓶と を 分析 

させた 所、 瓶の 酒に は 異状がない が盃に 在る 呑み 残り 

の 分に は 毒が 混って 居る と 分った。 シテ 見れば 酒 を 注 


ぐ 時に ソッ と 毒薬 を盃 へ 入れた 者と しか 鑑定 は 出来ぬ。 

殊に 其の 毒が 不思議に も 此の 国に はない 印度の 植物で 

グラ ニルと 云う 草の 液で あると 分った。 

余は是 まで 聞き 「グラ ニル」 と は曩に 余が 刺された 

時、 其の 刃に 塗って 有った 毒薬で ある 事 を 思い出し、 

其の 旨 を 森に 告げる と 森 は 点頭いて 「其処です て、 何 

しろ 此の様な 珍しい 毒薬に、 少しの 間に 二度 も 而も 同 

じ 家で 出会わす と は 余り 不思議で すから 充分 手下に 調 

ベ させ ましたが、 其の 出 所が 分りました。 此の 村の 

はずれ  ちぐさ や 

盡処に 千 艸屋と 云って 草花 を 作って 居る 家の 有る の は 

御存じでしょう」 成る 程 余 は 知って 居る、 曾て 其の 家 


の 小僧が 偽電 報の 件 を 余に 知らせて 来て 十 ポンドの 褒 

美 を 得て 去った 事まで 此の 話の 初めの 方へ 書き込んで 

置いた 積り だ。 余 「ハイ 知って 居ます」 森 「其の 家の 

主人 はお 皺 婆と 云い、 昔 印度に 居た 事 も 有り、 今でも 

印度の 草 を 作って 居ます、 其の 中に グラ ニルも 有る の 

です」 余 「ソレ がどうし ました」 森 「ソレ から 此の 家 

に 居る 人で ァノ 家へ 折々 行く 人が 有ります」 余 「それ 

は 誰です」 森 「秀 子さん の 附添虎 井 夫人です」 余 「夫 

人 は 病気です が」 森 「イエ 病気 は 既に 大方 直りました。 

昨日 も 此の 夫人が ァノ 家へ 行った のです」 余 「何の 為 

に」 森 「ァノ 婆が 狐猿の 飼 方 や 其の 病気の 時の 手当て 


方 を も 心得て 居る との 事で、 毎 も 表面 は それ を 問いに 

行く のです」 余 「グラ ニルを 買いに 行く ので はないで 

しょう」 森 「ハイ それ は 買おう にも 売りません から 盗 

む 外 はない のです」 余 「では 婦人が 其の 草 を 盗んで 来 

て」 森 「ィ イエ、 真逆に 自分で 盗み も 仕ます まいが、 

ァノ 夫人 はァノ 家の 小僧に 窃かに 小 使 銭 を 与えて 居 ま 

す」 余 「爾 としても 叔父 を 毒害した のが 秀子 だと 云う 

証拠に は 成りますまい」 森 「勿論 之 は 証拠で はない の 

です。 唯 ダラ 二 ルの出 所 をお 話し 申した のです」 余 「で 

は 何 を 証拠に 秀子を 疑います か」 森 「生憎 其の ダラ 二 

ルの液 を 入れた 小さい 瓶が、 秀 子さん の 室から 出た の 


です」 
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毒薬の 瓶が 秀 子の 室に 隠して 有った と は 実に 意外な 

事柄で ある、 流石の 余 も 弁解す る 事 は 出来ぬ。 

併し 余 は 必死と なり 「けれど 森さん、 世に 疑獄と 云 

い 探偵の 過ちと 云う 事 は 随分 有る 例です。 是 こそ は 動 

かぬ 証拠と 裁判官 ま で 認めた 証拠が 豈 図ら んゃ 全くの 

間違いで 有った などと 云う 話 は、 聞いた 事が お有りで 

しょう」 森 「左様です、 其の 様な 事柄 は 貴方より 私が 


能く 知って 居ます」 余 「夫 だのに 貴方 は 唯 毒薬の 瓶 一 

個で、 既に 秀子を 疑います か」 森 「唯 瓶 一 つで はなく、 

今まで 申す 通り 様々 の 事情が 総て 秀子を 指して 居る の 

です」 余 「様々 の 事情と て、 又 一方から 見れば 秀 子の 

仕業で ない と 云う 事 を 指して 居る 事情 も 沢山 有り ま 

しょう」 森 「平たく 云えば 反対の 証拠が 沢山 あると 云 

うのです ね」 余 「そうです。 縦し や 反対の 証拠と 云う 

に は 足らずと も、 反対の 事情と 云う に は 足る のです」 

森 「何れ、 何の様な 反対の 事情です、 沢山の 中の  一 二 

を 挙げて 御覧なさい」 

サテ 斯う 云われて は、 之が 反対の 事情 だと 指して 示 


す 程の 事柄 は 一 つもない。 余 はドギ マギと 考えつつ 

「え 譬えば さ」 森 「ハイ 譬えば」 余 「お 浦の 紛失に 就い 

ても秀 子が 疑われた では 有りません か、 シテ 見れば 誰 

か秀 子に 犯罪の 疑い を 掛け 度い と 企んで 居る 人が 有る 

かも 知れません」 森 「有る かも 知れず ないか も 知れず _ 

其の 様な 事 は 数える に 足りません。 夫から」 余 「夫 か 

ら、 左様 さ 此の 家に は 素性 履歴の 分らぬ 人間 も 随分 あ 

ります。 夫 等の 人間が 何 かの 目的 を 以て 秀 子に 疑いの 

掛かる ように 仕組まぬ と は 云えますまい」 森 「其の 人 

間 は 誰です か、 先ず 多勢 ある 者と 見做して 其の 中の 

たった 一 人で 宜 いから 名指して 御覧なさい」 余 「譬え 


ば 高 輪 田 長 三の 如き」 

余 は 言い 来って、 余りに 自分の 大胆なる に 呆れ、 言 

葉 を 止めて 森 探偵の 顔 を 見た。 探偵 も 亦 余の 顔 を 見た。 

けれど 彼 は 別に 呆れる 様子 もな く、 余が 思 つ たより 寧 

ろ 深く 余の 言葉に 動かされた 様子で、 是 から 暫 しが 間、 

無 言 で 何事 を か 考えた が頓て 「成る ほど 根 西 夫妻が 

とりのす あん 

鳥 巣 庵 を 引き払って 以来、 高 輪 田 氏が 此の 家の 客と 

為って 逗留して 居る の は 何う 云う 心 か 私に も 聊か 合点 

の 行かぬ 所 は 有ります。 けれど 彼が 此の 件に 関係して 

居ようと は 思われません」 余 は 此の 言葉に 聊か 力 を 得 

て 「関係して 居ぬ と は 云えますまい、 第一 彼が 叔父へ 


密書 を 送った と 仰 有った ではありません か、 夫が 此の 

はじま 

事件の 初 りでしょう」 森 「所が 其の 密書 は 秀子を 憎む 

為で はなく、 全く 秀 子の 為 を 思って 親切から 仕た 事 だ 

と は 貴方の 叔父 上が 能く 認めて 居る のです」 余 「ェ、 

秀 子へ 親切の 為に 秀子 のこと を 悪 様に 叔父へ 密告した 

のです か」 森 「ィャ 悪 様に と 云う と 違います。 尤も 私 

自ら 其の 密書 を 見た 訳で はなく、 唯 叔父 上の 話に 由る 

と、 単に 事実 を 書いた ので、 秀 子の 口から 叔父 上へ 云 

わねば 成らぬ 事柄 だのに 秀子 自ら 云い 得ぬ 為、 見る に 

見兼ねて 云って 遣った の だと 云う 事です。 全く 秀 子の 

身の 為にな り 相です」 


其の 様な 密告が ある 害が 無い と 思う けれど、 実際 何 

事の 密告で 有った か 余 も 森 も 知らぬ から 言い争う わけ 

にも 行かぬ。 森は猶 言葉 を 継いで 「夫に 高 輪 田 氏 は 一 

昨日 此の 家の 二階から 落ち、 私が 抉け 起して 遣り まし 

たが、 殆ど 身動き も 出来ぬ 程と 為り、 一 室に 寝て 居 ま 

す。 医者の 言葉に 由る と 外に 心臓の 持病 も あり、 夫が 

大分に 冗 じて 居る 様子で 此の様な 事に 関係す る 力 も 無 

いのです」 余の 言 い 立つ る 所より 森の いう 所が 何う も 

力が 強そう だ、 余 「縦し や 高 輪 田が 関係せ ぬに しても、 

秀 子の 仕業と 云う 証拠に はなり ません」 森 「所が 秀子 

は 叔父 上の 室へ 出入り を 止められて 居る にも 拘わらず、 


昨朝 も 病気 見舞に 托して 叔父 上の 傍に 行き 今度 は盃へ 

水 を 注いで 呑ませ ましたが、 其の 水に も 又 毒が 有った 

と 見え 叔父 上 は 前と 同様に 身体が 麻痺し ました」 

余 は 唯 驚く ばかり だ。 何と 弁解す る 事 も 出来ぬ、 泣 

き 度い 様な 声 を 発して、 全くの 必死と 為って 「だって 

森さん、 人 を 疑う に は 其の 人の 日頃 をお 考えなさい、 

日頃 秀 子が、 人 を 毒殺す る 様な 女です か、 又 高 輪 田 長 

三の 日頃 を もお 考えなさい」 森 「サァ 日頃 を 考える か 

ら 猶更秀 子に 疑いが 落ちる のです」 余 「ェ ェ、 秀 子に 

日頃 何の様な 欠点が 有る と 仰 有る」 森 は 直接に は 之に 

答えず 「高 輪 田 氏の 日頃 は 一 の 紳士と して 少しも 疑う 


所 はなく、 此の 幽霊 塔の 前の 持主で、 お 紺 婆に 育てら 

れて、 尤も 一 時 は 大分 放蕩 をした 様です が 夫 も 若気の 

いたずらで 随分 有り勝ちの 事、 其の 頃から 今まで も 一 

通りの 取り調べ は附 いて 居ます が、 別に 紳士の 身分に 

恥ず べき 振舞いと てはありません、 之に 反して 秀 子の 

身 は」 余 「ェ、 秀 子の 身が 何故 『之に 反して』 です」 

森 「貴方に は 云わぬ 積り でした が、 ィャ 貴方 はお 知り 

なさる まいが、 秀子は 前科者です ぜ」 余 「ェ ェ、 前科 

者と は 何の 事です」 森 「ィ ャ、 既決囚と して 監獄の 中 

で 苦役した 事の ある 女です ぜ」 此の 恐ろしい 言葉に は、 

余 一 言 も 発する 能わず。 
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前科者、 此の 美しい、 虫 も 殺さぬ 様な 秀 子が、 懲役 

から 出て 来た 身 だな どと 誰が 其の 様な 事 を 信ずる 者 か。 

と は 云え、 信ぜぬ 訳に も 行かぬ。 余 は養蟲 園の 一 室 

で、 秀 子が 着た と 思われる 日影 色の 着物と 一 緒に、 牢 

屋で 着る 女囚の 服の 有る の を 見た。 其の 時 は 或いは 虎 

井 夫人で も 着た のかと 思った が、 ァ レが秀 子ので 有つ 

たの か、 全く 秀 子が 懲役に 行って 居た のか。 

懲役に 行った とて 牢屋の 着物 を 外まで 被て 出る 者 は 


ない、 牢屋の 着物 は 監獄のお 仕着せ だ、 縦し や 着て 居 

たいと 思った とてそう は 行かぬ、 之 を 着て 出る のは牢 

破りの 逃走 者ば かりだ、 若し ァノ 服を秀 子の 着た もの 

とすれば 秀子は 牢破りの 罪人 か 知らん、 ァノ服 を 着け 

たま ま 監獄から 忍び 出て 来たの か 知らん、 思 えば 思う 

ほど 恐ろしい。 

待てよ 秀 子の 着物の 中には 医学士と 自称す る 大場連 

斎の 名札が 有った。 連 斎 は 一 頃 監獄 医 を 勤めた と 穴 川 

が 云って 居た。 此の辺の 事柄 を 集めて 見る と 一概に 森 

主 水の 言葉 を 斥ける 訳に 行かぬ。 秀子は 前科者で 無い 

と は 限らぬ、 而も 脱獄の 秘密まで 有る が 為で、 夫に 今 


まで も甚蔵 等に ュス られる 境涯 を 脱し 得ぬ ので 有ろう 

ゝ 0 
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余 は 腹の 中 は 煮え返る ほど 様々 に 考えた 末、 森に 向 

い 「では 是 から 何うな さるので す」 と 問うた。 森 「す 

る 事 は 極って 居ます、 繩 掛けて 引立てる 迄の 事です」 

余 「だ つ て秀 子が 前科者で 有る 無し は 今の所 単に 貴方 

の 推量で は 有りません か、 推量の 為に 人 を 拘引す るな 

ど は」 余 「ィャ 前科者で 有る 無し は 別問題です、 縦し 

や 前科者と 極った 所が 既に 服す る 丈の 刑 を 服して 来た 

のなら かれこれ 私が 問う 訳 はなく、 其の 点 は 唯 心得 ま 

でに 調べさせて 有る 丈です。 其の 点の 如何に 拘わらず、 


既に 貴方の 叔父 御に 毒害 を 試みた という 明白な 罪跡が 

分ります から、 此の儘に 捨て置く 事 は 出来ません」 余 

「何時 拘引す るので す」 森 「是 から 私が 詳細の 報告書 を 

作って 倫敦へ 送り 其の 筋から 逮捕状 を 得ねば ならぬ の 

ですから、 多分 は 明後日に なりましょう。 是は 職務 上 

の 秘密です けれど 真逆に 貴方が 秀 子に 知らせて 逃亡 さ 

せる 様な 事 は 有るまい と 信ずる からお 打ち明け 申す の 

です。 其の 間に 若し 秀 子が 逃亡 すれば 貴方が 封 E 助した 

者と 認めます よ」 

余 「私 は 飽くまで 其の 嫌疑の 無根な 事 を 信じます も 

の、 何で 逃亡 を 勧めます もの か、 又秀子 とても 其の 身 


の 潔白 さえ 恃んで 居ます もの。 何で 逃亡な ど 仕ます も 

のか」 と 余 は 立派に 言い切った けれど 実は 心細い。 ど 

うかして 逃亡させる ェ風は あるまい かと 思いた く はな 

いけれ ど 独りそう 思われる。 

けれど 若し 逃亡せ ねばならぬ 様な 身上の 女なら 勿論 

愛想の 盡き た 話で、 逃亡させる 必要 もな く 寧ろ 余から 

繩を 掛けて 出さねば ならぬ が、 秀 子に 限って 其の 様な 

事 は 決してない、 どうしても 余の 力で 其の 潔白 を 証明 

して 遣らねば ならぬ、 何う すれば 其の 証明が 出来る だ 

ろう、 余が 唯一 つの 頼みと する は甚 蔵から 聞いた 彼の 

巴 里の ポ —ル. レベル 先生 だ。 鬼に 角 も 此の 人に 相談 


する 外 はない。 若し 此の 人が 深く 秀 子の 日頃 を 知り、 

決して 前科者で なく、 決して 毒薬な ど 用うる 女で ない 

といえば 此の 土地へ 伴うて 来て 証言 さ せる。 此の 人と 

秀 子との 関係 は 分らぬ けれど、 秀 子に 新しい 命 を 与え 

るとまで 云われる 人 だから、 此 所で 其の 新しい 命 を 与 

え、 死中に 活を 得て 秀 子の 危急 を 救うて 貰わねば なら 

ぬ。 

余 は 堅く 決心して、 森に 向い、 何う か秀 子の 拘引 を 

今より 三日 猶予して 呉れと 請い、 其の 間に は 必ず 反対 

の 証拠 を 示します と 断言した。 森 「ィャ 今から 三日な 

らば 大方 私の 思う 通りです から、 別に 貴方の 請いに 応 


じて 猶予して 上げる という 程で もありません。 反対の 

証拠が (若しあるなら) 充分に お集めなさい、 併し 三 

日より 上の 猶予 は 決してありません よ」 余 「宜しい」 

森 「何う して 貴方から 決して 秀 子に 逃亡 させぬ という 

事 を 誓って 貰わねば なりません」 余 「誓います、 決し 

て 逃亡 はさせ ません」 先ず 相談 一決した 様な 者 だ。 巴 

里へ 行って 何の様な 事になる か は 知れぬ けれど 外に 何 

のェ風 もない から、 余 は 早速 巴 里 を 指し 出発す る 事と 

した。 
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心 矢 竹に 逸る と は 此の 時の 余の 思いであろう。 一刻 

も 早く 巴 里へ 行き レ ペル 先生と やらに 逢って、 一刻 も 

まさか 

早く 秀子を 救う 手段 を 得たい とはいえ、 真逆に 死に 

掛 つて 居る という 我が 叔父の 顔 を も 見ずに 出発す る わ 

けに も 行かぬ。 叔父の 目の 覚める まで は 何う しても 

待って 居ねば ならぬ。 

待つ 間 を、 秀 子の 室に 行った が、 探偵の 云った 事 を 

其の儘 秀 子の 耳に 入れる 訳に は 行かぬ。 御身 は 果たし 

て 前科者 なるやと、 茲で 問えば 分る 事で は 有る が、 余 

の 口が 腐っても 其の 様な 事 は 能う 問わぬ。 前科者で な 


いに 極って 居る のに 何も 気まず く 問う に 及ばぬ、 又兹 

で 逃亡 を 勧める の も最と 易い、 けれど 是も 必要の ない 

事 だ、 潔白と 極って 居る 者に、 逃亡な ど 勧める 馬鹿が 

有る 者 か、 其の 潔白の 証拠 を 集める のが 此の 巴 里 行の 

余の 目的で はない か。 

余 は唯秀 子に 向い、 何も彼も 余が 引き受け たから 少 

しも 心配す るに 及ばぬ、 親船に 乗った 気で 居る が 好い 

との 旨 を、 繰返し 繰返して 云い 聞かせた、 秀子は 誰 一 

人 同情 を 寄せて 呉れる 者の ない 今の 境涯に、 此の 言葉 

を 聞き 深く 余の 親切に 感ずる 様子で は 有る が、 併し 親 

船に 乗った 気に は 成れぬ と 見える、 兎角に 心配の 様子 


が 消えぬ。 

其のう ちに 叔父が 目を覚ま したと、 女中の 者が 知ら 

せて 来た。 余は秀 子に 向い、 止むを得ず 巴 里へ 行く け 

れど 一 夜泊で 帰る と 云い 猶 留守中に 何事 もない 様に 充 

分 計って 置いた からと、 保証す る 様な 言葉 を 残し、 直 

ちに 叔父の 寝室 を さして 行った が、 廊下で 又も 森 主 水 

に 逢った。 彼 は 用 ありげ に 余 を 引き留め 「丸 部さん、 

先刻 秀子を 引き立て るに は猶だ 三日の 猶予が 有る 様に 

申し ましたが 事に 由る とそれ 丈の 猶予がない ことと な 

るか も 知れません」 余 「ェ、 事に 由る と、 貴方 は あれ 

ほど 堅く 約束して 今更 事に 由る とな ど は 何の 口で 仰 有 


るか」 森 「ィ ヤー つ 言い 忘れた 事が 有ります。 若しも 

叔父 上 は 明日に も 病死な されば、 既に 毒害と いう 事が 

其の 筋の 耳に 入って 居ます から、 必ず 検屍が 居る ので 

す、 検屍の 結果と して 直ちに 其の 場から 秀 子が 引き立 

てられる 様な 場合と なれば 私の 力で、 如何と もす る 事 

が 出来ません から 是 だけ 断って 置く のです」 成る ほど 

其の 様な 場合に は 森の 力に は 合うまい けれど、 此の 言 

葉 は 実に 余の 胸へ 剣 を 刺した 様な 者 だ。 

叔父の 身 は 果たして 三日の 間 も 持ち 兼ねる 様な 容体 

であろう か。 若し 爾 ならば 見捨てて 旅立す る 訳に は 行 

かぬ。 秀子を 救い 度い 余の 盡カも 全く 時機 を 失する の 


だ、 実に 残念に 堪えぬ けれど 仕方がな いと、 余 は 甚く 

落胆した ままで 叔父の 病室へ 入った。 叔父 は 目を覚ま 

して 居る。 「ォォ 、道 九 郎か、 今 女中に 呼びに 遣った が」 

余 「ハイ 叔父さん、 御 気分 は 何う です か」 叔父 二 眠 

りした 為 か 大層 宜く 成った。 此の 向きなら 四 五日 も 経 

てば 平生に 復 るだろう」 成る ほど 大分 宜さ相 だ。 真逆 

に 探偵の 云った 様な 三日 や 四日の 中に 検屍が 有り 相に 

は 思われぬ。 余 は 聊か 力 を 得て 「若し 叔父さんの 御用 

がな くば、 私 は 止む を 得ぬ 用事の 為 大急ぎで 巴 里へ 

行って 来たい と 思います が」 叔父 は 目 を 張り 開いて 余 

の 顔 を 見 「又 旅行 か」 と 殆ど 嘆息の 様に 云う は 余 ほど 


余の 不在 を 心細く 思う と 見える。 余 「ハイ 行き 度く は 

有りません が 止む を 得ぬ 用事です」 叔父 「其の 方が 居 

なくて は 定めし 秀子は 困る だろう」 秀 子の 事 を 斯う ま 

でに 云う は、 猶だ秀 子 を 見限っても 居ぬ と 見える、 余 

は 其の 心中 を 確かめる 様に 「ハイ 何だか 秀 子が 様々 の 

疑い を 受けて 居る 様に 聞きます が」 叔父 「ナニ 秀子は 

すす 

己に 毒な ど を 侑め る 者 か、 外の 事 は 兎も角も、 其の 様 

な 事 をす る 女で はない」 叔父が 疑って 居ぬ の は 何より 

の 強みで 有る。 併し 「外の 事 は 兎も角も」 の 一 句で 見 

れば、 外に何か 秀 子の 身に 疑う 所が 有って、 今まで 程 

に 信任して は 居ぬ らしい、 何う か 余は秀 子の 為に 警察 


の 疑い を 解く のみならず、 叔父の 信任 を も 回復す る 様 

にして 遣りたい。 

叔父 は 熟々 と 何事に か 感じた 様な 語調で 「併し 秀子 

も 可哀想な 身の上 だ。 若し 己れ が 死にで も すれば 何の 

様な 事に 成り 行く やら」 余 「叔父さんが お死に 成さる 

などと 其の 様な 事が 有ります もの か、 縦し や 有っても 

秀子は 私が 保護し ますから」 叔父 は 余が 秀子を 保護す 

る を 好まぬ か、 一 言 も 返事 をせ ぬ。 今まで 余と 秀 子と 

を 早く 夫婦に も 仕たい 様に 折々 言葉の 端に 見えた と は 

大きな 違いだ、 叔父 は 又 感じた 様に 「ァァ 此の世の 事 

は 兎角 思う様に 行かぬ、 全く 悪魔の 世界 だよ、 悪魔が 


人間 を 弄ぶ の だ、 己 は最ぅ 何事 もな り 行きに 任せて、 

遺言状 も 書き替えぬ、 書き替えた とて 又も 悪魔が 干渉 

すれば 無益 だからよ」 

言葉に 籠る 深い 意味 は 察する 事が 出来ぬ けれど、 甚 

く 此の世に 不満足 を 感じて 居る は 確か だ。 或いは 余が 

秀子を 思い 始めた の を 悪魔の 干渉と でもい うのだろう 

か。 秀 子に 身代 を 遣る という 遺言状 を 書き替え 度い の 

は 見えて 居る が 夫 を 書き替えれば 余の 身の 利害に も 関 

あきら 

係す るから、 夫 ゆえ 書き替えずに 断念め ると 云う 意味 

であろう か。 余 は 聊かながら 直接に 余の 父から 伝えら 

れた 余の 財産が 有る から、 縦し や 遺 言 を 書 き 替 え ら れ 


て も 別に 苦痛と は 思わぬ が、 茲で 其の 旨 を 云う の は 

却って 叔父の 気に障る か 知らん など、 取つ 置い つ 思案 

して 右左の 挨拶 も 口に は 出ぬ。 叔父 「ァァ 又 眠くな つ 

た、 医者が 眠れる だけ 眠れと 云う から、 幾分 か 好い 兆 

候と 見える、 話 は 此の 後に 幾 等 もす る 時が 有る から 巴 

里へ 行くなら 早く 行って 来い」 といい 褥の 上に 身 を 横 

たえた。 余 は 去る に 忍びぬ 心地 もす るが、 情に 駆られ 

て 居る 場合で ない。 「叔父さん 何事 も 御 心配に 及び ま 

せん」 との 一 語 を 残して、 静かに 此の 室 を 退き、 仕度 

も そこそこに 愈々 此の 家 を 出発した。 巴 里に 行って 果 

たして 何の様な 事になる か 殆ど 無我夢中 である。 


第 七十 回 鏡に 写る 背 影 

ポ ー ル . レ ペル 先生と は 何の 先生であろう。 余 は 夫 

さえ も 知らぬ。 全く 無我夢中 では ある けれど 唯 何とな 

く 其の 人に 逢い さえ すれば 秀 子が 助かる 様に 思う、 尤 

も 外に 秀子を 助くべき 道 はない から 何が何でも 此の 人 

に 逢って 見ねば ならぬ。 

此の様な 決心で 塔 を 出て、 夜に 入って 倫 敦へは 着い 

たが、 最ぅ 終列車の 出た 後 だ、 一 夜 を 無駄に 明かす も 

惜しい 程の 場合 だから、 何 か 此の 土地で 秀 子の 為にな 


る 仕事 は 有るまい かと 思案して、 思い出し たは 彼の 弁 

護 士権田 時 介の 事 だ。 

今まで 彼の 事 を 思い出さなん だが 不思議 だ。 彼が 秀 

子の 秘密 を 知り 且は 一 方なら ず秀 子の 為 を 計って 居る 

事 は 今まで 能く 知れた 事実で、 此の様な 時には 秀 子の 

為に 熱心に 働く に違いない。 のみならず 余よりも 工夫 

に 富んで 居る、 余 は 巴 里へ 行く 前に 彼に 相談す るが 然 

るべき だ。 唯 彼は秀 子に 対する 余の 競争者で ある、 恋 

の 敵で ある、 此の 点が 少し 気 掛リで 聊か 忌まわし くも 

思われる けれど、 今 は 其の 競争に 余が 勝って 居る の だ 

から、 彼 を 忌む より は 寧ろ 大目に見るべき 場合 だ、 殊 


に秀 子の 為 なれば 区々 たる 其の 様な 感情 は 云って 居ら 

れぬ。 何れ ほど 好まし からぬ 相手と でも 協同 一致せ ね 

ばなら ぬ。 

夜 深で は 有る けれど、 叩き起して、 語り明かしても 

好い という 決心で 彼の 宿 を 尋ねた。 けれど 不在 だ、 倶 

楽 部 を も 尋ねた、 同じく 不在 だ、 或いは 彼 余と 同じく 

既に 秀 子の 事に 奔走して 夫が 為に 何処かへ 行った ので 

は あるまい かと、 余 は 此の様な 疑い を 起した けれど 不 

在の 人ば かり は 如何と もす る 事が 出来ぬ、 宿へ も倶楽 

部へ も、 名刺の 裏へ、 緊急な 用事の ため 至急に 面会し 

たいとの 意 を 書いて 残して 置いた。 


此の 翌日の 午後に は 早 や 巴 里へ 着した、 ラセ 二 ー ル 

街 二十 九番 館へ 尋ねて 行った。 街 は 至って 静かな 所で 

殊に 二十 九 番館は 人が 住む か 狐が 住む か、 外から 見て 

は 判じ 兼ねる 様な 荒れ 屋敷で、 門の 戸 も 殆ど 人の 出入 

りする 跡が 見えぬ。 或いは レ ペル 先生が 茲に 住んだ の 

は 数年 前の 事で 今 は 何処へ か 引越した かも 知れぬ と 

思った けれど、 潜りから 入って 陰気な 玄関の 戸 を 叩い 

た。 暫くして 出て 来る 取り次 は 年の 頃 六十 程で、 衣服 

も 余 ほど 年を取って 居る、 此の 向きで はレ ペル 先生と 

いう も 余り 世間に 交際せ ぬ 老人ら しい、 其の 様な 人が、 

どうして 遠く 英国に 居る 秀子を 助ける 事が 出来ようと、 


余 は 初めて 危ぶむ 念 を 起した けれど、 今 は 当って 見る 

一 方 だ、 余 は 唯 「先生 は 御 在宅です か」 と 問うた。 取 

り 次の 言い様が 面白い 「ハイお 客に 依って は 御 在宅で 

すが」 とて 穴の 明く ほど 余の 相恰を 見た 上で 「貴方 は 

何方です」 余 「ポ ー ル • レ ペル 先生の 知り 人から 紹介 

を 得て、 遠く 英国から たずねて 来ました」 取り次 r 英 

国なら ば、 別に 遠くはありません、 当家の 先生へ は 濠 

洲 其の 他世界の 果てから 尋ねて 来る 客 もあります」 と 

て、 先ず 主人が 世界に 名 を 知られた 身の上なる を 句 

かし、 次に 余の 差し出す 名刺 を 威儀 正しく 受け取って 

退いた が、 思った よりも 早く 余 は 客 待 室へ 通された。 


室の 中 は 外の 荒れ果てた 様と は 打って 変り 注意 周到 

に 造作 も 掃除 も 行 届いて、 爾 して 室の 所々 に 様々 の 鏡 

を 配列して ある。 何だか 其の 配列が 幾何学 的に 出来て 

居る 様に 思われる、 鏡から 鏡へ、 反射 又 反射して、 遠 

く 離れた 場所の 物影が 写って 見える、 余り 類のない 仕 

組で ある、 唯是 だけで も 主人が 一通りの 人で ない 事が 

分る が、 又 思う と 余が 茲にゥ ロウ 口 鏡 を 眺めて 感心し 

て 居る 様が 遠く 主 人の 室に 写り、 今 正に 主人に 検査せ 

られて 居る かも 知れぬ。 

斯う 思う と 急に 身構え を 直した くなる も 可笑しい け 

れど、 主人の 室から 余の 姿が 見えれば 此の 室 へ も 主人 


の 姿が 写る だろうと 又 見廻した が、 天井 も処々 に 鏡 を 

はめて 有って、 爾 して 天井 際の 壁に、 ィャ 壁と 天井と 

の 接する 辺に、 幅 一 尺 ほどの 隙間が ク ルリと 四方へ 

廻って 居る、 此の 隙間が、 此の 室と 外との 物の 影が 往 

き 通う 路 であるに 違いない。 併し 人の 姿ら しい 者 は 何 

の 鏡に も 写って は 居ぬ。 

余 は 身構え を 正して 許り 居る 訳に は 行かず、 只管 鏡 

に 映る 幾 面 幾 色の 影 を、 かれこれと 見て 廻って 居た が 

其の 中に、 影の 一面へ 忽ち 人の 姿が 写った、 其の 姿た 

る や だ、 旅行 服 を 着けた 背の 高い 紳士で 小脇に 方 一 尺 

ほどの 箱の 様な 物 を 挾み、 急いで 立ち去る 様な 有様で 


有る が、 生憎に 背 姿で 顔 は 分らぬ、 けれど 確かに 余が 

目に 見覚えの ある 人ら しく 思われる。 

ハテな 誰だろう、 此方へ 向けば 好い と、 気 を 揉んで 

待った けれど、 歩む 許りで 此方へ 向かず、 早 や 鏡から 

離れ 相に 成った。 残念 だと 思う 拍子に 忽ち 気が 附き、 

自ら 振り向いて 見る と 有難い、 一方の 鏡に 反映して、 

其の 人の 正面が 写って 居る、 余 は 実に 驚いた、 其の 人 

は 外で もない 彼の 権 田 時 介で ある。 

第 七十 一 回 童顔 鶴 髪 


権 田 時 介、 権 田 時 介、 余 は 英国 を 立つ 時に も 彼を尋 

ねて 逢い 得なん だのに、 今 此の 家から 彼の 立ち去る を 

見と むる と は 実に 勿怪の幸い である。 暫し彼 を 引き 留 

め 度い と 思い、 室の 外へ 走り出て 見た が、 鏡に 写った 

彼 の 影が 、 実際 何処 に 居る 者 やら 少しも 当りが 附 かぬ、 

廊下に は 何の 人影 もない、 更に 庭へ 降りて 門の 辺まで 

行って 見た けれど 早 や 彼の 立ち去った 後と 見え、 四辺 

寂寞と して 静かで ある。 

彼が 何の 為に 此の 家へ 来たの か、 云う 迄 もな く秀子 

の 為であろう。 併し どうして 此の ポ ー ル • レ ペル 先生 

に 頼る 事 を 知った であろう。 余さえ も 唯 非常な 事情 を 


経て 漸く 知リ 得た 所で あるのに ィャ是 を 見ても 彼が 余 

よりも 深く 秀 子の 素性 を 知って 居る は 確かで ある。 恐 

らく 彼 は 穴 川 甚蔵ゃ 医師 大場連 斎な どと 同じく 秀 子の 

身の上 を 知り 盡 して 居る であろう、 然るに 余 は、 然る 

に 余 は —— そうだ、 全くの 所秀 子が 何者で あるかと 云 

う 事 さえ 知らぬ、 幽霊 塔へ 現われる 前、 秀子は 何 所に 

何う して 居た 女であろう。 思えば 実に 余の 位置 は 空に 

立つ 様な 者で ある。 実 を 云えば 此の ポ— ル • レ ペル 先 

生が どうして 秀子を 助け 得る や を さえ 知らぬ の だ。 

併し 先生に 逢えば 何も彼も 分る であろうと 独り 思い 

直して 元の 室へ 帰った。 暫くす ると 前の 取り次の 男が 


再び 来て、 先生の 手が すいた から 此方へ と 云い、 奥深 

く 余 を 連れて行きと ある 一室の 中に 入れた、 此の 室 は 

今まで 居た 室と 大 違い、 最と 風雅に 作り立て、 沢山 古 

器物 杯 を 飾り、 其の 中に 仙人の 様に 坐して 居る 一 老人 

は 確かに ポ— ル 先生であろう、 童顔 鶴 髪と 云う 語 を 其 

のま ま 実物に したと も 云う 可き 様で、 年 は 七十に も 近 

かろうが、 顔に 極めて 強壮な 色艷が 見えて 居て、 頭 は 

全くの 白髪で 有る、 余 は 人相 を 観る こと は 出来ぬ けれ 

ど、 此の先 生 確かに 猶太 人の 血と 西班牙 人の 血 を 受け 

て 居る、 決して 純粋の 仏国 人で はない、 先ず 余 を 見て 

子供に 対する 様な 笑み を 浮べて 「私の 知人から 紹介せ 


られ たと 聞き ましたが 知人と は 誰です か」 

誰と 答えて 好かろうかと 少し 躊躇す る 間に 熟々 先生 

の 顔 を 見る に、 実に 異様な 感じが する、 初めて 秀子を 

見た 時に、 余り 美しい から 若し や 仮面 を 被って 居る の 

では 有るまい かと 怪しんだ が、 今 此の先 生の 顔 を 見て 

も 矢張り 其の 様な 気がする の だ、 或いは 此の 人が 秀子 

の 父で でもあろう か、 ィャ 其の 様な 害 は 決して 無い、 

此の様な 勢力の 有る 人が 秀 子の 父なら、 何で 今まで、 

秀 子が 様々 の 苦境に 立つ の を 見 脱して 居る 者 か、 秀子 

は 既に 父母 を 失った 身の上で 有る 事が 様々 の 事柄に 現 

われて 居る。 


余 は 此の様に 思いつつ、 詮方な く 「ハイ 穴 川 甚蔵か 

ら 聞きまして」 と 云った。 先生 は 少しも 合点の 行かぬ 

様子で 「ハテ な、 穴川甚 蔵と、 其の 姓名 は 私の 耳に、 

左様 さ 貴方の 顔が 私の 目に 新しい と 同様に 新しい ので 

す」 余 「ェ ェ」 先生 「ィャ 初めて 聞く 姓名です」 と 云つ 

て、 少し 余 を 油断の ならぬ 人間と 思う様な 素振りが 見 

えた。 余 は 大事の 場合と 言葉 を 改めた、 「ハイ 其の 穴 

川と 云う は 医師 大場連 斎 氏の 親友です」 先生 「ァ ァ大 

場 連 斎なら ば 分りました、 久しく 彼から 便り を 聞き ま 

せんけれ ど 数年 前 は 度々 私の 門 を 叩きました、 彼の 紹 

介なら ば 心 置きな くお 話し 致しましょう が、 ィャ 好う 


こそお 出で 下さった、 此の様な 場合に 根本から 救う 事 

の 出来る の は 広い 世界に 私より 外 はない のです」 

根本から 救う と 云う 所 を 見れば、 早 や 余の 目的 を 

知って 居る のか 知らん、 余 は 聊か 気 を 奪われ、 少し 戦 

く 様な 語調で 「実は 貴方が 御存じの 様に 聞きます 松 谷 

秀 子の 件 も大場 氏から 聞き ましたが」 と 半分 云えば 先 

生 は 思い出した 様に 「ァ ァ秀 子、 彼の 美人です か、 ィ 

イエ 彼の 件 は 何う も 私の 不手際で したよ、 救い 方が 聊 

か 不充分で 有った 為、 或いは 今以て 多少の 禍 いが 残り 

はせ ぬかと、 時々 気に 掛る 場合が 有ります、 何しろ 本 

来が 美人です から 何う も 六 かしい 所が 有りました、 け 


れど 大抵の 事で は 大丈夫 だろうと 思って 居ます、 それ 

にしても 貴方 は」 と 云い 掛けて 熱心に 余の 顔 を 眺め 「貴 

方 も 実に 困難な お望みで すよ、 殆ど 秀 子と 同じ 場合で 

実に 惜しむ 可き 所が 有ります から 私が 充分の 力 を 施し 

兼ねます、 併し 秀 子の 場合で 御 合点で しょうが、 全く 

根本的に 救う のです から 決して 後悔な さる 様な 事 は あ 

りません。 秀子 とても 其のの ち 何の様な 境遇に 遭った 

かも 知れません が 兎に角 私 を 命の 親 だと 思 つ て 居 ま 

しょう」 

余 「ハイ 貴方 を 命の 親の 様に 思えば こそ、 遙々 救う 

て 戴きに 来たので すが」 


先生 「では 早速 条件 を 定めて 其の上で 着手 致し ま 

しょう。 多少の 出来不出来 こそ あれ、 万に 一 つも 全く 

仕 損ず ると 云う 事 は 私の 手腕に はない のです から」 充 

分 保証す る 言葉の 中に も 何だか 腑に 落ちぬ 所が 有る。 

着手す るの 仕損じがない のと、 此の先 生 は 直接に 余の 

身体へ、 何う か 云う 風に 手 を 下す 積り では 有るまい か、 

斯う 思う と 何だか 余 は 自分の 肉が 縮み 込む 様な 気持に 

禁 えぬ。 

第 七十 二回 又と 此の世に 


何う も 先生の 言葉に、 余の 腑に 落ちぬ 所が ある。 余 

は 秀子を 助けて 貰う 積り で 来て、 若し や 飛んでも ない 

事に 成り はせ ぬかと 気遣わしい 心が 起きた。 併し 余よ 

り も 先に 権 田 時 介が 来た 所 を 見れば 此の先 生が 秀子を 

助け 得る 事 は 確から しく も 思われる、 全体 権 田 は 何の 

様に 此の先 生へ 頼み込んだ であろう。 それさえ 聞けば 

大いに 余の 参考に も 成る のにと、 此の様に 思う うち 先 

生 は 独語の 様に 「妙な 事 も 有る 者です、 松谷秀 子の 名 

前 は、 久しく 思い出さずに 居た のです が 今日は 久し 振 

りで、 二人の 紳士から 別々 に 其の 名 を 聞きます よ」 余 

は 隙さず 「二人の 紳士と は、 一 人 は 私で 今一 人 は 只今 


此の 家 を 立ち去った 権 田 時 介でしょう、 彼 は 私の 知人 

です が、 秀 子の 事に 就いて 何 を 先生へ 願いました か」 

先生 は 急に 面 持 を 厳かに し 「ィャ それ はお 返事が 出来 

ません、 頼って 来る 人の 秘密 を 守らねば 此の ポ ー ル. 

レ ペルの 天職 は 行われません、 縦し や 此の 後で 貴方の 

親兄弟が 来て、 貴方が 私へ 何 を 頼んだ かと 聞いても 私 

は 其の 様な 事 は 知らぬ と 答える 許りです」 余 は 聊か 赤 

面して 直ちに 自分の 問い 過ぎ を 謝した。 けれど 先生に 

対する 信用 はや や 深くな リ、 是 ならば 成る ほど 秀子を 

助ける 事が 出来ようかと 又 思い直した。 

余 「では 先生、 貴方に お頼み 申せば、 何の様な 事件 


でも 助けて 下されましょう か」 先生 は猶も 厳かに 「無 

論です、 けれど 私 は 依頼者から 充分 事情 を 聞き取った 

上で 無ければ 承諾せ ぬのです、 少しで も 私へ 隠し立て 

を すれば それでお 分れです が」 余 「勿論 一 切の 事情 を 

打ち明けます」 先生 「詰まり 助ける 人と 助けられる 人 

と は 一 身 同体と も 云う 可き 者で、 全く 利害 を 共に する 

故、 双方の 間に 充分 信じ 合う 所が 無くて は 成りません、 

所が 私 は 未だ 貴方の 姓名 を さえ 知らぬ のです」 余 「ハ 

ィ、 私 は 丸 部 道 九郎と 云う 者です」 

先生 「様子 を 見た所で は 多分 英国の 貴族で しょうが、 

私 は 平生 貴族 名鑑な ど を 読みません から、 丸 部と いう 


姓へ 何れ ほどの 尊敬 を 加えて 好い か 少しも 見当が 附き 

ません」 余 「ィャ 別に 尊敬せられ たく は 有りません が」 

先生 「爾 でしよう、 爾 でしよう、 尊敬 を 得る よりも 

救い を 得る のがお 望みでしょう、 分りました、 シテ見 

ると 貴方 は 決闘で もして 法律に 触れた のです か、 或い 

は 人 を 殺した のです か、 私に 救い を 求める 所 を 見れば、 

今にも 逮捕される 恐れが 有る に 違い 有りません が」 余 

「爾 です、 法律上 逃れる に 逃れられぬ 場合です から」 先 

生 「夫なら 実に 私の 所へ 来たの が 貴方の 幸いです、 私 

の 外に 決して 救い 得る 者 は 有りません」 

せめ 

実に 奇妙な 言葉で は 有る。 法律に 攻られ て 居る 者 を 


何の様に して 救う だろう。 余 「です が 先生 確かに 救わ 

れ ましょう か」 先生 「夫 は最ぅ 一 点の 曇り も 残らぬ 様 

に、 左様 さ、 いわば 罪 も 何も 無い 清浄無垢の 世界へ 生 

まれ 替 つた 様に して 上げます、 全く 新たな 命 を 与える 

のです から」 新たな 生命と は甚 蔵が 云った 言葉 にも 符 

合して 居る。 秀 子に 新たな 生命 を 与え 全く 生まれ 替っ 

た 様に 救う はポ— ル 先生の 外にない と、 彼 は 確かに 余 

に 告げた の だ。 

余 「併し 先生、 救って 戴く の は 私自身で はない ので 

す」 先生 「ェ ェ、 貴方 自身で ない、 では 誰 をです」 余 

「今 申した 松 谷秀子 をです」 先生 は 驚いた 様子で 「ェ、 


秀 子を最 一度、 ハテな 今まで 同じ 人 を 二度 救うた 事 は 

有りません が、 と 云う の は 一 度 救えば 夫で 生涯 を 救う 

のです から 再び 私へ 救い を 求める 必要の ない 事に 成る 

害」 余 「では 二度 救う 事 は 出来ぬ と 仰 有ります か」 先 

生 「ィ ャ爾 ではない、 二度が 三度で も 救う 事 は 出来 ま 

すが」 余 「では 最ぅ 一 度 秀子を 救うて 戴きましょう、 

秀子は 目下 一 方なら ぬ 困難な 位置に 落ち、 殆ど 救い 様 

のない 程の 有様に 立ち 到って 居る のです から」 先生 は 

嘆息して 「ァァ 夫 は 可哀想です、 先ァ 彼の 様な 異様な 

身の上 は 又と 此の世に 有るまい と 思い ましたが、 夫が 

再び 困難に 落ちる と は 何たる 不幸な 女でしょう。 けれ 


どナニ 助からぬ 事 は 有りません よ」 余 「何う すれば 助 

かりましょう、 何う かその 方法 を 聞かせて 下さい」 

先生 は 又 聊か 改まりて 「何う すれば、 サァ其 所が 私 

の 職業です から、 先ず 報酬の 相談 を 極めた 上で なけれ 

ば 此の上 は 一 言 も 申す 事が 出来ません」 余 「報酬 は 幾 

等で も 厭いません が、 真に 貴方の 力で、 相違な く 助か 

りましょう か」 先生 「諄く お問い 成さる に 及びません、 

私の 力なら ば 助ける ぐらい は 愚かな 事、 何の様に でも 

貴方の 望む 通りに 救って 上げます、 が 其の 代り 驚く ほ 

ど 報酬が 高い のです」 余 「高い とて 幾 万膀を 要する の 

です か」 先生 は 打ち 笑い 「ィ ャ爾 まで は 要しません が 


三千 ポンド 戴きます」 

第 七十 三回 背後 は 暗室 

此の 場に 臨んで 報酬の 高い のに 驚かぬ。 真に 秀 子が 

助かるなら、 財産 は 愚かな 事、 命まで も 捧げても 厭わ 

ぬが 余の 決心 だ。 

余 は 少しも 躊躇せ ずに 承諾した。 と は 云え 三千 ボン 

ドは 決して 安い 金で はない、 医師の 報酬 や 弁護士の 手 

数 料な どに 較 ぶれば、 殆ど 比較に ならぬ ほどの 多額 だ。 

余 は 承諾しながら も 心の底に 此の様な 想いが する、 先 


生 は 見て取つ たか 「全く 高い 報酬でしょう、 ナニ 実際 

の 費用と 云えば、 幾 等 も 受け取らずに 出来ます けれど、 

人 を 法律の 外へ 救い出す の は 随分 危険な 事柄で、 動と 

も すれば 私自身が 其の 筋の 探偵から 睨まれます、 探偵 

が 依頼者の 真似 をして 私 を 陥れるな ど い う 事 は 随分 有 

る 例です。 夫で 私 は 到底 探偵 風情の 払い 得ぬ 程に 報酬 

を 高く して 有る のです、 幾 等 探偵が 熱心で も 千と 名の 

附く金 は 払い 得ません、 今まで も 報酬で 幾人の 探偵 を 

追っ払った かも 知れません が、 貴方 は 真逆に 探偵で は 

あるまい けれど 報酬の 受け渡しが 終らねば、 此の上 一 

歩 も 話 を 進める 事が 出来ません」 


報酬の 受け渡しと 云って、 勿論 余 は 其の 様な 大金 を 

持って は 居ぬ。 けれど 融通の 附 かぬ 事 はない、 余 は 僅 

かながら 親譲りの 財産が 有る、 其の 財産 は 父の 遺命で 

悉く 金に 替え、 倫敦の 銀行へ 托し、 利殖 させて 有る、 

其の 額が 今 は 一 万 ポンドの 上に なり、 余に 使われる の 

を 待って 居る の だ、 今 こそ は 使って 遣る 可き 時で ある ■ 

幸に 此の 巴 里に も 叔父の 懇意な 取引 銀行が 有って 其の 

頭取 は 曾て 英国へ 来て 叔父に 招かれ 余と 同席した のみ 

ならず、 余 も 叔父と 共に 其の後 巴 里 へ 来て 其の 頭取に 

饗応 せられた 事 も ある、 此の 人に 話せば 大金と はいえ 

ナニ 三千 や 五 千、 一時の 融通 は附 けて くれる。 


その 旨 を 先生に 話す と 先生 も 兼ねて 其の 銀行 頭取 を 

知って 居る との 事 だ、 併し 其の 金 を 我に 払う との 旨 は 

決して 頭取 へ も 何人 へ も 話す 可から ずと 口 留め を せら 

れた。 素より 誰に も 話すべき 事で ない、 それで はと 

愈々 茲を 立とうと すると 先生 は 自分の 馬車 を 貸して 呉 

れた。 馬車に は 先刻 見た 取り次の 老人が 御者 役 を 勤め 

て 居る、 察する 所 此の 老人 は 先生の 真の 腹心 だ、 先生 

は猶 幾分 か 余 を 疑い 若し や 探偵で はない かと 思う 為、 

実は 此の様な 事 をして 腹心の 者に 余の 挙動 を 見届けさ 

せる 積り らしい。 

頓て 銀行へ 行った、 余 は 来たり。 余 は 観、 余 は 勝て 


しい ざ あ 

リ という 該撤の 有様で、 万事 旨く行って 少しの 間に 金 

も 手に入った。 勿論 利子 を附 けて 返す 害で ある。 夫 も 

一 週間 を 過ぎぬ と 云う 約束 だから 余り 余の 信用 を 誇る 

に は 足らぬ、 爾 して 先生の 許へ 帰って 行く と、 先生 は 

暫く 次の間へ 退いた が、 御者から 余の 挙動 を 聞き取る 

為で あつたと 見える、 其の 結果に 満足した か 十分 間 も 

経たぬ うちに 又 余の 前へ 来た。 今度 は 前よりも 打ち 解 

けた 様に、 顔の 締リも 幾分 か 弛んで 居る。 「サァ 直ぐ 

に 事務に 取り 掛り ましょう。 此方へ」 との 案内が 先生 

の 最初の 言葉であった。 之に 応じて 先生の 後へ 随き、 

更に 奥まりた る 一 室へ 通った が茲 にも 種々 の 鏡 を 備え 


て ある、 先生 は 誇り顔に 笑みて 「兹 は、 私の 書斎です、 

兹に 居れば 来訪す る 客の 姿が 悉く 分ります」 といい、 

更に 「貴方の 様子 もお 目に 掛る 前、 此の 鏡に 写し 一 応 

検 めました が、 逢っても 危険の ない 人 だと 見て取り ま 

した。 権 田 時 介の 姿 を 見て、 急いで 外へ 出た 時の 様子 

などが、 何う も 素人ら しくて 探偵な どと は 違って 居 ま 

した」 

今は斯 くあろう と 思って 居た 故、 別に 驚き もせぬ が、 

此の 室で 何 をす るの か 更に 合点が行かぬ 故 「先生、 茲 

で 報酬 を 差し上げましょう か」 先生 「ィャ 報酬 は 無難 

な 所へ 行って 戴きます、 此の 室へ は 下僕で も 誰でも 這 


入って 来ます から」 云いつつ 先生 は 一方の 棚から 二 個 

の 手燭 を 取って 火 を 点した。 猶だ昼 だのに 手燭 を 何に 

する のだろう、 頓て 「サ ァ是を 持って 私と 一緒に 来る 

のです よ」 と 教え、 書棚の 中から 厚い 本 を 二 冊 ほど 抜 

き 出した。 爾 して 其の 本の 抜けた 後の 空所へ 手 を 差し 

ぼた， レ 

入れた が、 秘密の 鈕 でも 推した のか 忽ち 本箱が 扉の 

様に 両方へ 開いた。 其の 背後 は 暗室に なって 居る、 成 

る ほど 秘密の 仕事 をす る 人の 用心 は 又 格別 だと、 余が 

感心す る 間に 先生 は 暗室へ 入って 余 を 呼んだ、 余 も 続 

いて 其の 中へ 這 入った、 スルト 先生 は 又も 何 所 かの 鈕 

を 推したら しいが、 扉の 書棚 は 元の通り 閉じて 了った。 


秀子を 救う のと 此の 暗室と 何の 関係が 有る だろう。 余 

と 先生と、 暗室の 中に 全くの 差し 向いで ある。 

第 七十 四 回 前身と 後 身 

余 を 此の 暗室へ 連れ込んで 何 をす るの か、 余 は 少し 

も 合点が行かぬ。 

先生 は それと 見て 説明した。 「私が 何の様に して 松 

谷 秀子嬢 を 救う か 貴方に は 少しも 分りますまい、 此の 

暗室の 中で 其の 手段 だけ を 見せて 上げる のです、 見せ 

て 上げれば 此の 前に 私が 何の様に して 嬢 を 救った か、 


救われる 前の 嬢の 有様 は 何う で 有った か、 ポ ール • レ 

ペルの 手際が 何れ ほどで 有る か 総て 分ります」 

斯う 聞いて は 早く 其の 手段 を 見せて 貰い 度い。 取り 

分けて 此の先 生に 救われる 前の 秀 子の 有様な ど は 最も 

知り 度い、 扨 は 此の 暗室の 中で 詳しく 秀 子の 素性 成長 

などが 分る のかと 早 や 胸が 躍って 来た。 

先生 「茲 は猶だ 入口です。 サァ、 ズッと 深く お進み 

成さい」 言葉に 応じ 手燭 を 振り 照らして 見る と、 成る 

程 茲は穴 倉の 入口と 見える、 少しむ こうの 方に、 下へ 

降りる 石段が 有る、 気味 は 悪い が 余 は 先に 立って 之 を 

降った、 降リ盡 すと 鉄の 戸が 有って、 固く 人 を 遮って 


居る。 先生 は 戸に 不 似合な ほど 小さい 鍵 を 取り出して 

此の 戸 を 開いた。 中 は 十 畳 敷 ほどの 空な 室に なって 居 

る、 此の 室へ 這 入る と 先生 は 又も 戸 を 閉じ 「^;gが私の 

秘密 事務 を 取る 室です、 ^^;ムまでは私の外に誰も来ませ 

ん、 金庫 も 此の 室へ 備えて 有ります」 と、 兹で 報酬 を 

差し出せと 云わぬ 許りの 口調 なれば、 余 は 彼の 三千 ポ 

ンドを 出して 渡した。 

不思議に も 此の 室に は 電燈が 備えて 有る、 先生 は電 

燈の鈕 を 推して 忽ち 室 を 昼の 様に した。 余 は 手燭 を 消 

そうとし たが、 先生 は遽 てて 「ィャ 未だ 消して は 可け 

ません、 茲 より 奥に は電燈 がない のです から」 余 r 猶 


だ 此の 奥が 有る のです か」 先生 「無論です」 とて 先生 

の 指さす 方 を 見る と 成る ほど 一 方の 壁に 第二の 鉄の 扉 

が 有る、 斯うまで 奥深く 出来て 居る と は 実に 用心 堅固 

の 至り だ、 其のう ちに 先生 は 報酬の 金 を 数え 盡し 隅の 

方の 金庫へ 納め、 もっと 嬉し 相に 頰 笑みて 「ィャ 三千 

ポンド は 大金です、 実は 私 も 取る 年齢 ゆえ、 最早 隠退 

したいと 思い、 数年 来、 金子 を 溜めて 居ります が 今の 

三千 ポンドで 丁度、 兼ねての 予算 額に 達した のです、 

今まで 随分 人 を 救い、 危険な 想い をし ましたから 此の 

一 回が 救い 納めです、 再び 貴方が 来しっても ポ ー ル - 

レ ペル は 多分 此の 家に 住んで 居ないでしょう、 田舎へ 


地所 を 買い、 楽隠居と して 浮世の 波風 を 知らずに 暮ら 

す は 何 ほどか 気安い 事でしょう」 

述懐し 了って、 再び 第二の 鉄扉 を 開き 余と 共に 又 中 

へ 降り 入った が、 兹は 余程 地の 下 深く へ 入って 居る と 

見え、 空気 も 何となく 湿 やかで 余り 好い 心地 はせ ぬ、 

墓の 底へ でも 這 入ったなら 或いは 此の様な 気持で 有ろ 

うか、 兎に角 も 人間の 地獄で ある、 此の様な 所に 秀子 

の 秘密が 籠って 居る のかと おもえば、 早く 取り出 だし 

て 日の 光に 当てて 遣り 度い。 

気の 所為 か 手燭の 光まで、 威勢が なく、 四辺の 様が 

充分に は 見て取られぬ、 けれど 何だか 廊下の 様に 成つ 


て 居て、 左右に ズラリ と 戸棚が つらなり、 其の 戸に 一 々 

貼 紙 をして 何事 を か 書き 附 けて あるが、 文字 は 総て 暗 

号ら しい、 余に は 何の 意味 だか 分らぬ。 頓て 先生 は、 

壁の 一方に 懸けて ある 鍵の 束 を 取り 卸し、 其の 中から 

真鍮 製の 最も 頑丈な の を 余に 渡し 「サァ 此の 鍵の 札と、 

戸棚の 貼 紙と を 見較べて お捜し 成さい、 そうして 記号 

の 合った 戸棚 を 開けば 宜 いのです」 余 は 全く 夢を見る 

様な 心地 だ、 訳 も 知らずに 只 其の 差 図に 従い 一 々左右 

の 戸棚の 戸を検 めた 末、 ャッと 記号の 合った 戸 を 見い 

出した。 先生 「サァ 其の 鍵で 其の 戸 をお 開き 成さい」 

此の 戸の 中に 何が 入って 居る、 之 を 開いて 何の様な 
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事になる、 若し 洞 看く 事が 出来たなら、 縦し 又 燃える 

火に 我が 手 を 差し入れる 事 はする とも、 此の 鍵穴へ 錠 

を 突き 入れる 事 はせ ぬ 所で 有った だろう、 けれど 悲し 

い 哉、 爾 まで 見抜く 眼力 はない、 只 何となく 悪い 気持 

がする けれど、 躊躇しても 詮ない 事と、 差し 図の 儘に 

鍵 を 入れ、 此の 戸 を 開いた、 中 は 幅 も 深さ も 二 間 ほど 

有って 左の 壁に は 棚が 有り 右の 壁に は 棚が 有り 右の 壁 

に は 又 小さい 戸棚が 有る、 云わば 仏壇の 様な 作り方 だ、 

爾 して 左の 棚に は 白木で 作った 三 個の 箱が 有る、 方 一 

尺 ほどで 扁 たく 出来て、 先ず 硯 箱の 聊か 大きい 様な も 

の だ、 先刻 権 田 時 介が 小脇に 挾んで 去った 品 も 或いは 


此の 類の 箱で はな か つ たか 知らん。 

只是 だけの 事で、 何の 驚く 可き 所 もない けれど 余 は 

身体の 神髄から、 ゾッと 寒気 を 催して、 身震い を 制し 

得ぬ、 先生 も 何だか 神経の 穏 かならぬ 様な 声で 「兹に 

秀 子の 前身と 後 身が 有る のです」 と 云い、 今度 は 自分 

で 彼の 仏壇の 様な 戸 を 開き 掛けた、 余 は 物に 臆した 事 

のない 男 だけれ ど、 自分で 合点の 行かぬ ほど 気が 怯 だ、 

何でも 今が、 恐ろしい 秘密の 露れ 来る 間際に 違いない、 

人生に 於け る 暗と 明との 界 であろう、 先生の 此の 次の 

言葉が 恐ろしい、 恐ろしい けれど 又 待ち 遠い、 胸の 底 

から 全身が 固くな つ て 殆ど 息 を 継ぐ 事 も 出来ぬ。 


第 七十 五 回 死人の 顔形 

仏壇の 様な 戸の 中 も、 略 ぼ 左の 棚と 同じ 工合で、 白 

木の 箱が 二 個 乗って 居る。 

何の 箱で あるか 更に 合点が行かぬ、 けれど 唯 気味が 

悪い、 先生 は 暫く 双方の 棚 を 見比べて 居た が頓て 決定 

した 様子で 「矢張り 前身 を 先にお 見せ 申しましょう、 

爾 すれば 私の 手腕が 分り、 成る ほど 新しい 生命 を 与え 

る 人 だと 合点が行きます」 

斯う 云って 左の 棚から 其の 箱 を 取り 卸した。 「サァ 


此の 箱 を 開けて 御覧なさい」 余 は 開ける 丈の 勇気が 出 

ぬ、 「ハイ」 と 云った まま 躊躇して 居る と 先生 はじれ つ 

た 相に 「では 私が 開けて 上げましょう」 とて 余の 手に 

在る 鍵の 束から 一個の 鍵 を 選り出し 「ソレ 此の 鍵の 札 

と 此の 箱の 記号と が 同じ ことでしょう、 貴方に は是が 

分りません か」 と 叱りつつ 箱 を 開いた、 兎に角 之 ほど 

しま 

用心に 用心して 納 つて 居る 箱 だから 中には 一 方なら ぬ 

秘密 を 隠して 有る に違いない、 鬼が 出る か 蛇が 出る か 

余 は 恐々 に 其の 中 を 窺いて 見た。 

第一に 目に留まる は 白い 布 だ、 白い 布で 中の 品物 を 

包んで 有る の だ、 先生 は 箱の 中に 手 を 入れて 其の 布 を 


取り除き、 布の 下の 品物 を 引き起した、 何でも 箱の 中 

に 柱が 有って、 蓋す る 時には 其の 柱 を 寝かせ、 蓋 を 取 

れば 引き起す 事の 出来る 様に 成って 居る の だ。 

引き起された 其の 品 は 何であろう、 女の 顔で ある、 

余 は 一 時、 生首だろう かと 怪しんだ が 生首で は 無い、 

蠟 細工の 仮面で ある、 死んだ 人の 顔 を 仮面に 写して 保 

存 して 置く 事 は 昔から 世に 在る 習いで 其の 仮面 を 「死 

人の 顔形」 と 称する 由で あるが、 此の 蠟 細工 は 即ち そ 

れ である、 誰の 顔形 だか 兎に角 も 顔形で ある、 余 は 一 

目 見て 確かに 見覚えの 有る 顔と 思った が、 見直す とそ 

うでない、 円く 頰な ども 豊かで 先ず 可な りの 美人で は 


有る が、 病後と でも 云う 様で 気の 引き立たぬ 所が 有る、 

寧ろ 窶れた とも 云う 可き である。 

先生 は 更に 箱の 中から、 少し 許りの 髪の毛 を 取り出 

した、 死人の 遺 身 かと 思われる、 其の 色 は 緑が かって 

聊か 黒 味 を 帯びて 居る、 随分 世に 類の 多い 髪の毛 だ、 

先生 「此の 仮面と 此の 髪の毛 を 見て 何と 思います」 余 

「別に 何とも 思いません が」 先生 は 聊か 気の 落ちた 様 

子で 「ハ テナ」 と 小首 を 傾け 更に 「仮面の 裏 を 能く 御 

覧 なさい」 とて 仮面 を 柱から 外して、 余に 渡した。 余 

は 其の 言葉 通り 仮面 の 裏 を 見た が 貼り紙が 有って 何事 

を か 認めて 有る、 其の 文字 を 読む と 驚くべし だ。 「輪 


田 阿 夏」 とあって、 更に 「殺人罪 を 以て 裁判に 附 せら 

れ 有罪の 宣告 を 経て 終身の 刑に 処 せらる」 と あり、 次 

の 項に 「千 八 百 九十 六 年 七月 二十 五日 大場連 斎 氏の 紹 

介、 権 田 時 介 氏 連れ 来る。 同年 同月 十一 日に 故あって 

獄を 出た る 者な りと 云う」 との 文字が ある。 

輪 田お 夏と は 幽霊 塔の 前の 持主お 紺 婆 を 殺した 養女 

である、 千 八 百 九十 六 年に 牢の 中で 病死し 其の 死骸 は 

幽霊 塔の 庭の 片隅に 葬られ、 石の 墓と 為って 残って 居 

る、 秀 子が 屡々 其の 墓へ 詣で 居た のみならず、 同じお 

紺 婆の 養子 高 輪 田 長 三 も 其の 墓の 辺に 徘徊して 居た 事 

は 余が 既に 話した 所で ある、 墓の 表面に は 確か 七月 十 


一 日 死す との 日附が 有った、 兹には 其のお 夏が 同じ 日 

に 出獄した 様に 記し、 其の 月の 二十 五日に 権 田 時 介が 

兹へ 連れて来た 様に 記して 有る の は 何の 間違いで あろ 

う。 

余 は 叫んだ。 「先生、 先生、 貴方 は 欺かれた のです、 

殺人 女 輪 田お 夏が 兹へ 連れられて 来るな どと は 実際に 

有り得ぬ 事です、 死骸と 為って 地の 下へ 埋 つて 今 は 其 

の 上へ 石碑まで 立って 居ます が」 先生 は 少しも 怪しむ 

様子がない。 

「勿論 石碑 も 立って 居ましょう か、 併し 夫 は 事柄の 表 

面さ、 ァノ墓 を あばいて 御覧なさい、 空の 棺が埋 つて 


居る 許りです」 余 「ェ、 何と 仰 有る」 先生 「ィャ 此の 

お 夏 は 一旦 死んで、 爾 して 私の 与えた 新しい 生命で 

蘇生った のです、 死んだ お 夏 は 此の 顔形で 分って 居 ま 

すが 更に、 其の 蘇生った 時の 顔 をお 目に 掛けましょう」 

云うよ リ 早く 先生 は 仏壇の 様な 中から 又 彼の 白木の 箱 

を 取り 卸し、 前と 同じ 事 をして 同じ 顔形 を 引き起した。 

r サァ是 を 見れば、 云わず とも 事の 次第が 分りましょう、 

ェ丸 部さん 合点が行きました か」 余 は 更に 其の 顔形 を 

見た が、 此の方 は 松谷秀 子で ある、 秀 子の 顔 を、 ソッ 

クリ 其の儘 蠟の 仮面に 写した ので ある。 


第 七十 六 回 真の 素性 

勿論、 愛らしい 活々 した 秀 子の 美し さが 蠟 細工の 顔 

形へ 悉く 写し 取らる る 害 はない、 此の 顔形 を 真の 秀子 

に 比 ぶれば、 確かに 玉と 石 ほどの 相違 は ある、 けれど 

秀 子の 顔 を 写した 者に は 違いない、 人間業で 秀 子の 顔 

を、 他の 品物へ 写す とすれば 是ょリ 上に 似せる 事 は 到 

底 出来ぬ。 

けれど、 何が 為に 秀 子の 顔形が 人殺しの 牢死 人 輪 田 

夏 子の 顔形と 共に、 此の先 生に 保存せられ、 余の 眼前 

へ 持ち出された であろう、 夏 子を秀 子の 前身 だとい い、 


秀子を 夏 子の 後 身 だとい うのだろう か、 其の 様な 意味 

にも 聞こえた けれど 余りの 事で 合点す る 事が 出来ぬ、 

牢の 中で 死んだ 夏 子と、 余の 未来の 妻と して 活 きて 居 

る秀 子と、 何う して 同じで ある、 養母 を 殺す ほどの 邪 

慳な夏 子と 一 点 も 女の 道に 欠けた 所の ない 完全な 秀子 

と 何う して 同じ 人間で ある、 余は遽 しく 先生に 問うた。 

「秀 子の 顔形と 夏 子の 顔形との 間に 何の 関係が あると 

いうので す」 

先生 は 少しも 騒がぬ、 少しも 驚かぬ、 寧ろ ひとしお 

落ち着いて、 誇る 様な 顔附 きで 「是で 私の 手腕が 分つ 

たでしょう、 斯様な 事に 掛けて は、 此の ポ ー ル • レぺ 


ルは 今日の 学者が 未だ 究め 得ぬ 所 をまで 究めて 居り ま 

す、 電気、 化学、 医療 手術 等の 作用で 一人の 顔が、 斯 

う も 変化す る 事 は、 殆ど 何人も 信じません、 政府と 雖 

も 信じません、 信ぜねば こそ 今まで ポ ール • レベルの 

職業が 大した 妨げ を 受けずに 来たので す」 余 「では 秀 

子と 夏 子と 同じ 女 だと 仰 有る か」 先生 「勿論 一人です、 

秀 子が 即ち 夏 子です。 夏 子が 牢を 出て、 其の ままの 顔 

では 世に出る 道 もない 為に 私へ 頼み、 今の 秀 子の 姿に 

して 貰った のです、 名 を 替えた 通りに 姿 をまで 変えた 

ので」 

余 は 只 恐ろし さに 襲われて、 訳 もな く 二足 三 足 背後 


の 方へ 踏踉 いた、 けれど 又 思えば 余り 忘 誕な 話で ある、 

頓て 恐ろし さは 腹立たし さとな り 「ェ 工人 を 欺す にも 

程が あります、 秀 子と 夏 子と 同人 だな どと 誰が 其の 様 

な 事 を 信じます もの か」 と 叫んだ、 殆ど ポ ー ル • レぺ 

ルを 攫み 殺さん 程の 見 幕で 又 前へ 進み出た。 「悪党、 

悪党」 と 罵る 声 は 思わず 余の 口から 洩れた、 先生 は怪 

しむ 様な 顔で 余の 顔 を 見 「オヤ、 オヤ、 貴方 は 今まで、 

秀 子の 真の 素性 を さえ 知らなん だのです か、 秀 子と 夏 

子と 同人 だとい う 事 を、 ェ、 それさえ 知らずに 夏 子 を 

ィャ秀 子 を 助けたい と 思い、 私の 許へ 来たので すか。 

其 の 様な 事なら ば 私 は 迂闊に 此 の 秘密 を 知ら せる ので 


はなかった のです、 秀 子に 聞き 合わせた 上に する ので 

した」 余 「嘘です、 嘘です、 夏 子が 牢の 中で 死んだ 事 

に は 一 点の 疑い もない のです」 

云い 切っても 先生の 顔に は、 少しも 噓を 云って 居る 

様な 色 は 見えぬ、 何 所 迄 も 事実 を 守って 居る 人の 様に、 

其の 心底に 最も 強い所が 見える。 

頓て 先生 は 思い定めた 調子で 「ィ ャ是 まで 口外した 

以上 は、 最早 秘密が 破れた 者です、 詳しく 説き明かし 

て、 秀子夏 子の 同一人と いう 次第 を、 貴方へ 能く 呑み 

込せ る 外 はない のです、 先ず 今 通って 来た 金庫 室まで 

お帰りなさい、 話 は 彼処で 致しましょう」 と 云って 二 


個の 顔形 を 箱の まま 重ねて 持ち、 余に は 振り向き もせ 

ずに、 サッサ と 元来た 方へ 遣って 行く、 余は随 いて 行 

かぬ 訳に は 行かぬ、 足 も 地に 附 かぬ 様で、 フ ラフラと 

随 いて 行く と、 先生 は 愈々 金庫 室へ 入り、 電燈を 再び 

点して 「先ず 此の 明るい 所で 熟く 二 個の 顔形 をお 見較 

ベなさい、 爾 すれば、 私の 説明が 幾分 か 分りましょう」 

と 云って、 隅の 方から 卓子 を 持ち出して 来た、 其の上 

へ 顔形と 顔形と を 静かに 置いた、 是 から 詳しく 説き 明 

かす 積リと 見える。 

第 七十 七 回 同 中の 異 


卓子の 上に 置いた 二 個の 顔形 を、 余 は 電気の 光に 依 

り つくづくと 見較べた、 夏 子の 顔と 秀 子の 顔、 何れ を 

優る 美し さと 云って 善かろう、 夏 子は秀 子より 肥って 

居る、 丸形で ある、 秀子は 楕円で ある、 丸形の 方に は 

顎に 笑 靨が ある、 顎の 笑 靨 は 頰の笑 靨より 尚い と 或 

る 詩人が 云って ある けれど、 秀 子の 頰の笑 靨 は 決して 

夏 子の 顎の 笑 靨に 見劣り はせ ぬ、 夏 子 は 若く 水々 して 

愛らしく、 秀子は 洗って 研ぎ 出した 様に 垢 脱け がして 

美しい、 生 際 は 夏 子の 方が 優って 居る が 口許 は 確かに 

秀 子に 及ばぬ、 勿論 両人 全く 別人の 人で ある、 けれど 


能く 見て 居れば 似寄った 所が 有る、 初見に は 全くの 別 

人で 見る に 従い 似寄った 所が 多くな り 或いは 姉妹で も 

有ろうかと 思われる 程に も 見える。 

先生 は秀 子の 顔形の 箱から 又 髪の毛 を 取り出して 卓 

子の 上に 並べ 「御覧なさい。 双方の 髪の毛が 此の 通り 

違って 居ます、 夏 子の は 緑が 勝って 色が 重く、 秀 子の 

は 黄が 勝って 色が 軽い けれど、 其の 艷はー つです、 毛 

筋の 大小 も 優 かさ も、 少しも 異 つた 所 はなく、 若し 目 

を 閉じて 撫でて 見れば 誰でも 同じ 髪 毛と しか 思い ませ 

ん」 

と 云いつ つ 自ら 目 を 閉じて 双方の 髪 毛 を 撫で 較べ て 


居る、 余 は 胸に 何とも 譬え 様の ない 感が 迫って 来て 殆 

ど 涙の 出る 様な 気持に なった。 「けれど 先生」 とて 争 

い 掛けた けれど 後の 言葉 は 咽喉より 出ぬ。 

先生 は 静かに 腰 を 卸し 「詳しく 言います から 先ずお 

聞き 成さい、 全体 私 は 脳の 働きが 推理 的に 発達して 居 

ると 見え、 許 多の 事柄の 中で 似寄った 点 を 見出し、 此 

の 事 は 彼の 事の 結果 だと か、 これ はかれの 変態 だと か 

云う 事 を 見破る のが 極めて 早い のです、 夫です から 自 

然 犯罪の 記事な ど を 読み 自分 一 身の 見解 を 作る が 好き 

で、 今まで 余り 外れた 事がない のです、 此の 夏 子の 老 

婆 殺し 事件な ども 初めから 英国の 新聞紙で 読み 自分 一 


個の 考え を 定め、 絶えず 後の 成 行 如何と 気に掛けて 居 

ましたが、 其のう ちに 夏 子 牢死の 報が 伝わり 又 間 もな 

く、 私の 許へ その 夏 子が 救い を 求めに 来る 事に なり ま 

した」 

是 まで 云いて 思想の 順序 を附 ける ため か、 又 目を閉 

じて 暫く 考え 「先刻 も 申しました 通り、 私の 仕事 は 全 

く 依頼者と 利害 を 一 にす る 様な 性質で、 私 は 依頼者 か 

ら 何も彼も 打ち明けて 貰った 上で なければ 仕事 を 始め 

ませぬ ゆえ、 此の 件に 就いて 当人と、 当人 を 連れて来 

た 弁護士 権 田 時 介 氏に 充分 今までの 成り 来たり を 聞き 

ました、 両人と もに は 多少 隠す 所が 有りました けれど、 


大抵の 事 は 既に 私が 見 貫いて 居て、 急所 急所 を 質問す 

るので すから、 果て は 洩れな く 話しました、 其の 話 や 

其の後 私の 仕た 事を陳 ベれば、 幾 等 貴方が 疑い深く と 

も 疑う 事 は 出来ません、 成る ほど 夏 子と 秀 子と は 同人 

だと 信じます」 

此の様に 順序 を 立てて 言い 来たられて は、 或いは 信 

せぬ 訳に 行かぬ 事と なる かも 知れぬ、 と 余 も 此の様に 

思い 始めた、 先生 は 余が 心の 斯く 聊か 動かん とする を 

見て取った 様子で 「先ず 私の 仕事から 話しましょう、 

私 は 篤と 夏 子の 顔 を 見ました が、 如何にも 美人で、 作 

リ 直す 事が 勿体ない、 見る 影 もない 醜婦 にす る 事は容 


易です が、 それで は 造化の 美術 を 傷つけ る 様な 者で 天 

に対して 恐れが 多い、 何う か 天然の 美術 を 傷つけ ぬ 様 

に、 爾 して 全く 別人と 見える 様に 生れ 替らせ 度い と 

色々 苦心 を 仕ました が 此の 苦心の 為に 却って 私の 手際 

が 不断 ほど 現われなん だのです、 通例の 顔なら ば 誰が 

何う 見ても 同 一 人と は 見えぬ 様に 生れ 替わらせる 事が 

出来ます けれど、 何しろ 美しい 者 を 美しい 儘で 変形 さ 

せようと いうので すから、 手際 を 現わす 範囲が 至って 

狭い、 異 中に 異を 求める のでな く、 同 中に 異を 求める 

のです から、 全体 云えば 無理な 話です けれど、 私 は 仕 

遂げました、 と は 云え 何う も 二人の 顔に 似寄った 所が 


大変に 残って 居ます、 既に 鼻な ど は 少しも 変る 事が 出 

来ん。 変れば 必ず 見劣りがする のです、 歯並びな ども 

其の 通りで、 真に 天然の 完全に 達して 居る 者 をば、 其 

の 完全 を 傷つけ ずに 並べ 変える と 云う 事 は、 如何なる 

彫刻師 も 出来ますまい、 試みに 双方の 顔形に 就き 鼻の 

形 を 御覧なさい、 何 所に か 違った 所が 有ります か」 

余 「有りません」 と 答うる 外 はない、 成る ほど 何う 

見ても 違って は 居ぬ、 先生 「ソレ 御覧なさい。 同じ 事 

でしよう、 歯 は 閉じた 唇に 隠れて、 較べる 事が 出来 ま 

せんけれ ど 若し 出来たなら、 是も 貴方 は 私の 言葉に 服 

する 外 はない のです、 サァ 此の様な 訳です から 全く 生 


れ替ら せた と は 云う 者の、 真に 能く 夏 子の 顔 を 知って 

居る 人が、 秀 子の 顔 を 見れば、 真逆に 同人 だと も 思わ 

ずと も、 何等かの 疑い を 起す かも 知れません、 是 のみ 

は 今まで も 私の 気に掛けて 居た 所です、 併し 此の 点 を 

さえ 見 許して 戴けば 外の 点 は 充分 私の 手際が 現われて 

居ます、 再び 同じ 程の 美人 を 連れて来て 此の 顔 を 同じ 

程の 美人に 作り直して 舆れと 云った 所で、 私 は 再び 是 

だけの 手際 を 現わす 事 は 殆ど 出来まい と 思って 居ます、 

では 何う して 活 きた 人間の 顔 を 作り直す かとお 問いで 

しょう、 仮面 を 被せる のか、 肉 を 削る のか 左様 さマァ 

マァ 仮面 を 被せる 様な 者、 肉 を 削った リ殖 したりす る 


様な 者、 其 所が 即ち 学者 も 未だ 研究し 得ぬ 此の ポ— 

ル • レ ペルの 秘術です」 

第 七十 八 回 発明の 実益 

先生 「今の 学者が 若し 専心に、 私と 同様の 事 を 研究 

したなら、 人間の 顔 を 作り直す 事が 出来る のです けれ 

ど、 彼等 は 唯 名誉 を 揚げる が 先で、 上部 だけ は 様々 の 

研究 もします けれど、 名誉の 外に 立ち、 世間から 隠れ 

て 学術と 情死す る 程の 決心 を 以て 必死に 研究す る 事 は 

致しません、 だから 私の 専門の 技術に 於いて、 私に 及 


ばぬ のです、 ナニ 私と しても 名誉 を 好む 心が あれば 此 

の 発明 を 世に 知らせます、 之 を 知らせたなら 空前の 発 

明 だと か、 学術 上の 大 進歩 だと か 云って 私の 前へ 拝 跪 

する 人が 沢山 出来 ま しょう、 世界中の 医学 新 誌な ど は 

争うて 私の 肖像 を 掲げましょう、 けれど 私 は 夫 は 嫌い 

だ、 嫉妬の 多い 学者 社会に 名 を 出して 面倒の 競争 をす 

るよりも、 静かに 我が 発明の 実益 を 収める が 好い、 此 

の 術 を 世間に 知らさず 唯 独りで 秘めて 居れば、 隠す 者 

は 現われる 道理で 夫から 夫へ 聞き伝え、 貴方の 様に 権 

田 時 介の 様に、 輪 田 夏 子の 様に、 密かに 尋ねて 来る 人 

が 一 年に 十五 人 や 三十 人 は 必ず あり 通例 名誉 ある 医者 


や 学者の 二人前 位 は 実益 を 収める 事が 出来る でしよ 

う」 

滔々 と 述べ立てる 先生の 有様 は、 宛 も 気焰を 吐きた 

くて、 誰か 聞いて 呉れる 人 を 待って 居た とで もい う 風 

である、 余 は 唯 我が 心の中 は 旋風の 吹き捲る 様な 気 

持で、 思い も 未だ 定まらねば、 先生の 言葉に 対し 批評 

の 語 を 発する 事 を 得せぬ、 先生 「今の 学者に は 学閥と 

いう 者が ありまして、 同じ 学校から 出た 同士と か、 同 

じ 目的 を 持って 居る 同士と かいう 様な 工合に 友達から 

友達へ 縁 を 引き、 陰 然として 一 つの 団体、 一 つの 当 派 

を 作って 居り、 爾 して 盛んに 毛嫌い をす るので す、 当 


派の 中から 出た 発明 は 詰らぬ 事で も 互いに 称揚して 大 

きな 事の 様に 言い做し、 寄って 集って 広く 売り 附 ける 

様に します が 当 派の 外から 現われた 発明 は、 非難に 非 

難 を 加え、 何う やら 斯う やら 信用 を 失わ せて 了い ます、 

今 私の 様な 独学 孤立の 人間が、 此の様な 発明 をした と 

云って 学者の 間へ 出て 行って 御覧なさい、 一時 は 今 も 

いう 通り、 世界中の 新聞 雑誌 にまで 書き立てられ ま 

しょう、 けれど 私の 名が 揚がれば 揚がる 丈、 学閥の 猜 

みは 益 々加わり、 第一 に 私 を 山師 だとい い、 私の 術 を 

実用す る 事の 出来ぬ 様に して 了い、 夫で 足らずば、 次 

に は 学閥の 中から、 是はポ ー ル • レ ペルの 法よりも 一 


層 完全な 発明で、 実は レ ペルより 先に 成就して 居た の 

だ、 レぺ ルは 窃 に 其の 法 を 盗んだ の だな どと 本家 を 

奪いに 掛かる もありましょう、 中には 此の様な 法 は 罪 

人に 姿 を 変えさす るに 通ず るの みで 詰り 犯罪 を 奨励し 

て 国家 社会 を危 くす る 者 だと 叫ぶ 者 も 出来、 夫 は 夫 は 

私を滅 さねば 止まぬ の です」 

いう 所に 多少 は 大き 過ぎる 言 葉 も ある けれど、 今日 

の 学者 社会に 幾分 か 斯様な 傾きの あるの は 事実ら しい、 

先生 は サムまで 述べ て やや 調子 を 下げ 「今日の 社会が、 

おおやけ 

私に 此の 秘術 を 公 にさせたい とならば 少く とも 学者 

社会 をば、 最ぅ 少し 真理 を 愛する 様に 作り直して 来ね 


ば 了ません、 今の 様で は 縦し や 専売特許 などの 保護 法 

が 備わって 居る と 云っても、 私の 様な 発明 は 危険で、 

顔 を 出す 事が 出来ぬ のです、 だから 私の 発明が 何で あ 

るか、 何の様な 秘術で あるかと いう 事 は 誰に も 話す 事 

が 出来ません、 唯 貴方 だけに は、 左様 さ 素人に 分る 丈 

の 範囲に 於いて 話します が、 術の 一半 は 電気です、 残 

る 一 半 は 薬物の 作用です、 電気で 以て 人間の 毛 を 根本 

から 減して 了う 事 は、 大抵の 学者が 出来る 事だろう と 

思 つ て 居ます、 けれど 実際 私 程 其の 事 を 実地に 研究し 

た 者 はない、 私の 法に 由る と 頭の 毛 を 悉く 枯らさせて 

其の 皮膚 を 顔と 同様にす るの は 易い 事です、 又 人の 筋 


肉 を 永久に 伸し 又は 縮める も、 爾 まで 困難で はあり ま 

せん、 サァ是 だけ 聞けば 分りましょう、 輪 田 夏 子は大 

層 眉の 生えた 所が 長く、 殆ど 両の 眉が 真中で 出合う 程 

に 成って 居ました、 其の 眉の 両端 を 私が 短く 縮めて 秀 

子の 眉に したので す、 疑わしく ば 篤と 両方の 顔形 をお 

見較べなさい、 眉に 長短の 別 は 有っても 其の 実は 同じ 

眉です、 次に は 額の 生え際 を 御覧なさい、 夏 子の は 真 

中へ 垂れ 下って 来て 居て、 真に 美人の 相に 叶って 居 ま 

したが、 惜しい けれど 是を 私が 切り捨てて 左右へ 多少 

の 伸縮 を 施し、 秀 子の 生え際に したので す、 秀 子の 生 

え 際 は 唯 尋常の 恰好で 別に 美人の 相と いう 程で ありま 


せんが、 茲が 聊か 私の 不手際でした けれど、 尋常と し 

て は 尚 だ 最上の 生え際です、 其の 代り、 ィャ 生え際が 

聊か 劣った 代りに 髪の 色 艷で立 優らせて ある 積り です、 

秀 子の 髪の 色 を 御覧なさい。 全く 昔の 女神と 同じ 事で 

す、 夏 子の 重い 色より 幾 倍 も 優って 居ます、 尤も 夏 子 

の 丸顔に は 重い 色が 似合います けれど、 軽く 行かねば 

神仙 的の 高尚な 美し さがありません、 夫なら ば 扨、 髪 

の 色 は 何う して 変る、 之 は 世間の 婦人 達が 生涯 気 を 揉 

んで 研究して 居る 所です、 仲々 婦人 達に は 分りません、 

けれど 此の ポ ー ル • レ ペルに 取って は 極く 極く 容易な 

問題です、 髪の 性質 を 変ずる 丈で も 近頃 は 毎日 一 人以 


上の 貴婦人 客が 尋ねて 来ます」 

第 七十 九 回 一 点の 望み 

先生 は 語 を 継いで 「通例 髪の毛の 色 を 直す に は 染料 

を 用います、 けれど 染めて 直す の は 誰に でも 出来る 事、 

学者 を 以て 自ら 居る 私の 様な 者が 研究 すれば 恥に なり 

ます、 髪の 延びる に 従って 幾度 も 染め直さ ねばならぬ 

様な 方法 は 技術ではありません、 学術 的と はい われ ま 

せん、 私の 方法 は、 或る 薬剤の 注射に より、 髪の 根に 

ある 色素と いう 奴 を 変性させる のです、 根本的の 手段 


です、 一 旦 色素が 変性 すれば 幾度 髪の毛が 生え 替えて 

も 又 幾 等 長く 延びて 来ても 其の 色 は 一つです、 一 度 直 

せば 生涯 再び 手 を 入れる に 及びません、 いわば 先ず 造 

化の 仕事で 人間業で はない と 云っても 好い のです、 唯 

其の 中に 難易が あり、 薄い色 素 を 濃く する は 易しいで 

すが、 濃い 色 を 薄く する は 極めて 困難な 事柄です、 秀 

子 嬢の 髪の毛 は 濃い 色 を 薄く したので、 仲々 手数が 掛 

かりました けれど、 充分の 報酬 を 得ました から 少しも 

申し分 はない のです。 

「次 は 顔の 形です が、 先ず 其の 顔形 を 見較べ て 私の 言 

葉の 噓か実 か を 判断して 戴きましょう、 私 は 兼ねて 


小さい 動物に 試験して 身体 を 細く する 術 を 発明し まし 

た、 是も 薬剤の 力です、 或る 薬剤 を 食事の 度に 肉類と 

一緒に 腹へ 入れる のです が、 急に は 行きません けれど、 

月日 を 経る に 従って 肥えた 身体が 細くな リ、 円い 顔 は 

楕円と なります、 爾 して 少しも 健康に 害 を 及ぼし ませ 

ん、 夏 子の 丸い 顔が 其の 手段の 為に 秀 子の 楕円の 顔と 

為った のです、 次 は 口許です、 夏 子の 口許 は 真に 愛嬌 

の 泉 ともいう べきで、 之 を 変ずる は 惜しい 者 だと 思い 

ましたが、 変ぜずに は 置かれません から、 上唇 を 少し 

緊 めて 聊か 形 を 変え、 爾 して 微かに 口の 両脇の 筋 を 詰 

めて キリリと した 締まり を 見せました、 全体 筋 を 詰め 


たり 弛めたり する 事 は 世間の 医者に は 出来ません が、 

是も 電気 作用で、 私に 取って は 左まで 六 かしい 事で は 

ない のです、 笑 靨 をな くしたり 捲え たりす る は 皆 其の 

働きです、 筋が 詰まれば 平らな 所へ 凹みが 出来、 筋 を 

延 せば 凹んだ 所が 平らになります、 私 も 夏 子 嬢の 髪の 

色から 生え際から、 眉 や 口許 ゃ頰の 様まで 変って 了つ 

て最ぅ 之で 済んだ の だと 思い ましたが、 何う も 笑 靨の 

位置 を 変えねば、 猶 或いは 之が 為に 人に 見破られる 恐 

れが あると 思い 顎の 笑 靨 を 消して 了って 其の 代りに 頰 

の 笑 靨 を 作りました。 之が 手術の 大尾でした。 

「私の 斯る 手術で、 第 一 号の 顔形に ある 輪 田 夏 子が 第 


二号の 顔形に ある 松谷秀 子に 生れ 変った のです、 誰が 

見た とて 同人と 思わぬ は 無理 もありません、 けれど 造 

化の 作った 夏 子の 美し さと 私の 直した 秀 子の 美し さと 

何方が 優って 居る でしよう、 素より 夏 子の 美し さは 此 

の 上の ない 階級で したが 秀 子の も 矢張り 此の上の 階級 

はありますまい、 私 は 之で 以て 造化の 美術的 傑作 品 を 

ポ ー ル • レ ペルが 傷つけ たという 非難 は 逃れ 得た 積り 

です、 若し 強いて 双方の 間に 優劣が あると すれば、 夏 

子 は 美し さ よりも 愛ら しさが 優り、 秀子は 愛ら しさよ 

り も 美し さが 優って 居る とで もい うのでしょう、 一方 

は 天真爛漫の 美で、 一方 は 研け る 丈 研き 揚げた 美と い 


う 者です、 是 だけの 違い は 有っても、 其の 実は 同じ 者 

だとい う 事が、 能く 其の 顔形 を 見較べ れば 自ら 合点が 

行きましょう、 ェ、 丸 部さん、 未だお 疑いです か。 夏 

子と 秀子を 全く 別の 人 だな どと、 まさかに 最ぅ、 些し 

の 疑う 余地 もあります まい」 

勝ち誇る 様な 口調で、 先生 は 長々 の 講釈 を 結んで 

了った、 余 は 実に 情けない、 余が 世界に 又とない 美人 

と 思い、 未来の 妻ぞと 今が今まで 思い詰めた 松 谷秀子 

が 其の 実は 養母 殺しの 罪に 汚れ、 監獄の 中に 埋まって 

そ も そ 

居た 輪 田 夏 子 だと は 抑 も 何たる 因果であろう、 顔 は 

幾 等 美しく とも 心の 醜 さは 分って 居る、 其の 醜 さ を 隠 


して、 余 を 欺き 余の 叔父 をまで 誑かして 居る かと 思 

えば、 実に 譬え 様の ない 横着な 仕打ち 天性 人 を 欺く に 

妙 を 得た 者に 違いない、 真に 秀 子が 夏 子の 化けた のに 

相違ない であろう か。 

二 個の 顔付き は 全く 違って 居る とはいえ、 能く 見れ 

ば 同じ 事 だ、 先生の 言葉に 引き合わせて、 見較 ぶれば 

悲しい 哉、 争う に 争われぬ、 余 は 顔形 を 見詰めた まま 

目に は 涙、 胸に は 得 もい えぬ 絶望の 念が 込み上げて 来 

たが 能く 思う と、 未だ 一 点の 望み は ある、 なるほど 第 

二号の 顔形が 第一 号の 変形に は 相違 あるまい、 けれど 

其の 第一 号が 全く 輪 田お 夏と いう 証拠 は 少しもない、 


第二 号も秀 子なら、 第一 号 も 本来の 秀 子で、 決して 輪 

田 夏 子で はない かも 知れぬ。 

余 は 迫き 立てる 様に 先生 を 呼び 「です が 先生、 第一 

号が 輪 田 夏 子 だとい う 証拠 は 何 所に 在ります。 唯 貴方 

の 許へ 其の 様に 名乗って 来たと いうに 過ぎぬ のでし よ 

う、 偶然に 名乗った 姓名が 殺人 女と 暗号した か、 或い 

は 自分の 本姓 本名 を秘 する 為に 殊更に 世に 知られた 殺 

人 女の 名 を 用いた のか 其の 点 は 貴方に 分りますまい」 

第 八十 回 千 貫の 重み 


第二 号の 顔形と 第一 号の 顔形と は 如何にも 先生の 謂 

う 通り 同人で ある、 是 だけ は 最早 言い争う 余地がない、 

けれど 其の 第 一 号が 果たして 殺人 女 輪 田 夏 子 だと 云う 

事 は 何の 証拠 もない。 

まさかに 松谷秀 子が 其の 殺人 女 だと は 受け取れぬ、 

何の様な 証拠が 有る にもせ よ、 争われる だけ は 争い、 

疑われる だけ は 疑って 見ねば 成らぬ。 

と は 云え、 今までの 事 を 能く 考え 合わせて 見る と 先 

生 の 言葉 に は 千 貫の 重みが 有る、 余が 言葉 は 殆ど 何 の 

根拠と する 所 もない。 

余 は 幽霊 塔に 入って 後、 幾度 も 塔の 村の 人々 から 輪 


田 夏 子の 容貌な ど を 聞いた 事が 有る、 丸い 顔で 眉が 長 

くて 顎に 笑 靨が 有った などと、 全く 第一 号の 顔形と 符 

合して 居る、 しかの みならず 夏 子 はお 紺 婆 を 殺した と 

き、 左の 手の 肉 を 骨に 達する まで 嚙み 取られた と 云う 

事 だが、 夫 ほどの 傷なら 今以て 残つ て 居ねば ならず、 

秀 子が 全く 夏 子なら 秀 子の 手に 其の 傷が 有る はず だ、 

実際 秀 子の 手に 其の 様な 傷が 有る だろう か、 待てよ、 

待てよ、 秀 子の 左の 手 は 毎 も 長い 異様な 手袋に 隠れて 

居る、 此の 手袋の 下に 秘密が 有る と はお 浦が 幾度 も 

疑った 所で、 或る時 は 其の 手袋 を 奪い取り、 愈々 秘密 

を 見届けた 様に 叫んだ 事 も 有る。 


其の 秘密 を 見られた が 為に 秀 子が どれほど 立腹した 

か、 お 浦 を 殺す とまで 劫かした 事 は 余が 確かに 聞い 

た 所 だ、 其の 時 秀子は 余の 許へ 来て さえ も 手 巾 を 以て 

巧みに 左の 手 を 隠して 居た、 左の 手に 恐ろしい 証拠の 

傷が 有る にあらず ば、 何が 為に 斯 くまで も 左の 手 を 隠 

すだろう、 是 だけで 余が 唯一 点の 望み も 何う やら 消え 

て 了う 様 だ。 

高 輪 田 長 三が 初めて 来た 時に、 虎 井 夫人が 非常に 恐 

れの色 を 現わし、 遽 てて 秀子を 逃がした 事 も 有る、 是 

も 輪 田 夏 子と 云う 本性 を 長 三に 見 現される かも 知れぬ 

と 気遣うた 為で は 有るまい か、 秀 子が 屢々 夏 子の 墓へ 


参詣す る も、 夏 子の 死んだ 事 を 何 所まで も 誠しやかに 

思わせる 為で は 有るまい か、 或いは 又 何 か 心に 思う 所 

が 有って、 我と 自ら 我が 墓に 誓う ので は 有るまい か、 

長 三が 此のた び 余の 叔父に 手紙 を 遣り、 秀 子の 素性 を 

あばき 立て 叔父が 痛く 驚いた と 云う、 秀 子が 争い 得ず 

して 白状した と 云う も、 実は 輪 田 夏 子 だと 云う 素性の 

事で は 有るまい か、 是等は 唯 推量に 止まる とする も 外 
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に 余が 直々 に 見た 事柄 も 多少 は 有る。 

松谷秀 子が 幽霊 塔の 時計の 巻き 方 をまで 知って 居た 

の は 何の 為 だ、 輪 田 夏 子なら ば 充分 知って 居る 害で は 

有る が、 夏 子で なくば 知って 居る いわれがない、 其の 


ほか 塔の 秘密に 属する 事 を 誰よりも 多く 知って 居るな 

ど は 幼い 時から 塔の 持主お 紺 婆に 養女と して 育てられ 

た 輪 田 夏 子に 悉く 当てはまる、 更に 近頃に 至って は 養 

蟲 園の 一 室に 秀 子の 着物と、 監獄で 着る 女の 着物と 一 

所に 在った など も 一 方なら ぬ 参考で ある、 秀 子が 其の 

実 夏 子 だと すれば 少しも 怪しむ 可き 点 はない、 夏 子で 

あれば こそ 屢々 穴川甚 蔵に 強請られ もす るの だ、 甚蔵 

の 姉 (だか 妹 だか) に 当る 虎 井 夫人 を 憎みながら も猶 

自分の 傍より 追い 退ける 事が 出来ぬ の だ。 

唯 穴川甚 蔵が 余 を 此の先 生の 許へ 差し向けた 一 条だ 

けが 聊か 合点 の 行かぬ 様に も 思われる が、 ィャ是 とて 


も 能く 考えれば 分って 居る、 甚蔵は 甚く 余に 劫 かされ、 

最早 逃れる 路は唯 余に 秀 子の 素性 を 知らせ、 愛想 を盡 

かさせる に 限る と 見て取り、 止むを得ず、 余 を 兹へ寄 

越した の だ、 まさかに 殺人 女と 知った 上で、 余が 猶も 

秀子を 愛し、 秀 子の 為に 人 を 劫かし、 又は 法律の 力 を 

借りな どす る 事 は 有るまい と 見て取つ たの だ、 秀 子が 

若し 夏 子で なければ、 成る ほど 甚蔵は 余に 巴 里へ 行け 

など 呉々 も 云う 害 はない。 

斯様に 思い 廻して 見る と、 今まで 秀子を 輪 田 夏 子 だ 

ぉぞ 

と 気の 附 かなんだ が 鈍 ましい、 秀 子が 夏 子 だと 云う 事 

は 殆ど 到る 処に 現われて 居る、 余 は 恋と 云う 妄念に @ 


が 眩み、 是 ほど 明白な事 実 を 見る 事が 出来なん だで あ 

ろうか、 余りの 事に 余 は 絶望と も 何とも 形容の 出来ぬ 

恨みが 胸に 満ち、 我が身 を搔 きむ しりたい 思いが する、 

ポ ー ル • レ ペル 先生が 何事 を か 頻りに 説明して 居る 様 

である けれど 少しも 耳に 入らず して 全く 聞き 損じて 

了った。 

第 八十 一 回 古新聞 

余 は 全く 先生の 言葉 を 聞き 損じた から、 尚 一度 繰り 

返して m ハれと 請うた、 何でも 先生 は 第一 号の 顔形が 全 


く 輪 田 夏 子 だと 云う 事 を 充分に 説明した らしい。 

先生 は 返事 もせずに 室の 隅に 行き、 古新聞の 様な も 

の を 持ち出して 来て 無言の まま 余の 前に 差し 附 けた、 

余 も 無言の 儘で 之 を 見た が、 案の 如く 数年 前の 倫敦の 

新聞紙で、 輪 田 夏 子が 裁判に 附 せられた 時の 記事が 有 

る、 記事の 中に 肖像が 有って 「老婆 殺し 輪 田 夏 子」 の 

最新の 写真と 書き入れて 有る、 能く 見る と 其の 顔は殆 

ど 幼な 顔と も 云う 可き ほど 若い けれど 第 一 号の 顔形と 

同人と 云う 事 は 争われぬ。 

余 は 殆ど グ ー の 音 も 出ぬ、 只 呆れて、 我知らず 椅子 

を 離れて 立ち上った、 最早 少しの 疑い を 挾む 所 はない、 


秀子は 全く 夏 子の 化けた 者で ある、 心の底に は猶 承知 

し 兼ねる 所が 有る 様な 気 もす る けれど、 是 だけの 証拠 

が 有って は 到底 承知せ ぬ 訳に 行かぬ、 承知の 仕に くい 

の は 余の 愚痴、 余の 未練と 云う 者 だ、 ェェ 男た る 者が 

斯う も 未練で は 仕方がない、 と 余 は 奮然と して 云い 直 

し 「己れ 人殺しの 悪女め、 能く も 淑女に 化け 替 つて 今 

まで 余と 叔父と を 誑かした、 是 から は 其の 手 は 食わ 

ぬぞ」 と 口の 内で 罵った。 

先生 は 嘲笑う 様な 調子で 「何う です、 最ぅ 迷いが 醒 

めました か」 余 「ハイ 全く 醒めました、 少しの 疑い も 

存 りません」 先生 「では 秀 子の ィャ夏 子が 此の 家へ 来 


てから、 秀 子と 云う 新しい 生命 を 得て 立ち去った 迄の 

次第 を 一 通り 聞かせて 上げます から、 先ず 落ち着いて 

お聞きなさい」 とて 再び 余 を、 取り鎮める 様に して 椅 

子に 凭らせ 扨 明細に 説き出した。 

「余計な 事 は 省きまして 千 八 百 九十 六 年の 七月の 初め 

でした、 医師 大場連 斎の 手紙 を 持って 英国の 弁護士 権 

田 時 介が 私の 許へ 参りました、 私 は 兼ねて 権 田 氏の 名 

だけ は 新聞の 上で 知り、 且 殺人 女 輪 田 夏 子 を 熱心に 弁 

護した 人 だと 云う 事 も 覚えて 居ました。 来訪の 用事 は、 

或る 美人の 顔 を 作り直して 貰い 度い が、 全く 同人と 見 

えぬ 様に 作り直す 事が 出来る か、 其の 価 は 幾 等で ある 


か爾 して 其の 秘密 は 何時までも 無難に 保 たれる かと 云 

う 問合せの 為でした。 

「勿論 総ての 点 を 私 は 満足に 答え、 今まで 私の 手 を 経 

た 人 は 再び 見破られた 例がない と 云いました。 イイ 

ェ是は 決して 手前味噌 では 有りません、 私が 此の 手術 

を 発明して 以来、 牢を 脱け たリ、 法律 を 逃れたり した 

人達が、 私から 新たな 生命 を 受けた の は 殆ど 数え 切れ 

ぬ ほどで 其の 顔形 は 既に 今 見た 穴 倉の 両側の 押入れに 

満ちて 居る 程です が、 中には 英人も 仏 人 も 露 人 来 人、 

濠洲 人に 至る まで 殆ど 全世界の 人が 有ります、 けれど 

孰れ も 今 は 全くの 別人と 為り 済まして 無事に 世 を 送つ 


て 居ます、 甚 しいの は 死刑の 宣告 を 受け、 上告 中に 脱 

獄 して、 爾 して 私の 救い を 受け、 一 年と 経ぬ うちに、 

然る可き 履歴書 を 作って、 直ぐに 其の 同じ 牢屋の 監獄 

医に 採用 せられた 人 も 有る のです」 

是、 暗に 大場連 斎 を 指す 者に 違いない、 扨 は 彼 も 一 

たび 死刑の 宣告まで 受けた 身の上で あるの か、 是で見 

ると 此の ポ— ル • レ ペル 先生 自身 も 自分に 新生 命 を 与 

えた 一 人 かも 知れぬ、 此の様な 発明 は 最初に 人の 身体 

へ 試験す る 事 は 出来ず 必ず 自分の 身に 実験して、 爾し 

て 此の 通り 法律の 網 を 潜る 事が 出来る ぞと 罪人 社会へ 

手本 を 示した 者であろう、 斯う 思う と 先生の 称号 を 加 


える が 何となく 忌 わしい 心地 もす る。 

先生 「是程 手広く 人 を 救うて 能く も 此の 職業の 秘密 

が 世間へ 洩れずに 居る 事 を 怪しむ でしよう が、 夫は最 

う 充分に 大事 を 取って 有る のです。 私が 先ず 腹蔵な く 

依頼者の 秘密 を 聞いた 上で なければ 需 に 応ぜぬ は是 

が 為です、 依頼者 は 既に 私 は 自分の 悪事 を 聞き取られ 

た 上に 前身の 顔形と 後 身の 顔形と を 取られて 居ます ゆ 

え、 全で 私に 咽喉 首 を 握られて 居る 様な 者で 決して 私 

の 事 を 口外し 得ない のです、 口外 すれば 自分の 生命が 

ない のです、 夫 だから 私の 職業の 秘密 は 其の 人の 生命 

と 同じ ほど 大切に 守られて 来たので す、 ィャ是 は 話が 


横道へ 反れました、 是 から 権 田 時 介の 来て 後の 次第 を 

申しましょう」 

第 八十 二回 美少年 

先生の 言葉 は 次の 如く 引き続いた、 「扨 私が 何の様 

にで も 女の 顔 を 作り直して 遣る と 答えた 者です から、 

権 田 時 介 は 大いに 喜び、 それで は 近々 連れて来 るから 

宜しく 頼む とて 立ち去りました、 是 より 二週間 も 経て 

後です が、 英国の 新聞に、 殺人 女 輪 田 夏 子が 牢死した 

という 事が 出ました、 私 は 之 を 見て、 自然に 権 田 時 介 


の 事 を 思い出し、 様々 に 考えて 様々 の 想像 を附け まし 

たが、 それから 二週間 ほどす ると、 権 田 時 介が 一人の 

少年 を 連れて 参りました。 

「初めは 美人と 云う 話で 有った のに、 美少年で あるの 

かと 私 は 聊か 怪しみ ましたが、 能く 見る と、 顔の 美し 

さ 丈で も 明白です、 男に 化けた 女です、 牢の 中に 居た 

為に 頭の 毛 を 短く 刈られ、 あんまり 見っともない 者 だ 

から、 男に したの かと 私 は 斯う 思い ましたが、 実は そ 

れ より 猶 深い 理由が 有った のです、 其の 時 権 田 は 私へ 

向い、 「是 なる 少年が、 兼ねてお 願い 申して 置いた 松 谷 

秀子 嬢です」 といい ました。 私 は 何気無く 聞き取り ま 


したが 愈々 手術に 取り掛かる 約定 を 極める 時と 為 つ て 

権 田に 向い、 「腹蔵な く 依頼者の 身の上 を 聞いた 上で 

なくて は」 と 主張し 「第一 権 田さん、 依頼者の 松谷秀 

子と いう 姓名で は 了ません。 輪 田 夏 子と 云う 本名で な 

くて は」 と 皮肉に 急所 を 突いて 遣りました、 是には 権 

田 も 驚き ましたよ。 

「到底 私 を 欺く 事 は 出来ぬ と 見て 権 田 は 打ち明け まし 

た、 実は 輪 田 夏 子で は 有る けれど 何う か 此の 秘密 を 

守って M ハれ といい ますから、 勿論 だと 答え、 夫から 権 

田 は 立ち去って 夏 子 だけが 私の 許へ 残りました、 其の 

後で 夏 子から 詳しく 事情 を 聞き ましたが、 兼ねて 夏 子 


は 脱獄の 考えが 有って、 権 田 時 介に 其の 旨 を 打ち明け、 

時 介から 充分 其の 目的の 達する 様に して 遣る との 約束 

を 得て 居ました けれど 好機 会 を 得ぬ 為に 遷延して 居た 

のです、 所が 監獄の 医 を 勤めて 居る 彼の 大場連 斎が 権 

田の 意に 加担し、 好い 工夫が 有る と 云い 兼ねて 自分の 

手下と する 一 人の 老 看護婦 を 連れて来ました、 爾 して 

謀 事の 委細 を 夏 子に 伝えた 者です から、 夏 子 は 其の 

差し 図に 従い 病気 を 言い立て 診察 願い を 出しました、 

診察 は 即ち 大場連 斎が する のです から、 成る ほど 是は 

びょうき 

容易なら ぬ 病症で、 外面に は爾 までに も 見えぬ けれど 

心臓に 余 ほどの 危険な 所が あるな どと いい、 一 も 二 も 


なく 監獄の 病院へ 入れました。 

「つまり 夏 子 を 死人に して 監獄 病院から 担ぎ出す とい 

う 計略で、 夏 子へ 極めて 危険な 薬剤 を 与えました、 其 

の 薬剤に は 印度に 産す るグ ラニル という 草から 製した 

麻薬です が 極めて 人身へ 異様な 影響を及ぼす のです、 

或る 分量 を 服 すれば 即死し ますが、 又 分量 を 変ずれば 

とま 

死人 同様の 姿と 為り、 脈 も 呼吸 も 停って 了い、 爾 して 

四十 時間 乃至 五十 時間の 後に、 酒の 酔いの 醒める 様に 

蘇生し ます、 蘇生す ると 蘇生せ ぬとの 分量の 差と いう 

者 は 極めて 僅かの 者で、 若し 之 を 服用す る 人の 身体に、 

医師の 知らぬ 弱い 所で も 有ったなら、 蘇生の 分量で も 


蘇生せ ずに 本統の 死人と 成る のです、 此の 薬 は 私が 連 

斎に 教えた のです が、 彼 は 其のの ち 幾度 も 実用して 分 

量の 加減な ど は 私よりも 上手に 成った と 見えます よ。 

「夏 子 は 中々 勇気の 有る 女と 見え、 その 危険な 薬 を、 

ひる 

怯み もせずに 呑んだ 相です が、 無論 死人 同様の 有様に 

成った と 云います、 折から 七月の 炎天の 際 故、 一時 も 

早く 葬らねば 死骸が 腐敗す ると 云う 口実 を 以て、 権 田 

時 介が 外面から 運動し、 少なからぬ 賄賂 を 使い、 其の 

力で 到頭 病院から 死骸 を 引き取り、 外の 所へ 葬る と 云 

う 許可 を 得た のです、 爾 して 死骸 を 連れ出して、 直ち 

に 幽霊 塔 の 庭へ 葬つ た 様に 見せ掛け たが 、 実は 薬 の 分 


量が 宜しき を 得た 者 か、 予想の 通りに 蘇生して 私の 許 

へ 来る 事に なった のです。 

「サァ 斯様な 訳です から、 夏 子 其の ままの 姿で は 一歩 

も 外へ 出る 訳に 行かず、 尤も 病院 を 出た 時には 髪の毛 

など も かなりに 長く 延びて 居た 相です けれど、 私の 許 

へ 連れて来 るのに 何う しても 男 姿と して 人目 を 眩ます 

外 はない とて 頭髪 を 短く 刈った の だと 云いました、 私 

の 許に 居る 中に 髪の毛 は 長く 延び、 其の 第一 号の 顔 型 

の 箱へ、 剪って 入れて 有る 通りに 成りました」 

第 八十 三回 一 生の 燈明 


先生 は 猶語リ 続けた。 「延びた 髪の毛 も 前に 申した 

通り、 薬の力で 色が 変わり、 其のう ちに 顔の 総体 も 私 

の 手術で 全く 別人の 様になりました。 尤も 其の 間に 権 

田 時 介 は 二度 ほど 秀 子の 許 を 尋ねて 来ました、 毎 も 私 

が 立ち会った 上で 面会 させました、 権 田の 用事 は 一 つ 

は 私の 手術 を 進む を 見届ける のと 秀 子の 其の後の 身の 

振り方 を 相談 するとに 在った のです。 

「勿論 私の 手術に は 彼 一 方なら ず 驚き、 秀 子の 顔 を 見 

て 全く 見違える 様に 成った と 云いました、 それから 相 

談の 結果で、 秀子は 兎に角 も 米国へ 行き、 同国で 多少 


の 地位と か 履歴と か を 作った 上で 此の 国へ 帰る と 云う 

手 害に 定まりました、 夫から 権 田 は 其の 次に 来た 時に、 

米国の 弁護士 や 政治家な どに 宛てて 幾 通の 紹介状 を 

作って 秀 子に 渡し、 恐らく 今まで 渡米した 英国の 婦人 

で斯 くまで 充分の 紹介状 を 持って行った 者 は 有るまい 

と 云い、 猶秀 子に 向って 全くの 一人旅と は 違い、 事に 

とぎ 

慣れた 伽が 一 人附 いて 行く から 心細い 事 はない などと 

励ます 様に 云いました、 其の 伽と は 監獄の 病院で 大場 

連 斎の 手下に 成って 秀 子の 脱獄 を 助けた 老 看護婦で、 

本名 は 知りません が 虎 井 夫人と 偽名す る 様な 打ち合わ 

せでした」 


扨 は 彼の 虎 井 夫人 は 其の 時から 秀 子の 附 添いと 為つ 

たの か、 是で 夫人と 秀 子との 関係 も 分った、 先生 「け 

れど秀 子 は 少しも 心細い 様子 はなく、 ナニ 米国 は 日頃 

から 私の 好む 国です から 云わば 故郷へ 行く 様な 心 持で 

すな どと 答え、 又 権 田も爾 でしよう とも、 貴女の 様に 

読み書き も 音楽 も、 人並 優れて 能く 出来る 身なら 何 所 

へ 行く とも 故郷へ 還る と 同じ 事です などと 云いました、 

それより 間もなく 来 国 を 指し 私の 許 を 立ち去りました 

が、 其の 時の 姿の 美し さは 私自身 さえ 我が 手術の 巧妙 

に 驚く 程でした、 散髪 頭で 遣って 来た 美少年 姿の 輪 田 

夏 子と は 縦し 多少の 似た 所 は 有る とも 全くの 別人と 見 


え、 是 ならば 新しい 生命 を 与えた 者と 云って 少しも 差 

し 支え はない と 思いました。 

「斯う 全く 別人に 生れ 替 りました から 最早 再び 法律に 

触れる 事な ど は 有る ま いと 思い ましたの に 矢張り 犯罪 

者 は 天性 罪 を 犯す 事に 其の 性質が 出来て 居る と 見え、 

又も 法律に 触れて 再び 私に 其の 顔 を 作り直して 貰わね 

ば 成らぬ 事に 成った のです か、 何たる 因果な 女で しょ 

う、 併し ナニ 其の 様な 事 を 批評す る は 私の 職業で 有り 

ません、 私 は 唯 貴方が たのお 頼みに 応じ 再び 新たに 生 

命を賦 して 遣る 丈の 事です、 何時でも 宜しい から 当人 

を 連れてお 出で 成さい」 


先生の 言葉 は是 だけで 終った が、 余 は 何と 返事して 

好い か 分らぬ、 此の 時の 余の 気持 は 真に 察して 貰い 度 

い、 今まで 女の手 本と も 人間の 儀表と も 崇め、 此の 女 

に 見習って 我が 心 を 清く しょうと、 旦夕 拝む 様に して 

居た 其の 女が 人殺し、 牢破りの 怪物 だと は、 世に 是ほ 

どの 意外な 事が 又と 有ろう か、 余 は 一 生の 燈 明が 忽ち 

消えて 暗黒の 中へ 身を投じた 様な 思いが した。 

今まで は 証拠に 証拠 を 積み重ねる とも 秀 子に 悪事が 

有るな どと は 決して 信ぜず、 之が 為に は 全世界と 闘う 

も 辞せぬ 程に 思った が 今 は 先に 立って 秀子を 罵らねば 

成らぬ、 責めねば ならぬ、 素性が 分れば 心の中 も 能く 


分った、 其の 様な 悪女で 有れば こそ 様々 に 手を盡 して 

ついに 余の 叔父の 養女と 為った の だ、 其の 目的 は 外で 

もない、 叔父が 検事の 職分 を 以て 輪 田 夏 子の 罪 案に 対 

し、 死刑 を 主張した 者 だから、 自分の 罪 は 思わずに 唯 

叔父 を 恨み、 何う かして 仇を復 そうとて 先ず 叔父の 懐 

の 中へ 這 入 つたの だ、 時々 密旨を 帯び て 居る 様に 云う 

其 の 密 旨は叔 父 へ 復譬 する に 在る の だ、 夫 だから こそ 

夏 子の 墓へ 詣で るの だ、 詣 でて 死刑の 悔しさ や 怨めし 

さ を 毎朝 自分の 心へ 呼び 起し 復謦の 熱心の 一 刻 も 冷め 

ぬ 様に して 居る の だ、 思えば、 思えば 恐ろしい 毒々 し 

い 根性 も 有れば 有る 者、 爾 して 其の 心で 時々 余 を 煽動 


て、 暗に 自分の 密旨を 手伝うて 呉れろ と 云う 様に 勧め、 

猶 其の上に、 或る時 は 他人の 事の 様に 夏 子の 事 を 物語 

り、 又 或る時 は 叔父が 何れ ほど 彼の 死刑 を 主張した か 

と 聞き出そうと 勉 めるな ど、 思い当る 節 も 多い、 爾し 

て 今 は、 何う か 斯う か 其の 目的 を 達し、 到々 叔父 を 毒 

害する 迄に 至った の だ、 夫 を 知らずに 唯 秀子を 助け 度 

い 一 心で 奔走に 奔走した 余の 愚か さも 愛想が 盡 きる。 

何 で 今 ま で 気が 附 かず に 居た の だろう。 

第 八十 四 回 最後の 一 言 


余 は 全く 自分の 愚か さと、 秀 子が 素性の 據ら わし さ 

とに 愛想 を盡 したと 云え、 深く 心の底に 根 を 卸した 愛 

の 情 は 仲々 是 しきの 事で 消えて 了う 者で は 無い、 唯 残 

念 だ、 唯 情け無い、 真に 手の 裡の珠 をで もな くした 様 

な 気持が して、 急に 身の上が、 淋しく 心細く 成って 了つ 

た。 ァァ 彼の 様な 者 を 愛せねば 宜 つたのに、 愛し さえ 

せ ずば 其 の 素性 を 聞き 、 驚き はしようと も 斯う 絶望 は 

せぬ 害 だのに。 

残念、 残念と 幾度 か 眩いて、 泣き出したい 様な 気に 

なり、 暫し 何事 も 心に 移らぬ 様で 有った が、 頓て 先生 

の 声に 気が 附 いた、 先生 は 余の 肩 を 推し 「モシ 丸 部 さ 


ん、 丸 部さん、 貴方 は 再び 秀子 嬢の 顔 を 作り直して 貰 

う 為に 来たで はない のです か、 その為で なくば 何の 為 

です、 貴方の 目的 は 何 所に 在ります」 余 は 身 を 悶えて 

「ェ ェ、 其の 様な 目的で はない のです、 貴方に 逢えば 秀 

子の 素性の 清浄 潔白な 事が 分る かと 思って ハイ 其の 清 

浄 潔白 を 世に 知らせる 確かな 証拠 を 得たい と 思って」 

先生 「オヤ オヤ 夫 はお 気の毒です、 少しで も秀 子の 素 

性 を 潔白ら しく 認めた くば 私の 許へ 足踏み をして は 成 

ら ぬのです、 兹は穢 い 素性ば かり 集めて ある 畜蔵 所の 

様な 者です から、 手 もな く 貴方 は 反対の 方角へ 来たの 

です」 余 「ハイ 是で 自分の 愚か さに 愛想が 盡 きまして」 


先生 「そう 仰 有られて は 私 も、 何とも 早 やお 気の毒に 

堪えません が、 と 云って 先刻 受け取った 報酬 をお 返し 

申す 訳に は 行きません、 私 は 何 所まで もァノ 報酬に 対 

し 自分の 勤むべき 丈 勤める 覚悟の みならず 報酬 を 得た 

上で 無くば 打ち明けられぬ 貴重な 秘密 を 打ち明けて、 

云わば 貴方に 活殺の 灸所を 握られた と 一 般 ですから」 

勿論 報酬 を 返して 貰い 度い などと は 思わぬ、 唯 何と 

なく 悔しくて 殆ど 身の 置き所 もない 程 故、 余 は 何の 当 

て も 決心 もな く、 徒 に 室の 中 を 駆け 廻った、 今 思う 

と 定めし 気違い じみて 居た 事だろう。 

頓て余 は、 再び 卓子の 前に 立ち 留り、 愛らしい 夏 子 


の 顔形と 美しい 秀 子の 顔形と を 見較べた、 是 さえな く 

ば 此の様な 辛い 思い もせぬ だろう にと、 男に も 有る ま 

じき 愚痴の 念が 湧いて 来た、 余 「先生、 先生、 貴方が 

秀 子と 夏 子と 同人 だとい う 事 を 証拠立てる 品物 は、 唯 

此の 二 個の 顔形と、 裏に 書き 附 けて ある 貼 紙と だけで 

すか」 先生 は 怪しむ 様子で 「ハイ 勿論 是 だけです、 是 

だけと はいう 者の、 之が 幾 十 幾 百の 他の 証拠より 有力 

です」 余 は 少しの 間 だけれ ど 真に 発狂して 居た かも 知 

れぬ、 「是 さえなければ 秀 子の 素性 を 証明す る 事 は 六 

かしい のです ネ」 先生 「爾 です とも 是 さえ 無くば、 少 

くと も秀 子と 夏 子と 同人 だと 云う 事 を 証明す る は、 六 


かしい のみならず 殆ど 出来ぬ 事でしょう」 余 は 此の 語 

を 聞く よりも 直ちに 二 個の 顔形 を 手に 取り上げ 裏の 貼 

紙 を 引き 剝リ て、 爾 して 其の 顔形 を 力に 任せて 床の 上 

に 叩き 附 けた。 

先生 はび つくりして、 余の 手 を遮リ 「何 をな さる、 

何 を 成さる」 と 叫んだ けれど 後の祭り だ、 顔形 は 極 脆 

ぃ蠟の 細工 ゆえ、 早 や 床の 上で 粉微塵に 砕けて 了った、 

余 は猶も 飽き 足らず 先生の 手 を 振り払って 顔形の 屑 

を 粉々 に 踏み 砕いた、 先生 は 呆気に 取られ、 呆然と 見 

て 居た が、 又 忽ち 余 を 捕え 「貴方 は 余りな 事 を 為さる。 

其の 顔形 をな くして 置いて、 爾 して 私 を 其の 筋へ でも 


訴える 気で」 余 「イエ、 爾 では 有りません、 先刻の 三 

千 ポンドで 此の 秘密 を 買った のです から、 私の 自由に 

秘密 を 消滅 させて 了う のです。 此の 顔形 は 私の 買い 受 

け 品です」 先生 は 余の 顔と 砕けた 顔形、 否 寧ろ 蠟の粉 

と を 見較べた 末、 聊か 安心す る 所が 有った 様子で、 「ィ 

ャ まさかに 貴方が、 私 を 其の 筋へ 訴え もな さるまい、 

顔形 を 砕かれた の は 残念です が、 成る ほど 三 千ポ ン ド 

の 代りと 思えば 致し方が 有りません、 断念め ましょう、 

貴方 も最ぅ 長居す る 用事 は 有りますまい、 サァ御 勝手 

にお 帰り 成さい」 云いつつ 此の 室の 鉄の 戸 を 開き 余に 

指し示した。 余 「勿論 長居す る 事 は 有りません、 帰り 


ます」 後 を も 見ずに 立ち去ろう とすると 先生 は 最後の 

一 言 を 吐いた。 「念の為 申して 置きます、 若し 是で最 

ぅ秀 子の 素性 を 証明す る 物がない などと 安心して 私 を 

ィャ 私の 職業 を 其の 筋へ 訴えな ど 成さる と 間違います 

よ、 此の 顔形 は 此の頃 権 田 時 介 氏の 注文に 由り、 別に 

一 組 同じ 物 を 作りました から」 

第 八十 五 回 帽子 を 眉 深に 

権 田 時 介に 頼まれて 同じ 顔形 を 作った と 云う 先生の 

最後の 一語 は、 噓か実 か、 或いは 余 を おびやかして 其 


の 筋へ 訴える の を 妨げん 計略の 様に も あれ ど、 又 思え 

ば 権 田が 先に 小腋に 挾んで 去った 品が、 如何にも 此の 

顔形の 箱と 同じ 物の 様に も 見えた。 

併し 余 は 深く 考える 心 はない、 唯 「其の 様な 事 は 何 

うで も 宜しい」 と 言い捨てて 此の 家 を 立ち 出で た、 余 

ほど 時間の 経った 者と 見え、 早 や 夜深けて、 町の 往来 

も 絶えて 居る。 

夜中 は 何う する 事 も 出来ぬ 故、 宿 を 尋ねて 一 夜 を 明 

かし、 翌日 直ぐに 英国へ 帰って来 たが 倫敦へ 着いた の 

は、 夜の 九 時 頃で ある、 途々 の 船の 中、 汽車の 中、 唯 

心 を 動かす は 松谷秀 子の 事ば かりで 全体 此の 後 を 何う 


処分して 好い 事 か 更に 取り留めた 思案 は 出ぬ、 秀 子が 

人殺しと 脱獄の 罪 を 犯した 恐ろしい 女で 有る 事 も 確か 

で、 復譬の 為 幽霊 塔へ 入り込んで 既に 余の 叔父 を 毒害 

せんと 試みた 事 も 確かで ある、 是 だけの 所から 云えば 

探偵 森 主 水に 次第 を 告げ 秀子を 捕縛させる 一 方で ある、 

併し 又 他の 方面から 考えれば 秀 子と 余との 間 は 夫婦 約 

束の 成り立って 居る 事 も 事実、 秀 子が 愈々 捕縛 せらる 

れば 余と 叔父との 丸 部 一 家に 拭う 可から ざる 不名誉 を 

来たす の も 事実で ある。 

縦し 不名誉に もせよ 罪人 を 保護す る 訳に は 行かぬ、 

まして 叔父の 命 を 狙い、 恐ろしい 毒草 を 隠して 居る 罪 


人 を、 若し 保護す るに 於いて は 全く 人間の 道 を 逆行す 

る 者で ある、 と 斯う 迄 は 幾度 も 思い定める けれど 余の 

心中に は猶 一 点の 未練が 有る、 自分で 接き 消す にも 搔 

き 消されぬ、 勿論 斯う 成った 以上 は 秀子を 余が 妻に す 

る 訳に は 行かぬ、 けれど 何だか 可哀相で も 有る、 茲の 

思案が 決せ ぬ 間 は 家に 帰 つ て 叔父に 逢う 訳に も 行かぬ 、 

秀 子に 逢う 訳に は猶更 行かぬ、 余 は 倫敦へ 着いた 者の 

其の後 は 何う して 宜 いか 暫 しが ほど 躊躇した が、 漸く 

に 思い定め たの は、 兎に角に 権 田 時 介に 逢って 見よう 

との 一 念で ある。 

そ も そ 

彼 抑 も 何が 為に 余に 先んじて ポ— ル • レぺ ル 先生 


を 尋ねた か、 果たして 顔形 を 得る 為と すれば 何が 為に 

其の 顔形 を 要し、 何が 為に 其の 復写を 作らせた ので あ 

るか、 或いは 彼、 秀子を 余に 取られた 悔しさに、 其の 

顔形 を 以て 秀子を おびやかす 積り かも 知れぬ、 爾だ、 

何う せ爾 とより 外 は 思われぬ、 若し 其の 様な 心と すれ 

ば、 彼と 余との 間に 於いて 秀 子の 問題 を 決着 させねば 

成らぬ、 孰れに しても 逢って 話せば 分る 事 だ。 

愈々 権 田 時 介の 住居の 前に 着いた の は 夜の 十 時 頃で 

しょ ぼしょ ぼ 

ある、 雨も蕭 々 と 降って 居て、 町の 様 も 静かで ある 

のに、 唯 不思議な は、 何者 だか 権 田が 家の 入口に 立ち、 

どろぼう 

探偵 又は 盗 賊な ど 総て 忍び の 職業 をす る 者が 用うる 様 


な 忍び 提灯 を 高く 差し 附け 門札の 文字 を 読んで 居る、 

爾 して 余の 近づく 足音に、 其の 者 は 直ちに 提灯 を 消し、 

コソ コソと 暗の 中へ 隠れて 了った、 何者で あるか 更に 

想像 は附 かぬ けれど 確かに 帽子 を 眉 深に 冠り、 目に は 

大きな 目 鏡 を 掛けて 居た 様に 思われる、 通例の 人で は 

なく、 他人に 認められる を 厭う 人 だと 云う 事は是 だけ 

で 分つ て 居る。 

やま 

併し 余 は 自分の 身に 疚しい 所がない から、 敢えて 恐 

れぬ、 深く 詮索の 必要が 有ろうと も 思わぬ、 縦し や 有つ 

た 所で 実に 詮索す る 便り もない の だ、 其の まま 余 は 中 

に 入り 権 田の 室の 戸 を 叩く と、 中には 何だか 話し声が 


聞こえて 居た が、 戸の 音に 連れ、 其の 声 は 忽ち 止まり、 

達しく 物な ど 片付ける 様な 音が 聞こえた、 余の 察する 

所では 密 話の 相手 を 次の間 か 何 所 かへ 退かせた の だ。 

爾 して 置いて 中から 戸 を 開いた の は 権 田 自身で ある、 

戸の 間から 差す 燈の 光に 見れば、 彼 は 肝腎の 話 を 妨げ 

られて 忌々 しと 云う 風で 顔に 一 方なら ぬ 不機嫌の 色 を 

浮べて 居る、 殆ど 眉の 間に 八の字の 皺 を 寄せて 居る と 

云っても 好い、 彼 は 余の 顔 を 見て 「オヤ 丸 部さん です 

か」 と 云った が 「サァ お 這 入りなさい」 と は 言わぬ、 

寧ろ 「お帰りなさい」 と 云い 度げ に 構えて 居る、 余 も 

爾る者 だ、 「御覧の 通りです、 他の 人で は 有りません」 


と 答えて 無 親に 戸に 手 を 掛け引き 開けて、 殆ど 権 田 を 

おしの  ま 

拒 退ける 様に して 室の 中に 入り、 「先 あ 掛けさせて 呉 

れ 給え」 と 有り合わす 椅子の 上に 腰 を 卸した。 

第 八十 六 回 差し 当りの 問題 

無理に 室の 中へ 入って、 無理に 腰 を 卸した 余の 無 遠 

慮な 振舞いに 権 田 時 介 は 少し 立腹の 様子で 目に 角立て 

て 余の 顔 を 見詰めた けれど 頓て 思い直し たと 見え 「ァ 

ァ何 うせ 貴方と は 充分に 話 をせ ねば 成りません、 寧 そ 

今茲で 云う 丈の 事 を 云い、 聞く 丈の 事 を 聞く としま 


しょう」 とて、 始めて 座に 就いた。 

余 は 先ず 来意 を 述べ 「今夜 来たの は 松谷秀 子の 身に 

就いて 篤と 御 相談の 為です が、 第一 に 伺い 度い は、 貴 

方の 両三日 来の 振舞いです、 貴方 は 巴 里の レ ペル 先生 

の 許から 顔形 を 持って来た 相です が 其の 顔形 を 何う し 

ました」 

随分 短兵急の 言葉で は あるが、 権 田 は 物に 動ぜぬ 日 

頃の 持ち前に 似ず、 殆ど 椅子から 飛び離れん とする 迄 

に 驚いて 「ェ、 巴 里の レベル 先生と な、 何う して 其の 

様な 事 を 御存知です」 余 は 言葉 短 かに 養蟲 園の 事柄 か 

ら巴 里へ 行って 来た 次第 をまで 述べ 終り、 「多分 貴方 


が 秀子を 劫 かす 為に 顔形の 複写 を 作らせた だろうと 

鑑定し ましたが、 其の 複写 を 何う しました」 権 田 「お 

察しの 通りに 致しました、 帰る と 直ぐに 秀 子の 許へ 送 

りました」 余 「ェ、 既にです か」 権 田 「ハイ 既にです」 

余 「爾 して 其の 結果 は 何うな りました か」 権 田 「私の 

予期した 通りに なりました」 

余 は 今以て 秀子を 気遣う 心が 失せぬ、 畢竟 其の 心が 

失せねば こそ、 此の 通り 権 田の 許へ も 立ち寄った 訳で 

は 有る が、 此の 言葉 を 聞 いて は 猶更 気遣わし い 心が 増 

した、 秀 子が 余の 叔父に 毒害 を 試みた 事が 何う も 確か 

らしい と は 云え それで も 無暗に 秀子を 窘め て 懲ら せ よ 


うと は 思わぬ、 何う か 穏便な 取り 計いで、 余り 窘めず 

に 方を附 けたい、 余 「権 田さん、 夫は甚 いと 云う 者で 

す、 秀子は 昨今 身に 余る 程の 心配 を 持って 居ます のに 

夫 を 又 劫かすな どと は 余り 察しの ない 仕方で は 有り ま 

せんか」 権 田 「ィャ それ もこれ も 総て 貴方の 所為です、 

貴方が 秀 子の 心 を 奪うた から 私 は 止むを得ず 邪慳な 挙 

動に 出る のです」 余 「ェ 何と、 私が 秀 子の 心 を 奪うた」 

権 田 「勿論です、 秀子は 本来 私の 妻た る 可き 女です、 

最ぅ 貴方 は秀 子の 素性 を 能く 御存じ ゆえ、 少しも 隠さ 

ずに 云います が、 牢 から 秀子を 連れ出し たも 私の 力、 

今の 通り 無事に 此の世に 居られる 事に したの も 私の 力 


です、 私 は 権利と して 秀子を 自分の 妻、 自分の 物と 言 

い 張る 事 は 出来ます けれど、 唯 私の 恩 を 感ずる のみで、 

私 を 愛する と 云う 情の 起らぬ 者 を 妻と する も 不本意 ゆ 

え、 其のう ちに は 愛の 心 も 出る だろうと 気 永く 親切 を 

盡 して 居る うち、 貴方が 横合いから 出て 秀 子の 心 を 

奪った のです、 全体 此の様な 事と 知れば 秀子を 貴方の 

叔父 上の 家へ 入り込ませる 所ではなかった のです、 唯 

当人が 是非ともと 云う に 任せ、 真逆に 貴方に 奪われる 

だろうと は 気も附 かず 其の 望み を 許した のが 私の 間違 

いでした」 余 は 殆ど 茲へ 故々 権 田 を 尋ねて 来た 主意 さ 

え 忘れ 「自分の 間違いなら 間違いで、 断念め るが 好い 


では 有りません か、 猶も 未練 を 残し、 非常な 手段 を 取つ 

て、 劫かすな どと は 何たる 仕方です」 

権 田 「ィャ 其の 様な お 説教 は 今更 貴方から 受ける に 

は 及びません、 兹で 差し 当りの 問題 は秀 子が 貴方の 物 

か i: た 私の 物 かと 云う を 極める に 在る のでしょう」 余 

「夫 は爾 です が II 」 権 田 「爾 ならば 余計の 問題 は 入り 

ません。 唯一 言で 決します、 貴方 は秀 子の 素性 を 知つ 

た 上で、 猶秀子 を 妻に する 勇気が 有ります か」 余 はグッ 

と 詰った。 「サァ それ は」 権 田 「それ はも これ はも 入り 

ません、 貴方 は 明日に も 叔父 上の 前へ 出て 秀子は 全く 

の 所、 昔 幽霊 塔の 持主お 紺 婆 を 殺した 犯罪者と して 裁 


判 所に 引き出され、 叔父 上 貴方が 死刑 を 主張した 輪 田 

夏 子です が、 私 は 家名よりも 夏 子 を 深く 愛します から、 

直ぐに 彼の 女と 結婚し ますと 立派に 言って、 爾 して 立 

派に 秀子を 妻と する 丈の 勇気が 有ります か」 余 は 身 を 

震わせて 「妻と する 事 は最ぅ 断念せ ねば 成りません が、 

夫で も 秀子を 愛する 事 は 誰に も 劣りません、 私 は最ぅ 

秀 子の 素性 を 知り、 自分の 理想が 消えて 了い、 殆ど 生 

きて 居る 甲斐 もない 程に 思う のです、 何う か 此の 後の 

秀 子の 身の 落ち着き を 安楽に して 遣り 度い と 思い」 

権 田 「ィャ 妻に する 事が 出来ねば 最ぅ 何にも 仰 有る 

な、 秀 子の 身の上に 口を出す 権利 はない のです、 貴方 


に反して 私 は、 明日に も秀 子が 承諾 すれば、 世間へ 叫 

び 立てて 自分の 妻に する のです、 之が 為に 名誉 を 失お 

うと 地位 信用 を 落そうと 其の 様な 事 は 構いません、 秀 

子に 対する 私の 愛 は 貴方の 愛に 百倍して 居る のです」 

余 は 大声に 「貴方の 愛 は 野蛮人の 愛と 云う 者です、 名 

誉 にも 道理に も 構わず、 唯 我意 を 達すれば 好 い と 云う 

丈で、 心 ある 女 は 決して 其の 様な 愛 を 有難い と は 思い 

ません、 何う して 其の 様な 野蛮人に 秀子を 任せて 置く 

事が 出来ます 者 か」 と 云う うち 次の 室から 何やら 物音 

が 聞こえた ゆえ、 驚いて 振り向く と 何時から か 知らぬ 

が、 秀 子が 次の 室と 此の 室との 界に 立って、 余と 権 田 


との 争いの 様 を 眺めて 居る、 余 は 今まで 自分の 熱心に 

心が 暗み、 少しも 気が 附 かなんだ けれど、 先刻から 茲 

に 居た のに 違いない。 

第 八十 七 回 三日月形 

秀子が^;gに来て居ょぅとはホンに思ぃも寄らなんだ、 

而も 一 々余の 言葉 を 聞いて 居た と は 実に 気の毒な 次第 

である。 

ァァ 分った、 余が 此の 室の 入口へ 来た 時に、 中で 何 

だか 話して 居る 様な 声が したの は秀 子であった、 外 か 


ら 叩く 戸の 音に、 余が 来たと は 知らぬ から 時 介が 遽て 

て 次の 室へ 隠した の だ、 爾 して 次の 室で 聞いて 居る と 

余 だと 分った 故、 室の 境まで 出て 来たが、 其の 身に 関 

する 大変な 談話 だから、 出 もなら ず 去り もなら ず、 立 

ちす くんで 聞いて 居た の だ。 

爾と知 つ たら 余は最 つ と物柔 かに 云う 所で あ つ た、 

最早 妻に する 事 は 出来ぬ の、 牢を 出た 身で あるのと 気 

色に 障る 様な 言葉 は 吐かぬ 所で あつ た、 斯様な 言葉 を 

のみ 聞いて 何れ ほどか 辛く 感じた であろう、 定めし 居 

耐 まらぬ 想い をした に違いない、 いま 物音 を させた の 

も 余りの 事に 聞き かねて 気絶し かけ、 身の 中心 を 失つ 


て蹌踉 いた 為で は あるまい か、 何う も 其の 様な 音で 

あった。 

斯う 思って 見る と、 秀子は 全く 身 を 支え かね、 今や 

仆 れんと する 様で ある、 其の 顔色の 青い 事 其の 態度の 

力なげ に 見 ゆる 事 は 本統に 痛々 しい、 仆れ もせずに 

立 つ て 居られる が 不思議で ある。 

秀 子の 眼 は 余の 顔に 注いで 居る か 権 田 時 介の 顔に 注 

いで 居る か、 寧ろ 二人の 間の 空間 を 見詰めて 爾 して 目 

ばた きもせ ずに 居る、 ァァ早 や 半ば 気絶して 居る の だ、 

気が 遠くな つて、 感じが 身体から 離れ 掛けて 居る の だ。 

余が 斯う 見て取る と 同時に 其の 身体 は 横の 方へ 傾い 


て、 宛 も 立 木の 倒れる 様に、 床の 上へ 樘と 仆れ た、 余 

は 驚いて 馳せ 寄った が、 余よりも 権 田の 方が 早く、 手 

を 拡げて 余 を 遮り 「可け ません、 可け ません、 貴方 は 

今 自分の 口で 明らかに 秀子を 捨てて 了い ました、 秀子 

の 身体に 手 を 触れる 権利 はない のです、 介抱 は 私が 仕 

ますから、 退いて お出でなさい」 嫉妬の 所為 だか 将た 

発狂した のか 権 田 は 全く 夢中の 有様で、 秀子を 抱き起 

もた 

して 一 方の 長椅子の 上へ 靠れ させた。 

見れば 秀子は 左の 前額に 少しば かり 怪我 をして 血が 

んで 居る、 仆れる 拍子に 何 所 かで 打った のであろう、 

余 は 手 巾 を 取り出し、 其の 血 を 拭いて 遣ろうと する に、 


之 を も 権 田が 引つ 奪って 自分で 拭いて 遣った、 全く 此 

の 男の 恋 は 野蛮人の 恋で あると、 余 は 此の様に 思いな 

が ら熟 々と秀 子の 顔 を 見た が、 真に 断腸の 想いと は此 

の 事であろう、 其の 美しい 事 は 今更 云う 迄 もない が、 

美し さの 外に、 汚れに 染まぬ 清い 高貴な 所が 有る、 世 

に 美人 は 幾 等 も 有ろう が斯 くまで 清浄に 見 ゆる 高貴な 

相 は 又と 有るまい、 顔 を 何の様に 美しく すると も将た 

醜く すると も、 此の 何とのう 高貴に 感ぜられる 所 だけ 

は 取り除け る 事 も 出来ず、 附け 添える 事 も 出来ぬ、 本 

統に 心の底の 清い 泉から 自然に 湧いて 溢れ出る 無形の 

真清水と も 云う 可き である。 


或る人の 説に 相 は 心から 出る 者で、 艱難が 積れば 自 

ら 艱難の 相が 現れ 悪事が 心に 満 つれば、 顔の 醜 美に 拘 

わらず 自ら 悪相と 為り、 又 善事に のみ 心 を 委ね、 一 切 

の 私慾 を 離れて 唯 良心の 満足 をのみ 求めて 居る 人 は、 

自ず から 顔に 高貴 の 相が 出来、 俳優 も 真似す る 事が 出 

来ず 画工 も 彫刻師 も 写す 事の 出来ぬ 宏壮な 優 妙な 所の 

備わって 来る と 云って ある、 此の 秀 子の 事が 正しく 其 

の 宏壮な 優 妙な 所の 備わった 者で は あるまい か、 人 を 

殺し 牢を 破る 様な 女が、 私慾 を 離れて 良心の 満足 を 求 

めるな どと は 余リ不 似合に 思われ もす る けれど、 何う 

見ても 宏壮で 爾 して 優 妙で ある、 悪心な ど は 一 点 も 現 


れて 居ぬ。 

若し、 一 点 だ も 此の 顔に 悪意 悪心の 認む 可き 所が 

有ったら、 余 は 何れ ほど 安心した かも 知れぬ が、 唯一 

点 も 其の 様の 所の ない 為に 全身 を 切り刻まれる 様な 想 

いがした、 何う して 此の 女 を 思い切る ことが 出来よう、 

此の 女の 外に は 世に 「清い」 と 云う 可き 者 はない、 罪 

あっても 罪に 染む 顔で ない、 汚れても 汚れ はせ ぬ、 之 

に 悪人 悪女の 様に 思うて は 罰が 当る と は、 殆ど 空 畏 

しい 程に 思い、 腹の 底から 「ォ ォ秀 子さん 許して 下さ 

い、 私 は 今と 云う 今、 自分の 不実、 自分の 愚か さ を 思 

い 知りました」 と 我知らず 打ち 叫んで、 再び 権 田 を 跳 


ね 退けて、 秀 子の 身に 鎚リ附 こうと すると、 権 田は猶 

も 強情に 遮って 「丸 部さん、 今更 何と 後悔しても 及び 

ません、 其の 証拠に は、 コレ之 を 御覧なさい」 と 云い 

つつ、 秀 子の 左手 を 取って、 其の 長い 手袋 を 脱し 爾し 

むきだし 

て 手首の 所 を 露出に して 余に 示した、 示されて 余 は 見 

ちリ あ- リ 

ぬ 訳に 行かぬ、 見た も 見た も歴々 と 見た の だが、 是こ 

そは秀 子が 生涯の 秘密と して 今まで 堅く 人に 隠して 居 

た 旧悪の 証跡で ある、 お 浦が 秘密 を 見届けた と 叫んだ 

も 之であろう、 高 輪 田 長 三が 曾て 夏 子の 墓の 辺で 秀子 

の 手 を 取り 争うて 居た の も 此の 証跡 を 見ん 為で 有った 

だろう、 証跡と は 他で はない、 お 紺 婆が 臨終の 苦痛に 


嚙み附 いたと 云う 歯の 痕 である、 肉 は 死骸の 口に 残り、 

生涯 不治の 痕を 遺した と 幾度 か 人の 話に 聞いて 居る、 

見れば 全く 骨まで も 達した 者で、 三日月形に 肉が 滅し 

て最 とも 異様に 癒え 上って 居る、 余 は 二目と 見る 勇気 

がない、 権 田 時 介 は 余の 顰む顔 を 見て 「ソ レネ、 是が 

貴方と 秀 子と を 離隔す る 遮 欄です、 それに 反して 私 は、 

之が なくば 秀子を 我が物と する 事が 出来なん だかと 思 

い 之 を 月下氷人 とも 崇め 做す のです」 と 云いつつ 其の 

手 を 取り上げて 熱心に 其の 傷の 所に 接吻した、 余 は 

ゾッと 身の 震う を 制し 得ぬ。 
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三日月形の 創の 痕を甞 め 廻して、 権 田 は 聊か 心が 

沈着いた のか、 余り 気 狂い じみた 様子 も 見え なくなつ 

た、 静かに 秀 子の 其の 創の 手 を 弄ぶ 様に して 居る、 爾 

して 彼 は 説き明かす 口調で 「丸 部さん、 私が ァノ 顔形 

の 復写を 何う したと お思いです、 直ぐに 私 は 無名で 以 

て秀 子に 送り届けました、 定めし 秀子は 驚いた でしよ 

うが、 驚かせる のが 私の 目的です、 驚かせて 遣らねば 

秀子は 私の 許へ 来ません もの」 是 だけ 云って 余の 顔 を 

見、 余が 聞き入って 居る を 見届けて 「ィャ 全くです よ • 


秀子は 近来、 貴方に さえ 保護 されれば 此の世に 少しも 

恐い 者 はない と 思った か、 私へ 対しての 振舞いが 甚く 

冷淡に 成りました。 用事の 有る 時 は 相談 も 仕ます けれ 

ど、 不断 は 殆ど 捨てて 顧みぬ 有様です、 併し 私 はそう 

冷淡に 取り扱わる 可き 害で 無い、 秀 子の 為に 命の 親と 

も 云うべき 者です、 夫 だから 何う か 此の 家へ 呼び寄せ 

て 悠 り 諭し 度い と 思い、 色々 考えて 見ました が、 夫に 

は 顔形 を 以て 威 かすに 限る、 無名で 以て ァノ 顔形 を 送 

りさえ すれば、 秀子は 自分の 身の 弱点 を 思い出し、 此 

の 秘密が 消えぬ 以上 は 何う しても 権 田 時 介の 保護 を 離 

れる 訳に 行かぬ と 思い、 且は 顔形の 送り主が 何者で あ 


るか 之に 対して 何の様な 処分 を すれば 宜 いか 此の辺の 

相談に 必ず 私の 許へ 馳け 付けて 来よう、 来れば 何の様 

な 話で も 出来る と 私 は 斯う 思いました、 斯う 思って 此 

の 通りに 仕た 所、 果して 秀子は 私の 所へ 遣って 来て 纔 

かに 話 を 始めた 所へ 又 貴方が 来たので す、 貴方の 為に 

肝腎の 話 を 妨げら れ たは 遺憾 でした が、 ィャナ 二 今 思 

えば 結句 幸いに なり ましたよ、 貴方の 口から 秀子を 妻 

にす る 事 は 出来ぬ との 一 言 を 私が 聞いた のみならず 確 

かに 秀子も 聞きました、 御存じの 通り 秀子は 仲々 気位 

の 高い 女です から、 ァノ 一  言 を 聞いた 以上 は 決して 貴 

方の 妻に は 成りません、 此の 後 貴方が 何の様に 詫びた 


とて 無益な 事です」 

余 は 殆ど 死刑の 宣告 を 聞く 様な 気持が した。 余の 一 

言を秀 子が 此の様に 怒る だろう か、 怒って 何の様な 詫 

びに も 心が 解けぬ 事になる だろう か、 斯う 思う と 実に 

心細い、 今 現に 目の前に 秀 子の 美しい 顔と、 其の 気絶 

した 傷々 しい 様と を 見て、 此の 女から 生涯 疎まれる 事 

に 成る かと 思う と 殆ど 一 世界 を 失う 様な 心地が する、 

ェェ 残念、 残念と 思う に 連れ、 秀 子の 犯した 罪さえ も、 

何だか 左程 咎める に 足らぬ 様な 気がして、 腹の 中で 其 

の 軽重 を 計って 見る と、 決して 悪意で お 紺 婆 を 殺した 

訳で は 有るまい、 善悪の 区別 も 未だ 充分に は 呑み込め 


ぬ 我儘 盛りの 年頃で、 甚く 心の 動く 事が 有って 我 知ら 

ず 殺す に 至った とすれば 随分 其の 罪を赦 しても 宜ぃ、 

殊に 其の 罪の 為に 死刑、 終身刑の 宣告まで 受け、 牢の 

中に 憂 月日 を 送った とすれば 既に 罪 だけ を 償った 者で 

は 有るまい か、 況して や 死人と 為って、 生まれ 変って 

来て 見れば、 全く 別人の 様な 者で、 前身の 輪 田 夏 子の 

罪の 為に、 後 身の 松谷秀 子が 生涯 罪人の 様に 見做さる 

る は、 視 做す 方が 余り 邪慳 だ、 決して 慈悲 ある 人間の 

道で は 無い と、 一方から 此の様な 気が 込み上げて 来れ 

ば 又 一方から は、 幼い 時から 家庭、 学 庭、 境遇、 口碑 

などに 仕込まれた 是非 善悪 の 本 念が 湧き起り、 何が 何 


でも 罪人 を 敬愛す る 道 はない と 思い、 余が 心の 裡は殆 

ど 火水の 戦争で ある。 

其のう ちに 秀子は 気が 附 いて、 徐ろに 目 を 開き、 第 

一 に 硝燈の 光 を 見、 次に 室 中 を 見、 権 田 時 介 を 見、 最 

後に 余の 顔 を 見た、 幸い 手の 古傷 は 権 田が 既に 包み直 

した 後で 有った 為 自ら 見なんだ、 見廻す 中に 今までの 

事 を 思い出し たか、 小児の 様な 力無げな 口調で 「貴方 

がた お 両人が 暄嘩 でも 成さる かと 気遣って 茲の 境に 

立って 居る うち、 ァァ 気絶した と 見えます よ。 此の様 

な 心 弱い 事で は 仕方がない けれど、 此の頃 苦労な 事ば 

かり 引き続いた 者です から」 と 自分の 気絶 を 詫びる 様 


に 云うた。 余 は 茲ぞと 思い 「ナ ニ秀 子さん 最ぅ 何の様 

な 苦労が 有ろうと 心配に 及びません、 私が 附 いて 居 ま 

すから」 と 云い、 権 田 を 推し 退けて 其の 傍に 近づく と、 

何の 気力 も 為さ 相に 見えた 秀子 は、 殆ど 電気に 打 たれ 

た 様に 身 を 起し、 腹立たしげ 恨めしげ に 余の 顔 を 見 詰 

めて 「再び 私の 身に お障り 成さるな、 私 は 輪 田 夏 子で 

す」 と最と 苦い 言葉 を 吐いた、 如何にも 権 田の 云った 

通り、 気位の 高い 女で、 痛く 余の 言葉 を 気に障え、 再 

び 余と は 交わらぬ 程に 思って 居る と 見える、 余 は 憐れ 

む 可き 有様と 他人が 見たら 言い 相な 有様と 為り 必死の 

声 を 絞って 「秀 子さん、 秀 子さん、 お腹 も 立ち ましよ 


うが 其の 様に 云わず と 過ぎ去った 昔の事 は 全然り 忘れ 

て —— 」 秀子 「ハイ 貴方と 一 旦 お近づきに 成った 事 ま 

で 忘れましょう、 最ぅ^；^に居る用は有りません、 丸 部 

さん、 貴方に はお さらばです、 爾 して 権 田さん 貴方に 

は 又お 目に 掛リ ます」 両人へ 別 様に 挨拶して、 未だ 定 

まリ 兼ねる 足を蹈 みしめ 早 や 此の 室 を 立ち去ろ うとす 

る 様子で ある、 余 は 熱心に 「ィ ャ秀 子さん、 茲を 立ち 

去る 前に 何とか 無事の 地へ 逃れる 丈の ェ風を 相談して 

定め ませねば」 余は秀 子が 明日に も 探偵 森 主 水の 為に 

捕縛され るだろう との 念が 有る 為に 斯う 云うた、 全く 

何処か 無事の 地へ、 縦し や 当分の 間な リ とも 逃して 置 


く 外 はない、 秀子は 此の 声に 又 一入 腹 を 立つ 様に、 余 

に 振り向いて 「逃れる と は 何 を 逃れる のです、 罪 もな 

いのに」 余 「ィ ャ、 探偵 森 主 水が 貴女 を 捕縛す る 許り 

に 成って 居る の を ャット 私が 二日 だけ 猶予 を 請うた の 

です、 二日の 間に 私 は 貴女の 清浄 潔白な 証拠 か 証人 か 

を 得る 為に 巴 里へ 行き、 今 帰る 所です が、 既にお 聞き 

の通リ 其の 目的 を 達せずに 来たので すから、 ^；^で三人 

の 智恵を 以て、 何う か 当分の 貴女の 身の 隠れ場所 及び 

其の 方法 を 定めねば」 余の 言葉の 未だ 終らぬ に 戸の 外 

から 「ィャ 二日の 猶予 は 既に 切れた のです から 其の 相 

談の 無益と 云う 事 をお 知らせに、 ハイ 此の 森 主 水が 参 


りました」 と 云って 此の 室へ 這 入つ て 来る 者が 有る、 

見れば 確かに、 先刻 忍び 提灯で 此の 家の 門札 を 読んで 

居た 怪しい 男で ある、 是が森 主 水で あつたと は 驚いた。 
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探偵 森 主 水 は 何し に 来た、 松 谷 秀子を 捕縛に 来た、 

ェェ、 彼の 来る のが 今 半時 も 遅かった なら、 余 は 充分 

秀子を 逃す 丈の 手続き を 運んだ 者 を、 其の 相談の 未だ 

定まらぬ 中に 遣って 来たと は、 其 所が 探偵の 機敏な 所 

と は 云え 折も折、 時 も 時 だ、 実に 余 は 驚いた、 余の み 


でない 権 田 時 介 も 驚いた、 松 谷 秀子も 驚いた、 暫し三 

人で 顔 見合わす 許りで ある。 

一 人 驚かぬ は 森 主 水 だ、 彼 は 先に も 記した 通り 大き 

な 眼鏡 を 掛け、 自分の 面相 を 変えて は 居る が 三人の 驚 

く 様 を 平気で 見て 憎らしい ほど 落ち着いて、 徐ろに 其 

の 眼鏡 を 取り外し、 冷 かに 笑って 「ァハ ハハ、 此の 眼 

鏡が 大層 役に立ちました、 是が なければ 丸 部さん 此の 

門口で 貴方に 気附 かれる 所でした よ、 実は 此の 婦人が」 

と 云いつつ 秀 子の 方 を 目で 指して 「幽霊 塔 を 出る 様子 

ゆえ、 或いは 世に 云う 風 を 喰って 逃げ出す ので は 有る 

まい かと、 姿 を 変えて 後 を 尾け て 来たので すが、 ィャ 


逃げ出す 為ではなかった けれど、 尾け て 来た 甲斐 は 有 

りました よ、 何も彼も 戸の 外で 立ち 聴きして、 今まで 

合点 の 行かぬ と 思った こ とも 皆 合点が 行き まし た 、 全 

体 立ち 聴きと 云う 奴 は 余り 気持の 好い 者で なく、 又、 

余り 安心して 居られぬ 仕事で も 有りません けれど、 此 

の 様な 功 能が あるから、 此の 職業で は 用いずに 居られ 

ません、 丸 部さん、 丸 部さん、 貴方 も 口 ほどに は 信用 

の 出来ぬ 方です ねえ、 決して 松 谷 秀子を 逃さぬ と 私へ 

固く 保証し、 其の 保証の 為に 二日 間の 猶予 を 得て 置い 

て爾 して 御 自分が 先に 立 つ て 秀子を 無事の 地に 逃れさ 

せる 議を 持ち出す などと は、 併し ナニ茲 が 痴情の 然ら 


しむる 所でしょう、 私と しても 貴方の 地位に 立てば 貴 

方と 同様の こと を 目論む かも 知れません から 先ァ 深く 

は 咎めますまい、 兎も角も 貴方の 其の 目論見 を 妨げて、 

貴方が 法律上の 罪人に 成る の を 喰い 止めた の は 何より 

も 幸いです、 他日 貴方 も 痴情が 醒め、 静かに 考え 廻し 

て 見れば 実に 好い 所へ 森 主 水が 来て 邪魔して 吴れ た、 

彼が 来な くば 全く 罪人 を 逃亡させる 容易なら ぬ 罪に 触 

れる 所で 有った と 御 自分で 私 を 有難く お思いな さる、 

ハイ 夫 は 必ずです よ」 

自問自答の 様に 述べ 終って、 更に 容儀 を 正して 爾し 

て秀 子の 方へ 振り向いた、 此の 時まで 余 は 唯 呆気に 取 


られ 殆ど 茫然と して 居た が、 彼が 容儀 を 正す を 見て、 

初めて 真 成に 秀 子の 身の 危険な 事 を 暁った、 彼 は 容儀 

の 改まる と共に、 全く 厳めしい 法律の 手先と 云う 威厳 

が 備わり、 何となく 近づき 難い 所が 現われた、 権 田 時 

介 も 余と 同様に、 此の 時 初めて 秀 子の 危険 を 知リ、 容 

易なら ぬ 場合と 思った か、 電光の 様に 余に 目配せした、 

余 も 同じく 目配せした、 目配せの 中には 暗々 秀子を 渡 

して 成る 者 かと 云う 意味が 籠り 充分 互いに 通じて 居る。 

森 主 水は秀 子に 向かって 「モシ、 輪 田 夏 子さん 綽名 

松 谷秀子 嬢、 貴女 を茲で 捕縛す る は 私の 最も 辛く 思う 

所です が、 私情の 為に 公の 職務 を 怠 る 訳に は 行き ま せ 


ん、 養父 丸 部 朝 夫に 対し 毒害 を 試みた 嫌疑の 為に、 貴 

女 は 唯今から 私の 捕縛 を 受けた 者と お心得なさい」 丁 

寧な 言葉で は 有る けれど、 其の 意味 は 「御用 だぞ、 神 

妙に せよ」 と 叱リ附 ける のと 少しも 違い はない。 

ァァ 養母 殺しの 輪 田 夏 子、 死刑 終身刑の 宣告 を 受け、 

首尾よく 牢を 脱け 出 だして 松谷秀 子と 生まれ 代わり 今 

は 又 養父 殺しの 罪に 捕 わる、 業 か 因果 か、 無実の罪 か 

そ も そ  てきめん 

抑 も 又 覿面の 天罰 か。 

余と 権 田と は 再び 眼 を 見交わせた、 船 を 同じく して 

敵に 合わば 舆越も 兄弟、 今まで 競い 争うた 恋の 敵 も、 

秀子 捕縛の 声の 為に は 忽ち 兄弟の 様に 成って、 言い合 


わせる 暇 もない が、 早く も 二人の 間に 分業の 課が 定ま 

リ、 時 介 は 飛鳥の 様に 室の 入口に 飛んで 行き、 其の 戸 

に 堅く 錠 を 卸し、 猶 念の為に と 自分で 戸 を 守って 居る、 

此の 心 は 探偵 を 其の 室から 此の まま は 帰さぬ 積り であ 

ろう、 余 も 其の 呼吸に 少しも 後れず、 直ちに 後ろから 

森 主 水に 飛び 附 いて、 抱きす くめ、 爾 して 其の 顎 をば 

拉げる ほどに しめ 附 けた、 之 は 声を立てさせぬ 用心で 

ある。 此の様な 事に は 余の 大力が 最も 適して 居る、 権 

田 とても 随分 頑丈な 男で は 有る が、 荒仕事に 掛けて は 

大力の 評判の 有る 余に 及ぶ 害 はない、 彼 自らそうと 

知 つ て 其の 身 は 戸 を 守る 役 を 勤め 荒仕事 を 余に 振り 分 


けた は 当意即妙と 賞 めても 好い、 探偵 は 余の 手の内で 

悶く けれども 宛 も 悪戯 児 供の 手に 掛か つ た 人形の 様で 

ある、 グ ー の 音 も 出る 事で ない、 権 田 は 此の様 を 見て 

「好く 遣った、 其の 手 を 少しで もお 弛め 成さるな、 探偵 

などと 云う 者 は 得て 呼子の 笛 を 鳴らします、 其の 笛 を 

きゅうす 

鳴らしたら、 万事 休焉 です、 今に 私が 呼吸の 根 を 止め 

る 道具 を 持って来 ますから」 と 云って 次の 室へ 退いた。 

第 九十 回 鸚鵡返し 

探偵 森 主 水の 呼吸の 根 を 止める と 云って、 権 田 時 介 


は 何の様な 道具 を 持って来る 積り か 知らん、 次の 室へ 

這 入って 了った。 まさかに 探偵の 息の根 を 本統に 止め 

る 訳に は 行かぬ、 余に は 余 だけの 考えが ある。 

けれど 森 主 水 は 必死の 場合と 思った か、 時 介の 恐ろ 

しい 言葉 を 聞いて 益々 問 搔き 始めた、 余 は 実に 気の毒 

に 堪えぬ、 然り 余の 心に は 充分の 慈悲が ある けれど 余 

の 手先に は 少しも 慈悲が な い 、 彼が 悶搔 けば 悶搔 くだ 

け 益々 しめ 附 ける 許りで ある、 此の様 を 見兼ねた か、 

松 谷 秀子は 青い 顔で 余の 前に 立ち 「此の方が 幽霊 塔で 

私の 挙動 を 見張って 居た 探偵です か、 若しそう ならば 

何う か 其の 様な 手荒な 事 を 仕て 下さるな、 私の 為に 人 


一 人 を 苦しめる と は 非道です、 私 は 捕縛せられ ようと、 

何う されようと 最ぅ 少しも 構いません」 健げ なる 言い 

分で は 有る けれど 余 は 唯 「ナァ 二」 と 云って 聞き流し 

た、 思えば 実に 邪慳な 乱暴な 振舞いで は 有る、 余は自 

分で 自分が 非常な 悪人に 成った 様に 感じた、 若し 他人 

が 女の 為に 探偵 を 此の様な 目に 逢わせたならば 余 は 其 

の 人 を 何と 云う であろう、 決して 紳士と 崇め は 仕まい、 

それ もこれ も皆秀 子の 為 だから 仕方がない。 

其の 中に 時 介 は 次の間から 出て 来た、 見れば 四 五 人 

の 人 を 捕縛しても 余る 程の 長い 麻繩 と、 白木 綿の 切れ 

と を 持って 居る、 彼 は 縛った 上で 猿轡 を 食 ませて 置く 


積り と 見える、 余の 了見 とても 詰り それに 外ならぬ、 

唯 秀子を 無事に 落ち延びさせる 迄 此の 探偵の 手足の 自 

由 を 奪い、 爾 して 声 を 出させぬ 様に 仕て 置けば 宜 いの 

だ、 時 介 は 余に 向かい 「丸 部さん、 少しも 手 を 弛めて 

は 了ません、 足の 方から 私が 縛ります から、 ナニ私 は 

水夫から 習って 繩を 結ぶ 術 を 心得て 居ります よ、 私の 

結んだ 繩は 容易に 解ける 事で は 有りません」 と 云い 早 

や 探偵の 両足 を 取り、 グル ダル 巻に 巻きし めて 縛り 始 

めた。 

森 主 水 は 幾 等悶搔 いても 到底 余の 力に は 叶わぬ と 

あきら 

断念め たか 悶搔く 事 は 止めた、 其の 代わり 彼の 眼に は 


容易なら ぬ 怒りの 色 を 浮かべ、 余の 顔 を 睨み 詰めた、 

人 を 睨み 殺す 事の 出来る 者なら 余 は 此の 時 睨み 殺され 

たに 違いない、 たとい 決心 はして 居る 身で も、 斯う 睨 

まれて は 余り 宜ぃ 心地 はせ ぬ、 何とか、 言葉 だけで で 

も 慰めて 遣り 度い、 余 「森さん、 森さん、 恨めしく も 

有りましょう けれど、 ナニ 全く 貴方の 為です から 我慢 

なさい、 今 此の 通り 貴方の 自由 を 奪わねば、 貴方 は 罪 

のない 秀子を 捕縛し、 職務 上の 失策と して 後々 まで 人 

に 笑われ ますよ、 先刻 貴方 は 好意 を 以て、 私が 罪人 を 

助ける 罪 を 妨げて 遣る の だと 仰 有った が、 今 は 其のお 

礼です、 私 も 厚意 を 以て、 貴方の 職務 上の 大 失策 を妨 


げて 上げる のです、 ナニ秀 子が 無事に 落ち延びて、 貴 

方の 手の 届かぬ 所へ 行けば、 直ぐに 貴方 を 解いて 上げ 

ます、 其の 時には 解いた とて 貴方が 失策 をす る 種が 有 

りません から」 と 殆ど 鸚鵡返しの 様に 云うた、 彼の 心 

が 此の 言葉 に 解けた か 否や は 判然せ ぬ。 

彼 は 物言い たげ に 口 を 動かそう とする けれど、 其の 

顎 をし め附 けて 居る 余の 手が 少しも 弛まぬ から 如何と 

もす る 事が 出来ぬ、 唯 犬の 唸る 様な 呻き 声 を 発する 許 

リだ、 秀子は 此の様 を 見、 此の 声 を 聞き 「丸 部さん、 

何う あっても 其の 方 を 許して 上げぬ のです か」 と 云い、 

更に 権 田 時 介に 向かい 「貴方 は 紳士の 名に 背く 様な 卑 


怯な 振舞い はせ ぬと 先刻 も 仰 有った では 有りません か、 

此の様な 振舞いが 何で 卑怯で 有りません か、 何で 紳士 

の 名に 負き ません か、 私の 名 を 傷つけ まいと 思うなら、 

何う か 其の 繩を お捨てなさい」 権 田 も 一様に 聞き流し 

て、 早 や 腰から 手から 首の 所まで、 宛も簀 巻の 様に 森 

主 水 を 縛って 了い、 最後に 猿轡 をまで 食 ませ 終った、 

権 田 「サァ 丸 部さん 是 ならば 呼吸の 根 を 止めた の も 同 

様です、 次の間へ 運んで 暫く 押入れの 中へ 投げ込んで 

置きましょう」 言葉に 応じて 余 は 彼の 首 を、 権 田 は 彼 

の 足の 方 を、 双方から 捕えて 舁ぎ 上げ、 次の間へ 運ん 

で 行き、 瓦礫 道具で も 扱う 様に 押入れの 中へ 投げ込ん 


で 戸 を 閉じた。 

第 九十 一 回 真に 烈女 

手 も 足 も 首 も 胴 も、 長い 繩でグ ルグル 巻に 巻き 縛ら 

れて は、 幾 等 機敏な 森 主 水で も 如何と もす る 事 は 出来 

ぬ、 余と 権 田と に舁ぎ 上げられ、 手 もな く 次の 室へ 運 

ばれて 押入れへ 投げ込まれ たは、 実に 見 じめ な 有様で 

ある。 

余 は 彼 を 次の 室へ 運びつつ も、 秀 子が 何の様に 思う 

て 居る かと、 横目で 其の 様 を 見た が、 秀子は 青い 顔 を 


益々 青く し、 唇を嚙 みしめ て、 爾 して 一方の 壁に 靠れ、 

眼 は 只 室内 を 見詰めて 居る、 全く 心中に 容易なら ぬ 苦 

しみが 有って、 非常の 決心 を 呼び起こ そうとして 居る 

の だ、 或いは 自殺で もす る 気で は 有るまい か。 

之 を 見る と 実に 可哀相で ある、 世間の 娘 達 は、 猶だ 

是 位の 年頃 で は 浮世 に 艱難 の 有る 事 を 知らず、 芝居 や 

夜会 や 衣服 や 飾 物に 夢中と 為って 騒いで 居る のに、 如 

何 なれば 此の 秀子 は牢 にも 入り 死人と も 為り、 聞く も 

恐ろしい 様な 境涯に のみ 入る のであろう、 犯せる 罪の 

為、 心柄の 為と は 云う 者の、 斯 くまで 苦しき 思い をす 

れば 大抵の 罪 は 亡ぶ る 害 だ 、 最ぅ 既に 亡び 盡 して 清浄 


無始の 履歴の 人より 猶 一 層 清浄に 成って 居る かも 知れ 

ぬ。 

此の様に 思いつつ 元の 室へ 出て 来ようと すると 権 田 

は 背後から 余 を 引き止め 「お待ちなさい、 获で 相談 を 

極めて 置く 事が 有ります」 余 「ェ茲 で、 茲 では 森 主 水 

に 聞かれ ますが」 権 田 「構いません、 爾 ほど 秘密の こ 

とで はなく、 殊に 秀 子の 前で は 言いに くい 事柄です か 

ら」 余 「では 聞きましょう、 何の 相談です」 権 田 は 今 

探偵 を 投げ込んだ 其の 押入れの 直ぐ 前に 立った まま 

「是 から 秀子を 逃がす としても、 只 一人で 逃がす 訳に 

も 行かず、 貴方 か 私か随 いて 行って、 愈々 之で 無難と 


見届けの 附く迄 は 一 身 を 以て 保護して 遣らねば 成り ま 

せんが、 其の 任 は 何方が 引き受けます、 貴方です か、 

私です か」 

余 は 縦し や 秀子を 我が 妻に は 為し 得ぬ 迄 も、 永く 

後々 まで 有難い 人 だと 秀 子の 心に 善く 思われたい、 茲 

で 保護の 役 を 引き受ければ 外の 事 は 兎も角も 充分 恩 を 

被せる 事が 出来る から、 少しも 躊躇せ ず 「夫 は 無論 私 

が 勤めます、 貴方 は 弁護士と 云う 繁忙な 身分です から」 

権 田 「ィャ お 為 ごかし は 御免です、 職業な ど は 捨てて 

も 構わない 決心です」 余 「そう 仰 有れば 私の 方 は 命で 

も 捨てて 宜ぃ 決心です が」 権 田 「ィャ 斯う 争えば 果て 


しがない、 寧 その 事、 秀 子に 選ばせる 事に 仕ましょう、 

選ばせる と は 聊か 心細い 手段で は 有る けれど 仕方がな 

い」 余 「宜しい」 と 云って 承知し、 二人で 元の 室へ 帰つ 

て 見た。 

オヤ オヤ 何時の間にか 肝腎の 秀 子が、 居 なくなって 

居る、 察する に秀子 は、 今し方 唇を嚙 みしめ て 非常な 

決心 を 呼び起こそうと 仕て 居る 様に 見えた が、 全く 決 

心が 定まって 何処へ か 立ち去った 者と 見える、 錠 を 卸 

して 有った 入口の 戸が 明け 放されて 居る、 兼ねて 権 田 

が、 何時でも 自分の 室へ 随意に 出入りの 出来る 様に 合 

鍵 を 渡して ある 事 も 之で 分る、 余 「オヤ オヤ 若し 自殺 


でもす る 積 リで馳 け 出した ので は 有るまい か」 権 田 「馳 

け 出した に は 相違ない が 自殺の 為で は 有りません、 自 

殺す る 様な 気の 弱い 女なら 今までに 自殺して 居ます、 

深く 自分に 信ずる 所が 有って、 其の 所信 を 貫く 為に 牢 

まで 出た ほどの 女です もの、 容易に 自殺な どし ます も 

のか」 余 「兎に角 も 其の後 を 追い掛けねば」 権 田 「お 

待ちなさい。 何でも 是 から 何処かへ 身 を 隠す 積り で 

しょうが、 非常に 用心深い 気質です から、 後で 人に 見 

られて 悪い 様な 書類 や 品物 を 焼き捨てる 為に 幽霊 塔へ 

引き返し たに 違い 有りません」 余 「では 私 は 直ぐに 幽 

霊 塔へ 帰ります、 兎に角、 停車場まで 行って 見ます」 


早 や 立ち上ろう とすると 権 田 は 又も 引き留めて r ナ 

二 幽霊 塔へ 行ったなら、 此の 通り 森 主 水 を 押さえて 有 

るから 秀 子が 直ぐに 捕縛され る 恐れ はなく、 猶だ 一 日 

や 二日 は 安心です、 緩々 私と 相談 を 極めた 上で お帰り 

なさい」 余 「左様 さ 愈 々 幽霊 塔 へ 行った のなら 一時間 

や 一 一時間 を 争う 訳で は 有りません が、 若し 幽霊 塔へ 行 

かずに 直ぐに 出奔したなら 大変です、 兎に角 停車場 ま 

で 行き、 見届けて 来る としましょう」 権 田 「ではそう 

成さい、 です が、 若し 停車場で 秀 子に 逢っても 貴方が 

一緒に 幽霊 塔へ 帰って は 了ません よ、 唯秀 子に、 猶ニ 

三日 は 大丈夫 だから 落ち着いて 幽霊 塔に 居ろ、 其のう 


ちに 安全な 道 を 開いて 遣る からと 斯う 云 つ て 安心 させ、 

爾 して 此の 家へ 引き返して お出でなさい」 成る ほど 是 

が 尤もな 思案で ある、 余と 権 田との 間に、 未だ 少しも 

相談の 極まった 所がない から、 最ぅ 一 度 引き返して 来 

べきで ある。 「宜しい、 好く 分りました」 との 一 語 を 残 

して 余 は 直ぐに パヂン トンの 停車場へ 馳せ附 けたが、 

生憎 塔の 村へ 行く 汽車の 出る 所 だ、 一髪の 事で 余 は 後 

れ たの だ、 ハ テな秀 子が 此の 汽車へ 乗った か 乗らぬ か 

と 気遣い つ つ 其の 汽車 を 見て 居る と、 一 等 室の 窓から 

チラ リと秀 子の 姿が 見えた、 さて は 全く 幽霊 塔へ 帰る 

の だ ナと是 だけ は 先ず 安心し、 次の 汽車 は 何時かと 時 


間 表を検 める と 今の が 真夜中の 汽車で、 次の は 午前 一 

時半の 終列車 だ、 猶だ 一 時間 半 だけ は 権 田と 相談す る 

事が 出来る と、 気 を 落ち着けて、 ^^gで電報を認め、 秀 

子へ 向けて 兎も角も  一 二日 は 安心 だから 余の 帰る まで 

幽霊 塔 を 去る 勿れとの 文意 を 送り、 爾 して 約の 如く 又 

権 田の 許へ 引き返した、 全体 権 田が 何の様な 事 を 云う 

積り だか、 聞き 度く も 有り 聞き 度 くもなし だ。 

権 田 は ィャに 落ち着いて 煙草 を 燻らせて 居た が、 余 

から 停車場での 事柄 を 聞き取り 終わって 「ソレ 御覧な 

さい、 私の 云うた 通りです、 秀 子の する 事 は 自分の 事 

の 様に 私の 心へ 分ります」 余 「其の 様な 自慢話 は 聞く 


に 及びません、 早く 相談の 次第 を」 権 田 「云います と 

も、 サァ 此の 通り 私に は秀 子の 心が 分って 居る に附ぃ 

て、 有体に 打ち明ければ、 ィャ お驚き 成さるな よ、 残 

念ながら 秀 子の 心 は 少しも 私へ 属せず 深く 貴方 へ 属し 

て 居る のです」 恋の 敵から 斯様な 白状 を 聞く は 聊か 意 

外で は 有る けれど 余 は 当り前よ と 云う 風で 「夫が 何う 

したので す」 権 田 「全くの 所、 秀 子が 先刻 気絶した の 

も 貴方に 自分の 旧悪 を 知られ、 貴方が 到底 此の 女 を 妻 

に は 出来ぬ と 断言した 為、 絶望して サムに 至った のです 

けれど、 お聞きなさい、 貴方 は 到底 秀 子に 愛せられる 

資格 はない、 既に 旧悪の 為 愛想 を盡 したの だから、 ェ 


爾 でしよう、 夫に 反して 此の 権 田 時 介 は 先刻 も 云った 

通り 少しも 旧悪に 愛想 を盡 さぬ のみ か、 其の 旧悪 をす 

ら 信じて は 居ぬ のです」 余 「ェ、 旧悪 を 信ぜぬ と は」 

権 田 「詳しく 云えば 秀子は 人殺しの 罪 は 愚か 何等の 罪 

を も 犯した 事の ない 清浄 潔白の 女です」 余 「何と 仰 有 

る、 裁判まで 受けた のに」 権 田 「其の 裁判が 全く 間違 

いで、 外に 本統の 罪人が 有る のに 周囲の 事情に 誤られ 

て、 無実の 秀子を 罰した の だから、 夫で 私が 秀子 を憐 

れ むので す。 否 寧ろ 尊敬す るので す、 秀子は 真の 烈女 

です よ」 


第 九十 二回 貴方 は 人間 

「秀 子が 清浄、 秀 子が 潔白」 余 は 思わず 知らず 声 を 立 

て、 跳ね起きて 室 中 を 飛び 廻った、 真に 秀子を 何の 罪 

を も 犯した 事無く、 唯 間違った 裁判の 為牢に 入れられ 

たと すれば 少しも 秀子を 疎ん ず 可き 所 は 無い、 寧ろ 憐 

れむ 可く 愛す 可く 尊敬す 可き だ、 権 田の 云う 通り 全く 

の 烈女で ある、 世に も 稀なる 傑 女で ある。 

と は 云え 意外 千万と は 此の 事で ある、 如何に 裁判に 

は 間違いが 多い と は 云え 何の 罪 を も 犯さぬ 者が、 人 殺 

しの 罪人と して、 罪人なら ぬ 証拠が 立たず、 宣告 せら 


れ 処刑せられ る 様な 怪しから ぬ 間違いが あるだろう か、 

余りと 云えば 受け取り 難い 話で ある。 

若しも 秀 子の 人柄 を 知らず して 此の様な 話 を 聞けば 

余 は 一も二も無く 嘲り笑って 斥ける 所で ある、 今の 世 

の 裁判に 其の 様な 不都合が 有る 者 かと 誰でも 思う に 違 

い 無い けれど、 秀 子の 人柄 を 知って 居る だけに、 そう 

斥ける 事が 出来ぬ、 何う 見ても 秀子は 罪な ど 犯す 質で 

は 無く、 其の 顔容、 其の 振舞い 見れば 見る ほど 清く し 

て 殆ど 超凡 脱俗と も 云い 度い 所が ある、 此の様な 稀世 

の 婦人が 何で 賤 しい 罪な ど を 犯す 者 か。 

余が 初めて 秀 子の 犯罪 をポ ー ル . レ ペル 先生から 聞 


いた 時、 何れ ほど 之 を 信ずる に 躊躇し たかは 読者の 

知って 居る 所で ある、 余 は 顔形の 証拠に 圧倒せられ、 

止むを得ず 信じ はした が、 決して 心服して 信じた では 

無い、 夫 だから 信ずる 中に も 心底に 猶 不信な 所が あつ 

やや  くつがえ 

て 動ともすれば 我が 心が 根本から、 覆 り 相に ダラつ 

いた、 其の 故 は 外で 無い、 唯秀子 其の 人の 何の 所に か、 

到底 罪人と 信ず 可から ざる 明炯々 の 光が 有って、 包む 

にも 包まれず 打ち消す にも 打ち消されぬ 如く 感ぜられ 

る 為で 有る。 

爾れば 意外で ある けれど、 其の 意外 は 決して、 罪人 

と 聞いた 時の 意外の 様に 我が 心に 融解し 難い 意外で は 


無い、 罪人と 聞いた 時には 余 は 清き 水が 油 を 受けた 様 

に 心の底から 嫌悪と 云う 厭な 気持が 湧き起 こつ て、 真 

に 嘔吐 を 催す 様な 感じが した、 決して 我が 心に 馴染ま 

なんだ、 今度 は 全く 之に 反し、 一道の 春光が 暖かに 心 

中に 溶け 入って、 意外の 為に 全身が 浮き 上る 様に 思つ 

た、 極めて 身に 馴染む 意外で ある、 此の様な 意外なら 

幾 等で も 持って来いだ、 多ければ 多いだ け 好い、 縦し 

や 信じまい とした 所で 信ぜぬ 訳に 行かぬ、 心が 之 を 信 

ぜぬ 前に 早 や 魂魄が 其の 方へ 傾いて、 全く 爾に 違い無 

いと 思って 了った。 

「ェ、 貴方 は 真に 其の 事 を 知って 居ます か」 と は 余が 


第一 に 発した 言葉で ある、 権 田 「知って 居ます とも、 

今では 其の 犯罪 人が 秀 子で 無い、 此の 通り 外に 有る の 

だと 証明す る 事が 出来ます、 貴方に 向かっても 世間へ 

向かっても、 法律に 向かっても 立派に 証拠が 見せられ 

るので す、 其の 証拠 を 見せる の も、 見せぬ の も 別言す 

れば 罪人が 外に 在るな と 証明す る も 証明せ ぬ も、 単に 

私の 心 一 つです と 云い 度い が、 実は 丸 部さん 貴方の 心 

一 つです よ」 余 「ェ、 ェ、 貴方 は、 其の 様な 証拠 を 握つ 

て 居ながら、 今まで それ を 証明せ ずに 秀子を 苦しませ 

て 置いた のです か、 全体 貴方 は 人間です か」 と 余 は 目 

の 球 を 露き 出して 問い返した。 


権 田 「ィャ 先ァ、 そう 遽て 成さるな、 決して 知り 乍 

ら 故と 証明せ ずに 居た 訳で は 無い、 纔 かに 此の頃に 

至って 其の 証拠 を 得た のです、 尤も 私は秀 子の 件ィャ 

輪 田 夏 子の 件 を 弁護した 当人です から 其の 当時 幾度 も 

秀子 即ち 夏 子の 口から 全く 此の 人殺し は 自分で 無い と 

の 言葉 を 聞き 大方 其の 言葉 を 信じました、 信ずれば こ 

そ 一 生 懸命に 肩 を 入れ 充分 弁護し ました けれど、 如何 

せん 其の 時 は 総ての 事情が 秀 子に 指さして 居る 様に 見 

え、 私 も 反対の 証拠 を 上げ 得なん だ 者です から、 弁護 

も 全く 無 功に 帰し、 秀子 即ち 夏 子 は 殺人の 刑名 を 受け 

ました けれど、 其の 時 私は秀 子に 向かい、 真に 貴女が 


殺さぬ 者なら、 遅かれ早かれ 終に は 誠の 罪人の 現われ、 

何 所に か 其の 証拠が 有りましょう から、 貴女が 牢に 

入って 居る 間に 私が 其の 証拠 を 捜します と 受け合い、 

秀子も 亦、 甘んじて 此の 乱暴な 裁判に 服す る 事 は 出来 

ぬから、 何の様な 事 をして なりと 牢を 抜け出で、 盡く 

すだけ の 手を盡 くして、 縦ん ば 唯の 一 人な リ とも 此の 

世に 輪 田 夏 子 は 殺人の 罪人で ない と 信ずる 人の 出来る 

様に せねば 置かぬ、 此の 目的の 為に は 自分の 生涯 を 費 

やす 覚悟 だと 殆ど 眼に 朱 を 注いで 私へ 語りました、 即 

ち秀 子が 牢を 脱け 出た も 其の 結果です、 牢に 居ねば な 

らぬ 義務の 有る のに 牢を 抜け出る 世間の 脱獄 者と は聊 


か 違う のです、 牢に 居る 可き 害がない のに 唯 法律の 暴 

力の 為に 圧せられて、 止むを得ず 牢に 居る から 及ぶ 丈 

の 力 を 以て 其の 暴力の 範囲から 脱け 出た のです、 脱け 

出て 後 も、 今日まで 全力 を 其の 目的の 為に 注いで 居た 

のでしょう」 

是で 見れば 秀 子が 密 旨と 云った の も 多分 は 其の 辺に 

在った であろう、 尤も それだけ として は猶 多少 合点の 

行かぬ 所 も 有り はする けれど、 兎に角 大体の 筋道 だけ 

は 分った、 余 は 殆ど 目の 覚めた 気持が する。 

第 九十 三回 そこが 相談 


余 は 何も彼も 打ち 忘れて 喜んだ、 「成る ほど 権 田さん、 

ァノ 裁判 は 間違いに 違いない、 秀 子が 人殺しな ど 云う 

憎む 可き 罪 を 犯す 女で ない 事 は 誰の 目に も 分って 居 ま 

すよ」 権 田 は 嘲笑って 「爾 です か、 誰の 目に も 分って 

居ります か、 実に 貴方 は 感心です よ、 自分の 妻と 約束 

までした 女 を、 ポ ー ル . レ ペル 先生から 人殺しの 罪人 

だと 聞けば 直ぐに 其の 気になり、 今 又 私から 罪人で な 

いと 聞けば、 何の 証拠 も 見ぬ うちに 又 成る ほどと 合点 

成さる、 実に 暁り が 早いです ネェ」 余 は 殆ど 赤面 はし 

たけれ ど 「ハイ 証拠 を 見ず とも 是 ばかり は 信じます、 


秀 子の 容貌、 秀 子の 振舞いな どが 百の 証拠より 優って 

居ます」 

斯う 云い 切って 更に 考え 見れば、 唯 喜んでの み 居る 

可き 場合で ない、 愈 々其の 様な 清浄 無始 の 女なら 早く 

其の 清浄無垢が 世に 分る 様に 取り 計って 遣らねば なら 

ぬ、 余 「ィャ 権 田さん、 私が 軽々 しく 有罪と 信じ 又 無 

罪と 信ずる 反覆 は 如何にも 可笑しい でしよう、 之 は 何 

の 様な 嘲りで も 甘受し ますが、 夫よりも 先に 其の 秀子 

の 清浄な 証拠と 云う の を 世に 示そう では 有りません か、 

世に 示して 秀 子の 濡衣を 乾して 遣りましょう」 権 田 は 

何故か 返事 をせ ぬ、 余 は 迫き 込んで 「ェ、 権 田さん、 


二人で 声の 続く 限り 世間へ 対して 叫ぼう では 有り ませ 

んか、 殊に 秀子は 今 既に 養父 殺しと 云う 二度目の 恐ろ 

しい 嫌疑 を さえ 受けて 居ります から、 差し 当り ァノ森 

主 水に も 其の 証拠 を 示し 秀 子が 少しも 罪な ど 犯す 汚れ 

た 履歴で ない 事 を 知らせ、 此の 差し掛かった 厄難 を 

払って 爾 して 取り敢えず 秀 子の 身 を 安泰に して 遣り ま 

しょう、 サァ 其の 証拠 は 何 所に 在ります 茲へ お出しな 

さい、 サァ^；^へ」 

権 田 は 重々 しく 落ち着いて 「其 所が 即ち 相談です、 

貴方と 私との 間に 確た る 相談の 極った 上でなくて は」 

余 「相談 は 極った も 同じ 事です、 私 は 何の様な 相談に 


でも 応じます よ」 権 田 「そう 早まらず と、 静かに 私の 

言葉から お聞き 成さい、 第一 貴方 は 秀子を 救い 度い と 

断言し ます か」 余 は 燥って 「何で 其の 様な 余計な 事 を 

お問い 成さる、 秀子を 救わずに 何とし ましょう」 権 田 

「所が 之 を 救う に は 余 ほどの 決心が 要る のです よ、 非 

常に 辛い 事 を 耐えねば 可け ません よ」 余 「何の様な 事 

でも 平気で 耐えます」 権 田 「宜しい、 其の 一 言 を 聞け 

ば 安心して 言います が、 秀子を 救う に は、 是 から 貴方 

は 幽霊 塔に 帰り、 秀 子に 向か つ て 明らかに 宣告 成さい、 

和 女 は 人殺しの 罪に 汚れた 身で 到底 此の 丸 部 道 九郎の 

妻に は 出来ぬ のみ か 此の 家へ 置く も 汚らわし いから 用 


意の 出来次第に 此の 家 を 立ち去って 具れ と」 余 「ェ、 

夫 は 何の 事です」 権 田 「何の 事で もない、 秀子を 救う 

第 一 着の 準備です」 

奇怪な 事 を 云う 者 かな、 罪人で ない 者に、 罪人と 言 

い 聞け るが 濡衣を 乾す 準備と は 真に 有られ もない 言い 

種で ある、 余 「何で 其の 様な 事が 準備です」 

権 田 「そう 云わねば、 秀 子が 貴方へ 愛想 を盡 さぬ の 

です、 先刻 既に 貴方へ 愛想 を盡 した 様に 見え ましたけ 

れど、 ァレは 真正に 愛想 を盡 したので はなく、 一  時 腹 

を 立てた のです、 貴方 を 恨んだ のです、 恨む とか 腹 を 

立てる とか 云う の は猶だ 充分 貴方 を 愛して 居る 証拠で、 


愛想 を盡 すと きと 余 ほどの 違いです、 真に 愛想 を盡し 

たなら 恨み もせず 怒り もせず、 只賤 しんで、 最早 取る 

にも 足らぬ 男 だと 全く 貴方 を 度 外に 置く のです、 貴方 

は 真に 秀子を 救い 度いなら、 此の 通り 度 外に 置かれる 

事になる 様に お仕向けなさい」 余 「ダ ッテ権 田さん 秀 

子 はァノ 通り 心の 堅固な 女です から 一 旦 私に 愛想 を盡 

せば、 縦し や 其の 身が 救われた 後と 成っても、 決して 

其の 盡 した 愛想 を 回復す る こと は 有りません、 生涯 私 

を 度 外に 置きます が」 

権 田 「無論です、 生涯 貴方 を 度 外に 置き、 秀 子の 眼 

中に 全く 丸 部 道 九郎と 云う 男の ない 様に 成らねば 救う 


こと は 出来ません」 

此の様な 奇怪な 言い分が 世に 有ろう か、 世 は 唯 呆気 

に 取られ 「権 田さん 貴方の 言う 事 は 少しも 私に 分り ま 

せん、 何で 秀 子が 生涯 私を賤 しむ 様にならねば 其の 濡 

衣 を 乾す 事が 出来ません か。 其の 様な 其の 様な 理由 は 

何 所に 在ります、 夫 も 明白に 説き明かし、 私の 心へ 成 

る ほど 合点の 行く 様に 言い立てねば、 私 は 遺憾ながら 

貴方 を 狂人と 認めます、 貴方 の 言葉 は少 しも 辻 棲が 合 

わず 全く 狂人の 囈 語です」 権 田 は 怒る 様子 もな く 「左 

様 さ、 狂人の 囈 語なら 少しも 貴方 へ お気の毒な 思い は 

致しません が、 狂人の 囈 語で なく、 全く 此の 外に 秀子 


を 救う 道がない から 残念です」 余 「と は 何故です、 何 

故です」 

権 田 二  口に 申せば、 貴方へ 心底から 愛想 を盡 さぬ 

以上 は、 秀子は 決して 此の 権 田 時 介の 妻に 成りません、 

時 介の 妻に ならねば、 時 介 は 決して 救うて 遣る 事 は 出 

来ません。 持って 居る 証拠 を 握り潰します、 ハイ 是は 

最ぅ 男子の 一 言で 断言し ます、 是で お分りに 成り まし 

たか」 ァァ 彼の 言葉 は 全く 嫉妬に 狂す る 鬼の 言葉 だ。 

第 九十 四 回 血 を 吐く 思い 


人が 井戸の 中に 落ち込んで 居る を 見て、 誰か 救うて 

遣り 度い と 思わぬ 人が 有ろう か、 人が 無実の 濡 衣に 苦 

しんで 居る の を 見て、 誰か 其の 濡衣を 乾して 遣り 度い 

と 思わぬ 者が 有ろう か、 若し 有れば 其の 人 は 鬼で ある。 

況して 其の 濡衣 たる や 養母 殺し 養父 殺しと 云う 大罪 

で 其の 人 は 自分の 愛し 憐れみ 尊敬す る 女で ある、 其の 

女 を 大罪 大鎌 疑から 救い出す のに、 自分の 妻に 成らね 

ば 厭 だ と は是が 人間の 言葉 で 有ろう か、 余 は暫し 呆れ 

て 権 田 時 介の 顔 を 見詰めて、 殆ど 一 語 も 発する 事が 出 

来なん だが、 彼 も 余の 言葉 を 聞く 迄 はと 云う 風で 一 語 

を 発せぬ。 何時まで 黙って 居た とて 果てしが無いから 


余 は竟に 「権 田さん 貴方の 云う 事 は 余り 甚ぃ では 有り 

ません か、 秀 子が 自分の 妻に 成らねば 救うて 遣る 事 は 

出来ぬな どと」 権 田 「左様 さ、 或いは 甚ぃ かも 知れ ま 

せんけれ ど、 是は 他人から 評す 可き で 貴方から 評せら 

る 可き 事柄で は 有りません」 余 「何んで」 権 田 「其の 

甚 さは 貴方 とても 同じ 事です もの、 貴方 とても 仔細に 

心の 裡を 解剖して 見れば 矢張り 自分の 妻に せねば 救わ 

ぬと 云う に 帰す るで は 有りません か」 余 「ナァ 二 私 は 

其の 様な 卑劣な 了見で は —— 」 権 田 「其の 様な 卑劣な 

了見で はない とならば、 直ちに 幽霊 塔へ かえり、 私の 

申す 通り、 秀 子に 心底から 愛想 を盡 される 様に お仕向 


け 成さい、 貴方が 秀 子に 愛想 を盡 させさえ せば 秀子は 

終に 私の 妻、 サァ 私の 妻に 極まり さえせば 三日と 経ぬ 

うちに 其の 汚名 は 消えます から」 余 「だって 夫 は」 権 

田 「だって 夫 はと 云う 其の 心が 即ち 私と 同じ 心で は 有 

りません か、 秀子を 救うて 自分の 妻に 仕たい、 縦し や 

救う にも 自分の 妻に せねば 詰らぬ と 斯う 云う に 帰着し 

ます、 自分の 妻に せねば 救わぬ と 云う 私の 心と 何の 違 

いが 有ります か、 若し 違う とならば で 明らかに 私に 

向かい、 秀子を 妻に せず とも 宜 いから 何う か 汚名 だけ 

助けて 呉れと 何故 斯う 仰 有い ません」 

なるほど 斯う 云われて 見れば、 余の 心 とても 権 田の 


心と 大した 違い はない か 知らん、 妻に せず して 唯 救う 

だけで は 何だか 飽き 足らぬ 所が 有る、 ェェ余 自ら も 人 

と 云われぬ 鬼 心に 成った のか、 兹で 全く 秀子を 思い切 

リ、 秀 子に 生涯の 愛想 を盡 される 様に して 爾 して 秀子 

の 助かる 道 を 開かねば 成るまい か、 折角 清浄 無 培の 尊 

敬す 可き 女と 分った 所で、 直ちに 愛想 を盡 される 仕向 

け をせ ねば 成らぬ と は 余り 残念な 次第で は 有る が、 之 

を 残念と 思う だけ 余の 心 も 権 田の 鬼 心に 近づく か 知ら 

ん、 残念 残念、 何とも 譬え 様の ない 残念な 場合に 迫つ 

たもの だと 身 を 接き むしる 程に 思う けれど 仕方がない、 

「権 田さん 貴方の 言 葉 は 実に 無 慈悲な 論理です」 権 田 


「貴方の 言葉 もサ」 

余 は 太い 溜息 を 吐いて 「権 田さん、 権 田さん、 私が 

若し 茲で、 何う しても 生涯 秀 子に 愛想 を盡 される 様な 

其の 様な 仕向け は 出来ません と 言い切れば 何と 成さい 

ます」 権 田 「爾 言い切れば 何とも 致しません よ、 私 は 

貴方の 様に 何時までも 女々 しく 未練ら しくす る は 嫌で 

すから、 夫なら 御 随意に 婚礼 成さい、 お目出度うと 云 つ 

て 祝詞 を 述べて お 分れに する 許りです」 余 「夫で 貴方 

は 満足が 出来ます か」 権 田 「出来ます よ、 恋に は 負け 

て も 復謦に は 勝ちます から、 ハイ 恋 は 一時の 負、 復譬 

は 生涯の 勝」 余 「復謦 と は 何の様な」 


権 田 「貴方と 秀 子と 婚礼す るの が 即ち 復謦 に 成り ま 

すよ、 先ァ 能くお 考えなさい、 貴方が 秀子を 妻に 仕 ま 

しょう、 貴方 は 秀子を 潔白な 女と 思っても 世間で は爾 

は 思いません、 何時 何人の 手に 依って ァノ 顔形が 世間 

に 洩れ 今の 丸 部 夫人 は 昔 養母 殺しで 有罪の 裁判 を 経た 

輪 田 夏 子 だと 世間の 人が 承知す る 事に 成る かも 知れず、 

ィャ 縦し 顔形 は 現われぬ としても 探偵 森 主 水の 口から 

夫 だけの 事が 直ぐに 公の 筋へ 伝わります、 秀子は 無論 

此の 国に 居る 事が 出来ず 貴方と 共に 此の 国 此の 社会と 

交通の ない 他国の 果てへ 逃げて 行く 一方です、 逃げて 

行っても 何時 逮捕せられ るか 一 刻 も 安心と 云う 事が な 


く 風の 音 雨の 声に もビ クビク して、 三年と 経たぬ うち 

に 年が寄ります、 早く 衰えて 此の世の 楽しみと 云う 事 

を 知らぬ 身に 成って 了い ます、 爾 して 貴方に 対しても 

妻ら しい 嬉しげ な 笑顔 は 絶えて なく 夜になる と 恐ろし 

い 夢に 魘され、 眠って 居て 叫び声 を 発する 様な 憐れな 

境界に 成る は 必定です、 此の様な 事に 成って 夫婦の 幸 

いが 何 所に 有りましょう、 爾 して 貴方 は 此の 妻が 少し 

も 斯様に 世間 や 物事 を 恐れる に 及ばぬ 身 だと 知って 居 

ながら 少しも 夫 を 証明す る 事 は 出来ず、 少しも 妻の 苦 

痛 を 軽く する 事 は 出来ず、 ァノ権 田の 妻に 仕て 置いた 

なら 女傑と も 烈女と も 云われ 充分 尊敬 せられて 世 を 渡 


る 事の 出来る 者 を、 己の 妻と 仕た 許りで 此の様な 苦し 

み をさせる もの だと、 自分で 気 を 咎める 念が 一 日 は 一 

日より 強くな り、 貴方 も 安き 日と て はなく、  丁度 自分 

の 妻と 能く 似た 陰気な 夫婦が 出来ましょう、 私 は 之 を 

思うて 満足し ます、 ィャ 一 時の 恋の 失敗 を 耐える ので 

す、 モシ 丸 部さん 貴方 は 本統に 人間です、 決して 鬼で 

は 有りません よ、 自分の 愛する 女が、 立派に 此の世 を 

送られる 道が あるのに 只 自分の 一 時の 満足の 為に 其の 

女の 生涯の 幸福 を 奪い、 人殺しと 云う 恐ろしい 罪名の 

下へ 女の 一 生 を 葬って 了おうと 云う のです から、 貴方 

の 愛 は 毒々 しい 愛と 云う 者です、 人 を 殺す 様な 愛です、 


女に 一 生 を 誤らせる 様な 愛です、 秀子も 後で 此の様な 

次第 を 知れば 定めし 有難い と 思いましょう、 爾 して 貴 

方 を 邪慳な 人 だな どと 恨み はしまい、 何つ か 其の 愛で 

秀 子を濡 衣の 中に お埋めなさい」 

何たる 恐ろしい 言葉 ぞ や、 余 は 此の 時 介 を 敵と して 

は 到底 秀 子の 生涯に 何の 幸福 もない を 知った、 余が 秀 

子と 婚礼 すれば 其の 日から 此の 男 は 直ちに 復譬 の 運動 

を 始め、 真に 余と 秀 子と を 不幸の 底へ 落とさねば 止ま 

ぬであろう、 日頃 は 仲々 度量の 広い、 男らしい 男で、 

幾分の 義侠心 を 持って 居る のに 恋に は 斯うまで 人間が 

変る 者 か、 真に 此の 男の 愛 は 余の 愛よりも 強いに は 違 


いない、 夫 を 知って 猶も秀 子 を 我が 妻と し、 今 此の 男 

の 云うた 様な 傻ぃ 有様に 若しも 沈ませる 事が 有って は、 

全く 余の 愛 は 毒々 しい 愛と 為る、 幾 等 残念で も 此の 男 

に 勝利 を 譲る 外 はない、 余 は 断乎と して 「承知し まし 

た、 権 田さん、 秀子を 貴方の 妻に なさい」 血 を 吐く 想 

いで 言い切った。 

第 九十 五 回 証拠と は 何の様な 

余 は 全く 降参した。 「秀子 を 貴方の 妻に なさい」 と 

権 田に 向か つ て 言い切った、 真に 血 を 吐く 想いで は 有 


る けれど 是 より 外に 仕方がない、 斯うせ ねば 到底 秀子 

そそ 

の 汚名 を 雪ぎ、 秀 子に 其の 身 相当の 幸福な 生涯 を 送ら 

せる こと は 出来ない、 斯うす るの が秀 子に 対する 真性 

の 愛情と 云う もの だ。 

権 田 は 別に 嬉し 相に もせぬ、 宛 も 訴訟 依頼人に 対し 

て 手数料の 相談で も 取り極める 様な 調子で 「なるほど 

流石 は 貴方です、 夫で こそ 清い愛 情と 云う 者です、 併 

し 一 歩で も 今の 言葉に 背いて は 了ません よ、 秀 子に 対 

して、 何 所まで も 其の 有罪 を 信ずる 様に 見せ掛け 貴方 

の 方から 愛想 を盡 したと 云う 様に 仕て 居ねば なり ませ 

ん、 爾 して 居れば 秀子は 必ず 貴方 を賤 しみ、 斯う も 軽 


薄な、 斯う も 不実な、 斯う も 浅薄な 男 を 今まで 我が 未 

来の 所 天の 様に 思って 居た は 情け無い と、 貴方の 傍へ 

も 来ぬ 事になります から、 其の後 は 私の 運動 一 つです、 

其の 機 を 見て 私が 親切 を盡 せば 、 貴方 の 不実と 私の 実 

意と を 見較べ て、 漸く 心が 私の 方へ 転じ 今日 貴方 を 愛 

する 様に 私 を 愛し 始めます、 宜しい か、 少しも 貴方 は 

秀 子に 向かい 機嫌 を 取る 様な 素振り を 見せて は 了 ませ 

んょ、 秀 子の 貴方に 愛想 を盡す 事が 一 日 遅ければ、 其 

の 汚名 も 一日 長く 成る とお 思いなさい、 長くなる 中に 

時機 を 失えば 取り返しが 附 きません から」 余 は 涙 を 呑 

んで 「宜しい、 分りました、 けれど 秀子を 救う の は 直 


ぐに 着手して 下さらねば」 権 田 「無論です、 私の 未来 

の 妻です もの、 貴方から 催促が 無くと も 早速に 着手し 

ます、 救うて 遣って 親切に 感じさせる 外に 私の 手段 は 

有りません から」 

余 は 何と やら 不安心の 想いに 堪えぬ、 「けれど 権 田 

さん 秀子を 救う 事 は 万に 一 つも 遣り 損じ は 有ります ま 

いね」 権 田 「其の 問い はく ど 過ぎます、 兎角に 貴方 は 

未練が 失せぬ と 見えます が 能く 物の 道理 をお 考え 成さ 

い、 貴方と 秀 子との 近づき は、 云わば 昨今の 事です よ、 

私 は 八 年 前から 彼の 女に 実意 を盡 くし、 唯 弁護に 骨 

折った 許りでなく、 牢を 脱け 出させた 事から 其の後 今 


まで 何れ ほど 苦労して 居る か 分りません、 此の 苦労に 

免じても 秀子は 当然 私の 妻た る 可き 者、 夫 を 思えば 決 

して 未練 を 残す 可き 道 はない のです」 余 「ィ ヤー 旦思 

い 切った 上 は 未練 を 残し はしません が 唯 果たして 助か 

る や 否やが 気掛かりです、 貴方が 確かな 証拠と 云う は、 

全体 何の様な 証拠です か、 一応 夫 も 聞いて 置き 度く 思 

いますが」 権 田 「証拠の 中で 最も 争い 難い 一 物です、 

即ち 私 はお 紺 婆 を 殺した 其の 本人 を 突き 留め、 何時で 

も 其の 者 を 其の 筋へ 突き出す 事が 出来る のです、 のみ 

ならず 其の 事が 自分で ない などと 強情 を 張る 事の 出来 

ぬ 様に、 何も彼も 調べ 上げて 有ります から、 多くの 月 


日 を 経ぬ うちに 目的 を 達します、 其の 男が 愈々 白状し 

て 有罪と 極まって 御覧なさい、 全社 会が 秀 子の 前に 平 

身 低頭して 今までの 見損 じ を 謝し、 秀子は 罪な くして 

罪 を 忍んだ 憐れむ 可き 犠牲と 云われ、 全国 第一 の 名高 

い 女と 為り、 非常な 尊敬 を 博し ます。 サァ 斯うまで 位 

置が 転倒して、 貴方の 愛する 女が 不名誉の 極点から、 

名誉の 極点に 飛び 上る かと 思えば、 貴方 は 秀子を 私へ 

譲った の を 嬉しい と 思わねば 成りません、 ェ これが 嬉 

しく は 有りません か」 

彼 は 余 を 慰める 積り であるか 将た 冷やかす 積り であ 

るか、 余に は 更に 分らぬ けれど、 真に 其の 通りと すれ 


ば、 余 は 嬉しい、 然リ 残念ながら 嬉しい の だ。 

「ハイ 権 田さん、 喜んで 私 は 其の 事 を 貴方に 托します、 

斯う 云う うちに も最ぅ 汽車の 時間です から 立ち去り ま 

すが、 直ぐに も 何う か 其の 手続き を」 権 田 「ハイ 手続 

きの 手 初めは 先刻の 森 主 水の 捕縛 を 解き 彼の 耳へ 誠の 

罪人の 姓名 を 細 語いても 済む のです」 彼 は斯く 云いつ 

つ、 次の間の 戸 を 開いた が、 驚く 可し 森 主 水 は、 ダル 

グル 巻に 縛られた まま、 何う して か 此の 戸の 外まで 転 

がって 来て 居る、 多分 二人の 話 を 又も 立ち 聴き、 ィャ 

寝 聴きして 居た ので 有ろう、 寝 聴きして 何と 思った か 

知らぬ けれど 其の 顔に は 相 変らず 怒りの 色が 現われて 


居る、 併し 余 は 彼に 拘 つて 居る 暇 はない から 其の まま 

権 田に 分れ を 告げた が、 権 田 は 余の 背 影 を 見送りつつ 

「安心なさい 丸 部さん、 此の 探偵 吏の 始末 も 悉皆 私が 

引き受けました、 猶私は 明日に も 貴方の 後 を 追い 幽霊 

塔へ 秀 子に 逢いに 行きます から、 其の 時に 若し 秀 子が 

少しも 貴方に 愛想 を盡 した 様子がなければ、 貴方 は不 

徳 なる 違約 者と して 充分に 責めます よ」 と 云った、 彼 

の 声 は 絶望した 余の 耳へ 警鐘の 様に 響いて 居た。 

第 九十 六 回 颯と 戸 帳 を 


余 は 権 田 時 介の 声 を 聞き流して 二階 を 降りた、 後で 

権 田と 森 主 水との 間に 何の様な 応対が 有つ たかは 知ら 

ぬ、 唯 早く 幽霊 塔へ 帰って 見 度い 了 心で 停車場へ 駆け 

附 けて、 やっと 終列車に 間に合った。 

汽車の 中で 漸く 気 を 落ち着けて 見る と、 秀 子が 清浄 

潔白の 女と 分った の は 実に 有難い、 之 だけ は 神に も 謝 

したい 程の 気がする、 けれど 其の 清浄 潔白の 女 を、 猶 

も 疑う 様に 見せ掛け、 其の 女から 生涯 賤 しまれる 様に、 

愛想 を盡 され 度 外に 措かれる 様に、 仕向けねば 成らぬ 

と は 何たる 情け無い 始末で 有ろう、 泣いて 好い か 笑つ 

て 好い か、 我が身で 我が身が 分らぬ と は 茲の事 だ。 


併し 其のう ちに 汽車の 中で 眠って 了い、 塔の 村の 停 

車 場へ 着いた 時、 初めて 目が 覚めた、 早 や 朝の 七 時で 

ある、 何でも 秀子は 夜の 明けぬ うちに 茲へ 着いた 害で 

は 有る が、 実際 此の 地へ 来た か 知らん、 途中で 何 所 か 

の 停車場から 降りた では 有るまい かな ど、 様々 に 気遣 

われ、 急いで 幽霊 塔へ 帰って 見た、 爾 して 門の 番人に、 

第一に 秀 子が 帰った かと 問うて 見た が、 昨夜 遅くに 倫 

敦 から 秀 子に 宛てた 電報の 来た 事 は 知って 居る が、 秀 

子の 帰った 事 は 知らぬ との 返事、 其の 電報が 即ち 余の 

発した のに 違い無い から、 シテ それ を 何う したと 問え 

ば 虎 井 夫人に 渡した との 事で ある、 自分の 室へ も 入ら 


ずに 其の まま 夫人の 居室に 行く と 夫人 は 例の 狐猿に 顔 

を 洗って 遣って 居る、 其の 様 甚だ 優長に は 見 ゆる けれ 

ど 併し 心の中に 何 か 穏やか ならぬ 所の 有る は、 余の 顔 

を 見ての 眼の 動き 工合で も 分る、 扨 は 此の 夫人、 既に 

余が 養蟲 園へ 行き 夫人の 身許まで 探った の を 知り、 

居 起 まらぬ 気で もす るの か、 夫と も 外に 気に 掛かる 所 

が 有る か 知らん と、 余 は 疑う 色 を 推し 隠して 「秀子 さ 

んは」 と 極く 軽く 問うた、 夫人 は 狐猿の 顔 を 拭い 終わつ 

て 「サァ 昨日 何処へ か 出て 未だ 帰りません が、 倫敦か 

ら 電報な ども 来て 居ます から、 早く 帰れば 好い と 思つ 

て 居る のです」 云う 様が 毎 もの 噓 ではない らしい、 是 


で 見る と秀 子が 此の 家へ 帰り 着かぬ の が本統 だろう、 

夫と も 夜が 引き 明けに、 丁度 番人の 怠って 居る 時に 着 

き、 其の まま 自分の 室へ でも 隠れた のか 知らん。 

若し 彼の 電報 を 見た のなら、 兎に角 余が 安心させる 

様に 認めて 置いた から 落ち着いて 居る だろう が、 彼の 

電報が 猶秀 子の 手に 渡らずに 有って 見れば、 当人 は 今 

以て 心 も 心ならずに 居る で 有ろう、 早く 逢 つ て 安心 さ 

せて 遣り 度い、 ィャ今 は 安心させる 訳に も 行かず、 逢 

えば 唯 余 に 愛想 を 盡す様 に 仕向けねば ならぬ の だけど、 

夫で も 逢い 度い、 逢って 顔 見ねば 何だか 物 足らぬ 所が 

有る。 


是 から 余は秀 子の 室 へ も 行き 猶 家中 を も 尋ねた けれ 

ど、 秀 子の 姿 は 見えぬ、 此の上 は 再び 停車場へ 引き返 

して、 誰か 秀 子の 下車した の を 見た 者 はない か 聞き 合 

わして 見ねば 成らぬ、 トは 云え 余 自ら 此の 家へ 帰り、 

猶 生死の 程 も 分らぬ 叔父の 病気 を 見舞わぬ 訳に 行かぬ 

から、 先ず 其の 病室へ 行き 看護人に 尋ねて 見た所、 叔 

父 は 日増しに 快くなる 許りで あるが 今 は 眠って 居る ゆ 

え、 二 時間 程 経ねば 逢う 訳に 行くまい との 事 だ、 夫で 

は 停車場へ 行って 来ての 上に しょうと、 先ず 馬 腐へ 行 

き、 日頃 乗り 慣れた 一頭 を 引き出し たが、 三 四日 誰も 

乗らぬ 為、 余 ほど 奮んで、 殆ど 張り切って 居る と 云う 


様で ある、 鞍 置かせて 乗る が 否や、 鞭 も 当てぬ に 一 散 

に 駆け出して 少しの 間に 停車場へ は 着いた、 茲で 少し 

許り 聞き 合わせて 見る と 直ぐに 分った が、 秀子は 確か 

に 今朝 早くの 汽車で 此の 停車場へ 降り、 居 合わす 馬車 

の 御者が、 乗る 様に 勧めた けれど、 それに 及ばぬ と 断つ 

て 幽霊 塔の 方 を 指して 歩み 去った との 事で、 其の 御者 

さぇ猶だ^^^に居合ゎせた、 サァ 分らぬ、 愈々 着いて 幽 

霊 塔の 方へ 行った とすれば、 何う 成った だろう、 曾て 

浦 原お 浦が 消滅した 様に、 消えて 了った のか 知らん、 

或いは 停車場と 幽霊 塔との 間で 何 か 用達しで も 仕て 居 

るの か、 何 さま 合点 行かぬ 次第 だから 余 は 又 馬の まま 


引き返して 村の 方へ 来る と、 少し 先の 方で 歩んで 居る 

小僧が 有る、 町で 朝の 買物 をして 帰る 所と でも 云う 様 

に 手に 物 を 提げて 居る、 近づいて 見れば 後 姿で 分って 

居る が、 其の 小僧 は 確かに 先頃 余に 贋 電報の 発信人 を 

密告した、 彼の 千 艸屋と 云う 草花 売りの 婆の 雇人で、 

手に 持って 居る 品が、 此の辺の 人の 持たぬ 貴 夫人 持ち 

の提皮 包で ある、 秀 子が 昨夜 此の様な 皮 包 を 提げて 居 

た か 否や は 覚え ぬけれ ど、 若し ゃ秀 子が 草 花屋 へ 立ち 

寄って 此の 小僧に 何 か 買物 を 托した では 有るまい かと 

思い、 馬 を猶も 其の 方に 近づける と、 小僧 は 足音に 驚 

いて 振り向いた、 振り向く 途端に 馬 は 驚き、 常よりも 


張り切って 居る 為に、 忽ち 逸して、 余が 手綱 を 引きし 

める 暇 もない うち 横道へ 走り出した、 後で 思う と 何 か 

人間以上の 力が 此の 馬 を 導い たかとも 怪しまれる 程で 

ある、 馬 は 走り 走った 揚句、 遂に 其の 草 花屋へ 駆け込 

んで 其の 庭で 踏み 留まった、 是 だけで は 別に 怪しむ に 

も 足らぬ けれど、 此の 時 此の 家の 奥の 室と も 云う 可き 

所に 方る 一 つの 窓の 戸 帳 を 内から 颯と 開いた 者が 有る、 

何でも 遽 しい 余の 馬の足 音に 驚き 何事 かと 外 を 窺いた 

者ら しい、 併し 其の 者、 余の 姿 を 見て 又遽 しく 其の 戸 

帳 を 閉め、 内に 姿 を 隠した が、 余 は 自分に も 信じられ 

ぬ ほど 目早く、 チラ リと 其の 顔 を 見た、 見て 殆ど 馬 か 


ら 落ちん とする 程に 驚き、 思わず 「ャ、 ャ」 と 声 を 発 

した、 此の様な 所で 此の様な 顔 を 見る と は、 余りの 事 

で 自分の 眼 を 疑い 度い けれど、 余の 眼 は 見損 じな どす 

る 眼で ない、 今まで 幽霊 塔に 満ちて 居る 秘密の 一 部分 

と 云い 度い が 寧ろ 大部分が 今 窓の 中に 隠れた 其の 顔に 

包まれて 居る の だ、 読者 は 此の 顔 を 誰のと 思う。 

第 九十 七 回 彼奴と は 彼奴 

窓に 隠れた 其の 顔 は、 実に 意外 千万な 人で ある、 余 

は 一 時、 秀 子が 事 を さえ 忘れる 程に 打ち 驚き、 直ちに 


馬 を 庭木に 繫 いで 其の 家の 玄関と も 云う 可き 所の 戸 を 

推し 開き 中に 這 入った、 中 は 空間 同様で 誰も 居ぬ ゆえ、 

今し も 件の 顔 を 見た 奥の間の 方へ 行こうと する に界の 

戸に 錠が 卸り て 居る。 

戸 を 叩き 破っても 奥へ 入って 見ねば ならぬ、 余 は 昨 

夜 探偵 森 主 水 を 縛 つ た 事 を 思えば 人の 家宅 へ 闖入す る 

罪 を 犯す 位 は 今更 恐れる にも 足らぬ 所 だ、 戸に 手を掛 

けて 一生懸命に 揺って 居る と、 一方の 窓から 「貴方 は 

何 をな さる」 と 咎めつつ 六十に も 近く 見 ゆる 老婆が 出 

て 来た、 見れば 其の 手に 幾 個の 鍵 を 束ねて 持って 居る、 

多分 是が 此の 家の 主婦 人であろう、 余 は 「奥の 室に 居 


る 人に 合わねば ならぬ 用事が あります」 と 云い 其の 婆 

の 持って 居る 鍵 を 奪い、 婆が 驚いて 妨げる 間 もない う 

ちに 早 や 界の戸 を 開いた、 此の 戸の 中が 確かに 彼の 顔 

の 隠れた 室で ある。 

婆の 足 許に 鍵 を 投げ 遣って 置いて 戸の 中へ 入る と、 

猫に 追い詰められた 鼠の 様に 隅の 方に 蹙んで 居る は 彼 

の 顔の 持主で ある、 最早 詮方の ない 所と 断念した のか、 

立ち上って 余に 向かい 「貴方 は 余り 邪慳です。 乱暴で 

す、 人の 許し も 得ずに 此の 室へ 這 入って 来て」 と 余 を 

叱る 様に 云う は、 正しく 窮鼠の 猫 を嚙む 有様で ある、 

此の 窮鼠 を 誰と する、 読者 は 大概 推量し 得た であろう、 


消失して 更に 成り行きの 知れなん だ 浦 原お 浦で ある。 

お 浦が 何う して 紛失した、 何う して 此の 家に 隠れて 

居た、 多分 は 種々 の 秘密が 之に 藥 がって 居る 事で 有ろ 

う、 余 は 何も彼も 説明され る 時の 来た 如く 思い、 捕吏 

が 罪人 を 捕える 様に お 浦の 手 を 捕り 「ハイ 邪慳に 乱暴 

に、 私が 此の 室へ 闖入す るの を 貴女 は 拒む 権利が 有り 

ます か、 お 浦さん、 貴女 は 実に 女の 身に 有る まじき 振 

舞い を 為し 他人に 非常の 損害 を 与えました、 今 は 其の 

損害 を 償い、 神妙に 謝罪の 意 を 表す 可き 時が 来たので 

す」 

お 浦 「ェ 損害と 仰 有る か、 謝罪と 仰 有る か、 私 こそ 


一 方なら ぬ 損害 を 受けた 女です」 怒る 様に は 云う けれ 

ど、 実際 怒る 丈の 勇気 はなく、 事の 全く 破れた を 知つ 

て、 絶望の 余り 空元気 を粧 うて 居る 事 は 其の 声の 恐 れ 

を 帯びて 震えて 居る にも 分って 居る、 余 「其の 様な 空々 

しい 偽り を 吐く 者で は 有りません、 損害 を 掛けた の は 

貴女で、 損害 を 受けた の は 外の 女 だと 云う 事 は 貴女 自 

ら 能く 知って 居る では 有りません か」 お 浦 は 悔しげ に 

余の 手 を 払い 退け 「貴方 は爾 うまで 私が 憎い のです か、 

爾 まで ァノ 女が 可愛い のです か」 と 打ち 叫んだ、 余 は 

厳重に 「憎い の 可愛い のと 云う 事 は 別問題です、 私 は 

愛憎に 拘らず 貴女 を 責める のです、 斯く 云えば 矢張り 


松 谷 秀子を 愛する 為に 私が 云う 様に お思いで しょうが、 

秀子を 愛する と 云う 事 は 過ぎ去 つ た 夢に なりました、 

此の 後 再び 秀 子の 顔 を 見る か 否か さえ 分りません」 

お 浦 は 驚いて 一歩 前に 進み出で 「ァァ 到頭 貴方 は 松 

谷秀 子の 汚らわしい 素性 を 看破りました か」 余 「看破 

リも 何も 致しません、 唯 松谷秀 子が 無実の罪 を 被、 長 

ぃ間濡 衣に 苦しんで 居た 不幸なる ィャ 清浄 潔白な 女 だ 

と 云う 事 を 知った のです、 夫 は 知り ましたれ ど、 秀子 

は 私の 者で はなく 全く 他人の 者に 成りました」 お 浦 「ェ 

他人の、 と は 弁護士 権 田 時 介 氏の 事でしょう」 余 「爾 

です、 秀子は 権 田 時 介の 妻と する 事に 定まりました」 


お 浦 は 何事 か 合点し 得ぬ 様に 暫し 余の 顔 を 見詰めて 

居た が、 忽ち ヮッと 泣き出した。 「ェ ェ、 欺され た、 欺 

された、 ァノ 悪人に、 彼奴め 復謦を させて 遣る の秀子 

を滅 して 遣る のと 云い、 初めから 人 を 欺き、 爾 して 今 

は 其の 復 謦 さえ も 出来ず して 終わる と は」 余 は 女の 涙 

に は 極めて 脆い 性分で ある、 お 浦の 様な 忌む 可く 憎む 

可き 女の 顔に もま こと 涙の 流れる を 見て は 甚く 叱リ附 

ける 勇気がない、 少し は 言葉 を 柔らげ て 「貴女 は 誰の 

事 を 其の 様に 云う のです、 彼奴め と は 誰 を 指します」 

お 浦 「彼奴め と は 彼奴め です よ、 彼の 悪人です よ、 私 

の 所 天です よ」 余 「ェ、 ェ 貴女 は 既に 所 天 を 持った の 


です か、 貴女 は 所 天が 有る のです か」 お 浦 「ハイ 彼奴 

が 私 を 欺いて 無理に 婚礼 させました、 御存じの 通り 私 

は 自分の 過ちの 為と は 云え 貴方に 捨てられ、 其の 腹 立 

たし さやら 絶望の 余りに 益々 深く 彼奴の 様な 悪人の 言 

葉 を 聴き、 彼奴が 貴方に 対して 充分 恨み を晴 させて 遣 

るの、 秀 子を滅 して 遣る のと 云う に ツイ 載せられて、 

ハイ 私 は 彼奴の 為に 道具に 使われまして、 今までと て 

も 気が 附 いて は 居ました が、 今 ほど 明らかに 彼奴の 憎 

さが 分った 事 は 有りません」 余 「だけれ ど 其の 彼奴と 

云う のが 誰の 事 か 未だ 私に は 分りません が」 お 浦 「ォ 

ャ 貴方に 分りません か、 彼奴と は 高 輪 田 長 三の 事です 


よ」 高 輪 田 長 三に 違いない と 余 は 勿論 推量して 居た、 

推量して は 居た けれど、 お 浦が 随意に 自分の 口から 言 

い 切る の を 聞こうと て 待って 居た の だ、 愈々 幽霊 塔に 

あった 此の頃の 幾 秘密 は、 彼 高 輪 田 長 三に 繋がって 居 

るに 違い はなく、 お 浦の 口から 分って 来る に 違い はな 


第 九十 八 回 危険な 問題 

幾 等 悪心のお 浦に もせよ、 高 輪 田 長 三の 妻に 成った 

と は 聊か 憐れむ 可き 堕落で ある、 余 は 思わず 嘆息 し て 


「貴女 は 罪な事、 邪魔な 事ば かり を 目ろ むから 此の様 

な 始末に 成った のです」 と 慰める のか 罵し るの か 自分 

にも 分らぬ 様な 言葉 を 吐いた。 

お 浦 は 此の 言葉に ヮッと 泣き伏した、 爾 して 泣き声 

と共に 叫んだ、 「道さん、 道さん」 斯う は 云った が 流石 

に 余 を 「道さん」 などと 幼名 を 以て 慣々 しく 呼ぶ のが 

気恥ずかしく 成った のか 「丸 部さん」 と 云い 直して 更 

に 「貴方 は 何にも 知らぬ から 其の 様に 私 をお 責め 成さ 

るので す、 聞いて 下さい、 何も彼も 云います から」 勿 

論 余 は 聞かねば 成らぬ、 全体お 浦が 何う して 幽霊 塔の 

書斎の 中で 紛失した か、 又 其の後お 浦の 死骸と して 堀 


の 中から 引き上げられた 女の 死骸が 何う してお 浦で な 

かった のか、 此の辺の こと は奇 中の 奇で、 お 浦 自身の 

説明 を 聞く 外 はない、 余 「ハイ 聞きましょう、 貴女 も 

有体に 云う 方が、 罪が 滅びます」 と は 云えお 浦 は 仲々 

話な どの 出来そう な 様で はない、 顔の 色 青 冷めて 全身 

が 震えて 居る、 余 は 此の様な 悪人に 手 を 触れる さえ 汚 

ら わしい 程に 思って 居れ ど、 此の まま 置いて は 何の様 

な 事に 成ろうと も 知れぬ 故、 先ず 助け起こし 長椅子へ 

息 ませようと 思い、 其の 手 を 取る とお 浦 は 溺れる 人の 

様に 余の 手に 獅嚙 み附 き、 身体の 重み を 余の 腕に 打ち 

掛けた、 余 は 彼の 書斎で お 浦が 紛失した 少し 前に、 丁 


度 此の様に 手に 鎚ら れ喃々 と 説かれた 時の 様 を 思い出 

した、 余り 好い気 持 はせ ぬから 成る丈 早く 此の 荷物 を 

長椅子へ 任せて 了った。 

けれど 猶 話し 得そう にも 見えぬ から、 葡萄酒で も 呑 

ませたら と 思い、 室 中 を 見廻しつつ 「浦 原さん 飲物で 

も 欲しく は 有りません か」 お 浦 は 人生の 恨み を 唯 此の 

一 刻に 引き 集めた 様に 呻き 「ハイ 毒薬なら ば 飲み ま 

しょう」 と 云った が、 更に 「イエ、 イエ、 私 は 生まれ 

附き 臆病です、 飲み 度く とも 毒薬な ど は 飲み 得ません、 

死ぬ る 苦痛が 恐ろしい、 死ねば 真暗に 成った 様な 気持 

がする だろうと 夫が 恐ろしい のです、 道さん、 ィャ丸 


部さん、 何にも 要らぬから、 話す 間 貴方の 手 を 握らせ 

て 置いて 下さい、 貴方と 私 は 幼な 友達で は 有りません 

か」 と 云い 半分 ほど 身 を 起こして 爾 して 聊か 声 を 確か 

にして 「私 は 本統に 過ち 許り 重ね ましたが、 其の 過ち 

は 総て 愛と 嫉妬から 出た のです よ、 云わば 貴方の 為で 

すよ」 

何から 出た にせよ 罪 は 罪、 悪事 は 悪事、 少しも 許す 

所 は 無い が、 併し 愛と 云い 嫉妬と 云い、 事実に は 違い 

ない、 此の 女が 小児の 頃から 何 かに 就けて 嫉妬の 深 

かった 事 は 余が 知り 過ぎる ほどに 知って 居る、 殊に 其 

の 嫉妬が 余が 為と 云われて は、 余の 身に も 幾分 か 責任 


の ある 様に 思われ、 余 は 言い訳の 如くに 「私の 為と て、 

私 は 貴女に 愛せられて 居るな どと 少しも 気が 附 かずに 

居た のです もの、 又 気の 附く害 も 有りません ヮ、 既に 

貴女から 爾 云った では 有りません か、 到底 私 を 愛する 

事が 出来ぬ から、 無理な 許婚 を 取り消して 分れよう、 

其の 方が お 互いに 清々 すると」 お 浦 「ハイ 爾は 云い ま 

した けれど 心の中 は爾 でな く、 唯 貴方と 松谷秀 子と が 

何だか 親しい 様に 見え、 夫が 気に障って 成りません か 

ら、 彼の 様に 云って 分れて 居れば 其のう ちに 貴方の 心 

が 此方へ 向く 事に 成る かと 思い 夫で 伊 国へ 行きました。 

帰って来て 貴方と 秀 子の 益々 親しい 様 を 聞き も視 もし 


た 時には 自分で 発狂す るかと 思いました、 ハイ 憎い 二 

人、 ィャ 貴方と 秀 子と を 取り殺して 遣り 度い と 思い ま 

した」 

幾 等 嫉妬の 為に もせよ 人間の 道 を 踏み迷う に 至 つ て 

は、 全く 一人前の 善心がない 者で、 善よりも 他の 念が 

強いの だから、 即ち 悪人で ある、 斥けねば 成らぬ 人間 

である。 それ は 兎も角も、 何しろ 余に 取って は 極めて 

迷惑な、 又 極めて 危険な 問題で あるから 余 は 之 を 聞き 

度くない、 余 「ィャ 浦 原さん 過ぎ去った 感情 はお 互い 

に 云わぬ 事と し、 事実 だけ を 伺いましょう」 冷淡 過ぎ 

るか は 知らぬ けれど、 余 は 明らかに 斯う 云い 切って、 


爾 して 自分の 掛けて 居る 椅子 を 少しば かりお 浦の 傍へ 

引き寄せ、 願いの 通り 握らせる 様に、 余の 手 だけ を 差 

し 延べて 遣った、 お 浦 は 幾分 か 力 を 得た 様子で 「ハイ 

感情 は 云う 丈 気分 を 損じます、 忘れましょう、 忘れ ま 

しょう、 爾 して 事実 だけ 申しましょう」 とて 余の 手 を 

取った、 云わば 頼みの綱に 鎚る 様な 風で ある。 

第 九十 九 回 今以て 大 疑問 

余 は 早く 合点の 行かぬ 廉々 から 聞き 度い と 思い 「全 

体 貴女が、 何う して 彼の 書斎で 消えて 了った か、 其が 


今以て 大 疑問と 為って 居ます が」 と 言い掛け るに、 お 

浦 は 「ィ イエ、 事の 初めから 順 を 追うて 申しましょう」 

と 断り、 さて 愈々 説き出した。 

「私と 根 西 夫人と 伊 国の 旅館で 初めて 高 輪 田 長 三に 逢 

いました。 其の 時 は 何者と も 知りませんで したが、 私 

が 幽霊 塔 の 話 をす ると、 彼 は 忽ち 自分が 其の 塔 の 今 ま 

での 持主で、 此の ほど 丸 部 朝 夫 氏へ 売り渡し たの だと 

云いました、 彼 は 私が 其の 丸 部の 養女 だと 知って から 

急に 私の 機嫌 を 取る 様に 成り ましたが、 私が 松 谷秀子 

の 身の上 を 知る に 屈強の 人に 逢った と 思い、 充分 懇意 

に 致しました、 爾 して 或る時 秀 子の 事 を 話し、 多分 古 


山お 酉と 云う 女中で 其のの ち 米国へ 行った のが、 金で 

も 儲けて 令嬢に 化けて 此の 国へ 帰った の だと 思う が、 

何う だろうと 問います と、 彼は秀 子の 様子の 容貌な ど 

を 詳しく 聞き、 ィャ夫 はお 酉と は 違う 様 だ、 若し や 其 

の 女の 左の 手に、 異 つた 所 はない かと 問い返しました、 

左の 手 は斯々 で 異様な 手袋に 隠して 居る と 云いました 

所、 彼 は 顔色 を 変えて 驚き、 頓て、 事に 由る と 養母 殺 

しの 輪 田 夏 子が、 何う か 云う 次第で 生き返り 姿 を 変じ 

て 現われた のか も 知れぬ と 云いました。 

「其のう ちに 彼 は 私が 深く 秀子を 恨んで 居る 事 を 見て 

取り、 果て は 自分の 妻た る 事 を 承諾 さえ すれば 共々 に 


力 を 合わせて 其の 秀 子の 化けの皮を剥ぎ、 何の様な 目 

にで も 逢わせて 遣る と 云いました、 勿論 私 は 彼の 妻な 

どに 成る 気 は 有りません けれど 一 時の 手段と 心得、 夫 

は 随分 妻に 成らぬ 事 もない が 兎も角も 貴方の 手際 を 見 

ねばと て 成る だけ 彼 を 釣る 様に 答え 一 緒に 此の 国へ 

帰って来 たの は 貴方が 御覧な さった 通りです。 

「彼 は 唯一 目秀 子の 顔 を 見さえ すれば 直ぐに 輪 田 夏 子 

と 云う 事 を 看破す ると 云い、 其の 積り で 幽霊 塔 の 夜会 

へ 出ました が、 愈々 秀 子に 逢って 見る と 彼 は 気 を 失う 

ほど 驚きました、 何う でも 輪 田 夏 子に 違いない 様に も 

見える けれど、 能く 見れば 又 何う しても 夏 子で はない 


様に 思われる、 此の様な 不思議な 事 はない、 此の上 は 

左の 手の 手袋 を 奪い 其の 下に 何 を 隠して 居る か を 見る 

一方で、 之 を さえ 見れば 確かな 所 を 断言す る 事 は 出来 

ると 云いました。 

「之より 私 は唯秀 子の 手袋 を 奪う のと、 貴方に 逢って 

能く 自分の 心の中 を 打ち明ける こと を 目的と し 其の 機 

をのみ 待って 居る うち、 貴方の 仰 有る 私の 紛失の 日が 

来たので す。 

「ァノ 日 私 は 多分 貴方 か 又は 秀子 かが 読書の 為に 来る 

だろうと 思い、 独り 書斎へ 忍び込んで 居ります と、 兼 

ねて 長 三 は 私が 貴方に 心 を 寄せて 居る 事 を 疑い、 嫉妬 


の 様な 心 を 以て 窃に 見張って 居る と 見え、 窓の 外へ 来 

て、 恨む 様な 言葉 を 吐きました、 若し 彼 様な 所 を 貴方 

にで も秀 子に でも 見られて は 何事 も 面白く 行かぬ と 思 

い 私 は 長 三に 其の 旨 を 説き、 ャッと 彼 を 追っ払い まし 

た、 彼が 立ち去る と 引き 違えて 貴方が 一 方の 戸の 所 か 

ら這 入って 来ました。 

「其の後の 事 は 申さず とも 御存じの 通りです。 夫から 

私 は 貴方の 言葉に 失望して、 庭の 方へ 立ち去る と 松 谷 

秀 子に 逢いました から、 寧ろ 此の 女 を 貴方の 前へ 連れ 

て 行って、 無理に でも 左の 手袋 を 取らせる が 近道 かと 

思い、 話が 有る からと 云って 誘い、 引き連れて 再び 書 


斎へ 行って 見ます と最ぅ 貴方 は 居ない のです、 居ない 

ので はなく、 後で 分り ましたが 大 怪我 をして 声 も 立た 

ぬ ほどの 有様と なって 本箱の 蔭に 倒れ、 私と 秀 子との 

問答 を 聞いて おいでな さった のです。 

「最ぅ 序でです から 何も彼も 申して 置きます が 貴方の 

怪我 も 長 三の 仕業です、 彼 は 私に 追い払われて 一 旦窓 

から 立ち去りました けれど、 立ち去つ たと 見せて 又 引 

き 返し、 ァノ 室の 仕組 は 誰よりも 能く 知って 居る 者で 

すから、 壁の 間に 秘密の 道が 有る と 知り 其 所へ 潜り込 

んで爾 して 様子 を 窺って 居た 相です、 窺って 居る と 私 

が 貴方に 向かい ァノ 通りの 事 を 云いました から、 彼 は 


貴方が 世に 有る 間 は 到底 も 私 を 自分の 妻に する 事 は 出 

来ぬ と 思いました か、 自分で は 嫉妬の 一念に 目が 眩ん 

だと 云います が 私の 立ち去った 後、 貴方が 壁の 傍へ 来 

て、 丁度 長 三の 居る 所へ 背 を 向けて 立った の を 幸い、 

ソッと 秘密の 戸 を 開き 貴方 を剌 したの だと 申す 事で 

す」 

長 三が 其の 様な 事 をす る は 余に 取って 左まで 意外な 

事で はない、 けれど 余 は 今が今まで 確かに 彼と は 思い 

得ず、 又 壁の 間な どに 秘密 の 戸 や 秘密の 道な どが 有る 

事 も 知らねば、 到底 説き明かす 事の 出来ぬ 不可思議の 

事件 だと 思って 居た、 是で 見る とお 浦の 口から 未だ 何 


の 様な 意外の 事件が 説明せられ るか も 知れぬ。 

第 百 回 成功の 種 

勿論 幽霊 塔 は、 奇妙な 建築で、 秘密の 場所の み 多い 

けれど、 彼の 書斎の 壁の 背後に 人の 隠れる 様な 所の 有 

る は 知らなん だ、 探偵 森 主 水 さえ 看破る 事が 出来なん 

だ、 此の 向きで は猶 何の様な 不思議の 事 を 聞く かも 知 

しずしず 

れ ぬと、 余が 耳 を 傾く る と共にお 浦 は徐々 語リ 続けた _ 

「貴方が 怪我して、 ィャ剌 されて 本箱の 蔭に 仆れて 居 

ようと は 私 も 秀子も 其の 時 は 未だ 知りません から、 誰 


も 聞く 人 はない と 思い、 云い 度い 儘 を 云い、 争い 度い 

儘に 争った 事 は 定めし 御存じでしょう、 爾 して 争い は 

私の 勝と 為り 終に 秀 子の 左の 手袋 を 奪い取り 其の 下 を 

見ました が、 全くお 紺 婆に 嚙み附 かれた 歯の 痕が 三日 

月形に 残って 居て、 確かに 輪 田 夏 子 だと 分りました、 

夏 子 は 痛く 驚き 怒って、 此の 秘密 を 他言せ ぬ 様に 堅く 

誓い を 立てねば 此の 室 を 出さぬな ど 云い、 甚ぃ 剣幕で 

私へ 迫りました。 私 は 之が 養母 をまで 殺し、 牢 から 脱 

け 出て 来た 女 かと 思えば、 唯の 一刻 も 差し向かいで 居 

るの が 恐ろしく なり、 何う かして 室の 鍵 を 奪い、 戸 を 

開いて 逃げ出し 度い と 思い、 再び 争い を 始めました、 


今度 は 口 だけの 争いで はなく、 身体と 身体との 争いで 

す、 私 は 鍵 を 取ろうと する、 向こう は 取られまい とす 

る、 組ん づ 解れつ 闘います うち 私 は 滑らかな 床に 足 を 

ヒら せ、 自分で 樘と 倒れました、 此の 時 次の 室の 片隅 

から 苦痛に 耐えぬ 声が 聞こえました。 

「是は 貴方の 声でした が 二人 はそうと は 知らず、 さて 

聞いて 居る 人が 有った のかと 一 方なら ず 驚きました、 

けれど 何方 かと 云えば 秀 子の 方が 私よりも 深く 驚いた 

のです、 私 は 人に 聞かれた とて 大した 迷惑 は 有り ませ 

ん のに、 秀子は 誰に でも 聞かれて は 全く 身分 を 支える 

事が 出来なくなります、 夫 ゆえ 秀子は 声 を 聞いて 其の 


方へ 馳 せて 行き ましたが、 其の あとで 私の 紛失と 云う 

奇妙な 事が 出来た のです。 

「お 浦の 紛失と か 浦 原 嬢の 消滅と か 云って 非常に 世間 

が 怪しんだ 相です が、 爾 まで 怪しむ にも 及びません、 

私が 床に 仆れて 起き 上ろうと して 居る と、 横手の 方 か 

ら又 異様な 物音が、 最と 微かに 聞こえました、 振り向 

いて 見る と、 今まで 戸 も 何もなかった 壁の 一方に、 签 

を 開けた 様に 戸が 明いて 居て、 爾 して、 其の 所から 高 

輪 田 長 三が 顔 を 出して 居る のです、 私 は 何う して 此の 

戸 を 脱け 出そうかと 苦心して 居る 時 ゆえ 此の様 を 見て 

嬉しく 思いました、 長 三 は 総て 様子 を 聞いて 居た と 見 


え、 唇へ 指 を 当てて 私 を 招く のです、 其の 心 は 声 を 立 

てずに 密に茲 まで 来い と 云う のです、 其の 通りに 私 は 

ソッと 立って 其 所へ 行き ましたが 長 三 は 壁の 間の 暗い 

所へ 私 を 引き入れ、 何の 音 もせずに 其の 戸 をし めて 了 

い、 爾 して 云いました、 此の様な 秘密の 道の 有る 事 は 

自分の 外に 知る 者がない の だから 是 切り 姿 を 隠して 了 

えば 充分 秀子を I 君め られ ると。 

「私 は、 唯 秀子を 窘める と 云う 言葉が 嬉しく、 何分 宜 

しく 頼みます と 答えました 所、 長 三 は 私の 手 を 引き 壁 

の 間から 床の 下へ 降り、 爾 して 穴 倉の 様な 所へ 私 を 入 

れて 置いて、 後 ほど 迎えに 来る から 夫まで 静かに 茲に 


居ろ と 云い、 其の 身 は 直ぐに 立ち去りました、 私 は 何 

処を 何う すれば 外へ 出られる か 少しも 案内 を知リ ませ 

ん から 唯 長 三の 言葉に 従い 彼の 迎えに 来る の を 待って 

居る 外はなかった のです。 

「夜に 入って 後、 彼 は 迎えに 参りました、 此の 時 は 忍 

び 提灯 を 持って 居ました から 分り ましたが、 彼 は 一方 

の 手に、 書斎に 在った 卓子 掛け を 持って 居る のです、 

兼ねて 私 も 見覚えの 有る 印度の 織物です から、 何ん の 

だまつ 

為に 其 を 持って来 たと 問いましたら、 無言て 見て お出 

でなさい、 これが 成功の 種に 成る のです と 答えました、 

此の 時 は 合点が行きませんでした けれど、 後で 分り ま 


したが、 堀の 中へ 或る 女の 死骸 を 投げ込ん だとき、 其 

の 卓子 掛けに 包みました」 

余は是 まで 聞いて 殆ど 恐ろしい 想いが した、 堀から 

出た 彼の 死骸 も 高 輪 田 長 三の 仕業で 有った のか、 彼の 

悪事 は 何れ ほど 底が 深い かも 知れぬ けれど、 恐ろし さ 

ょリ 先に 立つ は 不審の 一念 だ、 彼の 死骸が 何者で ある 

か は 今以て 解釈の 出来ぬ 問題で、 森 主 水 は 其の 時、 死 

骸に 首の 無いだ け 却って 手掛かりが 得 易い と 云い、 又 

其の 首 は 倫敦で 尋ねれば などと 云った が、 果たして 倫 

敦で 充分の 手掛かり を 得た ので あるか、 未だ 其の 辺の 

事情 を 聞かぬ けれど、 兎に角 も 其の 怪し さは 今猶 昨の 


如しで ある、 之が 今茲 でお 浦の 口から 分る かと 思えば 

殆ど 後 の 言葉が 待ち遠しく 思われ 「シタ が 彼の 時の 女 

の 死骸 は 全体 何者でした か」 と 余 は 問い掛けた。 

第 百 一 回 本統の 悪魔 

「彼の 時の 女の 死骸 は 全体 何者でした か」 と 余の 問う 

言葉に、 お 浦 「彼 は 高 輪 田が 倫敦 から 得た のです」 倫 

敦 から 得た と 云えば、 何う やら 森 主 水の 其の 時の 言葉 

が 全く 無根で もな さそう だ、 余 「ェ 倫敦 から」 お 浦 「ハ 

ィ 能く は 知りません けれど、 何でも 解剖 院の 助手に 賄 


賂を 遣り、 ァノ 様な 死骸 を 買って 来たので す」 開いた 

口が 塞がらぬ と は 此の 事だろう、 解剖 院 から 窃に 死骸 

を 買 い 取るな ど は 何 所 ま で 悪智恵 の 逞し い 男だろう。 

お 浦 「私の 見た 時 は、 既に 首がなかった のです、 多 

分 首 は 倫敦で 其の 助手に 切り捨てさせ、 外の 死骸と 共 

に 焼く か 何 か 仕た のでしょう、 夫 だから 彼の 死骸が 何 

所の 何者 だと 云う 事 は 分りません、 何 所 かの 貧民 病院 

で 何 かの 病気で 死んだ 女だろう と 思われます」 余 「貴 

女が 其の 様な 恐ろしい 目ろ みに 賛成した と は 驚き まし 

た」 口に 斯くは 云う 者のお 浦の 今までの 挙動 を 考えて 

見れば、 実は 驚く にも 足らぬ の だ、 曾て は 秀子を 虎の 


居る 室に 誘い 入れ、 其の 生命 を 奪おうと まで 仕た では 

ないか、 人殺し を さえ 目ろ む 女が、 何事に 躊躇す る 者 

か、 お 浦 「私 も 余り 恐ろしい 事と 思い、 少し は 争い ま 

した けれど、 是を せねば 秀 子に 恨み を 返す 事が 出来ぬ 

と 云われ、 ツイ 其の 言葉に 従う 気になり、 自分の 指環 

や 着物 杯 を 与えました、 高 輪 田 は 其の 指環 や 着物 を以 

て 死骸 を 私と 見擬ぅ 様に し、 彼の 印度の 織物に 包んで 

堀の 中へ 投じました」 余 「此の様な 悪事に 賛成す る ほ 

ど秀 子が 憎い と は 貴女 も 能く 能くの 因果です、 秀 子の 

命 を 奪わねば 到底 満足が 出来ぬ と 見えます ネ」 お 浦 「で 

も 秀子は 当然 此の世に 住む 権利の ない 人間で は 有り ま 


せんか、 之 を 殺す の は 唯の 人 を 殺す と は 違い 天罰 を 補 

うの だと 高 輪 田が 云いました、 私 も 成る ほどと 思い ま 

した けれど 今では 後悔し ます、 ハイ 後悔に 堪えねば こ 

そ 此の 通り 何も彼も 打ち明けて 貴方へ 申す のです」 

是 だけ は噓ら しくない、 余 ほどの 後悔に 責めら るる 

に 非ず ば 仲々 斯うまで 打ち明ける 事 はせ ぬ、 余 「後悔 

が 遅 過ぎました ネ」 お 浦 「本 統に遅 過ぎました、 其の 

後と 云う 者 は犇々 天罰が 自分の 身へ 落ちて 来る のかと 

思われました、 ァノ 死骸が 頓て 堀から 引き出され、 貴 

方の 証言で 浦 原お 浦の 死骸で はない と 分って、 全く 高 

輪 田の 計略が 外れた と 知れた 時 は、 私 は 世界の果てへ 


でも 逃げて 行き度い 程に 思い、 高 輪 田に 其の 心 を 伝え 

ました けれど、 彼は猶 慰めて、 まだ 様々 の 工夫が 有る 

の だから、 気長く 仕 揚げまで 見て 居ろ と 云い、 爾 して 

一方で は 私へ 婚礼 を 迫りました、 初めの 中なら 無論 断 

りました けれど、 斯うまで 彼と 共に 悪事へ 深入り をし 

て は最ぅ 断る 事 は 出来ません、 殊に 彼 は 二言目に は 私 

を嚇 かし、 妻に ならず ば 此の 家へ 隠れて 居る 事 を 世間 

へ 知らせる の、 又は 自分へ 鎚 つて 居ねば 再び 世間へ 顔 

を 出す 時 は 来ぬ のと 様々 の 事 を 云います から、 到頭 彼 

の 言葉に 従い 彼と 婚礼す る 事に なりました」 

余 「ェ、 此の様に 隠れて 居て、 能く 婚礼が 出来 まし 


たネ」 お 浦 「ハイ 夫 は 高 輪 田が 巧みに 計らいました、 

彼 は 私の 姿 を 変えさせ、 引き連れて 夜汽車に 乗り、 此 

の 隣り の 州へ 行き、 矢張り 之 も 賄賂の 力で 貧しい 寺の 

和尚 を 説き、 婚礼の 式 を 挙げさせ、 爾 して 翌々 日の 晚 

に 此の 土地へ 帰って来ました」 余 「其の 様に 式まで 行 

うた 夫婦なら 生涯 彼の 愛 を 頼みと する 外 は 有ります ま 

い」 

お 浦 は 益々 恨めしげ に 「ェ、 ェ、 彼の 愛、 彼に 愛の 

心な どが 有ります もの か、 彼の 目的 は 唯 私 を 元の通り 

丸 部の 養女に して 爾 して 叔父の 財産 を 手に入れる のみ 

に 在る のです、 彼 は 叔父さんが 秀 子の 為に 遺言状 を 作 


らぬ 先に 事 を 運ばねば 了け ぬから 夫で 当分 は 丸 部 家へ 

入り込んで 居ねば 成らぬ と 云い、 私の 許へ は 帰っても 

来ぬ ほどです、 私 は 一 人 此の 室に 居て 彼の 心 を 考え、 

次第に 恐ろしく なりまして、 今では 何う したら 宜 かろ 

うと 唯 途方に 暮れて 居る のです」 

余は是 だけ 聞いて 殆ど 目の 醒めた 想いが した、 今 ま 

で 高 輪 田 長 三 を 何となく 怪しい 奴と は 睨んで 居た が斯 

うまでの 悪人と は 思わなん だ、 是で 見る と 過る 頃から 

幽霊 塔に 引き続 いた 不思議の 数々 は 悉く 彼の 仕業で あ 

る、 余の 怪我 も 彼、 お 浦の 紛失 も 彼、 怪しの 死骸 も 彼、 

シテ 見れば 叔父 を 毒害す る 者 も 彼に 違いない、 爾だ彼 


は 叔父 を 殺して 其の 疑い を秀 子に 掛けさえ すれば、 丸 

部 家の 財産 は、 少く とも 半分までお 浦の 物に 成る と 信 

じて 居る、 夫が 為に 幽霊 塔へ 詰め切って 居る ので ある、 

きわど 

夫が 為に 此の際 疾ぃ 場合に 於て お 浦 を 自分の 妻に した 

ので ある、 猶 此の上に 叔父が 秀 子の 為に 先頃 作った 遺 

言 状まで 盗んで 揉み消して 了う 積り で 居る に違いない、 

是 ほどの 悪事 を 今まで 察し 得なん だと は 我な が ら 愚 の 

至リ である。 

是で 見る と 彼 は 生得の 大 悪人 だ、 人間の 皮 を 着た 本 

統の 悪魔で ある、 幽霊 塔へ 来ぬ 以前 とても 定めし 悪事 

のみ を 為して 世 を 渡って 居た 者に 違いない と、 余 は 知 


らず 知らず 以前の 事まで 遡って 考える に 連れ、 又 大変 

な 事 を 暁り 得た、 今の 秀子、 即ち 其の 頃の 夏 子が 殺し 

たと 為って 居る お 組 婆の 殺害者 も 若し や 彼で は 有る ま 

いか、 叔父 を 毒害して 其の 疑い を秀 子に 被せよう とす 

る 今の所 行と、 養母 を 殺して 其の 罪 を 夏 子に 着せた 其 

の 時の 行いと 何の 相違が 有る、 正しく 同じ 人の 心に 出 

て、 同じ 人の 手に 成った、 同一 の 事柄で ある、 爾だ、 

愈々 爾だ、 昨夜 権 田 時 介 も 現に 本統の 罪人 は 此の 人 だ 

と 指示す 事が 出来る と 云った、 其の 本統の 罪人が 此の 

高 輪 田 長 三で なくば、 何う して 此の 人と 指示す 事が 出 

来よう、 ェェ 知らなん だ、 知らなん だ。 
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お 紺 婆 を 殺した のが 果たして 高 輪 田 長 三 だと 云う 事 

は、 別に 証拠の 有る 訳で はない、 けれど 余 はそう 感ず 

る、 只 感ずる 丈で は 何の 当てに も 成らぬ と は 云え、 宛 

も 磁石が 北の方 を 感ずる 様に、 天然 自然に 感ずる ので、 

之に 間違いが 有ろうと は 思われぬ。 

何故 此の 感じが 最 つと 以前に 起こらなん だで 有ろう、 

せめ 

切て 今一 日 早かった なら、 秀子を 権 田 時 介に 救わせず 

して 自分で 救う 事の 出来た 者 を、 縦し や 救い 得ぬ 迄 も 


権 田 時 介に 彼 様 迄 は 譲歩せ ずに 済んだ 者 を、 今と 為つ 

て は 如何と も 仕方がない。 

余 は 之 を 思う と、 何が なしに 只 悔しく 只 腹立たしい、 

殆ど 誰れ 彼れ の 容赦 もない ほどの 見 幕で、 お 浦に 向 

かっても 最と 邪慳に 「お 浦さん、 貴女 は 実に 大変な 者 

を 良人と しました、 貴女 は 未だ 高 輪 田 長 三の 悪事 を 十 

分の 一 を も 知らぬ のです、 彼が 秀子を 傷つけ る 為に、 

堀へ 死骸 を 投げ込んだ 位な 事 は 極々 罪が 軽い のです、 

彼 は 過日 来、 私の 叔父 を 毒害し ようと 仕て 居ます、 幽 

霊 塔へ 入り込んで 帰らぬ の は 夫が 為です、 それに 又 八 

年 以前にお 紺 婆 を 殺した の も 彼の 所為です、 彼 は 通例 


の 悪人と 違い 恐 ろ しく 悪智 悪才に 長け て 居て、 自分が 

悪事 を 為す に は 必ず 他人 へ 其の 疑いの 掛かる 様に 仕組 

んで 置いて 其の上で なすので す、 叔父 を 毒害す るに も 

其の 疑いが 秀 子へ 掛かる 様に 仕組んで 置きました、 お 

紺 婆 を 殺した 時 も 矢張り 其の 伝です、 輪 田 夏 子へ 一 切 

の 疑い を 掛けて 了い、 爾 して 自分 は 何事もなく 助かつ 

たのです」 お 浦 は 打ち 叫んだ 「ェ ェ、 お 紺 婆 を 殺した 

のが 彼の 仕業、 爾 して 叔父さん をまで 毒害し ようと、 

本統に 其の 様な 悪人です か、 爾 して 私が 其の 悪人の 妻 

に 成った と は」 

お 浦 自ら 長 三に 劣らぬ 悪人な りと は 云え 流石、 女 だ 


け、 気の 弱い 所が 有って、 男 ほどに は 行かぬ と 見え、 

此の 語 を 発した まま 気絶して、 長椅子の 上へ 反 返った。 

余 は 何が何でもお 浦に は 構って 居られぬ、 是 だけの 

事が 分った に 就いては 益々 早く 秀子を 尋ね 出さねば な 

らぬ。 

ィャ、 待てよ、 秀子を 尋ね 出した 所で、 猶権田 時 介 

との 約束に 縛られて 居る の だから、 少しも 慰めの 言葉 

を 発する 事 は 出来ず、 飽く迄も 秀子を 汚らわしい 罪人 

と 信じて 居る 様に 見せ掛けて 居ねば ならぬ、 お 紺 婆 を 

殺した 下手人が 分つ たの、 叔父に 毒薬 を 与えた 本人が 

知れた のと は曖 にも 出されぬ 訳 だ、 何たる 辛い 場合 


だろう、 併し 夫に しても 秀子を 探し出さぬ 訳に は 行か 

ぬ、 探し出して 何とかせ ぬ 訳に は 行かぬ。 

幸い 其の うちにお 浦 は 人心地に 復 つた、 此の上 は捨 

て 置いても 自分で 回復す るだろう、 余 は 斯う 見て取つ 

たから 「今 誰か 介抱す る 者 を 寄越します」 と 言い捨て 

て 此の 室 を 出で、 此の 家の 女主 を 呼び、 一 応 介抱の 事 

を 言い 附 けて 戸 表へ 出た、 何う した か 知らぬ けれど 庭 

木に 繋いで 置いた 余の 馬が 見えぬ、 併し 馬に も 構って 

居る 場合で ない、 其の まま 外へ 出て 了った が、 向こう 

の 方から 慌ただしく 余の 馬 を 引いて 来る は 例の 小僧 だ、 

ぞんざい 

彼 手柄顔に 「旦那が 疎漏に お繋ぎ 成さった 者 だから、 


放れて 飛び出し ましたの を 私が 追い掛けて ャッと 此の 

通り 捕えて 来ました」 何 を 云う の だ 自分で 繫ぎを 解い 

て 乗り 廻した に違いない、 爾 して 例の 通り 褒美の 欲し 

さに 此の様な 事 を 云う の だと、 余 は 深く 疑が つた けれ 

ど、 其の ま ま 小 銀貨 を 投げ与え て 其の 馬 を 受け取った、 

彼は猶 余の 顔 を 差し 窺き 「最 ぅ是 だけ 下されば、 旦那 

が 知り 度い と 思って 居る 大変な 事 を 知らせて 上げます 

けれど」 余は秀 子の 身に 就き 少しの 手掛かり でも 得た 

いと 思う 場合 ゆえ 「大変な 事と は 何 だ」 小僧 「貴方の 

尋ねて 居る 美人の 事です、 ァノ 日影 色の 着物 を 被た」 

余 「己が 其の 美人 を 尋ねて 居るな どと 何う して 知れた」 


小僧 「今 此の 馬に 乗って 停車場まで、 ィャ 此の 馬 を 追 

い 掛けて 停車場まで 行き、 馬車の 御者から 聞きました」 

余 「シ テ汝が 何の様な 事 を 知って 居る」 小僧 「確かに 

銀貨 二 個 ほどの 価値の 有る 事 を 知って 居ます」 余 は 又 

銀貨 を 出して 与えた、 小僧 「では 言います が、 ァノ美 

人が 今朝 早く 此の 家へ 来ました よ」 余 「此の 家へ 来て 

夫から」 小僧 「婆さんに 逢って、 大変な 品物 を 小瓶へ 

一 杯、 買って 行きました」 「大変な 品物と は」 小僧 「婆 

さんが 容易に 人に 売り渡さぬ 品物です、 巡査に も 分ら 

ぬ 様に して 折々 内所で 売る 品です」 余 「毒薬 か」 小僧 


真に 秀 子が 毒薬 を 買 つ たと すれば 今度 - J そ は 自分で 

呑む 積り に違いない、 自殺な どす る 女で ない と 確かに 

権 田が 言い切った けれど、 夫 は 時と 場合に 由る 事、 秀 

えんざい 

子の 様に、 其の 身の 寃罪を 解こうと する 大密旨 を 持つ 

て 居る 女が、 其 の 密旨 の 到底 遂げ るに 由な きのみ か 又 

更に 別に 寃罪を 受けん として 之 を 逃れる 道 もな きを 見 

て は、 決して 自殺せ ぬと 限らぬ、 余が 自ら 秀 子の 位置 

に 立った として 考えても 殆ど 自殺の 外に 道がない、 秀 

子 は 其の 毒薬 を 持って 何 所へ 行った か 知らぬ けれど、 

兎に角 も 早く 捜し出して 自殺 だけ は 妨げて 遣らねば な 

らぬ、 と 云う 中に 早 や 日 は 正午 を 過ぎた、 既に 自殺し 


た 後 かも 知れぬ、 余 「シテ 夫 は 何時頃で 有った」 小僧 

「今朝 私が 起きた 許りの 時です から、 今より 六 時間 も 

以前です」 余 「夫から 其の 美人が 何方へ 行つ たかを 知つ 

て 居る か」 

小僧 「知って 居ます とも 落ち着く 先まで 私 は 見届け 

ましたが、 之 は 確かに 銀貨 三 個の 価が 有り 相です」 
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斯うな つ て は 小僧の 請う が 儘に 賃銀 を 与えて 秀 子の 

行く先 を 問い詰める 外 は 無い、 余 は 巾着から 五六 個 を 


攫み 出して 彼に 与え 「シテ 其の 美人 は 何処へ 行った」 

小僧 「人に 見られて は 成らぬ と 思った か 大道へ は 出ず 

に茲 から 直ぐに 裏 路へ這 入りました」 余 「裏路 へ 入つ 

て それから」 小僧 「夫から ハイ 塔の 方へ 行きました」 

余 「幽霊 塔の 方へ か」 小僧 「ハイ」 余 「爾 して 其の後 

は 知らぬ のか」 小僧 「ィ イエ、 若し 大道へ 出たならば 

私 は 気に も 留めぬ 所でした が 裏路へ 曲がった 丈に 何 所 

へ 行く のだろう と 見届ける 気に 成りました、 コレ は此 

の 家の 婆さんが 常に 私に 言 ぃ附 ける のです、 隠れ も 何 

もせぬ 人 は 見届ける に 及ばぬ けれど、 隠れよう とする 

人 は 必ず 見届ける 様に せよ、 金儲けの 種になる からと、 


イイ ェ本統 です よ、 夫 だから 私 は 見え隠れに 其の後 を 

尾け て 行きました、 所が 幽霊 塔の 裏庭へ 這 入り、 堀端 

に 在る 輪 田 夏 子の 墓の 前へ 蹐み、 二十 分 ほど 泣いて 

居ました、 爾 して 堀に 向かった 方の 窓 を 開き 其の 中へ 

這 入って 了い ました、 何でも 玄関から では 人に 見られ 

るから、 誰に も 知らさぬ 様に、 故々 窓から 這 入った の 

です よ」 

愈々 怪しむ 可き 次第で ある、 自分の 家へ 帰る のに 裏 

の 窓から 忍ぶ 様に して 這 入る と は 決し て 唯 事で はない、 

而 かも 毒薬 を 買って 提 えて 居た とすれば、 益々 余の 

想像の 通り 人知れずに 自殺す る 為と 云う 事が 事実ら し 


く 成って 来る、 最早 此の上 を 聞く に は 及ばぬ、 早く 幽 

霊 塔へ 馳せ 返って 様子 を 見る 一 方 だ、 と は 云え 其の 事 

は 既に 五 時間 余、 六 時間 ほど も 前と すれば、 或いは 早 

や 自殺 をした 後 かも 知らぬ、 余は遽 しく 馬の 手綱 を受 

け 取り、 之に 乗ろうと する に、 小僧 「是が 話のお 仕舞 

いで は 有りません、 私 は 未だ 此の 後 を 見た のです」 余 

は 又も 銀貨 を 与えて 「知つ て 居る だけ 早く 云 つて 了え」 

小僧 「ハイ 私 は 何う も 変 だと 思いました ゆえ、 先刻 も 

外へ 出た 帰りに 故々 幽霊 塔の 方へ 廻り、 暫く 中の 様子 

を 見て 居ました 所、 妙な 所の 窓から ァノ 方が 顔 を 出し 

ました」 余 「何処の 窓から」 小僧 「ァ ノ大 時計の 直ぐ 


に 下に 在る 室の 窓です」 さて は 余の 室で ある、 或いは 

余の 室で 自殺した ので は 有るまい か、 余 「それ 切り か」 

小僧 「ハイ 一 寸と顔 を 出して 直ぐに 引っ込めました、 

其の後で 暫く 見て 居ました けれど 再び は 出しませんで 

した」 余 「それ は 何時頃の 事で 有った」 小僧 「貴方が 

此の 家へ 来て 後です から、 今より 一 時間 ほど 前にな り 

ます」 

一 時間 前に 生きて 居た とすれば 今 も 未だ 自害 はせ ぬ 

かも 知れぬ、 或いは 余の 室で 書き置き でも 認めて 居る 

だろう か、 最早 此の上 を 聞く 必要 は 無い、 余 は 直ちに 

馬に 飛び乗り、 殆ど 弾丸の 早 さ を 以て 幽霊 塔に 帰った、 


聊か 思う 仔細が あるから、 塔の 室 へ 上る 前に 先ず 下僕 

に 向かい 「高 輪 田 長 三 は 何う した」 と 聞いた、 下僕 「ァ 

ノ方は 先日から 心臓病が 起こった とて 御 自分の 室に 寝 

て 居ます」 余 「彼 は 今朝 己が 此の 家へ 帰った 事 を 知つ 

て 居る だろう か」 下僕 「ィャ 知って 居る 害 は 有り ませ 

ん」 余 「知らねば 夫で 宜 いから、 決して 知らさぬ 様に 

して 置け」 

心臓病で 寝て 居るなら 猶 当分 は 此の 家に 居る だろう、 

何しろ 彼の 身が 今 は 万事の 中心と 為って 居る 有様 ゆえ、 

取り逃がさぬ ェ風 をせ ねばならぬ、 彼 未だ 余が 彼の 罪 

悪 を 看破した 事に 気が 附 かぬ 故、 猶も 此の 家に 踏み 


留 つて 悪事 を 続ける 積り に 違い無い、 逃げ去る 恐れ は 

ぱんぱん 

万々 ない けれど、 余の 帰った 事 を 知らざる に 如く は 無 

いと、 余 は 此の様な 考えで、 下僕に 前の 通り 差し 図し 

たが、 彼が 余の 帰った と 知らぬ 為に 又 恐ろしい 一場の 

悲劇 を 演じ 出そうと は 神なら ぬ 余の 思い 得ぬ 所で あつ 

た。 

余 は 其の 足で 直ぐに 塔の 上の 余の 室 へ 上って 行った、 

兹に秀 子が 居る か 知らん と 思った は 空頼みで、 秀子は 

影 も 形 も 無い、 けれど 小僧の 云った 通り 茲に 居た の は 

確かで ある、 余の 机に 倚りて 何 か 書き 認めた 者と 見え、 

筆の 先が 新たな 墨色 を 帯びて 居る、 爾 して 一方に は 絹 


の 手 巾が 有る、 秀 子の 常に 用うる 香水の 匂いで 秀 子の 

品と 分る、 取り上げて 見れば 是も猶 湿った 儘で あるが、 

此の 湿り は 何であろう、 問う まで も 無く 涙で ある。 泣 

きながら 何事 を か 書いた とすれば、 愈々 書き置き らし 

く 思われる が、 其の 書き置き は 何 所へ 置いた で 有ろう 

と、 余 は 余 ほど 捜した けれど 見当らぬ。 捜し 盡 くして 

再び 卓子の 所へ 返る と 卓子の 片端に 大きな 一 冊の 本が 

表紙 だけ 開いて ある、 見れば 余が 初めて 叔父と 共に 此 

の 塔へ 来た 時に 此の 室で 見出した 祖先伝来の 彼の 聖書 

で、 其の 表紙の 裏に 在る 咒 文が 出て 居る 「明珠 百斛、 

王錫嘉 福、 妖究偸 奪、 夜 水 竜哭」 云々 の 文句 は 余が 今 


も猶 記憶して 居る 通りで 有る、 特に 此の 咒語を 茲へ開 

いて 於て あるの は、 何 かの 謎で、 秀 子が 余に 悟らせん 

との 為で 有るまい かと 此の様に 思う に 連れ 益々 気遣わ 

しい、 若し ゃ秀子 は、 此の 家の 先祖が 落ち込んで 再び 

出る 事の 出来ず して 其の 死骸 さえ 現われぬ と 云う 此の 

幽霊 塔の 底へ 身 を 投げた では あるまい か、 其の 知らせ 

に 此の g 几 語 を 開いた では 有るまい か。 

第 百 四 回 目に 留る 一 物 

此の 幽霊 塔 を 建てた 当人 さえ、 一 たび 落ち込ん では 


終に 出る ことが 出来ず して 「助けて 呉れ、 助けて 呉れ」 

との 叫び声 を、 空しく 外に 洩 しつつ 悶き 死んだ と 言い 

伝えられて 居る 此の 塔の 底に 松谷秀 子が 身 を 投げた で 

有ろう か、 唯 想像す る さえ も 恐ろしい 程 だから、 真逆 

にと は 思う けれど、 前後の 事情 を 考え 合わせば、 何う 

も 身 を 投げた としか 思われぬ。 

真に 身 を 投げた のなら、 今頃 は 塔の ドン 底で 何の様 

な 有様と 為って 居る やら、 彼の 千 艸屋で 買った と 云う 

毒薬 を 呑み、 最ぅ 既に 何の 苦痛 を も 知らぬ 冥界の 人と 

為って 了った であろう か、 夫と も猶だ 死に はせ ず、 其 

の 身の 不幸 や、 浮世の 邪慳な 事な ど を 思い 廻し、 一人 


で 思う存分に 泣き 入って 居る で 有ろう か、 孰れに して 

も 実に 早まった 次第で ある、 僅かに 一時間 か、 二 時間 

か、 余が 茲へ 来る まで 待って 居たなら、 其の 身に 掛か 

る 恐ろしい 濡 衣が、 乾す に 乾されぬ 事の ない 次第 も 分 

リ、 死なず とも 済む 事が 腑に 落ちて、 大した 愁 きもな 

く 収まる 所であった のに、 ェェ、 残念と も 心外と も 今 

更譬 うる 言葉 もない、 思えば 実に 不運 不幸な 女で は あ 

る、 幾年 幾 月、 艱難辛苦、 唯 其の 身の 濡衣を 乾し 度い 

ばかりに、 自ら 密 旨と 称して 命が けの 誓い を 立て、 屈 

たり 

せ ず 橈まず 只管 に 自分 を 苦しめ、 ャッと 其の 密旨 の 届 

く 可き 間際まで 漕ぎ 附 けたのに、 却って 悪人 や 悪き 事 


情な どの 為に 妨げられ、 到頭 密 旨の 届かぬ 者と 断念し、 

其の 絶望の 余りに、 遂に 還らぬ 冥界へ 身 を 投げた と は、 

真に 千古の 恨事と 云う 者、 此の様な 哀れが 又 有ろう か、 

思えば 思う だけ、 察すれば 察する だけ、 余 は 益々 秀子 

の 傷 わし さが 身に 徹ぇ 何が何でも 此の儘に 捨て置く 訳 

に は 行かぬ、 余 自ら も 塔の 底へ 降って 見よう、 出る 事 

が 出来ず して 秀子 と共に 死ねば 死ね だ。 

今から 思えば 実に 乱暴な 決心で は ある、 併し 此の 時 

は 乱暴と は 思わぬ、 秀 子の 後 を 追い 塔の 底へ 降る 外に 

は、 広い 世界に 余に 行き 所 はない 様な 気に 成って 了つ 

た、 降って 行って、 間に合う やら 合わぬ やら、 其の 様 


な 事 は 夢中で ある、 既に 秀 子の 死んだ 後で、 余 は 其の 

死骸の 傍へ 着き、 呼び！^ かする 事 も 出来ず、 余 自ら 死 

ぬるに も 死ぬ る 道な く、 生きて 塔の 外へ 返る にも 返る 

道の ない、 如何と も 仕 難い 場合に 立ち 到り はせ ぬかな 

どと は 露 ほど も 心に 浮かばぬ、 唯一 心に 塔の 底、 塔の 

底と 叫びつつ、 上の 時計 室へ 登って 行った。 

時計 室へ 登って、 何う して 塔の 底へ 降る 事が 出来る、 

昔から 塔の 底に ありと 言い伝えら るる 犬なる 秘密 を 探 

らんが ため、 降り 行かん と 企てた 者が 幾人と 云う 数 知 

れ ずで、 而も 一人たり とも 降り 得た 者 はない、 若し 有 

れば 昔に 於て は 此の 塔 を 建てた 此の 家の 先祖 一人、 而 


も 其の 人 は 出る 事が 出来ずに 死に、 今の 世で は 秀子ー 

人で ある けれど、 余 は 唯 彼の 咒語 にある 「鐘 鳴 緑 揺」 

と 云う 文句が 便り だ、 時計の 鐘の 鳴る 時に、 緑色の 丸 

い 戸の 様な 盤が 動き 出し、 其の 間から 「微光 閃燈」 と 

有る 通り、 外の 明かりが 差し込んで 見 ゆる 事 は 會て見 

届けた 所で ある、 其のの ち も 其の 前に も秀 子から 能く 

此の 咒語を 研究せ よと 告げられ たの を 今まで 研究 も 何 

もせずに 捨て置い たの は 残念である けれど、 ナニ 熱心 

に 考えて 見れば 分らぬ 事が 有る 者 か、 何でも 緑 盤の 動 

くの が 出発点 だ、 薄明かりの 差す 其の 穴から 潜り込め 

ば 「載 升 〔# 「載 升」 は 底本で は 「載 昇 匕 載 降階廊 迂曲」 


など 有った 通り、 昇ったり 降ったり、 迂リ 曲った 道が 

有る に違いない、 最ぅ 何でも 時計の 鐘の 鳴る 刻限 だか 

ら 長く 待つ にも 及ぶまい と、 先ず 自分の 時計 を検 める 

と 丁度 午後の 一 時より 五分 前 だ。 

一 時の 鳴る が 合図で あると、 殆ど 競馬の 馬が 出発の 

号砲 を 待つ 様に、 余 は 張り切って 緑 盤の 許に 行き、 今 

にも 一 時の 鐘が 鳴る か、 今にも 一 時の 鐘が 鳴る か、 今 

にも 緑 盤が 動く かと、 見詰める 目に 忽ち 留る 一 物 は、 

はさ  はみだ 

緑 盤の 縁に 介 まって 食出して 居る 絹の 切れで 有る、 見 

紛ぅ様 もない 日影 色の 地 合 は 確かに 秀 子の 着物で ある。 

余 は 之 を 見る と共に 胸が 張り裂ける 様に 躍った、 今 


更 怪しむ 迄 もない 様な 物の 之で 見れば 秀 子が 此 の 緑 盤 

を 潜って 塔の 底へ 降った 事 は 最早 火 を 見る より 明らか 

と 云う 者 だ、 此の所 を 潜る 時に、 被 物の 端が 緑 盤 へ 引つ 

掛かった の を、 秀子は 其の まま 引きちぎって 進んだ の 

だ、 愈々 以て 猶予 はならぬ と、 余 は 其の 絹 切れ を 手に 

握り、 時計の 鳴る を 待つ 間もなく、 一時と はなった、 

時計の 鐘 は 鳴った、 緑 盤 は 動いた、 手に 握って 居る 日 

影 色の 絹 は 盤の 動く と共に 脱け 出て 余の 手の 中に 帰し 

た。 

第 百 五 回 時計の 囚人 


時計の 音と 共に 此の 緑 盤の 動く を 見る の は 今が 二度 

目 だ、 此の 前に タツた 一度し か 見た 事 は 無い、 何処 ま 

で 動いて 其の あとが 何の様になる 事 か 其の 辺 は 少しも 

知らぬ、 けれど 動く 途端に 其の 隙間から 潜り込めば 宜 

いに 違いない と 余 は 唯 此の様に 思い詰めて 居る、 午後 

の 一 時 を 打つ 時計の 音 はサァ 潜り込む 合図で ある。 

余 は 嬉し やと 緑 盤に 手 を 掛けた、 所が 緑 盤 は 僅かに 

全面の 十分の 一 にも 足らぬ ほど 開いて 其の まま 止まつ 

て 了った、 全面の 直径 は 凡そ 二 尺 余り も 有ろう か、 切 

めて 是が七 八 分 通り も 動き、 隙間が 一 尺五寸 ほどに で 


も なれば 潜り込む 事 は 出来る けれど、 僅か 十分の 一 即 

ちニ寸 ぐらい 開いた 丈で は、 余 は 手品師で ないから 到 

底 潜り込む 訳に 行かぬ、 併し 日頃 自慢の 大力で 無理に 

も 引き 開 くれば 開かぬ 事 も 有るまい と、 宛 かも 東洋の 

神話に 在る 手 力 雄 尊が 天の岩戸 を 引き 開けた 様な 権 

幕で 緑 盤 を 開けに 掛かった。 所が 緑 盤 は 仲々 堅い、 余 

の 力 も 全く 無益で ある、 のみな らず頓 て 時の 鐘の 響が 

段々 に 消える と共に 緑 盤 は 後戻り を 始め、 次第に 塞 

がって 了おうと する、 幾 等 抵抗しても 其の 甲斐がない、 

達って 抵抗して 居れば 余の 手が 秀 子の 被 物の 様に 挾み 

剪られて 了う ばかりで ある、 ェ ェ 残念 だと 泣かぬ 許り 


に 余 は 手 を 放した、 緑 盤 は 元の通りに 塞がった。 

実に 合点が行かぬ、 何故 緑 盤は是 だけし か 開かぬ で 

有ろう、 此の 前に 見た 時 は 随分 潜り込む 事 も 出来る ほ 

ど 開いた のに、 さて は秀 子が、 若し や 自分の 後 を 余に 

追っ掛けられる かも 知れぬ と 察して、 何う か 云う 工合 

に 機械 を 狂わせ、 充分に は 開かぬ 事に 仕て 了った のか 

知らん、 夫と も 少し 許り 開いた 所で 其の 中へ 手で も 入 

れ、 何処かに 隠れて 居る 錠前 を 脱すと か、 機械の 一 部 

分 を 止める とかせば 旨く 緑 盤が 脱れ て 了う のか 知らん。 

様々 に 心 を 絞る けれど 仕方がない、 緑 盤 は 全く 鉄壁 

の 有様 だ、 此の上 は 唯 二 時の 鳴る の を 待つ 外 はないで 


あろう、 遺憾ながら 余 は 二 時 を 待った、 一刻 千秋の 思 

いと は 此の 事で ある けれど、 終に 千秋 は 経た、 二 時 は 

鳴った、 緑 盤 は 再び 動いた けれど、 悲しい 哉、 其の 動 

き 方 は 殆ど 前と 同じ 事で 唯 前に 比べて 見れば 一 寸 ほど 

余計に 開いた に 止る の だ、 ニ寸に ニ寸、 合わせて 四寸 

の 隙間と は、 前より は 丁度 倍で ある けれど、 四 寸の穴 

から は 未だ 潜り 入る 事が 出来ぬ、 此の 時 も 矢張り 一 時 

の 時と 同じ 事で 余 は 唯 失望 を 重ねる 許り、 又も 千秋 二 

千秋の 思いで 三時 を 待ち、 三時に 失望して 四時 を 待つ 

た、 此の様な 詰らぬ 事 は 前後に ない。 

併し 三時 四時と 待った 為に 聊か 発明した 所が 有る、 


緑 盤 は 時計の 鐘が 一 つ 打つ 毎に 二 寸位づ つ 動く ので 二 

時の 時 は 一時より ニ寸 多く 開き、 三時 は 二 時より 又 二 

寸 多く、 四時 は 又 夫よりも ニ寸を 増し 凡そ 八寸程 開い 

た、 此の 割で 見る と 五 時には 一尺、 六 時には 一尺 ニ寸 

爾 して 十二時に は 終に 全く 開いて 了う の だ、 必ずしも 

秀 子が 機械 を 狂わせた 訳で はなく、 機械の 本来の 仕組 

が爾 成って 居る の だ。 

斯う 思う と共に 余 は 二 個の 事 を 発明した、 其の 一 つ 

は、 秀 子が 此所を 潜った の は 朝の 十 時から 昼の 十二時 

までの 間で ある、 即ち 余が 茲へ 来る より 少し 許り 前で 

あった、 十 時より 前に は 緑 盤の 隙間が 狭い から 如何に 


女の 優 かな 身体と 雖 も 這 入る 事の 出来なん だ 害で あ 

る、 其の 二つ は、 余が 潜る にも 今夜の 十 時 以後で なく 

ばなら ぬ、 十 時には 二 尺 開く だろう から、 何う か 斯う 

か 潜れよう。 今から、 十 時まで 空しく 待つ と は 殆ど 堪 

え 難い 所で ある、 けれども 待つ 外に 仕方がない、 十 時 

までの 間に 塔の 底で、 秀 子の 身が 何の様になる かと 思 

えば 真に 矢 も 楣も耐 まらぬ 思いで ある、 けれど 力の 及 

ばぬ 事 は 嘆いても 詮 がない ゆえ、 漸く 我慢して 十 時 を 

待つ と 云う 事に は 決心した が、 さて 斯うな つて 見る と、 

初めて 自分の 身体が 一 方なら ず 疲れて 居る 事が 分る、 

腹 も 空いて 居る、 眠 さも 余 ほど 目に 借り越し になって 


居る、 今まで 夫 を 感ぜ ずに 悶 いて 居られた が 不思議で 

ある。 

兎も角 身体の 精力 を 回復せ ねばと、 此所を 立ち去つ 

て 食事 もした、 余所ながら 叔父の 病状 を も 見舞って、 

最早 気遣わしい 事 もない との 旨 を 聞き 定めた、 爾 して 

自分の 居間に 入り、 九 時半に は 起こして 吴れる 様に 目 

覚 時計 を 強く 掛けて 置いて、 身 を 横にした。 

三 〇 分と 経ぬ 様に 思った けれど 目覚しに 起こされて 

跳ね起きる や 早 九 時半で、 何だか 電気の 鬱積した 様に 

甚く 頭が 重い、 窓 を 開けて 外 を 見る と、 冬の 季には 珍 

しい 天候で、 空 は 墨 を 流す 様に 黒く、 爾 して 雲の 割れ 


目から 時々 電光が 閃き、 遠い 雷の 音 も 聞こえる、 是が 

真の 荒れ模様と 云う のだろう と 余 は 気象の 事に は 素人 

なれ ど 斯う 思った が、 後に 千 八 百 九十 八 年の 異様なる 

天候と して 気象 雑誌な ど に 甚く 書き 立 てられた のは即 

ち 此の 夜の 天候で ある、 此のと き 英国に 居た 人 は 此の 

夜が 如何なる 荒れ 方で 有った か を 充分 覚え て 居る だろ 

う、 けれど 余 は 天候な ど は 気に も 留めず、 唯是 より 塔 

の 中へ 入る に 就いては、 先に 養蟲 園の 経験 も 有り、 燈 

明 の 用意 だけ は 充分に し て 置か ねばなら ぬと 思い 燐燧 

の 箱 を 詰め替えて、 爾 して 忍びの 蠟燭も 半 打の 包 を 

其 のま ま 衣囊に 入れ、 愈 々 冥途 の 探険と 云う 覚悟 で 再 


び 時計 室へ 登って 行った が 丁度 十 時 を 打つ 時で、 有難 

や 緑 盤 は 余の 思った 通 リニ 尺 ほど 開いた、 其の 中へ 

入 つ て 其の後 は 何うな るか 其の 様な 事に は 頓着せ ぬ、 

蛇 の 這う 様に し て 何う やら 斯う やら 其の 中へ 這 入った 

が、 穴の 内部に は 釘 を 連ねた 忍び 返しの 様な 遮りが 

有って 余の 着物 は 之に 掛かった、 秀 子の 被 物が ちぎれ 

て 居た の も 之が 為であろう、 併し 斯の 様な 事 は 物と も 

せぬ、 被 物 は 割け る 儘に 引きちぎ つたが 唯 驚いた は 緑 

盤の 内部で ある、 緑 盤の 内部 は 即ち 時計の 内部で、 前 

後 左右に 様々 の 機械が 有って、 動く 度に 突き 当り、 身 

を 伸す 事 も 出来ぬ、 爾り とて 背後に 引き返さ すに は 早 


や 緑 盤が 塞がって 了い、 上に も 下に も是 より 先へ 行く 

せま 

可き 道 はない、 全く 窄ぃ 穴の 中に 這 入った ので、 時計 

の 内部へ 囚人と 為った のと 同じ こと だ。 

第 百 六 回 塔の 底の 秘密 

時計の 中の 囚人と は、 余り 聞いた 事の ない 境遇で あ 

る、 余 は茲で 読者に 告げて 置く が、 十 時より 十二時 ま 

で、 即ち 満ニ 時間の 長き 間 余 は 囚人の 儘で 居た ので あ 

る。 

第一に 余 は 蠟燭を 点して 見た が、 天地 は 四 尺 ほどで 


ある、 無論 起って 歩む 事 は 出来ぬ、 左右 は 壁で、 叩い 

て 見る と 厚い 石の 様で ある、 勿論 破る 事 も 動かす 事 も 

出来ようと は 思われぬ、 奥行 は 幾 間 あるか 暗くて 見え 

ぬけれ ど、 此の 突き 当り は 即ち 時計の 時刻 盤の 裏に 違 

いないから 深く も 二 間 以上で は あるまい、 余 を 囚人に 

して 此の 牢屋 は 四 尺の 天地 左右で 二 間 足らずの 奥行き 

なの だ、 而も 此の 隙い 所に 鉄の 棒 や 歯の 附 いた 車の 様 

な 物が 所々 に 突き出て 居る、 云わば 一 種の 機械工 場と 

も 云う 可き 光景な の だ。 

余 の 前に 松谷秀 子が 此の 仮想 的 牢屋 へ 入った に 違い 

ない が、 茲 から 何 所へ 行った だろう、 此の 中で 蒸発し 


て 了う に 非ざる より は 何 所に も 脱け 路 がない 様に 思わ 

れる、 S 几 語の 文句 を 考え 合すと 「鐘 鳴 緑 揺」 の 次に 「載 

升 載 降」 と 有る けれど 登る 所 も 降る 所 もない 様に 思わ 

れる 「階廊 迂曲」 などと は 何の 階廊 であろう。 

若し 単に 物好きの 為に 此 所へ 入った のなら、 余 は 恐 

ろし さの 為に 少しも 前へ 進む 心 は 出ず、 必ず 十一 時の 

鳴る を 待ち、 緑 盤の 揺く 間から 元の 室へ 逃げ帰ろうと 

云う 一心になる 所で ある けれど、 物好き ドコ 口で はな 

く、 秀 子が 此 所から 塔の 底へ 潜り込ん だかと 思えば 微 

麈も 引き返す 心 はない、 何う しても 此の 時計の 中の 秘 

密を 解き、 進める だけ 進む 路を 見出さねば 成らぬ、 進 


んで 此の 家の 先祖と 同じく 終に 還る 路を 失い、 塔の 底 

で 叫び 死ぬ る は 少しも 厭わぬ、 否、 厭わぬ ではない、 

ド ダイ 其の 様な 気の 弱い 事 は 思い出し さえ もせぬ の だ、 

心が 全く 秀 子の 事に 満ち 塞って 居る の だから 思い出す 

空地 もない の だ。 

何でも 何 所 かに 秘密の 路が 有ろうと 蠟獨 を振リ 照ら 

して 改める と、 聊か 思い当る 所が 有る、 時計の 音と 共 

に 揺いた 彼の 緑 盤の 裏に、 大きな 鉄の 鎖が 附 いて 居る、 

何の 為の 鎖だろう と 第一に 怪しむ 気が 出た、 緑 盤の 動 

くと 共に 此の 鎖 も 動く 事 は 必然 だが、 爾 すれば 鎖の 先 

に 何物 をか繫 いであって、 其の物 も 亦 動く で 有ろう、 


此の 鎖が 何よりの 手 係りで 有る と、 其の 鎖 を 握って 引 

いて 見る と、 勿論 ビク とも 動き はせ ぬけれ ど、 ズッと 

此の 室の 奥の 方まで 行って 居る 事 は 分る、 奥の 方の 何 

所へ 行って 居る、 隙い 所に 身 を 屈めて 深入りして 見る 

と、 分った、 鎖 は 一個の 鉄の 歯車へ 着いて 居る、 此の 

歯車が 廻る に 従い 鎖が 之へ 捲き 附 いて 短くなる から 夫 

で 緑 盤が 揺く の だ、 シタが 此の 歯車の 歯 は 何の 為に 附 

いて 居る だろう、 更に 他の 車 を 廻す 為 か 或いは 他の 車 

に 廻され る 為と しか 思われぬ、 爾だ 此の 歯車の 次に 

ズッと 小さい 歯車が 有り、 其れから 又 鎖 を 引いて、 其 

の 鎖の 端が 横手の 石の 壁へ 繋いで 居る。 


是は 不思議 だ、 石の 壁が 動けば 兎も角、 若し 動かぬ 

なら 此の 鎖 も 動かぬ から 小 歯車 も大 歯車 も、 従って は 

緑 盤 も、 動き 得ぬ 害で ある、 ハテ なと 思って 精密に 石 

の 壁を検 める と、 読めた ぞ、 読めた ぞ、 壁の 其 所が 何 

うやら 戸に 成って 居る 様 だ、 ァァ 時計の 音に 連れ 此の 

戸が 開く の だ、 開く からして 其れに 連れて 鎖 も 大小の 

歯車 も 緑 盤 も 皆 動く の だ、 余 は 之 だけの 発明に 大 なる 

力 を 得て、 更に 綿密に 其の 辺を検 めた が、 歯車の 割合 

で 考えて 見る と 緑 盤が 一 尺 動く と共に 此の 壁の 石の 戸 

が 僅かに 三寸し か 開かぬ 勘定 だ、 是は 聊か 心細い、 縦 

しゃ 時計が 十二時 を 打って 緑 盤が 皆 開いて 了った とて 


此の 戸 は 凡そ 七寸 位し か 開かぬ、 七寸 だけ 開いた では 

通り 脱け る 事 は 出来ず、 殆ど 何の 役に も 立たぬ が 併し 

秀子が此の室に居ぬからは^；^を脱けたに相違なく、 猶 

余の 目に 見えぬ 所に、 何等かの 仕組が 有る に 相違ない、 

十 一 時の 鳴る 時には 自 から 合点の 行く 所 も 有ろう から 

夫までに 猶 篤と 検 めて 置かねば 成らぬ。 

斯う 決心して 一 入 熱心に 検め たが 此の上 は 別に 合点 

の 行く 所 もない、 唯一 つ 分った の は、 戸の 一方に、 半 

鐘と して は 小さく 呼 鈴と して は、 大きい 鳴 物が 附 いて 

居る、 之が 時 を 報ずる 鐘であろう、 此の 鐘 も 戸の 動く 

と共に 鳴る の だ 「鐘 鳴 緑 揺」 の 意味 も 益々 明白に 成つ 


て 来る、 シタが 此の 鐘 を 打つ 撞木 は 何 所に 有ろう、 ァ 

ァ 戸の 表に 十 有 二 個の 凸 出た 所が 有る、 此の 凸 点が 

順々 に 鐘に 当る の だ、 併し 此の 凸 点が 有る 以上 は、 之 

が 邪魔し て 戸が 壁 へ 這 入る 事が 出来 ま い と 思われる が、 

其れと も 鐘の 鳴る 頃に は 壁の 一 部が 何う か 成って 此の 

凸 点が 邪魔に 成らずに 戸が 壁 へ 這 入る か 知らん、 此の 

辺の 細かい 事 は 到底 鐘の 鳴る 時まで は 分らぬ。 

最早 鐘の 鳴る 時 を 待つ 一 方 だと、 気 を 落ち着けて 蠟 

燭を 床へ 立て、 爾 して 自分の 時計 を 出して 検め ると、 

兹へ 入って 確かに 一 時間 は 経った 様な 気がする けれど 

未だ 三 〇 分し か 経って 居ぬ、 僅かに 十 時 三 〇 分で ある。 


猶だ 更に 是 ほどの 時間が 経たねば 鐘 は 鳴らぬ か、 待 

ち 遠し い 事 だと 思って、 待って 居る と、 天井の 何 所 か 

から 電光が 差し込んで、 続いて 一方ならぬ 雷が 聞 こ 

える、 此の 向きで は 外で は 定めし 風 も 吹いて 居よう、 

雨 も 降って 居よう、 併し 鉄と 石と で 堅めた 室 だけに 雨 

風の 音 は 分らぬ が、 雷の 響 は 非常で ある、 余 は 思わず 

頭 を 垂れて 居た ところ、 其のう ちに 今までの 蠟燭が 

燃えて 了つ て 室 は 真暗な 闇と 為 つ たけ ど 蠟燭の 用意 は 

充分 だから 敢て 驚かぬ、 悠々 と 次の 蠟燭を 取り出そう 

と、 衣 囊の中 を 探って 居る と、 此の 時 又 更に 大きな 雷 

光が 差し 殆ど 目の 眩め く ほどに 光った。 之が 天の 助と 


云う 者 か、 此のお 影で 今迄 蠟 爆の 光に 見えなん だ 深い 

深い 塔の 底の 秘密が 殆ど 歴々 と 余の 目に 見えた。 

第 百 七 回 一 種の 叫び声 

何が 幸いになる かも 知れぬ、 差し込んだ 雷光が 余の 

為に は 天の 詫宣 であった、 此の 光で 塔の 底の 秘密が 見 

えた。 

此の 時まで 余 は、 自分の 踏んで 居る 床が 何の様に 

為って 居る か 少しも 心附 かなんだ が、 俯向いて 居る 所 

へ 何千 何百 万 燭光と も 譬え 様の ない 強い 光が 閃き 込ん 


だので、 床の 有様が 歴々 と 見えた、 即ち 角な 木 を 格子 

の 様に 組んだ 者で 木と 木との 十文字の 間に 網の 目の 様 

に 穴が 明いて 居る、 何の 為 だか 知らぬ けれど 或は 埃の 

溜らぬ 用心で でも 有ろう か、 此の 穴から 光 は 尚 深く、 

底の 底まで 差し込んだ、 勿論 少しの 間で は 有る けれど、 

余 は チラ リと 見て取った、 其の 底の 底に 何でも 石の 階 

段と も 云う 様な 段々 が 有る、 是が S 几 語に 在る 「階 廊迂 

曲」 に 当る のだろう。 

爾 して 其の 下に 人 だか 何だか 兎に角 着物 を 被た 者が 

横たわって 居る、 或は 之が 秀子 では 有るまい か、 勿論 

見直す 暇の ない 間に 電光 は 消えて、 元の 暗闇に なった 


から、 少しも 取り留めた 所 はない が 或いは 秀 子が 早 や 

毒薬 を 呑んで、 死んで 敝 死れ て 居る 姿であった かも 知れ 

ぬ、 斯う 思う と 真に 気が 迫られる、 一 刻 も 早く 塔の 底 

へ 降って 行き度い。 

けれど 十 一 時が 打たねば 何う する 事 も 出来ぬ、 再び 

蠟燭を 点し、 時計の 鐘が 鳴れば 直ぐにと 用意の 調った 

所で、 嬉し や 十一 時 は 打ち 初めた、 見て 居る と 予算の 

通り だ、 鐘の音の 一 点 毎に 壁の 戸が 六 七 分 ぐら いづつ 

開く、 全く 緑 盤の 動き 方の 三分 一 ほどに 当る の だ、 併 

し是 では 十 一 度 打った 所で 一 尺と は 開かぬ が、 何う か 

開け放す 工夫 は 有るまい かと、 手 を 添えて 戸 を 引き 開 


ける 様に する けれど、 戸 は 余の 力で は 少しも 動かぬ、 

唯 鐘の 声と 一 所に 動く ばかりで ある、 爾 して 其の 動く 

度に、 壁の 端に 空所が 出来て、 戸の 表に 有る 十二 個の 

凸 点が 差し支えずに 一 個々々 其の 空所 を 通って 行く、 

実に 精巧な 仕掛けで ある。 

頓て凸 点 は 十一 だけ 壁の 中へ 隠れて 了った、 戸 は 七 

八寸 開いた、 兹ぞと 思って 余 は 再び 戸に 力 を 加えた け 

れど 悲し や、 早ゃ凸 点の 通過す る 壁の 空所が 塞って、 

最後に 残って 居る 一 個の 凸 点が 之に 支え、 到底 開く 可 

き 見込みがない、 ァァ 待ちに 待った 十一 時 は 鳴った け 

れど、 余 は 此の 関所 を 通り越す 事が 出来ぬ、 恨めしい 


とも 情けない とも 殆ど 言い 盡す 言葉が な い。 

けれど 余 は 漸く 合点が行った、 今の は 十一 時で 有つ 

たから、 十二の 凸 点が 一個 残り、 之が 閊 えて 戸 を 開け 

放す 事が 出来なん だけれ ど、 若し 十一 一時に なれば 意地 

の 悪い 凸 点が 悉く 隠れる から 戸 は 人の 力で 充分 開け放 

す 事が 出来る の だ、 斯う 思って 再び 戸 を 見る と 戸は自 

然に 後へ 返り、 早 や 元の通りに 閉じて 了った、 幾 等 泣 

いても 悶 いても 仕方がない、 唯 十二時 を 待つ 許り だ、 

十 時に 這 入って 此の 窮屈な 所に 十一 一時まで 待つ と は、 

日頃なら 到底 出来ぬ 辛抱 だ、 と 云って 出る 所 もない の 

だから 出来ぬ 辛抱 を 余儀なく 強いられ るの だ。 


此の間の 余の 煩悶 は 管々 しく 書く に 及ばぬ が 凡そ 三 

千年 も 経った かと 思う 頃 漸く 十二時と は 為った、 全く 

余の 見抜いた 通りで ある、 鐘の音の 十二 鳴リ盡 くす と 

共に 十二の 凸 点が 隠れて 了った から、 余 は 戸に 手を掛 

けて 引き 開けた が、 意外に 軽く、 突き 当る ほどに 開け 

放れた、 一人 も 二人 も 通過す る 事の 出来る 広さで ある、 

余は雀躍して^;gを抜けたが、 是で 見る と 此の 関所 は 十 

二 時で なければ 出入りの 出来ぬ 所 だ、 秀 子が 兹を 通つ 

たの は 真昼の 十二時で 有った のか、 爾 すると 明日の 真 

昼まで は 此所を 出る 事が 出来ぬ か 知らん。 

戸の 外 は 矢張り、 立つ 事の 出来ぬ、 狭い 低い 穴で あ 


る、 併し 之から 塔の 底へ 行かれる に違いないから、 余 

は ホッと 安心した が、 雷 は 少しづつ 鳴って 居る、 其の 

音の 塔の 中 へ 響け る 様 は、 宛 も 塔の 霊が 余の 這 入 つ た 

の を 怒って、 唸る のかと 疑われる、 頓て穴 を 一間 も 歩 

むと、 頭の 支える 広い 所へ 出て、 下へ 降る 階段の 上へ 

立 つた、 余 は 一 歩 之 を 降り 掛けて 考えた、 咒 語に は 「載 

升 載 降」 と 有った、 降る 前に 何処か 登る 所の 有る 可き 

様に 思われる が、 少しも 登らずに 直ぐに 降る と は、 本 

統の 道で 有るまい、 若し や 此の 前に 何方へ か 登る 路が 

有り はせ ぬかと、 今度 は 左右の 壁を検 めつつ 取って返 

した、 有る ぞ 有る ぞ、 狭い 穴の 右手の 壁に、 更に 狭い 


穴が 有って 岐路に なって 居る、 見れば 斜に 上の 方へ 登 

るので ある、 何でも 之に 違いない と 其の 穴へ 潜り 入つ 

たが、 其の 狭い 事 は 全く 筒の 中 を 抜ける 様で 這って 行 

く 外 はない、 けれど 幸いに 之 は 短く、 僅かに 一間 半 ほ 

ど 行く と、 又も 立って 歩まれる 丈の 広さと 成った、 余 

は 暫く 立って、 若し や 塔の 底から 何 かの 物音が 聞え は 

せぬ かと 耳 を 澄して 居た が、 此の 時、 又も 強い 雷が 

霹靂 いて、 爾 して 何 所から 聞え るか 知らぬ けれど、 一 

種の 非常に 鋭い 叫び声が 聞え た、 人の 声 か 獣の 声 か、 

殆ど 判断 出来ぬ、 其の物 凄い 事 は 人なら ば 確かに 絶命 

の 声で ある、 決して 平生に 出そうと て 出る 声で ない、 


獣なら ば 他の 強い 獣に 捕われ、 締 殺される 時の 悲鳴で 

でも 有ろう、 其の 長引く 様が、 余の 全身の 神経へ 悉く 

響き渡った、 余 は 殆ど 進む にも 進まれぬ 思いが した、 

抑 も 何の 声であろう。 

第 百 八 回 宝の 意味 

何者の 叫ぶ 声 だか、 余 は 深く 懼れを 催した、 けれど 

到底 確かめる 事 は 出来ぬ、 或は 秀 子が 塔の 底で 何か危 

い 目に でも 遭 つたの かと 此の様な 疑い も 湧き起 つ た 

「秀 子さん、 秀 子さん」 と 二 声 呼んで 見た けれど、 自分 


の 声 さえ 恐ろしげ に 響く ばかりで 何の 返事 もない。 

兎に角 此の様な 事に 時 を 費して 居られぬ から 其の ま 

ま 歩み 続けた が、 茲 から 先 は 唯 一 筋の 階段で 塔の 上へ 

登る 許り だ、 別に 迷う 様な 岐路 もない、 驢て 塔の 絶頂 

だろうと 思う 所へ 着いた、 茲は 五六 畳 かと 思われた 座 

敷に 成って 居る、 定めし 外 を 眺める 窓な ども 有ろう、 

昼間^^gから眺望すれば何れほどか宜ぃ景色だろぅと、 

世話し い 間に も 此の様な 事な ど を 思った が、 此の 座敷 

を 一 巡して 見る と 一 方に、 今 来た 路 より 更に 険しく 降 

る 所が ある、 ァァ 「載 升 載 降」 と は 之 だと 思い、 此所 

を 降り 初めた、 大凡の 見当で、 元来た よりも 幾分 か 余 


計に 降った と 思う 頃、 又も 一 個の 室と も 云う 可き 平な 

床へ 降り 着いた、 熟く 視 ると 此の 室 は 八 角に 出来て 居 

て、 其の 一 角 ごとに 一 個の 潜 戸が 附 いて 居る、 詰る 所、 

余は上から降リて来て^^gへ這入った戸ロの外に七ケ所 

の 戸口が 有る の だ、 どの 戸口 を 潜れば 好い か 更に 当り 

が附 かぬ、 又も 咒 語に 頼る 外 はない と 思い、 能く 考え 

て 見る と 確か 「神秘 攸在、 黙披 図籙」 とあって 図籙を 

さえ 見れば 分る と 云う 意味で 有ろう、 成 ほど ァノ 図籙 

は 唯 見て こそ 分らぬ が、 此の 室へまで の 道路の 秘密 を 

心得た 上 此の 室で 被いて 見れば 随分 思い当る 所が 有つ 

たか も 知れぬ が、 悲しい 事に は 今 はない の だ、 虎 井 夫 


人が 竊で 養蟲 園へ 送って 遣った の だ、 其のの ち 何う 

成った 事で 有ろう、 今更 侮んでも 仕方 はない が、 此の 

様な 事と 知らば、 ァ ノ図籙 をも咒 語と 同様に 暗記して 

置く 所で 有った、 爾だ秀 子が 能く 図籙を 研究な さいと 

云った よ、 其の 言葉に さえ 従って 置けば 此の様な 当惑 

もせぬ のにと、 余 は 心底から 後悔した。 

何でも 此の様な 時には 気 を 落ち着けねば 可け ぬ、 急 

げば 急ぐ だ け 益々 迷う の だからと、 静かに 時計 を 取り 

出して 磁を検 め 方角 を 判断した、 方角 は 分った が 其の 

上の 事 は 更に 分らぬ、 併し 此の 室 は 塔の 何の 辺に 当る 

で 有ろう、 何う も 時計 室の 直ぐの 下に 在る 余の 居間と 


凡そ 並んで 居る ではなかろう か、 升り 降り は 階段 ゃ廊 

下の 長さで 大抵 其れ 位に 考えられる。 

果たしてそう とすれば、 之が 余の 室の 背後で ある、 

余の 室 は 既に 記した 通り、 四方と も 縁側の 様な 廊下に 

成って 居て、 其の 一方 だけが、 塞がれて 物置きと せら 

れて 居る が、 其の物 置きの 背後が 何の様に 成って 居る 

か は 今まで 深く 考えた 事 もない、 単に 余の 室より 外に 

室 はない 事の 様に 思って 居た けれど 塔の 面積から 考え 

合わす と 仲々 其の 様な 事で はない、 物置きの 背後の 方 

に、 余の 室の 倍より 以上の 室が 有り得べき 害 だ、 今 升つ 

たり 降ったり して 来た 道 を 考えても 塔の 中に 様々 の 室 


が ある ことが 分る。 

此の様に 思案して 居る と、 再び 以前の 物凄い 叫び声 

が 聞え た、 今度 は 前 ほど 鋭くな く、 殆ど 病人の 呻吟き 

声 かと も 思われ、 爾 して 続き 方 も 以前 ほど 長くな く少 

しの 暇に 止んで 了った、 余の 見当に 由る と 何う しても 

今の 声 は 余の 居間で 発した 者 だ、 決して 塔の 底の 方で 

もなければ 上の 方で もない、 ハ テナ、 余の 居間へ 如何 

なる 怪物が 入り込んで 居る だろう、 斯う 思う と 引つ 返 

して 見届け 度い ような 気 もす る、 けれど 明日の 昼の 十 

一 一時まで は 塔の 此の 部分から 出る 事 は 出来ぬ の だから 

我が 居間の 事な ど は 思う だけ 無益で ある、 其れより は 


早く 塔の 底へ 降らねば 成らぬ。 

図籙 がなくて は 如何と も 仕方 はない が、 兎に角、 

八 所の 戸 を 悉く 開いて 検め るが 第一 だ、 其のう ち 一 ケ 

所 は 今上から 降りて 来て 這 入った 所 だから 検め るに は 

及ばぬ。 

残る 七 ケ所を 一 々検 めた、 中には 鼠が 巣 を 作った 跡 

の 見える 所 も 有る、 成る ほど 鼠なら 此の 塔の 秘密 を 

知つ て 居よう、 鼠が 言葉 を 解す る 者なら 問うて 見る の 

にな ど 眩きつつ 検 めて 最後の 一 ケ 所と 成った が、 有難 

い、 此 所に は 熟く 視 ると 埃に 印して 足跡が 附 いて 居る、 

確かに 女の 穿く 踵の 小さい 靴で ある、 之が 秀 子の 足跡 


でなくて 何で あるか、 余 は 真に 神に 謝した、 最ぅ秀 子 

の 居る 所 は 分った、 彼女 は 兼ねて 充分に 図 籤 を も 研究 

して 居た に違いないから、 迷い もせず 一筋に 塔の 底へ 

降った の だ、 此の上 は 此の 足跡 を 見損 ぜぬ 様に、 尾け 

て 行けば 其れで 良い、 蠟燭を 振り 照し、 宛 も 猫 犬が 獲 

物の 足跡 を尋 ぬる 様に、 注意に 注意して 降った、 ィャ 

是 から 先の 入り組んで 居る 事 は、 八陣を 布いた 様 だ、 

小路の 上に 小路が あり、 或いは 右、 或いは 左、 忽ち 登 

リ 忽ち 降る と 云う 様で、 足跡の 助けな くば 到底 も 行か 

れる 事で はない、 全体 先 あ 何の 必要が 有って 斯う も 迷 

い 易い 面倒な 道 を 仕組んだ の で 有ろう、 若し 言 い 伝え 


られて 居る 通り 大きな 宝 を 隠す 為と せば、 其の 宝 は 余 

ほど 貴重の 物でなくて は 成らぬ、 S 几 語に 「明珠 百斛」 

などと 有った が、 是が 其の 宝の 意味 か 知らん と、 余 は 

益々 怪しく 思った。 

第 百 九 回 骸骨が 錦 を 被て 

真に 八陣の 様に 入り組んだ 廊下 や 階段 を 廻って は 降 

リ、 降って は 又 廻り 余 は 遂に 之が 最後の 降 リ路で 有ろ 

うと 思われる 大理石の 階段の 上に 立った。 

茲 で 熟く 考え て 見る と、 大抵 此の辺が 塔 外 の 地盤と 


平均して 居る らしく 思われる、 是 から 下 は 地へ 掘 込ん 

だ 穴 倉の 様な 所に 違いない。 

何れ ほど 深く 穴 倉へ 這 入る のかと、 怪しみつつ 其の 

石段 を 降り 初めた が、 又 思う と 此の 石段が、 確かに 先 

刻 光が 差し込んで、 深く 深く 余の 目に 映 じた 其の 

階段に 違いない、 勿論 ァノ時 は 唯 チラ リと 見た 許りで、 

能く は 見て取り 得なん だ、 けれど 頗る 様子が 似た 様に 

思われる、 シテ 見る と、 人 だか 何だか 着物 を 被た 者が 

横たわって 居る 様に 見た の も、 此の 石段の 下で 有る、 

若し ゃ秀 子で 有ろうかと 見直した けれど、 其の 時 は 早 

や § 閃の 光が 消えて 見る 事が 出来なん だが、 之 を 降り 


盡 せば 其の 横たわって 居る 一 物 を 確と 見届ける 事が 出 

来る、 爾ぅ 思う と 余 は 神気 平なる 能わず と 云う 様で、 

何となく 薄気味悪く、 胸 も 切に 騒ぎ 出した。 

一段、 又 一段、 愈よ 段の 下に 着いた、 正しく 人の 様 

な 者が 横たわって 居る、 蠟燭の 光で 見る と、 其の 着物 

が 昔の 錦 欄の 様な 織物で 有る、 秀 子の 衣服と は 全で 違 

う、 ハテ なと 思って 余 は、 其の 背 だか 何 所 だか 手の 当 

るに 任せて 引き上げて 見た が、 着物 は 余 ほど 古いと 見 

え、 朽た 木の葉の 破れる 様に 音 もな く 裂けて 来る。 

此の 時、 大方 蠟燭 が盡 き、 殆ど 手に 持って 居る が 六 

かしくな つたから、 更に 新たな の を 点け 替て、 此の 人 


の 頭の 方を検 めに 掛かった が、 余 は 尻餅 を搗 かぬ 許り 

に 驚いた、 何う だろう、 人と 思った の は 幾年 を 経た 骸 

骨で、 晒し も 切らずに 黒く 固まって 居る、 ァァ 骸骨が 

錦 を 着て 塔の 底に 寝て 居る と は 聞いた 事がない。 

けれど 余 は 直ぐに 思い出した、 此の 骸骨が 昔 此の 幽 

霊 塔 を 立 てた 此の 家の 先祖に 違いない、 塔の 底へ 這 

入った まま、 出る 事が 出来ず して、 助け を 呼びながら 

死んで 了い、 其の 死骸 は 今日まで 取り出す 事が 出来ず 

に 在る と 世の 伝説に 残って 居る のが 此の 不幸な 骸骨で 

ある、 死ぬ るまでに 何れ ほどか 残念であつ たやら、 何 

れ ほどか 悶 いたやら、 定めし 其の 恨みが 今 も 消え 得 ま 


いと 思えば 哀れに も 有リ、 恐ろしく も 有る、 けれど 余 

は猶 此の上 を 見極めずに 此の所 を 離れる 事 は 出来ぬ、 

宛 も 目に 見えぬ 網 を 以て 死骸の 傍へ 縛り 附 けられた 様 

な 工合に、 只蹵み 込んで 殆ど 身動き も 得せずに 其の 死 

骸の顔 を 見る に、 何れ ほどか 恨めしく 睨んだ であろう 

と 思われる 其の 眼 は 単に 大きな 穴を留 むる のみで、 逞 

しい 頰 骨が 最と悔 しげに 隆起して 居る の も、 其の 時の 

痛苦の 想像 せられる 種になる。 

爾 して 猶だ 驚いた 一 事 は、 骸骨の 右の 手が、 堅く 握つ 

た 儘で、 其の 握りの 中に 古い 銅製の 大きな 鍵 を 持って 

居る、 何の 鍵 か は 知らぬ けれど、 若し 咒 語に 在る 「明 


珠 百斛、 王錫嘉 福」 の 語が、 此の 塔の 底へ 宝 を 隠して 

有る 謎と せば、 此の 鍵 は 其の 宝 を 取り出す 為の 鍵で あ 

ろう、 ァァ 此の 人 や、 生前に 其の 宝 を 隠さん が 為に、 

斯様な 異趣 異様の 塔 を 立て、 自ら 其の 底に 死し、 猶足 

ら ずして、 白骨と 為って 後まで も 宝庫の 鍵 を 確く 持ち、 

爾 して 髑髏の 目 を 凹まして 此の 入口に 見張って 居る と 

は、 宝に 奇妙な 因縁の 生まれで は 有る と、 余 は 感慨に 

堪えぬ 想いが した。 

兎も角も 此の まま 置く と は 何と やら 其の 人の 冥福に 

も 障る 様な 気がした から 余 は 手 巾 を 取り出し、 骸骨の 

顔を蔽 し、 回向の 心で 口の 中に ー篇の 哀歌 を 唱えた。 


何分に も 永 居す るに 堪 ぬから 起き 上り、 最早 此の辺 

に秀 子の 居る 可き 害で あると 四辺 を 見廻した けれど 何 

分に も 蠟燭の 光が 弱く、 一  間と 先 は 見えぬ、 蠟燭を 高 

く 持てば 自然と 遠く 其の 光が 達する 害と、 頭の 上へ 差 

し 上ようと したが、 忽ち 天井へ 支えて 燈は 消えた、 爾 

だ 兹は穴 倉で ある、 天井と 床との 間が 僅かに 六尺 ほど 

しかない、 三た び 燈光を 点け 直し、 静かに 検め ると、 

此の 室の 広さ は 分らぬ けれど、 壁に 添うて ズッと 奥ま 

で緋 羅紗で 張った 腰掛 台が 列って 居て、 其の 前に 確 

かに 棺 だろうと 思われる 大きな 箱が、 布の 蔽に 隠され 

て 並んで 居る、 此の 箱に 何が 収 つて 居る か は 余の 問う 


所でない、 余 は 唯、 秀子 は、 秀子 はと 目 を 配る に 腰掛 

台の 端の 方に 伏 俯向いた 一 人の 姿 は、 見擬ぅ 可く もな 

ぃ秀 子で ある、 秀子、 秀子、 何が 為に 俯向いて 居る、 

何が 為に 身動き もせぬ、 若し や 既に 事切れと なった 後 

に は あらぬ かと、 余 は 其の 所へ 馳せ 寄った、 爾 して 秀 

子の 手 を 取った が、 悲し や 其の 手 は 全く 冷え切って 居 

る。 

第 百 十回 毒蛇で も 捨てる 様に 

取った 手先の 冷え切って 居る の は 全く 事切れた 後の 


様で は 有る けれど、 余 は 何となく 秀 子の 身体に 猶だ命 

が 籠って 居る と 思う。 

真に 秀 子が 死んだ のなら、 余 は 自ら 制し 得ぬ 程に 絶 

望す る こと 無論で ある けれど、 何と 云う 訳か爾 ほどに 

は 絶望せ ぬ、 随分 呼び 1^ ければ 生き返る 様な 気がする。 

片手に 冷えた 手 を 持った 儘に 四辺 を 見る と、 多分 は 

秀 子が 持って来た のであろう、 腰掛 台の 上に 手燭が あ 

る、 蠟燭は 今より 幾 十分 か 前に 燃えて 了った 物ら しい、 

依って 余 は 自分の 持って 居る 蠟爆を 其の 手燭の 上に 立 

てた、 猶 見れば 秀 子の 頭の 辺に 当り 極小さい 瓶が ある、 

之が 千艸屋 から 買って 来た 毒薬に 違いない、 既に 之 を 


呑んだ であろうかと は 第一 に 余の 心に 起った 疑問 だが、 

有難い 未だ 呑んだ 者で はなく、 瓶の 口 も 其の儘なら 中 

の 薬剤 も 其の ままで ある。 

余 は 自分の 体温 を 以て 秀子を 温め 活す 程に 両手 を以 

て 死人 同様の 其の 体 を 抱き上げた、 オヤ オヤ 手先の 様 

に 身体 は 冷えて 居ぬ、 通例の 人の 温 さも 有れば 何だか 

脈な ども 打って 居る よう だ 「秀 子さん、 秀 子さん」 穏 

かに 呼んで 見る と、 秀子は 薄く 目 を 開き、 聞え るか 聞 

えぬ か 分らぬ 程の 細い 声で、 全くの 独語の 様に 「兹は 

死んだ 後の 世界 か 知らん」 と 眩いた、 余 は 此の様に 身 

も 魂 も 溺れる 程の 愛情が 湧き起り、 充分 親切な 言葉 を 


以て 慰めて 遣り 度く 思った けれど、 悲し や 権 田 時 介と 

の 堅い 約束が 有って、 露 ほど も 情の 有る 親切な 言葉 を 

掛けて は 成らぬ、 ァノ 約束の 辛い 事が 今更の ように 

浸々 と 身に 徹た けれども 仕方がない、 唯 当り前の 言 

葉 を 以て 「ィ イエ 死んだ ので は 有りません、 私が 助け 

に 来て、 ャッと 間に合った のです、 兹は 未だ 此の世で 

す」 聞え は 聞え る 様 だけれ ど猶 半ば は 独 言で 「未だ 死 

なぬ、 其れ は —— 其れ は 大変です、 何う しても 死なね 

ば 成りません、 皆な の 為に」 と 眩いた。 

夢寐の 間に も 此の 語 を 吐く は 如何に 思い 決して 居る 

かが 分る、 殊に 「皆な の 為」 の 一 言 は 実に 秀 子の 今の 


辛い 境遇 を 説明して 余り 有る の だ、 其の 身に 懸る 二重 

の 汚名が、 到底 雪ぐ 可き 由 はなく して 其の 筋に 捕 わる 

れば 自分の みか 此の 家の 家名に も、 続いて は 物の 数な 

らぬ 余の 名前にまで も 障る 訳 だ、 四方八方へ 気 を 兼ね 

て 終に 死ぬ る 一 方と 決心した の は 全く 余が 見て取った 

通りで ある、 余 は 熱心なら じと すれば 熱心なら ぬ 訳に 

は 行かぬ 「イイ ェ秀 子さん、 死ぬ るに は 及びません、 

貴女の 濡衣は 全く 晴れました、 ハイー 切の 疑いが 無実 

であった と 云う 事 を 証拠 立る こと も 出来ます、 だから 

私 は 其の 事 を 貴女 へ 告げに 来た のです」 

秀子は 初めて 人心地に 返った 様で、 怪しげに 四辺 を 


見廻した が、 漸く 我が 地位 を 思い出し たと 見え 「ァァ 

分りました、 兹は猶 だ 塔の 底でした か、 けれど 何して 

貴方が 兹へ 来る 事が 出来ました」 問う 声 は 依然として 

細い けれど 余 ほど カは附 いて 来た、 余 「ハイ 何う して 

とて、 貴女の 行く先 も 目的 も 凡そ 推量が 附 きました か 

ら後を 追っ掛けて 来たので す、 ハイ 貴女が 兹へ 来たの 

と 同じ 事 をして」 秀子 「私 は兹へ 来る のに 八 時間 掛か 

りました、 昼の 十二時から 夜の 八 時 過まで、 ハイ 来る 

路に 分らぬ 所 や 錠の 錡附 いて、 開かぬ 戸な どが 幾何 も 

有りまして、 寧 そ 途中で 死んだ 方が 好った のに」 余 「最 

う 死ぬな どと 其の 様な 事 を 云う にも 及びません、 私 は 


唯 貴女の 足跡 を附 けて 来たので すから 爾 ほどの 苦労 も 

無かった のです が、 夫で も 昼の 十一 一時 過ぎから 今まで 

掛かりました、 時計の 秘密 を 解く ことが 出来ぬ 為に」 

秀子 「でも 貴方に は 到頭、 時計の 秘密が 分りました ネ、 

何う か 早く 此の 秘密 をお 解き 成さる 様に と 一 頃 は 祈り 

ました けれど、 今 は 貴方に 此の 秘密 を 悟ら れ ぬが 好い 

と 思い、 私 は 来る 時に、 一 切の 機械 を 元の通りに 直し、 

十一 一時が 来て 自然に 戸の 開く 時まで は 何う にも 仕様の 

ない 様に 仕て 置きました のに」 斯 かる 問答 は 岐路と 知 

りつつ も 「ェ ェ、 何う かして、 十二時で なく も 出 這 入 

りする 工夫が 有る のです か、 其れ を 知らぬ 者 だから 随 


分甚ぃ 目に 逢いました」 秀子は 益々 常の 心地に 復 える 

に 連れ、 愈々 其の 身の 位地に 当惑す る 如く 「貴方、 貴 

方、 丸 部さん」 と最と 鋭く 叫んだ、 余 「ハイ 何です か」 

秀子 「貴方 は、 日頃の 慈悲が お有り 成されば 是 限り 何 

うか 私の 後 を 追わぬ 様に 仕て 下さい、 此の まま 私 を 立 

ち 去らせて 下さい」 

素より 承知の 出来る 請で はない、 と 云って 秀子は 余 

の 承知と 不承知に 拘ら ず^ を 去る 決心で ある こと は 言 

葉の 調子に も 現われて 居る。 思えば 其の 決心 も 決して 

無理で はない、 一旦 夫婦約束まで 出来て 居た 余に 汚ら 

わしい 女と 思われ 愛の 言 葉 さえ 掛けられぬ 様に 成った 


と 知って、 何う して 茲に 居られよう、 殊に 心の 澄み渡 

る ほど 綺麗な 秀 子の 気質と して は、 唯 此の 一事の みの 

為に も 深く 心 を 決す 可き 害で ある。 

之 を 思う と 余 は 愚痴の 様 だけれ ど 益々 権 田 時 介との 

約束が 恨めしい、 兹で 情け ある 言葉 を 掛け 我が 愛に も 

尊敬に も、 少しも 変る 所 はない から 矢張り 未来の 妻と 

して 兹に 留ま つ て 居て 舆れ と、 何う して 言わずに 居ら 

れ よう、 約束 は 何うな ろうと、 ェ ェ儘 よとの 一 念に 余 

は 心も顚 倒し、 蹙み附 く 様に 再び 秀 子の 手 を 取った、 

然り 再び 秀 子の 手 を 取った けれども、 又 思い出して、 

^；；ムで若し約束を破り其が為に権田時介を怨ませて、 彼 


の 恨が 余と 秀 子との 上に 降り 下る 事に 成れば 何う で 有 

ろう、 秀子は 養母 殺しの 罪人と して、 養父 殺し 未遂の 

罪人と して、 牢破りまで 企てた 稀代の 毒婦と して 再び 

如何の 責 苦に 遭う も 知れぬ のみ か 縦し や 世界の果て ま 

で 逃れても 生涯 安心の 時 はない と、 権 田の 言葉が 其の 

まま 胸に 浮んで 見る と、 ^で 情 ある 言葉 を 掛ける は 決 

して 秀 子の 為で はなく 却って 其の 仇に 成る と 云う 者、 

真に 秀子を 愛するならば、 邪慳に 余所々々 しく 突き放 

して 了わねば 成らぬ、 と 忽ち 斯う 思って 余は秀 子の 手 

を 投げ捨てる 様に 放して 了った、 何たる 人 を 馬鹿にし 

た 仕打ちと 見える だろう、 秀子 若し 心が 落ち着いて 居 


て、 余が 斯く 毒蛇で も 捨てる 様に 秀 子の 手 を 投げ捨て 

た 仕打ちに 気が 附 いたなら 是 切りで 心底から 余に 愛想 

を盡 すだろう、 ィャ 昨夜より 既に 愛想 を盡 して 居る け 

れど、 更に 其の上に 生涯の 敵 だとまで 余 を 憎み 賤 むに 

至る であろう、 余の 地位の 辛 さも 決して 秀 子に 劣り は 

せぬ。 

第 百 十 一 回 密 旨の 一 部分 

秀子は 心の 騒いで 居る 際 ゆえ、 余が 毒蛇で も 捨てる 

様に 其の 手 を 放した 振舞に は 気の 附 かぬ 様子で ある、 


之 だけ は 有難い、 けれど 其の 手の 放された を 幸いに 早 

や 立ち去ろうと 身構えて 居る。 

余 は 厳重な 言葉で 「秀 子さん 命 を 捨てる の 身 を 隠す 

のと 少しも 其の 様な 事 をす るに 及びません」 と 云いつ 

つ、 秀 子が 置いて 有った 彼の 毒薬の 瓶 を 手早く 取り 上 

げ、 自分の 衣囊へ 隠して 了った、 秀子は 其れと 見た け 

れど 強いて 取り返そう ともせず、 唯 何 か 合点の 行かぬ 

様に 考え 「オヤ 私 は II 貴方の 来る 前に 何で 其の 薬 を 

呑まなん だでしょう、 貴方の 来た 時 私 は 何様な 事 をし 

て 居ました」 と 問うた。 

成 ほど 是 だけ は 余 も 合点が行かぬ、 余の 来る 前に 何 


故 に 毒薬 を 呑まなん だで 有ろう、 毒薬 を 呑ま ぬ 者が 何 

故 死人 同様の 有様で 兹へ 倒れて 居た だろう、 秀 子は漸 

く 思い出し たと 見え 「ァァ 分りました、 瓶 を 取り出し 

たけれ ど、 此の世 を 去る 前に、 神に 祈り 此の 身の 未来 

を 捧げねば 成らぬ と 思い、 長い間 祈って 居ました、 爾 

して 愈々 と 其の 瓶 を 取り上げた 時に、 恐ろしい 電光が 

差し込み、 此の 室まで 昼の 様に 明るく 成った と 思い ま 

した」 如何にも、 余が 塔の 時計の 中から、 遙の 真下に 

此の 室の 石段 を 窺き 得た のと 同じ 時で 有った に 違いな 

ヽ 0 

秀子 「其の 時限り 何う したの か、 私 は 何事 もお ぼえ 


ませんで した」 

扨 は 其の 時 電気に 感じて 忽ち 気 を 失って 居た ので あ 

る、 直接に 電気に 打た るれば 即死し、 打 たれる 迄に 至 

ら ずして 震撼 せら るれば 気 を 失う こと、 外に も 例の 有 

る 所で ある。 

其れにしても 実に 不思議と 云わねば 成らぬ、 丁度 毒 

薬 を 呑む 間際に 気 を 失い、 余が 助けに 来た 時まで、 毒 

薬 を も 呑まず 何事 を も 知らずに 倒れて 居た と は 天の 助 

けと も 何と も 譬え 様が ない、 若し ァノ 時に 強い 電光が 

差し込ま なんだなら 何う であろう、 余 は茲へ 来て 秀子 

の 死骸 を 見出す 所であった、 之 を 思う と 真実 神に 謝す 


る 心が 起った、 余 「秀 子さん 其れ こそ 神が 貴女の 祈り 

を 聞し 召して 救いの 御手 を 差し 延 したと 云う 者です、 

斯 くまで 厚く 神の 恵み を 得る 人 は 千 人に 一 人と 云い 度 

いが、 実は 万人に 一 人 もない 程です、 之に 対しても 貴 

女 は 死ぬ の、 身 を 隠す のと 其の 様な 了見 を 起して は 成 

りません」 

此の 諭しに は 深く 感じた 様子で、 立ち去ろうと 構え 

て 居た 身 を、 再び 腰掛の 上に 卸し、 暫く 目 を 閉じ 胸 を 

撫で、 漸く 心の 落ち着く と共に 更 めて 神に 謝した、 余 

も 共々 に 祈って 居た。 

頓て 祈り 終る と徐に 余に 向い 「丸 部さん、 貴方が 茲 


へ 来て 下さった ので 私の 密 旨の 一 部分 は 届きました」 

余 は 合点の 行かぬ まま 「ェ ェ」 秀子 「イエ 私の 密旨は 

三つ 有ります が、 三つと も 届かずに 此の世 を 去る 事と 

思いました のに 一 つ だけ 届く 事に 成った の は、 成 ほど 

神の 救いです」 余 「 一 つ だけと は 何の 事です」 秀子 「ハ 

ィ 此の 塔の 秘密と して 茲に 隠されて 居る 宝 を 世に出し 

度い と 云う のです、 初めは 自分で 取り出す と 云う 積り 

でした が、 貴方に お 目に掛かって 後 は、 貴方に 取り出 

させる のが 当然 だと 思 い 、 咒 語の意味 をお 判じ 為さ い 

とか、 図籙を 能く 研究なさい 杯と 屡ば お勧め 申し まし 

た」 なるほど 爾ぅ 勧めた のみでな く、 実際 g 几 語と 図籙 


と を 余の 目に 触る 様に したの も 此の 秀子 である、 余 「爾 

でした か、 私は爾 とまで 思い ませず、 図 籙も咒 語も充 

分に は 研究せ ずに」 秀子 「其れ だから 私 は 歯痒い 様に 

思って 居ました が、 今 は 貴方が 塔の 底の 此の 室 迄お 出 

成さった から は、 実際に 咒語を 解いた も 同じ 事です」 

と 云い 又も 言葉 を更 ためて 「丸 部さん、 私 は 自分の 穢 

れた 名の 為に、 貴方のお 名 を も 父上のお 名 をも穢 し、 

申し訳が 有りません が、 唯 此の 塔の 底の 宝が 貴方 の 手 

で 取り出される 事に 成った と 思えば、 聊か 罪 を 償う 事 

が 出来た 様に おもい、 幾 等 か 心が 軽くな ります」 

言葉の 意味 は 分って 居る が、 塔の 底の 宝と は 何の 事 


であるか 合点が行かぬ、 余 「ェ、 塔の 底の 宝と は」 と 

問い返す と、 秀子は 呆れる 様に 目 を 見開き 「オヤ、 貴 

方に は 未だ 之が 分りません か」 

第 百 十二 回 夜 水竜哭 

真に 此の 塔の 底に 其の 様な 宝が 有る だろう か、 余 は 

半信半疑 である、 秀子は 此の様 を 見て 悶 かしげに 「貴 

方 は 其 を 疑います か、 若し 宝 を 隠す 為で なければ 何の 

為に 此の様な、 人の 出入る 事の 出来ぬ 塔 を 立てた とお 

おもいな さる」 余 「ィャ 何等かの 秘密 を 隠す 為と は 思 


います けれど、 其の 秘密が 果たして 宝で 有る とも 見認 

め 得ません が」 秀子 「其れ だから 私が 咒語を 研究な さ 

いとお 勧め 申した のです、 咒 語の意味 を 能く 考えれば 

明白に 分ります」 余 「何う も 私に は爾 まで 明白に 解釈 

する 事が 出来ません」 秀子 「では 私が 此の 家に 存 つて 

居る 記録 や 古来 人の 口に 存 つて 居る 所な ど を 寄々 に 取 

リ 調べ て 自分で 合点して 居る だけの 事 を 申しましょう ■ 

最ぅ 長く 話して 居る 時間 も 有りません から、 搔ぃ 摘ん 

で 申します が」 と、 斯う 云って 秀子は 説き 初めた。 

秀子 「此の 家の 第一 の 先祖が 昔の 国王 ラン カス タ— 

家の 血筋から 出て 居る 事 は 勿論 御存じで 有りましょう 


が、 其の ラン カス タ ー 家の 最後の 王であった 顕理六 世 

が 死す る 時に、 後の 王位 をョ ー ク 家より 争われ 相に 見 

えました から、 六 世 は 昔から 朝廷に 伝わって 居る 金銀 

珠玉 を 取り纏めて 悉く 此の 家の 先祖へ 与え 斯うして 置 

けば 縦し や 王位 はョ— ク 家に 伝わる とも 王位よりも 値 

打ちの 有る 宝物 は 依然として 我が 血筋に 伝わる 訳 だと 

申しました、 夫 だから 咒 語に 「明珠 百 解、 王 嘉福を 錫 

う」 と あるので す、 其のの ち 果たして ョ— ク 家から 王 

位 を 争う 内乱 を 起しまして 此の 家の 先祖 は 朝廷 を 立ち 

退き 身 を 隠す 事と 為りました、 其の 頃 朝廷に 出入りす 

る 僧侶のう ち 慾 心の 逞しい 者が 有りまして、 内乱の 軍 


が猶 朝廷へ 推し 寄せぬ 間に、 其の 宝 を 取り、 之 は 自分 

が 保管 を 頼まれた の だと 称し、 幾 頭 幾 台の 馬 や 車に 附 

けて 奪い 去った のです、 咒 語に 有る 妖髡と は 此の 僧侶 

を 指した のです、 けれど 此の 僧侶 も 取り出した 者の 何 

しろ 王位よりも 貴い と 云われる 程の 宝 ゆえ、 隠して 

置く 所 もな く、 殊に は 内乱の 徒が 軍資に する 為 其の 宝 

へ 目を附 ける 恐れが 有ります から、 止むを得ずして 湖 

水の 底へ 沈めた と 申します、 誠に 此の 先祖と 云う は不 

幸な 人で、 逃げた まま 再び 世に出る 事が 出来ず、 配所 

同様の 侘しい 所で、 空しく 宝の 安否 を 気遣いながら 死 

ん だとの 事です が、 然し 其の 配所の 様な 所で 実子 を 一 


人 儲けました、 其の 実子 は 父から 宝の 事 を 聞いて は 居 

ます けれど、 何 所に 何う 成って 在る か は 知らず、 是も 

我 子に 宝の 行方 を 詮索せ よと 遺言して 死に、 其のの ち 

代々 子 も 孫 も 唯 宝の 行方 を 尋ねる のみ を 生涯の 目的と 

し 子々 孫々 同じ 様で 暮し ましたが、 遂に 此の 塔 を 立て 

た 人の 世と 為り、 漸く 僧侶の 仕業で 水の 底へ 沈んで 居 

る 事 を 調べ 上げました 「妖髡 奪い 去りて、 夜 水竜哭 す」 

と は 即ち 僧侶が 水底に 沈めた 事 を 指した のでしょう 

「言に 湖底 を 探って、 家 珍櫝に 還る」 と 有る ので、 遂に 

其の 人が 湖水の 中から 其の 宝 を 取り出した 事が 分る で 

は 有りません か」 


成る ほど 爾ぅ 聞いて 見れば 咒 語の意味 は 実に 明白で 

ある、 今まで 無意味の 文字と 云われ、 或いは 狂人が 

囈言を 記した に 過ぎぬな どと 笑われた 彼の 咒語 は、 其 

の 実 苦心 惨儋の 余に 成った 者で、 之 を 作った 当人 は 一 

字 一字に 心血 を 注いだ に違いない、 余 は 之まで 聞いて、 

思わず 目の 覚めた 様な 気がして、 腹の 中に 彼の S 几 語 を 

誦しつつ シテ 「逆 焰仍 熾な リ、 深く 諸 を屋に 蔵す」 と 

は 何の 意味です と 問い掛けた。 

秀子は 事 も なげに 「其れが 此の 塔 を 立てた 事 を 指す 

まちまち 

のでしょう、 記録 も 色々 に 成って いて、 諸説 区々 と 云 

う 有様で 確かに 斯うと 断言 は 出来ません が、 私の 最も 


確実と 云う の は 此の 塔 を 建てた 時代が 丁度 閣竜英 の 革 

命の 時で 有った だろうと 思います、 此の 革命と 前に 宝 

を 盗まれた 時の 内乱と は 二百 六 七十 年 ほど 時代 も 違い 

事柄 も 違って 居ます けれど 「逆 焰仍 熾な り」 と は 逆徒 

の 勢が 仲々 盛んだ と は 閣竜英 の 徒 を 指した のでしょう、 

閣竜英 の 改革 は 御存じ の 通り 千 六 百 四十 年代の 事です 

から 今より 凡そ 二百 五十 年 以前です 爾 すれば 此の 塔の 

年齢 も 今 は 三百 五十 歳 ほどに 当る のです、 世間で は 数 

千年 を 経た 塔 だと 云います けれど 爾 うは 経て 居ぬ ので 

す、 若し 其の 時に 宝が 水の 底から 出た などと 分れば 閣 

竜 英に没 取せられ る 事 は 無論です から、 何う か 之 を 無 


事に 隠して 置きたい と 云う ので 此の様な 塔 を 立て、 爾 

して 暗に 自分の 子孫へ 知らせる 様に、 咒語を 作った の 

です 「深く 諸 を屋に 蔵す」 との 語の 中に、 深く 塔の 底 

へ 蔵め て 置く と 云う 意味が 見えて 居る では 有りません 

か」 

第 百 十三 回 人生の 沙漠 

是 だけの 説明 を 聞いて 見れば 最早 咒 語の意味 は 疑う 

隙間がない、 読者 は 覚えて 居る だろう けれど 茲に 其の 

全文 を 再録 せん。 


明珠 百斜、 王錫嘉 福、 妖髡倫 奪、 夜 水 竜哭、 言 探 

湖底、 家 珍 還櫝、 逆焰仍 熾、 

深 蔵 諸屋、 鐘 鳴 緑 揺、 微光 閃燈、 載 升 載 降、 階廊 

迂曲、 神秘 攸在、 黙披 図録、 

全く 此の 家の 先祖が 国王より 賜わ つ た 莫大の 宝物 を 

此の 塔へ 隠して 置いて、 爾 して 其の 旨 を 子孫へ 暁ら せ 

る 為に 作った ので ある、 先祖 代々 此の 家の 当主が 相続 

の 時に 必ず 咒語を 暗誦せ ねば 成らぬ 事に 成って 居た 仔 

細 も 分る、 此の 塔の 底なる、 今 余と 秀 子との 立って 居 

る 此の 室に 其の 宝が 隠れて 居る の だ。 

秀子は 説き 終って 「此の 咒語を 解き 明して 宝 を 取り 


出す 道 を 開いた のが、 私の 密 旨の 一部です、 一部 だけ 

でも 仕遂げた の は 未だし もの 幸い ゆえ、 之 を 父上と 貴 

方と への 万一 の 御 恩返しと 致します」 斯う 云って 未練 

もな く 立ち上った、 之で 全く 此の所 を、 ィャ 此の 家 を 

立ち去る 積り と 見える、 余 は 再び 叫んだ 「貴女 は 先刻 

私が、 貴女の 身に 掛かる 濡 衣が 総て 晴れる 事と 成った 

と 云った の を 何とお 聞きでした、 昔の 汚名 も 新しい 疑 

いも 悉く 無実で あると 云う 事が 明白に 分る 事と 為って 

居ます のに」 誠なら ば 嬉し やとの 心、 顔に は 現われね 

ど、 何 所に か 動き 立つ 様に 見えた、 秀子 「誰れ が 其の 

無実と 云う 事 を 証明して 呉れます か」 余 「夫 は 権 田 時 


介が」 秀子は 唯 怪訝に、 「へ ェ」 と 云った 儘 だ。 

余 は自惚 かも 知れぬ けれど 「私が 証明し ます」 と 答 

えたなら 秀 子が 定めし 喜んだ で 有ろう けれど、 権 田 時 

介が 証明 するとで は 余り 嬉しくな いと 見え、 確かに 失 

望の 様が 見えた、 爾 して 「でも 権 田さん は 其れ を 証明 

する 代りに 何う せよ とか 斯うせ よと か 報酬の 様に 何 か 

条件 を附 ける のでしょう」 其れ は 勿論で ある、 救うて 

遣る 代りに 己の 妻と 為れと 云う のが 彼の 唯一 の 目的で 

ある、 けれど 決して 妻に 成らねば 救わぬ と 云う ではな 

い、 又 救うた 報酬に 無理に 妻に しょうと 云う でもない、 

唯 救うて 遣って 其の上に 猶 及ぶ 丈の 親切 を盡 したなら 


其のう ちに は秀 子が 自然と 恩に 感じ、 自分 を 愛する 事 

に 成る だろうと、 極めて 気 永く、 極めて 優しく、 決心 

して 居る に 外ならぬ。 実に 秀子 に対して は 此の上の 恩 

愛 はない ので 全くの 無条件で 有る、 然リ秀 子に 対して 

は 全くの 無条件で、 条件 は 唯 余に 対しての み 有る の だ、 

決して 秀 子の 愛 を 横合いから 倫むな、 何う でも 秀 子に 

愛想 を盡 される 様に せよ と唯是 だけが 余への 条件、 余 

が 之 を 守り さえせば 秀子は 何の 約束 を もす るに 及ばぬ、 

何の 条件に も 縛られる 事 はない、 余 は 斯様に 思い 廻し 

「イイ ェ 権 田 は 貴女に 対して は 何の 条件 もな いのです」 

と 貴女に 対して はの 一 語へ、 聊か 力 を 込めて 云うた。 


無条件と 聞 いて 秀子は 初めて 安心した 様子で ある 

r ェェ 無条件で すか、 其れ は 聊か 不審です が II ィャ 

私から 何の 約束 をす るに は 及ばぬ と、 全く 爾ぅ 云う の 

です か」 念 を 推す も 尤もで ある、 余 「無論です」 秀子 

は暫し 考えて、 何と やら 言いに くげに、 何と やら 物静 

かに 「です が 貴方 は」 と 余に 問うた、 「 ：：•• です が 貴方 

は」 ァァ 此の 短い 一 語 実は 千万無量の 意味が 有る、 秀 

子 は 権 田が 何の 条件 を 望まぬ と 知って、 確かに 之 は 余 

から 充分の 報酬 を 約束した 者と 見て取った、 余が 其の 

通り 報酬 を 約束す るから に は、 条件 は 余から 持ち出す 

者だろう と 思った、 其れ だから 「です が 貴方 は」 と 問 


うので ある、 此の 言葉 を 通例の 言葉に 引き延せば 「権 

田さん が、 私 を 妻に するな どの 条件 は 出さぬ とすれば、 

貴方 は 其の 条件 を 出し ませぬ か」 と 云う に 帰す るの だ、 

此の 身 を 妻に する 気 はない かと 問う の も 同じ 事で ある。 

勿論 昨日まで も 夫婦約束が 出来て 居た 間で ある もの 斯 

う 問う は 尤もで ある、 余 は 心底から 嬉し さの 波が 全身 

を 揺ぶ る 様に 覚えた けれど、 悲し や 何の 返事す る 事 も 

出来ぬ、 茲で 嬉しい 顔色 を 見せて すら 権 田への 約束 を 

破る ので ある、 秀 子の 生涯 を 誤らせる ので ある、 罪に 

汚れた 見下げ果てた 女 を 何う して 妻な どに せられる 者 

かと 全く 愛想 を盡 した 様な 容子を 見せよ、 と 云う のが 


権 田からの 註文で ある、 真逆 其の 様な 容子を 見せる 事 

は 出来ぬ けれども、 何と 返辞して 宜ぃ事 やら、 返辞の 

言葉が グッと 余の 咽に 支えた、 余は応 とも 否と も 何と 

も 云わず、 顔 を 傍 向けて 徒らに 目 を 白黒した。 

斯様な 時に 女 ほど 早く 人の 心の 向 北 i を 見て取り、 女 

ほど 深く 不興 を 感ずる 者 はない、 秀子は 忽ち 余の 心 変 

わざわざ 

り を 見て取った、 勿論 態々 余の 昨日からの 不実ら しい 

所業 を 許して 呉れよう とて、 余に 許しの 言葉 を 掛けた 

の を 余が 雀躍して 飛び 附き はせ ずに 却って 顔 を 反した 

の だから 怒る の も 無理 はない、 之 を 怒らねば 秀子 でな 

い、 秀子 以下の 女で ある、 けれど 又 其の 怒り を 陽に 現 


わすの も秀 子で ない、 秀子 以下 だ、 秀子は 再び 何にも 

云わぬ、 唯 静かに 手燭 を 取り上げた、 余 は 今更 熱心の 

色 を 示され もせず 唯 当り前に 「ドレ 私が 送りましょう」 

と 云った、 秀子は 実に 冷淡で ある、 唯 「ィ イエ、 独り 

で 歩まれます」 此の 一 語が 余に 対して 生涯の 勘当 状で 

ある、 余 も 単に 「爾 うです か」 と 味の ない 返事 をした 

が、 此の 時 初めて、 秀 子の 愛 を 失う が 何 ほど 辛い かと 

云う 事 を 思い知った、 今まで とても 権 田の 条件に 服し 

て 以来 秀子を 失わねば 成らぬ 者と 幾度 か 嘆き は 嘆いた 

けれど 実際に 秀 子の 愛 を 失うた の は 今が 初めてで ある、 

全 く 余が 心 は 宇宙の 太陽 系統から 太陽 を 引き去った 様 


に、 最 暗黒と 為って 了った、 滋味 もない 露 気 もない、 

此の 後の 生涯 は、 生涯の 搾 滓で ある、 人間 一人が 生き 

ながらの 搾 滓と 為って 了った の だ、 清風 も 有り 清水 も 

有り、 萌え出る 草の 緑 も 咲き 盛る 花の 紅 も 有る 絶景の 

沃野 を 通リ盡 して 索々 の 沙漠に 入った の だ、 本 統に死 

んで 了い 度く 成った、 何にも 言わずに 秀 子より 先に 

立って 此の 室 を 去ろうと した、 秀子は 全くの 他人に 向 

かう 調子で 「です が 丸 部さん、 貴方 は 此の 塔の 底に 宝 

の 有る 事 を 知りながら 其の 宝が 塔の 底の 何 所に、 何の 

様に 成って あるか 其の 実質 は 何で あるか、 其れ を 見 届 

けずに お立ち去りな さるので すか」 と 問うた、 余 「ハ 


ィ 見届ける 必要 は 有りません、 幾 百年 此の 底に 隠れて 

居た 者です から、 其の儘に 隠れさせて 置きましょう、 

縁が 有れば 誰か 又 外の 人が 取り出す でしよう」 後 は 野 

となれ 山と 為れ、 人間 世界 を 捨てた 様な 此の 身に 宝な 

どが 要る 者 か、 腹の 中 は 全く 自 狂の 有様で ある。 

第 百 十四 回 第 一 号 家 珍 

縦し や 王位よりも 貴い 宝に せよ、 既に 人間の 搾 滓と 

為った 余に 取って は 何の 必要 もない、 余 は 全く 塔の 底 

の 宝 を、 手に も附 けずに 捨て置いて 立ち去る 積り であ 


る。 

秀 子は斯 くと 見て 「ィ イエ 開かずに 置いて は 了い ま 

せん、 兎に角 も 私が 見出した ゆえ、 私から 貴方へ 請う 

のです、 サァ 何う か 開いて、 其の 宝が 何で あるか を 見 

届けて 下さい、 其の上で 去るならば お去りなさい」 殆 

ど 命令 かと も 思う ほ ど 言葉 に 強い所が 有る、 余 は 其れ 

でもと 言い張る 勇気 はない、 余 「では 検 めましょう、 

其の 宝 は 何処に 在ります」 秀子 「コ レ茲 に、 並んで 居 

る棺の 様な 箱が 皆、 宝の 入れ物です、 此の 蓋 を 開けば 

分ります」 云いつつ 秀子は 手燭 を 少しく 高く 上げ、 室 

の 中 を 見廻す 様に した。 


此の 室の 中央に 棺の 様な 柩が、 布に 蔽 われて 並んで 

居る 事 は、 前に 一 寸 記して 置いた、 けれども 熟く は視 

もせなん だが、 之 を 真に 宝の 箱と せば 全く 莫大な 宝で 

ある、 恐らく は 何 所の 国へ 行った とて 一 人の 目で 一 時 

に是 ほどの 宝 を 見る と 云う 事 は 出来ぬ だろう、 是 ほど 

の 宝が 又と 有る 害で ない。 

秀子は 手 爆 を 上げた まま 箱の 数を算 えて 居る、 余 も 

同じく 算 えたが 都合で 十七 個 ある、 其の 十七 個に 多少 

の 大小 は 有る けれど、 一番 小さい のが 大形の 棺 ほどに 

見えて 居る、 余 「何う して 之 を 開きましょう、 定めし 

錠が 卸り て 居ましょう が」 秀子 「錠 は 此の 家の 先祖が 


今も猶 握って 居る 鍵で 開く 事が 出来ましょう、 借りて 

お出で 成さい」 と 云って、 彼の 先祖の 倒れて 居る 石段 

の 方 を 見向いた、 死骸の 握って 居る 鍵 を 取る と は 何と 

やら 気が 進まぬ けれど、 秀 子の 言葉が 毎 もより 断乎と 

して 宛 も 兵卒に 対する 将軍の 号令の 様で ある、 余の 神 

経が 揺いて 居る 為 此の様に 聞え るの か、 将た秀 子の 決 

心が 非常に 強い 為自 から 此の様な 声 を 発する のか も 知 

ら ぬけれ ど、 背く 事の 出来ぬ 命令で ある、 余 は 先に 自 

分で 其の 顔に 手 巾 を 被せて 置いた 彼の 亡骸の 傍へ 生き、 

震える 手先で 鍵 を 取った。 爾 して 箱の 所へ 返る と、 秀 

子 は 余 を 励す 気 か 「此の 箱 を 開く のに 少しも 気の 咎 


める 所 は 有りません、 開かずに 置いて こそ 済まぬ と 云 

う 者です、 サァ 先ず 此の 箱から お開き 成さい」 

指さした の は 一 方の 隅に 当る 一 番 大きな 箱で ある、 

余は秀 子の 挙げて 居る 手燭の 光りの 下で、 布の 蔽を取 

リ除 けた、 鍵穴 を も 見出した、 之 を 開く に 多少の 困難 

は 有った けれど 記す に は 足らぬ、 頓て 箱の 蓋 を 開き 得 

た、 箱 は 何の 飾 もない 白木で ある。 

蓋 を 開く と共に、 得 も 云えぬ 香気が 龍 郁と 立ち上 つ 

た、 是は 宝と 共 に 何 か 高貴な 香料 を 詰め て 有る ので あ 

ろう、 後世 此の 箱 を 開く 我が 子孫に 厭な 想い を させ ま 

いと 云う 先祖の 行き届いた 注意ら しく 思われる、 第 一 


に 目に 附くは 此の 室の 腰掛け を 張って 有る と 同じ 様な 

緋 羅紗で ある、 腰掛 は 全く 色が 褪めて 居る けれど、 箱 

の 中の は 猶だ燈 立つ 様に 赤く 見 ゆる、 此の 緋 羅紗 を 取 

り 除く と 下に 一 枚の 板が ある、 之が 中 蓋であろう、 此 

の 中 蓋の 上に 洋革紙 を 貼リ附 けて 総目録と 書いて ある、 

先ず 是を 読んで 見る と、 箱の 番号 を 一 から 十七まで 記 

し、 各 番号の 下に 「金銀」 だの 「珠玉」 だの 「領地の 

献品」 だのと 云う 文字が ある、 中には 何年 何月 某国に 

対する 戦勝の 捕獲 品と 書いた の も 一 個 あり、 又 美術品 

と 記した の も 有る、 けれど 一番多いの は 金銀で ある、 

十七 個のう ち 半分まで は 此の 文字が 見える。 


余の 開いた の は 十七 箱の 総目録の 入って 居る 所 を 見 

ると 無論 第一 号で ある。 余 は 目録 を 読み、 口の 中で 「第 

一 号の は 家 珍」 と 眩いた、 家 珍と 云えば 多分 は 金銭に 

も 替え 難く 丸 部 家の 子々 孫々 に 伝う 可き 品で 有ろう、 

斯う 思うて 「宝な ど は」 と 見限って 居た 身も自 から 動 

悸で 高く 成って 来る、 愈々 中 蓋 を 開く と、 其の 下に は 

又 其れ ぞれに 小さい 箱 詰に なって 居る、 其の 一番 上の 

箱から 昔の 王冠が 出た、 無論 金製で ある。 

之 は 割れた のを纒 めて 入れて 有った と 見え、 取り出 

すと 共に 四 個に 割れて 了った、 併し 如何にも 家 珍の 一 

である、 是で 此の 家の 先祖が 王族から 出た 事が 分る、 


爾 して 此の 王冠の グ ルリに 幾 個と なく 珠玉が 輝いて 居 

て、 其の 真中の 一 個 は、 火の 燃える かと 疑われる 

紅宝& である、 径 一寸 ほど も 有ろう、 其の 質の 優れた 

事 は 単に 是 のみで も 巨万の 富で ある、 是 より 取り出し 

又 取り出す と 袋 も 有る、 箱 も 有る、 袋の 一 個に は 香料 

が 入って 居た の だ、 今の 龍 郁と 立ち上った 香気の 元 も 

分った、 王冠の 外に 女王の 冠 も 有る、 之 も 価の 積り 切 

れぬ 多くの 珠玉の 飾りで ある、 次から 次へ、 頸輪 も 出 

た、 腕 飾 も 出た、 指環 ゃ金釦 など を 初め 衣服の 粧飾品 

や、 文房具の 様な 物 や、 孰れ も 金製 又は 銀製に て、 今 

の 世に は 求めて 得られぬ 高貴の 珠玉 を鏤 入て 有る ので、 


是 だけで も ラン カス タ —朝廷の 一 切の 宝 を 集め 盡 くし 

たので はない かと 疑われる。 

第 百 十五 回 猶だ 無用心 

箱の 中の 宝の 数々 は兹に 記し 盡 くす 事 は 出来ぬ、 金 

目に 積る 事 さえ 六 かしかろう。 

此の 箱 一 個に さえ 是ほ どなれば 総て 十七 個の 箱を悉 

く 開いたら 何れ ほどの 宝が 出よう、 幸いに して 余 は、 

ィャ 不幸に して 余 は 宝 も 何も 惜 からぬ 今の 位地に 立 つ 

て 居る 故、 唯 宝の 多い のに 驚く だけで 済む けれど、 若 


しも 今日 以前の 如く 浮世の 慾の 猶 絶えぬ 人間で 有った 

な らば 必ず 気絶す る 所だろう、 我が 物な らば 嬉し さ に 、 

人の 物なら ば 羨まし さに、 或いは 発狂まで もす るか 分 

らぬ。 

斯うな つて は、 箱 を 開く さえ 無益 だと 思った 先刻の 

様に 引き替え、 何だか 外の 箱 を も 窺いて 見たい、 決し 

て 宝の 欲しい 訳で はない が、 云わば 我が 眼に 贅沢 を さ 

せ 度い ので ある、 是 ほどの 宝を眸 瞼へ 写す と 云う 事 は 

王侯 貴人で も 先ず 出来まい、 秀子は 余の 気 を 察した か 

「念の為 之と 之 を 開けて 御覧なさい」 と 云い 次に 並ぶ 

二 個の 箱 を 指さして、 即ち 「第二 号 金銀」 と 目録に 在 


る 箱と 「第三 号、 珠玉」 と ある 箱で 有る。 

金銀、 珠玉、 ハテな 何の様な 金銀だろう、 何の様な 

珠玉だろう、 慾の ない 身 も 胴震いの する 様な 気持と 

為った、 先ず 第二 号 を 開いた が、 蓋 も 中 蓋 も 前の 通り 

で、 唯 中の 実物 だけ 違って 居る 中には 竪に九 個の 区画 

をして 有って、 其の 一 画 毎に 何々 時代の 金貨な どと 貼 

リ 紙が 附き、 昔の 通貨が 全く 満々 て 居る、 其の 区画の 

六 個 は 金貨で、 残る 三 個が 銀貨で ある、 余 は 余りの 事 

で 手 を 触れる と 神聖 を 汚す 様に 思い、 唯 小声で 「ァァ 

わかりました」 と 云った 切り 蓋 を 閉じた、 猶心は 鎮ま 

ら ぬけれ ど、 何となく 長居す るの が 恐ろしく 成って 直 


ぐに 次の 「第三 号」 を 開いた、 之に は 区画 もない 唯 幾 

個と なく 袋が 入って 居る。 

袋の 中が 定めし 珠玉 だろうと 思い、 試みに 一番 上の 

手頃な の を 引き上げよう とすると、 知らなん だ、 袋 は 

既に 朽ち果てて、 中の 物の 重みの 為、 脆く 破れた、 破 

れた と共に 余 は 「キヤ ッ」 と 叫び 目 を 塞いで 退いた、 

是が 退かずに 居られよ うか、 袋の 中から 戛然の 音と 共 

に 散乱して 溢れ出た の は 目 を衝く 様な 無数の 光る 物で 

ある、 薄暗い 室の 中に、 秀 子の 持って 居る 手燭の 光 を 

反映し、 殆ど 天上の 星 を 悉く 茲へ 落した かと 怪しまる 

きらさら まぶ 

る 許りで ある、 唯燦々 と 暈しく 輝く のみで ある、 此の 


正体 は 問う 迄 もな く 夜光 珠で、 中には 十二 乗 を 照す と 

も 評す 可き 巨 いのも ある。 

秀子も 余 ほど 驚いた 様子で 無言の まま 立 つ て 居る、 

余 は 溢れた 珠玉 を 元の 袋に 納める も 無益と 知って 其の 

まま 蓋 を 閉じ 「サ ァ秀 子さん、 兎も角も 兹を 立ち去り 

ましょう」 と 云った、 秀子は 仲々 落ち着いて 居る 「ィ 

ェ 未だ」 と 云い 暫くして 「初めに 開いた 第一 号の 中に 

何 か 書き 附 けが 有った 様です、 ァレを 読んで 御覧な さ 

い、 其の上で 立ち去りましょう」 言葉に 従い 余 は 再び 

第 一 号の 箱に 向かい 前に 見た 目録 を 取って 調べ ると 

「珠玉」 と 記した 箱 は 都合 三 個 「金銀」 と 記した のが 七 


個、 残る 七 個 は 様々 である、 一 箱のう ちに 纔にー 袋 さ 

ぇァノ 通りなら 一切で 何れ 程で 有ろう、 王侯よりも 貴 

いと 云う の は 無理 もない、 全く 全 英国の 国家 ほどの 値 

打ちが 有る、 是 ほどの 宝なら ば、 成 ほど 塔 を 立て 此の 

様に して 保 蔵す る 外 は 有るまい、 今まで 此の 塔の 伝説 

を 聞く 者が、 此の 家の 先祖 を 狂人の 如くに 云い 其の 用 

心の 深 過ぎる を 笑った とか 云う 事 だが 此れ だけの 宝 を 

得て 狂人に 止まった のは猶 心の 確かな 人と 云わねば 成 

らぬ、 殊に 其の 用心 とても 此の 宝に 対しても 猶 無用心 

と 云っても 宜ぃ、 増して 其の 時代が 閣竜英 の 乱の 時で 

国王 は弑 せられ 貴族 は 憎まれ、 贅沢品 は 容赦な く 取り 


上げられる 物騒の 極で 有った 事 を 思えば、 縦ん ば余自 

身が 其の 人で 有ろうと しても 充分 是 くらいの、 否是ょ 

リ 以上の 用心 をす る 所で ある、 と 云って 実は 是ょ リ以 

上の 用心と は 聊か 其の 工夫に も 困る 訳 だテ。 

ぼんやり 

余 は 目録 を 持った まま 此の様な 事 を 思って 暫し茫 乎 

として 居た が、 秀子は 背後から 「其の 目録で は 有り ま 

せん、 ソレ 香料の 袋の 下に 別に 羊 革 紙が 見える では 有 

りません か、 其れに 何 を 書いて あるかお 読みな さいと 

云う のです」 余 は 初めて 我に 復り、 香料の 袋の 下 を 見 

ると 成 ほど 羊 革 紙が 見えて 居る、 宛 も 遺言状の 様に 丁 

寧に 巻いて ある、 引き延して 之 を 読む と、 


「丸 部 家 第 十四 世の 孫 朝秀、 兹に 誠意 を 以て 証明す、 

此の 塔に 蓄 うる 金銀 珠玉 一 切の 宝物 は 正統の 権利に 

依り、 何人も 争う 可から ざる 丸 部 家の 所有な リ。 

事の 仔細 は 別に 当家の 記録に 明かな リ、 余 は 先祖 

代々 の 志を嗣 ぎ、 幾年の 辛苦 を以 つて、 夜陰に 之 を 

水底より 取り集め 得たり 

「此の 宝、 水底に 在りし 事、 凡そ 二百 五十 年な リ、 

貴重なる 絵画、 絹布 等 祖先の 目録に 存 する 者 は、 惜 

む 可し 悉く 水の 為に 敗し 去りて 痕跡な し、 唯 金銀 珠 

玉の 如き、 年 を 経て 朽 ざる 者の み 満足に 存 したれば、 

余 は 十 有 七 個の 箱に 入れ、 之 を 此の 塔の 底に 蔵す 


「余の 子孫 之 を 取り出す 事 を 得ば、 余の 祝福 は 宝と 

共に 其の 身に 加わらん 

「余の 子孫なら ざる 者、 若し 之 を 取り去らん か、 余 

丸 部朝秀 の 亡霊 は 其の 人に 禍せ ざれば 止ま ざらん と 

す 

願く は 子々 孫々 之に 依りて 永遠 限りなき 幸福 を享 

けよ」 

之 だけの 文句で あるが、 此の 宝が 丸 部 家の 物で ある 

事 を 知る に は 充分で ある。 

第 百 十六 回 声 も 言葉 も —— 出ぬ 


読んで 了った 此の 書き 附け は、 先祖の 遺骸の 握って 

居た 鍵と 共に 持って行って 叔父に 渡す が 至当 だろうと、 

やが  きま 

鱸て 余と 秀 子との 間に 相談が 極った、 叔父に 渡せば、 

宝 を 取り出すなら 取り出す、 遺骸 を 改葬す るなら 改葬 

すると、 夫々 処分 も 定まる だろう。 

何しろ 余リ 莫大の 宝 だから 此の上 茲に 長居す る は 空 

恐ろしい、 余 は 第一 号の 箱 を も 成 可く 元の通りに 蓋 を 

して、 手燭 を 以て 先に 進む 秀 子の 後に 随 つて 茲を 去つ 

た、 頓て 塔の 出口 間近く まで 進む と 秀子は 余 を 顧み 「是 

だけの 宝が 今まで 人手に 渡らなん だの は 全く 先祖の 霊 


が 保護して 居た のでしょう、 昔からの 伝説 を 聞き込ん 

で 此の 宝 を 取り出そうと 計 企らん だ 人 は 何人 あるか も 

知れません、 既にお 紺 婆な ども 其の 一 人で 実は 宝 を 目 

当に 此の 塔 を 買 つ た のです が、 生憎 無学で 咒語を 読む 

事 さえ 出来ず、 息子の 高 輪 田 長 三へ 相談し ました けれ 

ど 長 三 は  一 口に 伝説 を蹶 做して 了い ました、 其 だから 

彼 は 此の 塔 を 売る 気に も 成った のでしょう、 若し 彼が 

お 紺 婆と 同じ 心に 成ったなら 此の 塔 は 再び 丸 部 家の 血 

筋の 者へ は 復らぬ 所でした」 余 「成 ほど 先祖の 冥 護に 

も 依る でしよう が、 全く 貴女の 熱心の 為です よ、 貴女 

の 智慧に 依らぬ 限り は、 此の 宝 は 永久 地の 底へ 埋 つて 


了う 所でした」 

語る 間に、 道 も 迷わず 漸く 時計の 機械 室の 外に 在る 

石の 壁の 所へ 着いた、 思えば 此の 塔 を 建てた 当人 さえ 

出る事が出来ずして悶き死んだ程の所を無事に^^;ムまで 

出て 来たの は 之 も 冥 護に 因る だろう か 併し 何方 かと 云 

えば 余 は 冥 護 のない 方が 望ましかった、 出る 事が 出来 

ぬと ならば、 秀 子と 一所に 死ぬ る 事 も 出来、 又 死に際 

に は 権 田 時 介との 約束に 縛られて 其れが 為に 秀 子に 

賤 まれる 様に 仕向けた 次第 を 打ち明け、 充分に 詫び 

て秀 子の 心 を 解く 事 も 出来 得る で 有った 者 を、 儘なら 

ぬ 浮世と は 此の 事だろう、 併し 未だ 石の 戸の 関所が 有 


る、 此の 関所 は 真逆に 冥 護で は 動くまい と 思って 居る 

と、 秀子は 説明す 様に 「ァノ 緑 盤 は 重い 此の 戸に 引か 

れて 居ます から 動かす 事 は 出来ません が 此の 戸 を 動か 

しさえ すれば 緑 盤 は 自然に 開きます」 と 云い、 更に 壁 

を検 めて 「確か 図籙に 由る と 此の辺に、 戸の 凸点を 遮つ 

て 居る 壁の 障子 を 外す 穴が 有る 害です、 内部から は 何 

うに も 仕様がなく、 唯 十 一 時 を 待つ 一 方です が、 兹か 

ら ならば 何時でも 開かれましょう、 此の 一 事 を 見ても 

先祖 朝秀 卿の 行き届いた 苦心が 分ります」 とて、 暫し 

壁 を 探って 居て 「ァァ 有りました、 サァ」 と 云い 石の 

戸 を 開けて 了った。 


余り 苦 もな く 開いた のに 聊か 呆気に 取られる 心地 は 

したが、 最早 機械 室の 中へ 這 入らぬ 訳に 行かぬ、 這 入 つ 

て 見る と 成 ほど 緑 盤 も 開いて 居る、 秀子は 先ず 余に 緑 

盤の 所 を 潜らせ、 後で 時計の 機械 を 何う かして 居る 様 

で 有った が 間もなく 其の 身 も 潜って 出た、 出る と 直ち 

に 石の 戸 も、 之に 引かれて 居る 緑 盤 も 塞がった、 余と 

秀子は 余の 居室の 真上に 当る 所謂 時計 室の 広い 所へ 

立った が、 思わず も 顔と 顔と を 見合わした、 余の 己惚 

か は 知らぬ けれど 秀 子の 眼に も 寧ろ 無事に 出られた の 

を悔む 色が 見えて 居る。 

是 より 余の 居室の 外に 在る 縁側へ 下る と、 怪し や、 


中から 此の 室の 戸 を 引つ 搔く 様な 音が 聞こえる、 余 は 

初めて 此の 室に 寝た 時、 画板の 間から 怪しい 手 (後に 

分った 虎 井 夫人の 手) の 出た 事な ど 思い出し、 又 近く 

昨夜に、 確か 此の 室から 神経 を 搔き紊 す 様な 恐ろしい 

叫び声の 聞こえた 事 を 思い出し、 何 か 室の 中に 尋常な 

らぬ 事が 有り はせ ぬかと 気遣った、 併し 之は秀 子に 見 

せ 可き 次第で ないから、 後で 独りで 検 めて 見ようと 思 

い 「ォ ォ最ぅ 大方 夜が 開け放れ ました、 サァ秀 子さん、 

貴女 は 定めしお 疲れでしょう、 兎に角 一休み 成さら ね 

い ま 

ば、 ェ、 お居 室まで 私が 送りましょう か」 秀子は 淋し 

げに 笑み 「左様です、 思って 見る と 昨日の 朝から 未だ 


食事 も 致しません」 全く 疲れが 顔の 面に 蒼白く 現われ 

て 居る、 余 「サァ 送って 上げましょう」 

全くの 他人 同様と 為って 了って、 余に 送られる の を 

果たして 承諾す る や 否やと、 余 は 聊か 気遣った が、 秀 

子 は 承知と も 不承知と も 言わぬ、 唯 余の 居室の 方へ 耳 

を 傾け 「オヤ、 此の 室の 中には」 と 云った 切りで ある。 

余 「ナニ 何事 も 有りません よ」 秀子は 断乎と して 「此 

の 戸 をお 開きなさい、 お開きなさい」 当惑に 思う けれ 

ど 拒む 訳に 行かぬ、 其のう ちに 益々 物音が 高くな る か 

ら、 止むを得ず 戸 を 開いた が、 秀子は 余よりも 先に、 

猶 手燭 を 持った 儘で 進み 入った、 入る と 同時に 痛く 打 


ち 驚いた 様子で、 忽ち 足 を 留めて 突っ立った、 余 も 続 

いて 這 入った が、 目に 留る 有様の 余り 非常で ある 為に 

同じく 足が 留 つて 了った。 暫しは 声 も 言葉 も 出ぬ。 

第 百 十七 回 天の 裁判 

若し 秀 子よりも 先に 余が 此の 室に 入った のなら ば、 

余 は 決して 此の 室に 秀子を 入れ はせ ぬ、 此の 有様 を 見 

せ はせ ぬ、 何とか 口実 を 設けて 閾の 外から 立ち去ら 

せる 所で 有った けれど、 悲し や 余よりも 秀 子が 先に 

入って、 此の様 を 見た の だから 今更 如何と もす る 事が 


出来ぬ。 

それでも 余は猶 何とかして 秀子を 立ち去らせ 度い 者 

と、 其の 肩に 手 を 掛けて 「サ ァ秀 子さん 彼方へ 行き ま 

しょう」 と 引き 退ける 様に した、 此の 時 忽ち 余の 足 許 

をば、 矢 を 射る 様に 通り 過して 縁側に 飛び出した 一 物 

が 有る、 それ は 虎 井 夫人の 彼の 狐猿で 有る、 今 此の 室 

の 戸 を 内から 引つ 搔 いて 居た の も 即ち 此の 狐猿で あろ 

う。 

秀子は 石の 柱の 様に 突っ立って 少しも 動かぬ、 肩 を 

推しても 無益で ある、 爾 して 恐ろし さに 見開いた 其の 

眼 を宙に 注ぎ、 遠く 眼前の 以外に 在る 何事 を か 見詰め 


て 居る 様で ある、 ァァ秀 子 は 室の 中の 様に 驚き、 今 は 

何事 を か 連想して、 心 を 遠い 遠い 事柄に 注いで 居る と 

見える、 宛で 醒めながら 夢で も 見る 有様で 何事 も 移ら 

ぬので ある。 

秀 子を斯 くまで 驚かせた 室の 中の 光景 は 如何で ある、 

余の 常に 倚る 安楽椅子に、 背 様に 靠れ、 一人の 男が 顔 

に 得 も 云えぬ 苦痛の 色 を 浮かべ、 目 を 見張った 儘に 死 

んで 居る、 爾 して 所々 に 血が 附 いて 居て、 殊に 其の 頰 

の 辺に 嚙 まれた か搔 かれた か 痛々 しい 傷が 有る、 之 も 

確かに 狐猿の 仕業で 有ろう、 猶 好く 見れば 其の 手先 も 

痛く 嚙 まれて 居る、 抑 も 此の 男 は 誰、 余 は 容易に 判じ 


得なん だが、 見て 居る 中に 高 輪 田 長 三と 分って 来た、 

生き 顔と 死 顔と は 相恰が 変る と は 云え 斯 くまで 甚く 変 

ると は 思わなん だ、 傷の 為 苦痛の 為最 つと 醜く 筋々 が 

伸縮して 居る 外に 猶、 不断と は 全く 違って 見える 所が 

有る、 本来 彼の 顔 は 美しくて 滑らかで 底に 薄 気味の 悪 

い 所が 有り はする けれど、 悪人 程に は 見えなん だが 死 

顔 は 全く 大 悪の 相で ある、 生前 は 余 ほど 容子を 作り、 

自ら 善人に 善人に と 見せ掛けて 居た 為に 此の 大 悪の 

相恰が 現われ なんだ のか 知らん、 兎に角 も 恐ろしい 顔 

である。 余が 未だ 充分に は 明け 切らぬ 薄暗い 室の 中で 

蠟燭の 光で 見て は猶更 恐ろしく 感ぜられる。 


ァァ彼 何が 為 此の 余の 居間へ 入った のか 何が 為に 死 

んだ のか、 真逆の 狐猿の 仕業で 人 一人 を嚙み 殺す 事 は 

出来ぬ、 合点の 行かぬ 事で は 有る が、 昨夜の 叫び声の 

出 所 だけ は 之で 分った、 彼の 死に際の 声で 有った、 爾 

すれば 彼 は 夜の 十一 一時が 打って 間もなく 死んだ もの だ。 

余が 斯の 様に 思いつ っ猶 死因 を 考えて 居る 間に 秀子 

は 忽ち 身 を 躍らせて 「分りました、 分りました」 と 打 

ち 叫んだ、 何が 分った か 知らぬ けれど 余 ほど 心の 騒ぐ 

と 見え、 日頃の 落ち着いた 様と は 打って 変り、 発狂で 

もした ではない かと 気遣わる る 程で ある、 余 「何が 分 

りました、 秀 子さん」 


秀 子の 耳に 余の 問いが 聞こえた のか 聞こえぬ のか 秀 

子 は、 猶も 夢中の 人の 語る 有様で 「分りました、 八 年 

前に 此の 室で、 養母お 柑を 殺した の は 此の 高 輪 田です、 

此の 長 三です、 私 一人 其の 声 を 聞き 附 けて 此の 室へ 

走って 来ました が、 真暗の 中で 何者に か 突き当たり ま 

した、 これが 確かに 曲者と は 思いました けれど 私 を 突 

き 退けて 逃げ去りました、 女ながら も それ を 追う 為 私 

が馳け 出そうと する 所 を、 暗の 中から 死に際の 声で、 

曲者と 云って 私の 手 を 捕え 左の 小 腕へ 嚙み附 いたのが 

お 組でして、 死に際の 苦痛と 云い 殊に は 暗の 中と 云い 

人の 差別 も 分らなん だので しょうが、 私 は 唯 痛 さと 恐 


ろし さに 気 を 失い、 自ら 逃げる のか 曲者 を 追い掛ける 

のか、 夢中の 様で 駆け 降りて 堀の 端まで 行き、 倒れ ま 

した、 翌朝 我に 復 つて 見る と 早 や 養母 殺しの 罪人と し 

て 警官の 手に 捕われて 居た のです、 外に 罪人の 有る 事 

は 知りながら も 誰と 指して 云う 事 は 出来ず、 争い は 争 

いました が、 手に 残る 歯形と 云い、 肉が 老婆の 口に 残つ 

て 居た 事と 云い、 似寄った 事情と 間違った 推量と が 証 

拠と 為って、 自分の 言い立て は 少しも 通らず、 云えば 

云う だけ 偽り を 作る に 巧みな 天生の 毒婦 だと 罵 しられ、 

遂に 人殺しの 罪人と して 宣告 を 受けました、 未丁年の 

為 死刑 を 一 等 だけ 減じ 終身刑に 処す るから 有難く 思え 


と 言い渡されました。 女王陛下にまで 哀願しても 許さ 

れず、 終い に 罪な き 清浄の 一 少女が 稀代の 毒婦 輪 田お 

夏と て 全国に 唱 われました」 

千古の 恨み を 吐き出して 其の 声 は 人間の 界 を 貫き 

深く 深く 冥界と 相 通ず るかと 疑われる 様な 音で ある、 

余 は 感動せ ずに 聞く 事 は 出来ぬ、 知らず知らず 一身が 

秀 子の 声と 相 融和して 自ら 恨みの 中の 人と 為り、 共に 

悔しい 想いが する、 秀子 は猶も 同じ 調子で 「牢を 抜け 

出て 後、 私の 密 旨の 一 つ は 誠の 罪人 を 探し出し 天の 如 

き 裁判 を 彼に 加えて 一 身の 無実 を 雪ぐ に 在りました が、 

今 は 其の 罪人が 有りました、 彼に 相当した 通りに 天の 


裁判が 降りました、 彼 は 此の 高 輪 田 長 三です、 多少 彼 

では 有るまい かと 疑ぐ つた 事 は 有ります けれど 今 此の 

天の 裁判 を 見て 初めて 彼と 確かに 知る 事が 出来た ので 

す、 天の 裁判が 如何に 彼に 降った か 此の様 を 見れば 分 

ります」 真に 秀子は 其の 熱心 を 以て、 人の 目に 見えぬ 

所 をまで 見て取り 得た のか、 斯く 叫ぶ 間 も、 猶 其の 眼 

を、 人間 以外に 注ぐ 様に 宇宙に 浮かべて 居る。 

第 百 十八 回 シテ密 旨の 第三 は 

成る ほど 秀 子の 「密 旨」 の 一 つが、 お 紺 殺しの 真の 


罪人 を 探し出し、 自分の 汚名 を 雪ぐ に 在った の は 尤も 

千万な 次第で ある、 塔の 宝 を 見極める が密 旨の 第一 、 

罪人 を 突き 留める が 同じく 第一 一、 シテ 其の 第三 は 何で 

あろう、 確か 密 旨が 三 個 ある 様な 口振りで 有った、 第 

一 第二 は 既に 届いた も 同じ 事、 第三の 何とも 未だ 知れ 

ぬ 密旨も 果たして 届く 事で 有ろうかと、 余 は 世話し い 

中に も 此の様な 思案の 浮かぶ の を 禁じ 得なん だ。 

秀子 は猶も 夢中の 様で 言葉 を 継 いだ。 「此の 天罰が 

何の様に 彼の 身に 降り 下った とお 思いな さる、 私の 目 

に は 面前り 見る 様に 分ります、 先年 彼が 養母お 柑を殺 

したの は 丁度 此の 塔の 時計が 夜の 十一 一時 を 打った 時で 


した、 私が 時計の 音に 目を覚まし、 寝返り をして 居る 

と 此の 室から 養母の 叫び声が 聞こえた のです、 それで 

私が 馳せ 上って 来たので す、 彼 は 其の後 も 此の 時計の 

十二時 を 聞く 度に 其の 夜の 事 を 思い出す と 見え、 顔に 

恐れの 色 を 浮かべます、 彼が 根 西 夫人に 連れられ 初め 

て 此の 家の 宴会に 来ました とき、 彼が 挨拶の 中途で 言 

葉 を 留め、 我知らず 指 を 折って 時計の 音 を 数えた 事 は 

定めし 貴方 も 御存じでしょう、 彼 は 何故に 時計の 音が 

十一で 止んだ の を 見て 安心の 色 を 浮かべました、 十二 

時 かと 思った のが 未だ 十一 一時より 一 時間 前 だと 分った 

為 漸く 其の 神経が 鎮まった のです、 彼 若し 養母 を 殺し 


た 本人なら ずば 十一 一時の 音 を 斯う も 恐る る 害 は 有り ま 

せん、 其の後 彼 は 此の 家へ 出入し 悪人 同志 は 懇意と 為 

る も 早い と 見え、 虎 井 夫人と 懇意に 成りました、 ァノ 

夫人 は 兼ねて 私が 此の 塔の 秘密 を 解く に 心 を 注いで 居 

あずか 

る 事 を 知り、 塔の 宝 を 取り出したなら 其の 割前に 与 

る 積り で 兄の 穴 川甚蔵 等と 様々 に 私 を 威して 居た ので 

すが、 其の 威し の 利かぬ 為 果て は 自分で 取り出す と 云 

う 非望 を 起し、 遂に 図籙を 盗み取り 兄の 許へ 送った 事 

は 貴方が 御存じの 通りです、 けれど 一 昨夜 貴方が 権 田 

時 介へ お 話の 通り、 兄 も 貴方に 攻められて 思う 仕事が 

出来ぬ 事と 為りました から、 妹 虎 井 夫人 は 兄の 代りに 


高 輪 田 長 三 を 抱き込む 気に 成リ、 長 三 へ 秘密 を 打ち 明 

けたので す、 長 三 は 塔の 底に 宝が 有るな どと 昔 は 信じ 

ませんで したが、 夫人の 言葉で 信ずる 事に 成りました、 

それ は 此の頃 彼と、 虎 井 夫人と が 折々 密々 話な どして 

居た 様子で 私が 見て取りました、 彼 全く 虎 井 夫人と 同 

じ 気に 成り、 夜更けて 人の 寝 鎮まる を 待ち、 自分の 力 

で 塔の 秘密が 解ける 様に 思 い 、 貴方が 此の 家へ 帰った 

事 を 知らず 留守の 間に 仕事 をす る 積り で 昨夜 此の 室 へ 

忍び込ん だのが 此の 通り 天罰 を 受ける 元に 成った ので 

す」 

理を 推し 情 を 尋ねて 云う 言葉、 一 々に 順序 あり 脈絡 


あり、 そうでな しと 争う 可き 余地 もない 程に 述べ 来る 

は 全く 熱心の 迸 しりて 知らず知らず 茲に 至る 者と 見 

える、 余 は 唯 聞き惚れて 一 言 を も 挿さまぬ、 秀子 r 此 

の 室へ 来て 貴方の 書類 を 探したり 咒 語の意味 を 考えた 

りする 為に、 自分で 戸 を X 切った のです が、 何う か 云 

う 事で 虎 井 夫人の 彼の 狐猿が 紛れ込み 一 緒に 閉じ込め 

られ たのです、 爾 とも 知らず 彼 様々 に 思案して 居る う 

ち 直ぐに 自分の 頭の 上で、 時計が 十二時 を 打ち、 昔お 

紺 婆 を 殺した 時と 同じ様に 聞こえました から、 彼は必 

ず 神経 を 騒がせました、 其の 時 宛 も 室の 隅 か 何 所 かで 

狐猿が 異様な 物音 を さ せた のでしょう、 彼が 何れ ほど 


驚い たかは 兹に 燃えさし の 蠟燭が 消えて 居る ので も 分 

ります、 彼 手燭 を 持って 立ち上がらん とし 其の まま 取 

り 落した のです、 或いは 其のと き 彼の 紊れて 居る 神経 

へ お 紺 婆の 死に際の 顔で も 浮かんだ かも 知れません、 

彼 は 狼狽の 余り 怪物と 思 つ て 狐猿 を 攫む か 何う かした 

のでしょう、 狐猿 も 死に物狂いに 彼の 頰を搔 き 彼の 手 

に 嚙み附 いたの は 此の 有様で 分って 居ます」 

爾 すれば 昨夜 十二時の 打った 後で、 余が 二度まで も 

異様な 悲鳴の 声 を 聞いた は、 確かに 狐猿の 声と 彼の 叫 

びとの 混じた ので 有った だろう、 秀 子の 考えに 寸分の 

相違 はない、 秀子 「真暗の 処に 入れば 唯の 人 さえ 恐れ 


を 生じます のに 況して 彼 は 自分が 養母 を 殺した 此の 室 

に 入り、 手燭 は 消え 時計の 響き は 残り、 何ん とも 知れ 

ぬ 狐猿 は 騒ぎ 廻ります から、 必ず 逃げ出そう として 戸 

など を 探りましても 彼の 知って 居た 頃と は 此の 室の 案 

内 も 違い、 暗闇で 仲々 戸 を 開けられる 者で は 有り ませ 

ん、 それに 狐猿 は 或る 国で は 雷獣と も名づ けられて 居 

る ほどで、 雷の 鳴る 時 は 甚く 電気 を 感じ 全く 発狂の 体 

と 為る とも 申します ゆえ、 定めし 散々 に 荒れ 廻り 彼の 

前、 彼の 背後な どから 飛び 附 いたり 躍り掛かつ たりし 

たのでしょう、 彼 は 子供の 折から 心臓に 異状が 有り、 

殊に 此の頃 は 其の 発病の 為、 若し 甚く 身体 や 心 を 動か 


して は 心臓 破裂に 為る とて 医師に 誡 めら れて 居る ほど 

ゆえ、 其の 騒ぎに 遂に 此の 通り 死んだ のでしょう、 彼 

の 仕業の 為 私が 手の 肉 を嚙み 取られた 此の 室で、 夜の 

同じ 刻限に 彼 自ら 狐猿に 悩まされ 所々 を嚙み 切られて 

爾 して 最期 を 遂げる と は是が 天の 裁判で は 有りません 

か、 丸 部さん 私 は 誠の 罪人 を 探し出して 明らかに 白状 

させて 爾 して 自分の 汚名 を 清め 度い と 思い ましたが、 

彼の 死んだ 後で 是 だけの 事 を知リ 得た の は 残念です け 

れど、 到底 私の 手で は是 だけの 罰 を 彼に 帰せる 事 は 出 

来ず 天が 代って 罰して 呉れた かと 思えば 全く 密旨 の 此 

の 一 部分 も 届いた 者と して 深く 感謝す る 外 は 有り ませ 


ん」 と 再び 天に 手 を 挙げて 礼拝す る 様に した、 余 は 只 

管 感に打 たれる ばかりで ある。 

第 百 十九 回 此の世へ 暇 を 

全く 秀 子の 云う 通りで 有る、 彼 高 輪 田 長 三 は 天罰 を 

受けて 居た の だ。 

余は秀 子に 向かい 「貴女の 熱心が 天に 届いた のです、 

けれど 秀 子さん 茲に 長居す る 必要 は 有りません、 死骸 

の 後の 処分な ど は 私が 致します から、 サァ 貴女 は 早く 

室へ 行って 一 休みす ると 成さい、 余 ほどお 疲れで 有り 


ましょう、 ソレに 又 二人が 塔の 底へ 忍び込んだ 事が 分 

リ、 塔の 秘密 を 人に 悟られる 様な 事が 有って は 宜く有 

りません から」 と 云う に、 秀子は 今まで 引き立てて 居 

た 気 も 弛んだ か 全く 他愛 も 無い ほど 疲れた 様で 「ハイ、 

兎も角も 暫し 休みましょう、 爾 せねば 私 は、 最ぅ 何の 

考え も定 りません」 実に 其の 害で ある、 二十 四時 間の 

上、 食事 もせず、 而も 人の 一 生に も 無い 程に 心 を 動か 

した 事 なれば、 如何に 健げ な 女で も 最早 堪え難い であ 

ろう。 

余 も 疲れて は 居る けれど、 余の 心に は大 なる 不平が 

有る、 漸く 秀 子の 念願が 届き 掛け 其の 身の上が 幸福に 


成ろうと 云う 時に 当って、 自分から 秀 子に 賤 しまれる 

様に 仕向け、 秀子を 失わねば 成らぬ かと 思えば、 仲々 

気の 弛む トコ 口で 無い、 休もうと て 休まれ もせず、 独 

りで 篤と 此の 後の 身の 振り方な ども 考えて 見ねば 成ら 

ぬ。 

此の様に 思いつつ 秀子を 送って 塔 を 降り、 此の 家の 

二階へ は 着いた、 秀 子の 室 は 未だ 遠い けれど 矢張り 此 

の 一 一階 続きに 在る の だ、 秀子 は最ぅ 送つ て 貰う に 及ば 

ぬと 謝して 独りで 立ち去った、 余に 愛想 を盡 さぬ 前な 

ら、 何も 其の 室の 入口まで 余の 送って 行く の を 邪魔 だ 

とも 思うまい に、 ァァ 唯一 時、 意外な 高 輪 田 長 三の 死 


に 様に 驚いて 居た 間 だけ は、 外の 事 を 打ち 忘れて、 余 

に 殆ど 以前の 通り 打ち解けた 様な 容 子に 語った けれど、 

其の 驚きが 過ぎ去って、 心が 常の 水平に 返れば 直ぐに 

余を賤 しむ 心が 戻り、 口 をき くの も 好ましく 思わぬ と 

見える、 実に 権 田 時 介との 約束に は甚ぃ 目に 遭った。 

空しく 秀 子の 姿が 見えず なる 迄 見送って、 兎に角 誰 

かに 高 輪 田 長 三の 死 を 伝えねば 成らぬ がな ど 思案し つ 

つ、 徐々 と、 下に 降る 階 子 段の 所まで 行った、 此の 時 

は 既に 窓の 外が 明るくな リ、 日の出る 刻限で ある けれ 

ど 下で は 誰も 起き 出て 居ぬ 様子で ある、 未だ 降りて 

行った とて 仕様が無 いか 知らん と、 暫し足 を 留め、 段 


の 上の 横手に 佇立で 居る と、 下から 誰 やら 登って 来る 

足音が する、 下僕で も 起きた のかと 思えば 爾 でも 無い、 

此の 人 も 余と 同じく 何事 を か 思案して 居る 者 か 歩む 足 

が 甚だ 涉々 しく 無い、 一段 上って は 休み、 休んで は 又 

上る 様で ある、 誰だろう と暫し 静かに して 待って 居る 

と、 漸く 其の 頭より 半身が 上に 現われた、 是は 何う だ 

権 田 時 介で ある。 

彼 は 全く 何の 思案に か 暮れて 茫然と して 歩んで 居る、 

余 は 驚いて、 殆ど 我知らず 走り 寄り 「オヤ 権 田さん」 

と 出し抜けに 呼び掛けた、 彼 は恂り 驚いて 「ォ ォ」 と 

云い、 其の 顔 を 上げる 拍子に、 身体の 中心 を 失って、 


階 子 段 を 踏み外し、 真逆様に 下へ 落ち はせ ぬけれ ど殆 

ど 落ちん 有様で 有った、 若し 余が 抱き留めねば 必ず 落 

ちる 所で 有った、 余は遽 てて 抱き留め たが、 権 田 は 性 

根の 附 いた 様に 背後 を 向き 今上 つ て 来た 階段の 高さ を 

見て 「ォ ォ、 貴方が 抱き留めて 呉れねば 頭 を 砕いて 此 

の 世へ 暇 を 告げる 所でした、 本統に 一命 を 救われ まし 

た」 といい、 彼に 有る まじく 思われる ほど 感謝の 様 を 

現わした が、 頓て 「ァァ 貴方 は、 抱き止めずに 放って 

置けば 手も無く 恋の 敵 をな き 者と する 所で 有った のに、 

ェ、 爾 では 有りません か、 抱き止めず とも 誰も 貴方 を 

咎める 者 は 無く、 私が 自分の 疎 相で 階段から 落ちて 死 


ぬの だから、 私自身 とても 貴方 を 恨む 訳に は 行き ませ 

ん、 私が 貴方なら 決して 抱き留め はせ ぬのです」 

真面目に 云って、 益々 深く 余の 親切に 感じて 居る、 

余 「成る ほど 爾 でした。 惜しい 事 を 仕ました よ、 併し 

今 貴方 をな くして は、 秀 子の 汚名 を 雪ぐ に 充分な 反証 

を 持って 居る 者がない から」 権 田 「ィャ 其の 心配 も 今 

は 消滅した のです よ」 余 「ェ 何と」 権 田 「ィャ 其の 反 

証 は 既に 悉く 相当の 手へ 渡して 了い ました」 余 「相当 

の 手と は 誰の 事です」 

権 田 「ハイ 探偵 森 主 水と、 貴方の 叔父 朝 夫君です」 

とて 是 より 権 田の 説き明かす 所 を 聞けば、 一昨夜 余が 


権 田の 許 を 辞して 後、 権 田 は 彼の 森 主 水 を、 次の間 か 

ら クル クル 巻に 縛った まま 引き出して、 細々 と秀 子、 

ィャ輪 田 夏 子の 事 を 話し、 昔お 柑婆を 殺した の は 其の 

実 高 輪 田 長 三 だとて、 有る 丈の 事 を 語り、 有る 丈の 証 

拠 を 示した 所、 森 主 水 は 証拠の 争う 可から ざるに 全く 

己れ の 過ち を 悟り 「好う こそ 私 を 此の様に 捕えて 縛り、 

職務 を 行い 得ぬ 様に 妨げて 下さった、 若し 貴方が た が 、 

此の 断乎たる 非常 策 を 施さなん だなら、 森 主 水 は 今 ま 

でに 無い 職務 上の 大 失策 を 遣ら かし、 同僚の 物笑いと 

為って、 探偵と しての 名誉 を 全く 地に 委 する 所でした」 

とて 深く 謝した と 云う 事で ある、 夫から 森 主 水の 繩を 


解いて 遣る と 彼 は 至急に 運動せ ねば 可け ぬと て、 其の 

夜の 中から 昨日へ 掛け 一 生 懸命に 奔走して、 其の 反証 

が 全く 真物で 有る 事 を 夫々 突き 留め、 其の上に 彼の 高 

輪 田 長 三が 其の後 も 秀子を 陥し いるる 為に 倫敦の 解剖 

院の 助手に 賄賂して、 女の 死骸 を 買い取った 事まで も 

分り、 昨日の 昼頃 礼 旁々 に それ 等の 次第 を 報じて 権 田 

の 許へ 来たに 依り、 権 田 は 直ぐ様 同道して 此の 土地へ 

出張し、 既に 其の 夜の 中に 余の 叔父に 逢いて、 前に 森 

主 水に 告げた 丈の 事実 を 悉く 叔父に も 告げた との 事で 

ある、 爾 して 猶彼 は、 要 を 摘まむ に 慣れた 弁護士の 弁 

舌で、 余の 知らぬ 様々 の 事 を 語った。 


第 百 二十 回 思案 も 智慧 も 

権 田 時 介 は 言葉 を 継いだ。 「私と 一 緒に 来た 森 主 水 

は 第 一 に 高 輪 田 長 三 を 逃さぬ 様に せねば ならぬ とて 彼 

長 三の 室へ 行って 見る と、 流石 悪人 だけ、 自分の 身の 

危ぃ事 を 知った と 見え、 早 や 逃げ去った 後でした、 其 

処へ 丁度 此の 土地の 警察から 森 主 水の 手下が 来て、 先 

ちぐさ 

に 消滅した 浦 原お 浦 嬢が 此の 土地の 千 艸屋に 潜んで 居 

るとの 事 を 告げました から、 扨 は 長 三め、 必ずお 浦 嬢 

の 所へ 行った だろうと 森 主 水 は 直ちに 又 其の 家へ 馳せ 


附 けました が 其の 家に も 長 三 は 居ず、 其の上に お 浦 嬢 

の 姿 さえ 見えぬ ので、 甚く 失望して 帰って来ました、 

後で 医者の 言葉 を 聞く と 長 三 は 数日 来、 持病の 心臓が 

起り、 物に 驚きで も すれば 頓死す ると 云いました、 シ 

テ見 ると 逃げ去る 途中で 死ぬ るか も 知れません」 余 は 

話に 釣り込まれ 「ハイ 彼 長 三 は 既に 心臓病の 為に 昨夜 

死んで 了った のです」 と 云い、 此の 権 田に は 隠す にも 

及ばぬ 訳 だから 事の 次第 を 詳しく 語った、 権 田 は 合点 

の 行った 様に 「それで は 昨夜 私が、 貴方の 叔父 朝 夫君 

に 詳しく 秀子 嬢の 身の上 を 語り 終り、 其の 枕許で 椅子 

よつ  まどろん 

に 凭た まま 微睡で 居る と、 何 か 異様な 叫び声が 微かに 


聞こえた 様に 思い ましたが 其の 声が 彼 長 三の 死に際の 

うなず 

悲鳴で したな」 と 驚きつつ 点頭いた。 

余 「では 最ぅ 叔父 は 詳しく 秀 子の 事 を 知って 居ます 

な」 権 田 「ハイ 叔父 御は秀 子が 其の 実 輪 田 夏 子 だと 云 

う 事 を 先日 高 輪 田 長 三の 毒舌で 聞され て 非常に 心 を 痛 

めて 居た のです から 私が 悉く 其の 輪 田 夏 子の 清浄 潔白 

な 次第 を 告げた のです、 それ を 聞いて 叔父 御の 喜び は 

一 方なら ず、 是で最 う 病気 も 癒る と 云い、 私 を 引き 留 

めて 放さぬ のです、 到頭 私 は 叔父 御の 枕許で 夜明かし 

同様に 明かしました、 です が 丸 部さん 肝腎の 私自身が 

未だ 秀 子の 其の後の 有様 を 知らぬ のです、 今 は 何 所に 


居る のです か」 余 「甚く 疲れて 居室へ 退きました から 

多分 今 は 寝て 居る のでしょう」 権 田 「シタ が 貴方の 約 

束 は」 余 は 少し 不機嫌に 「ハイ 厳重に 履行し ました、 

秀子は 全く 私 を 恨み、 不幸の 境遇に 陥った 女 を 憐れむ 

事 さえ 知らぬ 見下げ果てた 男 だと 本統に 愛想 を盡 して 

居る のです」 

之 を 聞いて 権 田 は 痛く 打ち 喜ぶ かと 思 い の 外 聊か 面 

目 なげに 「実に 邪慳な 約束で お気の毒に 思います が」 

と、 一昨夜の 様に 代え、 頭を搔 いて 何だか 打ち萎れた 

様子で ある、 余 は猶も 腹の 底に 癒え 兼ねる 所が 有る か 

ら 未練で は ある けれど 「貴方 は 定めし 満足でしょう」 


と 聊か 厭味の 語 を 洩らした、 権 田 「ィャ 私 は 失礼な が 

ら 貴方 を 見損なって 居ました よ、 斯うまで 身 を 犠牲に 

して 約束 を 守る と は、 ァァ 今時に 珍しい 真に 愛す 可く 

尊う 可き お 気質です」 と 云って 暫し 考えた 末 「併し 叔 

父御が 頻りに 貴方の 事 を 気遣 い、 何 所へ 行った の だろ 

うな どと 云って 居ます から、 他の 話 は 後に して 先ず 叔 

父御の 寝室へ お出でなさい」 

余 は 其の 意に 従いて 彼と 共に 叔父の 室へ 行った、 叔 

父 は 随分 病み耄けて 居る けれど、 余 ほど 回復した と 見 

え、 床の 上へ 起き直り 「ォォ 道九郎 か、 何より 先に 其 

の 方へ 頼み 度い は 何う か 秀子を 探して 来て、 己に 代 


わって 詫び をして 呉れ、 己 は 秀子を 疑ぐ つて 済まなん 

だ、 昨夜 此の 権 田 氏から 聞けば 権 田 氏が 今まで 秀 子の 

為に 盡 された も 感心 だが、 秀 子の 清浄 潔白な の も 感心 

だ、 夫 を 知らずに 己は秀 子が 其の 輪 田 夏 子 だと 聞いて、 

数日 来 胸が 悪く 思って 居た、 実に 相 済まん 訳で ある、 

殊に 其の 昔 第一 に 輪 田 夏 子の 死刑 を 主張した の は 此の 

己 だが、 其の 罪が 夏 子でなかった とすれば 重々 己の 過 

ち だ、 孫子の 末まで 裁判官な ど を 勤めさせる 者で はな 

い、 それに 就けても 憎 いのは ァノ高 輪 田 長 三 だ、 彼 は 

養母お 組が 毎年 一 度 銀行から 一 切の 財産 を 引き出して 

検 める 事 を 知り、 それ を窃む 為に 倫敦 から 忍び 返って 


お 紺 を 殺した の だ、 其の 疑い を 輪 田 夏 子へ 掛け 自分 は 

其の 金 を 隠して 置き 年 を 経る に 従って 漸々 に 引き出し 

て 自分の 物にして 了った の だ、 其の 金 を 隠して 有った 

所から 其の 引き出した 度数と 月日まで 此の 権 田 氏が 取 

リ 調べて 悉く 証拠 を 得た ので 最早 高 輪 田 を 処刑し、 秀 

子の 寃を 雪ぐ 事が 容易で ある、 けれど 道 九郎、 それに 

就いて 又 一 つ 困難な は 高 輪 田 を 処刑す るに は 勢い 再び 

秀子を 人の 口 端に 掛かる 様な 位置に 立た さねば 成らぬ、 

最早 今日で は 輪 田 夏 子 は 牢死した 者と 偽り 其の 墓まで 

其の 屋敷に 在る の だから、 今更 世間 の 人へ 其の 墓が 空 

だと 云う 事 を 知らせ 爾 して 夏 子が 今の 秀 子で 有る と 云 


う 事 を 悟らせる も 辛し、 夫 かとて 長 三 を 裁判へ 引き出 

す 日に は それ を 悟られずに は 済まぬ 訳 だし、 此の辺の 

事に 就いても 其の 方の 智恵を 借らねば 、 己 は 最ぅ 思案 

も 智慧 も盡き て 居る」 後悔 やら 当惑 やら 全く 持 て 余し 

たる 体で ある、 余 「イエ 叔父さん、 少しも 其の 様な 御 

心配に は 及びません、 高 輪 田 長 三 は 既に 相当の 裁判に 

服し ました、 爾 して 秀子も 其の 裁判 を 見て 既に 満足し 

たのです」 叔父 は、 寝台 も 揺ぐ ほど 驚いて 「ェ、 ェ、 

何と」 

第 百 二十 一 回 寧ろ 兄妹 


叔父 は 容易に 驚きが 鎮まらぬ、 「ェ、 高 輪 田 長 三が 相 

当の 裁判に 服した とな、 其の 様な 害 はない」 余 「イエ 

叔父さん 此の世の 裁判で はなく 天の 裁判です、 昨夜 彼 

は 心臓 破裂 の 為 頓死し ました」 

余 は 此の 事 を 先ず 暫く は 叔父の 耳へ 入れずに 置く 積 

りで 有った けれど、 今 は 叔父の 心配 を 弛める 事に 

ことこまか 

事 細に 語って 了った、 叔父 は 安堵の 胸 を 撫で 「本統 に 

天の 裁判 だ、 それ は 何より 安心 だ、 是で最 う 秀子を 再 

び 人の 口 端に 掛からせ るに 及ばぬ、 若しも 他日 秀 子と 

夏 子と 同人 だな ど 疑う 人が 有れば、 其の 時に 夏 子の 潔 


白 を 証明し 誠の 罪人 は 高 輪 田だった と 知らせれば 好い 

の だ、 夫 を 知らせる 材料 は 既に 権 田 氏が 取り揃えて 呉 

れ たの だから、 併し ナニ 其の 高 輪 田が 死んで 見れば、 

彼 冥途から 毒舌 を 振うて 秀子を 傷つけ る 事 も 出来ず、 

誰も 秀 子の 前身 を 疑いな どす る 者 はない、 ァァ 人の 死 

んだを 目出度い と 云う 事 はない けれど 高 輪 田の 死 は 全 

く 天の 干渉 だ、 先ず先ず 目出度い」 暫く 安心の 息 を 吐 

いて 居た が 又 思い出した 様に 打ち萎れ 「それに 就けて 

も 己 は 益々 秀 子に 済まぬ、 充分に 詫び をして 秀 子の 心 

の 解ける 様に せねば」 と 云い、 容易に 落ち着く 気色 も 

見えぬ、 余 は 慰めて 「イエ 叔父さん、 済まぬ の はお 互 


いでしょう、 秀子 とても 今まで 幾分 か 貴方 を 欺いて 居 

たで は 有りません か」 叔父 は 断乎と して 「ィャ ィャ秀 

子 は 少しも 人 を 欺かぬ、 既に 己が 高 輪 田 長 三から 秀子 

と 夏 子と 同人 だと 聞いた とき 詰問した のに 秀子は 有体 

に ハイ 私 は 元の 輪 田 夏 子に 相違 有りません と 答えた 一 

言で も 噓言を 吐いた 事の な いのは 恐らく 秀 子だろう、 

若し 幾分で も秀 子の 為に 吾々 が 欺かれた 事が 有る とす 

れば、 それ は秀 子が 欺いた ではなく、 吾々 が 自ら 思い 

違い をした の だ、 其の 思い違い をば 秀子 がそれ は 思い 

違いです と 説き明かして 吾々 の 迷い を 解く 事 はせ なん 

だか も 知れぬ が、 自分から 進んで 人 を 欺いた 事 は 決し 


てない」 成る ほどそう 云えば 爾で 有る、 唯秀 子が 此の 

方の 思い違い や 認め 違い を、 其の まま 正さずに 放って 

置いた 事 は 有る が 夫は秀 子の 罪で なく 此方の 不明と 云 

う 者 だ、 初めて 逢った 時から 今日まで 秀 子の 言行 は 唯 

誠で 貫いて 居る。 

せきた 

余が 斯様に 考えて 居る 間に 叔父 は 余 を 迫 立てて 「何 

うか 道 九郎、 ^;;ムへ秀子を連れて来て己と共々に其方の 

口から 詫び て 呉れ、 其方なら ば 遠からず 秀 子の 所 天に 

なる の だから、 所 天の 言葉と 思って 秀子も 心が 解ける 

であろう、 さァ 直ぐに 呼んで 来て 呉れ」 

余が 秀 子の 所 天と 既に 定まった 様に 云って は、 権 田 


時 介が 何の様に 思う だろう、 余 は 時 介に 対しても 此の 

言葉 を 黙って 居る 訳に 行かぬ。 「イエ 叔父さん 私と 秀 

子と は 未来の 夫婦で はない のです」 叔父 「ェ」 余 「ハ 

ィ 少し 仔細が 有って 其の 約束 を 取り消しました、 奇麗 

に 全くの 他人、 寧ろ 兄妹の 様に 成る 事に、 既に 秀 子と 

相談 を 極めました、 夫です から 秀子を へ 呼ぶなら 何 

よば 

うか 此の 権 田 氏に お 呼せ 下さい」 

是 だけ 云えば、 扨 は 権 田が 秀 子の 所 天に 成る 訳 かと 

大抵 叔父が 覚り 相な 者で ある、 縦し 覚ら ずと も 余は此 

の 上の 説明 をす る 勇気が ないから 「それに 私 は 尚だ捨 

て 置き 難き 用事が 有ります から」 と 云って 叔父が 問い 


返す 暇の ない 間に 此の 室 を 立ち去った、 秀子 に関する 

一 切の 事 は 最ぅ権 田に 任せて 置く 外 はない。 

茲を 立ち去り 直ぐに 自分の 居間へ 帰った が、 最早 全 

く 秀子を 権 田に 渡して 了った と 思えば、 此の世の 楽し 

みが 悉く 消え失せて 殆ど 生きて 居る 張り合い もない、 

と 云って 真逆に 死ぬ る 訳に も 行かぬ から、 当分 此の 国 

を 立ち去って、 心の 傷の 癒える まで 外国 を 旅行しょう、 

父から 遺された 財産が 尚 だ 幾分 か存 して 居る から 其の 

中には 何う か 身 を 定める 工夫 も附 くだろうと、 独り 陰 

気に 考え込んで 居る 間に、 昨夜 来の 疲れと 見え、 卓子 

に臂を 突いた まま 眠って 了った。 


暫くして 人の 足音に 目を覚 して 見る と 傍に 彼の 森 主 

水が 立って 居る。 彼 は 権 田に 謝した 通りに 余に も 謝し、 

一 昨夜 手痛く 此の 身 を 捕縛して 呉れた のが 有難かった 

しき 

などと 云い 更に 「叔父 上が 切りに 貴方 をお 召しです」 

と 云った、 再び 叔父の 室 へ は 行く ま いと 思う けれど 爾 

も 成らず、 余 「叔父の 室に は 権 田と 秀子 とが 居る ので 

しょう」 と 問う と、 森 「ィ イエ、 先刻 権 田 氏が 松 谷 嬢 

の 室へ 行ったら 嬢 は 熟睡して 居る 相です、 目を覚まさ 

せる も 心ない 業と、 権 田 氏 は 叔父 上の 室へ 帰り、 若し 

やと 気遣って 念の為に 医者 を 遣りました 所、 医者の 見 

立てで は 何も 病気で はなく 唯 疲労の 為 だから 充分に 眠 


ら せて 置く が 好い と 云った 相です」 余 は 叔父の 前にて 

再び 秀 子に 逢う が 何より 辛い、 何う せ 此の 国 を 立ち去 

るなら、 逢わずに 立ち去る 事に し 度い けれど、 秀 子が 

居ぬ とならば 最ぅ 一 度 叔父に 逢い 余所ながら 暇 を 告げ 

て 置く 可き だと 思い、 顔 を 洗って 再び 叔父の 病室へ 

行った、 此の 時 は 先刻 茲を 去って から 既に 五 時間 も 

経って 居る、 余 は 卓子に 凭れて 纔 かに 卅分 ほど 微睡ん 

だ 積り だけれ ど 四時 間の 余 眠った と 見える、 頓て 叔父 

の 室に 入る と、 茲へ 来て 居ぬ と 思った 秀 子が 来て 居る、 

爾 して 権 田と 二人で 叔父の 枕許に 立って 居る、 扨は既 

に 権 田の 妻と 為る 気に でも 成って 叔父に 其の 辺の 事情 


でも 訴えて 居る のか 知らん と、 余 は 何となく 気が 廻る、 

此の様な 事なら 来る のではなかった のにと 思い、 直ぐ 

に 引つ 返そうと すると 「コ レ、 コレ、 道 九郎」 と 早く 

も 叔父に 呼び留められた。 

第 百 二十 二回 猶 此の 奥に 

呼び留められて 真 さか 逃げ去る 事 も 出来ぬ、 厭々 な 

がら 叔父の 室に 歩み 入る と、 叔父 「道 九郎、 宜ぃ 所へ 

来て m ハれ た、 丁度 今、 秀子も 起きて 来たの だから、 己 

は 先刻 話した 通り、 充分に 詫び を 仕ようと 思うて 居る、 


其の 方 も、 何う か 言葉 を 添えて 呉れ」 真に 叔父の 言葉 

は秀 子に 対し、 子 を 愛する 様な 愛と 詫び入る 人の 誠心 

と を 籠め て 居る。 

叔父が 此の様に 云うて 秀 子の 手 を 取る と、 秀子は 「勿 

体ない、 私に 詫びるな どと、 お詫び は 数々 私から 申さ 

ねば 成リ ませぬ」 と 云い、 叔父の 手 を 払い 退けて 寝台 

の 前に 膝 を 折った、 此の 時の 秀 子の 様 は 先刻 高 輪 田 長 

三の 天罰 を 叫んだ 時と は 又 全く 変って 居る、 多分 は 一 

眠りして 心の 休まった 為で も 有ろう が、 併し 夫ば かり 

ではない、 何となく 寛 かに 落ち着いて、 云わば 神の 使 

いに 天降った 天津乙女が 其の 使命 を 果たし、 恭々 しく 


復命す る 時の 様も斯 くやと、 思われる 所が 有る、 殆ど 

全く 日頃の 顔附 きと も 違って 美し さは 非常に 美しく、 

爾 して 而も 凛と して 侵し 難い 風采 も 見える、 何でも 一 

方なら ぬ 事柄 を 言い出す 決心に 違いない。 

秀 子の 言葉 は、 先ず 「父上」 と 呼び掛ける 声に 始ま つ 

た、 日頃 呼ぶ 父上との 言葉よ リ又ー 種の 深い 心情が 洩 

れて 居る。 

「父上、 私 こそ 偽りの 身 を 以て 此の 家に 入り込んで 居 

たのです、 ハイ 全く 皆様 を 欺いて 居た の も 同じ 事で、 

早くお 詫び をす る 時が 来れば 好い と 心に それの み を 

待って 居ました が、 今 は 私が 輪 田 夏 子で 有る と 云う 事 


の 分った と共に、 人殺しな ど 云う 恐ろしい 罪 を 犯した 

者で ない 事 も 分り、 云わば 誰に 恥じる にも 及ばぬ 潔白 

の 身と 為りました から、 之が お詫びの 時だろう と 思い 

ます、 ハイ 兼ねて 私 は 我が 心に 誓って 居ました、 此の 

身の 潔白が 分れば 好し、 若し 分らず ば それ を 分らせる 

為に 此の世と 戦いながら 死ぬ る 者と、 ハイ 死ぬ 迄も自 

分の 本統の 素性、 本統の 身分 姓名 は 打ち明けずに 終ろ 

うと」 

本統の 素性、 姓名 は 即ち 輪 田 夏 子で 有る のに 斯う 聞 

けば 猶 此の 奥に、 別に 本統の 素性、 姓名が 有る のかと 

怪しまれる、 斯う 思うて 聞く うちに 秀 子の 声 は、 細け 


れど 益々 明らかな 音調 を 帯びて 来る 人間の 声で はなく 

殆ど 天の 音楽の 声で ある 「私 は 之が 為に、 今まで 若い 

女の 着る 様な 美しい 着物 は 被ず、 世に 日影 色と 云われ 

る 墨 染の服 を 着け、 自分で 日影より 出ぬ 心 を 示して 居 

ました、 それに もこれ にも 皆 深い 訳が 有り、 其の 訳の 

為に 自然と 皆様 を 欺く に 当る 事と も 成り 素性 を 隠す に 

も 立ち 到りました、 能くお 聞き 下さい まし、 今より 二 

十 年余り の 昔、 不幸な 一 婦人が 有りました、 所 天との 

間に 少しの 事から 思い違い を 生じ、 所 天が 自分 を 愛せ 

ぬ 者と 思い詰め、 涙ながら に 唯一 人の 幼い 娘 を 懐き、 

所 天の 家 を 忍び 出て 米国へ 渡りました」 


余り 縁 も 由 かり もな さ 相な 事柄で は 有る けれど、 是 

が 輪 田 夏 子の 真の 素性 を 語る のかと 思えば 余 は 熱心に 

聞き入りて、 殆ど 膝の 進む も 覚えぬ 程で ある、 何しろ 

此の 秀子、 此の 輪 田 夏 子に は、 お 紺 婆の 養女で 有った 

と 云う よりも 猶 以前に 何等かの 生長がなくて は 成らぬ、 

何う やら 其の 成長から 語る 積り らしい、 権 田 時 介 も 余 

と 同じく 傾聴して 居る、 余の 叔父に 至って は 殆ど 全身 

が 耳ば かりに 成った 様で ある、 秀子 「其の 婦人が 米国 

に 着き、 未だ 身の 落ち着き も 定まらず、 宿屋に 日を暮 

して 居ます うち、 其の 土地に 大火 事が 有り、 宿屋 は 焼 

け、 多くの 旅人が 焼け死にました、 其の 婦人 も 娘と 共 


に 焼け死んだ うちへ 数えられ たと 云う 事です けれど、 

実は 幸いに 助かって、 怪我 をした ままで 或る人に 救わ 

れ ました」 

「其の 救うた 人と 云う のが 私の 養母 輪 田お 紺です、 お 

紺 は 素性の 賤 しい 女で は 有りました けれど 親戚と やら 

遺産 を 受け継ぎ 一 方なら ぬ 金 持と 為って、 此の 塔 を 買 

い 取り、 爾 して 猶 有り余る 金 を 旅費と し、 一 年 ほど 諸 

国 を 旅行し、 遂に 米国に 参り、 今 申す 火事の 時、 丁度 

其の 土地に 居 わせし 為、 直ぐに 怪我人の 中から 右の 婦 

人と 其の 娘と を 引き取った のです、 中々 お 柑は人 を 救 

う 様な 女で は 無かった と 世間の 人が 申します けれど、 


元々 其の 婦人の 家筋に 奉公し 其の 婦人 を 主人と して、 

爾 して 其の 婦人から 恩 を 受けた 事が 有る とか 申し まし 

て 多分 は 其の 恩返しの 為で でも 有った のでしょう、 一 

説に 由る と 恩返しな どの 為で はなく、 実は 幽霊 塔の 底 

に 宝の 有る 事 を知リ 其の 宝 を 取り出した 時に 法律の 上 

から 争いが 起こつ て は 困る から、 夫 ゆえ 幽霊 塔の 持主 

の 血筋 を 引いて 居る 者 を 自分の 手許へ 育って 置く 為で 

有った とも 申します が 私 は 其のお 紺の 養女と して 其の 

養母の 事 を 悪し様に 判断す る 事 は 出来ません から、 真 

さかに 爾とは 思いません」 

叔父 は是 まで 聞き 最早 黙し 兼ねた と 見え、 否 寧ろ 心 


の 底より 湧き起 こる 真情の 為、 堅く 結びし 唇 を 内より 

突き破 かれし 者と 思しく、 噴火の 如く 声 を 発して 「左 

すれば 其 の 婦人が 丸 部 家 の 総本家 の 血筋 を 引ける 者で 

あつたか」 秀子 「ハイ 左様です」 叔父 「シテ 其の 婦人 

は」 秀子 「所 天 を 恨んだ 我が 過ち を 深く 悔い 所 天に 

謝罪 をす る 折 を 待つ うち、 空しく 五 年 を 経、 此の 幽霊 

塔で お 組の 世話に 成った まま 死にました、 実は 其の 間 

に 所 天へ 謝罪す る 折 も 有った だろうと 思います、 けれ 

どお 榭が毎 も 之 を 遮り、 所 天の 怒りが 仲々 に 強いから 

未だ 其の 時で はない、 ない、 と 云い、 気 永く 待つ が 肝 

腎 だとて 一 年 又 一 年と 延 しました、 其のう ちに 死んだ 


のです、 死に際に、 其の 時 丁度 六 歳になる 娘へ 懇々 と 

言い含め、 我が 亡き後で、 何う か 父上に 廻り 逢い、 我 

が 身に 代えて 謝罪て 舆れ 其の 謝罪の 叶う まで は、 死ん 

でも 浮かぶ 事が 出来ぬ と 云いました、 父上 は 心の 堅い 

お 方 ゆえ、 娘よ、 和 女が 立派な 人と 為り、 自然と 交際 

の 上で お 目に掛かる 様に でも 成らねば 仲々 逢って は 下 

さるまい、 何う か 大人しく 成長して、 立派な 身分に 成 

る 様に、 成る ようにと 云いつつ 亡くなられました」 叔 

父 「シテ 其の 娘 は 何した 今でも 未だ 活 きて 居る のか、 

何 所に 居る、 何 所に 居る」 秀子 「ハイ 其の 娘 は、 立派 

な 身分に 成り はせ ず、 十七の 年、 世に も 恐ろしい 疑い 


を 受け、 養母 殺しの 罪人 だとて 終身の 刑に 処 せられ ま 

した、 それでも 此の まま 牢死して は 母の 死に際の 頼み 

を 果たす 事が 出来ぬ と 思い、 様々 の 事 をして 牢を 脱け 

出し、 今 貴方の 前に 母に かわって お 謝罪 をして 居る の 

です」 叔父 は 寝台より ヒリ 降リ 「ォォ 我が 娘で 有った 

のか」 と、 抱き上げて 熱い 涙 を 真に 雨の 様に 秀 子の 背 

さめざめ 

に 潜々 と 降らせ 落とした。 

第 百 二十 三回 大団円 

秀 子の 物語に は 叔父 のみでな く 余 も 泣いた、 権 田 時 


介 も 泣いた、 殊に 時 介 は、 一 種 奇妙な 義侠心の 有る 男 

で、 自分の 感情の 為に は 命で も 身代で も 惜しまぬ と 云 

う 意気 を 備え、 既に 秀 子が 為に 業務 を 抛つ 程にまで 

働いた の も 愛の 為と は 云え 平生 其の 意気の 有る 人で な 

くて は 出来ぬ 事、 従って は斯る 場合の 感動 も 人一倍 強 

はんけ ち  すすりなき 

いと 見え、 顔に 当てた 手 巾の 中から 歐欷の 声 を 洩ら 

した。 

実に 秀 子の 今までの 境遇 を 考えて 見れば 是が 泣かず 

に 居られよ うか、 我が 父に 逢って 母の 遺言 を 果たし 度 

いと それの み を 心掛けて 居る うちに、 無実の罪に 捕え 

られ 何と 言い開く も 聴かれず して 遂に 牢の 中の 人と 為 


り、 命 掛けの 手段 を 以て 漸く 牢を 出てから も 人の 一 生 

に 見た 事 もない ほどの 艱難辛苦 を 嘗めて 居る、 之 を 思 

うと 余 は 最愛し さが 百倍す る けれど、 悲し や 其の 人 は 

既に 他人の 物、 余 は 其の 最愛し さ を 憎さと 見せて 居ね 

ば 成らぬ。 

若し 秀 子が 艱難 も 漸く 届き 今 は 其の 身の 潔白が 分る 

と共に 父に 向か つ て 母の 死に際の 願い を 伝える 事に 立 

ち 到った ので ある、 悲し さ を 別にして 嬉し さの みの 為 

にも 涙が 出る。 

是で 今まで 合点の 行かなん だ 様々 の 事 も 分る、 密旨 

の 第三 は 確かに、 父と 親子の 名乗り をして 母の 言葉 を 


伝える に 在った の だ、 又 叔父が 初めて 秀 子に 逢った と 

き、 分れた 妻に 似て 居る と 云って、 殆ど 我が 子の 様に 

思い、 手を盡 くして 遂に 養女に したの も 尤もで ある。 

秀子は 父の 泣き 鎮まり、 其の 身の 心 も 稍 や 落ち着く 

を 待って 又 説き 始めた、 「私 をお 紺の 養女に する 事 は、 

勿論 母が 拒みました、 けれどお 紺が 云う に は 本名の 儘 

で 母子が 兹 に 忍ん で 居る と 分れば 父上が 何れ ほど 立腹 

遊ばす かも 知れぬ ゆえ、 後々 は 兎も角も 帰参の 叶う 時 

まで は 自分の 子に して、 人に 何者と も 悟られぬ 様に し 

て 置かねば 成らぬな ど 言葉 巧みに 説きまして 遂に 私 を 

輪 田の 姓に 直し、 本名の 春 子 を も 夏 子と 改めて 了い ま 


した、 私 は 松谷秀 子で もな く 輪 田 夏 子で もな く 生まれ 

てからの 丸 部 春 子です」 叔父 は 春 子と 云う 其の 名 さえ 

も 懐かしい と 見え 「ォォ 春 子、 春 子、 此の 己が 妻と 相 

談 して 附 けた 名 だ」 秀子は 此の 言葉に も 話の 筋道 を 失 

わず 「多分 はお 紺が 私 を 養女に して 置けば、 絶えた 丸 

部 総本家 の 遺産が 世に 現われても 法律の 事から 人に 争 

われる に 及ばぬ と 思っての 為でしょう、 其の 様な 事 は 

後に 成って 気が 附 きました、 それから 程経て、 牢に 入つ 

た 時 私 は 輪 田の 姓 を 名乗って 居て 好かった と 思い まし 

た、 若し 丸 部 春 子と 云う 名前で 此の様な 嫌疑 を 受けれ 

ば、 昔から 汚れた 事の ない 丸 部 一家の 名 を、 私に 至つ 


て 初めて 汚し 先祖に 対しても 父上に 対しても 申し訳の 

ない 所でした、 けれど 牢に 入った 其の 時から 何う 有つ 

て ももう 一度 此の世に 出ねば 成らぬ、 出た 上で 此の 罪 

が 自分で ない 事 を 知らせ、 爾 して 母上の 遺命 を 果たさ 

ねば 成らぬ と 固く 心に 誓いました」 

此の様な 深い 仔細の 有る 女と 誰が 思い も 寄ろう 者ぞ、 

「其の後 漸く 牢 から は 出ました けれど、 愈々 此の 身の 

潔白 を 知らせる 事が 出来る や 否や 覚束なく、 幾度 か 絶 

望して、 迚も 念願が 届かぬ 様なら 寧 そ 輪 田 夏 子の 儘で、 

汚名 を 被せられた 儘で、 終わった が 好かった のにと 思 

いました、 若し 此の 汚名が 晴れぬ 間 は、 ハイ 其の 誠の 


罪人 を 探し出し、 全く 輪 田 夏 子 は 無実の罪で 刑せられ 

たと 誰に 向か つ て も 明らかに 言い切る 事の 出来る 様に 

成らぬ 間 は、 決して 此の 身の 素性 を 知らせて は 成らず、 

縦し や 父上に 逢った とて 母の 遺言 を 果た す 事が 出来ぬ 

もの、 此の 身 は 自分の 姓名で ない 姓名の 下に 生涯 を 送 

ら ねば 成らぬ 者と、 斯う 思い定めました、 それが 為に、 

父上 を も 世間の 人 を も 欺かねば 成らぬ 事と 為リ 今が今 

まで 偽りし 身 を 以て 此の 家に 入り込んで 居ました の は 

母上の 罪と 共に 幾重に もお 許し を 願います」 

叔父 は 「ォォ 娘で 有った のか」 と 幾度 も 繰り返して、 

小児 を 抱く 様に 秀子、 ィャ春 子 を 抱き、 春 子 も 亦 親に 


親しむ 小児の 様に 父の 胸に 顔 を 当て 只 涙に 暮れて 居た、 

其のう ちに 叔父 は 気を取り直した 様子で 余に 向かい 

「此の 子が 丸 部 春 子と 分れば、 勿論 此の 家の 後継で 有る、 

コレ道 九郎、 兼ねて 後継と して 養子に して 有る 其の 方 

と 夫婦た る 可き 事 は 無論で ある、 殊に 其の 夫婦約束 ま 

でして いた 者 を、 俄に 他人 同様と 為った と は 何う 云う 

訳 だ、 定めし 仔細 も 有ろう けれど —— 」 と 言い掛けて 

猶 言葉 も 終わらぬ に、 聞いて 居た 権 田 時 介 は 全く 感奮 

した 様で 身 を 投げ捨てる 様に 立ち上った、 悪人が 翻然 

として 善人に 立ち返る は 此の様な 時で 有ろう、 況して 

彼 は 悪人で なく、 聊か 感情の 強いの みで 殊に 義侠の 気 


さえ 有る 男 ゆえ、 面前に 見る 有様の 為 全く 其の 義俠 

の 心が 絶頂に 達した のであろう、 断乎たる 決心の 籠つ 

た 声で 「ハイ 其の 仔細 は 私が 二人 を 引き放し たのです、 

秀ィャ 春 子 嬢の 潔白な 事 を 証明す るから 其の 代わり、 

道 九 郎君 は 嬢に 憎まれる 様に 仕向けよ と、 私が 無理に 

約束 を 結ばせました、 けれど 今 は 到底 二人 を 引き離す 

事の 出来ぬ の を曉リ ました、 ハイ 道 九 郎君が 何れ ほど 

辛い 想い をして 何れ ほど 正直に 其の 約束 を 守つ たかを 

考えれば 私 とても それに 劣らぬ 辛い 想いに 堪え 得る 事 

を 示さねば 成りません、 サァ道 九 郎君、 嬢 は 全く 貴方 

の 外に 嬢の 所 天た る 可き 人 はない のです、 約束 は 消滅 


しました」 と 云って 嬢と 余の 手 を 握り 合わさせた、 余 

は 嬉し さに 夢中と 為り 何時の 間に 権 田が 立ち去つ たか 

知らなん だ。 

此の上の 事 は 話す に 及ばぬ、 幽霊 塔の 話 は 是で終 

つま 

わった、 後 は 唯 其の後の 成り行き を 摘んで 記そう。 

虎 井 夫人 は 又 此の 家へ、 帰って来 ると 云わぬ 許りに 

狐猿 を 後に 残し、 人に 油断 を させて 置いて 立ち去った 

まま 帰って来ぬ、 森 主 水の 探った 所では 自分の 弟 穴 川 

甚 蔵の 許へ 逃げて 行き、 甚蔵 及び 彼の 医学士 大場連 斎 

と共に、 濠洲へ 出奔したら しいとの 事、 兎に角 養蟲園 


はガラ 空で、 彼の 幾 百 千と も 数 知れぬ 蜘蛛が 巣 を 張る 

のみで ある。 狐猿 は 今 千 艸屋に 飼われて 居る、 浦 原お 

浦 は 米国へ 行き 女 役者の 群に 入り 何 所 か 西部の 村々 を 

打ち 廻って 居る 相 だ、 天然に 狂言の 旨い 女 だから 本統 

はまりやく 

の 嵌 役と 云う 者だろう、 時 介 は 直ちに 外国へ 漫遊に 

出て 未だ 帰らぬ、 余と 春 子の 間に は 玉の 様な 男の子、 

ィャ是 は 読者が 羨む から 云わずに 置こう。 

ちすじ 

シテ 彼の 塔の 底の 宝 は、 然し 彼の 宝 は 血統の 上から 

余の 物で も 叔父の 物で もな く、 全く 春 子の 物で ある、 

其の 仔細 は 叔父 朝 夫 は 丸 部 総本家から 数 代 前に 分れた 

家筋で 血筋が 遠い、 血筋の 一 番 近いの は 叔父の 妻で 


有った 夫人で、 其の 死んだ 後 は 其の 腹に 出来た 春 子が 

当然の 権利 者で 有る、 殊に 血筋 を 離れて 云う も、 幽霊 

塔の 前の 持主 輪 田お 紺の 遺言に 養女 輪 田 夏 子、 実は 春 

子、 を 相続人と して 有った ので、 此の方から 見る も幽 

霊 塔 全体が 夏 子の 物 だ、 唯 夏 子が 牢死した となった 為 

自然 高 輪 田 長 三の 物に 成って 居た が、 夏 子が 生きて 居 

れば長 三の 権利 さえ 権利と は 云われぬ 質の 権利で 有つ 

た、 爾れば 春 子 は 塔の 境内に 宝物 庫 を 建て、 一 先ず 彼 

の 十七 有 個の 箱 を 塔から 取り出して 之 を 納め、 第一 号 

の 家 珍 は 子孫へ 伝える 事と し、 金銀 は 全 英国の 慈善 事 

業 総体へ 寄附し 猶 欧洲 大陸、 及び 東洋 南洋の 殖民 地の 


教会 へ も 寄附し、 其の 他世界 中の 慈善事業 へ 今以て 寄 

附 して 居る、 併し 叔父の 領地 即ち 余の 領地 も 之が 為に 

大いに 広がった こと は 事実で ある、 領地に は 一郷々々 

に 悉く 小学校 を 建てた、 其の 費用 も 春 子が 支弁して 居 

るが、 中には 毎月 五 百 ポンド ほど 掛かる、 大きな 学校 

も 有る、 けれど 仲々 それだけ では 使い切れぬ、 猶 大部 

分 は、 珠玉な どまで 銀行の 倉庫に 在って、 利に 利 を 産 

んで 居る が、 他日 若し 英国 正義の 進路の 為に 国運 を 賭 

して 他国と 戦争す る 時が 有らば 決して 課税な ど を 引き 

揚げさせ ぬと 春 子 は 云 つ て 居る、 言い替えれば 軍費に 

献納す る 積り である、 何と 目出度い 訳で はない か。 
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